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学
習
指
導
の
展
開
と
評
価

◉
学
習
指
導
案
例
（
配
当
時
間
三
時
間
の
場
合
）

時
間

目

　
標

学
習
活
動
と
指
導
内
容

指
導
上
の
留
意
点

第1時限

❶
本
教
材
に
つ
い
て
の

導
入
を
行
う

❷
第
一
段（
初
め
〜
121
・

7
）
を
読
み
、「
も

の
」
と
「
こ
と
」
の

違
い
に
つ
い
て
の
筆

者
の
見
解
を
理
解
す

る

導
入

展
開
1

1

　生
徒
の
生
き
る
「
二
十
一
世
紀
」
の
イ
メ
ー
ジ

に
つ
い
て
確
認
す
る
。

2

　全
文
を
通
読
す
る
。

1

　第
一
段
の
要
旨
を
ま
と
め
る
。（「
学
習
の
手
引

き
一
」）

2

　「も
の
」
と
「
こ
と
」
の
違
い
に
つ
い
て
の
筆
者

の
見
解
を
理
解
す
る
。

1

　自
由
に
話
し
合
い
を
さ
せ
て
も
よ
い
。「
二
十
一
世
紀
」に
つ

い
て
の
捉
え
方
が
筆
者
の
意
見
と
同
じ
で
あ
る
必
要
は
な
い
。

2

　難
し
い
語
句
や
読
み
方
の
わ
か
ら
な
い
漢
字
を
確
認
さ
せ

る
。

1

　表
の
形
で
整
理
さ
せ
る
。

2

　「コ
ッ
プ
の
水
」
と
「
蛹
」
の
例
を
踏
ま
え
、「『
も
の
』
の
科

学
」
と
「『
こ
と
』
の
科
学
」
の
考
え
方
の
違
い
を
文
脈
に
沿
っ

て
理
解
さ
せ
る
。

第2時限

❶
第
二
段
（
121
・
8
〜

122
・
5
）
を
読
み
、

「『
こ
と
』
の
科
学
」

の
発
想
が
、
全
て
の

社
会
事
象
に
あ
て
は

ま
る
こ
と
を
理
解
す

る

展
開
2

1

　第
二
段
を
黙
読
す
る
。

2

　第
二
段
の
要
旨
を
ま
と
め
る
。（「
学
習
の
手
引

き
二
①
」）

3

　「『
こ
と
』
の
科
学
」
の
発
想
は
、
す
べ
て
の
社

会
事
象
に
当
て
は
ま
る
こ
と
を
理
解
す
る
。

2

　本
文
の
記
述
を
踏
ま
え
、「『
も
の
』
の
科
学
」
と
「『
こ
と
』

の
科
学
」
の
考
え
方
の
違
い
に
よ
っ
て
、
具
体
的
な
病
気
の
治

療
方
法
が
異
な
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
。

3

　全
て
の
「
こ
と
」
は
複
雑
系
で
あ
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
。
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「
も
の
」
の
科
学
か
ら
「
こ
と
」
の
科
学
へ

◆
池
田
清
彦

評
論
二

教
材
の
ね
ら
い

◉
学
習
目
標

・
筆
者
の
問
題
意
識
を
把
握
し
、
そ
の
論
理
の
展
開
を
理
解
す
る
。

・
筆
者
が
自
ら
の
論
証
の
た
め
に
用
意
し
た
事
例
の
意
図
や
意
味
を
考
え
る
。

・
筆
者
の
論
証
を
整
理
し
、
要
約
す
る
。

・
筆
者
の
意
見
に
基
づ
い
て
、
他
の
社
会
的
事
象
へ
敷
衍
す
る
。

◉
学
習
指
導
の
ポ
イ
ン
ト

二
十
一
世
紀
も
十
五
年
が
過
ぎ
よ
う
と
す
る
現
在
、
あ
ら
ゆ
る
物
事
に
対
す
る

思
考
の
枠
組
み
そ
の
も
の
の
変
革
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
本
教
材
に
お
い
て
筆
者

は
、
そ
の
よ
う
な
時
代
状
況
の
変
化
を
背
景
と
し
て
、
科
学
の
世
界
に
お
け
る
基

本
的
な
考
え
方
の
変
化
（
パ
ラ
ダ
イ
ム
・
シ
フ
ト
）
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
社
会
全

体
の
「
頭
の
切
り
替
え
」
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
る
。

二
十
世
紀
、
物
理
学
の
世
界
は
目
覚
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
た
。
ニ
ュ
ー
ト
ン
力

学
で
は
説
明
で
き
な
い
物
理
現
象
を
説
明
す
る
た
め
に
、
量
子
力
学
や
相
対
性
理

論
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
化
学
同
様
、
古
典
物
理
学
か
ら
現
代
物
理
学
へ
の
パ

ラ
ダ
イ
ム
・
シ
フ
ト
は
、
二
十
世
紀
か
ら
二
十
一
世
紀
へ
の
過
渡
的
状
況
の
中
に

生
き
る
私
た
ち
の
、
身
近
な
認
識
レ
ベ
ル
に
お
け
る
意
識
変
化
の
必
要
性
と
ア
ナ

ロ
ジ
ー
を
成
し
て
い
る
。
表
題
に
な
っ
て
い
る
、「
も
の
」
の
科
学
か
ら
「
こ
と
」

の
科
学
へ
、
と
い
う
言
葉
は
、
そ
の
よ
う
な
文
脈
に
お
い
て
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

ま
た
、
筆
者
が
組
み
立
て
る
論
理
構
成
に
も
注
目
し
て
お
き
た
い
。
論
証
の
形

式
に
は
普
遍
性
が
あ
る
。
読
み
手
に
身
近
な
話
題
を
具
体
的
な
事
例
と
し
て
提
示

し
、
そ
の
背
後
に
あ
る
思
想
を
筆
者
の
解
釈
と
し
て
取
り
出
し
て
い
く
本
教
材
の

論
理
構
成
は
、
評
論
読
解
に
必
要
と
な
る
論
証
の
基
本
型
を
学
ぶ
こ
と
の
み
な
ら

ず
、
生
徒
が
自
身
の
手
で
論
証
を
組
み
立
て
る
際
の
参
考
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

論
証
の
妥
当
性
は
、
事
例
の
選
び
方
と
そ
の
組
み
合
わ
せ
に
か
か
っ
て
い
る
。
何

を
選
び
、
ど
う
組
み
合
わ
せ
る
の
か
と
い
う
、
書
く
た
め
の
発
想
を
鍛
え
る
観
点

に
つ
い
て
も
留
意
し
て
学
習
さ
せ
た
い
。

最
後
に
、
本
教
材
に
お
い
て
筆
者
は
、
科
学
者
と
し
て
の
立
場
か
ら
述
べ
た
自

分
の
考
え
が
、
実
は
社
会
全
体
へ
と
敷
衍
可
能
な
も
の
で
あ
る
可
能
性
に
つ
い
て

指
摘
し
て
い
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
筆
者
が
論
証
の
根
拠
と
し
て
取
り
上
げ
た
事
例

以
外
に
も
、「
頭
の
切
り
替
え
」
が
求
め
ら
れ
る
事
象
は
数
多
く
存
在
す
る
は
ず
で

あ
る
。
こ
の
主
張
は
、
読
み
手
で
あ
る
生
徒
を
取
り
巻
く
日
常
世
界
の
問
題
へ
と

引
き
つ
け
て
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
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学
習
指
導
の
展
開
と
評
価

◉
学
習
指
導
案
例
（
配
当
時
間
三
時
間
の
場
合
）

時
間

目

標

学
習
活
動
と
指
導
内
容

指
導
上
の
留
意
点

第1時限

❶
本
教
材
に
つ
い
て
の

導
入
を
行
う

❷
第
一
段（
初
め
〜
121
・

7
）
を
読
み
、「
も

の
」
と
「
こ
と
」
の

違
い
に
つ
い
て
の
筆

者
の
見
解
を
理
解
す

る

導
入

展
開
1

1

生
徒
の
生
き
る
「
二
十
一
世
紀
」
の
イ
メ
ー
ジ

に
つ
い
て
確
認
す
る
。

2

全
文
を
通
読
す
る
。

1

第
一
段
の
要
旨
を
ま
と
め
る
。（「
学
習
の
手
引

き
一
」）

2
「
も
の
」
と
「
こ
と
」
の
違
い
に
つ
い
て
の
筆
者

の
見
解
を
理
解
す
る
。

1

自
由
に
話
し
合
い
を
さ
せ
て
も
よ
い
。「
二
十
一
世
紀
」に
つ

い
て
の
捉
え
方
が
筆
者
の
意
見
と
同
じ
で
あ
る
必
要
は
な
い
。

2

難
し
い
語
句
や
読
み
方
の
わ
か
ら
な
い
漢
字
を
確
認
さ
せ

る
。

1

表
の
形
で
整
理
さ
せ
る
。

2
「
コ
ッ
プ
の
水
」
と
「
蛹
」
の
例
を
踏
ま
え
、「『
も
の
』
の
科

学
」
と
「『
こ
と
』
の
科
学
」
の
考
え
方
の
違
い
を
文
脈
に
沿
っ

て
理
解
さ
せ
る
。

第2時限

❶
第
二
段
（
121
・
8
〜

122
・
5
）
を
読
み
、

「『
こ
と
』
の
科
学
」

の
発
想
が
、
全
て
の

社
会
事
象
に
あ
て
は

ま
る
こ
と
を
理
解
す

る

展
開
2

1

第
二
段
を
黙
読
す
る
。

2

第
二
段
の
要
旨
を
ま
と
め
る
。（「
学
習
の
手
引

き
二
①
」）

3
「『
こ
と
』
の
科
学
」
の
発
想
は
、
す
べ
て
の
社

会
事
象
に
当
て
は
ま
る
こ
と
を
理
解
す
る
。

2

本
文
の
記
述
を
踏
ま
え
、「『
も
の
』
の
科
学
」
と
「『
こ
と
』

の
科
学
」
の
考
え
方
の
違
い
に
よ
っ
て
、
具
体
的
な
病
気
の
治

療
方
法
が
異
な
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
。

3

全
て
の
「
こ
と
」
は
複
雑
系
で
あ
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
。
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「
も
の
」
の
科
学
か
ら
「
こ
と
」
の
科
学
へ

◆
池
田
清
彦

評
論
二

教
材
の
ね
ら
い

◉
学
習
目
標

・
筆
者
の
問
題
意
識
を
把
握
し
、
そ
の
論
理
の
展
開
を
理
解
す
る
。

・
筆
者
が
自
ら
の
論
証
の
た
め
に
用
意
し
た
事
例
の
意
図
や
意
味
を
考
え
る
。

・
筆
者
の
論
証
を
整
理
し
、
要
約
す
る
。

・
筆
者
の
意
見
に
基
づ
い
て
、
他
の
社
会
的
事
象
へ
敷
衍
す
る
。

◉
学
習
指
導
の
ポ
イ
ン
ト

　二
十
一
世
紀
も
十
五
年
が
過
ぎ
よ
う
と
す
る
現
在
、
あ
ら
ゆ
る
物
事
に
対
す
る

思
考
の
枠
組
み
そ
の
も
の
の
変
革
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
本
教
材
に
お
い
て
筆
者

は
、
そ
の
よ
う
な
時
代
状
況
の
変
化
を
背
景
と
し
て
、
科
学
の
世
界
に
お
け
る
基

本
的
な
考
え
方
の
変
化
（
パ
ラ
ダ
イ
ム
・
シ
フ
ト
）
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
社
会
全

体
の
「
頭
の
切
り
替
え
」
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
る
。

　二
十
世
紀
、
物
理
学
の
世
界
は
目
覚
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
た
。
ニ
ュ
ー
ト
ン
力

学
で
は
説
明
で
き
な
い
物
理
現
象
を
説
明
す
る
た
め
に
、
量
子
力
学
や
相
対
性
理

論
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
化
学
同
様
、
古
典
物
理
学
か
ら
現
代
物
理
学
へ
の
パ

ラ
ダ
イ
ム
・
シ
フ
ト
は
、
二
十
世
紀
か
ら
二
十
一
世
紀
へ
の
過
渡
的
状
況
の
中
に

生
き
る
私
た
ち
の
、
身
近
な
認
識
レ
ベ
ル
に
お
け
る
意
識
変
化
の
必
要
性
と
ア
ナ

ロ
ジ
ー
を
成
し
て
い
る
。
表
題
に
な
っ
て
い
る
、「
も
の
」
の
科
学
か
ら
「
こ
と
」

の
科
学
へ
、
と
い
う
言
葉
は
、
そ
の
よ
う
な
文
脈
に
お
い
て
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　ま
た
、
筆
者
が
組
み
立
て
る
論
理
構
成
に
も
注
目
し
て
お
き
た
い
。
論
証
の
形

式
に
は
普
遍
性
が
あ
る
。
読
み
手
に
身
近
な
話
題
を
具
体
的
な
事
例
と
し
て
提
示

し
、
そ
の
背
後
に
あ
る
思
想
を
筆
者
の
解
釈
と
し
て
取
り
出
し
て
い
く
本
教
材
の

論
理
構
成
は
、
評
論
読
解
に
必
要
と
な
る
論
証
の
基
本
型
を
学
ぶ
こ
と
の
み
な
ら

ず
、
生
徒
が
自
身
の
手
で
論
証
を
組
み
立
て
る
際
の
参
考
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

論
証
の
妥
当
性
は
、
事
例
の
選
び
方
と
そ
の
組
み
合
わ
せ
に
か
か
っ
て
い
る
。
何

を
選
び
、
ど
う
組
み
合
わ
せ
る
の
か
と
い
う
、
書
く
た
め
の
発
想
を
鍛
え
る
観
点

に
つ
い
て
も
留
意
し
て
学
習
さ
せ
た
い
。

　最
後
に
、
本
教
材
に
お
い
て
筆
者
は
、
科
学
者
と
し
て
の
立
場
か
ら
述
べ
た
自

分
の
考
え
が
、
実
は
社
会
全
体
へ
と
敷
衍
可
能
な
も
の
で
あ
る
可
能
性
に
つ
い
て

指
摘
し
て
い
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
筆
者
が
論
証
の
根
拠
と
し
て
取
り
上
げ
た
事
例

以
外
に
も
、「
頭
の
切
り
替
え
」
が
求
め
ら
れ
る
事
象
は
数
多
く
存
在
す
る
は
ず
で

あ
る
。
こ
の
主
張
は
、
読
み
手
で
あ
る
生
徒
を
取
り
巻
く
日
常
世
界
の
問
題
へ
と

引
き
つ
け
て
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
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ね
ら
い
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学
習
指
導
展
開
例
と
評
価
　

◎時間・目標・学習内容と指導内容・指導上の留意点を、
　指導の実際に即して表組みで示しました。

◎学習目標を達成するための具体的な手だてや
　注意するポイントを示しました。

◎学習の目標を、具体的に
　箇条書きでまとめました。
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◉
要
旨  　対

象
を
、
固
定
化
し
た
「
も
の
」
と
し
て
で
は
な
く
、
個
別
性
と
多
様
性

に
富
ん
だ
、
流
動
的
な
「
こ
と
」
と
し
て
扱
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
二
十

一
世
紀
に
お
い
て
は
、
科
学
の
み
な
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
事
象
に
お
い
て

発
想
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。（
一
〇
〇
字
）

　二
十
一
世
紀
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
厳
密
性
と
普
遍
性
を
追
求
し
て
き

た
科
学
も
、
個
別
性
と
多
様
性
に
目
を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
き

た
。
対
象
を
固
定
化
し
た
「
も
の
」
と
し
て
で
は
な
く
、
個
別
性
と
多
様
性

に
富
ん
だ
、
流
動
的
な
「
こ
と
」
と
し
て
扱
う
必
要
が
あ
る
。
硬
直
し
た
姿

勢
で
問
題
に
向
き
合
う
こ
と
な
く
、試
行
錯
誤
と
修
正
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、

最
善
と
思
わ
れ
る
方
策
を
探
り
当
て
て
い
く
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
発

想
の
転
換
は
、
科
学
の
み
な
ら
ず
、
社
会
全
体
に
も
必
要
な
の
だ
。（
二
〇
〇

字
）

※
「
も
の
」
に
も
と
づ
い
た
考
え
方
か
ら
、「
こ
と
」
を
前
提
と
し
た
考
え
方
へ
の

変
化
が
わ
か
る
よ
う
に
ま
と
め
る
。「
○
○
で
は
な
く
、
○
○
が
必
要
で
あ
る
。」

と
い
う
基
本
文
を
使
っ
て
整
理
す
る
と
よ
い
。

【
一
〇
〇
字
】

【
二
〇
〇
字
】

・『
分
類
と
い
う
思
想
』（
一
九
九
二
年
・
新
潮
選
書
）

・『
科
学
は
錯
覚
で
あ
る
』（
一
九
九
三
年
・
宝
島
社
）

・『
や
ぶ
に
ら
み
科
学
論
』（
二
〇
〇
三
年
・
ち
く
ま
新
書
）

・『
環
境
問
題
の
ウ
ソ
』（
二
〇
〇
六
年
・
ち
く
ま
プ
リ
マ
ー
新
書
）

・『
が
ん
ば
ら
な
い
生
き
方
』（
二
〇
〇
九
年
・
中
経
出
版
）

・『「
進
化
論
」
を
書
き
換
え
る
』（
二
〇
一
一
年
・
新
潮
社
）

　著
者
は
「
進
化
論
は
す
で
に
書
き
換
え
ら
れ
つ
つ
あ
る
」
と
し
た
上
で
、
進
化

の
主
因
を
「
様
々
な
レ
ベ
ル
で
の
形
態
形
成
シ
ス
テ
ム
の
変
更
」
で
あ
る
と
言
う
。

こ
れ
ま
で
の
進
化
論
は
「
小
進
化
」
の
説
明
原
理
と
し
て
は
よ
く
で
き
て
い
る
が
、

単
細
胞
生
物
か
ら
多
細
胞
生
物
へ
、
無
脊
椎
動
物
か
ら
脊
椎
動
物
、
魚
類
か
ら
四

足
動
物
へ
と
い
う
、「
種
」
の
発
生
を
と
も
な
う
よ
う
な
「
大
進
化
」
を
説
明
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
形
態
形
成
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
遺
伝
子
自
体
の

変
異
と
い
う
よ
り
も
、
遺
伝
子
た
ち
が
発
生
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
ど
の
よ
う
な
役
割

を
果
た
す
の
か
、
に
あ
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
進
化
は
漸
進
的
に
起
こ
る
も
の
で

は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
自
然
選
択
は
、進
化
の
原
因
で
は
な
く
結
果
だ
か
ら
で
あ
る
。

◉
出
典  

　『ゼ
フ
ィ
ル
ス
の
卵
』（
二
〇
〇
七
年
・
東
京
書
籍
）

　本
書
は
、
一
九
九
八
年
〜
二
〇
〇
七
年
に
か
け
て
書
か
れ
た
著
者
の
エ
ッ
セ
イ

を
ま
と
め
た
も
の
。
タ
イ
ト
ル
の
「
ゼ
フ
ィ
ル
ス
」
と
は
、
シ
ジ
ミ
チ
ョ
ウ
科
の

中
の
ミ
ド
リ
シ
ジ
ミ
な
ど
の
一
群
を
指
す
。
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
西
風
の
精
ゼ
フ
ィ

ロ
ス
（「
そ
よ
風
の
精
」
の
意
）
が
語
源
と
言
わ
れ
て
い
る
。

〔
本
文
と
の
異
同
〕

二
十
世
紀
の
後
年
か
ら
→
二
十
世
紀
の
終
わ
り
頃
か
ら
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て
い
る
。
構
造
主
義
生
物
学
は
、
生
物
に
お
け
る
種
の
変
異
（
進
化
）
が
、
遺
伝

子
の
変
化
か
ら
徐
々
に
起
こ
る
の
で
は
な
く
、
遺
伝
子
を
一
要
素
と
す
る
部
品
間

の
構
造
（
シ
ス
テ
ム
）
の
変
化
に
よ
っ
て
一
気
に
起
こ
る
と
考
え
る
点
に
特
徴
が

あ
る
。

主
な
著
書

・『
構
造
主
義
生
物
学
と
は
何
か

　多
元
主
義
に
よ
る
世
界
解
読
の
試
み
』（
一
九

八
八
年
・
海
鳴
社
）

・『
構
造
主
義
と
進
化
論
』（
一
九
八
九
年
・
海
鳴
社
）

教
材
の
研
究

◉
筆
者  

池
田
清
彦
（
い
け
だ
き
よ
ひ
こ
）

　

　一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
〜
。
東
京
生
ま
れ
。
生
物
学
者
・
評
論
家
。
東
京

都
立
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
満
期
退
学（
生
物
学
）。
理
学

博
士
。
山
梨
大
学
教
育
人
間
科
学
部
教
授
を
経
て
、
早
稲
田
大
学
国
際
教
養
学
部

教
授
。
構
造
主
義
生
物
学
の
地
平
か
ら
、
多
分
野
に
わ
た
っ
て
評
論
活
動
を
行
っ

第3時限

❶
筆
者
が
主
張
を
展
開

す
る
た
め
に
採
用
し

て
い
る
論
理
構
成
を

理
解
す
る

❷
第
三
段
（
122
・
6
〜

終
わ
り
）
を
読
み
、

「
頭
の
切
り
替
え
」が

必
要
な
社
会
事
象
に

つ
い
て
考
え
る

展
開
3

ま
と
め

1

　第
三
段
を
黙
読
す
る
。

2

　第
三
段
の
要
旨
を
ま
と
め
る
。（「
学
習
の
手
引

き
二
②
」）

3

　「『
こ
と
』
の
科
学
」
の
発
想
は
、
多
く
の
社
会

事
象
に
当
て
は
ま
る
こ
と
を
理
解
す
る
。

4

　筆
者
が
主
張
を
展
開
す
る
た
め
に
採
用
し
て
い

る
論
理
構
成
を
理
解
す
る
。（「
学
習
の
手
引
き

三
」）

1

　「頭
の
切
り
替
え
」が
必
要
な
社
会
事
象
に
つ
い

て
考
え
る
。

2

　本
文
の
記
述
を
踏
ま
え
、「『
も
の
』
の
科
学
」
と
「『
こ
と
』

の
科
学
」
の
考
え
方
の
違
い
に
よ
っ
て
、
生
物
多
様
性
の
保
全

へ
の
対
処
が
異
な
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
。

3

　「『
も
の
』
の
科
学
」
の
考
え
方
が
、
手
段
の
自
己
目
的
化
に

陥
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
。

4

　「病
気
の
治
療
」「
Ｒ
Ｄ
Ｂ
の
利
用
の
仕
方
」
の
事
例
を
踏
ま

え
な
が
ら
、「
も
の
」
か
ら
「
こ
と
」
へ
の
考
え
方
の
変
更
を
促

す
展
開
を
理
解
さ
せ
る
。

1

　本
文
を
踏
ま
え
、身
近
な
社
会
事
象
に
つ
い
て
敷
衍
さ
せ
る
。
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◎筆者（作者）の肩書き・業績・作風・著作などについて
　解説しました。

◎教科書採録本文の出典を示しました。
　書名・発行年・出版社に加え、必要に応じて解説を加えました。

◎
字
数
制
限
を
付
加
し
て
、要
旨（
大
意
）を
掲
載
し
ま
し
た
。

　字
数
制
限
は
、二
〇
〇
字
・一
〇
〇
字
を
原
則
と
し
ま
し
た
。
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◉
要
旨  　対

象
を
、
固
定
化
し
た
「
も
の
」
と
し
て
で
は
な
く
、
個
別
性
と
多
様
性

に
富
ん
だ
、
流
動
的
な
「
こ
と
」
と
し
て
扱
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
二
十

一
世
紀
に
お
い
て
は
、
科
学
の
み
な
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
事
象
に
お
い
て

発
想
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。（
一
〇
〇
字
）

　二
十
一
世
紀
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
厳
密
性
と
普
遍
性
を
追
求
し
て
き

た
科
学
も
、
個
別
性
と
多
様
性
に
目
を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
き

た
。
対
象
を
固
定
化
し
た
「
も
の
」
と
し
て
で
は
な
く
、
個
別
性
と
多
様
性

に
富
ん
だ
、
流
動
的
な
「
こ
と
」
と
し
て
扱
う
必
要
が
あ
る
。
硬
直
し
た
姿

勢
で
問
題
に
向
き
合
う
こ
と
な
く
、試
行
錯
誤
と
修
正
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、

最
善
と
思
わ
れ
る
方
策
を
探
り
当
て
て
い
く
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
発

想
の
転
換
は
、
科
学
の
み
な
ら
ず
、
社
会
全
体
に
も
必
要
な
の
だ
。（
二
〇
〇

字
）

※
「
も
の
」
に
も
と
づ
い
た
考
え
方
か
ら
、「
こ
と
」
を
前
提
と
し
た
考
え
方
へ
の

変
化
が
わ
か
る
よ
う
に
ま
と
め
る
。「
○
○
で
は
な
く
、
○
○
が
必
要
で
あ
る
。」

と
い
う
基
本
文
を
使
っ
て
整
理
す
る
と
よ
い
。

【
一
〇
〇
字
】

【
二
〇
〇
字
】

・『
分
類
と
い
う
思
想
』（
一
九
九
二
年
・
新
潮
選
書
）

・『
科
学
は
錯
覚
で
あ
る
』（
一
九
九
三
年
・
宝
島
社
）

・『
や
ぶ
に
ら
み
科
学
論
』（
二
〇
〇
三
年
・
ち
く
ま
新
書
）

・『
環
境
問
題
の
ウ
ソ
』（
二
〇
〇
六
年
・
ち
く
ま
プ
リ
マ
ー
新
書
）

・『
が
ん
ば
ら
な
い
生
き
方
』（
二
〇
〇
九
年
・
中
経
出
版
）

・『「
進
化
論
」
を
書
き
換
え
る
』（
二
〇
一
一
年
・
新
潮
社
）

　著
者
は
「
進
化
論
は
す
で
に
書
き
換
え
ら
れ
つ
つ
あ
る
」
と
し
た
上
で
、
進
化

の
主
因
を
「
様
々
な
レ
ベ
ル
で
の
形
態
形
成
シ
ス
テ
ム
の
変
更
」
で
あ
る
と
言
う
。

こ
れ
ま
で
の
進
化
論
は
「
小
進
化
」
の
説
明
原
理
と
し
て
は
よ
く
で
き
て
い
る
が
、

単
細
胞
生
物
か
ら
多
細
胞
生
物
へ
、
無
脊
椎
動
物
か
ら
脊
椎
動
物
、
魚
類
か
ら
四

足
動
物
へ
と
い
う
、「
種
」
の
発
生
を
と
も
な
う
よ
う
な
「
大
進
化
」
を
説
明
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
形
態
形
成
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
遺
伝
子
自
体
の

変
異
と
い
う
よ
り
も
、
遺
伝
子
た
ち
が
発
生
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
ど
の
よ
う
な
役
割

を
果
た
す
の
か
、
に
あ
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
進
化
は
漸
進
的
に
起
こ
る
も
の
で

は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
自
然
選
択
は
、進
化
の
原
因
で
は
な
く
結
果
だ
か
ら
で
あ
る
。

◉
出
典  

　『ゼ
フ
ィ
ル
ス
の
卵
』（
二
〇
〇
七
年
・
東
京
書
籍
）

　本
書
は
、
一
九
九
八
年
〜
二
〇
〇
七
年
に
か
け
て
書
か
れ
た
著
者
の
エ
ッ
セ
イ

を
ま
と
め
た
も
の
。
タ
イ
ト
ル
の
「
ゼ
フ
ィ
ル
ス
」
と
は
、
シ
ジ
ミ
チ
ョ
ウ
科
の

中
の
ミ
ド
リ
シ
ジ
ミ
な
ど
の
一
群
を
指
す
。
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
西
風
の
精
ゼ
フ
ィ

ロ
ス
（「
そ
よ
風
の
精
」
の
意
）
が
語
源
と
言
わ
れ
て
い
る
。

〔
本
文
と
の
異
同
〕

二
十
世
紀
の
後
年
か
ら
→
二
十
世
紀
の
終
わ
り
頃
か
ら
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て
い
る
。
構
造
主
義
生
物
学
は
、
生
物
に
お
け
る
種
の
変
異
（
進
化
）
が
、
遺
伝

子
の
変
化
か
ら
徐
々
に
起
こ
る
の
で
は
な
く
、
遺
伝
子
を
一
要
素
と
す
る
部
品
間

の
構
造
（
シ
ス
テ
ム
）
の
変
化
に
よ
っ
て
一
気
に
起
こ
る
と
考
え
る
点
に
特
徴
が

あ
る
。

主
な
著
書

・『
構
造
主
義
生
物
学
と
は
何
か

　多
元
主
義
に
よ
る
世
界
解
読
の
試
み
』（
一
九

八
八
年
・
海
鳴
社
）

・『
構
造
主
義
と
進
化
論
』（
一
九
八
九
年
・
海
鳴
社
）

教
材
の
研
究

◉
筆
者  

池
田
清
彦
（
い
け
だ
き
よ
ひ
こ
）

　

　一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
〜
。
東
京
生
ま
れ
。
生
物
学
者
・
評
論
家
。
東
京

都
立
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
満
期
退
学（
生
物
学
）。
理
学

博
士
。
山
梨
大
学
教
育
人
間
科
学
部
教
授
を
経
て
、
早
稲
田
大
学
国
際
教
養
学
部

教
授
。
構
造
主
義
生
物
学
の
地
平
か
ら
、
多
分
野
に
わ
た
っ
て
評
論
活
動
を
行
っ

第3時限

❶
筆
者
が
主
張
を
展
開

す
る
た
め
に
採
用
し

て
い
る
論
理
構
成
を

理
解
す
る

❷
第
三
段
（
122
・
6
〜

終
わ
り
）
を
読
み
、

「
頭
の
切
り
替
え
」が

必
要
な
社
会
事
象
に

つ
い
て
考
え
る

展
開
3

ま
と
め

1

　第
三
段
を
黙
読
す
る
。

2

　第
三
段
の
要
旨
を
ま
と
め
る
。（「
学
習
の
手
引

き
二
②
」）

3

　「『
こ
と
』
の
科
学
」
の
発
想
は
、
多
く
の
社
会

事
象
に
当
て
は
ま
る
こ
と
を
理
解
す
る
。

4

　筆
者
が
主
張
を
展
開
す
る
た
め
に
採
用
し
て
い

る
論
理
構
成
を
理
解
す
る
。（「
学
習
の
手
引
き

三
」）

1

　「頭
の
切
り
替
え
」が
必
要
な
社
会
事
象
に
つ
い

て
考
え
る
。

2

　本
文
の
記
述
を
踏
ま
え
、「『
も
の
』
の
科
学
」
と
「『
こ
と
』

の
科
学
」
の
考
え
方
の
違
い
に
よ
っ
て
、
生
物
多
様
性
の
保
全

へ
の
対
処
が
異
な
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
。

3

　「『
も
の
』
の
科
学
」
の
考
え
方
が
、
手
段
の
自
己
目
的
化
に

陥
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
。

4

　「病
気
の
治
療
」「
Ｒ
Ｄ
Ｂ
の
利
用
の
仕
方
」
の
事
例
を
踏
ま

え
な
が
ら
、「
も
の
」
か
ら
「
こ
と
」
へ
の
考
え
方
の
変
更
を
促

す
展
開
を
理
解
さ
せ
る
。

1

　本
文
を
踏
ま
え
、身
近
な
社
会
事
象
に
つ
い
て
敷
衍
さ
せ
る
。
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◉
展
開
図  

◉
表
現
の
特
色  

　本
教
材
の
表
現
上
の
特
色
は
、
一
文
の
長
さ
が
短
く
、
そ
の
中
で
主
語
と
述
語

が
重
複
す
る
こ
と
も
少
な
い
点
に
あ
る
（
単
文
構
造
）。
そ
し
て
、構
造
の
単
純
な

短
い
文
が
、
接
続
詞
、
あ
る
い
は
接
続
の
た
め
の
語
句
に
よ
っ
て
次
の
文
へ
と
つ

な
が
っ
て
い
る
。

　冒
頭
の
三
行
は
四
つ
の
文
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
「
も
ち
ろ
ん
」

「
し
か
し
」「
ご
く
乱
暴
に
い
え
ば
」
と
い
う
語
で
接
続
さ
れ
て
い
る
。
試
み
に
、

こ
の
四
つ
の
文
を
一
文
に
し
て
み
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

二
十
世
紀
は
科
学
の
時
代
で
あ
っ
た
し
、
も
ち
ろ
ん
二
十
一
世
紀
も
科
学
の

時
代
に
な
る
に
ち
が
い
な
い
が
、
そ
の
中
身
は
、
ご
く
乱
暴
に
い
え
ば
、「
も

の
」
の
科
学
か
ら
「
こ
と
」
の
科
学
へ
と
大
き
く
変
容
す
る
は
ず
だ
。

　四
文
で
構
成
さ
れ
た
文
章
を
一
文
で
書
く
と
、
表
現
さ
れ
る
内
容
自
体
に
変
わ

り
は
な
い
が
、
一
文
が
長
く
な
る
こ
と
で
冗
長
に
な
る
。
ま
た
、「
時
代
で
あ
っ

た
」「
時
代
に
な
る
」「
変
容
す
る
は
ず
だ
」
と
、
述
語
に
相
当
す
る
部
分
が
三
か

所
も
出
て
き
て
し
ま
う
の
で
、
文
意
を
読
み
取
る
難
易
度
は
上
が
る
。
本
教
材
が

も
た
ら
す
印
象
と
し
て
の
文
章
の
読
み
や
す
さ
は
、
短
文
（
単
文
）
が
そ
れ
ぞ
れ

接
続
詞
で
つ
な
が
っ
て
い
る
点
に
起
因
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
生
徒
自
身
が
文
章

を
作
成
す
る
際
に
も
参
考
と
な
る
だ
ろ
う
。

　ま
た
、「
制
御
可
能
性
」「
普
遍
性
」「
多
様
性
」
な
ど
、「
〜
性
」
と
い
う
言
葉

が
散
見
さ
れ
る
が
、「
〜
性
」
は
「
〜
で
あ
る
こ
と
」
と
読
み
換
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
先
ほ
ど
の
例
で
言
え
ば
「
制
御
（
が
）
可
能
で
あ
る
こ
と
」「
普
遍
で
あ
る
こ

と
」「
多
様
で
あ
る
こ
と
」
と
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。「
制
御
可
能
性
」
な

ど
、
漢
語
が
連
な
っ
た
字
面
の
イ
メ
ー
ジ
は
難
解
な
印
象
を
与
え
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
解
き
ほ
ぐ
し
て
み
れ
ば
既
知
の
言
葉
と
大
き
く
異
な
っ
た
語
義
を
持
つ
わ

け
で
な
い
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。

【
第
一
段
】
　「も
の
」
の
科
学
か
ら
「
こ
と
」
の
科
学
へ

　
　
　・
科
学
の
主
流
と
追
求
す
る
も
の
の
変
化

　
　〈二
十
世
紀
〉

　
　
　物
理
学
・
化
学

　厳
密
性
・
普
遍
性

　
　
　
　
　↓

　
　〈二
十
一
世
紀
〉

　
　
　
　生
物
学

　
　
　個
別
性
・
多
様
性

【
第
二
段
】
　試
行
錯
誤
と
す
ば
や
い
修
正

　
　
　・
病
気
の
治
療

　
　
　
　「も
の
」
の
科
学
…
…
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
た
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

ル
ー
ル
通
り
に
や
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　↓

　
　
　
　「こ
と
」
の
科
学
…
…
最
善
の
選
択
（
試
行
錯
誤
）
を
し
つ
つ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

状
況
に
応
じ
て
対
応
を
変
え
る

　
　
　
　〈な
ぜ
な
ら
〉

　
　
　
　
　す
べ
て
の
「
こ
と
」
は 

複
雑
系 

だ
か
ら
。

【
第
三
段
】

　頭
の
切
り
替
え

　
　
　・
Ｒ
Ｄ
Ｂ
…
…
絶
滅
危
惧
種
保
護
の
た
め
の
道
具

　

　
　
　
　×
手
段
の
「
自
己
目
的
化
」

　
　
　
　〈そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
〉

　
　
　
　
　「も
の
」
か
ら
「
こ
と
」
へ
の
頭
の
切
り
替
え
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【
参
考
】

こ
こ
で
は
、「
事
例
→
一
般
化
」
と
い
う
観
点
で
三
段
落
に
整
理
し
た
。

「
例
え
ば
、
病
気
の
治
療
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。」
→
「
こ
の
こ
と
は
何
も
医

療
だ
け
に
限
ら
な
い
。」（
第
二
段
）

「
例
え
ば
、
生
物
多
様
性
の
保
全
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。」
→
「
そ
し
て
、
こ

の
こ
と
は
お
そ
ら
く
他
の
多
く
の
社
会
事
象
に
も
あ
て
は
ま
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。」（
第
三
段
）

◉
全
体
の
構
成  

段

　
落

ペ
ー
ジ
・
行

要

　
　
旨

第
一
段

初
め
〜
121
・
7「
…

要
求
さ
れ
る
。」

「
も
の
」
の
科
学
か
ら
「
こ
と
」
の
科
学
へ

　二
十
世
紀
の
終
わ
り
頃
に
、
科
学
の
主
流
は
物
理
学
や
化
学
か
ら
生
物
学
へ
と
移
行
し
た
。
こ
れ
は
、
厳
密
性
と
普
遍
性
を
追
求
す

る
「
も
の
」
の
科
学
か
ら
個
別
性
と
多
様
性
に
目
を
向
け
る
「
こ
と
」
の
科
学
へ
と
変
化
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

第
二
段

121
・
8
「
例
え
ば
、

病
気
の
…
」〜
122
・

5
「
…
多
く
な
い

よ
う
だ
。」

試
行
錯
誤
と
修
正
主
義

　病
気
の
治
療
に
お
い
て
は
、
同
じ
病
名
だ
か
ら
と
い
っ
て
同
じ
対
処
法
が
有
効
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
最
善
の
方
法
を

つ
ね
に
模
索
し
な
が
ら
状
況
に
応
じ
て
対
応
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
段

122
・
6
「
例
え
ば
、

生
物
の
多
様
性
の

…
」
〜
終
わ
り

頭
の
切
り
替
え
の
必
要
性

　Ｒ
Ｄ
Ｂ
は
、
絶
滅
危
惧
種
保
護
の
た
め
の
道
具
に
す
ぎ
な
い
。
だ
か
ら
、
種
を
保
護
す
る
た
め
の
最
善
の
方
法
を
つ
ね
に
模
索
し
な

が
ら
状
況
に
応
じ
て
対
応
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
も
の
」
か
ら
「
こ
と
」
へ
の
頭
の
切
り
替
え
は
、科
学
全
体
ば
か
り
で
な
く

社
会
全
体
に
も
ぜ
ひ
必
要
な
の
だ
。
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展
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表
現
の
特
色  

　本
教
材
の
表
現
上
の
特
色
は
、
一
文
の
長
さ
が
短
く
、
そ
の
中
で
主
語
と
述
語

が
重
複
す
る
こ
と
も
少
な
い
点
に
あ
る
（
単
文
構
造
）。
そ
し
て
、構
造
の
単
純
な

短
い
文
が
、
接
続
詞
、
あ
る
い
は
接
続
の
た
め
の
語
句
に
よ
っ
て
次
の
文
へ
と
つ

な
が
っ
て
い
る
。

　冒
頭
の
三
行
は
四
つ
の
文
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
「
も
ち
ろ
ん
」

「
し
か
し
」「
ご
く
乱
暴
に
い
え
ば
」
と
い
う
語
で
接
続
さ
れ
て
い
る
。
試
み
に
、

こ
の
四
つ
の
文
を
一
文
に
し
て
み
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

二
十
世
紀
は
科
学
の
時
代
で
あ
っ
た
し
、
も
ち
ろ
ん
二
十
一
世
紀
も
科
学
の

時
代
に
な
る
に
ち
が
い
な
い
が
、
そ
の
中
身
は
、
ご
く
乱
暴
に
い
え
ば
、「
も

の
」
の
科
学
か
ら
「
こ
と
」
の
科
学
へ
と
大
き
く
変
容
す
る
は
ず
だ
。

　四
文
で
構
成
さ
れ
た
文
章
を
一
文
で
書
く
と
、
表
現
さ
れ
る
内
容
自
体
に
変
わ

り
は
な
い
が
、
一
文
が
長
く
な
る
こ
と
で
冗
長
に
な
る
。
ま
た
、「
時
代
で
あ
っ

た
」「
時
代
に
な
る
」「
変
容
す
る
は
ず
だ
」
と
、
述
語
に
相
当
す
る
部
分
が
三
か

所
も
出
て
き
て
し
ま
う
の
で
、
文
意
を
読
み
取
る
難
易
度
は
上
が
る
。
本
教
材
が

も
た
ら
す
印
象
と
し
て
の
文
章
の
読
み
や
す
さ
は
、
短
文
（
単
文
）
が
そ
れ
ぞ
れ

接
続
詞
で
つ
な
が
っ
て
い
る
点
に
起
因
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
生
徒
自
身
が
文
章

を
作
成
す
る
際
に
も
参
考
と
な
る
だ
ろ
う
。

　ま
た
、「
制
御
可
能
性
」「
普
遍
性
」「
多
様
性
」
な
ど
、「
〜
性
」
と
い
う
言
葉

が
散
見
さ
れ
る
が
、「
〜
性
」
は
「
〜
で
あ
る
こ
と
」
と
読
み
換
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
先
ほ
ど
の
例
で
言
え
ば
「
制
御
（
が
）
可
能
で
あ
る
こ
と
」「
普
遍
で
あ
る
こ

と
」「
多
様
で
あ
る
こ
と
」
と
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。「
制
御
可
能
性
」
な

ど
、
漢
語
が
連
な
っ
た
字
面
の
イ
メ
ー
ジ
は
難
解
な
印
象
を
与
え
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
解
き
ほ
ぐ
し
て
み
れ
ば
既
知
の
言
葉
と
大
き
く
異
な
っ
た
語
義
を
持
つ
わ

け
で
な
い
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。

【
第
一
段
】
　「も
の
」
の
科
学
か
ら
「
こ
と
」
の
科
学
へ

　
　
　・
科
学
の
主
流
と
追
求
す
る
も
の
の
変
化

　
　〈二
十
世
紀
〉

　
　
　物
理
学
・
化
学

　厳
密
性
・
普
遍
性

　
　
　
　
　↓

　
　〈二
十
一
世
紀
〉

　
　
　
　生
物
学

　
　
　個
別
性
・
多
様
性

【
第
二
段
】
　試
行
錯
誤
と
す
ば
や
い
修
正

　
　
　・
病
気
の
治
療

　
　
　
　「も
の
」
の
科
学
…
…
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
た
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

ル
ー
ル
通
り
に
や
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　↓

　
　
　
　「こ
と
」
の
科
学
…
…
最
善
の
選
択
（
試
行
錯
誤
）
を
し
つ
つ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

状
況
に
応
じ
て
対
応
を
変
え
る

　
　
　
　〈な
ぜ
な
ら
〉

　
　
　
　
　す
べ
て
の
「
こ
と
」
は 

複
雑
系 

だ
か
ら
。

【
第
三
段
】

　頭
の
切
り
替
え

　
　
　・
Ｒ
Ｄ
Ｂ
…
…
絶
滅
危
惧
種
保
護
の
た
め
の
道
具

　

　
　
　
　×
手
段
の
「
自
己
目
的
化
」

　
　
　
　〈そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
〉

　
　
　
　
　「も
の
」
か
ら
「
こ
と
」
へ
の
頭
の
切
り
替
え
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【
参
考
】

こ
こ
で
は
、「
事
例
→
一
般
化
」
と
い
う
観
点
で
三
段
落
に
整
理
し
た
。

「
例
え
ば
、
病
気
の
治
療
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。」
→
「
こ
の
こ
と
は
何
も
医

療
だ
け
に
限
ら
な
い
。」（
第
二
段
）

「
例
え
ば
、
生
物
多
様
性
の
保
全
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。」
→
「
そ
し
て
、
こ

の
こ
と
は
お
そ
ら
く
他
の
多
く
の
社
会
事
象
に
も
あ
て
は
ま
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。」（
第
三
段
）

◉
全
体
の
構
成  

段

　
落

ペ
ー
ジ
・
行

要

　
　
旨

第
一
段

初
め
〜
121
・
7「
…

要
求
さ
れ
る
。」

「
も
の
」
の
科
学
か
ら
「
こ
と
」
の
科
学
へ

　二
十
世
紀
の
終
わ
り
頃
に
、
科
学
の
主
流
は
物
理
学
や
化
学
か
ら
生
物
学
へ
と
移
行
し
た
。
こ
れ
は
、
厳
密
性
と
普
遍
性
を
追
求
す

る
「
も
の
」
の
科
学
か
ら
個
別
性
と
多
様
性
に
目
を
向
け
る
「
こ
と
」
の
科
学
へ
と
変
化
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

第
二
段

121
・
8
「
例
え
ば
、

病
気
の
…
」〜
122
・

5
「
…
多
く
な
い

よ
う
だ
。」

試
行
錯
誤
と
修
正
主
義

　病
気
の
治
療
に
お
い
て
は
、
同
じ
病
名
だ
か
ら
と
い
っ
て
同
じ
対
処
法
が
有
効
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
最
善
の
方
法
を

つ
ね
に
模
索
し
な
が
ら
状
況
に
応
じ
て
対
応
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
段

122
・
6
「
例
え
ば
、

生
物
の
多
様
性
の

…
」
〜
終
わ
り

頭
の
切
り
替
え
の
必
要
性

　Ｒ
Ｄ
Ｂ
は
、
絶
滅
危
惧
種
保
護
の
た
め
の
道
具
に
す
ぎ
な
い
。
だ
か
ら
、
種
を
保
護
す
る
た
め
の
最
善
の
方
法
を
つ
ね
に
模
索
し
な

が
ら
状
況
に
応
じ
て
対
応
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
も
の
」
か
ら
「
こ
と
」
へ
の
頭
の
切
り
替
え
は
、科
学
全
体
ば
か
り
で
な
く

社
会
全
体
に
も
ぜ
ひ
必
要
な
の
だ
。
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は
、
同
様
に
対
象
の
変
化
を
予
想
し
つ
つ
支
配
す
る

こ
と
。
ど
ち
ら
も
、
物
事
を
人
為
的
に
操
作
し
、
計

画
や
想
定
の
範
囲
内
に
収
め
よ
う
と
す
る
発
想
だ
と

言
う
こ
と
が
で
き
る
。
私
た
ち
が
何
気
な
く
目
に
す

る
「
明
日
の
天
気
予
報
」
も
、「
明
日
」
を
「
今
日
」

の
延
長
線
上
で
予
想
し
つ
つ
支
配
し
よ
う
と
す
る
限

り
に
お
い
て
、「
も
の
」
の
科
学
の
発
想
に
も
と
づ
い

た
結
果
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
マ
ニ
ュ
ア

ル
（
手
引
き
）
に
基
づ
い
て
行
動
す
る
と
い
う
の
も
、

こ
れ
と
同
様
で
あ
る
。

Ｌ
8

　不
変 

変
わ
ら
な
い
こ
と
。
次
ペ
ー
ジ
5
行

目
に
あ
る
「
普
遍
」
と
の
意
味
の
違
い
を
確
認
し
て

お
き
た
い
（
→
発
問
）。

・
不
変
＝
変
わ
ら
な
い
こ
と
。
ま
た
、
変
わ
ら
な
い

さ
ま
。
対
義
語
は
可
変
。

・
普
遍
＝
①
広
く
行
き
渡
る
こ
と
。
②
す
べ
て
の
も

の
に
あ
て
は
ま
る
こ
と
。
す
べ
て
の
も
の
に
共
通

し
て
い
る
こ
と
。
対
義
語
は
特
殊
。「
普
」も「
遍
」

も
「
あ
ま
ね
（
く
）」
と
読
み
、す
み
ず
み
ま
で
広

く
行
き
わ
た
る
、
の
意
。

Ｌ
8

　生
物
学
が
扱
う
対
象 

現
代
の
生
物
学
が
扱

う
対
象
は
、
そ
れ
が
生
命
現
象
で
あ
る
限
り
、
不
可

知
が
前
提
で
あ
る
。
ど
こ
ま
で
事
物
や
現
象
の
背
景

を
追
究
し
た
と
し
て
も
、
高
ま
る
の
は
仮
説
の
蓋
然

性
で
あ
っ
て
、
た
だ
一
つ
の
真
理
値
が
手
に
入
る
わ

け
で
は
な
い
。
生
命
情
報
を
司
る
方
法
を
、
ま
だ
人

類
は
手
に
入
れ
て
い
な
い
。
相
手
が
「
こ
と
」
で
あ

る
限
り
、
確
率
的
に
し
か
解
答
は
得
ら
れ
な
い
と
い

う
こ
と
だ
。

1
2
1
ペ
ー
ジ �

Ｌ
1

　コ
ッ
プ
の
中
の
水
は
蒸
発
さ
え
し
な
け
れ

ば
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
水
で
あ
る
が
、
蝶
の
蛹
は

あ
る
時
変
身
し
て
飛
ん
で
い
っ
て
し
ま
う
。 

「
コ
ッ

プ
の
中
の
水
」
＝
「
も
の
」、「
蝶
の
蛹
」
＝
「
こ
と
」

こ
と
。
す
べ
て
の
も
の
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
。

対
義
語
は
特
殊
。「
普
」
も
「
遍
」
も
「
あ
ま
ね

（
く
）」
と
読
み
、
す
み
ず
み
ま
で
広
く
行
き
わ
た

る
、
の
意
。

1
2
1
ペ
ー
ジ�

問

　「コ
ッ
プ
の
中
の
水
」（
1
行
）
と
「
蝶
の
蛹
」

（
2
行
）は
何
の
比
喩
か
。
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴

は
何
か
。

答

　「コ
ッ
プ
の
中
の
水
」
＝
「
も
の
」、「
蝶
の
蛹
」

＝
「
こ
と
」
と
い
う
比
喩
。
前
者
の
特
徴
は
不
変

性
で
あ
り
、
後
者
の
特
徴
は
可
変
性
で
あ
る
。

問

　「『
こ
と
』
を
扱
う
科
学
」（
3
行
）
に
お
け
る

「
や
り
方
」（
4
行
）
の
特
徴
は
何
か
。

答

　個
別
性
と
多
様
性
に
目
を
向
け
る
こ
と
。

問

　二
十
世
紀
と
二
十
一
世
紀
の
「
科
学
」
の
違
い

を
表
の
形
で
整
理
せ
よ
。

答

　「学
習
の
手
引
き
一
」
参
照
。

問

　「Ａ
と
い
う
疾
患
に
は
最
善
の
治
療
法
Ｂ
が
あ

る
は
ず
だ
」（
8
行
）
と
い
う
考
え
が
「『
も
の
』

の
科
学
の
考
え
」（
9
行
）
だ
と
言
わ
れ
る
の
は
な

ぜ
か
。

答

　同
じ
病
名
で
あ
っ
て
も
病
状
は
個
々
人
の
置
か

れ
て
い
る
状
況
に
よ
っ
て
異
な
る
の
に
、
同
じ
薬

を
投
与
す
れ
ば
治
る
と
い
う
の
は
、
硬
直
し
た
考

え
方
だ
か
ら
。

（
解
説
）

　前
ペ
ー
ジ
に
「
初
期
条
件
さ
え
同
じ
な

「
も
の
」
の
科
学
か
ら
「
こ
と
」
の
科
学
へ

　「も
の
」
の
科
学
か
ら
「
こ
と
」
の
科
学
へ
の

変
化
は
、
ち
ょ
う
ど
古
典
物
理
学
か
ら
現
代
物

理
学
へ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
・
シ
フ
ト
と
ア
ナ
ロ

ジ
ー
を
成
し
て
い
る
。
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ア
イ
ン

シ
ュ
タ
イ
ン
が
特
殊
相
対
性
理
論
を
発
表
し
た

の
は
一
九
〇
五
年
の
こ
と
で
、
一
般
相
対
性
理

論
は
一
九
一
五
年
に
ま
と
め
ら
れ
る
。こ
の
後
、

そ
れ
ま
で
の
物
理
学
の
常
識
は「
古
典
物
理
学
」

の
名
前
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
で

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
現
代
物
理
学
が
登
場
し
た

か
ら
と
い
っ
て
、
す
べ
て
の
物
理
現
象
が
解
明

さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
私
た
ち
の
宇
宙
は
未

だ
謎
に
満
ち
て
い
て
、
不
可
思
議
な
こ
と
に
取

り
囲
ま
れ
て
い
る
。

コ
ラ
ム
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語
句
・
文
脈
の
解
説

1
2
0
ペ
ー
ジ �

Ｌ
1

　科
学
の
時
代 

こ
こ
で
い
う「
科
学
の
時
代
」

と
は
、
科
学
が
人
類
を
変
え
た
世
紀
だ
っ
た
、
と
い

う
こ
と
だ
ろ
う
。
確
か
に
二
十
世
紀
に
お
け
る
人
類

の
科
学
の
発
展
に
は
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。

飛
行
機
・
潜
水
艦
・
宇
宙
ロ
ケ
ッ
ト
な
ど
の
開
発
は
、

人
類
の
行
動
可
能
な
範
囲
を
空
・
深
海
・
宇
宙
へ
と

拡
大
し
、
加
え
て
、
北
極
点
・
南
極
点
へ
の
到
達
な

ど
に
よ
り
、
地
球
上
で
の
人
類
未
踏
の
地
は
ほ
ぼ
な

く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
米
国
タ
イ
ム
誌

が
選
ん
だ
二
十
世
紀
を
代
表
す
る
顔
の
中
に
は
、

フ
ェ
ル
ミ
、
シ
ョ
ッ
ク
レ
ー
と
い
っ
た
物
理
学
者
と

並
ん
で
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
父
と
呼
ば
れ
る
化
学
者
・

ベ
ー
ク
ラ
ン
ド
が
入
っ
て
い
る
。
街
中
に
明
か
り
が

灯
り
、
自
動
車
が
走
り
、
飛
行
機
が
飛
ぶ
と
い
う
日

常
の
風
景
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
二
十
世
紀
の
産
物

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
と
よ
い
。

Ｌ
4

　物
理
学 

physics

　物
理
学（
フ
ィ
ジ
ッ
ク

ス
）
は
、
か
つ
て
究
理
学
と
訳
さ
れ
て
い
た
こ
と
か

ら
も
推
察
さ
れ
る
よ
う
に
、
物
理
現
象
（
物
）
の
理

（
こ
と
わ
り
）を
究
め
よ
う
と
す
る
学
問
で
あ
る
。
こ

れ
に
対
し
て
、
世
界
の
根
本
的
な
成
り
立
ち
の
理
由

や
、
物
や
人
間
の
存
在
の
理
由
や
意
味
な
ど
、
見
た

り
確
か
め
た
り
で
き
な
い
も
の
に
つ
い
て
考
え
る
学

問
と
し
て
の
哲
学
は
、メ
タ
フ
ィ
ジ
ッ
ク
ス
（m

eta-
physics

、
形
而
上
学
）
と
呼
ば
れ
る
。

Ｌ
4

　化
学 

chem
istry

　化
学
は
、
物
質
を
構

成
し
て
い
る
原
子
や
分
子
に
注
目
し
、
そ
の
生
成
と

分
解
の
反
応
、
お
よ
び
他
の
物
質
と
の
間
に
起
こ
す

反
応
を
研
究
す
る
学
問
で
あ
る
。
そ
の
「
反
応
」
を

利
用
し
た
、
毒
ガ
ス
な
ど
の
化
学
兵
器
も
、
二
十
世

紀
が
生
み
出
し
た
負
の
成
果
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

　

Ｌ
5

　生
物
学 

biology

　生
物
ま
た
は
生
命
現

象
を
対
象
に
研
究
す
る
学
問
で
あ
る
生
物
学
は
、
一

九
五
三
年
、
ワ
ト
ソ
ン
と
ク
リ
ッ
ク
に
よ
る
Ｄ
Ｎ
Ａ

の
二
重
ら
せ
ん
構
造
の
提
案
に
よ
っ
て
大
き
く
発
展

す
る
こ
と
に
な
る
。
全
て
の
生
物
の
遺
伝
情
報
は
、

Ｄ
Ｎ
Ａ
の
塩
基
配
列
に
よ
っ
て
定
ま
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
の
で
あ
る
。
遺
伝
情
報
（
ゲ
ノ
ム
）
の

解
析
は
様
々
な
分
野
で
行
わ
れ
て
お
り
、
一
九
九
〇

年
に
始
ま
っ
た
ゲ
ノ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
二
〇

〇
〇
年
の
段
階
で
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
の
ほ
と
ん
ど
が
解
読

さ
れ
る
に
至
っ
た
。
今
後
、
ゲ
ノ
ム
デ
ー
タ
に
基
づ

い
た
医
療
分
野
な
ど
へ
の
応
用
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。

Ｌ
5

　制
御
可
能
性
と
予
測
可
能
性 
こ
こ
で
い
う

制
御
可
能
性
と
は
、
人
間
が
対
象
を
操
作
し
つ
つ
支

配
（
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）
す
る
こ
と
。
予
測
可
能
性
と

脚
問
・
発
問

1
2
0
ペ
ー
ジ 

�

問

　「二
十
世
紀
」「
二
十
一
世
紀
」（
1
行
）
は
そ
れ

ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
科
学
の
時
代
か
。

答

　二
十
世
紀
は
「
も
の
」
の
科
学
の
時
代
で
あ
り
、

二
十
一
世
紀
は
「
こ
と
」
の
科
学
の
時
代
で
あ
る
。

問

　「二
十
世
紀
」「
二
十
一
世
紀
」
そ
れ
ぞ
れ
の
科

学
に
お
け
る
「
主
流
」（
4
行
）
の
学
問
は
何
か
。

答

　二
十
世
紀
の
科
学
は
物
理
学
と
化
学
で
あ
っ
た

が
、
二
十
一
世
紀
は
生
物
学
で
あ
る
。

問

　「『
も
の
』
の
科
学
」（
2
行
・
5
行
）
の
特
徴
は

何
か
。

答

　制
御
可
能
性
と
予
測
可
能
性
を
追
求
す
る
こ

と
。

問

　「初
期
条
件
さ
え
同
じ
な
ら
ば
、結
果
も
基
本
的

に
同
じ
に
な
る
」（
6
行
）
と
は
ど
う
い
う
こ
と

か
。

答

　対
象
が
置
か
れ
て
い
る
条
件
や
対
象
自
体
の
個

別
性
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
手
を
加
え
れ
ば

つ
ね
に
同
じ
結
果
が
導
か
れ
る
と
い
う
こ
と
。

問

　「不
変
」（
8
行
）
と
「
普
遍
」（
121
・
5
行
）
と

の
意
味
の
違
い
は
何
か
。

答

　「不
変
」
は
、
変
わ
ら
な
い
・
こ
と
（
さ
ま
）。

対
義
語
は
可
変
。
一
方
「
普
遍
」
は
、
①
広
く
行

き
渡
る
こ
と
。
②
す
べ
て
の
も
の
に
あ
て
は
ま
る
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は
、
同
様
に
対
象
の
変
化
を
予
想
し
つ
つ
支
配
す
る

こ
と
。
ど
ち
ら
も
、
物
事
を
人
為
的
に
操
作
し
、
計

画
や
想
定
の
範
囲
内
に
収
め
よ
う
と
す
る
発
想
だ
と

言
う
こ
と
が
で
き
る
。
私
た
ち
が
何
気
な
く
目
に
す

る
「
明
日
の
天
気
予
報
」
も
、「
明
日
」
を
「
今
日
」

の
延
長
線
上
で
予
想
し
つ
つ
支
配
し
よ
う
と
す
る
限

り
に
お
い
て
、「
も
の
」
の
科
学
の
発
想
に
も
と
づ
い

た
結
果
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
マ
ニ
ュ
ア

ル
（
手
引
き
）
に
基
づ
い
て
行
動
す
る
と
い
う
の
も
、

こ
れ
と
同
様
で
あ
る
。

Ｌ
8

　不
変 

変
わ
ら
な
い
こ
と
。
次
ペ
ー
ジ
5
行

目
に
あ
る
「
普
遍
」
と
の
意
味
の
違
い
を
確
認
し
て

お
き
た
い
（
→
発
問
）。

・
不
変
＝
変
わ
ら
な
い
こ
と
。
ま
た
、
変
わ
ら
な
い

さ
ま
。
対
義
語
は
可
変
。

・
普
遍
＝
①
広
く
行
き
渡
る
こ
と
。
②
す
べ
て
の
も

の
に
あ
て
は
ま
る
こ
と
。
す
べ
て
の
も
の
に
共
通

し
て
い
る
こ
と
。
対
義
語
は
特
殊
。「
普
」も「
遍
」

も
「
あ
ま
ね
（
く
）」
と
読
み
、す
み
ず
み
ま
で
広

く
行
き
わ
た
る
、
の
意
。

Ｌ
8

　生
物
学
が
扱
う
対
象 

現
代
の
生
物
学
が
扱

う
対
象
は
、
そ
れ
が
生
命
現
象
で
あ
る
限
り
、
不
可

知
が
前
提
で
あ
る
。
ど
こ
ま
で
事
物
や
現
象
の
背
景

を
追
究
し
た
と
し
て
も
、
高
ま
る
の
は
仮
説
の
蓋
然

性
で
あ
っ
て
、
た
だ
一
つ
の
真
理
値
が
手
に
入
る
わ

け
で
は
な
い
。
生
命
情
報
を
司
る
方
法
を
、
ま
だ
人

類
は
手
に
入
れ
て
い
な
い
。
相
手
が
「
こ
と
」
で
あ

る
限
り
、
確
率
的
に
し
か
解
答
は
得
ら
れ
な
い
と
い

う
こ
と
だ
。

1
2
1
ペ
ー
ジ �

Ｌ
1

　コ
ッ
プ
の
中
の
水
は
蒸
発
さ
え
し
な
け
れ

ば
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
水
で
あ
る
が
、
蝶
の
蛹
は

あ
る
時
変
身
し
て
飛
ん
で
い
っ
て
し
ま
う
。 

「
コ
ッ

プ
の
中
の
水
」
＝
「
も
の
」、「
蝶
の
蛹
」
＝
「
こ
と
」

こ
と
。
す
べ
て
の
も
の
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
。

対
義
語
は
特
殊
。「
普
」
も
「
遍
」
も
「
あ
ま
ね

（
く
）」
と
読
み
、
す
み
ず
み
ま
で
広
く
行
き
わ
た

る
、
の
意
。

1
2
1
ペ
ー
ジ�

問

　「コ
ッ
プ
の
中
の
水
」（
1
行
）
と
「
蝶
の
蛹
」

（
2
行
）は
何
の
比
喩
か
。
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴

は
何
か
。

答

　「コ
ッ
プ
の
中
の
水
」
＝
「
も
の
」、「
蝶
の
蛹
」

＝
「
こ
と
」
と
い
う
比
喩
。
前
者
の
特
徴
は
不
変

性
で
あ
り
、
後
者
の
特
徴
は
可
変
性
で
あ
る
。

問

　「『
こ
と
』
を
扱
う
科
学
」（
3
行
）
に
お
け
る

「
や
り
方
」（
4
行
）
の
特
徴
は
何
か
。

答

　個
別
性
と
多
様
性
に
目
を
向
け
る
こ
と
。

問

　二
十
世
紀
と
二
十
一
世
紀
の
「
科
学
」
の
違
い

を
表
の
形
で
整
理
せ
よ
。

答

　「学
習
の
手
引
き
一
」
参
照
。

問

　「Ａ
と
い
う
疾
患
に
は
最
善
の
治
療
法
Ｂ
が
あ

る
は
ず
だ
」（
8
行
）
と
い
う
考
え
が
「『
も
の
』

の
科
学
の
考
え
」（
9
行
）
だ
と
言
わ
れ
る
の
は
な

ぜ
か
。

答

　同
じ
病
名
で
あ
っ
て
も
病
状
は
個
々
人
の
置
か

れ
て
い
る
状
況
に
よ
っ
て
異
な
る
の
に
、
同
じ
薬

を
投
与
す
れ
ば
治
る
と
い
う
の
は
、
硬
直
し
た
考

え
方
だ
か
ら
。

（
解
説
）

　前
ペ
ー
ジ
に
「
初
期
条
件
さ
え
同
じ
な

「
も
の
」
の
科
学
か
ら
「
こ
と
」
の
科
学
へ

　「も
の
」
の
科
学
か
ら
「
こ
と
」
の
科
学
へ
の

変
化
は
、
ち
ょ
う
ど
古
典
物
理
学
か
ら
現
代
物

理
学
へ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
・
シ
フ
ト
と
ア
ナ
ロ

ジ
ー
を
成
し
て
い
る
。
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ア
イ
ン

シ
ュ
タ
イ
ン
が
特
殊
相
対
性
理
論
を
発
表
し
た

の
は
一
九
〇
五
年
の
こ
と
で
、
一
般
相
対
性
理

論
は
一
九
一
五
年
に
ま
と
め
ら
れ
る
。こ
の
後
、

そ
れ
ま
で
の
物
理
学
の
常
識
は「
古
典
物
理
学
」

の
名
前
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
で

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
現
代
物
理
学
が
登
場
し
た

か
ら
と
い
っ
て
、
す
べ
て
の
物
理
現
象
が
解
明

さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
私
た
ち
の
宇
宙
は
未

だ
謎
に
満
ち
て
い
て
、
不
可
思
議
な
こ
と
に
取

り
囲
ま
れ
て
い
る
。

コ
ラ
ム
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語
句
・
文
脈
の
解
説

1
2
0
ペ
ー
ジ �

Ｌ
1

　科
学
の
時
代 

こ
こ
で
い
う「
科
学
の
時
代
」

と
は
、
科
学
が
人
類
を
変
え
た
世
紀
だ
っ
た
、
と
い

う
こ
と
だ
ろ
う
。
確
か
に
二
十
世
紀
に
お
け
る
人
類

の
科
学
の
発
展
に
は
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。

飛
行
機
・
潜
水
艦
・
宇
宙
ロ
ケ
ッ
ト
な
ど
の
開
発
は
、

人
類
の
行
動
可
能
な
範
囲
を
空
・
深
海
・
宇
宙
へ
と

拡
大
し
、
加
え
て
、
北
極
点
・
南
極
点
へ
の
到
達
な

ど
に
よ
り
、
地
球
上
で
の
人
類
未
踏
の
地
は
ほ
ぼ
な

く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
米
国
タ
イ
ム
誌

が
選
ん
だ
二
十
世
紀
を
代
表
す
る
顔
の
中
に
は
、

フ
ェ
ル
ミ
、
シ
ョ
ッ
ク
レ
ー
と
い
っ
た
物
理
学
者
と

並
ん
で
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
父
と
呼
ば
れ
る
化
学
者
・

ベ
ー
ク
ラ
ン
ド
が
入
っ
て
い
る
。
街
中
に
明
か
り
が

灯
り
、
自
動
車
が
走
り
、
飛
行
機
が
飛
ぶ
と
い
う
日

常
の
風
景
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
二
十
世
紀
の
産
物

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
と
よ
い
。

Ｌ
4

　物
理
学 

physics

　物
理
学（
フ
ィ
ジ
ッ
ク

ス
）
は
、
か
つ
て
究
理
学
と
訳
さ
れ
て
い
た
こ
と
か

ら
も
推
察
さ
れ
る
よ
う
に
、
物
理
現
象
（
物
）
の
理

（
こ
と
わ
り
）を
究
め
よ
う
と
す
る
学
問
で
あ
る
。
こ

れ
に
対
し
て
、
世
界
の
根
本
的
な
成
り
立
ち
の
理
由

や
、
物
や
人
間
の
存
在
の
理
由
や
意
味
な
ど
、
見
た

り
確
か
め
た
り
で
き
な
い
も
の
に
つ
い
て
考
え
る
学

問
と
し
て
の
哲
学
は
、メ
タ
フ
ィ
ジ
ッ
ク
ス
（m

eta-
physics

、
形
而
上
学
）
と
呼
ば
れ
る
。

Ｌ
4

　化
学 

chem
istry

　化
学
は
、
物
質
を
構

成
し
て
い
る
原
子
や
分
子
に
注
目
し
、
そ
の
生
成
と

分
解
の
反
応
、
お
よ
び
他
の
物
質
と
の
間
に
起
こ
す

反
応
を
研
究
す
る
学
問
で
あ
る
。
そ
の
「
反
応
」
を

利
用
し
た
、
毒
ガ
ス
な
ど
の
化
学
兵
器
も
、
二
十
世

紀
が
生
み
出
し
た
負
の
成
果
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

　

Ｌ
5

　生
物
学 

biology

　生
物
ま
た
は
生
命
現

象
を
対
象
に
研
究
す
る
学
問
で
あ
る
生
物
学
は
、
一

九
五
三
年
、
ワ
ト
ソ
ン
と
ク
リ
ッ
ク
に
よ
る
Ｄ
Ｎ
Ａ

の
二
重
ら
せ
ん
構
造
の
提
案
に
よ
っ
て
大
き
く
発
展

す
る
こ
と
に
な
る
。
全
て
の
生
物
の
遺
伝
情
報
は
、

Ｄ
Ｎ
Ａ
の
塩
基
配
列
に
よ
っ
て
定
ま
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
の
で
あ
る
。
遺
伝
情
報
（
ゲ
ノ
ム
）
の

解
析
は
様
々
な
分
野
で
行
わ
れ
て
お
り
、
一
九
九
〇

年
に
始
ま
っ
た
ゲ
ノ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
二
〇

〇
〇
年
の
段
階
で
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
の
ほ
と
ん
ど
が
解
読

さ
れ
る
に
至
っ
た
。
今
後
、
ゲ
ノ
ム
デ
ー
タ
に
基
づ

い
た
医
療
分
野
な
ど
へ
の
応
用
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。

Ｌ
5

　制
御
可
能
性
と
予
測
可
能
性 
こ
こ
で
い
う

制
御
可
能
性
と
は
、
人
間
が
対
象
を
操
作
し
つ
つ
支

配
（
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）
す
る
こ
と
。
予
測
可
能
性
と

脚
問
・
発
問

1
2
0
ペ
ー
ジ 

�

問

　「二
十
世
紀
」「
二
十
一
世
紀
」（
1
行
）
は
そ
れ

ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
科
学
の
時
代
か
。

答

　二
十
世
紀
は
「
も
の
」
の
科
学
の
時
代
で
あ
り
、

二
十
一
世
紀
は
「
こ
と
」
の
科
学
の
時
代
で
あ
る
。

問

　「二
十
世
紀
」「
二
十
一
世
紀
」
そ
れ
ぞ
れ
の
科

学
に
お
け
る
「
主
流
」（
4
行
）
の
学
問
は
何
か
。

答

　二
十
世
紀
の
科
学
は
物
理
学
と
化
学
で
あ
っ
た

が
、
二
十
一
世
紀
は
生
物
学
で
あ
る
。

問

　「『
も
の
』
の
科
学
」（
2
行
・
5
行
）
の
特
徴
は

何
か
。

答

　制
御
可
能
性
と
予
測
可
能
性
を
追
求
す
る
こ

と
。

問

　「初
期
条
件
さ
え
同
じ
な
ら
ば
、結
果
も
基
本
的

に
同
じ
に
な
る
」（
6
行
）
と
は
ど
う
い
う
こ
と

か
。

答

　対
象
が
置
か
れ
て
い
る
条
件
や
対
象
自
体
の
個

別
性
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
手
を
加
え
れ
ば

つ
ね
に
同
じ
結
果
が
導
か
れ
る
と
い
う
こ
と
。

問

　「不
変
」（
8
行
）
と
「
普
遍
」（
121
・
5
行
）
と

の
意
味
の
違
い
は
何
か
。

答

　「不
変
」
は
、
変
わ
ら
な
い
・
こ
と
（
さ
ま
）。

対
義
語
は
可
変
。
一
方
「
普
遍
」
は
、
①
広
く
行

き
渡
る
こ
と
。
②
す
べ
て
の
も
の
に
あ
て
は
ま
る
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▼
漢
字
▲

一

　次
の
漢
字
を
使
っ
た
熟
語
を
例
に
な
ら
っ
て
あ
げ
よ
う
。

　
　①
□
発

　
　②
□
様

　
　③
絶
□

　例

　蒸
発

　
　
　多
様

　
　
　絶
滅

【
解
答
例
】

①
開
発
・
揮
発
・
偶
発
・
啓
発
・
激
発
・
再
発
・
自
発
・
出
発
・
挑
発
・

　摘
発
・
突
発
・
爆
発
・
奮
発
・
乱
発
・
利
発

②
異
様
・
同
様
・
文
様
・
模
様
・
両
様

③
絶
縁
・
絶
佳
・
絶
海
・
絶
叫
・
絶
句
・
絶
交
・
絶
好
・
絶
賛
・
絶
息
・

　絶
対
・
絶
品
・
絶
妙
・
絶
壁
・
絶
望
・
絶
命

二

　次
の
漢
字
を
使
っ
た
熟
語
を
あ
げ
よ
う
。

　
　①

　求
・
究
・
及

　
　②

　殖
・
植
・
値
・
置

　
　③

　採
・
采

【
解
答
例
】

①求

　希
求
・
請
求
・
探
求
・
追
求
・
要
求
・
欲
求
・
求
愛
・
求
心
・
求
道

究

　学
究
・
研
究
・
考
究
・
追
究
・
論
究
・
究
極
・
究
明
・
究
理

及

　企
及
・
言
及
・
追
及
・
波
及
・
普
及
・
論
及
・
及
第

②殖

　殖
財
・
殖
産
・
学
殖
・
生
殖
・
増
殖
・
拓
殖
・
繁
殖
・
養
殖
・
利
殖

植

　移
植
・
誤
植
・
定
植
・
入
植
・
植
字
・
植
樹
・
植
民
・
植
林

値

　卸
値
・
価
値
・
数
値
・
近
似
値
・
値
段
・
値
札

置

　安
置
・
位
置
・
拘
置
・
処
置
・
設
置
・
措
置
・
配
置
・
放
置

③採

　伐
採
・
採
掘
・
採
決
・
採
光
・
採
算
・
採
集
・
採
択
・
採
点
・
採
用

采

　喝
采
・
風
采
・
采
配

三

　次
の
熟
語
の
対
義
語
を
調
べ
よ
う
。

　
　①
普
遍

　
　②
多
様

　
　③
複
雑

　
　④
積
極
的

【
解
答
例
】

　
　①
特
殊

　
　②
一
様

　
　③
単
純
・
簡
単

　
　④
消
極
的

〔
教
科
書
ペ
ー
ジ
・
行
〕

制
御
（
120
・
5
）
　
　蒸
発
（
121
・
1
）
　
　厳
密
（
121
・
5
）

普
遍
（
121
・
5
）
　
　疾
患
（
121
・
8
）
　
　硬
直
（
121
・
11
）

柔
軟
（
121
・
12
）
　
　考
慮
（
121
・
15
）
　
　試
行
錯
誤
（
122
・
4
）

危
惧
（
122
・
7
）
　
　山
梨
（
122
・
8
）
　
　飼
育
（
122
・
15
）

増
殖
（
122
・
16
）
　
　密
猟
（
124
・
2
）
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学
習
の
手
引
き
・
言
葉
と
表
現
・
漢
字

▼
学
習
の
手
引
き
▲

一

二
十
世
紀
と
二
十
一
世
紀
の
科
学
の
違
い
を
、
次
の
観
点
に
沿
っ
て
表

の
形
で
整
理
し
て
み
よ
う
。

【
解
答
例
】

主
流
と

な
る
学
問

扱
う
対
象

追
求
す
る

も
の

状
況
へ
の
対
応
の
仕
方

二
十　世

紀

物
理
学
・

化
学

「
も
の
」

厳
密
性
と

普
遍
性

あ
ら
か
じ
め
決
め
た
こ
と

を
ル
ー
ル
通
り
に
や
る

二
十
一

　世
紀

生
物
学

「
こ
と
」

個
別
性
と

多
様
性

選
択
し
つ
つ
も
状
況
に
応

じ
て
対
応
を
変
え
る

〔
解
説
〕

　「『
も
の
』
の
科
学
か
ら
『
こ
と
』
の
科
学
へ
」、
と
い
う
表
題
は
、
二
十
世
紀
か

ら
二
十
一
世
紀
へ
と
い
う
時
代
の
変
化
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
科
学
の
基
本
的

な
考
え
方
の
地
殻
変
動
（
パ
ラ
ダ
イ
ム
・
シ
フ
ト
）
に
呼
応
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ

れ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
整
理
す
る
こ
と
で
、筆
者
が
言
わ
ん
と
す
る
「『
こ
と
』
の
科

学
」
の
内
実
が
明
ら
か
と
な
る
だ
ろ
う
。「『
こ
と
』
の
科
学
」
に
お
い
て
は
「
試

行
錯
誤
と
す
ば
や
い
修
正
」（
122
・
4
）
が
必
要
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
を

踏
ま
え
る
と
、「『
こ
と
』
の
科
学
」
と
「『
も
の
』
の
科
学
」
の
基
本
的
考
え
方

を
、
た
っ
た
一
つ
の
正
解
を
求
め
よ
う
と
す
る
態
度
（
正
解
主
義
）
と
、
常
に
最

適
解
を
模
索
し
よ
う
と
す
る
態
度
（
修
正
主
義
）
と
し
て
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
。
前
者
が
、
あ
ら
か
じ
め
ピ
ー
ス
を
は
め
る
場
所
が
決
ま
っ
て
い
る
ジ

グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
だ
と
す
れ
ば
、
後
者
は
、
正
解
の
な
い
、
造
形
が
常
に
自
由
に
さ

ら
さ
れ
て
い
る
玩
具
用
の
ブ
ロ
ッ
ク
の
よ
う
な
も
の
だ
と
喩
え
る
こ
と
が
で
き

る
。二

次
の
事
例
に
お
け
る
、「
も
の
」
の
科
学
と
「
こ
と
」
の
科
学
の
考
え
方

の
違
い
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。

①
病
気
の
治
療

　②
Ｒ
Ｄ
Ｂ
の
利
用
の
仕
方

【
解
答
例
】

①
病
気
の
治
療

　

・「
も
の
」
の
科
学
の
場
合

　特
定
の
疾
患
に
対
す
る
最
善
の
治
療
法
が
あ
ら
か
じ
め
特
定
さ
れ
て
い
る
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
決
め
た
方
法
に
従
っ
て
ル
ー
ル
通
り
に
治
療
を
行
う
。

・「
こ
と
」
の
科
学
の
場
合

　特
定
の
疾
患
に
対
す
る
具
体
的
な
治
療
法
が
最
善
で
あ
る
の
か
ど
う
か
は
不
確

定
な
の
で
、
患
者
の
病
歴
や
病
状
の
推
移
を
踏
ま
え
、
治
療
の
効
果
を
確
認
し
な

が
ら
治
療
を
行
う
。

②
Ｒ
Ｄ
Ｂ
の
利
用
の
仕
方

・「
も
の
」
の
科
学
の
場
合

　特
定
の
昆
虫
が
Ｒ
Ｄ
Ｂ
に
載
っ
て
い
た
ら
、
そ
の
昆
虫
を
全
面
採
集
禁
止
に
す

る
こ
と
で
生
息
数
と
生
息
環
境
の
保
全
を
目
指
す
。

・「
こ
と
」
の
科
学
の
場
合

　生
息
数
を
維
持
す
る
た
め
の
要
因
を
す
べ
て
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

で
、
地
域
を
限
定
し
た
採
集
禁
止
や
人
工
飼
育
、
ア
マ
チ
ュ
ア
愛
好
家
の
デ
ー
タ

の
活
用
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
を
試
し
な
が
ら
生
息
数
と
生
息
環
境
の
保
全
を
目
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▼
漢
字
▲

一

　次
の
漢
字
を
使
っ
た
熟
語
を
例
に
な
ら
っ
て
あ
げ
よ
う
。

　
　①
□
発

　
　②
□
様

　
　③
絶
□

　例

　蒸
発

　
　
　多
様

　
　
　絶
滅

【
解
答
例
】

①
開
発
・
揮
発
・
偶
発
・
啓
発
・
激
発
・
再
発
・
自
発
・
出
発
・
挑
発
・

　摘
発
・
突
発
・
爆
発
・
奮
発
・
乱
発
・
利
発

②
異
様
・
同
様
・
文
様
・
模
様
・
両
様

③
絶
縁
・
絶
佳
・
絶
海
・
絶
叫
・
絶
句
・
絶
交
・
絶
好
・
絶
賛
・
絶
息
・

　絶
対
・
絶
品
・
絶
妙
・
絶
壁
・
絶
望
・
絶
命

二

　次
の
漢
字
を
使
っ
た
熟
語
を
あ
げ
よ
う
。

　
　①

　求
・
究
・
及

　
　②

　殖
・
植
・
値
・
置

　
　③

　採
・
采

【
解
答
例
】

①求

　希
求
・
請
求
・
探
求
・
追
求
・
要
求
・
欲
求
・
求
愛
・
求
心
・
求
道

究

　学
究
・
研
究
・
考
究
・
追
究
・
論
究
・
究
極
・
究
明
・
究
理

及

　企
及
・
言
及
・
追
及
・
波
及
・
普
及
・
論
及
・
及
第

②殖

　殖
財
・
殖
産
・
学
殖
・
生
殖
・
増
殖
・
拓
殖
・
繁
殖
・
養
殖
・
利
殖

植

　移
植
・
誤
植
・
定
植
・
入
植
・
植
字
・
植
樹
・
植
民
・
植
林

値

　卸
値
・
価
値
・
数
値
・
近
似
値
・
値
段
・
値
札

置

　安
置
・
位
置
・
拘
置
・
処
置
・
設
置
・
措
置
・
配
置
・
放
置

③採

　伐
採
・
採
掘
・
採
決
・
採
光
・
採
算
・
採
集
・
採
択
・
採
点
・
採
用

采

　喝
采
・
風
采
・
采
配

三

　次
の
熟
語
の
対
義
語
を
調
べ
よ
う
。

　
　①
普
遍

　
　②
多
様

　
　③
複
雑

　
　④
積
極
的

【
解
答
例
】

　
　①
特
殊

　
　②
一
様

　
　③
単
純
・
簡
単

　
　④
消
極
的

〔
教
科
書
ペ
ー
ジ
・
行
〕

制
御
（
120
・
5
）
　
　蒸
発
（
121
・
1
）
　
　厳
密
（
121
・
5
）

普
遍
（
121
・
5
）
　
　疾
患
（
121
・
8
）
　
　硬
直
（
121
・
11
）

柔
軟
（
121
・
12
）
　
　考
慮
（
121
・
15
）
　
　試
行
錯
誤
（
122
・
4
）

危
惧
（
122
・
7
）
　
　山
梨
（
122
・
8
）
　
　飼
育
（
122
・
15
）

増
殖
（
122
・
16
）
　
　密
猟
（
124
・
2
）
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学
習
の
手
引
き
・
言
葉
と
表
現
・
漢
字

▼
学
習
の
手
引
き
▲

一

二
十
世
紀
と
二
十
一
世
紀
の
科
学
の
違
い
を
、
次
の
観
点
に
沿
っ
て
表

の
形
で
整
理
し
て
み
よ
う
。

【
解
答
例
】

主
流
と

な
る
学
問

扱
う
対
象

追
求
す
る

も
の

状
況
へ
の
対
応
の
仕
方

二
十　世

紀

物
理
学
・

化
学

「
も
の
」

厳
密
性
と

普
遍
性

あ
ら
か
じ
め
決
め
た
こ
と

を
ル
ー
ル
通
り
に
や
る

二
十
一

　世
紀

生
物
学

「
こ
と
」

個
別
性
と

多
様
性

選
択
し
つ
つ
も
状
況
に
応

じ
て
対
応
を
変
え
る

〔
解
説
〕

　「『
も
の
』
の
科
学
か
ら
『
こ
と
』
の
科
学
へ
」、
と
い
う
表
題
は
、
二
十
世
紀
か

ら
二
十
一
世
紀
へ
と
い
う
時
代
の
変
化
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
科
学
の
基
本
的

な
考
え
方
の
地
殻
変
動
（
パ
ラ
ダ
イ
ム
・
シ
フ
ト
）
に
呼
応
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ

れ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
整
理
す
る
こ
と
で
、筆
者
が
言
わ
ん
と
す
る
「『
こ
と
』
の
科

学
」
の
内
実
が
明
ら
か
と
な
る
だ
ろ
う
。「『
こ
と
』
の
科
学
」
に
お
い
て
は
「
試

行
錯
誤
と
す
ば
や
い
修
正
」（
122
・
4
）
が
必
要
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
を

踏
ま
え
る
と
、「『
こ
と
』
の
科
学
」
と
「『
も
の
』
の
科
学
」
の
基
本
的
考
え
方

を
、
た
っ
た
一
つ
の
正
解
を
求
め
よ
う
と
す
る
態
度
（
正
解
主
義
）
と
、
常
に
最

適
解
を
模
索
し
よ
う
と
す
る
態
度
（
修
正
主
義
）
と
し
て
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
。
前
者
が
、
あ
ら
か
じ
め
ピ
ー
ス
を
は
め
る
場
所
が
決
ま
っ
て
い
る
ジ

グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
だ
と
す
れ
ば
、
後
者
は
、
正
解
の
な
い
、
造
形
が
常
に
自
由
に
さ

ら
さ
れ
て
い
る
玩
具
用
の
ブ
ロ
ッ
ク
の
よ
う
な
も
の
だ
と
喩
え
る
こ
と
が
で
き

る
。二

次
の
事
例
に
お
け
る
、「
も
の
」
の
科
学
と
「
こ
と
」
の
科
学
の
考
え
方

の
違
い
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。

①
病
気
の
治
療

　②
Ｒ
Ｄ
Ｂ
の
利
用
の
仕
方

【
解
答
例
】

①
病
気
の
治
療

　

・「
も
の
」
の
科
学
の
場
合

　特
定
の
疾
患
に
対
す
る
最
善
の
治
療
法
が
あ
ら
か
じ
め
特
定
さ
れ
て
い
る
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
決
め
た
方
法
に
従
っ
て
ル
ー
ル
通
り
に
治
療
を
行
う
。

・「
こ
と
」
の
科
学
の
場
合

　特
定
の
疾
患
に
対
す
る
具
体
的
な
治
療
法
が
最
善
で
あ
る
の
か
ど
う
か
は
不
確

定
な
の
で
、
患
者
の
病
歴
や
病
状
の
推
移
を
踏
ま
え
、
治
療
の
効
果
を
確
認
し
な

が
ら
治
療
を
行
う
。

②
Ｒ
Ｄ
Ｂ
の
利
用
の
仕
方

・「
も
の
」
の
科
学
の
場
合

　特
定
の
昆
虫
が
Ｒ
Ｄ
Ｂ
に
載
っ
て
い
た
ら
、
そ
の
昆
虫
を
全
面
採
集
禁
止
に
す

る
こ
と
で
生
息
数
と
生
息
環
境
の
保
全
を
目
指
す
。

・「
こ
と
」
の
科
学
の
場
合

　生
息
数
を
維
持
す
る
た
め
の
要
因
を
す
べ
て
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

で
、
地
域
を
限
定
し
た
採
集
禁
止
や
人
工
飼
育
、
ア
マ
チ
ュ
ア
愛
好
家
の
デ
ー
タ

の
活
用
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
を
試
し
な
が
ら
生
息
数
と
生
息
環
境
の
保
全
を
目
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で
は
な
い
。
自
然
環
境
の
人
為
的
改
変
に
よ
っ
て
増
加
し
た
外
来
種
と
減
少
し
た

在
来
種
と
が
い
る
場
合
、
そ
の
責
を
負
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
あ
く
ま
で
人
間
の

側
で
あ
っ
て
、
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
の
よ
う
な
特
定
の
生
物
で
は
な
い
だ
ろ
う
と
言
う

の
で
あ
る
。
自
分
た
ち
が
勝
手
に
環
境
を
変
化
さ
せ
た
上
に
、
数
が
増
え
た
ら
特

定
の
生
物
を
間
引
こ
う
と
す
る
発
想
は
、
規
制
に
振
り
回
さ
れ
た
結
果
自
分
の
首

を
絞
め
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
の
で
き
な
い
、
悪
循
環
の
思
考
、

「『
も
の
』
の
科
学
」
の
帰
結
な
の
で
あ
る
。

◉
参
考
資
料
1  
 

補
・
実

「
フ
ロ
ン
ガ
ス
」
や
「
環
境
ホ
ル
モ
ン
」
の
脅
威
を
、声
高
に
叫
ぶ
人
は
い
な

く
な
っ
た
。
今
、
私
た
ち
を
取
り
囲
む
ら
し
き
「
脅
威
」
の
一
つ
一
つ
が
、

実
は
「
流
行
」
の
亜
種
で
あ
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

環
境
問
題
に
は
「
流
行
」
が
あ
る

　一
九
五
〇
年
代
か
ら
一
九
六
〇
年
代
に
か
け
て
の
も
う
ひ
と
つ
の
大
き
な
問
題

は
大
気
汚
染
に
代
表
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る
公
害
問
題
で
あ
っ
た
。
し
か
し
公
害
問
題

は
技
術
の
進
歩
に
よ
っ
て
あ
ら
か
た
克
服
さ
れ
て
し
ま
っ
て
、
今
は
空
気
も
水
も

ず
い
ぶ
ん
き
れ
い
に
な
っ
た
。
そ
の
後
で
出
て
き
た
の
が
、
ゴ
ミ
を
ど
う
処
理
す

る
か
と
い
う
問
題
で
あ
っ
た
。

　一
九
六
〇
年
代
ま
で
は
、
ゴ
ミ
は
そ
れ
ほ
ど
に
大
き
な
問
題
で
は
な
か
っ
た
と

思
う
。
家
電
製
品
の
数
は
今
ほ
ど
多
く
は
な
か
っ
た
し
、
使
い
は
じ
め
で
、
捨
て

ら
れ
る
数
も
少
な
か
っ
た
か
ら
、
そ
れ
ら
は
ま
だ
厄
介
な
ゴ
ミ
に
は
な
ら
な
か
っ

た
。
ほ
と
ん
ど
つ
か
な
い
よ
う
な
テ
レ
ビ
ま
で
も
が
中
古
の
商
品
と
し
て
売
ら
れ

て
い
た
ぐ
ら
い
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
三
〇
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
、
ゴ
ミ

の
問
題
は
次
第
に
大
き
く
な
っ
て
き
た
。

　家
電
に
関
連
し
て
言
う
と
、
一
時
、
盛
ん
に
騒
が
れ
た
話
と
し
て
フ
ロ
ン
の
問

題
が
あ
る
。
フ
ロ
ン
が
オ
ゾ
ン
層
を
破
壊
す
る
と
い
う
話
で
あ
る
。
環
境
問
題
に

お
い
て
フ
ロ
ン
ガ
ス
は
最
大
の
悪
玉
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
た
も
の
だ
が
、
い
つ

の
間
に
か
、
あ
ま
り
誰
も
言
わ
な
く
な
っ
た
。

　実
は
、
最
近
で
は
、
フ
ロ
ン
ガ
ス
が
オ
ゾ
ン
層
を
破
壊
す
る
主
た
る
原
因
な
の

か
、
ど
う
も
怪
し
く
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
ど
う
や
ら
、
南
極
の
温
度
が
下
が

る
と
そ
の
上
空
の
オ
ゾ
ン
が
破
壊
さ
れ
る
と
い
う
説
が
近
年
、
有
力
に
な
っ
て
き

た
ら
し
い
。
つ
ま
り
、
オ
ゾ
ン
ホ
ー
ル
の
増
大
は
、
太
陽
活
動
に
関
連
し
た
南
極

の
気
温
の
低
下
が
主
因
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　ま
た
、
一
時｢

環
境
ホ
ル
モ
ン｣

が
野
生
動
物
の
メ
ス
化
を
促
進
す
る
と
し
て

大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
も
最
近
で
は
ど
う
や
ら
ガ
セ
ネ
タ
ら
し
い

と
い
う
こ
と
が
判
り
、
言
及
さ
れ
な
く
な
っ
た
。

　こ
の
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
環
境
問
題
に
は
あ
る
種
の｢

流
行｣

の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
。
そ
の
時
ど
き
の
、
い
ち
ば
ん
“
ウ
ケ
る
”
話
題
が
一
気
に
出

て
き
て
、
そ
れ
だ
け
が
最
大
で
唯
一
の
環
境
問
題
に
な
っ
て
し
ま
う
。
逆
に
言
え

ば
、
あ
と
の
こ
と
は
別
に
た
い
し
た
問
題
で
は
な
い
と
い
う
よ
う
な
感
じ
に
さ
え

な
り
が
ち
で
あ
る
。

　現
在
で
い
え
ば
地
球
温
暖
化
を
招
く
温
室
効
果
ガ
ス
の
二
酸
化
炭
素（
Ｃ
Ｏ
）の

排
出
量
を
ど
う
削
減
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
環
境
問
題
に
お
け
る
最
大
の
テ
ー
マ

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
あ
と
二
〇
年
も
し
た
ら
、
Ｃ
Ｏ
の
問
題
も
あ

ま
り
た
い
し
た
問
題
で
は
な
く
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
Ｃ
Ｏ
の
代
わ
り
に
別
の

「
問
題
」が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
し

て
な
ら
な
い
。
と
に
か
く
い
ま
は
、
Ｃ
Ｏ
に
よ
る
地
球
温
暖
化
が
環
境
問
題
に
お

け
る
最
大
の｢

流
行｣

に
な
っ
て
い
る
の
だ
。

 

『
新
し
い
環
境
問
題
の
教
科
書
』
池
田
清
彦
（
二
〇
一
〇
年
・
新
潮
文
庫
）

◉
参
考
資
料
2  

 

補
・
実

「
も
の
」
の
科
学
か
ら
「
こ
と
」
の
科
学
へ
、
と
い
う
発
想
が
、
実
体
論
か
ら

2

2

2

2

247　教科書［p.120〜p.125］

A2-10_「もの」.indd   247 13.1.9   2:36:53 PM

研
究
・
発
展

◉
作
品
解
説  

『
環
境
問
題
の
ウ
ソ
』
の
あ
と
が
き
で
著
者
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。

　私
が
若
い
人
た
ち
に
言
い
た
い
の
は
、
世
間
で
流
通
し
て
い
る
正
義
の
物

語
り
を
信
じ
る
の
は
、墓
に
入
っ
て
か
ら
で
も
遅
く
は
な
い
っ
て
こ
と
だ
な
。

「
正
義
」と
い
う
の
は
あ
な
た
の
頭
を
破
壊
す
る
麻
薬
で
あ
る
。
麻
薬
中
毒
に

な
る
前
に
、
た
と
え
ご
く
わ
ず
か
で
も
よ
い
、
抵
抗
せ
よ
。（『
環
境
問
題
の

ウ
ソ
』
あ
と
が
き
）

　本
教
材
の
中
で
筆
者
が
批
判
す
る
の
は
、「『
も
の
』
の
科
学
」
と
い
う
固
定
化

し
た
思
考
の
方
法
で
あ
る
。
権
威
や
経
験
、
制
度
や
雰
囲
気
に
呑
ま
れ
て
安
易
に

下
し
て
し
ま
う
判
断
の
危
険
性
に
対
し
て
、
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
と
言
っ
て
い

い
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
本
教
材
の
ヤ
ン
バ
ル
テ
ナ
ガ
コ
ガ
ネ
の
よ
う
に
、
種
を
保

存
す
る
た
め
に
保
護
さ
れ
る
生
き
物
が
い
る
一
方
、
在
来
種
を
保
護
す
る
と
い
う

目
的
の
も
と
、駆
除
さ
れ
る
生
物
も
い
る
。
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
が
そ
の
好
例
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
産
の
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
は
、
一
九
二
〇
年
代
以
降
、
食
用
や
釣
り
対
象
魚

と
し
て
各
地
の
湖
に
放
流
さ
れ
た
の
が
移
入
の
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
後
多
数
の
地
域
で
見
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
九
九
年
、
新
潟
県
は
釣

り
上
げ
た
外
来
魚
（
オ
オ
ク
チ
バ
ス
、
コ
ク
チ
バ
ス
、
ブ
ル
ー
ギ
ル
な
ど
）
の
リ

リ
ー
ス
（
再
放
流
）
の
禁
止
に
踏
み
切
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
違
反
者
は
一
年
以

内
の
懲
役
も
し
く
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。
結
果
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
、
全
国
の
漁
業
調
整
規
則
で
外
来
魚
の
密
放
流
禁

止
が
進
ん
で
い
る
。
著
者
は
言
う
。

　ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
が
日
本
に
移
入
さ
れ
て
以
来
八
〇
年
が
経
つ
が
、
ブ
ラ
ッ

ク
バ
ス
に
よ
り
滅
ぼ
さ
れ
た
日
本
の
在
来
種
は
一
種
も
い
な
い
。も
ち
ろ
ん
、

人
間
に
健
康
被
害
を
与
え
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。そ
れ
ど
こ
ろ
か
、ブ
ラ
ッ

ク
バ
ス
は
釣
り
業
界
に
か
な
り
の
経
済
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
ブ
ラ
ッ

ク
バ
ス
を
特
定
外
来
種
に
指
定
し
て
駆
除
の
対
象
と
す
る
こ
と
で
、
釣
り
業

界
に
与
え
る
経
済
的
打
撃
と
駆
除
に
費
や
す
税
金
と
い
う
ダ
ブ
ル
・
デ
メ

リ
ッ
ト
の
見
返
り
の
大
義
名
分
は
、日
本
の
生
態
系
を
守
る
た
め
だ
と
い
う
。

Ｃ
Ｏ
の
排
出
を
抑
制
し
な
い
と
世
界
は
そ
の
う
ち
大
変
な
こ
と
に
な
る
。
焼

却
炉
か
ら
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
排
出
を
規
制
し
な
い
と
国
民
の
健
康
は
守
れ

な
い
。
外
来
種
を
駆
除
し
な
け
れ
ば
日
本
の
生
態
系
は
守
れ
な
い
。
す
べ
て

同
じ
パ
タ
ー
ン
の
ウ
ソ
話
で
あ
る
。（
前
掲
書
90
〜
91
ペ
ー
ジ
）

　ル
ー
ル
が
制
度
化
す
れ
ば
、
そ
の
結
果
、
受
け
取
り
手
と
し
て
の
私
た
ち
は
そ

の
制
度
を
絶
対
だ
と
思
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
に
あ
る
の
は
、
安
易
な
善
悪
の
二
項

対
立
で
あ
っ
て
、
ル
ー
ル
が
設
定
さ
れ
る
際
に
求
め
ら
れ
た
は
ず
の
目
的
の
妥
当

性
や
、
制
度
化
が
常
態
と
な
っ
た
場
合
に
引
き
起
こ
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
群

な
ど
が
看
過
さ
れ
て
し
ま
う
。
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
だ
け
が
「
悪
玉
」
だ
と
は
限
ら
な

い
の
で
あ
る
。「
同
じ
パ
タ
ー
ン
の
ウ
ソ
話
」
と
は
、
本
教
材
に
お
け
る
、
現
象
を

固
定
化
し
た
「『
も
の
』
と
考
え
る
悪
し
き
思
考
の
典
型
」（
122
・
11
）
と
呼
応
し

て
い
る
の
が
見
て
取
れ
る
。

　外
来
生
物
が
生
態
系
に
影
響
を
与
え
る
と
し
た
ら
た
だ
ひ
と
つ
、
生
態
系

の
種
類
組
成
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
だ
。
し
か
し
、
系
す
な
わ
ち
シ
ス
テ
ム
は

要
素
が
変
化
す
る
か
ら
こ
そ
シ
ス
テ
ム
な
の
で
あ
っ
て
、
生
物
相
す
な
わ
ち

種
類
組
成
や
そ
の
割
合
が
変
化
し
な
い
生
態
系
な
ど
は
な
い
。（
中
略
）長
い

タ
イ
ム
ス
ケ
ー
ル
で
見
れ
ば
、
外
来
の
生
物
が
侵
入
す
る
の
は
む
し
ろ
常
態

で
あ
っ
て
、
固
有
生
物
相
を
死
守
し
よ
う
と
い
う
の
は
、
コ
ト
バ
の
真
の
意

味
で
の
ア
ナ
ク
ロ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
。（
同
前
92
ペ
ー
ジ
）

　生
態
系
は
、
流
動
性
・
可
変
性
を
含
ん
だ
「
こ
と
」
で
あ
る
。
固
定
化
し
た
静

態
で
は
あ
り
え
な
い
。
も
ち
ろ
ん
筆
者
は
、
流
動
体
と
し
て
の
生
態
系
を
肯
定
す

る
一
方
で
、
人
為
的
な
介
入
を
含
め
た
環
境
の
激
変
自
体
を
肯
定
し
て
い
る
わ
け

2
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◎教材と関係の深い、指導に役立つ資料を
　複数掲載しました。

◎
付
属
の「
補
充
教
材
集
」「
実
力
問
題
集
」に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
文
章
は
、

　そ
れ
ぞ
れ

・

と
記
し
ま
し
た
。
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で
は
な
い
。
自
然
環
境
の
人
為
的
改
変
に
よ
っ
て
増
加
し
た
外
来
種
と
減
少
し
た

在
来
種
と
が
い
る
場
合
、
そ
の
責
を
負
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
あ
く
ま
で
人
間
の

側
で
あ
っ
て
、
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
の
よ
う
な
特
定
の
生
物
で
は
な
い
だ
ろ
う
と
言
う

の
で
あ
る
。
自
分
た
ち
が
勝
手
に
環
境
を
変
化
さ
せ
た
上
に
、
数
が
増
え
た
ら
特

定
の
生
物
を
間
引
こ
う
と
す
る
発
想
は
、
規
制
に
振
り
回
さ
れ
た
結
果
自
分
の
首

を
絞
め
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
の
で
き
な
い
、
悪
循
環
の
思
考
、

「『
も
の
』
の
科
学
」
の
帰
結
な
の
で
あ
る
。

◉
参
考
資
料
1  

 

補
・
実

「
フ
ロ
ン
ガ
ス
」
や
「
環
境
ホ
ル
モ
ン
」
の
脅
威
を
、声
高
に
叫
ぶ
人
は
い
な

く
な
っ
た
。
今
、
私
た
ち
を
取
り
囲
む
ら
し
き
「
脅
威
」
の
一
つ
一
つ
が
、

実
は
「
流
行
」
の
亜
種
で
あ
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

環
境
問
題
に
は
「
流
行
」
が
あ
る

　一
九
五
〇
年
代
か
ら
一
九
六
〇
年
代
に
か
け
て
の
も
う
ひ
と
つ
の
大
き
な
問
題

は
大
気
汚
染
に
代
表
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る
公
害
問
題
で
あ
っ
た
。
し
か
し
公
害
問
題

は
技
術
の
進
歩
に
よ
っ
て
あ
ら
か
た
克
服
さ
れ
て
し
ま
っ
て
、
今
は
空
気
も
水
も

ず
い
ぶ
ん
き
れ
い
に
な
っ
た
。
そ
の
後
で
出
て
き
た
の
が
、
ゴ
ミ
を
ど
う
処
理
す

る
か
と
い
う
問
題
で
あ
っ
た
。

　一
九
六
〇
年
代
ま
で
は
、
ゴ
ミ
は
そ
れ
ほ
ど
に
大
き
な
問
題
で
は
な
か
っ
た
と

思
う
。
家
電
製
品
の
数
は
今
ほ
ど
多
く
は
な
か
っ
た
し
、
使
い
は
じ
め
で
、
捨
て

ら
れ
る
数
も
少
な
か
っ
た
か
ら
、
そ
れ
ら
は
ま
だ
厄
介
な
ゴ
ミ
に
は
な
ら
な
か
っ

た
。
ほ
と
ん
ど
つ
か
な
い
よ
う
な
テ
レ
ビ
ま
で
も
が
中
古
の
商
品
と
し
て
売
ら
れ

て
い
た
ぐ
ら
い
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
三
〇
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
、
ゴ
ミ

の
問
題
は
次
第
に
大
き
く
な
っ
て
き
た
。

　家
電
に
関
連
し
て
言
う
と
、
一
時
、
盛
ん
に
騒
が
れ
た
話
と
し
て
フ
ロ
ン
の
問

題
が
あ
る
。
フ
ロ
ン
が
オ
ゾ
ン
層
を
破
壊
す
る
と
い
う
話
で
あ
る
。
環
境
問
題
に

お
い
て
フ
ロ
ン
ガ
ス
は
最
大
の
悪
玉
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
た
も
の
だ
が
、
い
つ

の
間
に
か
、
あ
ま
り
誰
も
言
わ
な
く
な
っ
た
。

　実
は
、
最
近
で
は
、
フ
ロ
ン
ガ
ス
が
オ
ゾ
ン
層
を
破
壊
す
る
主
た
る
原
因
な
の

か
、
ど
う
も
怪
し
く
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
ど
う
や
ら
、
南
極
の
温
度
が
下
が

る
と
そ
の
上
空
の
オ
ゾ
ン
が
破
壊
さ
れ
る
と
い
う
説
が
近
年
、
有
力
に
な
っ
て
き

た
ら
し
い
。
つ
ま
り
、
オ
ゾ
ン
ホ
ー
ル
の
増
大
は
、
太
陽
活
動
に
関
連
し
た
南
極

の
気
温
の
低
下
が
主
因
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　ま
た
、
一
時｢

環
境
ホ
ル
モ
ン｣

が
野
生
動
物
の
メ
ス
化
を
促
進
す
る
と
し
て

大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
も
最
近
で
は
ど
う
や
ら
ガ
セ
ネ
タ
ら
し
い

と
い
う
こ
と
が
判
り
、
言
及
さ
れ
な
く
な
っ
た
。

　こ
の
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
環
境
問
題
に
は
あ
る
種
の｢

流
行｣

の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
。
そ
の
時
ど
き
の
、
い
ち
ば
ん
“
ウ
ケ
る
”
話
題
が
一
気
に
出

て
き
て
、
そ
れ
だ
け
が
最
大
で
唯
一
の
環
境
問
題
に
な
っ
て
し
ま
う
。
逆
に
言
え

ば
、
あ
と
の
こ
と
は
別
に
た
い
し
た
問
題
で
は
な
い
と
い
う
よ
う
な
感
じ
に
さ
え

な
り
が
ち
で
あ
る
。

　現
在
で
い
え
ば
地
球
温
暖
化
を
招
く
温
室
効
果
ガ
ス
の
二
酸
化
炭
素（
Ｃ
Ｏ
）の

排
出
量
を
ど
う
削
減
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
環
境
問
題
に
お
け
る
最
大
の
テ
ー
マ

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
あ
と
二
〇
年
も
し
た
ら
、
Ｃ
Ｏ
の
問
題
も
あ

ま
り
た
い
し
た
問
題
で
は
な
く
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
Ｃ
Ｏ
の
代
わ
り
に
別
の

「
問
題
」が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
し

て
な
ら
な
い
。
と
に
か
く
い
ま
は
、
Ｃ
Ｏ
に
よ
る
地
球
温
暖
化
が
環
境
問
題
に
お

け
る
最
大
の｢

流
行｣

に
な
っ
て
い
る
の
だ
。

 

『
新
し
い
環
境
問
題
の
教
科
書
』
池
田
清
彦
（
二
〇
一
〇
年
・
新
潮
文
庫
）

◉
参
考
資
料
2  

 

補
・
実

「
も
の
」
の
科
学
か
ら
「
こ
と
」
の
科
学
へ
、
と
い
う
発
想
が
、
実
体
論
か
ら

2

2

2

2
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研
究
・
発
展

◉
作
品
解
説  

『
環
境
問
題
の
ウ
ソ
』
の
あ
と
が
き
で
著
者
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。

　私
が
若
い
人
た
ち
に
言
い
た
い
の
は
、
世
間
で
流
通
し
て
い
る
正
義
の
物

語
り
を
信
じ
る
の
は
、墓
に
入
っ
て
か
ら
で
も
遅
く
は
な
い
っ
て
こ
と
だ
な
。

「
正
義
」と
い
う
の
は
あ
な
た
の
頭
を
破
壊
す
る
麻
薬
で
あ
る
。
麻
薬
中
毒
に

な
る
前
に
、
た
と
え
ご
く
わ
ず
か
で
も
よ
い
、
抵
抗
せ
よ
。（『
環
境
問
題
の

ウ
ソ
』
あ
と
が
き
）

　本
教
材
の
中
で
筆
者
が
批
判
す
る
の
は
、「『
も
の
』
の
科
学
」
と
い
う
固
定
化

し
た
思
考
の
方
法
で
あ
る
。
権
威
や
経
験
、
制
度
や
雰
囲
気
に
呑
ま
れ
て
安
易
に

下
し
て
し
ま
う
判
断
の
危
険
性
に
対
し
て
、
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
と
言
っ
て
い

い
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
本
教
材
の
ヤ
ン
バ
ル
テ
ナ
ガ
コ
ガ
ネ
の
よ
う
に
、
種
を
保

存
す
る
た
め
に
保
護
さ
れ
る
生
き
物
が
い
る
一
方
、
在
来
種
を
保
護
す
る
と
い
う

目
的
の
も
と
、駆
除
さ
れ
る
生
物
も
い
る
。
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
が
そ
の
好
例
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
産
の
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
は
、
一
九
二
〇
年
代
以
降
、
食
用
や
釣
り
対
象
魚

と
し
て
各
地
の
湖
に
放
流
さ
れ
た
の
が
移
入
の
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
後
多
数
の
地
域
で
見
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
九
九
年
、
新
潟
県
は
釣

り
上
げ
た
外
来
魚
（
オ
オ
ク
チ
バ
ス
、
コ
ク
チ
バ
ス
、
ブ
ル
ー
ギ
ル
な
ど
）
の
リ

リ
ー
ス
（
再
放
流
）
の
禁
止
に
踏
み
切
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
違
反
者
は
一
年
以

内
の
懲
役
も
し
く
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。
結
果
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
、
全
国
の
漁
業
調
整
規
則
で
外
来
魚
の
密
放
流
禁

止
が
進
ん
で
い
る
。
著
者
は
言
う
。

　ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
が
日
本
に
移
入
さ
れ
て
以
来
八
〇
年
が
経
つ
が
、
ブ
ラ
ッ

ク
バ
ス
に
よ
り
滅
ぼ
さ
れ
た
日
本
の
在
来
種
は
一
種
も
い
な
い
。も
ち
ろ
ん
、

人
間
に
健
康
被
害
を
与
え
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。そ
れ
ど
こ
ろ
か
、ブ
ラ
ッ

ク
バ
ス
は
釣
り
業
界
に
か
な
り
の
経
済
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
ブ
ラ
ッ

ク
バ
ス
を
特
定
外
来
種
に
指
定
し
て
駆
除
の
対
象
と
す
る
こ
と
で
、
釣
り
業

界
に
与
え
る
経
済
的
打
撃
と
駆
除
に
費
や
す
税
金
と
い
う
ダ
ブ
ル
・
デ
メ

リ
ッ
ト
の
見
返
り
の
大
義
名
分
は
、日
本
の
生
態
系
を
守
る
た
め
だ
と
い
う
。

Ｃ
Ｏ
の
排
出
を
抑
制
し
な
い
と
世
界
は
そ
の
う
ち
大
変
な
こ
と
に
な
る
。
焼

却
炉
か
ら
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
排
出
を
規
制
し
な
い
と
国
民
の
健
康
は
守
れ

な
い
。
外
来
種
を
駆
除
し
な
け
れ
ば
日
本
の
生
態
系
は
守
れ
な
い
。
す
べ
て

同
じ
パ
タ
ー
ン
の
ウ
ソ
話
で
あ
る
。（
前
掲
書
90
〜
91
ペ
ー
ジ
）

　ル
ー
ル
が
制
度
化
す
れ
ば
、
そ
の
結
果
、
受
け
取
り
手
と
し
て
の
私
た
ち
は
そ

の
制
度
を
絶
対
だ
と
思
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
に
あ
る
の
は
、
安
易
な
善
悪
の
二
項

対
立
で
あ
っ
て
、
ル
ー
ル
が
設
定
さ
れ
る
際
に
求
め
ら
れ
た
は
ず
の
目
的
の
妥
当

性
や
、
制
度
化
が
常
態
と
な
っ
た
場
合
に
引
き
起
こ
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
群

な
ど
が
看
過
さ
れ
て
し
ま
う
。
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
だ
け
が
「
悪
玉
」
だ
と
は
限
ら
な

い
の
で
あ
る
。「
同
じ
パ
タ
ー
ン
の
ウ
ソ
話
」
と
は
、
本
教
材
に
お
け
る
、
現
象
を

固
定
化
し
た
「『
も
の
』
と
考
え
る
悪
し
き
思
考
の
典
型
」（
122
・
11
）
と
呼
応
し

て
い
る
の
が
見
て
取
れ
る
。

　外
来
生
物
が
生
態
系
に
影
響
を
与
え
る
と
し
た
ら
た
だ
ひ
と
つ
、
生
態
系

の
種
類
組
成
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
だ
。
し
か
し
、
系
す
な
わ
ち
シ
ス
テ
ム
は

要
素
が
変
化
す
る
か
ら
こ
そ
シ
ス
テ
ム
な
の
で
あ
っ
て
、
生
物
相
す
な
わ
ち

種
類
組
成
や
そ
の
割
合
が
変
化
し
な
い
生
態
系
な
ど
は
な
い
。（
中
略
）長
い

タ
イ
ム
ス
ケ
ー
ル
で
見
れ
ば
、
外
来
の
生
物
が
侵
入
す
る
の
は
む
し
ろ
常
態

で
あ
っ
て
、
固
有
生
物
相
を
死
守
し
よ
う
と
い
う
の
は
、
コ
ト
バ
の
真
の
意

味
で
の
ア
ナ
ク
ロ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
。（
同
前
92
ペ
ー
ジ
）

　生
態
系
は
、
流
動
性
・
可
変
性
を
含
ん
だ
「
こ
と
」
で
あ
る
。
固
定
化
し
た
静

態
で
は
あ
り
え
な
い
。
も
ち
ろ
ん
筆
者
は
、
流
動
体
と
し
て
の
生
態
系
を
肯
定
す

る
一
方
で
、
人
為
的
な
介
入
を
含
め
た
環
境
の
激
変
自
体
を
肯
定
し
て
い
る
わ
け

2
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課
題

一

筆
者
が
考
え
る
「
労
働
の
本
質
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
ま
と
め

て
み
よ
う
。

【
解
答
例
】

　労
働
の
本
質
は
個
人
の
努
力
が
集
団
の
利
益
に
「
か
た
ち
を
変
え
る
」
こ
と
の

う
ち
に
存
在
し
て
い
る
。
そ
の
労
働
は
、
個
人
の
努
力
が
個
人
に
専
一
的
に
還
元

さ
れ
る
こ
と
を
求
め
ず
、
逆
に
で
き
る
だ
け
多
く
の
他
者
に
利
益
と
し
て
分
配
さ

れ
る
こ
と
を
求
め
る
よ
う
な
「
特
異
な
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
」
に
よ
っ
て
動
機
づ
け
ら

れ
て
い
る
。
そ
れ
が
必
要
な
の
は
私
た
ち
が
生
き
延
び
る
た
め
で
あ
る
。

〔
解
説
〕

　筆
者
の
主
張
を
読
み
取
る
。「
だ
が
、労
働
の
本
質
は
～
そ
の
せ
い
で
あ
ろ
う
。」

（
134
上
・
17
～
134
下
・
6
）
の
段
落
に
示
さ
れ
て
い
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
さ

ら
に
、
最
後
の
段
落
「
も
う
お
わ
か
り
だ
ろ
う
が
、
～
高
い
と
は
思
わ
な
い
」（
135

下
・
3
～
8
）
の
段
落
で
、そ
の
「
特
異
な
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
」
が
必
要
な
の
は
「
生

き
延
び
る
た
め
で
あ
る
」
と
い
っ
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
し
て
ほ
し
い
。

二

若
者
と
労
働
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
か
、

調
べ
て
発
表
し
て
み
よ
う
。

〔
解
説
〕

　正
社
員
な
み
に
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
い
て
も
生
活
の
維
持
が
困
難
な
「
ワ
ー
キ
ン

グ
プ
ア
」、
派
遣
を
め
ぐ
る
「
擬
装
派
遣
」
や
「
労
働
者
派
遣
法
」、
賃
金
格
差
の

拡
大
に
伴
う
「
格
差
社
会
」「
貧
困
」、
経
済
不
況
に
伴
う
「
リ
ス
ト
ラ
」、
労
働
環

境
の
国
際
化
に
よ
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」「
外
国
人
労
働
者
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
が
あ
げ
ら
れ
る
。
新
聞
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
適
宜
活
用
し
て
調
べ
さ
せ

る
と
よ
い
。

　現
在
の
日
本
社
会
は
雇
用
や
労
働
環
境
が
悪
化
し
て
い
る
。
そ
の
原
因
の
一
つ

は
正
社
員
を
非
正
規
雇
用
者
に
切
り
替
え
る
動
き
で
あ
る
。
非
正
規
雇
用
者
は
賃

金
が
安
く
抑
え
ら
れ
る
上
に
、
企
業
は
い
つ
で
も
解
雇
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
る
。
賃
金
が
安
い
と
い
う
こ
と
は
、
貧
困
、
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
、
格
差
社
会
を

生
む
原
因
で
あ
る
。
雇
用
が
不
安
定
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
働
く
意
義
を
見
出

し
に
く
い
上
に
、
低
賃
金
と
同
様
貧
困
を
生
む
原
因
で
も
あ
る
。

　一
方
、
正
規
雇
用
者
の
労
働
環
境
も
悪
化
し
て
い
る
。
リ
ス
ト
ラ
に
よ
る
人
員

削
減
で
労
働
量
が
増
え
過
労
死
や
生
活
環
境
の
悪
化
を
生
む
。
う
つ
病
に
な
っ
た

り
自
殺
を
選
ん
だ
り
す
る
こ
と
も
あ
る
。
多
忙
で
あ
る
が
ゆ
え
に
家
庭
を
持
た
な

け
れ
ば
、
少
子
化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　そ
の
他
に
も
、
男
女
で
差
別
な
く
働
く
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
、
外
国
人
労
働

者
を
受
け
入
れ
る
べ
き
か
、
終
身
雇
用
制
は
望
ま
し
く
な
い
制
度
な
の
か
、
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
労
働
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
労
働
問
題
に
関

す
る
書
籍
は
豊
富
に
あ
る
し
、
新
聞
や
雑
誌
等
で
も
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
図

書
館
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
も
有
効
に
利
用
し
、
知
識
を
深
め
て
ほ
し
い
。

三

「
労
働
」
に
つ
い
て
の
あ
な
た
の
考
え
を
、
八
〇
〇
字
程
度
で
ま
と
め

て
み
よ
う
。

【
課
題
の
解
説
】

　本
文
を
ふ
ま
え
て
書
く
と
い
う
条
件
で
は
な
い
の
で
、
課
題
文
の
理
解
を
直

接
問
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
労
働
に
関
す
る
知
識
や
自
分
の
体
験
が
あ

れ
ば
、
そ
れ
を
も
と
に
自
分
の
意
見
を
ま
と
め
れ
ば
よ
い
。
課
題
二
で
調
べ
た
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こ
と
を
参
考
に
し
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
課
題
文
の
筆
者
の
体
験
を
ふ

ま
え
て
意
見
を
展
開
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

【
生
徒
解
答
例
①
】

　私
は
筆
者
と
同
じ
く
、
多
く
の
他
者
に
利
益
と
し
て
分
配
さ
れ
る
こ
と
を
求

め
る
よ
う
な
「
特
異
な
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
」
こ
そ
が
労
働
の
あ
る
べ
き
姿
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。ま
た
、ど
ん
な
理
不
尽
な
条
件
で
も
耐
え
ぬ
く
メ
ン
タ
リ
テ
ィ

が
労
働
者
に
は
必
要
だ
。

　最
近
は
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
を
求
め
て
離
職
・
転
職
す
る
若
者
が
多
い
が
、

そ
れ
は
た
だ
の
甘
え
だ
と
思
う
。
物
が
溢
れ
た
時
代
に
生
ま
れ
、
我
慢
す
る
こ

と
を
知
ら
な
い
今
の
若
者
は
一
度
壁
に
ぶ
つ
か
る
と
す
ぐ
に
安
易
な
方
向
へ
と

逃
げ
て
し
ま
う
。
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
を
求
め
る
と
い
う
理
由
で
嫌
な
こ
と

か
ら
逃
げ
て
い
る
だ
け
な
の
だ
。

　ど
ん
な
に
が
ん
ば
っ
て
も
出
世
で
き
な
い
な
ど
社
会
に
で
れ
ば
理
不
尽
な
こ

と
は
い
く
ら
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
自
分
で
は
が
ん
ば
っ
て
い
て
も
、
そ
の
努

力
が
他
者
に
認
め
ら
れ
な
く
て
は
意
味
が
な
く
、
だ
か
ら
こ
そ
私
は
理
不
尽
を

す
べ
て
飲
み
込
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
う
す
る
こ
と
が
他
者
に
評

価
さ
れ
成
功
す
る
一
番
の
近
道
な
の
だ
。

　若
い
う
ち
の
労
働
は
買
っ
て
で
も
し
ろ
と
よ
く
言
う
が
、
い
ま
の
若
者
の
よ

う
な
リ
セ
ッ
ト
世
代
に
は
こ
れ
が
通
用
し
な
い
。
今
が
良
け
れ
ば
よ
い
、
失
敗

す
れ
ば
ま
た
ゲ
ー
ム
の
よ
う
に
リ
セ
ッ
ト
ボ
タ
ン
を
押
せ
ば
い
い
。
こ
れ
が
リ

セ
ッ
ト
世
代
の
考
え
だ
。
彼
ら
は
自
分
の
利
益
を
最
優
先
し
、
自
分
の
努
力
が

す
ぐ
に
結
果
に
出
る
こ
と
を
望
み
、
極
力
無
駄
を
省
こ
う
と
す
る
。
だ
か
ら
彼

ら
は
自
分
に
あ
わ
な
い
と
す
ぐ
逃
げ
る
し
、
自
分
へ
の
直
接
的
な
利
益
に
は
な

ら
な
い
他
者
や
組
織
へ
の
貢
献
を
嫌
う
の
だ
ろ
う
。
元
プ
ロ
野
球
選
手
の
野
村

克
也
は
、
い
き
な
り
大
き
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
よ
り
も
、
当
た
り
前
の

よ
う
に
で
き
る
基
本
的
な
こ
と
を
し
っ
か
り
と
や
る
こ
と
が
大
き
な
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
際
の
鍵
に
な
る
と
い
う
。

　一
見
無
駄
に
見
え
る
他
者
や
組
織
へ
の
貢
献
、
上
司
か
ら
の
理
不
尽
な
要
望

な
ど
す
べ
て
意
味
の
あ
る
こ
と
で
あ
り
、「
特
異
な
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
」
こ
そ
が
労

働
の
あ
る
べ
き
姿
だ
と
私
は
考
え
て
い
る
。（
七
三
四
字
）

〔
生
徒
解
答
例
①
の
解
説
〕

　こ
れ
は
本
文
を
ふ
ま
え
て
自
分
の
意
見
を
展
開
し
て
い
る
。
基
本
的
に
は
筆

者
の
主
張
に
添
う
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、「
理
不
尽
な
こ
と
は
い
く
ら

で
も
あ
る
」
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
こ
と
、自
分
が
考
え
る
若
者
世
代
の
分
析
、

著
名
人
の
発
言
の
引
用
な
ど
用
い
て
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
出
し
て
い
る
。

〔
生
徒
解
答
例
①
の
評
価
例
〕

●
観
点
別
評
価

①
課
題
文
の
理
解
度 

［
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｅ
］

②
構
成
の
的
確
さ 

［
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｅ
］

③
論
証
・
例
示
の
的
確
さ 

［
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｅ
］

④
結
論
の
明
快
さ 

［
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｅ
］

⑤
語
句
や
表
現
の
的
確
さ 

［
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｅ
］

●
総
合
評
価

　
　［Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｅ
］

　「理
不
尽
な
こ
と
」
に
関
す
る
説
明
に
も
う
少
し
説
得
力
が
ほ
し
い

が
、
全
体
と
し
て
読
み
や
す
く
論
理
的
な
文
章
に
な
っ
て
い
る
。

【
生
徒
解
答
例
②
】

　私
に
は
夢
が
あ
る
。
誰
か
の
幸
せ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
仕
事
、
ブ
ラ
イ
ダ
ル
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
に
な
る
こ
と
だ
。
人
生
で
一
番
幸
せ
な
日
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す

る
仕
事
は
「
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
」
だ
と
思
う
。
実
際
に
若
者
た
ち
の
間
で

は
こ
の
職
に
つ
く
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
も
の
が
年
々
増
加
し
て
い
る
。
し
か

し
、
い
ざ
見
習
い
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
た
若
者
の
大
半
は
、
下
積
み
時
代
の
仕
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課
題

一

筆
者
が
考
え
る
「
労
働
の
本
質
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
ま
と
め

て
み
よ
う
。

【
解
答
例
】

　労
働
の
本
質
は
個
人
の
努
力
が
集
団
の
利
益
に
「
か
た
ち
を
変
え
る
」
こ
と
の

う
ち
に
存
在
し
て
い
る
。
そ
の
労
働
は
、
個
人
の
努
力
が
個
人
に
専
一
的
に
還
元

さ
れ
る
こ
と
を
求
め
ず
、
逆
に
で
き
る
だ
け
多
く
の
他
者
に
利
益
と
し
て
分
配
さ

れ
る
こ
と
を
求
め
る
よ
う
な
「
特
異
な
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
」
に
よ
っ
て
動
機
づ
け
ら

れ
て
い
る
。
そ
れ
が
必
要
な
の
は
私
た
ち
が
生
き
延
び
る
た
め
で
あ
る
。

〔
解
説
〕

　筆
者
の
主
張
を
読
み
取
る
。「
だ
が
、労
働
の
本
質
は
～
そ
の
せ
い
で
あ
ろ
う
。」

（
134
上
・
17
～
134
下
・
6
）
の
段
落
に
示
さ
れ
て
い
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
さ

ら
に
、
最
後
の
段
落
「
も
う
お
わ
か
り
だ
ろ
う
が
、
～
高
い
と
は
思
わ
な
い
」（
135

下
・
3
～
8
）
の
段
落
で
、そ
の
「
特
異
な
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
」
が
必
要
な
の
は
「
生

き
延
び
る
た
め
で
あ
る
」
と
い
っ
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
し
て
ほ
し
い
。

二

若
者
と
労
働
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
か
、

調
べ
て
発
表
し
て
み
よ
う
。

〔
解
説
〕

　正
社
員
な
み
に
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
い
て
も
生
活
の
維
持
が
困
難
な
「
ワ
ー
キ
ン

グ
プ
ア
」、
派
遣
を
め
ぐ
る
「
擬
装
派
遣
」
や
「
労
働
者
派
遣
法
」、
賃
金
格
差
の

拡
大
に
伴
う
「
格
差
社
会
」「
貧
困
」、
経
済
不
況
に
伴
う
「
リ
ス
ト
ラ
」、
労
働
環

境
の
国
際
化
に
よ
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」「
外
国
人
労
働
者
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
が
あ
げ
ら
れ
る
。
新
聞
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
適
宜
活
用
し
て
調
べ
さ
せ

る
と
よ
い
。

　現
在
の
日
本
社
会
は
雇
用
や
労
働
環
境
が
悪
化
し
て
い
る
。
そ
の
原
因
の
一
つ

は
正
社
員
を
非
正
規
雇
用
者
に
切
り
替
え
る
動
き
で
あ
る
。
非
正
規
雇
用
者
は
賃

金
が
安
く
抑
え
ら
れ
る
上
に
、
企
業
は
い
つ
で
も
解
雇
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
る
。
賃
金
が
安
い
と
い
う
こ
と
は
、
貧
困
、
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
、
格
差
社
会
を

生
む
原
因
で
あ
る
。
雇
用
が
不
安
定
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
働
く
意
義
を
見
出

し
に
く
い
上
に
、
低
賃
金
と
同
様
貧
困
を
生
む
原
因
で
も
あ
る
。

　一
方
、
正
規
雇
用
者
の
労
働
環
境
も
悪
化
し
て
い
る
。
リ
ス
ト
ラ
に
よ
る
人
員

削
減
で
労
働
量
が
増
え
過
労
死
や
生
活
環
境
の
悪
化
を
生
む
。
う
つ
病
に
な
っ
た

り
自
殺
を
選
ん
だ
り
す
る
こ
と
も
あ
る
。
多
忙
で
あ
る
が
ゆ
え
に
家
庭
を
持
た
な

け
れ
ば
、
少
子
化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　そ
の
他
に
も
、
男
女
で
差
別
な
く
働
く
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
、
外
国
人
労
働

者
を
受
け
入
れ
る
べ
き
か
、
終
身
雇
用
制
は
望
ま
し
く
な
い
制
度
な
の
か
、
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
労
働
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
労
働
問
題
に
関

す
る
書
籍
は
豊
富
に
あ
る
し
、
新
聞
や
雑
誌
等
で
も
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
図

書
館
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
も
有
効
に
利
用
し
、
知
識
を
深
め
て
ほ
し
い
。

三

「
労
働
」
に
つ
い
て
の
あ
な
た
の
考
え
を
、
八
〇
〇
字
程
度
で
ま
と
め

て
み
よ
う
。

【
課
題
の
解
説
】

　本
文
を
ふ
ま
え
て
書
く
と
い
う
条
件
で
は
な
い
の
で
、
課
題
文
の
理
解
を
直

接
問
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
労
働
に
関
す
る
知
識
や
自
分
の
体
験
が
あ

れ
ば
、
そ
れ
を
も
と
に
自
分
の
意
見
を
ま
と
め
れ
ば
よ
い
。
課
題
二
で
調
べ
た
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こ
と
を
参
考
に
し
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
課
題
文
の
筆
者
の
体
験
を
ふ

ま
え
て
意
見
を
展
開
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

【
生
徒
解
答
例
①
】

　私
は
筆
者
と
同
じ
く
、
多
く
の
他
者
に
利
益
と
し
て
分
配
さ
れ
る
こ
と
を
求

め
る
よ
う
な
「
特
異
な
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
」
こ
そ
が
労
働
の
あ
る
べ
き
姿
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。ま
た
、ど
ん
な
理
不
尽
な
条
件
で
も
耐
え
ぬ
く
メ
ン
タ
リ
テ
ィ

が
労
働
者
に
は
必
要
だ
。

　最
近
は
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
を
求
め
て
離
職
・
転
職
す
る
若
者
が
多
い
が
、

そ
れ
は
た
だ
の
甘
え
だ
と
思
う
。
物
が
溢
れ
た
時
代
に
生
ま
れ
、
我
慢
す
る
こ

と
を
知
ら
な
い
今
の
若
者
は
一
度
壁
に
ぶ
つ
か
る
と
す
ぐ
に
安
易
な
方
向
へ
と

逃
げ
て
し
ま
う
。
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
を
求
め
る
と
い
う
理
由
で
嫌
な
こ
と

か
ら
逃
げ
て
い
る
だ
け
な
の
だ
。

　ど
ん
な
に
が
ん
ば
っ
て
も
出
世
で
き
な
い
な
ど
社
会
に
で
れ
ば
理
不
尽
な
こ

と
は
い
く
ら
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
自
分
で
は
が
ん
ば
っ
て
い
て
も
、
そ
の
努

力
が
他
者
に
認
め
ら
れ
な
く
て
は
意
味
が
な
く
、
だ
か
ら
こ
そ
私
は
理
不
尽
を

す
べ
て
飲
み
込
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
う
す
る
こ
と
が
他
者
に
評

価
さ
れ
成
功
す
る
一
番
の
近
道
な
の
だ
。

　若
い
う
ち
の
労
働
は
買
っ
て
で
も
し
ろ
と
よ
く
言
う
が
、
い
ま
の
若
者
の
よ

う
な
リ
セ
ッ
ト
世
代
に
は
こ
れ
が
通
用
し
な
い
。
今
が
良
け
れ
ば
よ
い
、
失
敗

す
れ
ば
ま
た
ゲ
ー
ム
の
よ
う
に
リ
セ
ッ
ト
ボ
タ
ン
を
押
せ
ば
い
い
。
こ
れ
が
リ

セ
ッ
ト
世
代
の
考
え
だ
。
彼
ら
は
自
分
の
利
益
を
最
優
先
し
、
自
分
の
努
力
が

す
ぐ
に
結
果
に
出
る
こ
と
を
望
み
、
極
力
無
駄
を
省
こ
う
と
す
る
。
だ
か
ら
彼

ら
は
自
分
に
あ
わ
な
い
と
す
ぐ
逃
げ
る
し
、
自
分
へ
の
直
接
的
な
利
益
に
は
な

ら
な
い
他
者
や
組
織
へ
の
貢
献
を
嫌
う
の
だ
ろ
う
。
元
プ
ロ
野
球
選
手
の
野
村

克
也
は
、
い
き
な
り
大
き
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
よ
り
も
、
当
た
り
前
の

よ
う
に
で
き
る
基
本
的
な
こ
と
を
し
っ
か
り
と
や
る
こ
と
が
大
き
な
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
際
の
鍵
に
な
る
と
い
う
。

　一
見
無
駄
に
見
え
る
他
者
や
組
織
へ
の
貢
献
、
上
司
か
ら
の
理
不
尽
な
要
望

な
ど
す
べ
て
意
味
の
あ
る
こ
と
で
あ
り
、「
特
異
な
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
」
こ
そ
が
労

働
の
あ
る
べ
き
姿
だ
と
私
は
考
え
て
い
る
。（
七
三
四
字
）

〔
生
徒
解
答
例
①
の
解
説
〕

　こ
れ
は
本
文
を
ふ
ま
え
て
自
分
の
意
見
を
展
開
し
て
い
る
。
基
本
的
に
は
筆

者
の
主
張
に
添
う
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、「
理
不
尽
な
こ
と
は
い
く
ら

で
も
あ
る
」
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
こ
と
、自
分
が
考
え
る
若
者
世
代
の
分
析
、

著
名
人
の
発
言
の
引
用
な
ど
用
い
て
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
出
し
て
い
る
。

〔
生
徒
解
答
例
①
の
評
価
例
〕

●
観
点
別
評
価

①
課
題
文
の
理
解
度 

［
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｅ
］

②
構
成
の
的
確
さ 

［
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｅ
］

③
論
証
・
例
示
の
的
確
さ 

［
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｅ
］

④
結
論
の
明
快
さ 

［
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｅ
］

⑤
語
句
や
表
現
の
的
確
さ 

［
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｅ
］

●
総
合
評
価

　
　［Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｅ
］

　「理
不
尽
な
こ
と
」
に
関
す
る
説
明
に
も
う
少
し
説
得
力
が
ほ
し
い

が
、
全
体
と
し
て
読
み
や
す
く
論
理
的
な
文
章
に
な
っ
て
い
る
。

【
生
徒
解
答
例
②
】

　私
に
は
夢
が
あ
る
。
誰
か
の
幸
せ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
仕
事
、
ブ
ラ
イ
ダ
ル
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
に
な
る
こ
と
だ
。
人
生
で
一
番
幸
せ
な
日
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す

る
仕
事
は
「
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
」
だ
と
思
う
。
実
際
に
若
者
た
ち
の
間
で

は
こ
の
職
に
つ
く
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
も
の
が
年
々
増
加
し
て
い
る
。
し
か

し
、
い
ざ
見
習
い
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
た
若
者
の
大
半
は
、
下
積
み
時
代
の
仕
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祇
園
精
舎

◉
大
意  

　祇
園
精
舎
の
鐘
、
娑
羅
双
樹
の
花
の
故
事
が
示
す
よ
う
に
、
人
の
世
は
無
常
で
、
勢
い
盛
ん
な
者
も
必
ず
衰
え
、
強
く
猛
々
し
い
者
も
必
ず
滅
び
る
。
中
国
や
日
本
の

歴
史
上
の
先
例
に
も
、
そ
の
道
理
は
表
れ
て
い
る
が
、
最
近
の
例
で
は
、
平
清
盛
一
門
の
お
ご
っ
た
心
や
猛
々
し
い
様
子
は
、
そ
れ
ら
の
先
例
を
超
え
て
、
想
像
を
絶
す

る
ほ
ど
に
ひ
ど
い
あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た
。

◉
全
体
の
構
成  

◉
品
詞
分
解  

　❶
祇ぎ

園を
ん

精し
や
う

舎じ
や 

　

 

の

　

  

鐘か
ね 

　

 

の

　

  

声こ
ゑ

、
諸し
よ

行ぎ
や
う

無む

常じ
や
う 

　

 

の

　

  

響ひ
び

き 

　

 

あ
り
。  

❷
娑し
や

羅ら

双さ
う

樹じ
ゆ 

　

 

の

　

  

花は
な 

　
 

の

　

  

色い
ろ

、
盛じ
や
う

者し
や

必ひ
つ

衰す
い 

　

 

の

　

  

理
こ
と
わ
り

 

　

 

を

　

   

あ
ら
は
す
。 

❸

　お
ご
れ

　

 

　
　

 

る

　
　

  

人ひ
と 

　

 

も

　

   

久ひ
さ

し
か
ら  

　
　

 

ず
、
　
　

 

た
だ

　春は
る 

　

 

の

　

  

夜よ 

　

 

の

　

  

夢ゆ
め 

　

 

の

　

  

　

 

ご
と
し
。  

❹

　猛た
け

き

　

 

者も
の 

　

 

も

　

  

つ
ひ
に 

　

 

は

　

  

　
　滅ほ

ろ

び

　
　

 

　
　

 

ぬ
、
　
　

 

ひ
と
へ
に 

風か
ぜ 

　

 

の

　

  

前ま
へ 

　

 

の

　

  

塵ち
り 

　

 

に

　

  

　

 

同お
な

じ
。 

段

　
落

ペ
ー
ジ
・
行

大

　
　
意

第
一
段

初
め
～
58
・
3「
塵

に
同
じ
。」

盛
者
必
衰
の
理

　祇
園
精
舎
の
鐘
、
娑
羅
双
樹
の
花
の
故
事
が
示
す
よ
う
に
、
人
の
世
は
無
常
で
、
勢
い
盛
ん
な
者
も
必
ず
衰
え
、
強
く
猛
々
し
い
者

も
必
ず
滅
び
る
。

第
二
段

58
・
4
「
遠
く
異

朝
を
」
～
終
わ
り

盛
者
必
衰
の
先
例
・
清
盛
の
登
場

　中
国
や
日
本
の
歴
史
上
の
先
例
に
も
、
そ
の
道
理
は
表
れ
て
い
る
が
、
最
近
の
例
で
は
、
平
清
盛
一
門
の
お
ご
っ
た
心
や
猛
々
し
い

様
子
は
、
そ
れ
ら
の
先
例
を
超
え
て
、
想
像
を
絶
す
る
ほ
ど
に
ひ
ど
い
あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

格
助（
体
修
）

　
　

  

格
助（
体
修
）

　
　
　
　
　
　
　
　

  

格
助（
体
修
）

　
　
　
　動（
ラ
変･

終
止
）

　
　
　
　
　
　
　
　

 

格
助（
体
修
）

　
　

  

格
助（
体
修
）

　
　
　
　
　
　
　
　

  

格
助（
体
修
）

　
　

  

格
助（
対
象
）   

動（
サ
四･

終
止
）

　
　

 

動（
ラ
四･

已
然
） 

助
動（
存
続･

連
体
）

　
　

  

係
助（
並
列
）

　形（
シ
ク･

未
然
）  

助
動（
打
消･

終
止
）

　

 

副

　
　
　
　

 

格
助（
体
修
）

　
　

  

格
助（
体
修
）

　
　

  

格
助（
体
修
）  

助
動（
比
況･

終
止
） 

　

  

形（
ク･

連
体
）

　
　

 

係
助（
並
列
）

　
　副

　
　

 

係
助（
強
意
）

　動（
バ
上
二･

連
用
）  

助
動（
完
了･

終
止
）

　
　

 

副

　
　
　
　
　格
助（
体
修
）

　
　

  

格
助（
体
修
）

　
　

  

格
助（
比
較
）  

形（
シ
ク･

終
止
）

　❶
祇
園
精
舎
の
（
無
常
堂
の
）
鐘
の
音
色
に
は
、
全
て
の
現
象
は
刻
々
に
変
化
し
て
同
じ
状
態
で
な
い
と
い
う
真
理
を
示
す
響
き

が
あ
る
。
❷
（
釈
迦
入
滅
の
時
に
白
く
変
じ
た
と
伝
え
ら
れ
る
）
娑
羅
双
樹
の
花
の
色
は
、
勢
い
盛
ん
な
者
も
い
つ
か
は
必
ず
衰
え

る
も
の
だ
と
い
う
人
の
世
の
道
理
を
よ
く
象
徴
し
て
い
る
。
❸
権
勢
を
誇
り
栄
華
に
お
ご
っ
て
い
る
者
も
そ
の
状
態
は
い
つ
ま
で
も

続
く
わ
け
で
は
な
く
、（
は
か
な
い
こ
と
は
）
ま
さ
に
春
の
夜
に
見
る
つ
か
の
ま
の
夢
の
よ
う
だ
。
❹
勇
ま
し
く
猛
々
し
い
者
も
結
局

は
滅
ん
で
し
ま
う
が
、
そ
れ
は
ま
っ
た
く
風
が
吹
け
ば
飛
ん
で
し
ま
う
よ
う
な
塵
と
同
じ
運
命
な
の
で
あ
る
。

◎
口
語
訳 
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祇
園
精
舎

◉
大
意  

　祇
園
精
舎
の
鐘
、
娑
羅
双
樹
の
花
の
故
事
が
示
す
よ
う
に
、
人
の
世
は
無
常
で
、
勢
い
盛
ん
な
者
も
必
ず
衰
え
、
強
く
猛
々
し
い
者
も
必
ず
滅
び
る
。
中
国
や
日
本
の

歴
史
上
の
先
例
に
も
、
そ
の
道
理
は
表
れ
て
い
る
が
、
最
近
の
例
で
は
、
平
清
盛
一
門
の
お
ご
っ
た
心
や
猛
々
し
い
様
子
は
、
そ
れ
ら
の
先
例
を
超
え
て
、
想
像
を
絶
す

る
ほ
ど
に
ひ
ど
い
あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た
。

◉
全
体
の
構
成  

◉
品
詞
分
解  

　❶
祇ぎ

園を
ん

精し
や
う

舎じ
や 

　

 

の

　

  

鐘か
ね 

　

 

の

　

  

声こ
ゑ

、
諸し
よ

行ぎ
や
う

無む

常じ
や
う 

　

 

の

　

  

響ひ
び

き 

　

 

あ
り
。  

❷
娑し
や

羅ら

双さ
う

樹じ
ゆ 

　

 

の

　

  
花は
な 

　
 

の

　

  

色い
ろ

、
盛じ
や
う

者し
や

必ひ
つ

衰す
い 

　

 

の

　

  

理
こ
と
わ
り

 

　

 

を

　

   

あ
ら
は
す
。 

❸

　お
ご
れ

　

 

　
　

 

る

　
　

  

人ひ
と 

　

 

も

　

   

久ひ
さ

し
か
ら  

　
　

 

ず
、
　
　

 

た
だ

　春は
る 

　

 

の

　

  

夜よ 

　

 

の

　

  

夢ゆ
め 

　

 

の

　

  

　

 

ご
と
し
。  

❹

　猛た
け

き

　

 

者も
の 

　

 

も

　

  

つ
ひ
に 

　

 

は

　

  

　
　滅ほ

ろ

び

　
　

 

　
　

 

ぬ
、
　
　

 

ひ
と
へ
に 

風か
ぜ 

　

 

の

　

  

前ま
へ 

　

 

の

　

  

塵ち
り 

　

 

に

　

  

　

 

同お
な

じ
。 

段

　
落

ペ
ー
ジ
・
行

大

　
　
意

第
一
段

初
め
～
58
・
3「
塵

に
同
じ
。」

盛
者
必
衰
の
理

　祇
園
精
舎
の
鐘
、
娑
羅
双
樹
の
花
の
故
事
が
示
す
よ
う
に
、
人
の
世
は
無
常
で
、
勢
い
盛
ん
な
者
も
必
ず
衰
え
、
強
く
猛
々
し
い
者

も
必
ず
滅
び
る
。

第
二
段

58
・
4
「
遠
く
異

朝
を
」
～
終
わ
り

盛
者
必
衰
の
先
例
・
清
盛
の
登
場

　中
国
や
日
本
の
歴
史
上
の
先
例
に
も
、
そ
の
道
理
は
表
れ
て
い
る
が
、
最
近
の
例
で
は
、
平
清
盛
一
門
の
お
ご
っ
た
心
や
猛
々
し
い

様
子
は
、
そ
れ
ら
の
先
例
を
超
え
て
、
想
像
を
絶
す
る
ほ
ど
に
ひ
ど
い
あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

格
助（
体
修
）

　
　

  

格
助（
体
修
）

　
　
　
　
　
　
　
　

  

格
助（
体
修
）

　
　
　
　動（
ラ
変･

終
止
）

　
　
　
　
　
　
　
　

 

格
助（
体
修
）

　
　

  
格
助（
体
修
）

　
　
　
　
　
　
　
　

  

格
助（
体
修
）

　
　

  

格
助（
対
象
）   

動（
サ
四･

終
止
）

　
　

 

動（
ラ
四･

已
然
） 

助
動（
存
続･

連
体
）

　
　

  

係
助（
並
列
）

　形（
シ
ク･

未
然
）  

助
動（
打
消･

終
止
）

　

 

副

　
　
　
　

 

格
助（
体
修
）

　
　

  

格
助（
体
修
）

　
　

  

格
助（
体
修
）  

助
動（
比
況･

終
止
） 

　

  

形（
ク･

連
体
）

　
　

 

係
助（
並
列
）

　
　副

　
　

 

係
助（
強
意
）

　動（
バ
上
二･

連
用
）  

助
動（
完
了･

終
止
）

　
　

 

副

　
　
　
　
　格
助（
体
修
）

　
　

  

格
助（
体
修
）

　
　

  

格
助（
比
較
）  

形（
シ
ク･

終
止
）

　❶
祇
園
精
舎
の
（
無
常
堂
の
）
鐘
の
音
色
に
は
、
全
て
の
現
象
は
刻
々
に
変
化
し
て
同
じ
状
態
で
な
い
と
い
う
真
理
を
示
す
響
き

が
あ
る
。
❷
（
釈
迦
入
滅
の
時
に
白
く
変
じ
た
と
伝
え
ら
れ
る
）
娑
羅
双
樹
の
花
の
色
は
、
勢
い
盛
ん
な
者
も
い
つ
か
は
必
ず
衰
え

る
も
の
だ
と
い
う
人
の
世
の
道
理
を
よ
く
象
徴
し
て
い
る
。
❸
権
勢
を
誇
り
栄
華
に
お
ご
っ
て
い
る
者
も
そ
の
状
態
は
い
つ
ま
で
も

続
く
わ
け
で
は
な
く
、（
は
か
な
い
こ
と
は
）
ま
さ
に
春
の
夜
に
見
る
つ
か
の
ま
の
夢
の
よ
う
だ
。
❹
勇
ま
し
く
猛
々
し
い
者
も
結
局

は
滅
ん
で
し
ま
う
が
、
そ
れ
は
ま
っ
た
く
風
が
吹
け
ば
飛
ん
で
し
ま
う
よ
う
な
塵
と
同
じ
運
命
な
の
で
あ
る
。

◎
口
語
訳 
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◉
展
開
図  

　こ
の
序
章
の
文
章
は
、
非
常
に
均
整
の
と
れ
た
対
句
仕
立
て
に
な
っ
て
い
る
。
全
体
は
、
①
～
④
に
分
か
れ
る
。
①
で
は
、「
祇
園
精
舎
の
鐘
」
と
「
娑
羅
双
樹
の
花
」

と
い
う
二
つ
の
仏
教
故
事
が
対
句
に
な
っ
て
い
る
。
②
で
は
、「
お
ご
れ
る
人
…
…
」
と
「
猛
き
者
…
…
」
が
、
③
で
は
、「
遠
く
異
朝
…
…
」
と
「
近
く
本
朝
…
…
」
が

そ
れ
ぞ
れ
対
句
に
な
り
、
④
の
「
ま
近
く
は
…
…
」
と
い
う
一
文
で
本
編
の
主
人
公
平
清
盛
に
た
ど
り
つ
き
結
ば
れ
る
と
い
う
構
造
で
あ
る
。

脚
問
・
発
問

5
8
ペ
ー
ジ �

問

　「祇
園
精
舎
の
鐘
の
声
」（
1
行
）と
対
句
に
な
っ

て
い
る
部
分
を
抜
き
出
せ
。

答

　娑
羅
双
樹
の
花
の
色
（
58
・
1
）

（
解
説
）
　ど
ち
ら
も
釈
迦
に
関
わ
る
故
事
に
由
来

す
る
言
葉
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
言
葉
に
続
く
、「
諸

行
無
常
の
響
き
あ
り
」
と
「
盛
者
必
衰
の
理
を
あ

ら
は
す
」
も
対
句
に
な
っ
て
い
る
。

問

　「春
の
夜
の
夢
」（
2
行
）、「
風
の
前
の
塵
」（
3

行
）
で
共
通
し
て
た
と
え
て
い
る
こ
と
は
何
か
。

答

　頼
り
な
く
は
か
な
い
こ
と
。

（
解
説
）

　ど
ち
ら
も
、
は
か
な
い
も
の
の
た
と
え

と
し
て
よ
く
用
い
ら
れ
る
言
葉
で
あ
る
。

問

　「遠
く
異
朝
を
と
ぶ
ら
へ
ば
」（
4
行
）
と
対
句

に
な
っ
て
い
る
部
分
を
抜
き
出
せ
。

答

　近
く
本
朝
を
う
か
が
ふ
に
（
58
・
7
）

語
句
・
文
脈
の
解
説
と
脚
問
・
発
問

5
8
ペ
ー
ジ �

Ｌ
1

　祇
園
精
舎 

釈
迦
が
説
法
し
た
と
い
う
イ
ン

ド
の
寺
。
中
部
イ
ン
ド
の
舎し
ゃ

衛え

国
に
あ
っ
た
仏
教
の

霊
域
。
祇
園
は
「
祇ぎ

樹じ
ゅ

給き
っ

孤こ

独ど
く

園お
ん

」
の
略
。
も
と
は
、

舎
衛
国
の
皇
子
祇ぎ

陀だ

太た
い

子し

所
有
の
庭
園
「
祇ぎ

陀だ

林り
ん

樹じ
ゅ

園お
ん

」
だ
っ
た
。
釈
迦
に
帰
依
し
た
須し

ゅ

達だ
つ

長
者
が
こ
れ

を
買
収
、仏
教
の
僧
院
や
堂
舎
を
造
っ
て
寄
進
し
た
。

須
達
長
者
は
さ
ら
に
、
孤
児
や
身
寄
り
の
な
い
老
人

に
衣
食
を
施
し
た
た
め
「
給
孤
独
長
者
」
と
呼
ば
れ

た
。
こ
の
二
人
の
名
を
と
っ
て
「
祇
樹
給
孤
独
園
」、

略
し
て
「
祇
園
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
精

舎
」
は
精
進
の
堂
舎
の
意
で
、
僧
た
ち
が
仏
道
を
修

行
す
る
場
を
い
う
。
釈
迦
は
、
後
半
生
の
二
十
五
年

間
、
こ
の
祇
園
精
舎
で
雨
期
を
過
ご
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
説
法
を
行
っ
た
と
い
う
。『
阿
弥
陀
経
』
を
は
じ

め
、
現
存
す
る
経
典
の
七
、
八
割
が
こ
の
精
舎
で
説

か
れ
た
と
い
う
。

Ｌ
1

　鐘
の
声 

祇
園
精
舎
の
中
の
無
常
堂
の
鐘
の

音
。
祇
園
精
舎
は
大
規
模
な
も
の
で
、
十
二
の
塔
、

七
十
二
の
講
堂
、
三
千
六
百
の
坊
舎
、
五
百
の
楼
閣

が
整
備
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
中
で
、
無
常
堂

は
、
瀕
死
の
病
僧
を
収
容
す
る
御
堂
で
、
臨
終
間
近

い
僧
に
静
か
に
死
を
迎
え
さ
せ
る
場
所
で
あ
っ
た
。

白
銀
で
飾
ら
れ
、
四
面
の
廊
に
白
華
を
置
き
、
壁
に

は
死
ん
だ
人
の
肉
体
が
糜び

爛ら
ん

し
白
骨
化
す
る
ま
で
の

経
緯
を
写
し
た
「
白
骨
非
常
の
相
」
の
絵
が
あ
っ
た
。

廊
の
四
つ
の
角
に
白
銀
の
鐘
、
室
内
の
四
隅
に
玻は

璃り

（
水
晶
）の
鐘
が
置
か
れ
て
い
た
。
病
僧
が
い
よ
い
よ

臨
終
と
い
う
時
に
こ
の
八
つ
の
鐘
が
お
の
ず
と
鳴
っ

て
、
耳
を
澄
ま
す
と
「
諸
行
無
常
、
是
生
滅
法
、
生

滅
滅
已
、
寂
滅
為
楽
」
の
四
句
の
偈げ

が
聞
こ
え
、
聞

き
惚
れ
て
い
る
う
ち
に
病
僧
は
苦
悩
を
忘
れ
、
清
涼

　
　祇
園
精
舎
の
鐘
の
声
、
諸
行
無
常
の
響
き
あ
り
。

①
　
　娑
羅
双
樹
の
花
の
色
、
盛
者
必
衰
の
理
を
あ
ら
は
す
。

　
　お
ご
れ
る
人
も
久
し
か
ら
ず
、
　
　

  
た
だ
春
の
夜
の
夢
の
ご
と
し
。

②
　
　猛
き
者
も
つ
ひ
に
は
滅
び
ぬ
、
ひ
と
へ
に
風
の
前
の
塵
に
同
じ
。

　
　遠
く
異
朝
を
と
ぶ
ら
へ
ば
、
　
　
　
　
　
　
　こ
れ
ら
は
皆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

③
　
　近
く
本
朝
を
う
か
が
ふ
に
、
　
　
　
　
　
　
　
　こ
れ
ら
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　皆
と
り
ど
り
に
こ
そ
あ
り
し
か
ど
も
、

����������

秦
の
趙
高

漢
の
王
莽

梁
の
朱
异

唐
の
禄
山

����

����

旧
主
先
皇
の
政
に
も
従
は
ず
、

楽
し
み
を
き
は
め
、

諫
め
を
も
思
ひ
入
れ
ず
、

天
下
の
乱
れ
ん
こ
と
を
悟
ら
ず
し
て
、

民
間
の
憂
ふ
る
と
こ
ろ
を
知
ら
ざ
つ
し
か
ば
、

����

����

久
し
か
ら
ず
し
て
、

　亡
じ
に
し
者
ど
も
な
り
。

�����������

承
平
の
将
門

天
慶
の
純
友

康
和
の
義
親

平
治
の
信
頼

����

����

お
ご
れ
る
心
も

猛
き
こ
と
も
、

����

����

④

　ま
近
く
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　と
申
し
し
人
の
あ
り
さ
ま
、
伝
へ
承
る
こ
そ
、
　
　
　
　
　
　
　及
ば
れ
ね
。

六
波
羅
の
入
道

　
　＝

前
太
政
大
臣

　
　＝

平
朝
臣
清
盛
公

����

����

心
も

こ
と
ば
も

����

����
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◎教科書の「語句」欄の語句や重要な概念、固有名詞などについて
　解説したほか、読解上のポイントになる文についても取り上げました。

◎
授
業
展
開
時
に
有
効
な
発
問
と
解
答
例
を
示
し
、

　必
要
に
応
じ
て
解
説
を
加
え
ま
し
た
。
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◉
展
開
図  

　こ
の
序
章
の
文
章
は
、
非
常
に
均
整
の
と
れ
た
対
句
仕
立
て
に
な
っ
て
い
る
。
全
体
は
、
①
～
④
に
分
か
れ
る
。
①
で
は
、「
祇
園
精
舎
の
鐘
」
と
「
娑
羅
双
樹
の
花
」

と
い
う
二
つ
の
仏
教
故
事
が
対
句
に
な
っ
て
い
る
。
②
で
は
、「
お
ご
れ
る
人
…
…
」
と
「
猛
き
者
…
…
」
が
、
③
で
は
、「
遠
く
異
朝
…
…
」
と
「
近
く
本
朝
…
…
」
が

そ
れ
ぞ
れ
対
句
に
な
り
、
④
の
「
ま
近
く
は
…
…
」
と
い
う
一
文
で
本
編
の
主
人
公
平
清
盛
に
た
ど
り
つ
き
結
ば
れ
る
と
い
う
構
造
で
あ
る
。

脚
問
・
発
問

5
8
ペ
ー
ジ �

問

　「祇
園
精
舎
の
鐘
の
声
」（
1
行
）と
対
句
に
な
っ

て
い
る
部
分
を
抜
き
出
せ
。

答

　娑
羅
双
樹
の
花
の
色
（
58
・
1
）

（
解
説
）
　ど
ち
ら
も
釈
迦
に
関
わ
る
故
事
に
由
来

す
る
言
葉
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
言
葉
に
続
く
、「
諸

行
無
常
の
響
き
あ
り
」
と
「
盛
者
必
衰
の
理
を
あ

ら
は
す
」
も
対
句
に
な
っ
て
い
る
。

問

　「春
の
夜
の
夢
」（
2
行
）、「
風
の
前
の
塵
」（
3

行
）
で
共
通
し
て
た
と
え
て
い
る
こ
と
は
何
か
。

答

　頼
り
な
く
は
か
な
い
こ
と
。

（
解
説
）

　ど
ち
ら
も
、
は
か
な
い
も
の
の
た
と
え

と
し
て
よ
く
用
い
ら
れ
る
言
葉
で
あ
る
。

問

　「遠
く
異
朝
を
と
ぶ
ら
へ
ば
」（
4
行
）
と
対
句

に
な
っ
て
い
る
部
分
を
抜
き
出
せ
。

答

　近
く
本
朝
を
う
か
が
ふ
に
（
58
・
7
）

語
句
・
文
脈
の
解
説
と
脚
問
・
発
問

5
8
ペ
ー
ジ �

Ｌ
1

　祇
園
精
舎 

釈
迦
が
説
法
し
た
と
い
う
イ
ン

ド
の
寺
。
中
部
イ
ン
ド
の
舎し
ゃ

衛え

国
に
あ
っ
た
仏
教
の

霊
域
。
祇
園
は
「
祇ぎ

樹じ
ゅ

給き
っ

孤こ

独ど
く

園お
ん

」
の
略
。
も
と
は
、

舎
衛
国
の
皇
子
祇ぎ

陀だ

太た
い

子し

所
有
の
庭
園
「
祇ぎ

陀だ

林り
ん

樹じ
ゅ

園お
ん

」
だ
っ
た
。
釈
迦
に
帰
依
し
た
須し

ゅ

達だ
つ

長
者
が
こ
れ

を
買
収
、仏
教
の
僧
院
や
堂
舎
を
造
っ
て
寄
進
し
た
。

須
達
長
者
は
さ
ら
に
、
孤
児
や
身
寄
り
の
な
い
老
人

に
衣
食
を
施
し
た
た
め
「
給
孤
独
長
者
」
と
呼
ば
れ

た
。
こ
の
二
人
の
名
を
と
っ
て
「
祇
樹
給
孤
独
園
」、

略
し
て
「
祇
園
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
精

舎
」
は
精
進
の
堂
舎
の
意
で
、
僧
た
ち
が
仏
道
を
修

行
す
る
場
を
い
う
。
釈
迦
は
、
後
半
生
の
二
十
五
年

間
、
こ
の
祇
園
精
舎
で
雨
期
を
過
ご
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
説
法
を
行
っ
た
と
い
う
。『
阿
弥
陀
経
』
を
は
じ

め
、
現
存
す
る
経
典
の
七
、
八
割
が
こ
の
精
舎
で
説

か
れ
た
と
い
う
。

Ｌ
1

　鐘
の
声 

祇
園
精
舎
の
中
の
無
常
堂
の
鐘
の

音
。
祇
園
精
舎
は
大
規
模
な
も
の
で
、
十
二
の
塔
、

七
十
二
の
講
堂
、
三
千
六
百
の
坊
舎
、
五
百
の
楼
閣

が
整
備
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
中
で
、
無
常
堂

は
、
瀕
死
の
病
僧
を
収
容
す
る
御
堂
で
、
臨
終
間
近

い
僧
に
静
か
に
死
を
迎
え
さ
せ
る
場
所
で
あ
っ
た
。

白
銀
で
飾
ら
れ
、
四
面
の
廊
に
白
華
を
置
き
、
壁
に

は
死
ん
だ
人
の
肉
体
が
糜び

爛ら
ん

し
白
骨
化
す
る
ま
で
の

経
緯
を
写
し
た
「
白
骨
非
常
の
相
」
の
絵
が
あ
っ
た
。

廊
の
四
つ
の
角
に
白
銀
の
鐘
、
室
内
の
四
隅
に
玻は

璃り

（
水
晶
）の
鐘
が
置
か
れ
て
い
た
。
病
僧
が
い
よ
い
よ

臨
終
と
い
う
時
に
こ
の
八
つ
の
鐘
が
お
の
ず
と
鳴
っ

て
、
耳
を
澄
ま
す
と
「
諸
行
無
常
、
是
生
滅
法
、
生

滅
滅
已
、
寂
滅
為
楽
」
の
四
句
の
偈げ

が
聞
こ
え
、
聞

き
惚
れ
て
い
る
う
ち
に
病
僧
は
苦
悩
を
忘
れ
、
清
涼

　
　祇
園
精
舎
の
鐘
の
声
、
諸
行
無
常
の
響
き
あ
り
。

①
　
　娑
羅
双
樹
の
花
の
色
、
盛
者
必
衰
の
理
を
あ
ら
は
す
。

　
　お
ご
れ
る
人
も
久
し
か
ら
ず
、
　
　

  
た
だ
春
の
夜
の
夢
の
ご
と
し
。

②
　
　猛
き
者
も
つ
ひ
に
は
滅
び
ぬ
、
ひ
と
へ
に
風
の
前
の
塵
に
同
じ
。

　
　遠
く
異
朝
を
と
ぶ
ら
へ
ば
、
　
　
　
　
　
　
　こ
れ
ら
は
皆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

③
　
　近
く
本
朝
を
う
か
が
ふ
に
、
　
　
　
　
　
　
　
　こ
れ
ら
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　皆
と
り
ど
り
に
こ
そ
あ
り
し
か
ど
も
、

����������

秦
の
趙
高

漢
の
王
莽

梁
の
朱
异

唐
の
禄
山

����

����

旧
主
先
皇
の
政
に
も
従
は
ず
、

楽
し
み
を
き
は
め
、

諫
め
を
も
思
ひ
入
れ
ず
、

天
下
の
乱
れ
ん
こ
と
を
悟
ら
ず
し
て
、

民
間
の
憂
ふ
る
と
こ
ろ
を
知
ら
ざ
つ
し
か
ば
、

����

����

久
し
か
ら
ず
し
て
、

　亡
じ
に
し
者
ど
も
な
り
。

�����������

承
平
の
将
門

天
慶
の
純
友

康
和
の
義
親

平
治
の
信
頼

����

����

お
ご
れ
る
心
も

猛
き
こ
と
も
、

����

����

④

　ま
近
く
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　と
申
し
し
人
の
あ
り
さ
ま
、
伝
へ
承
る
こ
そ
、
　
　
　
　
　
　
　及
ば
れ
ね
。

六
波
羅
の
入
道

　
　＝

前
太
政
大
臣

　
　＝

平
朝
臣
清
盛
公

����

����

心
も

こ
と
ば
も

����

����
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＊
語
句  

理 
［
名
］
①
も
の
ご
と
の
道
理
。
筋
道
。
②
判
断
。

裁
定
。
③
説
明
。
言
い
訳
。
理
由
。
④
謝
罪
。

と
ぶ
ら
ふ 
［
他
ハ
四
］①
訪
問
す
る
。
訪
れ
る
。
②

捜
す
。
調
べ
る
。
③
見
舞
う
。
安
否
を
問
う
。

承
る 

［
他
ラ
四
］
①
《「
受
く
」
の
謙
譲
語
》
お
受

け
す
る
。
②
《「
承
諾
す
る
」
の
謙
譲
語
》
承
諾
申
し

あ
げ
る
。
③
《「
聞
く
」
の
謙
譲
語
》
お
聞
き
す
る
。

拝
聴
す
る
。
④
《「
見
る
」
の
謙
譲
語
》
拝
見
す
る
。

答

　『平
家
物
語
』
の
冒
頭
。

（
解
説
）
　十
二
巻
、
約
百
九
十
段
の
中
で
、
冒
頭

の
章
段
で
あ
る
。『
平
家
物
語
』
の
序
章
と
し
て
、

作
品
の
主
題
を
表
す
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

●
平
家
琵
琶
（
教
科
書
59
ペ
ー
ジ
）

　こ
の
琵
琶
の
銘
は「
相
応
」。
琵
琶
の
起
源
は

古
代
ペ
ル
シ
ア
で
あ
る
と
さ
れ
、
日
本
で
は
、

中
国
経
由
で
渡
来
し
た
雅
楽
用
の
琵
琶
（
楽
琵

琶
）
と
、
イ
ン
ド
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
を
通
っ
て

来
た
と
さ
れ
る
九
州
の
盲
僧
琵
琶
に
分
か
れ
て

い
る
。
平
家
琵
琶
は
、
容
姿
は
楽
琵
琶
に
近
い

が
、
そ
れ
よ
り
ひ
と
回
り
小
さ
い
。
ま
た
、
楽

琵
琶
が
四
絃
四
柱
で
、
柱
の
位
置
が
固
定
さ
れ

て
い
る
の
に
対
し
、
平
家
琵
琶
は
、
四
絃
五
柱

で
、
柱
の
位
置
は
可
動
式
で
あ
る
。『
平
家
物

語
』
は
、
こ
の
平
家
琵
琶
を
用
い
た
琵
琶
法
師

（
琵
琶
を
演
奏
す
る
僧
形
の
盲
人
）に
よ
っ
て
語

ら
れ
る
こ
と
で
、
広
く
流
布
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
安
徳
天
皇
の
墓
前
で
壇
の
浦
合
戦
を
語
っ

た
盲
目
の
若
者
、
芳
一
が
平
家
の
亡
者
に
両
耳

を
奪
わ
れ
る
「
耳
な
し
芳
一
」
の
話
は
有
名
。

奥
村
俊
郎
蔵
（
京
都
市
歴
史
資
料
館
提
供
）。

•

図
版
解
説•

◉
鑑
賞  

　『平
家
物
語
』
は
数
多
く
の
諸
本
が
あ
り
、そ
れ
ら
諸
本
間
に
は
同
じ
作
品
な
の

か
と
首
を
か
し
げ
る
ほ
ど
の
大
き
な
異
同
す
ら
存
在
す
る
。
そ
の
よ
う
な
中
に

あ
っ
て
、
こ
の
「
祇
園
精
舎
」
の
部
分
は
ほ
ぼ
全
て
の
本
が
有
し
て
お
り
、
し
か

も
さ
ほ
ど
大
き
な
異
同
が
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
章
段
が
『
平
家
物
語
』
と
い
う
作

品
に
と
っ
て
そ
れ
ほ
ど
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
諸

行
無
常
」「
盛
者
必
衰
」
と
い
う
観
念
は
『
平
家
物
語
』
全
体
に
通
底
す
る
概
念
と

し
て
、
冒
頭
に
置
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
。

　当
該
章
段
で
は
、
こ
の
「
諸
行
無
常
」「
盛
者
必
衰
」
の
観
念
を
表
現
す
る
べ

く
、「
祇
園
精
舎
の
鐘
の
声
」「
娑
羅
双
樹
の
花
の
色
」
と
い
う
仏
教
故
事
か
ら
説

き
起
こ
す
。
そ
し
て
こ
の
観
念
の
も
と
に
、
身
を
滅
ぼ
し
て
い
っ
た
歴
史
上
の
人

物
た
ち
の
例
を
あ
げ
て
い
く
。
有
名
な
人
物
た
ち
の
名
が
実
例
と
し
て
あ
が
る
こ

と
で
、
読
者
や
聴
衆
は
、
そ
の
因
果
関
係
を
な
る
ほ
ど
と
実
感
で
き
た
こ
と
で
あ

ろ
う
。

　そ
し
て
物
語
は
、
そ
う
い
っ
た
人
物
た
ち
の
極
め
つ
け
と
し
て
平
清
盛
を
取
り

あ
げ
、
そ
の
出
自
よ
り
語
り
始
め
る
。
し
か
し
、『
平
家
物
語
』
が
清
盛
の
滅
び
ゆ

く
さ
ま
を
描
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
。
そ
も

そ
も
清
盛
は
物
語
の
中
盤
で
病
死
と
い
う
理
由
で
退
場
し
て
し
ま
い
、
実
際
衰
頽

の
憂
き
目
に
遭
う
の
は
、
彼
の
兄
弟
、
子
や
孫
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
そ

ん
な
平
家
一
門
の
姿
に
焦
点
を
絞
っ
て
物
語
を
展
開
さ
せ
て
い
る
か
と
い
う
と
、

た
し
か
に
そ
れ
が
柱
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
が
、
決
し
て

そ
れ
が
全
て
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。『
平
家
物
語
』は
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
に
視

線
を
向
け
る
。
平
家
と
敵
対
す
る
源
氏
は
も
ち
ろ
ん
、
記
録
類
で
あ
れ
ば
そ
の
詳

細
が
書
き
と
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
人
々
に
も
ス
ポ
ッ
ト
を
あ

て
、
彼
ら
個
々
人
の
生
き
ざ
ま
、
死
に
ざ
ま
を
描
い
て
い
く
の
だ
。
そ
れ
は
群
像

劇
と
い
う
に
ふ
さ
わ
し
い
。

　『平
家
物
語
』
が
作
ら
れ
て
ゆ
く
時
期

─
、
そ
れ
は
、
ま
だ
源
平
の
合
戦
の
記

憶
が
生
々
し
く
残
っ
て
い
る
時
期
で
あ
っ
た
。
合
戦
は
当
事
者
だ
け
で
は
な
く
、

無
関
係
な
民
ま
で
巻
き
込
ん
で
い
く
。
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
、
階
層
の
人
物
た
ち
が

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
経
験
し
た
源
平
合
戦
を
語
り
、
そ
し
て
そ
れ
が
、
子
や
孫
に

受
け
継
が
れ
て
い
く
。そ
う
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
伝
承
を
集
約
し
て
い
く
形
で『
平

家
物
語
』
は
で
き
あ
が
っ
て
い
く
の
だ
。
特
定
の
人
物
を
主
人
公
と
し
て
英
雄
物

語
を
作
り
あ
げ
る
の
で
は
な
く
、
記
録
類
で
は
残
し
き
れ
な
い
、
個
々
人
の
生
き

た
証
を
記
録
し
て
い
く
こ
と
を
通
し
て
、
源
平
合
戦
時
代
に
翻
弄
さ
れ
た
全
て
の

人
々
に
対
す
る
鎮
魂
の
思
い
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
テ
ク
ス
ト
、
そ
れ
が
『
平
家

物
語
』
な
の
で
あ
る
。

◉
参
考  

 

補

　「祇
園
精
舎
」の
後
半
部
分
を
掲
載
す
る
。
物
語
の
発
端
を
登
場
人
物
の
出
自
か

ら
説
き
起
こ
す
の
は
、
物
語
の
常
套
的
ス
タ
イ
ル
で
、
軍
記
物
語
の
場
合
は
特
に

こ
の
傾
向
が
強
い
。
こ
の
系
譜
か
ら
は
、
清
盛
が
天
皇
の
皇
胤
だ
っ
た
な
ど
、
彼

の
貴
種
性
が
表
れ
て
い
る
。
清
盛
が
「
心
も
こ
と
ば
も
及
ば
れ
」
ぬ
人
で
あ
っ
た

の
も
頷
け
る
と
い
う
も
の
だ
ろ
う
。

　そ
の
先
祖
を
尋
ぬ
れ
ば
、
桓く
わ
ん

武む

天
皇
第
五
の
皇わ

う

子じ

、
一い

つ

品ぽ
ん

式し
き

部ぶ

卿き
や
う

葛か
づ
ら

原は
ら
の

親し
ん

王わ
う

、

九く

代だ
い

の
後こ

う

胤い
ん

讃さ
ぬ
き
の岐
守か

み

正ま
さ

盛も
り

が
孫そ

ん

、
刑ぎ

や
う

部ぶ

卿
忠た

だ

盛も
り
の

朝あ
つ
そ
ん臣
の
嫡ち

や
く

男な
ん

な
り
。
か
の
親
王
の

御み

子こ

高た
か

視み

の
王
、
無
官
無
位
に
し
て
失
せ
給
ひ
ぬ
。
そ
の
御お

ん

子こ

高た
か

望も
ち

の
王
の
時
、

始
め
て
平た
い
らの
姓し

や
うを
給
は
つ
て
、
上か

づ
さ
の総
介す

け

に
な
り
給
ひ
し
よ
り
、
忽た

ち
まち
に
王
氏
を
出

で
て
人
臣
に
つ
ら
な
る
。
そ
の
子
鎮ち
ん

守じ
ゆ

府ふ
の

将
軍
義よ

し

茂も
ち

、
後
に
は
国く

に

香か

と
改
む
。
国

香
よ
り
正
盛
に
い
た
る
ま
で
六
代
は
、
諸
国
の
受
領
た
り
し
か
ど
も
、
殿
上
の
仙

籍
を
ば
い
ま
だ
ゆ
る
さ
れ
ず
。

 

（『
平
家
物
語

　上
』〈
新
日
本
古
典
文
学
大
系
〉
一
九
九
一
年
・
岩
波
書
店
）

平
曲
と
し
て
の
「
祇
園
精
舎
」

　『平
家
物
語
』
は
琵
琶
法
師
の
語
り
（
平
曲
）

に
よ
っ
て
広
く
流
布
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
平

曲
は
一
章
段
ご
と
に
独
立
し
て
い
る
の
で
、
必

ず
し
も
冒
頭
か
ら
順
番
に
聞
か
せ
て
い
っ
た
わ

け
で
は
な
く
、
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
じ
て
演
じ
ら

れ
る
場
合
も
多
か
っ
た
。
当
然
、
人
気
の
あ
る

章
段
と
そ
う
で
も
な
い
章
段
に
は
差
が
あ
る
。

特
に
人
気
の
あ
っ
た
の
は
、「
木
曾
最
期
」「
敦

盛
の
最
期
」「
那
須
与
一
」
な
ど
で
あ
る
。

　と
こ
ろ
で
冒
頭
の
「
祇
園
精
舎
」
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
琵
琶
法
師
に
と
っ
て
も
極
め
て
特
別
な

章
段
で
、
平
曲
に
お
い
て
は
「
秘
事
」
の
一
つ

と
さ
れ
て
い
た
。
秘
事
と
い
う
の
は
、
平
曲
伝

授
の
上
で
特
に
意
味
づ
け
の
行
わ
れ
た
曲
で
あ

る
。
秘
事
は
、
平
曲
伝
授
の
過
程
で
、
ま
ず
平

物
（
百
八
十
八
句
）
を
習
得
し
な
け
れ
ば
、
伝

授
さ
れ
な
か
っ
た
句
で
あ
る
。
秘
事
は
全
部
で

十
一
句
（
曲
）
あ
り
、「
祇
園
精
舎
」
は
そ
の
う

ち
の
一
曲
で
あ
っ
た
。

コ
ラ
ム

「
祇
園
精
舎
」
そ
の
後

　「祇
園
精
舎
」
は
、
こ
の
あ
と
、
桓
武
平
氏
の

系
譜
が
語
ら
れ
る
（「
参
考
」
参
照
）。
桓
武
天

皇
か
ら
書
き
起
こ
し
、
清
盛
は
十
一
代
の
後こ
う

胤い
ん

と
な
る
。
し
か
し
最
後
に
「
殿
上
の
仙
籍
を
ば

未
だ
許
さ
れ
ず
」
と
す
る
。
数
々
の
戦
で
戦
功

を
あ
げ
た
と
は
い
え
、
平
家
は
ま
だ
殿
上
に
上

る
こ
と
を
許
さ
れ
な
い
「
地
下
人
」
で
あ
っ
た
。

父
忠
盛
が
初
め
て
殿
上
人
と
な
り
、
平
家
の
栄

華
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
。
次
の
章
段
「
殿

上
の
闇
討
ち
」
で
は
、
忠
盛
が
殿
上
人
の
仲
間

入
り
を
し
た
こ
と
、
そ
れ
に
対
し
て
上
流
貴
族

た
ち
が
激
し
く
反
発
し
て
い
や
が
ら
せ
を
し
た

こ
と
、
忠
盛
は
賢
い
人
で
、
そ
の
い
じ
め
か
ら

深
謀
遠
慮
で
逃
れ
た
こ
と
が
描
か
れ
る
。

コ
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◎
付
属
の「
補
充
教
材
集
」「
実
力
問
題
集
」に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る

　文
章
は
、そ
れ
ぞ
れ

・

と
記
し
ま
し
た
。

◎採録教材の主題や、関連する章段や作品への言及など、
　教材への理解を深める内容を掲載しました。
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＊
語
句  

理 
［
名
］
①
も
の
ご
と
の
道
理
。
筋
道
。
②
判
断
。

裁
定
。
③
説
明
。
言
い
訳
。
理
由
。
④
謝
罪
。

と
ぶ
ら
ふ 
［
他
ハ
四
］①
訪
問
す
る
。
訪
れ
る
。
②

捜
す
。
調
べ
る
。
③
見
舞
う
。
安
否
を
問
う
。

承
る 

［
他
ラ
四
］
①
《「
受
く
」
の
謙
譲
語
》
お
受

け
す
る
。
②
《「
承
諾
す
る
」
の
謙
譲
語
》
承
諾
申
し

あ
げ
る
。
③
《「
聞
く
」
の
謙
譲
語
》
お
聞
き
す
る
。

拝
聴
す
る
。
④
《「
見
る
」
の
謙
譲
語
》
拝
見
す
る
。

答

　『平
家
物
語
』
の
冒
頭
。

（
解
説
）
　十
二
巻
、
約
百
九
十
段
の
中
で
、
冒
頭

の
章
段
で
あ
る
。『
平
家
物
語
』
の
序
章
と
し
て
、

作
品
の
主
題
を
表
す
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

●
平
家
琵
琶
（
教
科
書
59
ペ
ー
ジ
）

　こ
の
琵
琶
の
銘
は「
相
応
」。
琵
琶
の
起
源
は

古
代
ペ
ル
シ
ア
で
あ
る
と
さ
れ
、
日
本
で
は
、

中
国
経
由
で
渡
来
し
た
雅
楽
用
の
琵
琶
（
楽
琵

琶
）
と
、
イ
ン
ド
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
を
通
っ
て

来
た
と
さ
れ
る
九
州
の
盲
僧
琵
琶
に
分
か
れ
て

い
る
。
平
家
琵
琶
は
、
容
姿
は
楽
琵
琶
に
近
い

が
、
そ
れ
よ
り
ひ
と
回
り
小
さ
い
。
ま
た
、
楽

琵
琶
が
四
絃
四
柱
で
、
柱
の
位
置
が
固
定
さ
れ

て
い
る
の
に
対
し
、
平
家
琵
琶
は
、
四
絃
五
柱

で
、
柱
の
位
置
は
可
動
式
で
あ
る
。『
平
家
物

語
』
は
、
こ
の
平
家
琵
琶
を
用
い
た
琵
琶
法
師

（
琵
琶
を
演
奏
す
る
僧
形
の
盲
人
）に
よ
っ
て
語

ら
れ
る
こ
と
で
、
広
く
流
布
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
安
徳
天
皇
の
墓
前
で
壇
の
浦
合
戦
を
語
っ

た
盲
目
の
若
者
、
芳
一
が
平
家
の
亡
者
に
両
耳

を
奪
わ
れ
る
「
耳
な
し
芳
一
」
の
話
は
有
名
。

奥
村
俊
郎
蔵
（
京
都
市
歴
史
資
料
館
提
供
）。

•

図
版
解
説•

◉
鑑
賞  

　『平
家
物
語
』
は
数
多
く
の
諸
本
が
あ
り
、そ
れ
ら
諸
本
間
に
は
同
じ
作
品
な
の

か
と
首
を
か
し
げ
る
ほ
ど
の
大
き
な
異
同
す
ら
存
在
す
る
。
そ
の
よ
う
な
中
に

あ
っ
て
、
こ
の
「
祇
園
精
舎
」
の
部
分
は
ほ
ぼ
全
て
の
本
が
有
し
て
お
り
、
し
か

も
さ
ほ
ど
大
き
な
異
同
が
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
章
段
が
『
平
家
物
語
』
と
い
う
作

品
に
と
っ
て
そ
れ
ほ
ど
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
諸

行
無
常
」「
盛
者
必
衰
」
と
い
う
観
念
は
『
平
家
物
語
』
全
体
に
通
底
す
る
概
念
と

し
て
、
冒
頭
に
置
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
。

　当
該
章
段
で
は
、
こ
の
「
諸
行
無
常
」「
盛
者
必
衰
」
の
観
念
を
表
現
す
る
べ

く
、「
祇
園
精
舎
の
鐘
の
声
」「
娑
羅
双
樹
の
花
の
色
」
と
い
う
仏
教
故
事
か
ら
説

き
起
こ
す
。
そ
し
て
こ
の
観
念
の
も
と
に
、
身
を
滅
ぼ
し
て
い
っ
た
歴
史
上
の
人

物
た
ち
の
例
を
あ
げ
て
い
く
。
有
名
な
人
物
た
ち
の
名
が
実
例
と
し
て
あ
が
る
こ

と
で
、
読
者
や
聴
衆
は
、
そ
の
因
果
関
係
を
な
る
ほ
ど
と
実
感
で
き
た
こ
と
で
あ

ろ
う
。

　そ
し
て
物
語
は
、
そ
う
い
っ
た
人
物
た
ち
の
極
め
つ
け
と
し
て
平
清
盛
を
取
り

あ
げ
、
そ
の
出
自
よ
り
語
り
始
め
る
。
し
か
し
、『
平
家
物
語
』
が
清
盛
の
滅
び
ゆ

く
さ
ま
を
描
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
。
そ
も

そ
も
清
盛
は
物
語
の
中
盤
で
病
死
と
い
う
理
由
で
退
場
し
て
し
ま
い
、
実
際
衰
頽

の
憂
き
目
に
遭
う
の
は
、
彼
の
兄
弟
、
子
や
孫
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
そ

ん
な
平
家
一
門
の
姿
に
焦
点
を
絞
っ
て
物
語
を
展
開
さ
せ
て
い
る
か
と
い
う
と
、

た
し
か
に
そ
れ
が
柱
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
が
、
決
し
て

そ
れ
が
全
て
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。『
平
家
物
語
』は
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
に
視

線
を
向
け
る
。
平
家
と
敵
対
す
る
源
氏
は
も
ち
ろ
ん
、
記
録
類
で
あ
れ
ば
そ
の
詳

細
が
書
き
と
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
人
々
に
も
ス
ポ
ッ
ト
を
あ

て
、
彼
ら
個
々
人
の
生
き
ざ
ま
、
死
に
ざ
ま
を
描
い
て
い
く
の
だ
。
そ
れ
は
群
像

劇
と
い
う
に
ふ
さ
わ
し
い
。

　『平
家
物
語
』
が
作
ら
れ
て
ゆ
く
時
期

─
、
そ
れ
は
、
ま
だ
源
平
の
合
戦
の
記

憶
が
生
々
し
く
残
っ
て
い
る
時
期
で
あ
っ
た
。
合
戦
は
当
事
者
だ
け
で
は
な
く
、

無
関
係
な
民
ま
で
巻
き
込
ん
で
い
く
。
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
、
階
層
の
人
物
た
ち
が

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
経
験
し
た
源
平
合
戦
を
語
り
、
そ
し
て
そ
れ
が
、
子
や
孫
に

受
け
継
が
れ
て
い
く
。そ
う
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
伝
承
を
集
約
し
て
い
く
形
で『
平

家
物
語
』
は
で
き
あ
が
っ
て
い
く
の
だ
。
特
定
の
人
物
を
主
人
公
と
し
て
英
雄
物

語
を
作
り
あ
げ
る
の
で
は
な
く
、
記
録
類
で
は
残
し
き
れ
な
い
、
個
々
人
の
生
き

た
証
を
記
録
し
て
い
く
こ
と
を
通
し
て
、
源
平
合
戦
時
代
に
翻
弄
さ
れ
た
全
て
の

人
々
に
対
す
る
鎮
魂
の
思
い
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
テ
ク
ス
ト
、
そ
れ
が
『
平
家

物
語
』
な
の
で
あ
る
。

◉
参
考  

 

補

　「祇
園
精
舎
」の
後
半
部
分
を
掲
載
す
る
。
物
語
の
発
端
を
登
場
人
物
の
出
自
か

ら
説
き
起
こ
す
の
は
、
物
語
の
常
套
的
ス
タ
イ
ル
で
、
軍
記
物
語
の
場
合
は
特
に

こ
の
傾
向
が
強
い
。
こ
の
系
譜
か
ら
は
、
清
盛
が
天
皇
の
皇
胤
だ
っ
た
な
ど
、
彼

の
貴
種
性
が
表
れ
て
い
る
。
清
盛
が
「
心
も
こ
と
ば
も
及
ば
れ
」
ぬ
人
で
あ
っ
た

の
も
頷
け
る
と
い
う
も
の
だ
ろ
う
。

　そ
の
先
祖
を
尋
ぬ
れ
ば
、
桓く
わ
ん

武む

天
皇
第
五
の
皇わ

う

子じ

、
一い

つ

品ぽ
ん

式し
き

部ぶ

卿き
や
う

葛か
づ
ら

原は
ら
の

親し
ん

王わ
う

、

九く

代だ
い

の
後こ

う

胤い
ん

讃さ
ぬ
き
の岐
守か

み

正ま
さ

盛も
り

が
孫そ

ん

、
刑ぎ

や
う

部ぶ

卿
忠た

だ

盛も
り
の

朝あ
つ
そ
ん臣
の
嫡ち

や
く

男な
ん

な
り
。
か
の
親
王
の

御み

子こ

高た
か

視み

の
王
、
無
官
無
位
に
し
て
失
せ
給
ひ
ぬ
。
そ
の
御お

ん

子こ

高た
か

望も
ち

の
王
の
時
、

始
め
て
平た
い
らの
姓し

や
うを
給
は
つ
て
、
上か

づ
さ
の総
介す

け

に
な
り
給
ひ
し
よ
り
、
忽た

ち
まち
に
王
氏
を
出

で
て
人
臣
に
つ
ら
な
る
。
そ
の
子
鎮ち
ん

守じ
ゆ

府ふ
の

将
軍
義よ

し

茂も
ち

、
後
に
は
国く

に

香か

と
改
む
。
国

香
よ
り
正
盛
に
い
た
る
ま
で
六
代
は
、
諸
国
の
受
領
た
り
し
か
ど
も
、
殿
上
の
仙

籍
を
ば
い
ま
だ
ゆ
る
さ
れ
ず
。

 

（『
平
家
物
語

　上
』〈
新
日
本
古
典
文
学
大
系
〉
一
九
九
一
年
・
岩
波
書
店
）

平
曲
と
し
て
の
「
祇
園
精
舎
」

　『平
家
物
語
』
は
琵
琶
法
師
の
語
り
（
平
曲
）

に
よ
っ
て
広
く
流
布
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
平

曲
は
一
章
段
ご
と
に
独
立
し
て
い
る
の
で
、
必

ず
し
も
冒
頭
か
ら
順
番
に
聞
か
せ
て
い
っ
た
わ

け
で
は
な
く
、
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
じ
て
演
じ
ら

れ
る
場
合
も
多
か
っ
た
。
当
然
、
人
気
の
あ
る

章
段
と
そ
う
で
も
な
い
章
段
に
は
差
が
あ
る
。

特
に
人
気
の
あ
っ
た
の
は
、「
木
曾
最
期
」「
敦

盛
の
最
期
」「
那
須
与
一
」
な
ど
で
あ
る
。

　と
こ
ろ
で
冒
頭
の
「
祇
園
精
舎
」
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
琵
琶
法
師
に
と
っ
て
も
極
め
て
特
別
な

章
段
で
、
平
曲
に
お
い
て
は
「
秘
事
」
の
一
つ

と
さ
れ
て
い
た
。
秘
事
と
い
う
の
は
、
平
曲
伝

授
の
上
で
特
に
意
味
づ
け
の
行
わ
れ
た
曲
で
あ

る
。
秘
事
は
、
平
曲
伝
授
の
過
程
で
、
ま
ず
平

物
（
百
八
十
八
句
）
を
習
得
し
な
け
れ
ば
、
伝

授
さ
れ
な
か
っ
た
句
で
あ
る
。
秘
事
は
全
部
で

十
一
句
（
曲
）
あ
り
、「
祇
園
精
舎
」
は
そ
の
う

ち
の
一
曲
で
あ
っ
た
。
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「
祇
園
精
舎
」
そ
の
後

　「祇
園
精
舎
」
は
、
こ
の
あ
と
、
桓
武
平
氏
の

系
譜
が
語
ら
れ
る
（「
参
考
」
参
照
）。
桓
武
天

皇
か
ら
書
き
起
こ
し
、
清
盛
は
十
一
代
の
後こ
う

胤い
ん

と
な
る
。
し
か
し
最
後
に
「
殿
上
の
仙
籍
を
ば

未
だ
許
さ
れ
ず
」
と
す
る
。
数
々
の
戦
で
戦
功

を
あ
げ
た
と
は
い
え
、
平
家
は
ま
だ
殿
上
に
上

る
こ
と
を
許
さ
れ
な
い
「
地
下
人
」
で
あ
っ
た
。

父
忠
盛
が
初
め
て
殿
上
人
と
な
り
、
平
家
の
栄

華
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
。
次
の
章
段
「
殿

上
の
闇
討
ち
」
で
は
、
忠
盛
が
殿
上
人
の
仲
間

入
り
を
し
た
こ
と
、
そ
れ
に
対
し
て
上
流
貴
族

た
ち
が
激
し
く
反
発
し
て
い
や
が
ら
せ
を
し
た

こ
と
、
忠
盛
は
賢
い
人
で
、
そ
の
い
じ
め
か
ら

深
謀
遠
慮
で
逃
れ
た
こ
と
が
描
か
れ
る
。
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あ
る
人
、
弓
射
る
こ
と
を
習
ふ
に

●

次
の
空
欄
を
文
章
中
の
語
句
で
補
え
。 

 
 

〔

プ
ロ
セ
ス

〕 

あ
る
人
、
弓
射
る
こ
と
を
習
ふ 

   ○イ

〔

〕
を
た
ば
さ
み
て
的
に
向
か
ふ 

○エ

〔

〕
の
言
葉 

「

初
心
の
人
、
二
つ
の
矢
を
持
つ
こ
と
な
か
れ
。」 

     

「

毎
度
た
だ
得
失
な
く
、
こ
の
一
矢
に
定
む
べ
し
と
思
へ
。
」 

見解 

○キ

〔

〕
の
心
、
自
ら
知
ら
ず
と
い
へ
ど
も
、
師
こ
れ
を
知
る
。 

 

こ
の
戒
め
、
万
事
に
わ
た
る
べ
し
。 

〈

道
を
学
す
る
人

〉 

夕
べ

に
は

朝

あ
ら
ん
こ
と
を
思
ひ
、

朝

に
は

夕
べ

あ
ら
ん
こ
と

を
思
ひ
て
、
○ク

〔

〕
こ
と
を
期
す
。 

○ア

〔

〕
の
人 

○ウ

〔

〕
の
矢 

 

○オ

〔

〕
の
矢
を
頼
み
て
、 

○カ

〔

〕
の
矢
に
な
ほ
ざ
り
の
心 

    

油
断
の
気
持
ち 

「ある人」に対する師の言葉 作者の考え（まとめ） 

い
は
ん
や
一
刹
那
の
う
ち
に
お
い
て
、
○ケ

〔

〕
の
心
あ
る
こ
と
を
知
ら
ん
や
。 

 

な
ん
ぞ
、
た
だ
今
の
一
念
に
お
い
て
、
た
だ
ち
に
す
る
こ
と
の 

は
な
は
だ
○コ

〔

〕。 

第一段落 第二段落 
 

語
句
学
習
シ
ー
ト

月

日

年

組

氏
名

徒
然
草

あ
る
人
、
弓
射
る
こ
と
を
習
ふ
に
（
教
科
書
253
ペ
ー
ジ
～
254
ペ
ー
ジ
）

１

お
ろ
か
な
り

品
詞
〔

〕

活
用
の
種
類
〔

〕

意
味
〔

〕

２

ね
ん
ご
ろ
な
り

品
詞
〔

〕

活
用
の
種
類
〔

〕

意
味
〔

〕

３

期
す

品
詞
〔

〕

活
用
の
種
類
〔

〕

意
味
〔

〕

４

い
は
ん
や品

詞
〔

〕

意
味
〔

〕

 

 

年

組

番

氏
名
（

）

 

  

一

部
の
片
仮
名
を
漢
字
に
改
め
よ
。 １

点×

８ 

①
シ
ー
ソ
ー
が
カ
タ
ム
く
。 

[
] 

②
無
限
に
ク
り
返
さ
れ
る
。 

[
] 

③
曇
っ
た
オ
ン
キ
ョ
ウ
。 

[
] 

④
日
本
の
デ
ン
ト
ウ
芸
能
。 

[
] 

⑤
ソ
ウ
ダ
イ
な
水
の
造
型
。 

[
] 

⑥
バ
ロ
ッ
ク
チ
ョ
ウ
コ
ク
。 

[
] 

⑦
水
を
ア
ッ
シ
ュ
ク
す
る
。 

[
] 

⑧
ダ
ン
ゾ
ク
す
る
線
。 

[
] 

 

二

部
の
漢
字
の
読
み
仮
名
を
平
仮
名
で
記
せ
。 

１
点×

８ 

①
水
受
け
が
跳
ね
上
が
る
。 [

] 

②
緩
や
か
な
リ
ズ
ム
。 

[
] 

③
何
事
も
起
こ
ら
な
い
徒
労
。

 [
] 

④
次
の
音
と
の
長
い
間
隔
。 [

] 

⑤
華
や
か
な
噴
水
。 

[
] 

⑥
趣
向
を
凝
ら
す
。 

[
] 

⑦
添
え
物
に
す
ぎ
な
い
。 

[
] 

⑧
表
情
に
乏
し
い
。 

[
] 

  

三

次
の
ア
～
ウ
の

部
の
片
仮
名
を
漢
字
に
改

め
よ
。 

１
点×

６ 

ア
絵
を
カ
ン
シ
ョ
ウ
す
る
。 

①

イ
カ
ン
シ
ョ
ウ
用
の
植
物
。 

ウ
人
の
生
活
に
カ
ン
シ
ョ
ウ
す
る
。 

ア[
] 

イ[
] 

ウ[
] 

ア
美
の
キ
ョ
ク
チ
。 

②

イ
キ
ョ
ク
チ
を
探
検
す
る
。 

ウ
キ
ョ
ク
チ
的
な
豪
雨
。 

ア[
] 

イ[
] 

ウ[
] 

 

四

上
の
語
と
下
の
語
が
対
義
語
の
関
係
に
な
る
よ

う
に
、

に
入
る
漢
字
を
記
せ
。 

２
点×

４ 

①
受
動

―

動 
[

] 

②
積
極

―

極 
[

] 

③
間
接

―

接 
[

 

④
し弛

緩

―

張 
[

] 

６

水
の
東
西

①

得点
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年

組

番

氏
名
（

）

 

  

一

―
―
部
の
漢
字
の
読
み
仮
名
を
平
仮
名
（
現
代

仮
名
遣
い
）
で
記
せ
。 

２
点×

３ 

①
弓
射
る
こ
と
を
習
ふ
に
、 

[
] 

②
万
事
に
わ
た
る
べ
し
。 

[
] 

③
一
刹
那
の
う
ち
に
お
い
て
、[
] 

 

二

―
―
部
の
語
句
の
意
味
を
あ
と
か
ら
選
べ
。 

２
点×

５ 

①
諸も

ろ

矢や

を
た
ば
さ
み
て
的
に
向
か
ふ
。 

[
] 

ア
か
か
え
て

イ
か
つ
い
で

ウ
は
さ
ん
で 

②
お
ろ
か
に
せ
ん
と
思
は
ん
や
。 

[
] 

ア
い
い
加
減
に

イ
確
実
に

ウ
す
ぐ
に 

③
ね
ん
ご
ろ
に
修し

ゆ

せ
ん
こ
と
を
期ご

す
。 

[
] 

ア
欲
深
く

イ
恥
ず
か
し
げ
も
な
く 

ウ
念
を
入
れ
て 

④
ね
ん
ご
ろ
に
修
せ
ん
こ
と
を
期
す
。 

[
] 

ア
心
積
も
り
す
る

イ
立
派
に
や
り
遂
げ
る 

ウ
神
様
に
祈
る 

⑤
道
を
学
す
る
人
、 

[
] 

ア
学
問

イ
仏
道

ウ
道
徳 

  

三

―
―
部
の
語
の
品
詞
名
を
あ
と
か
ら
選
べ
。 

２
点×

５ 

①
二
つ
の
矢
を
持
つ
こ
と
な
か
れ
。 

[
] 

②
こ
の

ひ
と一
や矢

に
定
む
べ
し
と
思
へ
。 

[
] 

③
お
ろ
か
に
せ
ん
と
思
は
ん
や
。 

[
] 

④
自
ら
知
ら
ず
と
い
へ
ど
も
、 

[
] 

⑤
い
は
ん
や
一
刹
那
の
う
ち
に
お
い
て
、[

] 

ａ
名
詞

ｂ
動
詞

ｃ
形
容
詞 

ｄ
形
容
動
詞

ｅ
副
詞

ｆ
連
体
詞 

ｇ
感
動
詞

ｈ
接
続
詞

ｉ
助
動
詞 

ｊ
助
詞 

 

四

―
―
部
の
語
の
活
用
形
を
記
せ
。 

２
点×

２ 

①
こ
の
一
矢
に
定
む
べ
し
と
思
へ
。 

[
] 

②
重
ね
て
ね
ん
ご
ろ
に
修
せ
ん
こ
と
を
期
す
。 

[
] 

あ
る
人
、
弓
射
る
こ
と
を
習
ふ
に

得点

 
 

 
／30 

－ －

「
も
の
」
の
科
学
か
ら
「
こ
と
」
の
科
学
へ

池
田
清
彦

〔

〕
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
よ
。

【
標
準
問
題
】

「
も
の
」
を
対
象
に
す
る
科
学

ａは
ゲ
ン
ミ
ツ
性
と
普
遍
性
を
追
求
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
「
こ
と
」
を
対
象
と
す
る
科
学
は
む

し
ろ
［

Ａ

］
と
多
様
性
に
目
を
向
け
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。

例
え
ば
、
病
気
の
治
療
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う

１。
Ａ
と
い
う
疾
患
に
は
最
善
の
治
療
法
Ｂ
が
あ
る
は
ず
だ
、
と
い
う
考
え
は
「
も

の
」
の
科
学
の
考
え
だ
。
病
気
は
「
も
の
」
で
は
な
く
「
こ
と
」
だ
か
ら
、
実
は
同
じ
病
名
が
つ
い
て
い
て
も
、
個
々
人
に
よ
っ
て
異
な

り
、
さ
ら
に
は
時
間
と
と
も
に
変
化
す
る
。
同
じ
薬

ｂを
投
与
し
て
も
治
る
人
も
い
れ
ば
治
ら
ぬ
人
も
い
る
。
こ
れ
に
対
処
す
る
に
は
、
硬

直
し
た
「
も
の
」
の
科
学
で
は
ダ
メ
で
、
よ
り
柔
軟
な
「
こ
と
」
の
科
学
が
必
要
だ
。
「
も
の
」
の
科
学
の
や
り
方
が
あ
ら
か
じ
め
決
め

た
こ
と
を
ル
ー
ル
ど
お
り
に
や
る
と
し
た
ら
、
「
こ
と
」
の
科
学
の
や
り
方
は
、
そ
の
場
で
最
善
と
思
わ
れ
る
や
り
方
を
選
択
し
つ
つ
も

状
況
に
応
じ
て
対
応
を
変
え
る
こ
と
に
あ
る
。
二
十
一
世
紀
後
半
の
医
療
は
、
個
々
人
の
遺
伝
的
背
景
や
経
験
を
考
慮
し
た
オ
ー
ダ
ー
メ

イ
ド
治
療
と
い
っ
た
も
の
に
な
る
に
ち
が
い
な
い
。

２

こ
の
こ
と
は
何
も
医
療
だ
け
に
限
ら
な
い
。
環
境
問
題
も
生
物
多
様
性
の
問
題
も
、
さ
ら
に
は
社
会
一
般
の
問
題
も
、
全
て
は
「
も

の
」
で
は
な
く
「
こ
と
」
だ
か
ら

３、
「
こ
と
」
の
科
学
の
発
想
に
立
た
な
け
れ
ば
解
決
し
な
い
。
全
て
の
「
こ
と
」
は
複
雑
系
で
あ
り
、

未
来
は
ゲ
ン
ミ
ツ
に
は
わ
か
ら
な
い
。
だ
か
ら

４、
こ
れ
を
少
し
で

ｃも
制
御
す
る
に

ｄは
シ
コ
ウ
サ
ク
ゴ
と
す
ば
や
い
修
正
が
必
要
だ
。
し
か

し
、
科
学
者
も
政
治
家

５も
そ
の
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
人
は
多
く
な
い
よ
う
だ
。

例
え
ば
、
生
物
多
様
性
の
保
全
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
最
近
、
希
少
野
生
生
物
の
保
護
の
気
運
が
高
ま
り
、
県
別
の
レ
ッ
ド
デ
ー

タ
ブ
ッ
ク
（
絶
滅
危
惧
種
の
リ
ス
ト
、
Ｒ
Ｄ
Ｂ
）
作
り
が
盛
ん
で
あ
る
。
私
も
山
梨
県
の
昆
虫
類
の
Ｒ
Ｄ
Ｂ
作
り
を
手
伝
っ
て
い
る
。
Ｒ

Ｄ
Ｂ
は
あ
く
ま
で
、
保
護
の
た
め
の
［

Ｂ

］
。
し
か
し
、
Ｒ
Ｄ
Ｂ
を
作
成
し
た
県
の
中
に
は
ご
く
一
部
で
は
あ
る
が
、
リ
ス
ト
に
載

っ
て
い
る
昆
虫
類
を
全
面
採
集
禁
止
に
し
よ
う
と
の
動
き
が
あ
る
よ
う
だ
。
こ
れ
な
ど
は
、
［

Ｃ

］
を
「
も
の
」
と
考
え

６る
あ悪

し
き

思
考

ｅの
テ
ン
ケ
イ
で
あ
る
。

問
一

二
重
傍
線
ａ
～
ｅ
の
漢
字
は
そ
の
読
み
を
平
仮
名
で
示
し
、
片
仮
名
は
漢
字
に
直
せ
。

問
二

［

Ａ

］
に
は
、
第
二
段
落
の
「
個
々
人
に
よ
っ
て
異
な
り
」
と
同
じ
意
味
の
語
が
入
る
。
漢
字
三
字
で
答
え
よ
。

問
三

［

Ｂ

］
に
入
る
語
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。

①

目
的
で
あ
っ
て
道
具
で
は
な
い

②

道
具
で
あ
っ
て
目
的
で
は
な
い

③

手
段
で
あ
っ
て
道
具
で
は
な
い

④

プ
ロ
セ
ス
で
あ
っ
て
結
果
で
は
な
い

⑤

結
果
で
あ
っ
て
プ
ロ
セ
ス
で
は
な
い

問
四

［

Ｃ

］
に
入
る
語
を
、
文
中
か
ら
五
字
で
抜
き
出
せ
。

問
五

傍
線
１
「
Ａ
と
い
う
疾
患
に
は
最
善
の
治
療
法
Ｂ
が
あ
る
は
ず
だ
、
と
い
う
考
え
は
『
も
の
』
の
科
学
の
考
え
だ
」
と
あ
る
が
、

な
ぜ
そ
う
言
え
る
の
か
。
六
十
字
以
内
で
説
明
せ
よ
。

問
六

傍
線
２
「
こ
の
こ
と
」
と
は
ど
ん
な
こ
と
を
指
す
か
。
文
中
の
言
葉
を
用
い
て
説
明
せ
よ
。

問
七

傍
線
３
「
『
こ
と
』
の
科
学
の
発
想
」
を
六
十
字
以
内
で
説
明
せ
よ
。

問
八

傍
線
４
「
こ
れ
」
と
は
何
か
。
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。

①

全
て
の
「
こ
と
」

②

複
雑
系

③

未
来

④

さ
ま
ざ
ま
な
問
題

問
九

傍
線
５
「
そ
の
こ
と
」
と
は
ど
ん
な
こ
と
を
指
す
か
。
文
中
の
言
葉
を
用
い
て
説
明
せ
よ
。

問
十

傍
線
６
「
悪
し
き
思
考
」
の
具
体
例
を
文
中
か
ら
二
つ
探
し
、
そ
れ
ぞ
れ
二
十
五
字
以
内
で
抜
き
出
せ
。

－ －

先
従
隗
始

〔

〕
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
よ
。

【
発
展
問
題
】

え

ん燕

ひ

と人

テ
テ

立

太

子

ヲ平

な
ス為

ト君
。

こ
れ
ヲ

是

ス為

昭

ト王

ヒ弔

ヲ死

ヒ問

ヲ生
、

ひ
く
ク
シ

卑

ヲ辞

ク
シ
テ

厚

ヲ幣
、

も
つ
テ

以

ク招

賢

ヲ者

ヒ
テ

問

く
わ
く

郭

く
わ
い
ニ

隗

い
ハ
ク

曰

せ
い
ハ

斉

リ
テ

因

孤

之の

ノ国

ル
ル
ニ

乱

而

ヒ
テ

襲

ル破

ヲ燕
。
孤

す
す
ガ
ン

メ
テ

極

ル知

ノ燕

ニ
シ
テ

小

ざ
ル
ヲ

不

ラ足

テ以

ズ
ル
ニ

報

ニ誠

テ得

賢

ヲ士

１
と
も
ニ

与

ニ
シ

共

ヲ国
、

テ以
ａ

コ
ト
ハ

雪

先

王

之

つ
か

ヲ恥

孤

之

ヒ願

な

り也
。
先

生

し
め
セ

視

ナ
ル

可

ヲ者

ン
ト

得

身

フ
ル
ヲ

事

こ
れ
ニ

之

じ
ん

隗

ハ
ク

曰

い
に
し
へ

古

之

ニ君

リ有

テ以

千

ヲ金

し
ム
ル

使

け

ん涓

ヲ
シ
テ

人

メ求

千

ノ里

ヲ馬

者

ヒ
テ

買

死

ノ馬

ヲ骨

五

百

ニ金

而

ル返
２。

君

ル怒
。
涓

人

ハ
ク

３

曰

死

ス
ラ

馬

か
ツ且

フ買

ヲ之
。

い
は
ン
ヤ

況

ケ
ル

生

ヲ者

乎や

。
馬

ニ今

ラ
ン
ト

至

矣

ず
シ
テ

不

期

ナ
ラ

年

千

ノ里

馬

ル至

者

三
。
今
、
王

ズ必

セ
バ

欲

サ
ン
ト

致

ヲ士
、

４

ヅ先

リ従

隗

メ
ヨ

始
。

ン
ヤ

ｂ

況

ナ
ル

賢

於

ヨ
リ
モ

隗

者
、

あ
ニ豈

シ
ト
セ
ン

遠

千

ヲ里

や
ト哉

お
イ
テ

於

こ
こ
ニ

是

昭

王

た
め
ニ

為

ノ隗

メ
テ

改

キ築
ｃ

ヲ宮
、
師

ス事

ニ之

イ
テ

於

ニ是

士

ヒ
テ

争

お
も
む
ク

趨

ニ燕
。

問
一

二
重
傍
線
ａ
と
同
じ
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
熟
語
で
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。

①

蛍
雪

②

雪
原

③

雪
泥

④

雪
辱

問
二

二
重
傍
線
ｂ
は
、
郭
隗
の
た
と
え
話
の
中
で
は
何
に
た
と
え
ら
れ
て
い
る
の
か
。
文
中
か
ら
抜
き
出
せ
。

問
三

二
重
傍
線
ｃ
と
同
じ
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
熟
語
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。

①

宮
殿

②

宮
廷

③

邸
宅

④

ほ
う俸
ろ
く禄

問
四

傍
線
１
を
省
略
さ
れ
て
い
る
言
葉
を
補
っ
て
口
語
訳
せ
よ
。

問
五

傍
線
２
で
君
主
が
怒
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。
そ
の
理
由
を
書
け
。

問
六

傍
線
３
を
（
１
）
書
き
下
し
文
に
し
、
（
２
）
口
語
訳
せ
よ
。

問
七

傍
線
４
の
「
ま
ず
隗
よ
り
始
め
よ
」
と
い
う
言
葉
の
現
代
の
日
本
に
お
け
る
意
味
を
記
せ
。
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＊�その他、古文教材の品詞分解を書き込むための「古文品詞分解シート」、漢文教材の
書き下し文を抽出した「漢文書き下し文シート」、古典教材の口語訳を抽出した「古
典口語訳シート」を収録しています。

定期考査などに使える問題を、各教材、難易度別に複数収録して
います。長文の教材は出題箇所を変えるなど、重要なポイントを
網羅します。解答に加え、丁寧な解説も付しています。

付
属
Ｄ
Ｖ
Ｄ–

Ｒ
Ｏ
Ｍ

基
本
テ
ス
ト

付
属
Ｄ
Ｖ
Ｄ–

Ｒ
Ｏ
Ｍ

評
価
問
題
集
　

短時間で基礎を養う小テストです。現代文では漢字や語句、
古文では文法、漢文では句法などについて出題します。
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水
の
東
西

●

次
の
空
欄
を
文
章
中
の
語
句
で
補
え
。

流れる水 
p.47.l.9 
噴き上げる水 

時間的な水 
  p.49.l.4 

空間的な水 

見えない水 
p.50.l.5 
目に見える水 

① 初め～p.47.l.9 ②p.47.l.10～p.49.l.4 
 

③ p.49.l.5～p.50.l.5 ④ p.50.l.6～終わり 

鹿
お
ど
し
を
見
て
思
う
こ
と
。 

・
我
々
に
○ア

〔

〕
を
感
じ
さ
せ
る
。 

○イ

〔

〕
の
流
れ
か
○ウ

〔

〕
の
流
れ
か
？ 

・

せ
き
止
め
、
刻
む 

↓

 

・
○エ

〔

〕
の
存
在
を
強
調 

  

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
、
○オ

〔

〕
よ
り
も
○カ

〔

〕
の 

ほ
う
が
人
々
の
心
を
く
つ
ろ
が
せ
る
。

＝ 

水
の
○キ

〔

〕 

西
洋
の
○ク

〔

〕
を
見
て
思
う
こ
と
。 

 

・
噴
水
は
○ケ

〔

〕
の
中
心
。

・
噴
水
は
壮
大
な
水
の
○コ

〔

〕 

日
本
の
伝
統
の
中
に
噴
水
が
少
な
い
こ
と
に
つ
い
て
の
考
察
。 

 

空
気
が
乾
い
て
い
る
の
で
人
々
が 

噴
き
上
げ
る
水
を
求
め
た
。

 

ロ
ー
マ
以
来
の
水
道
の
技
術
が 

噴
水
の
発
達
に
有
利
だ
っ
た
。

 
   

・
日
本
人
に
と
っ
て
水
は
○ス

〔

〕
が
美
し
い
。 

・
水
は
○セ

〔

〕
す
る
対
象
で
は
な
い
。 

・
「
行
雲
流
水
」
…
○ソ

〔

〕
心
の
現
れ
。 

○タ

〔

〕
だ
け
が 

大
切
な
ら
水
を
見
る
必
要
さ
え
な
い
。 

＝ 

断
続
す
る
音
の
間
隙
に
流
れ
る
も
の
を 

○ツ

〔

〕
に
○テ

〔

〕
で
味
わ
え
ば
よ
い
。 

 音
を
た
て
て
○サ

〔

〕
に
静
止
し
て
い
る
よ
う
。 

日本（東）の水  
 
西洋（西）の水  

西
洋
の
○シ

〔

〕
的
な
事
情 

こ
れ
だ
け
が
日
本
人
が
噴
水
を
作
ら
な
か
っ
た
理
由
で
は
な
い
。 

 

日
本
人
が 

○チ
〔

〕 

行
為
の
極
致
を
表
す
仕
掛
け 

「鹿おどし」 

対比 日本人の心の特徴 

あ
る
人
、
弓
射
る
こ
と
を
習
ふ
に

●

次
の
空
欄
を
文
章
中
の
語
句
で
補
え
。 

 
 

〔

プ
ロ
セ
ス

〕 

あ
る
人
、
弓
射
る
こ
と
を
習
ふ 

   ○イ

〔

〕
を
た
ば
さ
み
て
的
に
向
か
ふ 

○エ

〔

〕
の
言
葉 

「

初
心
の
人
、
二
つ
の
矢
を
持
つ
こ
と
な
か
れ
。」 

     

「

毎
度
た
だ
得
失
な
く
、
こ
の
一
矢
に
定
む
べ
し
と
思
へ
。
」 

見解 

○キ

〔

〕
の
心
、
自
ら
知
ら
ず
と
い
へ
ど
も
、
師
こ
れ
を
知
る
。 

 

こ
の
戒
め
、
万
事
に
わ
た
る
べ
し
。 

〈

道
を
学
す
る
人

〉 

夕
べ

に
は

朝

あ
ら
ん
こ
と
を
思
ひ
、

朝

に
は

夕
べ

あ
ら
ん
こ
と

を
思
ひ
て
、
○ク

〔

〕
こ
と
を
期
す
。 

○ア

〔

〕
の
人 

○ウ

〔

〕
の
矢 

 

○オ

〔

〕
の
矢
を
頼
み
て
、 

○カ

〔

〕
の
矢
に
な
ほ
ざ
り
の
心 

    

油
断
の
気
持
ち 

「ある人」に対する師の言葉 作者の考え（まとめ） 

い
は
ん
や
一
刹
那
の
う
ち
に
お
い
て
、
○ケ

〔

〕
の
心
あ
る
こ
と
を
知
ら
ん
や
。 

 

な
ん
ぞ
、
た
だ
今
の
一
念
に
お
い
て
、
た
だ
ち
に
す
る
こ
と
の 

は
な
は
だ
○コ

〔

〕。 

第一段落 第二段落 
 

語
句
学
習
シ
ー
ト
⑤

月

日

年

組

氏
名

水
の
東
西
（
教
科
書
46
ペ
ー
ジ
～
51
ペ
ー
ジ
）

１

愛
嬌

意
味
〔

〕

短
文
〔

〕

２

徒
労

意
味
〔

〕

短
文
〔

〕

３

趣
向

意
味
〔

〕

短
文
〔

〕

４

息
を
の
む意

味
〔

〕

短
文
〔

〕

５

感
性

意
味
〔

〕

短
文
〔

〕

語
句
学
習
シ
ー
ト

月

日

年

組

氏
名

徒
然
草

あ
る
人
、
弓
射
る
こ
と
を
習
ふ
に
（
教
科
書
253
ペ
ー
ジ
～
254
ペ
ー
ジ
）

１

お
ろ
か
な
り

品
詞
〔

〕

活
用
の
種
類
〔

〕

意
味
〔

〕

２

ね
ん
ご
ろ
な
り

品
詞
〔

〕

活
用
の
種
類
〔

〕

意
味
〔

〕

３

期
す

品
詞
〔

〕

活
用
の
種
類
〔

〕

意
味
〔

〕

４

い
は
ん
や品

詞
〔

〕

意
味
〔

〕
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◆語句・漢字学習シート
　教科書の脚注欄に示した語句や漢字について、意味や文
　法事項を調べ、確認するワークシートです。

＊�その他、古文教材の品詞分解を書き込むための「古文品詞分解シート」、漢文教材の
書き下し文を抽出した「漢文書き下し文シート」、古典教材の口語訳を抽出した「古
典口語訳シート」を収録しています。

◆構成・内容理解シート
　教材文の構成や内容を、表や図に整理して理解するため
　のワークシートです。

付
属
Ｄ
Ｖ
Ｄ–

Ｒ
Ｏ
Ｍ

ワ
ー
ク
シ
ー
ト

付
属
Ｄ
Ｖ
Ｄ–

Ｒ
Ｏ
Ｍ

基
本
テ
ス
ト

付
属
Ｄ
Ｖ
Ｄ–

Ｒ
Ｏ
Ｍ

評
価
問
題
集
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◆
羅
生
門
（
芥
川
龍
之
介
）
１

『
羅
生
門
』
の
も
と
に
な
っ
た
古
典

『
羅
生
門
』
は
、
芥
川
龍
之
介
が
二
十
三
歳
の
と
き
の
作
で
あ
る
。
初
出
は
、
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
十
一
月
刊
行
の
「
帝
国
文

学
」
で
、
の
ち
に
単
行
本
と
し
て
も
出
版
さ
れ
た
。
「
帝
国
文
学
」
は
東
京
大
学
の
文
科
関
係
の
機
関
誌
で
あ
り
、
当
時
既
に
二
十
年
の

歴
史
を
持
っ
て
い
た
。

芥
川
龍
之
介
が
古
典
に
取
材
し
た
作
品
（
『
鼻
』
『
芋
粥
』
な
ど
。
「
王
朝
物
」
と
呼
ば
れ
る
）
を
い
く
つ
も
遺
し
た
こ
と
は
知
ら
れ

て
い
る
が
、
そ
の
第
一
作
目
が
『
羅
生
門
』
で
あ
っ
た
。
『
羅
生
門
』
は
、
愛
読
し
て
い
た
『
今
昔
物
語
集
』
に
も
と
づ
い
て
書
か
れ
た
。

『
羅
生
門
』
の
大
筋
は
、
『
今
昔
物
語
集
』
の
巻
二
十
九
第
十
八
「
羅
城
門
登
上
層
見
死
人
盗
人
語
（
ら
し
や
う
も
ん
の
う
は
こ
し
に
の

ぼ
り
て
し
に
ん
を
み
た
る
ぬ
す
び
と
の
こ
と
）
」
に
依
拠
し
て
い
る
が
、
細
部
に
あ
た
る
死
人
の
女
の
生
前
の
行
状
な
ど
は
、
巻
三
十
一

第
三
十
一
「
太
刀
帶
陣
賣
魚
嫗
語
（
た
て
は
き
の
ぢ
ん
に
う
を
を
う
る
お
う
な
の
こ
と
）
」
か
ら
要
素
を
引
き
入
れ
て
い
る
。
次
は
、

『
羅
生
門
』
の
大
筋
に
対
応
す
る
『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
九
第
十
八
の
原
文
で
あ
る
。
比
べ
て
読
む
と
、
芥
川
龍
之
介
が
、
原
作
が
伝

え
る
闇
の
時
代
の
お
ぞ
ま
し
さ
と
そ
こ
に
生
き
る
人
間
た
ち
の
し
た
た
か
さ
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
近
代
小
説
ら
し
い
主
題
の
下
に
情
景
や
人

物
像
や
出
来
事
を
膨
ら
ま
せ
、
緻
密
に
構
成
し
直
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

《
羅
城
門
登
上
層
見
死
人
盜
人
語
第
十
八
》

今
は
昔
、
攝
津
の
國
邊
よ
り
盜
せ
む
が
爲
に
京
に

上
の
ぼ
り

け
る
男
の
、
日
の
未
だ
暮
ざ
り
け
れ
ば
、
羅ら

城
し
や
う

門も
ん

の
下
に
立
隱
れ
て
立
て
り
け
る

に
、
朱す

雀ざ
く

の
方
に
人
重
り
行
け
れ
ば
、
人
の
靜
ま
る
ま
で
と
思
て
門
の
下
に
待
立
て
り
け
る
に
、
山
城
の
方
よ
り
人
共
の

數
あ
ま
た

來
た
る
音

の
し
け
れ
ば
、
其
れ
に
不
レ

見
え
じ
と
思
て
、
門
の
上
層
に

や
は和

ら
か
き搔

つ
き
登
た
り
け
る
に
、
見
れ
ば
火

髴
ほ
の
か

に
も
や燃

し
た
り
、
盜
人

恠
あ
や
し

と
思

て
連れ

ん

司じ

よ
り

臨
の
ぞ
き

け
れ
ば
、
若
き
女
の
死
て
臥
た
る
有
り
、
其
の
枕
上
に
火
を
燃
し
て
、
年
極
く
老
た
る

嫗
お
う
な

の
白し

ら

髪が

白
き
が
、
其
の
死
人

の
枕
上
に
居
て
、
死
人
の
髪
を
か
な
ぐ
り
拔
き
取
る
也
け
り
、
盜
人
此
れ
を
見
る
に
心
も
不
レ

得
ね
ば
、
此
れ
は
若
し
鬼
に
や
有
ら
む
と

思
て
、
怖
け
れ
ど
も
若
し
死
人
に
て
も
ぞ
有
る
、

お
ど恐

し
て
試
む
と
て
思
て
、
和
ら
戸
を
開
て
刀
を
拔
て
、
己
は
と
云
て
走
寄
け
れ
ば
、
嫗

手
ま
ど迷

ひ
を
し
て
手
を
摺
て
迷
へ
ば
、
盜
人
此
は
何
ぞ
の
嫗
の

か
く此

は
し
居
た
る
ぞ
と
問
け
れ
ば
、
嫗
「
己
が

ぬ
し主

に
て
御
ま
し
つ
る
人
の
、
失

給
へ
る
を

繚
あ
つ
か

ふ
人
の
無
け
れ
ば
、
此
て
置
奉
た
る
也
、
其
の
御
髪
の

た
け長

に
餘
て
長
け
れ
ば
、
其
を
拔
取
て

鬘
か
づ
ら

に
せ
む
と
て
拔
く
也
、
助

け
給
へ
」
と
云
け
れ
ば
、
盜
人
死
人
の
著
た
る
衣
と
嫗
の
著
た
る
衣
と

ぬ
き拔

取
て
あ
る
髪
と
を
奪
取
て
、

お
り下

走
は
し
り

て
に
げ迯

て
去
に
け
り
、
然
て

其
の
上
の
層
に
は
死
人
の

か
ら骸

ぞ
多
か
り
け
る
、
死
た
る
人
の
葬
な
ど
否え

ざ
る不

レ

爲せ

を
ば
此
の
門
の
上
に
ぞ
置
け
る
、
此
の
事
は
其
の
盜
人
の

人
に
語
け
る
を
聞

つ
ぎ繼

て
、
此
く
語
り
傳
へ
た
る
と
や
。

【
大
意
】

今
は
昔
の
こ
と
に
な
っ
た
が
、
摂
津
の
国
の
近
辺
か
ら
盗
み
を
働
く
た
め
に
京
へ
上
っ
て
き
た
男
が
、
日
が
ま
だ
暮
れ
な
い
の
で
、
羅

城
門
の
下
で
身
を
隠
し
て
立
っ
て
い
た
。
朱
雀
の
方
の
人
通
り
が
激
し
い
の
で
人
気
が
な
く
な
る
ま
で
動
く
の
は
よ
そ
う
と
門
の
下
で
そ

の
ま
ま
立
っ
て
い
る
と
、
山
城
の
方
か
ら
大
勢
来
る
音
が
し
た
。
見
つ
か
る
ま
い
と
思
い
門
の
上
層
部
に
か
き
つ
い
て
上
が
り
、
上
か
ら

見
て
い
る
と
、
火
を
ほ
の
か
に
と
も
し
て
い
る
。
盗
人
が
不
思
議
に
思
っ
て
連
子
窓
か
ら
覗
い
て
い
る
と
、
若
い
女
の
死
ん
で
横
た
わ
っ

た
遺
骸
の
そ
ば
に
火
を
灯
し
、
白
髪
頭
の
老
婆
が
、
そ
の
枕
も
と
で
死
人
の
髪
を
抜
き
取
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
盗
人
は
こ
れ
を
見
て

不
審
に
思
っ
た
が
、
老
婆
は
鬼
か
も
し
れ
な
い
、
恐
ろ
し
い
こ
と
だ
が
死
人
か
も
し
れ
な
い
、
脅
し
て
み
よ
う
と
思
っ
て
、
そ
ろ
そ
ろ
と

戸
を
開
け
刀
を
抜
い
て
、
「
お
ま
え
は
何
を
し
て
い
る
の
だ
」
と
言
い
な
が
ら
走
り
寄
る
と
、
老
婆
は
手
を
す
り
合
わ
せ
て

ろ
う狼
ば
い狽

す
る
。

盗
人
の
問
い
に
、
老
婆
が
答
え
る
に
は
、
「
わ
た
し
の
主
人
で
あ
っ
た
方
が
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
弔
い
の
手
配
を
す
る
者
も
な
い
た
め
、

こ
こ
に
置
か
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
。
髪
が
た
い
そ
う
長
い
方
だ
っ
た
の
で

鬘
か
つ
ら

に
し
よ
う
と
思
い
、
抜
い
て
い
た
の
で
す
。
お
助
け

あ
れ
。
」
と
言
う
の
で
、
盗
人
は
、
死
人
の
女
の
衣
と
、
老
婆
の
着
て
い
た
衣
と
、
抜
い
て
あ
っ
た
髪
を
奪
い
取
っ
て
、
門
の
上
か
ら
下

り
て
逃
げ
た
。
こ
の
よ
う
に
羅
城
門
の
上
層
部
に
は
棄
て
ら
れ
た
死
人
の
遺
骸
が
多
か
っ
た
。
死
ん
だ
人
の
弔
い
が
で
き
な
い
た
め
、
こ

の
門
の
上
に
放
置
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
話
は
、
そ
の
盗
人
が
人
に
話
し
た
の
を
聞
き
継
ぎ
、
こ
の
よ
う
に
語
り
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
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付
属
Ｄ
Ｖ
Ｄ–

Ｒ
Ｏ
Ｍ

補
充
教
材
集
　

教科書の教材に関連する資料や、発展的に読むことが
できる作品などを収録しています。
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◆
補
充
教
材
集 

収
録
教
材
例

あ
り
の
ま
ま
の
世
界
は
見
え
な
い

　「
美
し
い
」
の
境
界
を
飛
び
越
え
よ
う
（
田
中
真
知
）

　
真
実
の
百
面
相
（
大
森
荘
蔵
）

水
の
東
西

　
無
常
の
リ
ズ
ム
（
山
崎
正
和
）

　「
劇
的
な
精
神
に
つ
い
て
」
よ
り
・「
劇
的
な
る
日
本

　
人
」
よ
り
（
山
崎
正
和
）

　
日
本
の
耳
（
小
倉
朗
）

羅
生
門

　『
羅
生
門
』
の
も
と
に
な
っ
た
古
典

　
偸
盗
（
芥
川
龍
之
介
）

待
ち
伏
せ

　
俘
虜
記
（
大
岡
昇
平
）

余
暇
に
つ
い
て

　
時
間
の
創
造
（
内
山
節
）

　
労
働
の
営
み
（
内
山
節
）

「
も
の
」
の
科
学
か
ら
「
こ
と
」
の
科
学
へ

　
環
境
問
題
に
は
「
流
行
」
が
あ
る
（
池
田
清
彦
）

　
科
学
の
挑
戦
　
実
体
論
か
ら
関
係
論
へ
（
池
田
清
彦
）

　
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
の
原
稿
（
外
山
滋
比
古
）

富
嶽
百
景

　
富
嶽
百
景
〈
カ
ッ
ト
部
分
〉（
太
宰
治
）

夢
十
夜

　
内
な
る
空
虚
（
夏
目
漱
石
）

情
報
の
「
メ
タ
」
化

　
抽
象
（
Ｓ
・
Ｉ
・
ハ
ヤ
カ
ワ
）

　
醗
酵
／
ア
ナ
ロ
ジ
ー
（
外
山
滋
比
古
）

見
る
―
考
え
る

　
考
え
る
葦
（
パ
ス
カ
ル
）

　
千
角
形
（
デ
カ
ル
ト
）

　
プ
ラ
ト
ン
の
イ
デ
ア
論
（
鷲
田
小
彌
太
）

　
記
憶
に
つ
い
て
（
大
森
荘
蔵
）

美
を
求
め
る
心

　
お
月
見
（
小
林
秀
雄
）

　
無
常
と
い
う
こ
と
（
小
林
秀
雄
）

古
典
入
門

　
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
〈
九
種
〉

絵
仏
師
良
秀

　
賢
人
藤
原
実
資
、
家
を
焼
く
（
十
訓
抄
）

大
江
山

　
行
成
と
実
方
（
十
訓
抄
）

伊
勢
物
語

　
盗
人
（
伊
勢
物
語
）

　
武
蔵
の
国
の
「
竹
芝
伝
説
」（
更
級
日
記
）

土
佐
日
記

　
黒
鳥
の
も
と
に
（
土
佐
日
記
）

　「
土
佐
日
記
」
か
ら
の
和
歌
（
後
撰
和
歌
集
）

平
家
物
語

　「
祇
園
精
舎
」
後
半
部
分

　「
木
曾
最
期
」
前
半
部
分
（
平
家
物
語
）

う
ひ
山
ぶ
み

　「
う
ひ
山
ぶ
み
」
の
冒
頭
部
分
、
及
び
末
尾
（
識
語
）

漢
文
入
門

　
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
〈
四
種
〉

故
事
成
語

　
推
敲
（
唐
詩
紀
事
）

漢
詩

　「
春
暁
」
の
日
本
語
訳
（
土
岐
善
麿
）

　「
春
暁
」
の
日
本
語
訳
（
井
伏
鱒
二
）

　「
香
炉
峰･･･

」
の
詩
が
引
用
さ
れ
て
い
る
一
節

　（「
枕
草
子
」
第
二
八
〇
段
）

　「
漢
詩
」
鑑
賞
文
例

先
従
隗
始

　
ま
ず
隗
よ
り
始
め
よ
（
宮
城
谷
昌
光
）

臥
薪
嘗
胆

　
鶏
口
牛
後
（
十
八
史
略
）

桃
花
源
記

　
復
活
（
捜
神
記
）

　
小
国
寡
民
（『
老
子
』
第
八
十
章
）
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実
力
問
題
１
（
羅
生
門
）

〔

〕
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
よ
。

（
遠
洋
航
海
中
の
軍
艦
で
盗
難
事
件
が
発
生
し
、
「
奈
良
島
」
と
い
う
水
兵
の
持
ち
物
か
ら
盗
品
が
発
見
さ
れ
た
。
「
私
」
は
石
炭
庫
の
入
口
に
出

て
い
る
人
間
の
上
半
身
を
見
つ
け
た
が
、
顔
は
は
っ
き
り
見
え
な
か
っ
た
。
）

直
覚
的
に
、
私
は
、
そ
れ
を
、
奈
良
島
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、

も
ち勿
ろ
ん論

、
自
殺
を
す
る
つ
も
り
で
、
石
炭
庫
へ
は
い
ろ

う
と

い云
う
の
で
す
。

私
は
、
異
常
な
興
奮
を
感
じ
ま
し
た
。
体
中
の
血
が
躍
る
よ
う
な
、
何
と
も
云
い
よ
う
の
な
い
、
愉
快
な

こ
う
ふ
ん

昂
奮
で
す
。
銃
を
手
に
し
て
、

待
っ
て
い
た
猟
師
が
、
獲
物
の
来
る
の
を
見
た
時
の
よ
う
な
心
も
ち
と
で
も
、
云
い
ま
し
ょ
う
か
。
私
は
、

ほ
と
ん
ど

殆

、
夢
中
で
、
そ
の
男
に

と
び
か
か
り
ま
し
た
。
そ
う
し
て
、
猟
犬
よ
り
も
す
ば
や
く
、
両
手
で
、
そ
の
男
の
肩
を
し
っ
か
り
、
上
か
ら
お
さ
え
ま
し
た
。

「
奈
良
島
。
」

叱
る
と
も
、
罵
る
と
も
つ
か
ず
に
、
こ
う
云
っ
た
私
の
声
は
、
妙
に
上
ず
っ
て
、

ふ
る顫

え
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
実
際
、
犯
人
の
奈
良

島
だ
っ
た
事
は
云
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

「
…
…
…
」

奈
良
島
は
私
の
手
を
ふ
り
離
す
で
も
な
く
、
上
半
身
を

つ
み積
い
れ入
ぐ
ち口

か
ら
出
し
た
ま
ま
、

し
ず
か

静

に
、
私
の
顔
を
見
上
げ
ま
し
た

１。
「
静
に
」

と
云
っ
た
の
で
は
、
云
い
足
り
ま
せ
ん
。
あ
る
丈
の
力
を
出
し
き
っ
て
、
し
か
も
静
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
静
に
」
で
す
。
余
裕
の
な

い
、
せ
っ
ぱ
つ
ま
っ
た
、
云
わ
ば

な
か
ば

半

吹
き
折
ら
れ
た
帆
桁
が
、
風
の
す
ぎ
た
後
で
、
僅
か
に
残
っ
て
い
る
力
を
た
よ
り
に
、
元
の
位
置

に
返
ろ
う
と
す
る
、
あ
の

や止
む
を
得
な
い
「
静
に
」
で
す
。
私
は
、
無
意
識
な
が
ら
予
期
し
て
い
た
抵
抗
が
な
か
っ
た
の
で
、

あ
る或

不
満
に

似
た
感
情
を
抱
き
な
が
ら
、
し
か
も
そ
の

た
め為

に
、
一
層
、
い
ら
い
ら
し
た
腹
立
た
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
、
黙
っ
て
、
そ
の
「
静
に
」
も
た

げ
た
顔
を
見

お
ろ下

し
ま
し
た
。

私
は
、
あ
ん
な
顔
を
、
二
度
と
見
た
事
は
あ
り
ま
せ
ん

２。
悪
魔
で
も
、
一
目
見
た
ら
、
泣
く
か
と
思
う
よ
う
な
顔
な
の
で
す
。
こ
う
云

っ
て
も
、
実
際
、
そ
れ
を
見
な
い
あ
な
た
に
は
、
と
て
も
、
想
像
が
つ
き
ま
す
ま
い
。
私
は
、
あ
な
た
に
、
あ
の
涙
ぐ
ん
で
い
る

め眼
を
、

お
話
し
す
る
事
は
、
出
来
る
つ
も
り
で
す
。
あ
の
急
に
不
随
意
筋
に

か
わ変

っ
た
よ
う
な
、
口
角
の
筋
肉
の

け
い
れ
ん

痙
攣
も
、

あ
る
い

或

は
、
察
し
て
頂
く
事

が
出
来
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
か
ら
、
あ
の
汗
ば
ん
だ
、
色
の
悪
い
顔
も
、
そ
れ
だ
け
な
ら
、
容
易
に
、
説
明
が
出
来
ま
し
ょ
う
。

が
、
そ
れ
ら
の
す
べ
て
か
ら
来
る
、
恐
ろ
し
い
表
情
は
、
ど
ん
な
小
説
家
も
、
書
く
事
は
出
来
ま
せ
ん
。
私
は
、
小
説
を
お
書
き
に
な
る

あ
な
た
の
前
で
も
、
安
心
し
て
、
こ
れ
だ
け
の
事
は
、
云
い
き
れ
ま
す
。
私
は
そ
の
表
情
が

３、
私
の
心
に
あ
る
何
物
か
を
、
稲
妻
の
よ
う

に
、
た
ゝ
き
壊
し
た
の
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
程
、
こ
の
信
号
兵
の
顔
が
、
私
に
、
強
い
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
た
の
で
す
。

「
貴
様
は
何
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。
」

私
は
、
機
械
的
に
こ
う
云
い
ま
し
た
。
す
る
と
、
そ
の
「
貴
様
」
が
、
気
の
せ
い
か
、
私
自
身
を
指
し
て
い
る
様
に
、

き
こ聞

え
る
の
で
す
。

「
貴
様
は
何
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。
」

―
こ
う

た
ず訊

ね
ら
れ
た
ら
、
私
は
何
と
答
え
る
事
が
出
来
る
の
で
し
ょ
う
。
「
己
は
、
こ

の
男
を
罪
人
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。
」
誰
が
安
ん
じ
て
、
そ
う
答
え
ら
れ
ま
す
。

た
れ誰

が
、
こ
の
顔
を
見
て
そ
ん
な
真
似
が
出
来
ま

す
。
こ
う
書
く
と
、
長
い
間
の
事
の
よ
う
で
す
が
、
実
際
は
、
殆
、
一

せ
つ刹
な那

の
中
に

４、
こ
ん
な
自
責
が
、
私
の
心
に

ひ
ら
め

閃

き
ま
し
た
。
丁

度
、
そ
の
時
で
す

５。
「
面
目
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」

―
こ
う
云
う

こ
と
ば

語

が
、
か
す
か
な
が
ら
鋭
く
、
私
の
耳
に
は
い
っ
た
の
は
。

６

あ
な
た
な
ら
、
私
自
身
の
心
が
、
私
に
云
っ
た
よ
う
に
聞
え
た
と
で
も
、
形
容
な
さ
る
の
で
し
ょ
う
。
私
は
、
唯
、
そ
の
語
が
、
針
を

打
っ
た
よ
う
に
、
私
の
神
経
へ
ひ
ヾ
く
の
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
っ
た
く
、
そ
の
時
の
私
の
心
も
ち
は
、
奈
良
島
と
一
し
ょ
に
「
面
目
ご
ざ

い
ま
せ
ん
」
と
云
い
な
が
ら
、
私
た
ち
よ
り
大
き
い
、
何
物
か
の
前
に
、
首
が
さ
げ
た
か
っ
た
の
で
す
。
私
は
、
い
つ
か
、
奈
良
島
の
肩

を
お
さ
え
て
い
た
手
を
は
な
し
て
、
私
自
身
が
捕
ら
え
ら
れ
た
犯
人
の
よ
う
に
、
ぼ
ん
や
り
石
炭
庫
の
前
に
立
っ
て
い
ま
し
た
。

「
猿
」
芥
川
龍
之
介
『
芥
川
龍
之
介
小
説
集

四
』
（
一
九
八
七
年
・
岩
波
書
店
）
所
収

問
一

傍
線
１
「
『
静
に
』
」
と
云
っ
た
の
で
は
、
云
い
足
り
ま
せ
ん
」
と
あ
る
が
、
奈
良
島
は
ど
ん
な
様
子
だ
っ
た
の
か
。
簡
潔
に
答

え
よ
。

24

高
等
学
校
国
語
総
合

付
属
Ｄ
Ｖ
Ｄ–

Ｒ
Ｏ
Ｍ

実
力
問
題
集
　

付
属
Ｄ
Ｖ
Ｄ–

Ｒ
Ｏ
Ｍ

補
充
教
材
集
　

教科書の教材と同じ著者の作品や、別の著者による同じ
テーマの文章などを素材にした実力問題です。

◆
実
力
問
題
集 

収
録
教
材
例

あ
り
の
ま
ま
の
世
界
は
見
え
な
い

　
美
し
い
を
さ
が
す
旅
に
で
よ
う
（
田
中
真
知
）

　
流
れ
と
よ
ど
み
　
哲
学
断
章
（
大
森
荘
蔵
）

水
の
東
西

　
無
常
の
リ
ズ
ム
（
山
崎
正
和
）

　
日
本
の
耳
（
小
倉
朗
）

羅
生
門

　
猿
（
芥
川
龍
之
介
）

　
葱
（
芥
川
龍
之
介
）

待
ち
伏
せ

　
俘
虜
記
（
大
岡
昇
平
）

　
ベ
ト
ナ
ム
戦
記
（
開
高
健
）

余
暇
に
つ
い
て

　
時
間
と
自
由
の
関
係
に
つ
い
て
（
内
山
節
）

　
働
く
こ
と
の
意
味
（
清
水
正
徳
）

「
も
の
」
の
科
学
か
ら
「
こ
と
」
の
科
学
へ

　
構
造
主
義
進
化
論
入
門
（
池
田
清
彦
）

　
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
の
原
稿
（
外
山
滋
比
古
）

富
嶽
百
景

　
猿
ヶ
島
（
太
宰
治
）

　
故
郷
（
太
宰
治
）

夢
十
夜

　
夢
十
夜
　
第
三
夜
（
夏
目
漱
石
）

　「
世
間
」
と
は
何
か
（
阿
部
謹
也
）

情
報
の
「
メ
タ
」
化

　
思
想
の
整
理
学
（
外
山
滋
比
古
）

　
あ
た
ま
の
目
　
人
生
の
見
か
た
（
外
山
滋
比
古
）

見
る
―
考
え
る

　Eureka! 

哲
学
が
わ
か
っ
た
！
（
鷲
田
小
彌
太
）

　
流
れ
と
よ
ど
み
　
哲
学
断
章
（
大
森
荘
蔵
）

美
を
求
め
る
心

　
お
月
見
（
小
林
秀
雄
）

　
日
本
美
術
を
見
る
眼
（
高
階
秀
爾
）

絵
仏
師
良
秀

　
小
野
篁
広
才
の
事
（
宇
治
拾
遺
物
語
）

大
江
山

　
成
範
卿
、
事
あ
り
て
、
…
（
十
訓
抄
）

竹
取
物
語

　
立
て
る
人
ど
も
は
、
…
（
竹
取
物
語
）

伊
勢
物
語

　
第
一
〇
一
段
（
伊
勢
物
語
）

　
第
一
〇
七
段
（
伊
勢
物
語
）

徒
然
草

　
第
五
〇
段
（
徒
然
草
）

　
第
七
五
段
（
徒
然
草
）

土
佐
日
記

　
一
月
二
十
日
（
土
佐
日
記
）

　
二
月
九
日
（
土
佐
日
記
）

平
家
物
語

　
猫
間
（
平
家
物
語
）

奥
の
細
道

　
岩
沼
に
宿
る
。
…

　
十
二
日
、
平
泉
と
心
ざ
し
、
…
（
奥
の
細
道
）

う
ひ
山
ぶ
み

　
世
に
物
ま
な
び
の
す
ぢ
、
…
（
う
ひ
山
ぶ
み
）

故
事
成
語

　
食
指
動
（
春
秋
佐
氏
伝
）

漢
詩

　
秋
風
引
（
劉
禹
錫
）

　
過
香
積
寺
（
王
維
）

史
話

　
孟
嘗
君
列
伝
第
十
五
（
史
記
）

　
東
晋
（
十
八
史
略
）

雑
説

　
送
温
処
士
赴
河
陽
軍
序

桃
花
源
記

　
南
柯
太
守
伝
（
唐
代
伝
奇
）

◆
補
充
教
材
集 

収
録
教
材
例

あ
り
の
ま
ま
の
世
界
は
見
え
な
い

　「
美
し
い
」
の
境
界
を
飛
び
越
え
よ
う
（
田
中
真
知
）

　
真
実
の
百
面
相
（
大
森
荘
蔵
）

水
の
東
西

　
無
常
の
リ
ズ
ム
（
山
崎
正
和
）

　「
劇
的
な
精
神
に
つ
い
て
」
よ
り
・「
劇
的
な
る
日
本

　
人
」
よ
り
（
山
崎
正
和
）

　
日
本
の
耳
（
小
倉
朗
）

羅
生
門

　『
羅
生
門
』
の
も
と
に
な
っ
た
古
典

　
偸
盗
（
芥
川
龍
之
介
）

待
ち
伏
せ

　
俘
虜
記
（
大
岡
昇
平
）

余
暇
に
つ
い
て

　
時
間
の
創
造
（
内
山
節
）

　
労
働
の
営
み
（
内
山
節
）

「
も
の
」
の
科
学
か
ら
「
こ
と
」
の
科
学
へ

　
環
境
問
題
に
は
「
流
行
」
が
あ
る
（
池
田
清
彦
）

　
科
学
の
挑
戦
　
実
体
論
か
ら
関
係
論
へ
（
池
田
清
彦
）

　
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
の
原
稿
（
外
山
滋
比
古
）

富
嶽
百
景

　
富
嶽
百
景
〈
カ
ッ
ト
部
分
〉（
太
宰
治
）

夢
十
夜

　
内
な
る
空
虚
（
夏
目
漱
石
）

情
報
の
「
メ
タ
」
化

　
抽
象
（
Ｓ
・
Ｉ
・
ハ
ヤ
カ
ワ
）

　
醗
酵
／
ア
ナ
ロ
ジ
ー
（
外
山
滋
比
古
）

見
る
―
考
え
る

　
考
え
る
葦
（
パ
ス
カ
ル
）

　
千
角
形
（
デ
カ
ル
ト
）

　
プ
ラ
ト
ン
の
イ
デ
ア
論
（
鷲
田
小
彌
太
）

　
記
憶
に
つ
い
て
（
大
森
荘
蔵
）

美
を
求
め
る
心

　
お
月
見
（
小
林
秀
雄
）

　
無
常
と
い
う
こ
と
（
小
林
秀
雄
）

古
典
入
門

　
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
〈
九
種
〉

絵
仏
師
良
秀

　
賢
人
藤
原
実
資
、
家
を
焼
く
（
十
訓
抄
）

大
江
山

　
行
成
と
実
方
（
十
訓
抄
）

伊
勢
物
語

　
盗
人
（
伊
勢
物
語
）

　
武
蔵
の
国
の
「
竹
芝
伝
説
」（
更
級
日
記
）

土
佐
日
記

　
黒
鳥
の
も
と
に
（
土
佐
日
記
）

　「
土
佐
日
記
」
か
ら
の
和
歌
（
後
撰
和
歌
集
）

平
家
物
語

　「
祇
園
精
舎
」
後
半
部
分

　「
木
曾
最
期
」
前
半
部
分
（
平
家
物
語
）

う
ひ
山
ぶ
み

　「
う
ひ
山
ぶ
み
」
の
冒
頭
部
分
、
及
び
末
尾
（
識
語
）

漢
文
入
門

　
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
〈
四
種
〉

故
事
成
語

　
推
敲
（
唐
詩
紀
事
）

漢
詩

　「
春
暁
」
の
日
本
語
訳
（
土
岐
善
麿
）

　「
春
暁
」
の
日
本
語
訳
（
井
伏
鱒
二
）

　「
香
炉
峰･･･

」
の
詩
が
引
用
さ
れ
て
い
る
一
節

　（「
枕
草
子
」
第
二
八
〇
段
）

　「
漢
詩
」
鑑
賞
文
例

先
従
隗
始

　
ま
ず
隗
よ
り
始
め
よ
（
宮
城
谷
昌
光
）

臥
薪
嘗
胆

　
鶏
口
牛
後
（
十
八
史
略
）

桃
花
源
記

　
復
活
（
捜
神
記
）

　
小
国
寡
民
（『
老
子
』
第
八
十
章
）
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文
章
の
理
解
を
深
め
よ
う

一

「
鹿し

し

お
ど
し
」
と
「
噴
水
」
と
を
比
較
し
て
考
え
よ
う
。

１
「
な
ん
と
な
く
人
生
の
け
だ
る
さ
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
る
」（
４
６
・
１
）
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
「
鹿
お

ど
し
」
の
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
で
す
か
。
本
文
中
か
ら
あ
て
は
ま
る
部
分
を
二
箇
所
抜
き
出
し
な
さ
い
。

［

］

［

］

２
「
こ
お
ん
と
、
く
ぐ
も
っ
た
優
し
い
音
」
（
４
６
・
５
）
を
、
①
別
な
表
現
で
表
し
た
言
葉
を
、
本
文
中
か

ら
五
字
で
抜
き
出
し
な
さ
い
。
ま
た
、
②
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
を
強
調
す
る
の
か
、
本
文
中
か
ら
十
字

で
抜
き
出
し
な
さ
い
。

①
［

／

／

／

／

］

②
［

／

／

／

／

／

／

／

／

／

］

３
「
そ
れ
」（
４
６
・
１
０
）
と
は
、
何
を
指
し
て
い
ま
す
か
。
本
文
中
か
ら
五
字
で
抜
き
出
し
な
さ
い
。

［

／

／

／

／

］

４
「
流
れ
る
水
と
、
噴
き
上
げ
る
水
」
（
４
７
・
９
）
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
に
何
を
指
し
て
い
ま
す
か
。

流
れ
る
水

［

］

噴
き
上
げ
る
水

［

］

５
「
エ
ス
テ
家
の
別
荘
」
の
噴
水
の
印
象
を
述
べ
た
一
文
を
本
文
中
か
ら
抜
き
出
し
、
初
め
の
五
字
を
記
し

な
さ
い
。

［

／

／

／

／

］

６
「
時
間
的
な
水
と
、
空
間
的
な
水
」
（
４
９
・
４
）
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
に
何
を
指
し
て
い
ま
す
か
。

時
間
的
な
水

［

］

空
間
的
な
水

［

］

７
「
鹿
お
ど
し
」
と
「
噴
水
」
の
違
い
を
説
明
し
た
次
の
文
章
の
空
欄
に
、
あ
て
は
ま
る
言
葉
を
あ
と
か
ら

選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

「
鹿
お
ど
し
」
は
、
そ
れ
が
刻
む

①

に
よ
っ
て
、
人
に

②

を
感
じ
さ
せ
る
。
「
噴
水
」
は
、

③

に
よ
っ
て
、
見
る
人
に

④

を
感
じ
さ
せ
る
。

ア

趣
向
を
凝
ら
し
た
造
形

イ

間
接
的
に
流
れ
る
も
の

ウ

直
接
空
間

エ

単
純
で
緩
や
か
な
リ
ズ
ム

①
［

］

②
［

］

③
［

］

④
［

］

指
導
資
料 

現
代
文
教
材  

 

₂₈

指
導
資
料 

古
典
教
材  

 

₄₀

付
属
Ｄ
Ｖ
Ｄ‒

Ｒ
Ｏ
Ｍ
収
録
教
材  

 

₄₆

精
選
国
語
総
合
﹇
改
訂
版
﹈

DP02_責了

　
一
部
の
教
材
に
つ
い
て
、
朗
読
を
収
録
し
た
音
声
Ｃ
Ｄ
で
す
。

◆
収
録
教
材
例

 

〈
現
代
文
編
〉

　
日
本
語
の
響
き

　
羅
生
門

　
甃
の
う
へ

　
死
な
な
い
蛸

　
サ
フ
ラ
ン

　
崖

 

〈
古
典
編
〉

　
伊
勢
物
語
　
芥
川
／
筒
井
筒

　
漢
詩
　
　
　
春
暁
／
登
鸛
鵲
楼
／
静
夜
思
／
江
雪
／
送
元
二
使
安
西
／

　
　
　
　
　
　
江
南
春
／
涼
州
詞
／
春
望
／
臨
洞
庭
／

　
　
　
　
　
　
香
炉
峰
下
、
新
卜
山
居
、
草
堂
初
成
、
偶
題
東
壁
／
登
高

※
そ
の
他
、
学
習
に
役
立
つ
さ
ま
ざ
ま
な
音
声
を
収
録
予
定
で
す
。
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三

評
論
（
一
）

水
の
東
西

山
崎
正
和
【
教
科
書
ｐ
．
４
６
～
ｐ
．
５
１
】

検
印
［

］

漢
字
・
語
句
を
確
認
し
よ
う

一

次
の

線
部
の
漢
字
の
読
み
を
ひ
ら
が
な

で
書
き
な
さ
い
。

①

水
受
け
が
跳
［

］
ね
上
が
る
。

②

全
て
徒
労
［

］
に
終
わ
る
。

③

時
を
刻
［

］
む
。

④

庭
の
静
寂
［

］
が
引
き
立
つ
。

⑤

素
朴
［

］
な
竹
の
響
き
。

⑥

華
［

］
や
か
な
芸
術
。

⑦

趣
向
を
凝
［

］
ら
す
。

⑧

表
情
に
乏
［

］
し
い
。

⑨

守
備
の
間
隙
［

］
を
突
か
れ
る
。

⑩

行
為
の
極
致
［

］
を
表
す
。

二

次
の

線
部
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し

な
さ
い
。

①

シ
ー
ソ
ー
の
イ
ッ
タ
ン
［

］。

②

ぐ
ら
り
と
カ
タ
ム
［

］
く
。

③

ユ
ル
［

］
や
か
な
リ
ズ
ム
。

④

オ
ン
キ
ョ
ウ
［

］
の
良
い
ホ
ー
ル
。

⑤

音
と
音
と
の
長
い
カ
ン
カ
ク
［

］
。

⑥

水
を
フ
［

］
き
上
げ
る
。

⑦

庭
を
ウ
［

］
め
つ
く
す
。

⑧

ソ
［

］
え
物
に
す
ぎ
な
い
。

⑨

ソ
ウ
ダ
イ
［

］
な
建
築
。

⑩

オ
オ
サ
カ
［

］
の
町
。

⑪

造
型
す
る
タ
イ
シ
ョ
ウ
［

］。

⑫

芸
術
を
カ
ン
シ
ョ
ウ
［

］
す
る
。

三

次
の
語
句
の
意
味
を
答
え
な
さ
い
。

①

愛
嬌

［

］

②

徒
労

［

］

③

趣
向

［

］

④

感
性

［

］

⑤

間
隙

［

］

⑥

極
致

［

］

四

次
の
語
句
を
使
っ
て
短
文
を
作
り
な
さ
い
。

①

い
や
が
う
え
に
も

［

］

②

息
を
の
む

［

］

文
章
の
理
解
を
深
め
よ
う

一

「
鹿し

し

お
ど
し
」
と
「
噴
水
」
と
を
比
較
し
て
考
え
よ
う
。

１
「
な
ん
と
な
く
人
生
の
け
だ
る
さ
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
る
」（
４
６
・
１
）
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
「
鹿
お

ど
し
」
の
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
で
す
か
。
本
文
中
か
ら
あ
て
は
ま
る
部
分
を
二
箇
所
抜
き
出
し
な
さ
い
。

［

］

［

］

２
「
こ
お
ん
と
、
く
ぐ
も
っ
た
優
し
い
音
」
（
４
６
・
５
）
を
、
①
別
な
表
現
で
表
し
た
言
葉
を
、
本
文
中
か

ら
五
字
で
抜
き
出
し
な
さ
い
。
ま
た
、
②
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
を
強
調
す
る
の
か
、
本
文
中
か
ら
十
字

で
抜
き
出
し
な
さ
い
。

①
［

／

／

／

／

］

②
［

／

／

／

／

／

／

／

／

／

］

３
「
そ
れ
」（
４
６
・
１
０
）
と
は
、
何
を
指
し
て
い
ま
す
か
。
本
文
中
か
ら
五
字
で
抜
き
出
し
な
さ
い
。

［

／

／

／

／

］

４
「
流
れ
る
水
と
、
噴
き
上
げ
る
水
」
（
４
７
・
９
）
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
に
何
を
指
し
て
い
ま
す
か
。

流
れ
る
水

［

］

噴
き
上
げ
る
水

［

］

５
「
エ
ス
テ
家
の
別
荘
」
の
噴
水
の
印
象
を
述
べ
た
一
文
を
本
文
中
か
ら
抜
き
出
し
、
初
め
の
五
字
を
記
し

な
さ
い
。

［

／

／

／

／

］

６
「
時
間
的
な
水
と
、
空
間
的
な
水
」
（
４
９
・
４
）
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
に
何
を
指
し
て
い
ま
す
か
。

時
間
的
な
水

［

］

空
間
的
な
水

［

］

７
「
鹿
お
ど
し
」
と
「
噴
水
」
の
違
い
を
説
明
し
た
次
の
文
章
の
空
欄
に
、
あ
て
は
ま
る
言
葉
を
あ
と
か
ら

選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

「
鹿
お
ど
し
」
は
、
そ
れ
が
刻
む

①

に
よ
っ
て
、
人
に

②

を
感
じ
さ
せ
る
。
「
噴
水
」
は
、

③

に
よ
っ
て
、
見
る
人
に

④

を
感
じ
さ
せ
る
。

ア

趣
向
を
凝
ら
し
た
造
形

イ

間
接
的
に
流
れ
る
も
の

ウ

直
接
空
間

エ

単
純
で
緩
や
か
な
リ
ズ
ム

①
［

］

②
［

］

③
［

］

④
［

］

26

高
等
学
校
国
語
総
合

付
属
Ｄ
Ｖ
Ｄ–

Ｒ
Ｏ
Ｍ

学
習
課
題
ノ
ー
ト

付
属
Ｄ
Ｖ
Ｄ–

Ｒ
Ｏ
Ｍ

そ
の
他
の
収
録
デ
ー
タ

別売の『学習課題ノート』の内容を自由に加工できる
データで収録しています。

朗
読
Ｃ
Ｄ

◆
原
文
集

　
教
科
書
教
材
文
の
原
文
デ
ー
タ
で
す
。

◆
発
問
例
集

　
指
導
資
料
に
掲
載
し
た
発
問
を
ま
と
め
た
デ
ー
タ
で
す
。

　
一
部
の
教
材
に
つ
い
て
、
朗
読
を
収
録
し
た
音
声
Ｃ
Ｄ
で
す
。

◆
収
録
教
材
例

 

〈
現
代
文
編
〉

　
日
本
語
の
響
き

　
羅
生
門

　
甃
の
う
へ

　
死
な
な
い
蛸

　
サ
フ
ラ
ン

　
崖

 

〈
古
典
編
〉

　
伊
勢
物
語
　
芥
川
／
筒
井
筒

　
漢
詩
　
　
　
春
暁
／
登
鸛
鵲
楼
／
静
夜
思
／
江
雪
／
送
元
二
使
安
西
／

　
　
　
　
　
　
江
南
春
／
涼
州
詞
／
春
望
／
臨
洞
庭
／

　
　
　
　
　
　
香
炉
峰
下
、
新
卜
山
居
、
草
堂
初
成
、
偶
題
東
壁
／
登
高

※
そ
の
他
、
学
習
に
役
立
つ
さ
ま
ざ
ま
な
音
声
を
収
録
予
定
で
す
。
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羅
生
門  

 

◆
芥
川
龍
之
介

小
説
一

教
材
の
ね
ら
い

◉
学
習
目
標  

・
物
語
の
背
景
と
な
っ
て
い
る
時
代
状
況
・
社
会
状
況
に
つ
い
て
、
本
文
の
記
述

を
も
と
に
確
認
す
る
。

・
羅
生
門
の
下
で
雨
や
み
を
す
る
下
人
が
置
か
れ
た
状
態
と
そ
の
心
情
に
つ
い
て

理
解
す
る
。

・
羅
生
門
の
楼
へ
上
っ
て
以
降
の
下
人
の
心
理
の
推
移
に
つ
い
て
把
握
す
る
。

・
死
人
の
髪
の
毛
を
抜
く
老
婆
が
置
か
れ
た
状
態
と
下
人
に
遭
遇
し
て
以
降
の
心

情
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

・
物
語
の
描
写
方
法
や
表
現
効
果
に
つ
い
て
考
え
る
。

◉
学
習
指
導
の
ポ
イ
ン
ト  

　高
等
学
校
の
国
語
教
科
書
の
定
番
教
材
で
あ
る
芥
川
龍
之
介
の
『
羅
生
門
』
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
教
科
書
の
指
導
資
料
・
研
究
論
文
・
授
業
実
践
報
告
と
い

う
形
で
、
あ
る
い
は
、
担
当
す
る
教
員
が
培
っ
た
独
自
の
解
釈
と
い
う
形
で
、
教

室
と
い
う
現
場
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
〈
読
み
〉
が
提
起
さ
れ
て
き
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
今
回
、『
羅
生
門
』
を
採
録
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
特
に
次
の
点
に
留
意

し
て
、
教
科
書
の
脚
注
や
「
学
習
の
手
引
き
」
を
編
成
し
、
指
導
資
料
の
「
語
句
・

文
脈
の
解
説
」
や
「
研
究
・
発
展
」
の
項
に
そ
れ
を
反
映
さ
せ
た
。

　①
「
平
安
朝
の
下
人
」
と
い
う
不
安
定
な
存
在
に
つ
い
て
、
飢
え
死
に
を
し
て

し
ま
う
直
前
の
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
太
刀
だ
け
は
手
放
そ
う
と
し
な
か
っ
た

と
い
う
点
に
注
目
し
て
、
考
察
を
試
み
る
。
ま
た
、
そ
の
「
下
人
」
が
ど
の
よ
う

な
経
緯
を
経
て
、「
盗
人
」
に
な
っ
て
い
っ
た
の
か
を
解
明
す
る
。
②
物
語
の
時
代

性
・
社
会
性
な
ど
に
も
配
意
し
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
「
下
人
」
の
視
点
か
ら
の
み
と

ら
え
ら
れ
て
き
た
事
象
に
つ
い
て
も
、
例
え
ば
、
被
害
者
と
し
て
の
「
老
婆
」
の

立
場
に
な
っ
て
と
ら
え
直
す
作
業
を
し
て
い
く
。
③
物
語
の
〈
語
り
手
〉
を
、
近

代
の
あ
る
時
点
に
お
い
て
、
あ
る
「
旧
記
」
に
問
題
意
識
を
触
発
さ
れ
、
そ
れ
を

参
照
し
て
、『
羅
生
門
』
と
い
う
物
語
を
構
成
／
再
構
成
し
た
存
在
と
位
置
づ
け

る
。
そ
の
上
で
、
素
材
と
し
て
の
『
今
昔
物
語
集
』
や
『
方
丈
記
』
に
つ
い
て
、

検
討
を
加
え
て
い
く
。

　「永
年
、
使
わ
れ
て
い
た
主
人
」
か
ら
解
雇
さ
れ
て
路
頭
に
迷
う
状
態
、
通
常
な

ら
ば
〈
交
換
〉
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
な
も
の
（
仏
像
や
仏
具
を
打
ち
砕
い
た
薪
・

死
人
の
頭
髪
を
素
材
に
し
た
か
つ
ら
・
蛇
を
原
材
料
と
し
た
「
干
し
魚
」）
が
商
品

化
さ
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
社
会
、
自
分
だ
け
が
生
き
残
っ
て
い
く
た
め
に
、〈
弱

者
〉
た
る
「
下
人
」
が
〈
弱
者
〉
た
る
「
老
婆
」
を
否
定
的
に
差
別
し
、
暴
力
的

に
抑
圧
し
て
し
ま
う
よ
う
な
行
為
、
こ
れ
ら
は
、
物
語
の
中
の
「
ひ
と
と
お
り
な

ら
ず
衰
微
し
て
い
た
」
地
域
・
時
代
だ
け
に
存
在
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
一
見

こ
の
閉
ざ
さ
れ
た
か
の
よ
う
な
物
語
か
ら
も
、
我
々
の
〈
い
ま
〉・〈
こ
こ
〉
の
問

題
が
浮
上
し
て
く
る
。〈
他
者
〉
へ
の
想
像
力
と
い
う
こ
と
に
留
意
し
つ
つ
、〈
語

り
手
〉
の
説
明
（
心
理
・
情
景
描
写
）
や
登
場
人
物
の
発
言
・
行
為
に
つ
い
て
考

察
す
る
。
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学
習
指
導
の
展
開
と
評
価

◉
学
習
指
導
案
例
（
配
当
時
間
六
時
間
の
場
合
）  

時
間

目

　
標

学
習
活
動
と
指
導
内
容

指
導
上
の
留
意
点

第1時限

❶
本
教
材
に
つ
い
て
の

導
入
を
行
う

❷
全
文
を
通
読
し
て
物

語
の
概
要
を
理
解
す

る

導
入

1

　こ
れ
ま
で
に
読
ん
だ
こ
と
の
あ
る
芥
川
龍
之
介

の
作
品
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

1

　本
文
を
音
読
す
る
。

2

　音
読
・
黙
読
を
通
じ
て
、
物
語
の
内
容
を
理
解

す
る
。

3

　初
発
の
感
想
を
話
し
合
う
。

4

　難
解
な
語
句
・
注
目
し
た
表
現
な
ど
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
。

1

　小
学
校
・
中
学
校
時
代
に
読
ん
だ
作
品
が
あ
れ
ば
、
作
品
名

や
簡
単
な
感
想
を
発
表
さ
せ
る
。

1

　適
宜
区
切
っ
て
、
指
名
に
よ
り
音
読
さ
せ
る
。

2

　物
語
の
展
開
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
確
認
さ
せ
る
。

3

　印
象
に
残
っ
た
場
面
・
描
写
に
つ
い
て
、
自
由
に
感
想
を
述

べ
さ
せ
る
。

4

　わ
か
ら
な
い
語
句
は
辞
書
で
意
味
を
調
べ
て
お
く
よ
う
に
指

示
す
る
。

第2時限

❶
物
語
の
背
景
と
な
っ

て
い
る
時
代
状
況
・

社
会
状
況
に
つ
い
て

本
文
の
記
述
を
も
と

に
確
認
す
る

展
開
1

1

　物
語
の
時
代
・
季
節
・
場
所
・
登
場
人
物
な
ど

に
つ
い
て
確
認
す
る
。

2

　当
時
の
社
会
状
況
に
つ
い
て
理
解
す
る
。（「
学

習
の
手
引
き
一
」）

3

　羅
生
門
が
ど
の
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
か
把
握

す
る
。

1

　平
安
時
代
（
末
期
）・
秋
・
京
都
の
羅
生
門
・
下
人
と
い
う
存

在
な
ど
に
つ
い
て
確
認
さ
せ
る
。

2

　相
次
ぐ
災
い
に
よ
っ
て
荒
廃
し
た
社
会
で
あ
っ
た
こ
と
を
理

解
さ
せ
る
。

3

　荒
れ
果
て
て
、
死
体
の
捨
て
場
所
と
化
し
て
い
た
こ
と
を
把

握
さ
せ
る
。
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◎時間・目標・学習内容と指導内容・指導上の留意点を、
　指導の実際に即して表組みで示しました。

◎学習目標を達成するための具体的な手だてや
　注意するポイントを示しました。

◎「
指
導
上
の
留
意
点
」は
、「
学
習
活
動
と
指
導
内
容
」の
内
容
と
一
致
す
る
よ
う
に
、

　同
じ
番
号
で
示
し
ま
し
た
。
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羅
生
門  

 

◆
芥
川
龍
之
介

小
説
一

教
材
の
ね
ら
い

◉
学
習
目
標  

・
物
語
の
背
景
と
な
っ
て
い
る
時
代
状
況
・
社
会
状
況
に
つ
い
て
、
本
文
の
記
述

を
も
と
に
確
認
す
る
。

・
羅
生
門
の
下
で
雨
や
み
を
す
る
下
人
が
置
か
れ
た
状
態
と
そ
の
心
情
に
つ
い
て

理
解
す
る
。

・
羅
生
門
の
楼
へ
上
っ
て
以
降
の
下
人
の
心
理
の
推
移
に
つ
い
て
把
握
す
る
。

・
死
人
の
髪
の
毛
を
抜
く
老
婆
が
置
か
れ
た
状
態
と
下
人
に
遭
遇
し
て
以
降
の
心

情
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

・
物
語
の
描
写
方
法
や
表
現
効
果
に
つ
い
て
考
え
る
。

◉
学
習
指
導
の
ポ
イ
ン
ト  

　高
等
学
校
の
国
語
教
科
書
の
定
番
教
材
で
あ
る
芥
川
龍
之
介
の
『
羅
生
門
』
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
教
科
書
の
指
導
資
料
・
研
究
論
文
・
授
業
実
践
報
告
と
い

う
形
で
、
あ
る
い
は
、
担
当
す
る
教
員
が
培
っ
た
独
自
の
解
釈
と
い
う
形
で
、
教

室
と
い
う
現
場
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
〈
読
み
〉
が
提
起
さ
れ
て
き
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
今
回
、『
羅
生
門
』
を
採
録
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
特
に
次
の
点
に
留
意

し
て
、
教
科
書
の
脚
注
や
「
学
習
の
手
引
き
」
を
編
成
し
、
指
導
資
料
の
「
語
句
・

文
脈
の
解
説
」
や
「
研
究
・
発
展
」
の
項
に
そ
れ
を
反
映
さ
せ
た
。

　①
「
平
安
朝
の
下
人
」
と
い
う
不
安
定
な
存
在
に
つ
い
て
、
飢
え
死
に
を
し
て

し
ま
う
直
前
の
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
太
刀
だ
け
は
手
放
そ
う
と
し
な
か
っ
た

と
い
う
点
に
注
目
し
て
、
考
察
を
試
み
る
。
ま
た
、
そ
の
「
下
人
」
が
ど
の
よ
う

な
経
緯
を
経
て
、「
盗
人
」
に
な
っ
て
い
っ
た
の
か
を
解
明
す
る
。
②
物
語
の
時
代

性
・
社
会
性
な
ど
に
も
配
意
し
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
「
下
人
」
の
視
点
か
ら
の
み
と

ら
え
ら
れ
て
き
た
事
象
に
つ
い
て
も
、
例
え
ば
、
被
害
者
と
し
て
の
「
老
婆
」
の

立
場
に
な
っ
て
と
ら
え
直
す
作
業
を
し
て
い
く
。
③
物
語
の
〈
語
り
手
〉
を
、
近

代
の
あ
る
時
点
に
お
い
て
、
あ
る
「
旧
記
」
に
問
題
意
識
を
触
発
さ
れ
、
そ
れ
を

参
照
し
て
、『
羅
生
門
』
と
い
う
物
語
を
構
成
／
再
構
成
し
た
存
在
と
位
置
づ
け

る
。
そ
の
上
で
、
素
材
と
し
て
の
『
今
昔
物
語
集
』
や
『
方
丈
記
』
に
つ
い
て
、

検
討
を
加
え
て
い
く
。

　「永
年
、
使
わ
れ
て
い
た
主
人
」
か
ら
解
雇
さ
れ
て
路
頭
に
迷
う
状
態
、
通
常
な

ら
ば
〈
交
換
〉
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
な
も
の
（
仏
像
や
仏
具
を
打
ち
砕
い
た
薪
・

死
人
の
頭
髪
を
素
材
に
し
た
か
つ
ら
・
蛇
を
原
材
料
と
し
た
「
干
し
魚
」）
が
商
品

化
さ
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
社
会
、
自
分
だ
け
が
生
き
残
っ
て
い
く
た
め
に
、〈
弱

者
〉
た
る
「
下
人
」
が
〈
弱
者
〉
た
る
「
老
婆
」
を
否
定
的
に
差
別
し
、
暴
力
的

に
抑
圧
し
て
し
ま
う
よ
う
な
行
為
、
こ
れ
ら
は
、
物
語
の
中
の
「
ひ
と
と
お
り
な

ら
ず
衰
微
し
て
い
た
」
地
域
・
時
代
だ
け
に
存
在
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
一
見

こ
の
閉
ざ
さ
れ
た
か
の
よ
う
な
物
語
か
ら
も
、
我
々
の
〈
い
ま
〉・〈
こ
こ
〉
の
問

題
が
浮
上
し
て
く
る
。〈
他
者
〉
へ
の
想
像
力
と
い
う
こ
と
に
留
意
し
つ
つ
、〈
語

り
手
〉
の
説
明
（
心
理
・
情
景
描
写
）
や
登
場
人
物
の
発
言
・
行
為
に
つ
い
て
考

察
す
る
。
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学
習
指
導
の
展
開
と
評
価

◉
学
習
指
導
案
例
（
配
当
時
間
六
時
間
の
場
合
）  

時
間

目

　
標

学
習
活
動
と
指
導
内
容

指
導
上
の
留
意
点

第1時限

❶
本
教
材
に
つ
い
て
の

導
入
を
行
う

❷
全
文
を
通
読
し
て
物

語
の
概
要
を
理
解
す

る

導
入

1

　こ
れ
ま
で
に
読
ん
だ
こ
と
の
あ
る
芥
川
龍
之
介

の
作
品
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

1

　本
文
を
音
読
す
る
。

2

　音
読
・
黙
読
を
通
じ
て
、
物
語
の
内
容
を
理
解

す
る
。

3

　初
発
の
感
想
を
話
し
合
う
。

4

　難
解
な
語
句
・
注
目
し
た
表
現
な
ど
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
。

1

　小
学
校
・
中
学
校
時
代
に
読
ん
だ
作
品
が
あ
れ
ば
、
作
品
名

や
簡
単
な
感
想
を
発
表
さ
せ
る
。

1

　適
宜
区
切
っ
て
、
指
名
に
よ
り
音
読
さ
せ
る
。

2

　物
語
の
展
開
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
確
認
さ
せ
る
。

3

　印
象
に
残
っ
た
場
面
・
描
写
に
つ
い
て
、
自
由
に
感
想
を
述

べ
さ
せ
る
。

4

　わ
か
ら
な
い
語
句
は
辞
書
で
意
味
を
調
べ
て
お
く
よ
う
に
指

示
す
る
。

第2時限

❶
物
語
の
背
景
と
な
っ

て
い
る
時
代
状
況
・

社
会
状
況
に
つ
い
て

本
文
の
記
述
を
も
と

に
確
認
す
る

展
開
1

1

　物
語
の
時
代
・
季
節
・
場
所
・
登
場
人
物
な
ど

に
つ
い
て
確
認
す
る
。

2

　当
時
の
社
会
状
況
に
つ
い
て
理
解
す
る
。（「
学

習
の
手
引
き
一
」）

3

　羅
生
門
が
ど
の
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
か
把
握

す
る
。

1

　平
安
時
代
（
末
期
）・
秋
・
京
都
の
羅
生
門
・
下
人
と
い
う
存

在
な
ど
に
つ
い
て
確
認
さ
せ
る
。

2

　相
次
ぐ
災
い
に
よ
っ
て
荒
廃
し
た
社
会
で
あ
っ
た
こ
と
を
理

解
さ
せ
る
。

3

　荒
れ
果
て
て
、
死
体
の
捨
て
場
所
と
化
し
て
い
た
こ
と
を
把

握
さ
せ
る
。
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教
材
の
ね
ら
い
／
学
習
指
導
の
展
開
と
評
価
　

◎時間・目標・学習内容と指導内容・指導上の留意点を、
　指導の実際に即して表組みで示しました。

◎学習目標を達成するための具体的な手だてや
　注意するポイントを示しました。

◎学習の目標を、具体的に
　箇条書きでまとめました。
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一
九
一
七

（
大
正
六
）

一
九
一
八

（
大
正
七
）

一
九
一
九

（
大
正
八
）

一
九
二
〇

（
大
正
九
）

一
九
二
一

（
大
正
一
〇
）

一
九
二
二

（
大
正
一
一
）

一
九
二
三

（
大
正
一
二
）

五
月
、
第
一
創
作
集
『
羅
生
門
』
を
阿

蘭
陀
書
房
よ
り
刊
行
す
る
。

二
月
、
塚
本
文
子
と
田
端
の
自
笑
軒
に

お
い
て
結
婚
式
を
あ
げ
る
。
七
月
、
春

陽
堂
よ
り
〈
新
興
文
藝
叢
書
第
八
編
〉

と
し
て
創
作
集
『
鼻
』
を
刊
行
す
る
。

二
月
、
大
阪
毎
日
新
聞
社
よ
り
辞
令
を

受
け
取
る
。
報
酬
月
額
百
三
十
円
、
別

に
原
稿
料
と
い
う
条
件
で
あ
っ
た
。
三

月
、
海
軍
機
関
学
校
を
退
職
す
る
。

四
月
、
長
男
誕
生
、
菊
池
寛
の
「
寛
」

よ
り
「
比
呂
志
」
と
命
名
す
る
。

三
月
、
大
阪
毎
日
新
聞
社
の
海
外
視
察

員
と
し
て
中
国
に
派
遣
さ
れ
る
。
上

海
・
杭
州
・
蘇
州
・
南
京
・
北
京
・
天

津
な
ど
を
ま
わ
り
、
七
月
に
帰
国
す

る
。
年
末
よ
り
不
眠
症
に
苦
し
み
、
睡

眠
薬
を
常
用
す
る
よ
う
に
な
る
。

十
一
月
、
次
男
・
多
加
志
、
誕
生
す
る
。

＊
七
月
九
日
、
森
鷗
外
死
去
。

一
月
、
菊
池
寛
が
『
文
藝
春
秋
』
を
創

刊
、
そ
の
創
刊
号
よ
り
、
巻
頭
に
「
侏し
ゅ

儒じ
ゅ

の
言
葉
」
を
寄
せ
る
（
大
正
十
四
年

10
月
〜
11
月

「
戯
作
三
昧
」

5
月
「
地
獄
変
」

7
月
「
蜘
蛛
の
糸
」

9
月
「
奉
教
人
の
死
」

10
月
「
枯
野
抄
」

3
〜
5
月

「
き
り
し
と
ほ

ろ
上
人
伝
」

5
月
「
蜜
柑
」

1
月
「
舞
踏
会
」

4
月
「
秋
」

7
月
「
杜
子
春
」

1
〜
2
月

「
ア
グ
ニ
の
神
」

8
〜
9
月

「
上
海
游
記
」

1
月
「
藪
の
中
」

「
将
軍
」

3
月
「
ト
ロ
ッ
コ
」

3
月
「
雛ひ
な

」

5
月
「
保や
す

吉き
ち

の
手
帳

か
ら
」

一
九
二
四

（
大
正
一
三
）

一
九
二
五

（
大
正
一
四
）

一
九
二
六

（
大
正
一
五
）

／
昭
和
元
）

一
九
二
七

（
昭
和
二
）

十
一
月
ま
で
）。
九
月
一
日
、
関
東
大

震
災
に
遭
遇
す
る
。

七
月
下
旬
か
ら
八
月
に
か
け
て
、
軽
井

沢
に
滞
在
す
る
。

七
月
、
三
男
・
也
寸
志
、
誕
生
す
る
。

不
眠
症
・
胃
腸
の
不
調
・
神
経
性
狭
心

症
な
ど
の
症
状
に
苦
し
み
、
一
月
か
ら

二
月
に
か
け
て
静
養
の
た
め
に
湯
河

原
に
滞
在
す
る
。
そ
の
後
、
病
状
は
好

転
せ
ず
、
多
種
の
薬
物
を
服
用
す
る
よ

う
に
な
る
。

＊
十
二
月
二
十
五
日
、
大
正
天
皇
崩

御
。

一
月
、
義
兄
の
家
か
ら
出
火
、
義
兄
に

放
火
の
疑
い
が
か
か
り
、
義
兄
が
鉄
道

自
殺
を
す
る
。
四
月
、
帝
国
ホ
テ
ル
に

お
い
て
心
中
を
計
画
す
る
が
、
未
遂
に

終
わ
る
。
同
月
、
菊
池
寛
あ
て
の
遺
書

を
書
く
。
五
月
、
帝
国
ホ
テ
ル
で
心
中

を
は
か
る
が
、
手
当
て
に
よ
っ
て
一
命

を
と
り
と
め
る
。
七
月
二
十
四
日
、
致

死
量
の
ヴ
ェ
ロ
ナ
ー
ル
、
ジ
ャ
ー
ル
な

ど
を
飲
み
、
自
殺
。

12
月
「
あ
ば
ば
ば
ば
」

1
月
「
糸
女
覚
え
書
」

1
月
「
大
導
寺
信
輔

の
半
生
」

1
月
「
湖
南
の
扇
」

10
月
「
点
鬼
簿
」

1
〜
2
月

「
玄
鶴
山
房
」

3
月
「
蜃し
ん

気き

楼ろ
う

」

「
河
童
」

8
月
「
西
方
の
人
」

9
月
「
続
西
方
の
人
」

10
月
「
歯
車
」

「
或
阿
呆
の
一

生
」
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教
材
の
研
究

◉
筆
者  

芥
川
龍
之
介
（
あ
く
た
が
わ
り
ゅ
う
の
す
け
）

　小
説
家
。
一
八
九
二
（
明
治
二
五
）
年
、
東
京
市
京
橋
区
（
現
、
東
京
都
中
央

区
）
生
ま
れ
。
第
一
高
等
学
校
第
一
部
乙
類
（
文
科
）、東
京
帝
国
大
学
英
吉
利
文

学
科
を
卒
業
。
大
学
在
学
中
に
久
米
正
雄
・
菊
池
寛
ら
と
「
新
思
潮
」（
第
三
次
・

第
四
次
）
を
創
刊
、
翻
訳
・
小
説
・
戯
曲
な
ど
を
発
表
。
一
九
一
六
（
大
正
五
）

年
、「
新
思
潮
」（
第
四
次
・
創
刊
号
）
に
発
表
し
た
小
説
「
鼻
」
が
夏
目
漱
石
の

激
賞
を
受
け
、
文
壇
に
登
場
す
る
機
縁
と
な
る
。
初
期
の
作
品
は
〈
昔
〉
を
舞
台

に
し
た
小
説
が
多
く
、
多
様
な
ス
タ
イ
ル
の
短
編
小
説
を
試
み
、
緊
密
な
文
体
と

知
的
な
構
成
に
よ
る
作
風
と
に
よ
っ
て
、
人
気
作
家
と
な
る
。
の
ち
に
作
風
を
転

じ
て
、
自
己
自
身
に
材
を
求
め
た
作
品
が
書
か
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
健
康
状
態

が
悪
化
し
、一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
に
自
殺
。
代
表
作
に
は
、「
戯
作
三
昧
」（
一

九
一
七
年
）、「
地
獄
変
」（
一
九
一
八
年
）、「
藪
の
中
」（
一
九
二
二
年
）、「
河
童
」

「
歯
車
」（
一
九
二
七
年
）
な
ど
が
あ
る
。

◉
略
年
譜  

一
八
九
二

（
明
治
二
五
）

一
九
〇
四

（
明
治
三
七
）

三
月
一
日
、
東
京
市
京
橋
区
入
船
町

（
現
中
央
区
明
石
町
）
に
、
新
原
敏
三
・

ふ
く
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
こ
の

年
の
十
月
ご
ろ
、
母
・
ふ
く
が
発
狂
し

た
た
め
、
龍
之
介
は
母
の
実
家
で
あ
る

芥
川
家
（
本
所
区
小
泉
町
、
現
墨
田
区

両
国
）
で
養
育
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

八
月
、
芥
川
家
に
養
子
と
し
て
入
籍

し
、
芥
川
家
の
養
嫡
子
と
な
る
。

一
九
一
〇

（
明
治
四
三
）

一
九
一
三

（
大
正
二
）

一
九
一
四

（
大
正
三
）

一
九
一
五

（
大
正
四
）

一
九
一
六

（
大
正
五
）

三
月
、
東
京
府
立
第
三
中
学
校
を
卒

業
。
八
月
、
第
一
高
等
学
校
文
科
に
無

試
験
で
合
格
し
、
九
月
に
一
高
に
入
学

す
る
。
同
級
に
は
菊
池
寛
・
成
瀬
正

一
・
井
川
（
恒
藤
）
恭
・
松
岡
譲
・
久

米
正
雄
・
倉
田
百
三
・
藤
森
成
吉
・
山

本
有
三
・
土
屋
文
明
ら
が
い
た
。

七
月
、
一
高
を
卒
業
、
九
月
、
東
京
帝

国
大
学
文
科（
英
文
科
）に
入
学
す
る
。

二
月
、
菊
池
・
成
瀬
・
松
岡
・
久
米
ら

と
第
三
次
『
新
思
潮
』
を
創
刊
す
る
。

早
春
、
吉
田
弥
生
と
の
結
婚
を
義
父
母

と
伯
母
に
反
対
さ
れ
、
結
婚
を
断
念
す

る
。
十
一
月
、「
羅
生
門
」
を
『
帝
国

文
学
』
に
発
表
す
る
。
こ
の
月
、
久
米

と
と
も
に
夏
目
漱
石
を
漱
石
山
房
に

訪
ね
、
以
後
、
木
曜
会
に
出
席
す
る
。

二
月
、
菊
池
・
成
瀬
・
松
岡
・
久
米
ら

と
と
も
に
第
四
次
『
新
思
潮
』
を
創
刊

す
る
。
七
月
、
東
京
帝
国
大
学
（
英
文

科
）
を
卒
業
、
卒
業
論
文
は
「
ウ
イ
リ

ア
ム
・
モ
リ
ス
研
究
」
で
あ
っ
た
。
十

二
月
、
海
軍
機
関
学
校
教
授
嘱
託
に
就

任
す
る
。

＊
十
二
月
九
日
、
夏
目
漱
石
死
去
。

5
月
「
老
年
」

9
月
「
青
年
と
死
」

4
月
「
ひ
ょ
っ
と
こ
」

11
月
「
羅
生
門
」

2
月
「
鼻
」

5
月
「
虱し
ら
み」

9
月
「
芋い
も

粥が
ゆ

」

10
月
「
手は
ん

巾け
ち

」

11
月
「
煙
草
と
悪
魔
」
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一
九
一
七

（
大
正
六
）

一
九
一
八

（
大
正
七
）

一
九
一
九

（
大
正
八
）

一
九
二
〇

（
大
正
九
）

一
九
二
一

（
大
正
一
〇
）

一
九
二
二

（
大
正
一
一
）

一
九
二
三

（
大
正
一
二
）

五
月
、
第
一
創
作
集
『
羅
生
門
』
を
阿

蘭
陀
書
房
よ
り
刊
行
す
る
。

二
月
、
塚
本
文
子
と
田
端
の
自
笑
軒
に

お
い
て
結
婚
式
を
あ
げ
る
。
七
月
、
春

陽
堂
よ
り
〈
新
興
文
藝
叢
書
第
八
編
〉

と
し
て
創
作
集
『
鼻
』
を
刊
行
す
る
。

二
月
、
大
阪
毎
日
新
聞
社
よ
り
辞
令
を

受
け
取
る
。
報
酬
月
額
百
三
十
円
、
別

に
原
稿
料
と
い
う
条
件
で
あ
っ
た
。
三

月
、
海
軍
機
関
学
校
を
退
職
す
る
。

四
月
、
長
男
誕
生
、
菊
池
寛
の
「
寛
」

よ
り
「
比
呂
志
」
と
命
名
す
る
。

三
月
、
大
阪
毎
日
新
聞
社
の
海
外
視
察

員
と
し
て
中
国
に
派
遣
さ
れ
る
。
上

海
・
杭
州
・
蘇
州
・
南
京
・
北
京
・
天

津
な
ど
を
ま
わ
り
、
七
月
に
帰
国
す

る
。
年
末
よ
り
不
眠
症
に
苦
し
み
、
睡

眠
薬
を
常
用
す
る
よ
う
に
な
る
。

十
一
月
、
次
男
・
多
加
志
、
誕
生
す
る
。

＊
七
月
九
日
、
森
鷗
外
死
去
。

一
月
、
菊
池
寛
が
『
文
藝
春
秋
』
を
創

刊
、
そ
の
創
刊
号
よ
り
、
巻
頭
に
「
侏し
ゅ

儒じ
ゅ

の
言
葉
」
を
寄
せ
る
（
大
正
十
四
年

10
月
〜
11
月

「
戯
作
三
昧
」

5
月
「
地
獄
変
」

7
月
「
蜘
蛛
の
糸
」

9
月
「
奉
教
人
の
死
」

10
月
「
枯
野
抄
」

3
〜
5
月

「
き
り
し
と
ほ

ろ
上
人
伝
」

5
月
「
蜜
柑
」

1
月
「
舞
踏
会
」

4
月
「
秋
」

7
月
「
杜
子
春
」

1
〜
2
月

「
ア
グ
ニ
の
神
」

8
〜
9
月

「
上
海
游
記
」

1
月
「
藪
の
中
」

「
将
軍
」

3
月
「
ト
ロ
ッ
コ
」

3
月
「
雛ひ
な

」

5
月
「
保や
す

吉き
ち

の
手
帳

か
ら
」

一
九
二
四

（
大
正
一
三
）

一
九
二
五

（
大
正
一
四
）

一
九
二
六

（
大
正
一
五
）

／
昭
和
元
）

一
九
二
七

（
昭
和
二
）

十
一
月
ま
で
）。
九
月
一
日
、
関
東
大

震
災
に
遭
遇
す
る
。

七
月
下
旬
か
ら
八
月
に
か
け
て
、
軽
井

沢
に
滞
在
す
る
。

七
月
、
三
男
・
也
寸
志
、
誕
生
す
る
。

不
眠
症
・
胃
腸
の
不
調
・
神
経
性
狭
心

症
な
ど
の
症
状
に
苦
し
み
、
一
月
か
ら

二
月
に
か
け
て
静
養
の
た
め
に
湯
河

原
に
滞
在
す
る
。
そ
の
後
、
病
状
は
好

転
せ
ず
、
多
種
の
薬
物
を
服
用
す
る
よ

う
に
な
る
。

＊
十
二
月
二
十
五
日
、
大
正
天
皇
崩

御
。

一
月
、
義
兄
の
家
か
ら
出
火
、
義
兄
に

放
火
の
疑
い
が
か
か
り
、
義
兄
が
鉄
道

自
殺
を
す
る
。
四
月
、
帝
国
ホ
テ
ル
に

お
い
て
心
中
を
計
画
す
る
が
、
未
遂
に

終
わ
る
。
同
月
、
菊
池
寛
あ
て
の
遺
書

を
書
く
。
五
月
、
帝
国
ホ
テ
ル
で
心
中

を
は
か
る
が
、
手
当
て
に
よ
っ
て
一
命

を
と
り
と
め
る
。
七
月
二
十
四
日
、
致

死
量
の
ヴ
ェ
ロ
ナ
ー
ル
、
ジ
ャ
ー
ル
な

ど
を
飲
み
、
自
殺
。

12
月
「
あ
ば
ば
ば
ば
」

1
月
「
糸
女
覚
え
書
」

1
月
「
大
導
寺
信
輔

の
半
生
」

1
月
「
湖
南
の
扇
」

10
月
「
点
鬼
簿
」

1
〜
2
月

「
玄
鶴
山
房
」

3
月
「
蜃し
ん

気き

楼ろ
う

」

「
河
童
」

8
月
「
西
方
の
人
」

9
月
「
続
西
方
の
人
」

10
月
「
歯
車
」

「
或
阿
呆
の
一

生
」
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教
材
の
研
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◉
筆
者  

芥
川
龍
之
介
（
あ
く
た
が
わ
り
ゅ
う
の
す
け
）

　小
説
家
。
一
八
九
二
（
明
治
二
五
）
年
、
東
京
市
京
橋
区
（
現
、
東
京
都
中
央

区
）
生
ま
れ
。
第
一
高
等
学
校
第
一
部
乙
類
（
文
科
）、東
京
帝
国
大
学
英
吉
利
文

学
科
を
卒
業
。
大
学
在
学
中
に
久
米
正
雄
・
菊
池
寛
ら
と
「
新
思
潮
」（
第
三
次
・

第
四
次
）
を
創
刊
、
翻
訳
・
小
説
・
戯
曲
な
ど
を
発
表
。
一
九
一
六
（
大
正
五
）

年
、「
新
思
潮
」（
第
四
次
・
創
刊
号
）
に
発
表
し
た
小
説
「
鼻
」
が
夏
目
漱
石
の

激
賞
を
受
け
、
文
壇
に
登
場
す
る
機
縁
と
な
る
。
初
期
の
作
品
は
〈
昔
〉
を
舞
台

に
し
た
小
説
が
多
く
、
多
様
な
ス
タ
イ
ル
の
短
編
小
説
を
試
み
、
緊
密
な
文
体
と

知
的
な
構
成
に
よ
る
作
風
と
に
よ
っ
て
、
人
気
作
家
と
な
る
。
の
ち
に
作
風
を
転

じ
て
、
自
己
自
身
に
材
を
求
め
た
作
品
が
書
か
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
健
康
状
態

が
悪
化
し
、一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
に
自
殺
。
代
表
作
に
は
、「
戯
作
三
昧
」（
一

九
一
七
年
）、「
地
獄
変
」（
一
九
一
八
年
）、「
藪
の
中
」（
一
九
二
二
年
）、「
河
童
」

「
歯
車
」（
一
九
二
七
年
）
な
ど
が
あ
る
。

◉
略
年
譜  

一
八
九
二

（
明
治
二
五
）

一
九
〇
四

（
明
治
三
七
）

三
月
一
日
、
東
京
市
京
橋
区
入
船
町

（
現
中
央
区
明
石
町
）
に
、
新
原
敏
三
・

ふ
く
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
こ
の

年
の
十
月
ご
ろ
、
母
・
ふ
く
が
発
狂
し

た
た
め
、
龍
之
介
は
母
の
実
家
で
あ
る

芥
川
家
（
本
所
区
小
泉
町
、
現
墨
田
区

両
国
）
で
養
育
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

八
月
、
芥
川
家
に
養
子
と
し
て
入
籍

し
、
芥
川
家
の
養
嫡
子
と
な
る
。

一
九
一
〇

（
明
治
四
三
）

一
九
一
三

（
大
正
二
）

一
九
一
四

（
大
正
三
）

一
九
一
五

（
大
正
四
）

一
九
一
六

（
大
正
五
）

三
月
、
東
京
府
立
第
三
中
学
校
を
卒

業
。
八
月
、
第
一
高
等
学
校
文
科
に
無

試
験
で
合
格
し
、
九
月
に
一
高
に
入
学

す
る
。
同
級
に
は
菊
池
寛
・
成
瀬
正

一
・
井
川
（
恒
藤
）
恭
・
松
岡
譲
・
久

米
正
雄
・
倉
田
百
三
・
藤
森
成
吉
・
山

本
有
三
・
土
屋
文
明
ら
が
い
た
。

七
月
、
一
高
を
卒
業
、
九
月
、
東
京
帝

国
大
学
文
科（
英
文
科
）に
入
学
す
る
。

二
月
、
菊
池
・
成
瀬
・
松
岡
・
久
米
ら

と
第
三
次
『
新
思
潮
』
を
創
刊
す
る
。

早
春
、
吉
田
弥
生
と
の
結
婚
を
義
父
母

と
伯
母
に
反
対
さ
れ
、
結
婚
を
断
念
す

る
。
十
一
月
、「
羅
生
門
」
を
『
帝
国

文
学
』
に
発
表
す
る
。
こ
の
月
、
久
米

と
と
も
に
夏
目
漱
石
を
漱
石
山
房
に

訪
ね
、
以
後
、
木
曜
会
に
出
席
す
る
。

二
月
、
菊
池
・
成
瀬
・
松
岡
・
久
米
ら

と
と
も
に
第
四
次
『
新
思
潮
』
を
創
刊

す
る
。
七
月
、
東
京
帝
国
大
学
（
英
文

科
）
を
卒
業
、
卒
業
論
文
は
「
ウ
イ
リ

ア
ム
・
モ
リ
ス
研
究
」
で
あ
っ
た
。
十

二
月
、
海
軍
機
関
学
校
教
授
嘱
託
に
就

任
す
る
。

＊
十
二
月
九
日
、
夏
目
漱
石
死
去
。

5
月
「
老
年
」

9
月
「
青
年
と
死
」

4
月
「
ひ
ょ
っ
と
こ
」

11
月
「
羅
生
門
」

2
月
「
鼻
」

5
月
「
虱し
ら
み」

9
月
「
芋い
も

粥が
ゆ

」

10
月
「
手は
ん

巾け
ち

」

11
月
「
煙
草
と
悪
魔
」
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た
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
が
、
確
か
に
、
そ
の
「m

oral

」（
道
徳
）
も
し
く
は

「m
oral of philistine

」（
俗
人
の
道
徳
）
と
い
う
問
題
は
、
現
行
の
「
羅
生
門
」

に
お
け
る
「
下
人
」
の
も
の
の
見
方
・
考
え
方
に
も
反
映
し
て
お
り
、
そ
れ
が
こ

の
作
品
の
「
主
題
」
と
な
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

　む
ろ
ん
、
あ
る
読
み
手
が
、
作
者
自
身
の
閲
歴
・
業
績
・
発
言
な
ど
を
踏
ま
え

て
、
当
該
の
作
品
か
ら
そ
の
作
者
の
「
中
心
と
な
る
思
想
内
容
」
を
抽
出
し
、
そ

れ
を
作
品
の
「
主
題
」
で
あ
る
と
個
人
的
に
主
張
す
る
こ
と
は
自
由
で
あ
る
。
こ

の
「
羅
生
門
」
と
い
う
作
品
に
対
し
て
は
、
数
多
く
の
研
究
者
・
批
評
家
が
「
主

題
」
に
つ
い
て
言
及
し
て
き
た
。
本
稿
に
お
い
て
は
、〈
モ
ノ
〉
に
も
等
し
い
不
安

定
な
存
在
で
、
自
己
決
定
を
も
な
し
え
な
か
っ
た
男
が
、
自
分
よ
り
弱
い
存
在
を

否
定
的
に
差
別
す
る
こ
と
で
、
一
つ
の
方
向
に
向
け
て
生
き
て
い
こ
う
と
す
る
気

力
を
獲
得
す
る
ま
で
の
こ
と
が
「
羅
生
門
」
で
は
語
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
お
り
、

そ
れ
を
こ
の
作
品
の
「
主
題
」
と
し
て
提
示
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

◉
全
体
の
構
成  

段

　
落

ペ
ー
ジ
・
行

大

　
　
意

第
一
段

初
め
〜
22
・
12「
…

の
段
へ
踏
み
か
け

た
。」

〈
悪
〉
の
道
に
足
を
踏
み
出
せ
な
い
下
人

　あ
る
日
の
暮
れ
方
、
下
人
が
羅
生
門
の
下
で
、
自
分
の
身
の
上
や
身
の
振
り
方
に
つ
い
て
、
思
い
悩
ん
で
い
る
。

第
二
段

22
・
13
「
そ
れ
か

ら
、
…
」
〜
25
・

9
「
…
い
る
の
で

あ
る
。」

〈
悪
〉
の
行
為
を
憎
悪
す
る
下
人

　羅
生
門
の
上
に
登
ろ
う
と
し
た
下
人
は
、
楼
の
上
に
い
る
老
婆
に
気
づ
き
、
そ
の
老
婆
の
行
為
に
激
し
い
憎
悪
を
抱
く
。

第
三
段

25
・
10
「
そ
こ
で
、

…
」
〜
28
・
5
「
…

こ
と
を
言
っ
た
。」

〈
悪
〉
の
存
在
を
懲
ら
し
め
る
下
人

　下
人
は
老
婆
の
前
に
飛
び
出
す
と
、
老
婆
を
ね
じ
倒
し
て
、
門
の
上
で
何
を
し
て
い
た
の
か
を
聞
き
出
す
。

第
四
段

28
・
6
「
下
人
は
、

太
刀
…
」
〜
終
わ

り

〈
悪
〉
の
道
に
足
を
踏
み
入
れ
た
下
人

　下
人
は
老
婆
の
話
を
聞
き
終
え
る
と
、
老
婆
の
着
物
を
剝
ぎ
取
り
、
蹴
倒
し
て
、
夜
の
闇
へ
と
消
え
て
い
く
。
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◉
出
典  

　『芥
川
龍
之
介
全
集
第
一
巻
』（
一
九
七
七
年
・
岩
波
書
店
）
に
よ
る
。
教
科
書

本
文
は
そ
の
全
文
で
、省
略
箇
所
は
な
い
。
初
出
は
「
帝
国
文
学
」（
一
九
一
五
年

一
一
月
号
）
で
、
そ
の
後
、
第
一
創
作
集
『
羅
生
門
』（
一
九
一
七
年
・
阿
蘭
陀
書

房
）
に
収
録
す
る
際
、
若
干
の
改
訂
が
施
さ
れ
、『
新
興
文
藝
叢
書
第
八
編

　鼻
』

（
一
九
一
八
年
・
春
陽
堂
）
に
再
録
す
る
に
当
た
っ
て
大
幅
な
改
訂
が
行
わ
れ
、
現

行
本
文
に
至
っ
て
い
る
。

▼
小
中
学
校
教
科
書
で
の
扱
い
▲

　小
・
中
学
校
の
教
科
書
で
は
、
次
の
芥
川
龍
之
介
作
品
が
教
材
と
し
て
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
。

〈
小
学
校
〉
平
成
23
年
度
版

「
青
が
え
る
」
　教
育
出
版
3
下
・
東
京
書
籍
３
下

「
杜
子
春
」
教
育
出
版
6
下

「
仙
人
」
三
省
堂
6
年

〈
中
学
校
〉
平
成
18
年
度
版
〈
23
年
度
ま
で
使
用
〉

「
ト
ロ
ッ
コ
」
三
省
堂
1
年

「
鼻
」
東
京
書
籍
3
年

〈
中
学
校
〉
平
成
24
年
度
版

「
ト
ロ
ッ
コ
」
三
省
堂
1
年
・
教
育
出
版
1
年
・
東
京
書
籍
1
年

「
少
年
─
海
」
学
校
図
書
3
年

「
蜘
蛛
の
糸
」
教
育
出
版
1
年

◉
大
意  　羅

生
門
の
下
で
雨
や
み
を
し
て
い
る
下
人
は
、
飢
え
死
に
を
し
な
い
た
め

に
は
盗
人
に
な
る
し
か
な
い
と
思
う
も
の
の
、
勇
気
が
出
ず
に
い
た
。
一
夜

を
明
か
す
た
め
に
向
か
っ
た
羅
生
門
の
上
の
楼
で
、
死
人
の
髪
の
毛
を
抜
い

て
い
る
老
婆
の
姿
を
目
撃
す
る
。
下
人
が
老
婆
を
取
り
押
さ
え
て
問
い
質
す

と
、
老
婆
は
生
き
て
い
く
た
め
に
し
か
た
な
く
し
た
こ
と
だ
と
弁
明
す
る
。

老
婆
の
発
言
を
受
け
て
勇
気
が
生
ま
れ
て
き
た
下
人
は
、
老
婆
の
着
物
を
剝

ぎ
取
っ
て
、
夜
の
闇
へ
と
消
え
て
い
く
。（
一
八
九
字
）

　飢
え
死
に
を
し
な
い
た
め
に
盗
人
に
な
る
と
い
う
決
断
が
で
き
ず
に
い
た

下
人
は
、
羅
生
門
の
楼
内
で
老
婆
に
遭
遇
す
る
。
生
き
る
た
め
に
は
悪
行
も

や
む
を
得
な
い
と
い
う
発
言
を
聞
い
て
勇
気
が
生
じ
、老
婆
の
着
物
を
奪
い
、

夜
の
闇
へ
と
消
え
て
い
く
。（
一
〇
〇
字
）

◉
「
主
題
」
を
め
ぐ
る
考
察  

　当
該
の
作
品
の
作
者
が
、
あ
る
「
中
心
と
な
る
思
想
内
容
」
を
構
想
し
、
そ
れ

を
作
品
世
界
に
お
い
て
具
現
化
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
は
至
極
当
然
の
営
み
で
あ

る
。
そ
の
「
中
心
と
な
る
思
想
内
容
」
を
作
者
自
ら
「
主
題
」
と
称
す
る
こ
と
は

一
向
に
差
し
支
え
な
い
。
よ
っ
て
、
あ
る
作
品
に
お
い
て
「
主
題
」
と
名
指
す
も

の
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
う
し
た
作
者
自
身
が
明
定
し
た
も
の
以
外
に
は
本

来
的
に
あ
り
え
な
い
。
例
え
ば
、
こ
の
「
羅
生
門
」
と
い
う
作
品
に
対
し
て
、
作

者
で
あ
る
芥
川
龍
之
介
が
「
大
学
時
代
ノ
ー
ト
（
メ
モ
、カ
ッ
ト
）」（『
芥
川
龍
之

介
資
料
集
』
一
九
九
三
年
・
山
梨
県
立
文
学
館
）
の
「D

efence for 

“Rasho-
m

on

”」
と
い
う
覚
書
に
お
い
て
、「m

oral

」・「m
oral of philistine

」
を
扱
い

【
二
〇
〇
字
】

【
一
〇
〇
字
】
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た
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
が
、
確
か
に
、
そ
の
「m

oral

」（
道
徳
）
も
し
く
は

「m
oral of philistine

」（
俗
人
の
道
徳
）
と
い
う
問
題
は
、
現
行
の
「
羅
生
門
」

に
お
け
る
「
下
人
」
の
も
の
の
見
方
・
考
え
方
に
も
反
映
し
て
お
り
、
そ
れ
が
こ

の
作
品
の
「
主
題
」
と
な
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

　む
ろ
ん
、
あ
る
読
み
手
が
、
作
者
自
身
の
閲
歴
・
業
績
・
発
言
な
ど
を
踏
ま
え

て
、
当
該
の
作
品
か
ら
そ
の
作
者
の
「
中
心
と
な
る
思
想
内
容
」
を
抽
出
し
、
そ

れ
を
作
品
の
「
主
題
」
で
あ
る
と
個
人
的
に
主
張
す
る
こ
と
は
自
由
で
あ
る
。
こ

の
「
羅
生
門
」
と
い
う
作
品
に
対
し
て
は
、
数
多
く
の
研
究
者
・
批
評
家
が
「
主

題
」
に
つ
い
て
言
及
し
て
き
た
。
本
稿
に
お
い
て
は
、〈
モ
ノ
〉
に
も
等
し
い
不
安

定
な
存
在
で
、
自
己
決
定
を
も
な
し
え
な
か
っ
た
男
が
、
自
分
よ
り
弱
い
存
在
を

否
定
的
に
差
別
す
る
こ
と
で
、
一
つ
の
方
向
に
向
け
て
生
き
て
い
こ
う
と
す
る
気

力
を
獲
得
す
る
ま
で
の
こ
と
が
「
羅
生
門
」
で
は
語
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
お
り
、

そ
れ
を
こ
の
作
品
の
「
主
題
」
と
し
て
提
示
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

◉
全
体
の
構
成  

段

　
落

ペ
ー
ジ
・
行

大

　
　
意

第
一
段

初
め
〜
22
・
12「
…

の
段
へ
踏
み
か
け

た
。」

〈
悪
〉
の
道
に
足
を
踏
み
出
せ
な
い
下
人

　あ
る
日
の
暮
れ
方
、
下
人
が
羅
生
門
の
下
で
、
自
分
の
身
の
上
や
身
の
振
り
方
に
つ
い
て
、
思
い
悩
ん
で
い
る
。

第
二
段

22
・
13
「
そ
れ
か

ら
、
…
」
〜
25
・

9
「
…
い
る
の
で

あ
る
。」

〈
悪
〉
の
行
為
を
憎
悪
す
る
下
人

　羅
生
門
の
上
に
登
ろ
う
と
し
た
下
人
は
、
楼
の
上
に
い
る
老
婆
に
気
づ
き
、
そ
の
老
婆
の
行
為
に
激
し
い
憎
悪
を
抱
く
。

第
三
段

25
・
10
「
そ
こ
で
、

…
」
〜
28
・
5
「
…

こ
と
を
言
っ
た
。」

〈
悪
〉
の
存
在
を
懲
ら
し
め
る
下
人

　下
人
は
老
婆
の
前
に
飛
び
出
す
と
、
老
婆
を
ね
じ
倒
し
て
、
門
の
上
で
何
を
し
て
い
た
の
か
を
聞
き
出
す
。

第
四
段

28
・
6
「
下
人
は
、

太
刀
…
」
〜
終
わ

り

〈
悪
〉
の
道
に
足
を
踏
み
入
れ
た
下
人

　下
人
は
老
婆
の
話
を
聞
き
終
え
る
と
、
老
婆
の
着
物
を
剝
ぎ
取
り
、
蹴
倒
し
て
、
夜
の
闇
へ
と
消
え
て
い
く
。
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◉
出
典  

　『芥
川
龍
之
介
全
集
第
一
巻
』（
一
九
七
七
年
・
岩
波
書
店
）
に
よ
る
。
教
科
書

本
文
は
そ
の
全
文
で
、省
略
箇
所
は
な
い
。
初
出
は
「
帝
国
文
学
」（
一
九
一
五
年

一
一
月
号
）
で
、
そ
の
後
、
第
一
創
作
集
『
羅
生
門
』（
一
九
一
七
年
・
阿
蘭
陀
書

房
）
に
収
録
す
る
際
、
若
干
の
改
訂
が
施
さ
れ
、『
新
興
文
藝
叢
書
第
八
編

　鼻
』

（
一
九
一
八
年
・
春
陽
堂
）
に
再
録
す
る
に
当
た
っ
て
大
幅
な
改
訂
が
行
わ
れ
、
現

行
本
文
に
至
っ
て
い
る
。

▼
小
中
学
校
教
科
書
で
の
扱
い
▲

　小
・
中
学
校
の
教
科
書
で
は
、
次
の
芥
川
龍
之
介
作
品
が
教
材
と
し
て
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
。

〈
小
学
校
〉
平
成
23
年
度
版

「
青
が
え
る
」
　教
育
出
版
3
下
・
東
京
書
籍
３
下

「
杜
子
春
」
教
育
出
版
6
下

「
仙
人
」
三
省
堂
6
年

〈
中
学
校
〉
平
成
18
年
度
版
〈
23
年
度
ま
で
使
用
〉

「
ト
ロ
ッ
コ
」
三
省
堂
1
年

「
鼻
」
東
京
書
籍
3
年

〈
中
学
校
〉
平
成
24
年
度
版

「
ト
ロ
ッ
コ
」
三
省
堂
1
年
・
教
育
出
版
1
年
・
東
京
書
籍
1
年

「
少
年
─
海
」
学
校
図
書
3
年

「
蜘
蛛
の
糸
」
教
育
出
版
1
年

◉
大
意  　羅

生
門
の
下
で
雨
や
み
を
し
て
い
る
下
人
は
、
飢
え
死
に
を
し
な
い
た
め

に
は
盗
人
に
な
る
し
か
な
い
と
思
う
も
の
の
、
勇
気
が
出
ず
に
い
た
。
一
夜

を
明
か
す
た
め
に
向
か
っ
た
羅
生
門
の
上
の
楼
で
、
死
人
の
髪
の
毛
を
抜
い

て
い
る
老
婆
の
姿
を
目
撃
す
る
。
下
人
が
老
婆
を
取
り
押
さ
え
て
問
い
質
す

と
、
老
婆
は
生
き
て
い
く
た
め
に
し
か
た
な
く
し
た
こ
と
だ
と
弁
明
す
る
。

老
婆
の
発
言
を
受
け
て
勇
気
が
生
ま
れ
て
き
た
下
人
は
、
老
婆
の
着
物
を
剝

ぎ
取
っ
て
、
夜
の
闇
へ
と
消
え
て
い
く
。（
一
八
九
字
）

　飢
え
死
に
を
し
な
い
た
め
に
盗
人
に
な
る
と
い
う
決
断
が
で
き
ず
に
い
た

下
人
は
、
羅
生
門
の
楼
内
で
老
婆
に
遭
遇
す
る
。
生
き
る
た
め
に
は
悪
行
も

や
む
を
得
な
い
と
い
う
発
言
を
聞
い
て
勇
気
が
生
じ
、老
婆
の
着
物
を
奪
い
、

夜
の
闇
へ
と
消
え
て
い
く
。（
一
〇
〇
字
）

◉
「
主
題
」
を
め
ぐ
る
考
察  

　当
該
の
作
品
の
作
者
が
、
あ
る
「
中
心
と
な
る
思
想
内
容
」
を
構
想
し
、
そ
れ

を
作
品
世
界
に
お
い
て
具
現
化
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
は
至
極
当
然
の
営
み
で
あ

る
。
そ
の
「
中
心
と
な
る
思
想
内
容
」
を
作
者
自
ら
「
主
題
」
と
称
す
る
こ
と
は

一
向
に
差
し
支
え
な
い
。
よ
っ
て
、
あ
る
作
品
に
お
い
て
「
主
題
」
と
名
指
す
も

の
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
う
し
た
作
者
自
身
が
明
定
し
た
も
の
以
外
に
は
本

来
的
に
あ
り
え
な
い
。
例
え
ば
、
こ
の
「
羅
生
門
」
と
い
う
作
品
に
対
し
て
、
作

者
で
あ
る
芥
川
龍
之
介
が
「
大
学
時
代
ノ
ー
ト
（
メ
モ
、カ
ッ
ト
）」（『
芥
川
龍
之

介
資
料
集
』
一
九
九
三
年
・
山
梨
県
立
文
学
館
）
の
「D

efence for 

“Rasho-
m

on

”」
と
い
う
覚
書
に
お
い
て
、「m

oral

」・「m
oral of philistine

」
を
扱
い

【
二
〇
〇
字
】

【
一
〇
〇
字
】
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◎教科書採録本文の出典を示しました。書名・発行年・出版社に加え、
　必要に応じて小中学校の教科書での扱いについて解説しました。

現
代
文
教
材

教
材
の
研
究
︵
出
典
／
大
意
／
﹁
主
題
﹂
を
め
ぐ
る
考
察
／
全
体
の
構
成
︶

◎
小
説
教
材
に
は
、作
品
の「
主
題
」に
つ
い
て
の

　考
え
方
や
方
向
性
を
示
し
ま
し
た
。

◎
字
数
制
限
を
付
加
し
て
、大
意（
要
旨
）を
掲
載
し
ま
し
た
。

　字
数
制
限
は
、二
〇
〇
字
・一
〇
〇
字
を
原
則
と
し
ま
し
た
。
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◉
展
開
図  

ひととおりならず衰微していた京都の町
➡

荒廃した羅生門
➡

雨に降りこめられた下人

・火をともして楼内で死体を物色し
ている
・女の死体から髪の毛を一本ずつ抜
く

・人の気配を察知する【警戒心】
・老婆を目撃する【恐怖心・好奇心】
・行為を確認する【憎悪・悪への反
感】

・男の足にしがみつこうとする
・門の下をのぞきこむ

・老婆の着物を剝ぎ取り、老婆を蹴
倒して夜の闇へと消えていく

・突然の事態に動転する

・問いかけに黙っている【恐怖心】
・問いかけに答える（必死の弁明）

・男の表情の変化を見る【恐怖心】
・自己の行為について語る

・老婆を取り押さえ、太刀を突きつ
ける
・老婆の表情を見る【得意・満足】
・老婆の答えを聞く【失望・憎悪・
侮蔑】
・老婆の話を聞く【冷然】
・盗人になる勇気が生まれてくる

・行き所がなく途方に暮れている
・身の振り方について思案する
・盗人になる勇気が出ずにいる
・寝場所を求めて楼へ登る

➡
➡

➡

（ ）・自らの目的を果たすために羅生
　門の楼へ登る

かつらの材料を集めに来た老婆
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語
句
・
文
脈
の
解
説

1
8
ペ
ー
ジ �

Ｌ
1

　あ
る
日
の
暮
れ
方
の
こ
と
で
あ
る
。
一
人
の

下
人
が
、
羅
生
門
の
下
で
雨
や
み
を
待
っ
て
い

た　

こ
の
冒
頭
の
形
式
段
落
に
お
い
て
、『
羅
生
門
』

と
い
う
物
語
の
基
本
的
枠
組
み
が
、〈
語
り
手
〉（
後

に
「
作
者
」
と
称
し
て
物
語
に
介
入
し
て
く
る
こ
と

に
な
る
）
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
①

い
つ
＝
あ
る
日
の
暮
れ
方
、
②
ど
こ
で
＝
羅
生
門
の

下
に
て
、
③
誰
が
＝
一
人
の
下
人
が
、
④
何
を
＝
雨

や
み
を
待
っ
て
い
る
、
と
い
う
物
語
に
関
す
る
基
点

と
な
る
情
報
が
明
ら
か
に
な
る
。
や
が
て
①
に
つ
い

て
は
、
平
安
時
代
の
末
期
の
秋
と
い
う
大
枠
の
情
報

が
付
加
さ
れ
る
と
と
も
に
、
推
移
し
て
い
く
時
間
が

示
さ
れ
、
②
に
つ
い
て
は
、
平
安
京
に
あ
っ
た
羅
生

門
と
い
う
場
所
に
か
か
わ
る
否
定
的
情
報
が
語
ら

れ
、
さ
ら
に
、
③
を
め
ぐ
っ
て
は
、
老
婆
と
い
う
人

物
が
加
わ
る
こ
と
に
な
る
。
④
に
つ
い
て
は
、「
申
の

刻
下
が
り
」（
20
・
11
）
に
突
然
に
降
り
だ
し
た
雨
に

よ
っ
て
、
雨
宿
り
を
す
る
必
要
か
ら
、
や
む
を
得
ず

し
て
い
る
行
為
で
あ
る
こ
と
、
特
別
な
目
的
が
あ
っ

て
こ
の
羅
生
門
に
や
っ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
、
と

い
う
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

Ｌ
1

　下
人　

下
人
と
は
「
身
分
の
低
い
者
」・「
卑

賤
の
者
」
と
解
さ
れ
、
そ
う
し
た
意
味
で
は
差
別
的

な
語
感
を
有
す
る
こ
と
ば
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
と

こ
ろ
で
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
第
二
版
）
に
よ
れ

ば
、「
平
安
時
代
以
後
の
隷
属
民
。
荘
園
の
地
頭
や
荘

官
、
名
主
や
地
主
な
ど
に
隷
属
し
て
、
家
事
、
農
業
、

軍
事
な
ど
主
家
の
雑
役
に
つ
か
わ
れ
、
財
産
と
し
て

土
地
と
い
っ
し
ょ
に
、
あ
る
い
は
別
々
に
売
買
質
入

や
譲
渡
の
対
象
と
な
っ
た
。」
と
あ
る
。
ま
た
、『
日

本
民
衆
の
歴
史
2
土
一
揆
と
内
乱
』（
一
九
七
五
年
・

三
省
堂
）
に
よ
れ
ば
、「
平
安
時
代
に
新
し
く
登
場
し

て
き
た
下
人
・
従
者
・
所
従
と
い
う
身
分
の
勤
労
大

衆
は
、
主
人
持
ち
で
あ
り
、
主
人
に
人
格
的
に
隷
属

し
て
い
る
と
い
う
点
で
百
姓
身
分
の
農
民
と
は
ち

が
っ
て
い
た
が
、
そ
の
実
態
を
み
る
と
、
家
内
奴
隷

的
な
僕
婢
労
働
に
従
事
す
る
者
と
、
住
居
・
経
営
を

持
っ
て
外
居
自
立
し
て
い
る
隷
属
農
民
と
に
大
別
で

き
る
存
在
で
あ
っ
た
。」と
い
う
。
こ
れ
を
ふ
ま
え
る

な
ら
ば
「
平
安
朝
の
下
人
」（
20
・
11
）
と
は
、
当
代

に
お
い
て
、
い
わ
ば
〈
モ
ノ
〉
と
し
て
、〈
商
品
〉
と

し
て
取
り
扱
わ
れ
る
よ
う
な
、
き
わ
め
て
不
安
定
な

存
在
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。〈
語
り
手
〉
は
、物
語

の
冒
頭
に
お
い
て
、単
に
〈
あ
る
男
〉
で
は
な
く
「
一

人
の
下
人
」
と
名
指
す
こ
と
で
、
当
該
の
人
物
に
焦

点
を
当
て
る
と
同
時
に
、
そ
の
人
物
の
社
会
的
立
場

に
つ
い
て
提
示
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。
な
お
、
こ

脚
問
・
発
問

1
8
ペ
ー
ジ �

問

　「あ
る
日
」（
1
行
）
と
あ
る
が
、
い
つ
ご
ろ
の

時
代
の
こ
と
か
。

答

　平
安
時
代
。

（
解
説
）
　物
語
で
語
ら
れ
て
い
る
風
物
や
「
平
安

朝
の
下
人
」（
20
・
11
）
と
い
う
表
現
に
注
目
さ
せ

る
。
さ
ら
に
、「
き
り
ぎ
り
す
」（
18
・
3
）
や
「
も

う
火
桶
が
欲
し
い
ほ
ど
の
寒
さ
」（
22
・
4
）
と
い

う
表
現
か
ら
、
秋
（
晩
秋
）
と
い
う
季
節
で
あ
る

こ
と
も
わ
か
る
。

問

　「暮
れ
方
」（
1
行
）
と
は
、
ど
の
よ
う
な
時
間

帯
を
い
う
の
か
。

答

　夕
闇
が
空
に
立
ち
こ
め
、
辺
り
が
暗
く
な
る
直

前
の
時
間
帯
。

問

　「一
人
の
下
人
」（
1
行
）
と
あ
る
が
、
こ
の
男

は
ど
の
よ
う
な
外
見
・
身
な
り
を
し
て
い
る
か
。

本
文
中
の
表
現
を
用
い
て
答
え
よ
。

答

　「短
い
ひ
げ
の
中
に
、赤
く
う
み
を
持
っ
た
に
き

び
」（
22
・
15
）
が
「
右
の
頰
」（
22
・
15
）
に
あ

る
と
い
う
外
見
上
の
特
徴
が
あ
り
、「
山
吹
の
汗
袗

に
重
ね
た
、
紺
の
襖
」（
22
・
7
）
と
い
う
着
衣

で
、
足
に
は
「
わ
ら
草
履
」（
22
・
12
）
を
履
い

て
、「
聖
柄
の
太
刀
」（
22
・
11
）
を
腰
に
下
げ
て

い
る
。
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◎教科書の「語句」欄の語句や重要な概念、固有名詞などについて
　解説したほか、読解上のポイントになる文についても取り上げました。

◎
授
業
展
開
時
に
有
効
な
発
問
と
解
答
例
を
示
し
、

　必
要
に
応
じ
て
解
説
を
加
え
ま
し
た
。
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◉
展
開
図  

ひととおりならず衰微していた京都の町
➡

荒廃した羅生門
➡

雨に降りこめられた下人

・火をともして楼内で死体を物色し
ている
・女の死体から髪の毛を一本ずつ抜
く

・人の気配を察知する【警戒心】
・老婆を目撃する【恐怖心・好奇心】
・行為を確認する【憎悪・悪への反
感】

・男の足にしがみつこうとする
・門の下をのぞきこむ

・老婆の着物を剝ぎ取り、老婆を蹴
倒して夜の闇へと消えていく

・突然の事態に動転する

・問いかけに黙っている【恐怖心】
・問いかけに答える（必死の弁明）

・男の表情の変化を見る【恐怖心】
・自己の行為について語る

・老婆を取り押さえ、太刀を突きつ
ける
・老婆の表情を見る【得意・満足】
・老婆の答えを聞く【失望・憎悪・
侮蔑】
・老婆の話を聞く【冷然】
・盗人になる勇気が生まれてくる

・行き所がなく途方に暮れている
・身の振り方について思案する
・盗人になる勇気が出ずにいる
・寝場所を求めて楼へ登る

➡
➡

➡

（ ）・自らの目的を果たすために羅生
　門の楼へ登る

かつらの材料を集めに来た老婆

小説一 羅生門 88

A1-04_羅生門.indd   88 13.1.8   10:51:15 AM

語
句
・
文
脈
の
解
説

1
8
ペ
ー
ジ �

Ｌ
1

　あ
る
日
の
暮
れ
方
の
こ
と
で
あ
る
。
一
人
の

下
人
が
、
羅
生
門
の
下
で
雨
や
み
を
待
っ
て
い

た　

こ
の
冒
頭
の
形
式
段
落
に
お
い
て
、『
羅
生
門
』

と
い
う
物
語
の
基
本
的
枠
組
み
が
、〈
語
り
手
〉（
後

に
「
作
者
」
と
称
し
て
物
語
に
介
入
し
て
く
る
こ
と

に
な
る
）
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
①

い
つ
＝
あ
る
日
の
暮
れ
方
、
②
ど
こ
で
＝
羅
生
門
の

下
に
て
、
③
誰
が
＝
一
人
の
下
人
が
、
④
何
を
＝
雨

や
み
を
待
っ
て
い
る
、
と
い
う
物
語
に
関
す
る
基
点

と
な
る
情
報
が
明
ら
か
に
な
る
。
や
が
て
①
に
つ
い

て
は
、
平
安
時
代
の
末
期
の
秋
と
い
う
大
枠
の
情
報

が
付
加
さ
れ
る
と
と
も
に
、
推
移
し
て
い
く
時
間
が

示
さ
れ
、
②
に
つ
い
て
は
、
平
安
京
に
あ
っ
た
羅
生

門
と
い
う
場
所
に
か
か
わ
る
否
定
的
情
報
が
語
ら

れ
、
さ
ら
に
、
③
を
め
ぐ
っ
て
は
、
老
婆
と
い
う
人

物
が
加
わ
る
こ
と
に
な
る
。
④
に
つ
い
て
は
、「
申
の

刻
下
が
り
」（
20
・
11
）
に
突
然
に
降
り
だ
し
た
雨
に

よ
っ
て
、
雨
宿
り
を
す
る
必
要
か
ら
、
や
む
を
得
ず

し
て
い
る
行
為
で
あ
る
こ
と
、
特
別
な
目
的
が
あ
っ

て
こ
の
羅
生
門
に
や
っ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
、
と

い
う
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

Ｌ
1

　下
人　

下
人
と
は
「
身
分
の
低
い
者
」・「
卑

賤
の
者
」
と
解
さ
れ
、
そ
う
し
た
意
味
で
は
差
別
的

な
語
感
を
有
す
る
こ
と
ば
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
と

こ
ろ
で
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
第
二
版
）
に
よ
れ

ば
、「
平
安
時
代
以
後
の
隷
属
民
。
荘
園
の
地
頭
や
荘

官
、
名
主
や
地
主
な
ど
に
隷
属
し
て
、
家
事
、
農
業
、

軍
事
な
ど
主
家
の
雑
役
に
つ
か
わ
れ
、
財
産
と
し
て

土
地
と
い
っ
し
ょ
に
、
あ
る
い
は
別
々
に
売
買
質
入

や
譲
渡
の
対
象
と
な
っ
た
。」
と
あ
る
。
ま
た
、『
日

本
民
衆
の
歴
史
2
土
一
揆
と
内
乱
』（
一
九
七
五
年
・

三
省
堂
）
に
よ
れ
ば
、「
平
安
時
代
に
新
し
く
登
場
し

て
き
た
下
人
・
従
者
・
所
従
と
い
う
身
分
の
勤
労
大

衆
は
、
主
人
持
ち
で
あ
り
、
主
人
に
人
格
的
に
隷
属

し
て
い
る
と
い
う
点
で
百
姓
身
分
の
農
民
と
は
ち

が
っ
て
い
た
が
、
そ
の
実
態
を
み
る
と
、
家
内
奴
隷

的
な
僕
婢
労
働
に
従
事
す
る
者
と
、
住
居
・
経
営
を

持
っ
て
外
居
自
立
し
て
い
る
隷
属
農
民
と
に
大
別
で

き
る
存
在
で
あ
っ
た
。」と
い
う
。
こ
れ
を
ふ
ま
え
る

な
ら
ば
「
平
安
朝
の
下
人
」（
20
・
11
）
と
は
、
当
代

に
お
い
て
、
い
わ
ば
〈
モ
ノ
〉
と
し
て
、〈
商
品
〉
と

し
て
取
り
扱
わ
れ
る
よ
う
な
、
き
わ
め
て
不
安
定
な

存
在
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。〈
語
り
手
〉
は
、物
語

の
冒
頭
に
お
い
て
、単
に
〈
あ
る
男
〉
で
は
な
く
「
一

人
の
下
人
」
と
名
指
す
こ
と
で
、
当
該
の
人
物
に
焦

点
を
当
て
る
と
同
時
に
、
そ
の
人
物
の
社
会
的
立
場

に
つ
い
て
提
示
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。
な
お
、
こ

脚
問
・
発
問

1
8
ペ
ー
ジ �

問

　「あ
る
日
」（
1
行
）
と
あ
る
が
、
い
つ
ご
ろ
の

時
代
の
こ
と
か
。

答

　平
安
時
代
。

（
解
説
）
　物
語
で
語
ら
れ
て
い
る
風
物
や
「
平
安

朝
の
下
人
」（
20
・
11
）
と
い
う
表
現
に
注
目
さ
せ

る
。
さ
ら
に
、「
き
り
ぎ
り
す
」（
18
・
3
）
や
「
も

う
火
桶
が
欲
し
い
ほ
ど
の
寒
さ
」（
22
・
4
）
と
い

う
表
現
か
ら
、
秋
（
晩
秋
）
と
い
う
季
節
で
あ
る

こ
と
も
わ
か
る
。

問

　「暮
れ
方
」（
1
行
）
と
は
、
ど
の
よ
う
な
時
間

帯
を
い
う
の
か
。

答

　夕
闇
が
空
に
立
ち
こ
め
、
辺
り
が
暗
く
な
る
直

前
の
時
間
帯
。

問

　「一
人
の
下
人
」（
1
行
）
と
あ
る
が
、
こ
の
男

は
ど
の
よ
う
な
外
見
・
身
な
り
を
し
て
い
る
か
。

本
文
中
の
表
現
を
用
い
て
答
え
よ
。

答

　「短
い
ひ
げ
の
中
に
、赤
く
う
み
を
持
っ
た
に
き

び
」（
22
・
15
）
が
「
右
の
頰
」（
22
・
15
）
に
あ

る
と
い
う
外
見
上
の
特
徴
が
あ
り
、「
山
吹
の
汗
袗

に
重
ね
た
、
紺
の
襖
」（
22
・
7
）
と
い
う
着
衣

で
、
足
に
は
「
わ
ら
草
履
」（
22
・
12
）
を
履
い

て
、「
聖
柄
の
太
刀
」（
22
・
11
）
を
腰
に
下
げ
て

い
る
。
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研
究
・
発
展

◉
作
品
解
説  

『
羅
生
門
』
と
い
う
物
語
と
二
つ
の
「
旧
記
」

　周
知
の
ご
と
く
、『
羅
生
門
』
と
い
う
物
語
の
基
底
に
は
『
今
昔
物
語
集
』
所
収

説
話
や
『
方
丈
記
』
の
記
述
内
容
が
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。〈
素
材
源
〉
で
あ
る

そ
れ
ら
の
存
在
に
つ
い
て
、『
羅
生
門
』
の
「
作
者
」
と
称
す
る
〈
語
り
手
〉
は

「
旧
記
」
と
い
う
呼
称
で
名
指
し
て
い
る
。
既
に
、「
語
句
・
文
脈
の
解
説
」
の
項

で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
時
代
背
景
・
風
物
・
心
情
な
ど
を
説
明
す
る
際
に
、
数
多

く
の
借
用
が
そ
こ
に
み
ら
れ
る
。『
羅
生
門
』と
い
う
物
語
の
基
本
的
構
造
に
つ
い

て
改
め
て
確
認
す
る
な
ら
ば
、
近
代
の
あ
る
時
点
に
お
い
て
、『
今
昔
物
語
集
』
や

『
方
丈
記
』
の
記
載
事
項
を
目
に
し
た
存
在
が
い
て
、そ
の
記
述
に
あ
る
問
題
意
識

が
触
発
さ
れ
、
そ
れ
を
参
照
し
て
『
羅
生
門
』
と
い
う
物
語
を
構
成
・
再
構
成
し

た
、
と
い
う
形
を
取
っ
て
い
る
。

　そ
の
主
た
る
〈
素
材
源
〉
に
『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
九
第
十
八
話
「
羅ら

城し
や
う

門も
ん

登の
う
は
こ
し
に
の
ぼ
り
て
し
に
ん
を
み
た
る
ぬ
す
び
と
の
こ
と

上
層
見
死
人
盜
人
語
」、同
じ
く
巻
三
十
一
第
三
十
一
話「
太た

て
は
き
の
ぢ
ん
に
う
を
を
う
る
お
う
な
の
こ
と

刀
帶
陣
賣
魚
嫗
語
」

が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
本
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
引
用
は
「
語
句
・

文
脈
の
解
説
」
と
同
様
に
『
今
昔
物
語
下
巻
・
古
今
著
聞
集
』（
校
註
國
文
叢
書
第

十
七
冊
）（
一
九
一
五
年
・
博
文
館
）
に
よ
る
。

　
　羅
城
門
登
上
層
見
死
人
盜
人
語
第
十
八

今
は
昔
、
攝
津
の
國
邊
よ
り
盜
せ
む
が
爲
に
京
に
上の
ぼ
りけ
る
男
の
、
日
の
未
だ

暮
ざ
り
け
れ
ば
、
羅ら

城し
や
う

門も
ん

の
下
に
立
隱
れ
て
立
て
り
け
る
に
、
朱す

雀ざ
く

の
方
に

人
重
り
行
け
れ
ば
、人
の
靜
ま
る
ま
で
と
思
て
門
の
下
に
待
立
て
り
け
る
に
、

山
城
の
方
よ
り
人
共
の
數あ
ま
た

來
た
る
音
の
し
け
れ
ば
、其
れ
に
不 

見
え
じ
と
思

て
、
門
の
上
層
に
和や
は

ら
搔か

き

つ
き
登
た
り
け
る
に
、
見
れ
ば
火
髴ほ

の
か

に
燃も

や

し
た
り
、

z

盜
人
恠あ

や
し

と
思
て
連れ

ん

司じ

よ
り
臨の

ぞ
きけ
れ
ば
、
若
き
女
の
死
て
臥
た
る
有
り
、
其
の

枕
上
に
火
を
燃
し
て
、
年
極
く
老
た
る
嫗お
う
なの
白し

ら

髪が

白
き
が
、
其
の
死
人
の
枕

上
に
居
て
、
死
人
の
髪
を
か
な
ぐ
り
拔
き
取
る
也
け
り
、
盜
人
此
れ
を
見
る

に
心
も
不 

得
ね
ば
、
此
れ
は
若
し
鬼
に
や
有
ら
む
と
思
て
、
怖
け
れ
ど
も
若

し
死
人
に
て
も
ぞ
有
る
、
恐お
ど

し
て
試
む
と
て
思
て
、
和
ら
戶
を
開
て
刀
を
拔

て
、
己
は
と
云
て
走
寄
け
れ
ば
、
嫗
手
迷ま
ど

ひ
を
し
て
手
を
摺
て
迷
へ
ば
、
盜

人
此
は
何
ぞ
の
嫗
の
此か
く

は
し
居
た
る
ぞ
と
問
け
れ
ば
、
嫗
「
己
が
主ぬ

し

に
て
御

ま
し
つ
る
人
の
、
失
給
へ
る
を
繚あ
つ
かふ

人
の
無
け
れ
ば
、
此
て
置
奉
た
る
也
、

其
の
御
髪
の
長た
け

に
餘
て
長
け
れ
ば
、
其
を
拔
取
て
鬘か

づ
らに
せ
む
と
て
拔
く
也
、

助
け
給
へ
」
と
云
け
れ
ば
、
盜
人
死
人
の
著
た
る
衣
と
嫗
の
著
た
る
衣
と
拔ぬ
き

取
て
あ
る
髪
と
を
奪
取
て
、
下お

り

走は
し
り

て
迯に

げ

て
去
に
け
り
、
然
て
其
の
上
の
層
に

は
死
人
の
骸か
ら

ぞ
多
か
り
け
る
、死
た
る
人
の
葬
な
ど
否え

不ざ
る 

爲せ

を
ば
此
の
門
の

上
に
ぞ
置
け
る
、
此
の
事
は
其
の
盜
人
の
人
に
語
け
る
を
聞
繼つ
ぎ

て
、
此
く
語

り
傳
へ
た
る
と
や
。

　
　太
刀
帶
陣
賣
魚
嫗
語
第
卅
一

今い
ま

は
昔む

か
し、
三
條
の
院
の
天
皇
の
春
宮
に
て
御お

は
しま
し
け
る
時
に
、
太た

刀て

帶は
き

の
陣

に
常
に
來
て
魚
賣
る
女
有
け
り
、
太た

刀て

帶は
き

共
此
れ
を
買
ひ
て
食
ふ
に
、
味
ひ

の
美う
ま

か
り
け
れ
ば
、
此
れ
を
役
と
持も

て

成な

し
て
菜
料
に
好
み
け
り
、
干
た
る
魚

の
切
々
な
る
に
て
な
む
有
け
る
、
而
る
間
八
月
許
に
、
太
刀
帶
共
小こ

鷹た
か

狩ゞ
り

に

北
野
に
出
で
游あ
そ
びけ

る
に
、
此
の
魚
賣
の
女
出
來
た
り
、
太
刀
帶
共
女
の
顔
を

見み

知し
り

た
れ
ば
、
此
奴
は
野の

に
は
何
態わ

ざ

爲す

る
に
か
有
ら
む
と
、
馳は

せ

て
思
寄
て
見

れ
ば
、
女
大
き
や
か
な
る
籮し
た
みを

持
た
り
、
亦
楚む

ち

一ひ
と

筋す
ぢ

を
捧
て
持
た
り
、
此
の

女
太た

刀て

帶は
き

共
を
見
て
、
恠あ

や
しく

迯に
げ

目め

を
仕
ひ
て
、
只
騷さ

わ

ぎ
に
騷さ

わ

ぐ
、
太
刀
帶
の

從ず

者さ

共
寄
て
、
女
の
持
た
る
籮
に
は
何
の
入
た
る
ぞ
見み

む
と
爲
る
に
、
女
惜を

し

む
で
不 

見
せ
ぬ
を
、
恠あ

や
しが

り
て
引ひ

き

奪う
ば
ひ

て
見
れ
ば
、
虵へ

び

を
四
寸
許
に
切
つ
ゝ
入

z

z

z
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学
習
の
手
引
き
・
言
葉
と
表
現
・
漢
字

▼
学
習
の
手
引
き
▲

一

こ
の
作
品
の
背
景
と
な
っ
て
い
る
京
都
の
町
や
羅
生
門
の
描
写
に
注
目

し
、
そ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
当
時
の
社
会
状
況
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み

よ
う
。

【
解
答
例
】

　京
都
で
は
、
こ
の
二
、
三
年
の
間
に
、
地
震
と
か
辻
風
と
か
火
事
と
か
飢
饉
と

か
い
う
災
い
が
続
い
て
起
こ
っ
た
た
め
、
洛
中
の
さ
び
れ
方
は
ひ
と
と
お
り
で
は

な
い
。
仏
像
や
仏
具
を
打
ち
砕
い
て
、
そ
の
丹
が
つ
い
た
り
、
金
銀
の
箔
が
つ
い

た
り
し
た
木
を
、
道
端
に
積
み
重
ね
て
、
薪
の
料
に
売
っ
て
い
る
よ
う
な
始
末
で
、

物
資
が
不
足
し
、
経
済
的
に
も
疲
弊
し
、
人
々
の
心
も
荒
廃
し
て
い
た
。
そ
の
結

果
、
羅
生
門
も
荒
れ
果
て
て
し
ま
い
、
狐
狸
や
盗
人
が
棲
む
よ
う
に
な
り
、
つ
い

に
は
引
き
取
り
手
の
な
い
死
人
を
捨
て
る
た
め
の
場
所
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
、

人
々
は
気
味
悪
が
り
、
暗
く
な
る
と
門
の
近
所
へ
は
足
踏
み
を
し
な
い
よ
う
に

な
っ
て
い
た
。
そ
う
し
た
荒
廃
し
た
社
会
状
況
の
中
に
下
人
や
老
婆
は
身
を
お
い

て
い
る
。

〔
解
説
〕

　平
安
時
代
末
期
（
一
一
八
〇
年
こ
ろ
）
の
京
都
の
町
の
荒
廃
に
つ
い
て
、〈
語
り

手
〉
は
、
福
原
遷
都
や
戦
乱
（
源
平
の
争
い
）
な
ど
の
史
実
を
排
除
し
て
（
人
災

に
つ
い
て
は
言
及
す
る
こ
と
な
く
）、不
可
抗
力
的
な
「
地
震
と
か
辻
風
と
か
火
事

と
か
飢
饉
」（
18
・
6
）
と
い
う
天
災
が
立
て
続
け
に
起
っ
た
こ
と
を
要
因
と
し
て

あ
げ
て
い
る
。
ま
さ
に
「
ど
う
に
も
な
ら
な
い
」
と
い
う
状
況
を
設
定
し
た
の
で

あ
る
。
ま
た
、「
洛
中
の
さ
び
れ
方
は
ひ
と
と
お
り
で
は
な
い
」（
18
・
7
）
例
と

し
て
鴨
長
明
の
『
方
丈
記
』
の
記
述
を
借
用
し
て
、「
仏
像
や
仏
具
を
打
ち
砕
い

て
、
そ
の
丹
が
つ
い
た
り
、
金
銀
の
箔
が
つ
い
た
り
し
た
木
を
、
道
端
に
積
み
重

ね
て
、
薪
の
料
に
売
」（
18
・
8
）
る
と
描
写
す
る
。
た
だ
し
、
借
用
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
原
文
に
あ
る
古
寺
に
行
っ
て
仏
像
を
盗
む
と
い
う
部
分
を
削
除
し
て

い
る
。
そ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、
仏
像
・
仏
具
な
ど
の
信
仰
の
対
象
が
単
な
る

モ
ノ
化
さ
れ
て
、
も
と
も
と
そ
れ
が
何
で
あ
っ
た
か
わ
か
っ
て
も
躊
躇
す
る
こ
と

な
く
燃
料
と
し
て
売
買
す
る
者
、
そ
れ
を
傍
観
す
る
者
の
存
在
を
浮
上
さ
せ
、
京

の
町
に
住
む
一
般
の
人
々
の
心
の
荒
廃
に
焦
点
を
当
て
る
た
め
で
あ
る
。
平
安
京

に
お
け
る
権
威
や
秩
序
の
ひ
と
つ
の
象
徴
で
も
あ
る
羅
生
門
が
損
壊
し
た
ま
ま
に

な
っ
て
い
る
の
も
、
そ
の
一
例
な
の
で
あ
る
。
結
果
、
荒
れ
果
て
た
羅
生
門
に
対

し
て
、「
妖
怪
変
化
や
忌
ま
わ
し
い
者
の
存
在
す
る
場
所
」
と
い
う
情
報
が
洛
中
の

人
々
に
伝
わ
り
、
漠
然
と
し
た
恐
怖
心
か
ら
「
足
踏
み
を
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
」（
19
・
5
）
状
況
が
出
来
し
た
。
そ
の
上
、
洛
中
の
人
々
も
浅
ま
し
い

現
場
を
目
に
し
た
こ
と
は
あ
ろ
う
不
吉
な
も
の
を
連
想
さ
せ
る
「
か
ら
す
」
の
存

在
も
そ
う
し
た
状
況
に
拍
車
を
か
け
た
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
「
作
者
」
は
、「
主

人
」
が
雑
役
に
使
っ
て
い
た
こ
の
下
人
の
よ
う
な
取
る
に
足
ら
な
い
存
在
ま
で
も

抱
え
て
お
く
こ
と
が
で
き
な
い
（
交
換
で
き
な
い
）
ほ
ど
に
疲
弊
し
た
状
況
、
神

聖
な
る
も
の
・
醜
穢
な
る
も
の
・
食
材
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
な
い
も
の
な
ど
、

通
常
に
お
い
て
は
貨
幣
と
交
換
さ
れ
な
い
よ
う
な
も
の
が
商
品
化
さ
れ
て
し
ま
う

と
い
う
荒
廃
し
た
社
会
状
況
を
設
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　第
一
段
の
京
都
の
町
や
羅
生
門
に
関
わ
る
記
述
内
容
に
注
意
し
て
ま
と
め
る
。

前
段
階
の
作
業
と
し
て
箇
条
書
き
に
し
て
整
理
す
る
と
ま
と
め
や
す
く
な
る
だ
ろ

う
。
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研
究
・
発
展

◉
作
品
解
説  

『
羅
生
門
』
と
い
う
物
語
と
二
つ
の
「
旧
記
」

　周
知
の
ご
と
く
、『
羅
生
門
』
と
い
う
物
語
の
基
底
に
は
『
今
昔
物
語
集
』
所
収

説
話
や
『
方
丈
記
』
の
記
述
内
容
が
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。〈
素
材
源
〉
で
あ
る

そ
れ
ら
の
存
在
に
つ
い
て
、『
羅
生
門
』
の
「
作
者
」
と
称
す
る
〈
語
り
手
〉
は

「
旧
記
」
と
い
う
呼
称
で
名
指
し
て
い
る
。
既
に
、「
語
句
・
文
脈
の
解
説
」
の
項

で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
時
代
背
景
・
風
物
・
心
情
な
ど
を
説
明
す
る
際
に
、
数
多

く
の
借
用
が
そ
こ
に
み
ら
れ
る
。『
羅
生
門
』と
い
う
物
語
の
基
本
的
構
造
に
つ
い

て
改
め
て
確
認
す
る
な
ら
ば
、
近
代
の
あ
る
時
点
に
お
い
て
、『
今
昔
物
語
集
』
や

『
方
丈
記
』
の
記
載
事
項
を
目
に
し
た
存
在
が
い
て
、そ
の
記
述
に
あ
る
問
題
意
識

が
触
発
さ
れ
、
そ
れ
を
参
照
し
て
『
羅
生
門
』
と
い
う
物
語
を
構
成
・
再
構
成
し

た
、
と
い
う
形
を
取
っ
て
い
る
。

　そ
の
主
た
る
〈
素
材
源
〉
に
『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
九
第
十
八
話
「
羅ら

城し
や
う

門も
ん

登の
う
は
こ
し
に
の
ぼ
り
て
し
に
ん
を
み
た
る
ぬ
す
び
と
の
こ
と

上
層
見
死
人
盜
人
語
」、同
じ
く
巻
三
十
一
第
三
十
一
話「
太た

て
は
き
の
ぢ
ん
に
う
を
を
う
る
お
う
な
の
こ
と

刀
帶
陣
賣
魚
嫗
語
」

が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
本
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
引
用
は
「
語
句
・

文
脈
の
解
説
」
と
同
様
に
『
今
昔
物
語
下
巻
・
古
今
著
聞
集
』（
校
註
國
文
叢
書
第

十
七
冊
）（
一
九
一
五
年
・
博
文
館
）
に
よ
る
。

　
　羅
城
門
登
上
層
見
死
人
盜
人
語
第
十
八

今
は
昔
、
攝
津
の
國
邊
よ
り
盜
せ
む
が
爲
に
京
に
上の
ぼ
りけ
る
男
の
、
日
の
未
だ

暮
ざ
り
け
れ
ば
、
羅ら

城し
や
う

門も
ん

の
下
に
立
隱
れ
て
立
て
り
け
る
に
、
朱す

雀ざ
く

の
方
に

人
重
り
行
け
れ
ば
、人
の
靜
ま
る
ま
で
と
思
て
門
の
下
に
待
立
て
り
け
る
に
、

山
城
の
方
よ
り
人
共
の
數あ
ま
た

來
た
る
音
の
し
け
れ
ば
、其
れ
に
不 

見
え
じ
と
思

て
、
門
の
上
層
に
和や
は

ら
搔か

き

つ
き
登
た
り
け
る
に
、
見
れ
ば
火
髴ほ

の
か

に
燃も

や

し
た
り
、

z

盜
人
恠あ

や
し

と
思
て
連れ

ん

司じ

よ
り
臨の

ぞ
きけ
れ
ば
、
若
き
女
の
死
て
臥
た
る
有
り
、
其
の

枕
上
に
火
を
燃
し
て
、
年
極
く
老
た
る
嫗お
う
なの
白し

ら

髪が

白
き
が
、
其
の
死
人
の
枕

上
に
居
て
、
死
人
の
髪
を
か
な
ぐ
り
拔
き
取
る
也
け
り
、
盜
人
此
れ
を
見
る

に
心
も
不 

得
ね
ば
、
此
れ
は
若
し
鬼
に
や
有
ら
む
と
思
て
、
怖
け
れ
ど
も
若

し
死
人
に
て
も
ぞ
有
る
、
恐お
ど

し
て
試
む
と
て
思
て
、
和
ら
戶
を
開
て
刀
を
拔

て
、
己
は
と
云
て
走
寄
け
れ
ば
、
嫗
手
迷ま
ど

ひ
を
し
て
手
を
摺
て
迷
へ
ば
、
盜

人
此
は
何
ぞ
の
嫗
の
此か
く

は
し
居
た
る
ぞ
と
問
け
れ
ば
、
嫗
「
己
が
主ぬ

し

に
て
御

ま
し
つ
る
人
の
、
失
給
へ
る
を
繚あ
つ
かふ

人
の
無
け
れ
ば
、
此
て
置
奉
た
る
也
、

其
の
御
髪
の
長た
け

に
餘
て
長
け
れ
ば
、
其
を
拔
取
て
鬘か

づ
らに

せ
む
と
て
拔
く
也
、

助
け
給
へ
」
と
云
け
れ
ば
、
盜
人
死
人
の
著
た
る
衣
と
嫗
の
著
た
る
衣
と
拔ぬ
き

取
て
あ
る
髪
と
を
奪
取
て
、
下お

り

走は
し
り

て
迯に

げ

て
去
に
け
り
、
然
て
其
の
上
の
層
に

は
死
人
の
骸か
ら

ぞ
多
か
り
け
る
、死
た
る
人
の
葬
な
ど
否え

不ざ
る 

爲せ

を
ば
此
の
門
の

上
に
ぞ
置
け
る
、
此
の
事
は
其
の
盜
人
の
人
に
語
け
る
を
聞
繼つ
ぎ

て
、
此
く
語

り
傳
へ
た
る
と
や
。

　
　太
刀
帶
陣
賣
魚
嫗
語
第
卅
一

今い
ま

は
昔む

か
し、
三
條
の
院
の
天
皇
の
春
宮
に
て
御お

は
しま
し
け
る
時
に
、
太た

刀て

帶は
き

の
陣

に
常
に
來
て
魚
賣
る
女
有
け
り
、
太た

刀て

帶は
き

共
此
れ
を
買
ひ
て
食
ふ
に
、
味
ひ

の
美う
ま

か
り
け
れ
ば
、
此
れ
を
役
と
持も

て

成な

し
て
菜
料
に
好
み
け
り
、
干
た
る
魚

の
切
々
な
る
に
て
な
む
有
け
る
、
而
る
間
八
月
許
に
、
太
刀
帶
共
小こ

鷹た
か

狩ゞ
り

に

北
野
に
出
で
游あ
そ
びけ
る
に
、
此
の
魚
賣
の
女
出
來
た
り
、
太
刀
帶
共
女
の
顔
を

見み

知し
り

た
れ
ば
、
此
奴
は
野の

に
は
何
態わ

ざ

爲す

る
に
か
有
ら
む
と
、
馳は

せ

て
思
寄
て
見

れ
ば
、
女
大
き
や
か
な
る
籮し
た
みを

持
た
り
、
亦
楚む

ち

一ひ
と

筋す
ぢ

を
捧
て
持
た
り
、
此
の

女
太た

刀て

帶は
き

共
を
見
て
、
恠あ

や
しく

迯に
げ

目め

を
仕
ひ
て
、
只
騷さ

わ

ぎ
に
騷さ

わ

ぐ
、
太
刀
帶
の

從ず

者さ

共
寄
て
、
女
の
持
た
る
籮
に
は
何
の
入
た
る
ぞ
見み

む
と
爲
る
に
、
女
惜を

し

む
で
不 

見
せ
ぬ
を
、
恠あ

や
しが

り
て
引ひ

き

奪う
ば
ひ

て
見
れ
ば
、
虵へ

び

を
四
寸
許
に
切
つ
ゝ
入

z

z

z
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学
習
の
手
引
き
・
言
葉
と
表
現
・
漢
字

▼
学
習
の
手
引
き
▲

一

こ
の
作
品
の
背
景
と
な
っ
て
い
る
京
都
の
町
や
羅
生
門
の
描
写
に
注
目

し
、
そ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
当
時
の
社
会
状
況
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み

よ
う
。

【
解
答
例
】

　京
都
で
は
、
こ
の
二
、
三
年
の
間
に
、
地
震
と
か
辻
風
と
か
火
事
と
か
飢
饉
と

か
い
う
災
い
が
続
い
て
起
こ
っ
た
た
め
、
洛
中
の
さ
び
れ
方
は
ひ
と
と
お
り
で
は

な
い
。
仏
像
や
仏
具
を
打
ち
砕
い
て
、
そ
の
丹
が
つ
い
た
り
、
金
銀
の
箔
が
つ
い

た
り
し
た
木
を
、
道
端
に
積
み
重
ね
て
、
薪
の
料
に
売
っ
て
い
る
よ
う
な
始
末
で
、

物
資
が
不
足
し
、
経
済
的
に
も
疲
弊
し
、
人
々
の
心
も
荒
廃
し
て
い
た
。
そ
の
結

果
、
羅
生
門
も
荒
れ
果
て
て
し
ま
い
、
狐
狸
や
盗
人
が
棲
む
よ
う
に
な
り
、
つ
い

に
は
引
き
取
り
手
の
な
い
死
人
を
捨
て
る
た
め
の
場
所
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
、

人
々
は
気
味
悪
が
り
、
暗
く
な
る
と
門
の
近
所
へ
は
足
踏
み
を
し
な
い
よ
う
に

な
っ
て
い
た
。
そ
う
し
た
荒
廃
し
た
社
会
状
況
の
中
に
下
人
や
老
婆
は
身
を
お
い

て
い
る
。

〔
解
説
〕

　平
安
時
代
末
期
（
一
一
八
〇
年
こ
ろ
）
の
京
都
の
町
の
荒
廃
に
つ
い
て
、〈
語
り

手
〉
は
、
福
原
遷
都
や
戦
乱
（
源
平
の
争
い
）
な
ど
の
史
実
を
排
除
し
て
（
人
災

に
つ
い
て
は
言
及
す
る
こ
と
な
く
）、不
可
抗
力
的
な
「
地
震
と
か
辻
風
と
か
火
事

と
か
飢
饉
」（
18
・
6
）
と
い
う
天
災
が
立
て
続
け
に
起
っ
た
こ
と
を
要
因
と
し
て

あ
げ
て
い
る
。
ま
さ
に
「
ど
う
に
も
な
ら
な
い
」
と
い
う
状
況
を
設
定
し
た
の
で

あ
る
。
ま
た
、「
洛
中
の
さ
び
れ
方
は
ひ
と
と
お
り
で
は
な
い
」（
18
・
7
）
例
と

し
て
鴨
長
明
の
『
方
丈
記
』
の
記
述
を
借
用
し
て
、「
仏
像
や
仏
具
を
打
ち
砕
い

て
、
そ
の
丹
が
つ
い
た
り
、
金
銀
の
箔
が
つ
い
た
り
し
た
木
を
、
道
端
に
積
み
重

ね
て
、
薪
の
料
に
売
」（
18
・
8
）
る
と
描
写
す
る
。
た
だ
し
、
借
用
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
原
文
に
あ
る
古
寺
に
行
っ
て
仏
像
を
盗
む
と
い
う
部
分
を
削
除
し
て

い
る
。
そ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、
仏
像
・
仏
具
な
ど
の
信
仰
の
対
象
が
単
な
る

モ
ノ
化
さ
れ
て
、
も
と
も
と
そ
れ
が
何
で
あ
っ
た
か
わ
か
っ
て
も
躊
躇
す
る
こ
と

な
く
燃
料
と
し
て
売
買
す
る
者
、
そ
れ
を
傍
観
す
る
者
の
存
在
を
浮
上
さ
せ
、
京

の
町
に
住
む
一
般
の
人
々
の
心
の
荒
廃
に
焦
点
を
当
て
る
た
め
で
あ
る
。
平
安
京

に
お
け
る
権
威
や
秩
序
の
ひ
と
つ
の
象
徴
で
も
あ
る
羅
生
門
が
損
壊
し
た
ま
ま
に

な
っ
て
い
る
の
も
、
そ
の
一
例
な
の
で
あ
る
。
結
果
、
荒
れ
果
て
た
羅
生
門
に
対

し
て
、「
妖
怪
変
化
や
忌
ま
わ
し
い
者
の
存
在
す
る
場
所
」
と
い
う
情
報
が
洛
中
の

人
々
に
伝
わ
り
、
漠
然
と
し
た
恐
怖
心
か
ら
「
足
踏
み
を
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
」（
19
・
5
）
状
況
が
出
来
し
た
。
そ
の
上
、
洛
中
の
人
々
も
浅
ま
し
い

現
場
を
目
に
し
た
こ
と
は
あ
ろ
う
不
吉
な
も
の
を
連
想
さ
せ
る
「
か
ら
す
」
の
存

在
も
そ
う
し
た
状
況
に
拍
車
を
か
け
た
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
「
作
者
」
は
、「
主

人
」
が
雑
役
に
使
っ
て
い
た
こ
の
下
人
の
よ
う
な
取
る
に
足
ら
な
い
存
在
ま
で
も

抱
え
て
お
く
こ
と
が
で
き
な
い
（
交
換
で
き
な
い
）
ほ
ど
に
疲
弊
し
た
状
況
、
神

聖
な
る
も
の
・
醜
穢
な
る
も
の
・
食
材
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
な
い
も
の
な
ど
、

通
常
に
お
い
て
は
貨
幣
と
交
換
さ
れ
な
い
よ
う
な
も
の
が
商
品
化
さ
れ
て
し
ま
う

と
い
う
荒
廃
し
た
社
会
状
況
を
設
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　第
一
段
の
京
都
の
町
や
羅
生
門
に
関
わ
る
記
述
内
容
に
注
意
し
て
ま
と
め
る
。

前
段
階
の
作
業
と
し
て
箇
条
書
き
に
し
て
整
理
す
る
と
ま
と
め
や
す
く
な
る
だ
ろ

う
。
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発
展
課
題
1

　次
に
示
す
の
は
、
一
九
八
九
年
に
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
た
「
子
ど
も
の
権
利

条
約
」
第
2
条
の
日
本
政
府
に
よ
る
訳
文
で
あ
る
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
表
現
の
う

え
で
気
が
つ
い
た
点
を
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

1

　締
約
国
は
、
そ
の
管
轄
の
下
に
あ
る
児
童
に
対
し
、
児
童
又
は
そ
の
父
母
若

し
く
は
法
定
保
護
者
の
人
種
、
皮
膚
の
色
、
性
、
言
語
、
宗
教
、
政
治
的
意
見

そ
の
他
の
意
見
、
国
民
的
、
種
族
的
若
し
く
は
社
会
的
出
身
、
財
産
、
心
身
障

害
、
出
生
又
は
他
の
地
位
に
か
か
わ
ら
ず
、
い
か
な
る
差
別
も
な
し
に
こ
の
条

約
に
定
め
る
権
利
を
尊
重
し
、
及
び
確
保
す
る
。

2

　締
約
国
は
、
児
童
が
そ
の
父
母
、
法
定
保
護
者
又
は
家
族
の
構
成
員
の
地
位
、

活
動
、
表
明
し
た
意
見
又
は
信
念
に
よ
る
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
差
別
又
は
処
罰
か

ら
保
護
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
す
べ
て
の
適
当
な
措
置
を
と
る
。

〔
解
説
〕

　法
律
の
条
文
に
は
、
独
特
の
用
語
が
登
場
す
る
。
全
体
的
に
は
、
理
解
す
る
の

に
少
し
苦
労
し
そ
う
な
固
く
、
古
風
な
表
現
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　先
の
条
文
を
読
む
と
、
ま
ず
「
締
約
国
」
と
い
う
用
語
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

国
語
辞
典
を
調
べ
て
み
な
い
と
、
正
確
な
意
味
が
わ
か
り
に
く
い
言
葉
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
単
に
「
保
護
者
」
と
い
う
の
で
は
な
く
「
法
定
保
護
者
」
と
い
う
用
語

が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
を
見
れ
ば
わ
か
る
と
お
り
、
厳
密
な
用
語
上
の
規
定
が
な

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
に
な
っ
て
い
る
。「
若
し
く
は
」
や
「
い
か
な
る
」
と
い

う
言
葉
遣
い
も
、
古
風
に
感
じ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　こ
の
「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」
の
訳
文
は
、
そ
の
理
解
に
お
い
て
誤
解
が
生
じ

る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
の
表
現
が
意
識
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
た
め
に
、
こ
の
よ
う

な
感
じ
が
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
本
来
「
子
ど
も
」
の
た
め
に
あ
る
条
約

な
の
で
あ
る
か
ら
、
肝
心
の
「
子
ど
も
」
に
と
っ
て
、
も
っ
と
理
解
し
や
す
く
、

ま
た
親
し
み
の
も
て
る
よ
う
な
表
現
、
例
え
ば
小
学
生
に
も
十
分
理
解
で
き
る
よ

う
な
表
現
に
書
き
改
め
て
み
た
ら
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
。

　た
だ
し
、
単
に
や
さ
し
い
言
葉
に
言
い
換
え
れ
ば
よ
い
、
と
い
う
よ
う
な
姿
勢

で
は
、「
小
学
生
に
も
十
分
理
解
で
き
る
よ
う
な
表
現
」
に
は
改
め
ら
れ
な
い
。
人

に
何
か
を
伝
え
よ
う
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
伝
え
る
中
身
を
し
っ
か
り
把
握
し
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　そ
こ
で
ま
ず
、こ
の
条
文
が
ど
の
よ
う
な
約
束
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
の
か
、

と
い
う
こ
と
を
き
ち
ん
と
理
解
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
大
切
に
な
る
。
辞
書
を
引

い
た
り
、
図
書
館
な
ど
で
条
約
の
内
容
に
つ
い
て
調
べ
た
り
す
る
こ
と
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
し
た
作
業
を
通
し
て
把
握
で
き
た
確
か
な
理

解
が
あ
っ
て
こ
そ
、わ
か
り
や
す
く
伝
え
ら
れ
る
表
現
が
実
現
で
き
る
の
で
あ
る
。

発
展
課
題
2

　次
に
示
す
の
は
「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」
第
13
条
の
日
本
政
府
に
よ
る
訳
文
で

あ
る
。
こ
れ
を
小
学
生
に
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
書
き
改
め
て
み
よ
う
。

1

　児
童
は
、
表
現
の
自
由
に
つ
い
て
の
権
利
を
有
す
る
。
こ
の
権
利
に
は
、
口

頭
、
手
書
き
若
し
く
は
印
刷
、
芸
術
の
形
態
又
は
自
ら
選
択
す
る
他
の
方
法
に

よ
り
、
国
境
と
の
か
か
わ
り
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
情
報
及
び
考
え
を
求
め
、

受
け
及
び
伝
え
る
自
由
を
含
む
。

2

　1
の
権
利
の
行
使
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
制
限
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
し
、
そ
の
制
限
は
、
法
律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
、
か
つ
、
次
の
目
的
の
た

め
に
必
要
と
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。

　⒜

　他
の
者
の
権
利
又
は
信
用
の
尊
重

　⒝

　国
の
安
全
、
公
の
秩
序
又
は
公
衆
の
健
康
若
し
く
は
道
徳
の
保
護
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学
習
指
導
例

課
題

　次
の
文
を
推
敲
し
て
み
よ
う
。

1

　私
に
と
っ
て
高
校
生
時
代
に
夢
中
！
に
な
っ
た
こ
と
と
は
、
高
校
時
代
に
、

部
員
が
少
な
く
て
困
っ
た
け
ど
、
所
属
し
て
い
た
吹
奏
楽
部
で
演
奏
し
て
い
た
ト

ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
吹
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

【
解
答
例
】

　
　
　
　

教
科
書
166
ペ
ー
ジ
「
推
敲
の
ポ
イ
ン
ト
」

②
会
話
口
調
を
そ
の
ま
ま
地
の
文
に
用
い
な
い
。

③
疑
問
符
（
？
）
や
感
嘆
符
（
！
）
な
ど
の
符
号
を
避
け
、
で

き
る
限
り
言
葉
で
伝
わ
る
よ
う
に
表
現
す
る
。

⑥
主
語
と
述
語
を
対
応
さ
せ
る
。
長
い
文
は
二
文
に
分
け
る
な

ど
工
夫
す
る
。

　私
は
高
校
生
時
代
に
吹
奏
楽
部
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
部
員
が
少
な
く
て

困
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
吹
く
こ
と
に
夢
中

だ
っ
た
三
年
間
で
し
た
。

〔
解
説
〕

　こ
の
課
題
文
の
問
題
は
、
主
語
は
一
貫
し
て
「
私
」
な
の
だ
が
、「
夢
中
！
に

な
っ
た
」「
困
っ
た
」「
吹
く
と
い
う
こ
と
で
す
」
と
、一
文
の
中
に
述
語
（
述
部
）

が
三
つ
入
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
作
文
の
基
本
は
、
短
文
を
単
文
（
主
語
と
述

語
が
一
つ
ず
つ
あ
る
文
）
で
構
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。
解
答
例
は
、
述
語
三
つ
を

生
か
す
形
に
し
て
あ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
推
敲
の
仕
方
は
無
数
に
存
在
す
る
。
添
削

す
る
際
に
は
、
短
文
で
あ
る
こ
と
、
単
文
で
あ
る
こ
と
の
二
点
に
留
意
し
た
い
。

2

　地
球
温
暖
化
が
進
ん
で
い
る
原
因
は
何
か
？

　そ
の
原
因
は
、
私
た
ち
人
間

の
せ
い
で
す
。
政
府
が
す
る
べ
き
こ
と
は
、1
人
1
人
の
意
識
改
革
を
目
指
し
て
、

メ
デ
ィ
ア
と
協
力
し
て
環
境
問
題
を
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
す
る
べ
き
だ
と
思
う
。

【
解
答
例
】

　
　
　
　

教
科
書
166
ペ
ー
ジ
「
推
敲
の
ポ
イ
ン
ト
」

①
文
体
を
統
一
す
る
。
敬
体
（
で
す
・
ま
す
）
と
常
体
（
だ
・
で

あ
る
）
の
混
用
を
避
け
る
。

④
縦
書
き
の
文
章
で
は
、
原
則
と
し
て
漢
数
字
を
使
用
す
る
。

⑤
修
飾
語
を
い
く
つ
も
重
ね
た
く
ど
い
表
現
や
、
同
じ
意
味
の
言

葉
・
語
句
の
重
複
は
避
け
る
。

⑥
主
語
と
述
語
を
対
応
さ
せ
る
。
長
い
文
は
二
文
に
分
け
る
な
ど

工
夫
す
る
。

　地
球
温
暖
化
が
進
ん
で
い
る
原
因
は
私
た
ち
人
間
に
あ
る
。
政
府
は
メ
デ
ィ
ア

と
協
力
し
て
、
環
境
問
題
の
深
刻
さ
を
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
す
る
べ
き
だ
。
一
人
一

人
の
意
識
改
革
を
目
指
す
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

〔
解
説
〕

　こ
の
課
題
文
の
問
題
は
、
文
体
の
不
統
一
、
不
適
当
な
表
記
、
言
葉
の
重
複
、

主
述
の
ね
じ
れ
に
あ
る
。「
原
因
は
、
～
せ
い
で
す
。」「
す
る
べ
き
こ
と
は
、
～
す

る
べ
き
だ
と
思
う
。」
な
ど
の
重
複
表
現
に
気
づ
か
せ
た
い
。
解
答
例
は
、述
語
を

中
心
に
し
て
文
を
再
構
成
し
た
形
に
し
て
あ
る
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、「
課
題
文

を
三
つ
の
文
に
書
き
直
し
な
さ
い
。」
な
ど
の
指
示
が
必
要
だ
ろ
う
。
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発
展
課
題
1

　次
に
示
す
の
は
、
一
九
八
九
年
に
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
た
「
子
ど
も
の
権
利

条
約
」
第
2
条
の
日
本
政
府
に
よ
る
訳
文
で
あ
る
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
表
現
の
う

え
で
気
が
つ
い
た
点
を
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

1

　締
約
国
は
、
そ
の
管
轄
の
下
に
あ
る
児
童
に
対
し
、
児
童
又
は
そ
の
父
母
若

し
く
は
法
定
保
護
者
の
人
種
、
皮
膚
の
色
、
性
、
言
語
、
宗
教
、
政
治
的
意
見

そ
の
他
の
意
見
、
国
民
的
、
種
族
的
若
し
く
は
社
会
的
出
身
、
財
産
、
心
身
障

害
、
出
生
又
は
他
の
地
位
に
か
か
わ
ら
ず
、
い
か
な
る
差
別
も
な
し
に
こ
の
条

約
に
定
め
る
権
利
を
尊
重
し
、
及
び
確
保
す
る
。

2

　締
約
国
は
、
児
童
が
そ
の
父
母
、
法
定
保
護
者
又
は
家
族
の
構
成
員
の
地
位
、

活
動
、
表
明
し
た
意
見
又
は
信
念
に
よ
る
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
差
別
又
は
処
罰
か

ら
保
護
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
す
べ
て
の
適
当
な
措
置
を
と
る
。

〔
解
説
〕

　法
律
の
条
文
に
は
、
独
特
の
用
語
が
登
場
す
る
。
全
体
的
に
は
、
理
解
す
る
の

に
少
し
苦
労
し
そ
う
な
固
く
、
古
風
な
表
現
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　先
の
条
文
を
読
む
と
、
ま
ず
「
締
約
国
」
と
い
う
用
語
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

国
語
辞
典
を
調
べ
て
み
な
い
と
、
正
確
な
意
味
が
わ
か
り
に
く
い
言
葉
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
単
に
「
保
護
者
」
と
い
う
の
で
は
な
く
「
法
定
保
護
者
」
と
い
う
用
語

が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
を
見
れ
ば
わ
か
る
と
お
り
、
厳
密
な
用
語
上
の
規
定
が
な

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
に
な
っ
て
い
る
。「
若
し
く
は
」
や
「
い
か
な
る
」
と
い

う
言
葉
遣
い
も
、
古
風
に
感
じ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　こ
の
「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」
の
訳
文
は
、
そ
の
理
解
に
お
い
て
誤
解
が
生
じ

る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
の
表
現
が
意
識
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
た
め
に
、
こ
の
よ
う

な
感
じ
が
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
本
来
「
子
ど
も
」
の
た
め
に
あ
る
条
約

な
の
で
あ
る
か
ら
、
肝
心
の
「
子
ど
も
」
に
と
っ
て
、
も
っ
と
理
解
し
や
す
く
、

ま
た
親
し
み
の
も
て
る
よ
う
な
表
現
、
例
え
ば
小
学
生
に
も
十
分
理
解
で
き
る
よ

う
な
表
現
に
書
き
改
め
て
み
た
ら
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
。

　た
だ
し
、
単
に
や
さ
し
い
言
葉
に
言
い
換
え
れ
ば
よ
い
、
と
い
う
よ
う
な
姿
勢

で
は
、「
小
学
生
に
も
十
分
理
解
で
き
る
よ
う
な
表
現
」
に
は
改
め
ら
れ
な
い
。
人

に
何
か
を
伝
え
よ
う
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
伝
え
る
中
身
を
し
っ
か
り
把
握
し
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　そ
こ
で
ま
ず
、こ
の
条
文
が
ど
の
よ
う
な
約
束
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
の
か
、

と
い
う
こ
と
を
き
ち
ん
と
理
解
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
大
切
に
な
る
。
辞
書
を
引

い
た
り
、
図
書
館
な
ど
で
条
約
の
内
容
に
つ
い
て
調
べ
た
り
す
る
こ
と
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
し
た
作
業
を
通
し
て
把
握
で
き
た
確
か
な
理

解
が
あ
っ
て
こ
そ
、わ
か
り
や
す
く
伝
え
ら
れ
る
表
現
が
実
現
で
き
る
の
で
あ
る
。

発
展
課
題
2

　次
に
示
す
の
は
「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」
第
13
条
の
日
本
政
府
に
よ
る
訳
文
で

あ
る
。
こ
れ
を
小
学
生
に
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
書
き
改
め
て
み
よ
う
。

1

　児
童
は
、
表
現
の
自
由
に
つ
い
て
の
権
利
を
有
す
る
。
こ
の
権
利
に
は
、
口

頭
、
手
書
き
若
し
く
は
印
刷
、
芸
術
の
形
態
又
は
自
ら
選
択
す
る
他
の
方
法
に

よ
り
、
国
境
と
の
か
か
わ
り
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
情
報
及
び
考
え
を
求
め
、

受
け
及
び
伝
え
る
自
由
を
含
む
。

2

　1
の
権
利
の
行
使
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
制
限
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
し
、
そ
の
制
限
は
、
法
律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
、
か
つ
、
次
の
目
的
の
た

め
に
必
要
と
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。

　⒜

　他
の
者
の
権
利
又
は
信
用
の
尊
重

　⒝

　国
の
安
全
、
公
の
秩
序
又
は
公
衆
の
健
康
若
し
く
は
道
徳
の
保
護
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学
習
指
導
例

課
題

　次
の
文
を
推
敲
し
て
み
よ
う
。

1

　私
に
と
っ
て
高
校
生
時
代
に
夢
中
！
に
な
っ
た
こ
と
と
は
、
高
校
時
代
に
、

部
員
が
少
な
く
て
困
っ
た
け
ど
、
所
属
し
て
い
た
吹
奏
楽
部
で
演
奏
し
て
い
た
ト

ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
吹
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

【
解
答
例
】

　
　
　
　

教
科
書
166
ペ
ー
ジ
「
推
敲
の
ポ
イ
ン
ト
」

②
会
話
口
調
を
そ
の
ま
ま
地
の
文
に
用
い
な
い
。

③
疑
問
符
（
？
）
や
感
嘆
符
（
！
）
な
ど
の
符
号
を
避
け
、
で

き
る
限
り
言
葉
で
伝
わ
る
よ
う
に
表
現
す
る
。

⑥
主
語
と
述
語
を
対
応
さ
せ
る
。
長
い
文
は
二
文
に
分
け
る
な

ど
工
夫
す
る
。

　私
は
高
校
生
時
代
に
吹
奏
楽
部
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
部
員
が
少
な
く
て

困
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
吹
く
こ
と
に
夢
中

だ
っ
た
三
年
間
で
し
た
。

〔
解
説
〕

　こ
の
課
題
文
の
問
題
は
、
主
語
は
一
貫
し
て
「
私
」
な
の
だ
が
、「
夢
中
！
に

な
っ
た
」「
困
っ
た
」「
吹
く
と
い
う
こ
と
で
す
」
と
、一
文
の
中
に
述
語
（
述
部
）

が
三
つ
入
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
作
文
の
基
本
は
、
短
文
を
単
文
（
主
語
と
述

語
が
一
つ
ず
つ
あ
る
文
）
で
構
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。
解
答
例
は
、
述
語
三
つ
を

生
か
す
形
に
し
て
あ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
推
敲
の
仕
方
は
無
数
に
存
在
す
る
。
添
削

す
る
際
に
は
、
短
文
で
あ
る
こ
と
、
単
文
で
あ
る
こ
と
の
二
点
に
留
意
し
た
い
。

2

　地
球
温
暖
化
が
進
ん
で
い
る
原
因
は
何
か
？

　そ
の
原
因
は
、
私
た
ち
人
間

の
せ
い
で
す
。
政
府
が
す
る
べ
き
こ
と
は
、1
人
1
人
の
意
識
改
革
を
目
指
し
て
、

メ
デ
ィ
ア
と
協
力
し
て
環
境
問
題
を
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
す
る
べ
き
だ
と
思
う
。

【
解
答
例
】

　
　
　
　

教
科
書
166
ペ
ー
ジ
「
推
敲
の
ポ
イ
ン
ト
」

①
文
体
を
統
一
す
る
。
敬
体
（
で
す
・
ま
す
）
と
常
体
（
だ
・
で

あ
る
）
の
混
用
を
避
け
る
。

④
縦
書
き
の
文
章
で
は
、
原
則
と
し
て
漢
数
字
を
使
用
す
る
。

⑤
修
飾
語
を
い
く
つ
も
重
ね
た
く
ど
い
表
現
や
、
同
じ
意
味
の
言

葉
・
語
句
の
重
複
は
避
け
る
。

⑥
主
語
と
述
語
を
対
応
さ
せ
る
。
長
い
文
は
二
文
に
分
け
る
な
ど

工
夫
す
る
。

　地
球
温
暖
化
が
進
ん
で
い
る
原
因
は
私
た
ち
人
間
に
あ
る
。
政
府
は
メ
デ
ィ
ア

と
協
力
し
て
、
環
境
問
題
の
深
刻
さ
を
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
す
る
べ
き
だ
。
一
人
一

人
の
意
識
改
革
を
目
指
す
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

〔
解
説
〕

　こ
の
課
題
文
の
問
題
は
、
文
体
の
不
統
一
、
不
適
当
な
表
記
、
言
葉
の
重
複
、

主
述
の
ね
じ
れ
に
あ
る
。「
原
因
は
、
～
せ
い
で
す
。」「
す
る
べ
き
こ
と
は
、
～
す

る
べ
き
だ
と
思
う
。」
な
ど
の
重
複
表
現
に
気
づ
か
せ
た
い
。
解
答
例
は
、述
語
を

中
心
に
し
て
文
を
再
構
成
し
た
形
に
し
て
あ
る
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、「
課
題
文

を
三
つ
の
文
に
書
き
直
し
な
さ
い
。」
な
ど
の
指
示
が
必
要
だ
ろ
う
。
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◉
大
意  

　燕
で
は
太
子
平
が
推
戴
さ
れ
て
昭
王
と
な
り
、
自
ら
へ
り
く
だ
っ
て
賢
者
を
招し

ょ
う

聘へ
い

し
よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
し
て
郭
隗
に
対
し
、
斉
に
殺
さ
れ
た
先
君
の
屈
辱
に
報
い

る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
人
物
を
紹
介
す
る
よ
う
に
言
っ
た
。

　郭
隗
は
死
馬
を
大
金
で
買
う
こ
と
で
、
生
き
た
馬
な
ら
ど
れ
ほ
ど
高
く
買
っ
て
く
れ
る
か
と
思
わ
せ
、
結
局
名
馬
三
頭
を
招
い
た
と
い
う
古
の
君
臣
の
話
を
し
、
ま
ず

自
分
を
登
用
す
れ
ば
、
そ
れ
を
聞
い
て
自
分
よ
り
賢
い
者
は
遠
く
か
ら
も
き
っ
と
集
ま
る
だ
ろ
う
、
と
説
く
。

　昭
王
が
郭
隗
に
手
厚
い
待
遇
を
し
、
こ
れ
に
師
事
す
る
と
、
賢
士
は
争
っ
て
燕
に
や
っ
て
き
た
。

◉
全
体
の
構
成  

　〔参
考
〕
127
ペ
ー
ジ
6
行
目
「
於
是
」
以
下
を
別
段
落
と
し
て
、
全
体
を
三
段
落
構
成
と
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

段

　
落

ペ
ー
ジ
・
行

大

　
　
意

第
一
段

126
・
4
「
燕
人
立

太
子
平
」
～
127
・

1
「
得
身
事
之
。」

昭
王
、
賢
者
の
招
聘
を
望
み
、
郭
隗
に
相
談

　新
た
に
即
位
し
た
燕
の
昭
王
は
、
戦
争
に
関
係
し
た
国
民
を
労
り
、
自
ら
へ
り
く
だ
っ
て
賢
者
の
招
聘
を
目
指
し
た
。
そ
し
て
郭
隗

に
対
し
、
斉
に
殺
さ
れ
た
先
君
の
屈
辱
に
報
い
る
た
め
に
は
、
弱
小
の
燕
は
賢
者
を
招
聘
す
る
し
か
な
く
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
人
物

を
紹
介
す
る
よ
う
に
言
っ
た
。

第
二
段

127
・
2
「
隗
曰
、」

～
終
わ
り

郭
隗
、
自
身
の
登
用
が
賢
者
の
招
聘
に
つ
な
が
る
こ
と
を
説
く

　郭
隗
は
昭
王
に
言
っ
た
。
古
の
あ
る
君
主
が
、
千
金
を
か
け
て
一
日
に
千
里
走
る
名
馬
を
手
に
入
れ
る
べ
く
側
近
に
頼
ん
だ
、
す
る

と
側
近
は
死
ん
だ
馬
の
骨
を
五
百
金
で
買
っ
て
帰
っ
た
。
怒
る
君
主
に
対
し
て
側
近
は
、死
馬
さ
え
大
金
で
買
っ
て
く
れ
る
と
知
れ
ば
、

生
き
た
馬
な
ら
い
う
ま
で
も
な
く
大
金
で
買
っ
て
く
れ
る
と
思
う
も
の
、
今
に
馬
は
来
る
と
言
い
、
ほ
ど
な
く
名
馬
が
や
っ
て
き
た
と

い
う
。
だ
か
ら
、
ま
ず
自
分
、
郭
隗
を
登
用
す
れ
ば
、
そ
れ
を
聞
い
て
自
分
よ
り
賢
い
者
は
遠
く
か
ら
も
き
っ
と
集
ま
る
だ
ろ
う
、
と
。

　昭
王
は
郭
隗
に
手
厚
い
待
遇
を
し
、
こ
れ
に
師
事
し
た
。
す
る
と
賢
士
は
争
っ
て
燕
に
や
っ
て
き
た
。
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◉
書
き
下
し
文
・
口
語
訳  

【
書
き
下
し
文
】

【
口
語
訳
】

　燕え
ん

人ひ
と

太た
い

子し

平へ
い

を
立た

て
て
君き
み

と
為な

す
。
是こ
れ

を
昭せ
う

王わ
う

と
為な

す
。
死し

を
弔と
む
らひ

生せ
い

を
問と

ひ
、
辞じ

を
卑ひ
く

く
し
幣へ
い

を
厚あ
つ

く
し
て
、
以も
つ

て
賢け
ん

者じ
や

を
招ま
ね

く
。
郭く
わ
く

隗く
わ
い

に
問と

ひ
て
曰い

は
く
、「
斉せ
い

は
孤こ

の
国く
に

の
乱み
だ

る
る
に

因よ

り
て
、
襲お
そ

ひ
て
燕え
ん

を
破や
ぶ

る
。
孤こ

極き
は

め
て
燕え
ん

の
小せ
う

に
し
て
以も
つ

て

報ほ
う

ず
る
に
足た

ら
ざ
る
を
知し

る
。
誠ま
こ
とに
賢け
ん

士し

を
得え

て
与と
も

に
国く
に

を
共と
も

に
し
、
以も
つ

て
先せ
ん

王わ
う

の
恥は
ぢ

を
雪す
す

が
ん
こ
と
は
、
孤こ

の
願ね
が

ひ
な
り
。

先せ
ん

生せ
い

可か

な
る
者も
の

を
視し
め

せ
。
身み

之こ
れ

に
事つ
か

ふ
る
を
得え

ん
。」
と
。

　隗く
わ
い

曰い

は
く
、「
古
い
に
し
への

君き
み

に
千せ
ん

金き
ん

を
以も
つ

て
涓け
ん

人じ
ん

を
し
て
千せ
ん

里り

の
馬う
ま

を
求も
と

め
し
む
る
者も
の

有あ

り
。死し

馬ば

の
骨ほ
ね

を
五ご

百ひ
や
く

金き
ん

に
買か

ひ
て
返か
へ

る
。

君き
み

怒い
か

る
。
涓け
ん

人じ
ん

曰い

は
く
、『
死し

馬ば

す
ら
且か

つ
之こ
れ

を
買か

ふ
。
況い
は

ん
や

生い

け
る
者も
の

を
や
。
馬う
ま

今い
ま

に
至い
た

ら
ん
。』
と
。
期き

年ね
ん

な
ら
ず
し
て
、

　燕
の
人
々
は
太
子
の
平
を
推
し
立
て
て
君
主
と
し
た
。
こ
れ
を
昭
王
と
い
う
。（
昭
王
は
）

戦
死
者
を
弔
い
、
生
存
者
や
遺
族
を
慰
め
、（
一
方
）へ
り
く
だ
っ
た
言
葉
を
使
い
、
多
く
の

贈
り
物
を
用
意
し
て
、（
天
下
の
）賢
者
を
招
き
寄
せ
よ
う
と
し
た
。（
そ
こ
で
）郭
隗
に
こ
う

言
っ
た
、「
斉
は
私
の
国
の
混
乱
に
乗
じ
、
襲
撃
し
て（
わ
が
）燕
を
打
ち
破
っ
た
。
私
は（
こ

の
）燕
が
小
国
で（
斉
に
）仕
返
し
を
す
る
だ
け
の
力
が
な
い
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
。
な
ん

と
し
て
も
賢
人
を
得
て（
彼
ら
と
）国
政
を
一
緒
に
行
い
、
そ
う
し
て（
斉
に
殺
さ
れ
た
）先
代

（
噲
）の
受
け
た
恥
辱
を
す
す
ぐ
こ
と
こ
そ
、
私
の
願
い
で
あ
る
。（
ど
う
か
）先
生
、（
こ
の

私
の
思
い
に
）ふ
さ
わ
し
い
人
物
を
示
し
て
ほ
し
い
。
わ
が
身
は
そ
の
人
物
を
師
と
し
て
仕

え
る
こ
と
と
な
ろ
う
。」
と
。

　隗
は
言
っ
た
、「
昔
の
君
主
で
、
千
金（
も
の
大
金
）を
使
っ
て
側
近
に
一
日
に
千
里
を
走

る
と
い
う
名
馬
を
買
い
求
め
さ
せ
た
人
が
い
ま
し
た
。（
す
る
と
従
者
は
）死
ん
だ
馬
の
骨
を

五
百
金
で
買
い
取
っ
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
君
主
は
怒
り
ま
し
た
。（
す
る
と
）側
近
は
こ
う

言
い
ま
し
た
、『
死
ん
だ
馬（
の
骨
）で
す
ら（
高
値
で
）買
い
取
っ
た
の
で
す
。
ま
し
て
生
き

史話 先従隗始 126

B3-11_先従隗始.indd   126 13.1.28   1:19:32 PM41

精
選
国
語
総
合

◎教材本文の書き下し文を総ルビで掲載し、口語訳と対応させて示しました。
��（古文教材では品詞分解と口語訳を掲載しています。）

DP02_責了

TM29KS_P001-096_seki.indd   41 2016/03/25   15:50

◉
大
意  

　燕
で
は
太
子
平
が
推
戴
さ
れ
て
昭
王
と
な
り
、
自
ら
へ
り
く
だ
っ
て
賢
者
を
招し

ょ
う

聘へ
い

し
よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
し
て
郭
隗
に
対
し
、
斉
に
殺
さ
れ
た
先
君
の
屈
辱
に
報
い

る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
人
物
を
紹
介
す
る
よ
う
に
言
っ
た
。

　郭
隗
は
死
馬
を
大
金
で
買
う
こ
と
で
、
生
き
た
馬
な
ら
ど
れ
ほ
ど
高
く
買
っ
て
く
れ
る
か
と
思
わ
せ
、
結
局
名
馬
三
頭
を
招
い
た
と
い
う
古
の
君
臣
の
話
を
し
、
ま
ず

自
分
を
登
用
す
れ
ば
、
そ
れ
を
聞
い
て
自
分
よ
り
賢
い
者
は
遠
く
か
ら
も
き
っ
と
集
ま
る
だ
ろ
う
、
と
説
く
。

　昭
王
が
郭
隗
に
手
厚
い
待
遇
を
し
、
こ
れ
に
師
事
す
る
と
、
賢
士
は
争
っ
て
燕
に
や
っ
て
き
た
。

◉
全
体
の
構
成  

　〔参
考
〕
127
ペ
ー
ジ
6
行
目
「
於
是
」
以
下
を
別
段
落
と
し
て
、
全
体
を
三
段
落
構
成
と
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

段

　
落

ペ
ー
ジ
・
行

大

　
　
意

第
一
段

126
・
4
「
燕
人
立

太
子
平
」
～
127
・

1
「
得
身
事
之
。」

昭
王
、
賢
者
の
招
聘
を
望
み
、
郭
隗
に
相
談

　新
た
に
即
位
し
た
燕
の
昭
王
は
、
戦
争
に
関
係
し
た
国
民
を
労
り
、
自
ら
へ
り
く
だ
っ
て
賢
者
の
招
聘
を
目
指
し
た
。
そ
し
て
郭
隗

に
対
し
、
斉
に
殺
さ
れ
た
先
君
の
屈
辱
に
報
い
る
た
め
に
は
、
弱
小
の
燕
は
賢
者
を
招
聘
す
る
し
か
な
く
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
人
物

を
紹
介
す
る
よ
う
に
言
っ
た
。

第
二
段

127
・
2
「
隗
曰
、」

～
終
わ
り

郭
隗
、
自
身
の
登
用
が
賢
者
の
招
聘
に
つ
な
が
る
こ
と
を
説
く

　郭
隗
は
昭
王
に
言
っ
た
。
古
の
あ
る
君
主
が
、
千
金
を
か
け
て
一
日
に
千
里
走
る
名
馬
を
手
に
入
れ
る
べ
く
側
近
に
頼
ん
だ
、
す
る

と
側
近
は
死
ん
だ
馬
の
骨
を
五
百
金
で
買
っ
て
帰
っ
た
。
怒
る
君
主
に
対
し
て
側
近
は
、死
馬
さ
え
大
金
で
買
っ
て
く
れ
る
と
知
れ
ば
、

生
き
た
馬
な
ら
い
う
ま
で
も
な
く
大
金
で
買
っ
て
く
れ
る
と
思
う
も
の
、
今
に
馬
は
来
る
と
言
い
、
ほ
ど
な
く
名
馬
が
や
っ
て
き
た
と

い
う
。
だ
か
ら
、
ま
ず
自
分
、
郭
隗
を
登
用
す
れ
ば
、
そ
れ
を
聞
い
て
自
分
よ
り
賢
い
者
は
遠
く
か
ら
も
き
っ
と
集
ま
る
だ
ろ
う
、
と
。

　昭
王
は
郭
隗
に
手
厚
い
待
遇
を
し
、
こ
れ
に
師
事
し
た
。
す
る
と
賢
士
は
争
っ
て
燕
に
や
っ
て
き
た
。
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◉
書
き
下
し
文
・
口
語
訳  

【
書
き
下
し
文
】

【
口
語
訳
】

　燕え
ん

人ひ
と

太た
い

子し

平へ
い

を
立た

て
て
君き
み

と
為な

す
。
是こ
れ

を
昭せ
う

王わ
う

と
為な

す
。
死し

を
弔と
む
らひ

生せ
い

を
問と

ひ
、
辞じ

を
卑ひ
く

く
し
幣へ
い

を
厚あ
つ

く
し
て
、
以も
つ

て
賢け
ん

者じ
や

を
招ま
ね

く
。
郭く
わ
く

隗く
わ
い

に
問と

ひ
て
曰い

は
く
、「
斉せ
い

は
孤こ

の
国く
に

の
乱み
だ

る
る
に

因よ

り
て
、
襲お
そ

ひ
て
燕え
ん

を
破や
ぶ

る
。
孤こ

極き
は

め
て
燕え
ん

の
小せ
う

に
し
て
以も
つ

て

報ほ
う

ず
る
に
足た

ら
ざ
る
を
知し

る
。
誠ま
こ
とに
賢け
ん

士し

を
得え

て
与と
も

に
国く
に

を
共と
も

に
し
、
以も
つ

て
先せ
ん

王わ
う

の
恥は
ぢ

を
雪す
す

が
ん
こ
と
は
、
孤こ

の
願ね
が

ひ
な
り
。

先せ
ん

生せ
い

可か

な
る
者も

の

を
視し

め

せ
。
身み

之こ
れ

に
事つ

か

ふ
る
を
得え

ん
。」
と
。

　隗く
わ
い

曰い

は
く
、「
古
い
に
し
への

君き
み

に
千せ
ん

金き
ん

を
以も
つ

て
涓け
ん

人じ
ん

を
し
て
千せ
ん

里り

の
馬う
ま

を
求も
と

め
し
む
る
者も
の

有あ

り
。死し

馬ば

の
骨ほ
ね

を
五ご

百ひ
や
く

金き
ん

に
買か

ひ
て
返か
へ

る
。

君き
み

怒い
か

る
。
涓け
ん

人じ
ん

曰い

は
く
、『
死し

馬ば

す
ら
且か

つ
之こ
れ

を
買か

ふ
。
況い
は

ん
や

生い

け
る
者も
の

を
や
。
馬う
ま

今い
ま

に
至い
た

ら
ん
。』
と
。
期き

年ね
ん

な
ら
ず
し
て
、

　燕
の
人
々
は
太
子
の
平
を
推
し
立
て
て
君
主
と
し
た
。
こ
れ
を
昭
王
と
い
う
。（
昭
王
は
）

戦
死
者
を
弔
い
、
生
存
者
や
遺
族
を
慰
め
、（
一
方
）へ
り
く
だ
っ
た
言
葉
を
使
い
、
多
く
の

贈
り
物
を
用
意
し
て
、（
天
下
の
）賢
者
を
招
き
寄
せ
よ
う
と
し
た
。（
そ
こ
で
）郭
隗
に
こ
う

言
っ
た
、「
斉
は
私
の
国
の
混
乱
に
乗
じ
、
襲
撃
し
て（
わ
が
）燕
を
打
ち
破
っ
た
。
私
は（
こ

の
）燕
が
小
国
で（
斉
に
）仕
返
し
を
す
る
だ
け
の
力
が
な
い
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
。
な
ん

と
し
て
も
賢
人
を
得
て（
彼
ら
と
）国
政
を
一
緒
に
行
い
、
そ
う
し
て（
斉
に
殺
さ
れ
た
）先
代

（
噲
）の
受
け
た
恥
辱
を
す
す
ぐ
こ
と
こ
そ
、
私
の
願
い
で
あ
る
。（
ど
う
か
）先
生
、（
こ
の

私
の
思
い
に
）ふ
さ
わ
し
い
人
物
を
示
し
て
ほ
し
い
。
わ
が
身
は
そ
の
人
物
を
師
と
し
て
仕

え
る
こ
と
と
な
ろ
う
。」
と
。

　隗
は
言
っ
た
、「
昔
の
君
主
で
、
千
金（
も
の
大
金
）を
使
っ
て
側
近
に
一
日
に
千
里
を
走

る
と
い
う
名
馬
を
買
い
求
め
さ
せ
た
人
が
い
ま
し
た
。（
す
る
と
従
者
は
）死
ん
だ
馬
の
骨
を

五
百
金
で
買
い
取
っ
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
君
主
は
怒
り
ま
し
た
。（
す
る
と
）側
近
は
こ
う

言
い
ま
し
た
、『
死
ん
だ
馬（
の
骨
）で
す
ら（
高
値
で
）買
い
取
っ
た
の
で
す
。
ま
し
て
生
き
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◉
展
開
図  

　（斉
→
混
乱
し
て
い
る
燕
を
攻
撃
、
君
主
噲
を
殺
害
）

燕
人
→	

太
子
平
を
立
て
、
昭
王
と
す
る

　
　↓

昭
王
→	

郭
隗
に
賢
人
招
致
を
相
談

　
　↓

郭
隗
→	

昭
王
に
た
と
え
話
を
す
る

　
　
　（た
と
え
話
）

　
　
　昔
の
あ
る
君
主
→
側
近
に
千
金
を
与
え
て
名
馬
を
買
わ
せ
る

　
　
　
　↓

　
　
　側
近
→
死
馬
の
骨
を
五
百
金
で
買
っ
て
帰
る

　
　
　
　↓

　
　
　君
主
→
側
近
に
怒
る

　
　
　
　↓

　
　
　側
近
→
死
馬
を
高
値
で
買
う
→
生
き
た
名
馬
を
よ
り
高
く
買
っ
て
く
れ
る
と
世
に
期
待
さ
せ
た

　
　
　
　
　→
名
馬
は
や
っ
て
く
る
と
予
想

　
　
　
　↓

　
　
　は
た
し
て
名
馬
は
三
頭
来
た

郭
隗
→	

昭
王
に
自
分
を
真
っ
先
に
登
用
す
る
こ
と
を
進
言

　
　
　（死
馬
た
る
隗
を
先
に
登
用
す
る
→
名
馬
た
る
賢
人
は
き
っ
と
や
っ
て
く
る
と
主
張
）

　
　
　
　↓

賢
人
→	

先
を
競
っ
て
燕
に
や
っ
て
く
る
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語
句
・
文
脈
の
解
説
と
脚
問
・
発
問

1
2
6
ペ
ー
ジ �

Ｌ
1

　燕 

燕
は
周
代
の
諸
侯
国
の
一
つ
で
、
戦
国

の
七
雄
の
一
つ
で
も
あ
っ
た
。
現
在
の
河
北
省
と
遼

寧
省
と
に
ま
た
が
る
。

Ｌ
4

　燕
人 

「
え
ん
ひ
と
」と
読
む
。「
燕
の
人
々
」

の
意
。
国
名
・
地
名
に
続
く
「
人
」
は
「
ひ
と
」
と

読
む
の
が
通
例
。

Ｌ
4

　立
太
子
平
為
君 

太
子
の
平
を
推
し
立
て
て

君
主
と
し
た
。「
太
子
」
は
君
主
の
地
位
の
継
承
者
。

「
為
」
は
、こ
の
場
合
「
あ
る
状
態
を
形
成
す
る
」
の

意
で
、「
…
…
と
し
た
（
即
位
さ
せ
た
）」
と
訳
す
。

Ｌ
4

　昭
王 

在
位
は
前
三
一
一
年
～
前
二
七
九

年
。
噲
の
子
。

Ｌ
4

　弔
死
問
生 

戦
死
者
を
弔
い
、
生
存
者
や
遺

族
を
慰
め
る
。
父
噲
と
は
対
照
的
な
、
人
民
に
心
を

か
け
る
昭
王
の
姿
で
あ
る
。
一
説
に
「
人
民
に
死
者

が
あ
れ
ば
弔
い
、
出
産
が
あ
れ
ば
祝
い
に
い
く
」
と

す
る
。

Ｌ
5

　卑
辞
厚
幣 

へ
り
く
だ
っ
た
言
葉
を
使
い
、

多
く
の
贈
り
物
を
用
意
す
る
。「
辞
」
は
言
葉
遣
い
、

「
幣
」
は
賢
者
へ
の
贈
り
物
。

Ｌ
5

　郭
隗 

燕
の
人
。
こ
の
故
事
で
有
名
な
人
物

で
あ
り
、
他
の
事
跡
は
不
詳
。

Ｌ
5

　孤 

王
侯
の
謙
称
。
春
秋
時
代
、
王
侯
の
自

称
は
「
寡
人
」
で
、
不
幸
が
あ
っ
た
と
き
に
「
孤
」

と
称
し
た
が
、
の
ち
に
は
区
別
が
な
く
な
っ
た
。

Ｌ
6

　不
足 

…
…
す
る
の
に
十
分
で
な
い
。
こ
こ

で
は
「
十
分
な
力
が
な
い
」
の
意
。

Ｌ
6

　報 

仕
返
し
を
す
る
。「
報
復
」
の
「
報
」。

こ
こ
で
は
、
小
国
燕
が
大
国
斉
に
報
復
す
る
と
い
う

こ
と
。

Ｌ
6

　誠 

な
ん
と
し
て
も
。
是
非
と
も
。

Ｌ
6

　賢
士 

「
賢
者
」
に
同
じ
。
賢
人
。

Ｌ
7

　与
共
国 

国
政
を
一
緒
に
行
う
。「
与
共
」は

「
一
緒
に
」
の
意
。「
与
共
」
は
二
字
続
け
て
「
と
も

ニ
と
も
ニ
ス
」
と
も
読
む
。
そ
の
場
合
、「
国
を
与と
も

に

共と
も

に
し
」
と
な
る
。

Ｌ
7

　雪 

す
す
ぐ
。（
恥
を
）除
き
去
る
。「
雪
辱
」

の
「
雪
」。

Ｌ
7

　先
王
之
恥 

先
の
王
、
つ
ま
り
昭
王
の
父
、

噲
が
、
斉
に
攻
め
入
ら
れ
て
殺
害
さ
れ
た
と
い
う
恥

辱
。

Ｌ
7

　視 

示
せ
。
推
挙
し
て
ほ
し
い
。「
視
」は
こ

の
場
合
「
示
」
の
意
。

1
2
7
ペ
ー
ジ �

Ｌ
1

　可
者 

ふ
さ
わ
し
い
人
物
。
こ
こ
で
は
、
と

も
に
国
政
を
執
る
に
足
る
人
物
。

脚
問
・
発
問

1
2
6
ペ
ー
ジ �

問

　昭
王
が
賢
人
を
招
こ
う
と
し
た
の
は
ど
う
い
う

思
い
か
ら
か
。

答

　斉
に
敗
北
し
た
燕
は
小
国
で
、
こ
の
ま
ま
で
は

斉
に
仕
返
し
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
賢

人
を
招
い
て
そ
の
教
え
を
仰
ぎ
、
と
も
に
国
政
を

行
う
こ
と
で
挽
回
を
は
か
り
、
先
君
の
雪
辱
を
果

た
そ
う
と
い
う
思
い
。

（
解
説
）
　燕
が
斉
に
敗
れ
、
先
君
を
殺
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
小
国
で
あ
る
こ
と
な
ど
に
留
意
す
る
。

問

　「先
生
」（
7
行
）
と
は
こ
こ
で
は
誰
の
こ
と
か
。

答

　郭
隗
の
こ
と
。

（
解
説
）
　「先
生
」は
有
徳
の
年
長
者
や
学
問
を
教

え
る
人
へ
の
尊
称
。い
ず
れ
に
せ
よ
尊
称
で
あ
り
、

昭
王
の
郭
隗
に
対
す
る
へ
り
く
だ
っ
た
姿
勢
が
示

さ
れ
て
い
る
。

1
2
7
ペ
ー
ジ �

問

　「得
身
事
之
」（
1
行
）
を
、「
之
」
の
指
し
て
い

る
内
容
を
補
っ
て
口
語
訳
せ
よ
。

答

　わ
が
身
は
そ
の
人
物
を
師
と
し
て
仕
え
る
こ
と

と
な
ろ
う
。

（
解
説
）

　「得
」
は
、こ
の
場
合
「
…
…
す
る
こ
と

が
必
要
」
の
意
で
、「
…
…
す
る
こ
と
と
な
る
」
な

ど
と
訳
す
。「
仕
え
る
べ
き
だ
」「
仕
え
た
い
と
思
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太
子
平
を
立
て
、
昭
王
と
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昭
王
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郭
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に
賢
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招
致
を
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郭
隗
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昭
王
に
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す
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の
あ
る
君
主
→
側
近
に
千
金
を
与
え
て
名
馬
を
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せ
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　側
近
→
死
馬
の
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を
五
百
金
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て
帰
る

　
　
　
　↓
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主
→
側
近
に
怒
る
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　側
近
→
死
馬
を
高
値
で
買
う
→
生
き
た
名
馬
を
よ
り
高
く
買
っ
て
く
れ
る
と
世
に
期
待
さ
せ
た
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名
馬
は
や
っ
て
く
る
と
予
想
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　は
た
し
て
名
馬
は
三
頭
来
た

郭
隗
→	

昭
王
に
自
分
を
真
っ
先
に
登
用
す
る
こ
と
を
進
言
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馬
た
る
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先
に
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用
す
る
→
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る
賢
人
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と
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燕
は
周
代
の
諸
侯
国
の
一
つ
で
、
戦
国

の
七
雄
の
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つ
で
も
あ
っ
た
。
現
在
の
河
北
省
と
遼

寧
省
と
に
ま
た
が
る
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4
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「
え
ん
ひ
と
」と
読
む
。「
燕
の
人
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」
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意
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国
名
・
地
名
に
続
く
「
人
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は
「
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と
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と

読
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の
が
通
例
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4

　立
太
子
平
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君 

太
子
の
平
を
推
し
立
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て

君
主
と
し
た
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太
子
」
は
君
主
の
地
位
の
継
承
者
。
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為
」
は
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の
場
合
「
あ
る
状
態
を
形
成
す
る
」
の

意
で
、「
…
…
と
し
た
（
即
位
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せ
た
）」
と
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す
。
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4

　昭
王 

在
位
は
前
三
一
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年
～
前
二
七
九

年
。
噲
の
子
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Ｌ
4

　弔
死
問
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死
者
を
弔
い
、
生
存
者
や
遺
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を
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め
る
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噲
と
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な
、
人
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に
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を
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昭
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の
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で
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る
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に
「
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に
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が
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、
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を
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、

多
く
の
贈
り
物
を
用
意
す
る
。「
辞
」
は
言
葉
遣
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、
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は
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物
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5
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。
こ
の
故
事
で
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で
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、
他
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事
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は
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代
、
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で
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と
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…
…
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に
十
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で
な
い
。
こ
こ

で
は
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分
な
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が
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い
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の
意
。

Ｌ
6

　報 

仕
返
し
を
す
る
。「
報
復
」
の
「
報
」。

こ
こ
で
は
、
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が
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に
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す
る
と
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な
ん
と
し
て
も
。
是
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6
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に
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じ
。
賢
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政
を
一
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に
行
う
。「
与
共
」は
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に
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の
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。「
与
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は
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続
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「
と
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と
も
読
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を
与と
も

に
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も

に
し
」
と
な
る
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Ｌ
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　雪 

す
す
ぐ
。（
恥
を
）除
き
去
る
。「
雪
辱
」

の
「
雪
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Ｌ
7

　先
王
之
恥 

先
の
王
、
つ
ま
り
昭
王
の
父
、

噲
が
、
斉
に
攻
め
入
ら
れ
て
殺
害
さ
れ
た
と
い
う
恥

辱
。

Ｌ
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　視 

示
せ
。
推
挙
し
て
ほ
し
い
。「
視
」は
こ

の
場
合
「
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の
意
。
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7
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ふ
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い
人
物
。
こ
こ
で
は
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と

も
に
国
政
を
執
る
に
足
る
人
物
。
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・
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王
が
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人
を
招
こ
う
と
し
た
の
は
ど
う
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う

思
い
か
ら
か
。
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に
敗
北
し
た
燕
は
小
国
で
、
こ
の
ま
ま
で
は

斉
に
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返
し
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
賢

人
を
招
い
て
そ
の
教
え
を
仰
ぎ
、
と
も
に
国
政
を

行
う
こ
と
で
挽
回
を
は
か
り
、
先
君
の
雪
辱
を
果

た
そ
う
と
い
う
思
い
。

（
解
説
）
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が
斉
に
敗
れ
、
先
君
を
殺
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
小
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で
あ
る
こ
と
な
ど
に
留
意
す
る
。

問

　「先
生
」（
7
行
）
と
は
こ
こ
で
は
誰
の
こ
と
か
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答

　郭
隗
の
こ
と
。

（
解
説
）
　「先
生
」は
有
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の
年
長
者
や
学
問
を
教

え
る
人
へ
の
尊
称
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ず
れ
に
せ
よ
尊
称
で
あ
り
、

昭
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の
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に
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す
る
へ
り
く
だ
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た
姿
勢
が
示
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て
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る
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問

　「得
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事
之
」（
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行
）
を
、「
之
」
の
指
し
て
い

る
内
容
を
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口
語
訳
せ
よ
。

答

　わ
が
身
は
そ
の
人
物
を
師
と
し
て
仕
え
る
こ
と

と
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う
。

（
解
説
）

　「得
」
は
、こ
の
場
合
「
…
…
す
る
こ
と

が
必
要
」
の
意
で
、「
…
…
す
る
こ
と
と
な
る
」
な

ど
と
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す
。「
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だ
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◉
鑑
賞  

　「戦
国
の
七
雄
」
の
中
に
あ
っ
て
も
、他
国
に
比
べ
燕
は
さ
ほ
ど
強
く
は
な
か
っ

た
。
ま
し
て
当
時
、
君
主
の
噲
が
、
斉
に
肩
入
れ
し
た
遊
説
家
蘇
代
の
策
謀
に
か

か
っ
て
王
権
を
宰
相
に
譲
る
に
至
り
、
内
政
は
混
乱
を
き
わ
め
、
斉
に
攻
撃
さ
れ

て
噲
が
殺
さ
れ
る
と
い
う
、
悲
惨
な
敗
北
を
喫
し
て
い
た
。
こ
の
話
の
冒
頭
の
部

分
は
、
代
わ
っ
て
即
位
し
た
太
子
平
─
昭
王
が
、
善
政
を
心
が
け
て
起
死
回
生
を

は
か
ろ
う
と
し
て
い
る
様
子
を
簡
潔
に
描
い
て
い
る
。
郭
隗
に
語
り
か
け
る
そ
の

言
葉
に
は
、
身
を
低
く
し
つ
つ
、
挽
回
を
切
望
す
る
名
君
の
姿
が
確
か
に
浮
か
び

上
が
っ
て
こ
よ
う
。
郭
隗
の
言
に
納
得
し
、
彼
を
厚
く
も
て
な
し
て
師
事
す
る
後

段
の
姿
も
同
様
で
あ
る
。「
研
究
・
発
展

　参
考
資
料
1
」
に
示
す
が
、
燕
は
こ
の

昭
王
の
代
に
、
魏
か
ら
名
将
楽が
く

毅き

を
、
斉
か
ら
陰
陽
家
の
騶す

う

衍え
ん

を
、
趙
か
ら
軍
略

家
劇げ
き

辛し
ん

を
迎
え
る
な
ど
、
王
の
願
い
通
り
に
賢
士
を
招
致
す
る
こ
と
に
成
功
、
彼

ら
の
活
躍
に
よ
っ
て
国
を
強
く
し
、
諸
国
と
同
盟
し
て
斉
を
敗
北
さ
せ
る
に
至
る

の
で
あ
る
。

　郭
隗
は
千
里
の
馬
の
た
と
え
話
を
用
い
る
が
、『
戦
国
策
』
に
よ
れ
ば
、
先
に
蘇

代
が
燕
の
た
め
に
合
従
策
を
斉
に
説
き
に
行
っ
た
際
、
自
己
を
斉
王
に
売
り
込
む

た
め
に
駿
馬
と
伯
楽
の
た
と
え
を
用
い
て
い
る
（
コ
ラ
ム
「
蘇
秦
の
弟
も
語
っ
た

『
駿
馬
』
の
た
と
え
話
」
参
照
）。
名
馬
の
た
と
え
話
は
当
時
よ
く
用
い
ら
れ
た
の

で
あ
ろ
う
。

　郭
隗
の
、
た
と
え
話
を
用
い
た
弁
舌
は
、
自
分
を
「
死
馬
の
骨
」
と
し
て
卑
下

す
る
こ
と
で
、
自
分
の
登
用
こ
そ
が
千
里
の
馬
た
る
賢
士
を
招
致
す
る
起
爆
剤
と

な
る
と
説
く
も
の
で
あ
る
。逆
説
を
用
い
た
実
に
巧
み
な
売
り
込
み
で
も
あ
っ
た
。

し
か
し
こ
れ
以
降
、
燕
は
賢
士
の
招
致
に
成
功
し
、
斉
へ
の
仕
返
し
を
も
成
し
遂

げ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
郭
隗
の
言
は
単
な
る
売
り
込
み
の
た
め
の
詭
弁
で
は
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

◉
参
考  

　教
科
書
掲
載
部
分
の
あ
と
に
、
招
致
さ
れ
た
楽
毅
ら
の
活
躍
と
、
昭
王
亡
き
あ

と
の
顚
末
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
以
下
に
引
く
。

　楽
毅ハ

自リ 

魏
往ク

。
以テ

為シ 

亜
卿ト

、任ズ 

国
政ヲ

。
已ニ

シ
テ

 

而
使ム 

毅ヲ
シ
テ

 

伐タ 

斉ヲ

。
入リ 
臨
淄ニ

、

斉
王
出デ

走ル

。
毅
乗ジ 

勝チ
ニ、
六
月
之
間ニ

、
下ス 

斉ノ

七
十
余
城ヲ

。
惟
莒ト

即
墨ト

ノ
ミ

 

不 

下ラ

。
昭

王
卒シ

、恵
王
立ツ

。
恵
王
為リ

シ
ト
キ

 
 

太
子
、已ニ

不 

快カ
ラ

 

於
毅ニ

。
田
単
乃チ

縦チ
テ

 

反
間ヲ 

曰ハ
ク、「
毅

与 

新
王 

有リ 

隙
、
不 

敢ヘ
テ

 

帰ラ

、
以テ 

伐ツ
ヲ

 

斉ヲ

為ス 

名ト

。
斉
人
惟
恐ル

ト

 

他
将ノ

来タ
リ
テ、
即
墨ノ

残セ
ラ
レ
ン
コ
ト
ヲ

 
 
 

矣
。」
恵
王
果タ

シ
テ

 

疑ヒ 

毅ヲ

、
乃チ

使メ 

騎
劫ヲ

シ
テ

 

代ハ
リ
テ

 

将タ
ラ

 

、
而シ

テ

 

召ス 

毅ヲ

。
毅

奔ル 

趙ニ

。
田
単
遂ニ

得タ
リ

 

破リ
テ

 

燕ヲ

、
而
復ス

ル
ヲ

 

斉ノ

城ヲ

。

【
書
き
下
し
文
】

　楽
毅
は
魏
よ
り
往
く
。
以
て
亜
卿
と
為
し
、
国
政
を
任
ず
。
已
に
し
て
毅
を
し

て
斉
を
伐
た
し
む
。
臨
淄
に
入
り
、
斉
王
出
で
走
る
。
毅
勝
ち
に
乗
じ
、
六
月
の

間
に
、
斉
の
七
十
余
城
を
下
す
。
惟
莒
と
即
墨
と
の
み
下
ら
ず
。
昭
王
卒
し
、
恵

王
立
つ
。
恵
王
太
子
た
り
し
と
き
、
已
に
毅
に
快
か
ら
ず
。
田
単
乃
ち
反
間
を
縦

ち
て
曰
は
く
、「
毅
新
王
と
隙
有
り
、
敢
へ
て
帰
ら
ず
、
斉
を
伐
つ
を
以
て
名
と
為

す
。
斉
人
惟
他
将
の
来
た
り
て
、即
墨
の
残
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
恐
る
。」
と
。
恵
王

果
た
し
て
毅
を
疑
ひ
、
乃
ち
騎
劫
を
し
て
代
は
り
て
将
た
ら
し
め
、
而
し
て
毅
を

召
す
。
毅
趙
に
奔
る
。
田
単
遂
に
燕
を
破
り
て
、
斉
の
城
を
復
す
る
を
得
た
り
。

【
口
語
訳
】

　楽
毅
は
魏
か
ら
燕
に
赴
い
た
。（
昭
王
は
彼
を
）
二
番
家
老
と
し
、国
政
を
ゆ
だ

ね
た
。
や
が
て
毅
に
斉
を
討
伐
さ
せ
た
。（
毅
は
斉
の
都
）臨
淄
に
入
城
し
た
。
斉

王
は
（
都
か
ら
）
出
奔
し
た
。
毅
は
勝
利
に
乗
じ
て
、
六
か
月
の
間
に
、
斉
の
七
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Ｌ
6

　宮 

邸
宅
。
先
秦
ま
で
は
「
宮
」「
室
」
は
住

居
を
意
味
し
た
が
、
秦
漢
以
降
、「
宮
」
は
帝
王
の
宮

殿
、「
室
」
は
一
般
の
住
居
の
意
と
な
っ
た
。

Ｌ
７

　士
争
趨
燕 

（
天
下
の
）賢
人
た
ち
は
競
っ
て

燕
に
や
っ
て
き
た
。「
争
」は「
先
を
争
っ
て
」。「
趨
」

は
「
お
も
む
ク
」
と
読
み
、「
や
っ
て
く
る
」
の
意
。

漢
語
「
趨
参
」
の
「
趨
」。

＊
句
法  

Aス
ラ

 

且ツ 

B（
ス
）。
況ン

ヤ

 

Cヲ 

乎 

A
で
さ
え
B
で
あ
る
。
ま
し

て
C
な
ら
な
お
さ
ら
B
だ
。〔
抑
揚
〕

A（
ナ
リ
）　於

Bヨ
リ
モ

 

B
よ
り
も
A
（
だ
）。〔
比
較
〕

豈ニ 

A（
セ
）ン

　哉 

ど
う
し
て
A
（
し
よ
う
）
か
、
い
や
A

（
し
）
な
い
。〔
反
語
〕

2
1

句
法
に
留
意
し
て
口
語
訳
せ
よ
。

答

　ま
し
て
隗
よ
り
優
れ
た
（
千
里
の
名
馬
の
よ
う

な
）
人
物
が
、
ど
う
し
て
千
里
（
の
道
の
り
）
が

遠
い
（
と
い
っ
て
来
な
い
）
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ

う
か
（
、
い
や
、
や
っ
て
き
ま
す
）。

（
解
説
）
　抑
揚
の
「
況
…
…
」、
比
較
の
「
A
於

B
」、
反
語
の
「
豈
…
…
哉
」
に
留
意
し
て
訳
す
。

問

　「士
争
趨
燕
」（
７
行
）
と
な
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

答

　郭
隗
の
策
が
功
を
奏
し
（
、
隗
が
燕
に
登
用
さ

れ
た
こ
と
を
知
っ
た
天
下
の
賢
人
た
ち
が
、
自
分

も
燕
に
登
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
）
た
か
ら
。

（
解
説
）
　「争
趨
」
と
い
う
表
現
に
、郭
隗
の
思
惑

が
み
ご
と
に
当
た
り
、
賢
士
た
ち
が
自
己
の
登
用

を
大
い
に
期
待
し
て
い
る
さ
ま
が
よ
く
う
か
が
え

る
。
隗
の
話
は
単
な
る
詭
弁
で
は
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
に
な
ろ
う
。

●
馬
踏
飛
燕
（
教
科
書
126
ペ
ー
ジ
）

　甘
粛
省
で
発
掘
さ
れ
た
漢
代
の
ブ
ロ
ン
ズ

像
。
馬
が
足
で
燕
を
踏
ん
で
お
り
、
燕
よ
り
速

い
駿
馬
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
文
人
政

治
家
郭
沫
若
に
よ
っ
て
「
馬
踏
飛
燕
」
と
命
名

さ
れ
た
と
い
う
。甘
粛
省
博
物
館
蔵（
シ
ー
ピ
ー

シ
ー
・
フ
ォ
ト
提
供
）。

•

図
版
解
説•

蘇
秦
の
弟
も
語
っ
た
「
駿
馬
」
の
た
と
え
話

　「学
習
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
」
に
も
記
し
た
が
、縦

横
家
蘇
秦
は
、
合
従
策
を
も
っ
て
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
蘇
秦
の
弟
蘇
代
も
遊
説
家
で
あ
り
、

斉
を
利
す
る
た
め
、
策
謀
に
よ
っ
て
燕
の
君
主
噲

を
退
位
さ
せ
る
な
ど
、
ま
さ
に
こ
の
時
代
に
斉
と

燕
の
間
で
暗
躍
し
て
い
た
。
こ
の
蘇
代
も
名
馬
の

た
と
え
話
を
用
い
て
い
る
。

　噲
が
燕
の
国
王
で
あ
っ
た
頃
、
蘇
代
は
燕
の

た
め
に
斉
に
遊
説
に
行
っ
た
。
斉
王
に
会
え
な

か
っ
た
の
で
、
王
家
の
入
り
婿
の
淳じ
ゅ
ん

于う

髠こ
ん

に
以

下
の
よ
う
に
自
分
を
売
り
込
ん
だ
。

「
あ
る
人
が
駿
馬
を
市
場
で
売
っ
て
い
た
が
、

三
日
た
っ
て
も
売
れ
な
い
。そ
こ
で
伯
楽（
馬

コ
ラ
ム

の
よ
し
あ
し
を
見
抜
く
人
）
の
所
へ
行
き
、

『
ど
う
か
、市
場
で
私
の
馬
の
周
り
を
回
っ
て

じ
っ
と
見
て
、
去
り
ぎ
わ
に
（
も
の
惜
し
げ

に
）
ま
た
私
の
馬
を
見
つ
め
て
ほ
し
い
。
そ

う
し
た
ら
市
に
払
う
一
日
分
の
税
の
額
を
あ

な
た
に
や
ろ
う
』
と
頼
ん
だ
。
伯
楽
が
言
わ

れ
た
通
り
に
す
る
と
、
一
日
で
馬
の
値
は
十

倍
に
跳
ね
上
が
っ
た
と
い
う
。
ど
う
か
伯
楽

に
な
っ
て
私
を
王
に
薦
め
て
く
れ
れ
ば
、
お

礼
は
た
ん
ま
り
し
ま
す
よ
。」（『
戦
国
策
』
に

よ
る
）

　戦
国
期
、
名
馬
は
諸
侯
王
の
間
で
必
需
品
だ
っ

た
の
で
、
こ
の
よ
う
な
た
と
え
話
は
多
く
な
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
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◉
鑑
賞  

　「戦
国
の
七
雄
」
の
中
に
あ
っ
て
も
、他
国
に
比
べ
燕
は
さ
ほ
ど
強
く
は
な
か
っ

た
。
ま
し
て
当
時
、
君
主
の
噲
が
、
斉
に
肩
入
れ
し
た
遊
説
家
蘇
代
の
策
謀
に
か

か
っ
て
王
権
を
宰
相
に
譲
る
に
至
り
、
内
政
は
混
乱
を
き
わ
め
、
斉
に
攻
撃
さ
れ

て
噲
が
殺
さ
れ
る
と
い
う
、
悲
惨
な
敗
北
を
喫
し
て
い
た
。
こ
の
話
の
冒
頭
の
部

分
は
、
代
わ
っ
て
即
位
し
た
太
子
平
─
昭
王
が
、
善
政
を
心
が
け
て
起
死
回
生
を

は
か
ろ
う
と
し
て
い
る
様
子
を
簡
潔
に
描
い
て
い
る
。
郭
隗
に
語
り
か
け
る
そ
の

言
葉
に
は
、
身
を
低
く
し
つ
つ
、
挽
回
を
切
望
す
る
名
君
の
姿
が
確
か
に
浮
か
び

上
が
っ
て
こ
よ
う
。
郭
隗
の
言
に
納
得
し
、
彼
を
厚
く
も
て
な
し
て
師
事
す
る
後

段
の
姿
も
同
様
で
あ
る
。「
研
究
・
発
展

　参
考
資
料
1
」
に
示
す
が
、
燕
は
こ
の

昭
王
の
代
に
、
魏
か
ら
名
将
楽が
く

毅き

を
、
斉
か
ら
陰
陽
家
の
騶す

う

衍え
ん

を
、
趙
か
ら
軍
略

家
劇げ
き

辛し
ん

を
迎
え
る
な
ど
、
王
の
願
い
通
り
に
賢
士
を
招
致
す
る
こ
と
に
成
功
、
彼

ら
の
活
躍
に
よ
っ
て
国
を
強
く
し
、
諸
国
と
同
盟
し
て
斉
を
敗
北
さ
せ
る
に
至
る

の
で
あ
る
。

　郭
隗
は
千
里
の
馬
の
た
と
え
話
を
用
い
る
が
、『
戦
国
策
』
に
よ
れ
ば
、
先
に
蘇

代
が
燕
の
た
め
に
合
従
策
を
斉
に
説
き
に
行
っ
た
際
、
自
己
を
斉
王
に
売
り
込
む

た
め
に
駿
馬
と
伯
楽
の
た
と
え
を
用
い
て
い
る
（
コ
ラ
ム
「
蘇
秦
の
弟
も
語
っ
た

『
駿
馬
』
の
た
と
え
話
」
参
照
）。
名
馬
の
た
と
え
話
は
当
時
よ
く
用
い
ら
れ
た
の

で
あ
ろ
う
。

　郭
隗
の
、
た
と
え
話
を
用
い
た
弁
舌
は
、
自
分
を
「
死
馬
の
骨
」
と
し
て
卑
下

す
る
こ
と
で
、
自
分
の
登
用
こ
そ
が
千
里
の
馬
た
る
賢
士
を
招
致
す
る
起
爆
剤
と

な
る
と
説
く
も
の
で
あ
る
。逆
説
を
用
い
た
実
に
巧
み
な
売
り
込
み
で
も
あ
っ
た
。

し
か
し
こ
れ
以
降
、
燕
は
賢
士
の
招
致
に
成
功
し
、
斉
へ
の
仕
返
し
を
も
成
し
遂

げ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
郭
隗
の
言
は
単
な
る
売
り
込
み
の
た
め
の
詭
弁
で
は
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

◉
参
考  

　教
科
書
掲
載
部
分
の
あ
と
に
、
招
致
さ
れ
た
楽
毅
ら
の
活
躍
と
、
昭
王
亡
き
あ

と
の
顚
末
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
以
下
に
引
く
。

　楽
毅ハ

自リ 

魏
往ク

。
以テ

為シ 

亜
卿ト

、任ズ 

国
政ヲ

。
已ニ

シ
テ

 

而
使ム 

毅ヲ
シ
テ

 

伐タ 

斉ヲ

。
入リ 
臨
淄ニ

、

斉
王
出デ

走ル

。
毅
乗ジ 

勝チ
ニ、
六
月
之
間ニ

、
下ス 

斉ノ

七
十
余
城ヲ

。
惟
莒ト

即
墨ト

ノ
ミ

 

不 
下ラ

。
昭

王
卒シ

、恵
王
立ツ

。
恵
王
為リ

シ
ト
キ

 
 

太
子
、已ニ

不 

快カ
ラ

 

於
毅ニ

。
田
単
乃チ

縦チ
テ

 

反
間ヲ 

曰ハ
ク、「
毅

与 

新
王 

有リ 

隙
、
不 

敢ヘ
テ

 

帰ラ

、
以テ 

伐ツ
ヲ

 

斉ヲ

為ス 

名ト

。
斉
人
惟
恐ル

ト

 

他
将ノ

来タ
リ
テ、
即
墨ノ

残セ
ラ
レ
ン
コ
ト
ヲ

 
 
 

矣
。」
恵
王
果タ

シ
テ

 

疑ヒ 

毅ヲ

、
乃チ

使メ 

騎
劫ヲ

シ
テ

 

代ハ
リ
テ

 

将タ
ラ

 

、
而シ

テ

 

召ス 

毅ヲ

。
毅

奔ル 

趙ニ

。
田
単
遂ニ

得タ
リ

 

破リ
テ

 

燕ヲ

、
而
復ス

ル
ヲ

 

斉ノ

城ヲ

。

【
書
き
下
し
文
】

　楽
毅
は
魏
よ
り
往
く
。
以
て
亜
卿
と
為
し
、
国
政
を
任
ず
。
已
に
し
て
毅
を
し

て
斉
を
伐
た
し
む
。
臨
淄
に
入
り
、
斉
王
出
で
走
る
。
毅
勝
ち
に
乗
じ
、
六
月
の

間
に
、
斉
の
七
十
余
城
を
下
す
。
惟
莒
と
即
墨
と
の
み
下
ら
ず
。
昭
王
卒
し
、
恵

王
立
つ
。
恵
王
太
子
た
り
し
と
き
、
已
に
毅
に
快
か
ら
ず
。
田
単
乃
ち
反
間
を
縦

ち
て
曰
は
く
、「
毅
新
王
と
隙
有
り
、
敢
へ
て
帰
ら
ず
、
斉
を
伐
つ
を
以
て
名
と
為

す
。
斉
人
惟
他
将
の
来
た
り
て
、即
墨
の
残
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
恐
る
。」
と
。
恵
王

果
た
し
て
毅
を
疑
ひ
、
乃
ち
騎
劫
を
し
て
代
は
り
て
将
た
ら
し
め
、
而
し
て
毅
を

召
す
。
毅
趙
に
奔
る
。
田
単
遂
に
燕
を
破
り
て
、
斉
の
城
を
復
す
る
を
得
た
り
。

【
口
語
訳
】

　楽
毅
は
魏
か
ら
燕
に
赴
い
た
。（
昭
王
は
彼
を
）
二
番
家
老
と
し
、国
政
を
ゆ
だ

ね
た
。
や
が
て
毅
に
斉
を
討
伐
さ
せ
た
。（
毅
は
斉
の
都
）臨
淄
に
入
城
し
た
。
斉

王
は
（
都
か
ら
）
出
奔
し
た
。
毅
は
勝
利
に
乗
じ
て
、
六
か
月
の
間
に
、
斉
の
七

z
2

1
2

1
2

x
2

1

z
2

1
z

2
1

z
2

1
2

1

2
1
z

2
1
z
z

z
2

1
z

2
1

z

z
3
z

2
1
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Ｌ
6

　宮 

邸
宅
。
先
秦
ま
で
は
「
宮
」「
室
」
は
住

居
を
意
味
し
た
が
、
秦
漢
以
降
、「
宮
」
は
帝
王
の
宮

殿
、「
室
」
は
一
般
の
住
居
の
意
と
な
っ
た
。

Ｌ
７

　士
争
趨
燕 

（
天
下
の
）賢
人
た
ち
は
競
っ
て

燕
に
や
っ
て
き
た
。「
争
」は「
先
を
争
っ
て
」。「
趨
」

は
「
お
も
む
ク
」
と
読
み
、「
や
っ
て
く
る
」
の
意
。

漢
語
「
趨
参
」
の
「
趨
」。

＊
句
法  

Aス
ラ

 

且ツ 

B（
ス
）。
況ン

ヤ

 

Cヲ 

乎 

A
で
さ
え
B
で
あ
る
。
ま
し

て
C
な
ら
な
お
さ
ら
B
だ
。〔
抑
揚
〕

A（
ナ
リ
）　於

Bヨ
リ
モ

 

B
よ
り
も
A
（
だ
）。〔
比
較
〕

豈ニ 

A（
セ
）ン

　哉 

ど
う
し
て
A
（
し
よ
う
）
か
、
い
や
A

（
し
）
な
い
。〔
反
語
〕

2
1

句
法
に
留
意
し
て
口
語
訳
せ
よ
。

答

　ま
し
て
隗
よ
り
優
れ
た
（
千
里
の
名
馬
の
よ
う

な
）
人
物
が
、
ど
う
し
て
千
里
（
の
道
の
り
）
が

遠
い
（
と
い
っ
て
来
な
い
）
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ

う
か
（
、
い
や
、
や
っ
て
き
ま
す
）。

（
解
説
）
　抑
揚
の
「
況
…
…
」、
比
較
の
「
A
於

B
」、
反
語
の
「
豈
…
…
哉
」
に
留
意
し
て
訳
す
。

問

　「士
争
趨
燕
」（
７
行
）
と
な
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

答

　郭
隗
の
策
が
功
を
奏
し
（
、
隗
が
燕
に
登
用
さ

れ
た
こ
と
を
知
っ
た
天
下
の
賢
人
た
ち
が
、
自
分

も
燕
に
登
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
）
た
か
ら
。

（
解
説
）
　「争
趨
」
と
い
う
表
現
に
、郭
隗
の
思
惑

が
み
ご
と
に
当
た
り
、
賢
士
た
ち
が
自
己
の
登
用

を
大
い
に
期
待
し
て
い
る
さ
ま
が
よ
く
う
か
が
え

る
。
隗
の
話
は
単
な
る
詭
弁
で
は
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
に
な
ろ
う
。

●
馬
踏
飛
燕
（
教
科
書
126
ペ
ー
ジ
）

　甘
粛
省
で
発
掘
さ
れ
た
漢
代
の
ブ
ロ
ン
ズ

像
。
馬
が
足
で
燕
を
踏
ん
で
お
り
、
燕
よ
り
速

い
駿
馬
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
文
人
政

治
家
郭
沫
若
に
よ
っ
て
「
馬
踏
飛
燕
」
と
命
名

さ
れ
た
と
い
う
。甘
粛
省
博
物
館
蔵（
シ
ー
ピ
ー

シ
ー
・
フ
ォ
ト
提
供
）。

•

図
版
解
説•

蘇
秦
の
弟
も
語
っ
た
「
駿
馬
」
の
た
と
え
話

　「学
習
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
」
に
も
記
し
た
が
、縦

横
家
蘇
秦
は
、
合
従
策
を
も
っ
て
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
蘇
秦
の
弟
蘇
代
も
遊
説
家
で
あ
り
、

斉
を
利
す
る
た
め
、
策
謀
に
よ
っ
て
燕
の
君
主
噲

を
退
位
さ
せ
る
な
ど
、
ま
さ
に
こ
の
時
代
に
斉
と

燕
の
間
で
暗
躍
し
て
い
た
。
こ
の
蘇
代
も
名
馬
の

た
と
え
話
を
用
い
て
い
る
。

　噲
が
燕
の
国
王
で
あ
っ
た
頃
、
蘇
代
は
燕
の

た
め
に
斉
に
遊
説
に
行
っ
た
。
斉
王
に
会
え
な

か
っ
た
の
で
、
王
家
の
入
り
婿
の
淳じ
ゅ
ん

于う

髠こ
ん

に
以

下
の
よ
う
に
自
分
を
売
り
込
ん
だ
。

「
あ
る
人
が
駿
馬
を
市
場
で
売
っ
て
い
た
が
、

三
日
た
っ
て
も
売
れ
な
い
。そ
こ
で
伯
楽（
馬

コ
ラ
ム

の
よ
し
あ
し
を
見
抜
く
人
）
の
所
へ
行
き
、

『
ど
う
か
、市
場
で
私
の
馬
の
周
り
を
回
っ
て

じ
っ
と
見
て
、
去
り
ぎ
わ
に
（
も
の
惜
し
げ

に
）
ま
た
私
の
馬
を
見
つ
め
て
ほ
し
い
。
そ

う
し
た
ら
市
に
払
う
一
日
分
の
税
の
額
を
あ

な
た
に
や
ろ
う
』
と
頼
ん
だ
。
伯
楽
が
言
わ

れ
た
通
り
に
す
る
と
、
一
日
で
馬
の
値
は
十

倍
に
跳
ね
上
が
っ
た
と
い
う
。
ど
う
か
伯
楽

に
な
っ
て
私
を
王
に
薦
め
て
く
れ
れ
ば
、
お

礼
は
た
ん
ま
り
し
ま
す
よ
。」（『
戦
国
策
』
に

よ
る
）

　戦
国
期
、
名
馬
は
諸
侯
王
の
間
で
必
需
品
だ
っ

た
の
で
、
こ
の
よ
う
な
た
と
え
話
は
多
く
な
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
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語
句
学
習
シ
ー
ト

月

日

年

組

氏
名

徒
然
草

あ
る
人
、
弓
射
る
こ
と
を
習
ふ
に
（
教
科
書
253
ペ
ー
ジ
～
254
ペ
ー
ジ
）

１

お
ろ
か
な
り

品
詞
〔

〕

活
用
の
種
類
〔

〕

意
味
〔

〕

２

ね
ん
ご
ろ
な
り

品
詞
〔

〕

活
用
の
種
類
〔

〕

意
味
〔

〕

３

期
す

品
詞
〔

〕

活
用
の
種
類
〔

〕

意
味
〔

〕

４

い
は
ん
や品

詞
〔

〕

意
味
〔

〕

 

 

年

組

番

氏
名
（

）

 

  

一

部
の
片
仮
名
を
漢
字
に
改
め
よ
。 １

点×

８ 

①
シ
ー
ソ
ー
が
カ
タ
ム
く
。 

[
] 

②
無
限
に
ク
り
返
さ
れ
る
。 

[
] 

③
曇
っ
た
オ
ン
キ
ョ
ウ
。 

[
] 

④
日
本
の
デ
ン
ト
ウ
芸
能
。 

[
] 

⑤
ソ
ウ
ダ
イ
な
水
の
造
型
。 

[
] 

⑥
バ
ロ
ッ
ク
チ
ョ
ウ
コ
ク
。 

[
] 

⑦
水
を
ア
ッ
シ
ュ
ク
す
る
。 

[
] 

⑧
ダ
ン
ゾ
ク
す
る
線
。 

[
] 

 

二

部
の
漢
字
の
読
み
仮
名
を
平
仮
名
で
記
せ
。 

１
点×

８ 

①
水
受
け
が
跳
ね
上
が
る
。 [

] 

②
緩
や
か
な
リ
ズ
ム
。 

[
] 

③
何
事
も
起
こ
ら
な
い
徒
労
。

 [
] 

④
次
の
音
と
の
長
い
間
隔
。 [

] 

⑤
華
や
か
な
噴
水
。 

[
] 

⑥
趣
向
を
凝
ら
す
。 

[
] 

⑦
添
え
物
に
す
ぎ
な
い
。 

[
] 

⑧
表
情
に
乏
し
い
。 

[
] 

  

三

次
の
ア
～
ウ
の

部
の
片
仮
名
を
漢
字
に
改

め
よ
。 

１
点×

６ 

ア
絵
を
カ
ン
シ
ョ
ウ
す
る
。 

①

イ
カ
ン
シ
ョ
ウ
用
の
植
物
。 

ウ
人
の
生
活
に
カ
ン
シ
ョ
ウ
す
る
。 

ア[
] 

イ[
] 

ウ[
] 

ア
美
の
キ
ョ
ク
チ
。 

②

イ
キ
ョ
ク
チ
を
探
検
す
る
。 

ウ
キ
ョ
ク
チ
的
な
豪
雨
。 

ア[
] 

イ[
] 

ウ[
] 

 

四

上
の
語
と
下
の
語
が
対
義
語
の
関
係
に
な
る
よ

う
に
、

に
入
る
漢
字
を
記
せ
。 

２
点×

４ 

①
受
動

―

動 
[

] 

②
積
極

―

極 
[

] 

③
間
接

―

接 
[

 

④
し弛

緩

―

張 
[

] 

６

水
の
東
西

①

得点

 
 

 
／30 

 

 

年

組

番

氏
名
（

）

 

  

一

―
―
部
の
漢
字
の
読
み
仮
名
を
平
仮
名
（
現
代

仮
名
遣
い
）
で
記
せ
。 

２
点×

３ 

①
弓
射
る
こ
と
を
習
ふ
に
、 

[
] 

②
万
事
に
わ
た
る
べ
し
。 

[
] 

③
一
刹
那
の
う
ち
に
お
い
て
、[
] 

 

二

―
―
部
の
語
句
の
意
味
を
あ
と
か
ら
選
べ
。 

２
点×

５ 

①
諸も

ろ

矢や

を
た
ば
さ
み
て
的
に
向
か
ふ
。 

[
] 

ア
か
か
え
て

イ
か
つ
い
で

ウ
は
さ
ん
で 

②
お
ろ
か
に
せ
ん
と
思
は
ん
や
。 

[
] 

ア
い
い
加
減
に

イ
確
実
に

ウ
す
ぐ
に 

③
ね
ん
ご
ろ
に
修し

ゆ

せ
ん
こ
と
を
期ご

す
。 

[
] 

ア
欲
深
く

イ
恥
ず
か
し
げ
も
な
く 

ウ
念
を
入
れ
て 

④
ね
ん
ご
ろ
に
修
せ
ん
こ
と
を
期
す
。 

[
] 

ア
心
積
も
り
す
る

イ
立
派
に
や
り
遂
げ
る 

ウ
神
様
に
祈
る 

⑤
道
を
学
す
る
人
、 

[
] 

ア
学
問

イ
仏
道

ウ
道
徳 

  

三

―
―
部
の
語
の
品
詞
名
を
あ
と
か
ら
選
べ
。 

２
点×

５ 

①
二
つ
の
矢
を
持
つ
こ
と
な
か
れ
。 

[
] 

②
こ
の

ひ
と一
や矢

に
定
む
べ
し
と
思
へ
。 

[
] 

③
お
ろ
か
に
せ
ん
と
思
は
ん
や
。 

[
] 

④
自
ら
知
ら
ず
と
い
へ
ど
も
、 

[
] 

⑤
い
は
ん
や
一
刹
那
の
う
ち
に
お
い
て
、[

] 

ａ
名
詞

ｂ
動
詞

ｃ
形
容
詞 

ｄ
形
容
動
詞

ｅ
副
詞

ｆ
連
体
詞 

ｇ
感
動
詞

ｈ
接
続
詞

ｉ
助
動
詞 

ｊ
助
詞 

 

四

―
―
部
の
語
の
活
用
形
を
記
せ
。 

２
点×

２ 

①
こ
の
一
矢
に
定
む
べ
し
と
思
へ
。 

[
] 

②
重
ね
て
ね
ん
ご
ろ
に
修
せ
ん
こ
と
を
期
す
。 

[
] 

あ
る
人
、
弓
射
る
こ
と
を
習
ふ
に

得点

 
 

 
／30 

あ
る
人
、
弓
射
る
こ
と
を
習
ふ
に

●

次
の
空
欄
を
文
章
中
の
語
句
で
補
え
。 

 
 

〔

プ
ロ
セ
ス

〕 

あ
る
人
、
弓
射
る
こ
と
を
習
ふ 

   ○イ

〔

〕
を
た
ば
さ
み
て
的
に
向
か
ふ 

○エ

〔

〕
の
言
葉 

「

初
心
の
人
、
二
つ
の
矢
を
持
つ
こ
と
な
か
れ
。」 

     

「

毎
度
た
だ
得
失
な
く
、
こ
の
一
矢
に
定
む
べ
し
と
思
へ
。
」 

見解 

○キ

〔

〕
の
心
、
自
ら
知
ら
ず
と
い
へ
ど
も
、
師
こ
れ
を
知
る
。 

 

こ
の
戒
め
、
万
事
に
わ
た
る
べ
し
。 

〈

道
を
学
す
る
人

〉 

夕
べ

に
は

朝

あ
ら
ん
こ
と
を
思
ひ
、

朝

に
は

夕
べ

あ
ら
ん
こ
と

を
思
ひ
て
、
○ク

〔

〕
こ
と
を
期
す
。 

○ア

〔

〕
の
人 

○ウ

〔

〕
の
矢 

 

○オ

〔

〕
の
矢
を
頼
み
て
、 

○カ

〔

〕
の
矢
に
な
ほ
ざ
り
の
心 

    

油
断
の
気
持
ち 

「ある人」に対する師の言葉 作者の考え（まとめ） 

い
は
ん
や
一
刹
那
の
う
ち
に
お
い
て
、
○ケ

〔

〕
の
心
あ
る
こ
と
を
知
ら
ん
や
。 

 

な
ん
ぞ
、
た
だ
今
の
一
念
に
お
い
て
、
た
だ
ち
に
す
る
こ
と
の 

は
な
は
だ
○コ

〔

〕。 

第一段落 第二段落 
 

－ －

「
も
の
」
の
科
学
か
ら
「
こ
と
」
の
科
学
へ

池
田
清
彦

〔

〕
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
よ
。

【
標
準
問
題
】

「
も
の
」
を
対
象
に
す
る
科
学

ａは
ゲ
ン
ミ
ツ
性
と
普
遍
性
を
追
求
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
「
こ
と
」
を
対
象
と
す
る
科
学
は
む

し
ろ
［

Ａ

］
と
多
様
性
に
目
を
向
け
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。

例
え
ば
、
病
気
の
治
療
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う

１。
Ａ
と
い
う
疾
患
に
は
最
善
の
治
療
法
Ｂ
が
あ
る
は
ず
だ
、
と
い
う
考
え
は
「
も

の
」
の
科
学
の
考
え
だ
。
病
気
は
「
も
の
」
で
は
な
く
「
こ
と
」
だ
か
ら
、
実
は
同
じ
病
名
が
つ
い
て
い
て
も
、
個
々
人
に
よ
っ
て
異
な

り
、
さ
ら
に
は
時
間
と
と
も
に
変
化
す
る
。
同
じ
薬

ｂを
投
与
し
て
も
治
る
人
も
い
れ
ば
治
ら
ぬ
人
も
い
る
。
こ
れ
に
対
処
す
る
に
は
、
硬

直
し
た
「
も
の
」
の
科
学
で
は
ダ
メ
で
、
よ
り
柔
軟
な
「
こ
と
」
の
科
学
が
必
要
だ
。
「
も
の
」
の
科
学
の
や
り
方
が
あ
ら
か
じ
め
決
め

た
こ
と
を
ル
ー
ル
ど
お
り
に
や
る
と
し
た
ら
、
「
こ
と
」
の
科
学
の
や
り
方
は
、
そ
の
場
で
最
善
と
思
わ
れ
る
や
り
方
を
選
択
し
つ
つ
も

状
況
に
応
じ
て
対
応
を
変
え
る
こ
と
に
あ
る
。
二
十
一
世
紀
後
半
の
医
療
は
、
個
々
人
の
遺
伝
的
背
景
や
経
験
を
考
慮
し
た
オ
ー
ダ
ー
メ

イ
ド
治
療
と
い
っ
た
も
の
に
な
る
に
ち
が
い
な
い
。

２

こ
の
こ
と
は
何
も
医
療
だ
け
に
限
ら
な
い
。
環
境
問
題
も
生
物
多
様
性
の
問
題
も
、
さ
ら
に
は
社
会
一
般
の
問
題
も
、
全
て
は
「
も

の
」
で
は
な
く
「
こ
と
」
だ
か
ら

３、
「
こ
と
」
の
科
学
の
発
想
に
立
た
な
け
れ
ば
解
決
し
な
い
。
全
て
の
「
こ
と
」
は
複
雑
系
で
あ
り
、

未
来
は
ゲ
ン
ミ
ツ
に
は
わ
か
ら
な
い
。
だ
か
ら

４、
こ
れ
を
少
し
で

ｃも
制
御
す
る
に

ｄは
シ
コ
ウ
サ
ク
ゴ
と
す
ば
や
い
修
正
が
必
要
だ
。
し
か

し
、
科
学
者
も
政
治
家

５も
そ
の
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
人
は
多
く
な
い
よ
う
だ
。

例
え
ば
、
生
物
多
様
性
の
保
全
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
最
近
、
希
少
野
生
生
物
の
保
護
の
気
運
が
高
ま
り
、
県
別
の
レ
ッ
ド
デ
ー

タ
ブ
ッ
ク
（
絶
滅
危
惧
種
の
リ
ス
ト
、
Ｒ
Ｄ
Ｂ
）
作
り
が
盛
ん
で
あ
る
。
私
も
山
梨
県
の
昆
虫
類
の
Ｒ
Ｄ
Ｂ
作
り
を
手
伝
っ
て
い
る
。
Ｒ

Ｄ
Ｂ
は
あ
く
ま
で
、
保
護
の
た
め
の
［

Ｂ

］
。
し
か
し
、
Ｒ
Ｄ
Ｂ
を
作
成
し
た
県
の
中
に
は
ご
く
一
部
で
は
あ
る
が
、
リ
ス
ト
に
載

っ
て
い
る
昆
虫
類
を
全
面
採
集
禁
止
に
し
よ
う
と
の
動
き
が
あ
る
よ
う
だ
。
こ
れ
な
ど
は
、
［

Ｃ

］
を
「
も
の
」
と
考
え

６る
あ悪

し
き

思
考

ｅの
テ
ン
ケ
イ
で
あ
る
。

問
一

二
重
傍
線
ａ
～
ｅ
の
漢
字
は
そ
の
読
み
を
平
仮
名
で
示
し
、
片
仮
名
は
漢
字
に
直
せ
。

問
二

［

Ａ

］
に
は
、
第
二
段
落
の
「
個
々
人
に
よ
っ
て
異
な
り
」
と
同
じ
意
味
の
語
が
入
る
。
漢
字
三
字
で
答
え
よ
。

問
三

［

Ｂ

］
に
入
る
語
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。

①

目
的
で
あ
っ
て
道
具
で
は
な
い

②

道
具
で
あ
っ
て
目
的
で
は
な
い

③

手
段
で
あ
っ
て
道
具
で
は
な
い

④

プ
ロ
セ
ス
で
あ
っ
て
結
果
で
は
な
い

⑤

結
果
で
あ
っ
て
プ
ロ
セ
ス
で
は
な
い

問
四

［

Ｃ

］
に
入
る
語
を
、
文
中
か
ら
五
字
で
抜
き
出
せ
。

問
五

傍
線
１
「
Ａ
と
い
う
疾
患
に
は
最
善
の
治
療
法
Ｂ
が
あ
る
は
ず
だ
、
と
い
う
考
え
は
『
も
の
』
の
科
学
の
考
え
だ
」
と
あ
る
が
、

な
ぜ
そ
う
言
え
る
の
か
。
六
十
字
以
内
で
説
明
せ
よ
。

問
六

傍
線
２
「
こ
の
こ
と
」
と
は
ど
ん
な
こ
と
を
指
す
か
。
文
中
の
言
葉
を
用
い
て
説
明
せ
よ
。

問
七

傍
線
３
「
『
こ
と
』
の
科
学
の
発
想
」
を
六
十
字
以
内
で
説
明
せ
よ
。

問
八

傍
線
４
「
こ
れ
」
と
は
何
か
。
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。

①

全
て
の
「
こ
と
」

②

複
雑
系

③

未
来

④

さ
ま
ざ
ま
な
問
題

問
九

傍
線
５
「
そ
の
こ
と
」
と
は
ど
ん
な
こ
と
を
指
す
か
。
文
中
の
言
葉
を
用
い
て
説
明
せ
よ
。

問
十

傍
線
６
「
悪
し
き
思
考
」
の
具
体
例
を
文
中
か
ら
二
つ
探
し
、
そ
れ
ぞ
れ
二
十
五
字
以
内
で
抜
き
出
せ
。

－ －

先
従
隗
始

〔

〕
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
よ
。

【
発
展
問
題
】

え

ん燕

ひ

と人

テ
テ

立

太

子

ヲ平

な
ス為

ト君
。

こ
れ
ヲ

是

ス為

昭

ト王

ヒ弔

ヲ死

ヒ問

ヲ生
、

ひ
く
ク
シ

卑

ヲ辞

ク
シ
テ

厚

ヲ幣
、

も
つ
テ

以

ク招

賢

ヲ者

ヒ
テ

問

く
わ
く

郭

く
わ
い
ニ

隗

い
ハ
ク

曰

せ
い
ハ

斉

リ
テ

因

孤

之の

ノ国

ル
ル
ニ

乱

而

ヒ
テ

襲

ル破

ヲ燕
。
孤

す
す
ガ
ン

メ
テ

極

ル知

ノ燕

ニ
シ
テ

小

ざ
ル
ヲ

不

ラ足

テ以

ズ
ル
ニ

報

ニ誠

テ得

賢

ヲ士

１
と
も
ニ

与

ニ
シ

共

ヲ国
、

テ以
ａ

コ
ト
ハ

雪

先

王

之

つ
か

ヲ恥

孤

之

ヒ願

な

り也
。
先

生

し
め
セ

視

ナ
ル

可

ヲ者

ン
ト

得

身

フ
ル
ヲ

事

こ
れ
ニ

之

じ
ん

隗

ハ
ク

曰

い
に
し
へ

古

之

ニ君

リ有

テ以

千

ヲ金

し
ム
ル

使

け

ん涓

ヲ
シ
テ

人

メ求

千

ノ里

ヲ馬

者

ヒ
テ

買

死

ノ馬

ヲ骨

五

百

ニ金

而

ル返
２。

君

ル怒
。
涓

人

ハ
ク

３

曰

死

ス
ラ

馬

か
ツ且

フ買

ヲ之
。

い
は
ン
ヤ

況

ケ
ル

生

ヲ者

乎や

。
馬

ニ今

ラ
ン
ト

至

矣

ず
シ
テ

不

期

ナ
ラ

年

千

ノ里

馬

ル至

者

三
。
今
、
王

ズ必

セ
バ

欲

サ
ン
ト

致

ヲ士
、

４

ヅ先

リ従

隗

メ
ヨ

始
。

ン
ヤ

ｂ

況

ナ
ル

賢

於

ヨ
リ
モ

隗

者
、

あ
ニ豈

シ
ト
セ
ン

遠

千

ヲ里

や
ト哉

お
イ
テ

於

こ
こ
ニ

是

昭

王

た
め
ニ

為

ノ隗

メ
テ

改

キ築
ｃ

ヲ宮
、
師

ス事

ニ之

イ
テ

於

ニ是

士

ヒ
テ

争

お
も
む
ク

趨

ニ燕
。

問
一

二
重
傍
線
ａ
と
同
じ
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
熟
語
で
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。

①

蛍
雪

②

雪
原

③

雪
泥

④

雪
辱

問
二

二
重
傍
線
ｂ
は
、
郭
隗
の
た
と
え
話
の
中
で
は
何
に
た
と
え
ら
れ
て
い
る
の
か
。
文
中
か
ら
抜
き
出
せ
。

問
三

二
重
傍
線
ｃ
と
同
じ
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
熟
語
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。

①

宮
殿

②

宮
廷

③

邸
宅

④

ほ
う俸
ろ
く禄

問
四

傍
線
１
を
省
略
さ
れ
て
い
る
言
葉
を
補
っ
て
口
語
訳
せ
よ
。

問
五

傍
線
２
で
君
主
が
怒
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。
そ
の
理
由
を
書
け
。

問
六

傍
線
３
を
（
１
）
書
き
下
し
文
に
し
、
（
２
）
口
語
訳
せ
よ
。

問
七

傍
線
４
の
「
ま
ず
隗
よ
り
始
め
よ
」
と
い
う
言
葉
の
現
代
の
日
本
に
お
け
る
意
味
を
記
せ
。
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＊�その他、古文教材の品詞分解を書き込むための「古文品詞分解シート」、漢文教材の
書き下し文を抽出した「漢文書き下し文シート」、古典教材の口語訳を抽出した「古
典口語訳シート」を収録しています。

定期考査などに使える問題を、各教材、難易度別に複数収録して
います。長文の教材は出題箇所を変えるなど、重要なポイントを
網羅します。解答に加え、丁寧な解説も付しています。

付
属
Ｄ
Ｖ
Ｄ–

Ｒ
Ｏ
Ｍ

基
本
テ
ス
ト

付
属
Ｄ
Ｖ
Ｄ–

Ｒ
Ｏ
Ｍ

評
価
問
題
集
　

短時間で基礎を養う小テストです。現代文では漢字や語句、
古文では文法、漢文では句法などについて出題します。
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水
の
東
西

●

次
の
空
欄
を
文
章
中
の
語
句
で
補
え
。

流れる水 
p.47.l.9 
噴き上げる水 

時間的な水 
  p.49.l.4 

空間的な水 

見えない水 
p.50.l.5 
目に見える水 

① 初め～p.47.l.9 ②p.47.l.10～p.49.l.4 
 

③ p.49.l.5～p.50.l.5 ④ p.50.l.6～終わり 

鹿
お
ど
し
を
見
て
思
う
こ
と
。 

・
我
々
に
○ア

〔

〕
を
感
じ
さ
せ
る
。 

○イ

〔

〕
の
流
れ
か
○ウ

〔

〕
の
流
れ
か
？ 

・

せ
き
止
め
、
刻
む 

↓

 

・
○エ

〔

〕
の
存
在
を
強
調 

  

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
、
○オ

〔

〕
よ
り
も
○カ

〔

〕
の 

ほ
う
が
人
々
の
心
を
く
つ
ろ
が
せ
る
。

＝ 

水
の
○キ

〔

〕 

西
洋
の
○ク

〔

〕
を
見
て
思
う
こ
と
。 

 

・
噴
水
は
○ケ

〔

〕
の
中
心
。

・
噴
水
は
壮
大
な
水
の
○コ

〔

〕 

日
本
の
伝
統
の
中
に
噴
水
が
少
な
い
こ
と
に
つ
い
て
の
考
察
。 

 

空
気
が
乾
い
て
い
る
の
で
人
々
が 

噴
き
上
げ
る
水
を
求
め
た
。

 

ロ
ー
マ
以
来
の
水
道
の
技
術
が 

噴
水
の
発
達
に
有
利
だ
っ
た
。

 
   

・
日
本
人
に
と
っ
て
水
は
○ス

〔

〕
が
美
し
い
。 

・
水
は
○セ

〔

〕
す
る
対
象
で
は
な
い
。 

・
「
行
雲
流
水
」
…
○ソ

〔

〕
心
の
現
れ
。 

○タ

〔

〕
だ
け
が 

大
切
な
ら
水
を
見
る
必
要
さ
え
な
い
。 

＝ 

断
続
す
る
音
の
間
隙
に
流
れ
る
も
の
を 

○ツ

〔

〕
に
○テ

〔

〕
で
味
わ
え
ば
よ
い
。 

 音
を
た
て
て
○サ

〔

〕
に
静
止
し
て
い
る
よ
う
。 

日本（東）の水  
 
西洋（西）の水  

西
洋
の
○シ

〔

〕
的
な
事
情 

こ
れ
だ
け
が
日
本
人
が
噴
水
を
作
ら
な
か
っ
た
理
由
で
は
な
い
。 

 

日
本
人
が 

○チ
〔

〕 

行
為
の
極
致
を
表
す
仕
掛
け 

「鹿おどし」 

対比 日本人の心の特徴 

語
句
学
習
シ
ー
ト
⑤

月

日

年

組

氏
名

水
の
東
西
（
教
科
書
46
ペ
ー
ジ
～
51
ペ
ー
ジ
）

１

愛
嬌

意
味
〔

〕

短
文
〔

〕

２

徒
労

意
味
〔

〕

短
文
〔

〕

３

趣
向

意
味
〔

〕

短
文
〔

〕

４

息
を
の
む意

味
〔

〕

短
文
〔

〕

５

感
性

意
味
〔

〕

短
文
〔

〕

語
句
学
習
シ
ー
ト

月

日

年

組

氏
名

徒
然
草

あ
る
人
、
弓
射
る
こ
と
を
習
ふ
に
（
教
科
書
253
ペ
ー
ジ
～
254
ペ
ー
ジ
）

１

お
ろ
か
な
り

品
詞
〔

〕

活
用
の
種
類
〔

〕

意
味
〔

〕

２

ね
ん
ご
ろ
な
り

品
詞
〔

〕

活
用
の
種
類
〔

〕

意
味
〔

〕

３

期
す

品
詞
〔

〕

活
用
の
種
類
〔

〕

意
味
〔

〕

４

い
は
ん
や品

詞
〔

〕

意
味
〔

〕

あ
る
人
、
弓
射
る
こ
と
を
習
ふ
に

●

次
の
空
欄
を
文
章
中
の
語
句
で
補
え
。 

 
 

〔

プ
ロ
セ
ス

〕 

あ
る
人
、
弓
射
る
こ
と
を
習
ふ 

   ○イ

〔

〕
を
た
ば
さ
み
て
的
に
向
か
ふ 

○エ

〔

〕
の
言
葉 

「

初
心
の
人
、
二
つ
の
矢
を
持
つ
こ
と
な
か
れ
。」 

     

「

毎
度
た
だ
得
失
な
く
、
こ
の
一
矢
に
定
む
べ
し
と
思
へ
。
」 

見解 

○キ

〔

〕
の
心
、
自
ら
知
ら
ず
と
い
へ
ど
も
、
師
こ
れ
を
知
る
。 

 

こ
の
戒
め
、
万
事
に
わ
た
る
べ
し
。 

〈

道
を
学
す
る
人

〉 

夕
べ

に
は

朝

あ
ら
ん
こ
と
を
思
ひ
、

朝

に
は

夕
べ

あ
ら
ん
こ
と

を
思
ひ
て
、
○ク

〔

〕
こ
と
を
期
す
。 

○ア

〔

〕
の
人 

○ウ

〔

〕
の
矢 

 

○オ

〔

〕
の
矢
を
頼
み
て
、 

○カ

〔

〕
の
矢
に
な
ほ
ざ
り
の
心 

    

油
断
の
気
持
ち 

「ある人」に対する師の言葉 作者の考え（まとめ） 

い
は
ん
や
一
刹
那
の
う
ち
に
お
い
て
、
○ケ

〔

〕
の
心
あ
る
こ
と
を
知
ら
ん
や
。 

 

な
ん
ぞ
、
た
だ
今
の
一
念
に
お
い
て
、
た
だ
ち
に
す
る
こ
と
の 

は
な
は
だ
○コ

〔

〕。 

第一段落 第二段落 
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◆語句・漢字学習シート
　教科書の脚注欄に示した語句や漢字について、意味や文
　法事項を調べ、確認するワークシートです。

＊�その他、古文教材の品詞分解を書き込むための「古文品詞分解シート」、漢文教材の
書き下し文を抽出した「漢文書き下し文シート」、古典教材の口語訳を抽出した「古
典口語訳シート」を収録しています。

◆構成・内容理解シート
　教材文の構成や内容を、表や図に整理して理解するため
　のワークシートです。

付
属
Ｄ
Ｖ
Ｄ–

Ｒ
Ｏ
Ｍ

ワ
ー
ク
シ
ー
ト

付
属
Ｄ
Ｖ
Ｄ–

Ｒ
Ｏ
Ｍ

基
本
テ
ス
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◆
羅
生
門
（
芥
川
龍
之
介
）
１

『
羅
生
門
』
の
も
と
に
な
っ
た
古
典

『
羅
生
門
』
は
、
芥
川
龍
之
介
が
二
十
三
歳
の
と
き
の
作
で
あ
る
。
初
出
は
、
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
十
一
月
刊
行
の
「
帝
国
文

学
」
で
、
の
ち
に
単
行
本
と
し
て
も
出
版
さ
れ
た
。
「
帝
国
文
学
」
は
東
京
大
学
の
文
科
関
係
の
機
関
誌
で
あ
り
、
当
時
既
に
二
十
年
の

歴
史
を
持
っ
て
い
た
。

芥
川
龍
之
介
が
古
典
に
取
材
し
た
作
品
（
『
鼻
』
『
芋
粥
』
な
ど
。
「
王
朝
物
」
と
呼
ば
れ
る
）
を
い
く
つ
も
遺
し
た
こ
と
は
知
ら
れ

て
い
る
が
、
そ
の
第
一
作
目
が
『
羅
生
門
』
で
あ
っ
た
。
『
羅
生
門
』
は
、
愛
読
し
て
い
た
『
今
昔
物
語
集
』
に
も
と
づ
い
て
書
か
れ
た
。

『
羅
生
門
』
の
大
筋
は
、
『
今
昔
物
語
集
』
の
巻
二
十
九
第
十
八
「
羅
城
門
登
上
層
見
死
人
盗
人
語
（
ら
し
や
う
も
ん
の
う
は
こ
し
に
の

ぼ
り
て
し
に
ん
を
み
た
る
ぬ
す
び
と
の
こ
と
）
」
に
依
拠
し
て
い
る
が
、
細
部
に
あ
た
る
死
人
の
女
の
生
前
の
行
状
な
ど
は
、
巻
三
十
一

第
三
十
一
「
太
刀
帶
陣
賣
魚
嫗
語
（
た
て
は
き
の
ぢ
ん
に
う
を
を
う
る
お
う
な
の
こ
と
）
」
か
ら
要
素
を
引
き
入
れ
て
い
る
。
次
は
、

『
羅
生
門
』
の
大
筋
に
対
応
す
る
『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
九
第
十
八
の
原
文
で
あ
る
。
比
べ
て
読
む
と
、
芥
川
龍
之
介
が
、
原
作
が
伝

え
る
闇
の
時
代
の
お
ぞ
ま
し
さ
と
そ
こ
に
生
き
る
人
間
た
ち
の
し
た
た
か
さ
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
近
代
小
説
ら
し
い
主
題
の
下
に
情
景
や
人

物
像
や
出
来
事
を
膨
ら
ま
せ
、
緻
密
に
構
成
し
直
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

《
羅
城
門
登
上
層
見
死
人
盜
人
語
第
十
八
》

今
は
昔
、
攝
津
の
國
邊
よ
り
盜
せ
む
が
爲
に
京
に

上
の
ぼ
り

け
る
男
の
、
日
の
未
だ
暮
ざ
り
け
れ
ば
、
羅ら

城
し
や
う

門も
ん

の
下
に
立
隱
れ
て
立
て
り
け
る

に
、
朱す

雀ざ
く

の
方
に
人
重
り
行
け
れ
ば
、
人
の
靜
ま
る
ま
で
と
思
て
門
の
下
に
待
立
て
り
け
る
に
、
山
城
の
方
よ
り
人
共
の

數
あ
ま
た

來
た
る
音

の
し
け
れ
ば
、
其
れ
に
不
レ

見
え
じ
と
思
て
、
門
の
上
層
に

や
は和

ら
か
き搔

つ
き
登
た
り
け
る
に
、
見
れ
ば
火

髴
ほ
の
か

に
も
や燃

し
た
り
、
盜
人

恠
あ
や
し

と
思

て
連れ

ん

司じ

よ
り

臨
の
ぞ
き

け
れ
ば
、
若
き
女
の
死
て
臥
た
る
有
り
、
其
の
枕
上
に
火
を
燃
し
て
、
年
極
く
老
た
る

嫗
お
う
な

の
白し

ら

髪が

白
き
が
、
其
の
死
人

の
枕
上
に
居
て
、
死
人
の
髪
を
か
な
ぐ
り
拔
き
取
る
也
け
り
、
盜
人
此
れ
を
見
る
に
心
も
不
レ

得
ね
ば
、
此
れ
は
若
し
鬼
に
や
有
ら
む
と

思
て
、
怖
け
れ
ど
も
若
し
死
人
に
て
も
ぞ
有
る
、

お
ど恐

し
て
試
む
と
て
思
て
、
和
ら
戸
を
開
て
刀
を
拔
て
、
己
は
と
云
て
走
寄
け
れ
ば
、
嫗

手
ま
ど迷

ひ
を
し
て
手
を
摺
て
迷
へ
ば
、
盜
人
此
は
何
ぞ
の
嫗
の

か
く此

は
し
居
た
る
ぞ
と
問
け
れ
ば
、
嫗
「
己
が

ぬ
し主

に
て
御
ま
し
つ
る
人
の
、
失

給
へ
る
を

繚
あ
つ
か

ふ
人
の
無
け
れ
ば
、
此
て
置
奉
た
る
也
、
其
の
御
髪
の

た
け長

に
餘
て
長
け
れ
ば
、
其
を
拔
取
て

鬘
か
づ
ら

に
せ
む
と
て
拔
く
也
、
助

け
給
へ
」
と
云
け
れ
ば
、
盜
人
死
人
の
著
た
る
衣
と
嫗
の
著
た
る
衣
と

ぬ
き拔

取
て
あ
る
髪
と
を
奪
取
て
、

お
り下

走
は
し
り

て
に
げ迯

て
去
に
け
り
、
然
て

其
の
上
の
層
に
は
死
人
の

か
ら骸

ぞ
多
か
り
け
る
、
死
た
る
人
の
葬
な
ど
否え

ざ
る不

レ

爲せ

を
ば
此
の
門
の
上
に
ぞ
置
け
る
、
此
の
事
は
其
の
盜
人
の

人
に
語
け
る
を
聞

つ
ぎ繼

て
、
此
く
語
り
傳
へ
た
る
と
や
。

【
大
意
】

今
は
昔
の
こ
と
に
な
っ
た
が
、
摂
津
の
国
の
近
辺
か
ら
盗
み
を
働
く
た
め
に
京
へ
上
っ
て
き
た
男
が
、
日
が
ま
だ
暮
れ
な
い
の
で
、
羅

城
門
の
下
で
身
を
隠
し
て
立
っ
て
い
た
。
朱
雀
の
方
の
人
通
り
が
激
し
い
の
で
人
気
が
な
く
な
る
ま
で
動
く
の
は
よ
そ
う
と
門
の
下
で
そ

の
ま
ま
立
っ
て
い
る
と
、
山
城
の
方
か
ら
大
勢
来
る
音
が
し
た
。
見
つ
か
る
ま
い
と
思
い
門
の
上
層
部
に
か
き
つ
い
て
上
が
り
、
上
か
ら

見
て
い
る
と
、
火
を
ほ
の
か
に
と
も
し
て
い
る
。
盗
人
が
不
思
議
に
思
っ
て
連
子
窓
か
ら
覗
い
て
い
る
と
、
若
い
女
の
死
ん
で
横
た
わ
っ

た
遺
骸
の
そ
ば
に
火
を
灯
し
、
白
髪
頭
の
老
婆
が
、
そ
の
枕
も
と
で
死
人
の
髪
を
抜
き
取
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
盗
人
は
こ
れ
を
見
て

不
審
に
思
っ
た
が
、
老
婆
は
鬼
か
も
し
れ
な
い
、
恐
ろ
し
い
こ
と
だ
が
死
人
か
も
し
れ
な
い
、
脅
し
て
み
よ
う
と
思
っ
て
、
そ
ろ
そ
ろ
と

戸
を
開
け
刀
を
抜
い
て
、
「
お
ま
え
は
何
を
し
て
い
る
の
だ
」
と
言
い
な
が
ら
走
り
寄
る
と
、
老
婆
は
手
を
す
り
合
わ
せ
て

ろ
う狼
ば
い狽

す
る
。

盗
人
の
問
い
に
、
老
婆
が
答
え
る
に
は
、
「
わ
た
し
の
主
人
で
あ
っ
た
方
が
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
弔
い
の
手
配
を
す
る
者
も
な
い
た
め
、

こ
こ
に
置
か
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
。
髪
が
た
い
そ
う
長
い
方
だ
っ
た
の
で

鬘
か
つ
ら

に
し
よ
う
と
思
い
、
抜
い
て
い
た
の
で
す
。
お
助
け

あ
れ
。
」
と
言
う
の
で
、
盗
人
は
、
死
人
の
女
の
衣
と
、
老
婆
の
着
て
い
た
衣
と
、
抜
い
て
あ
っ
た
髪
を
奪
い
取
っ
て
、
門
の
上
か
ら
下

り
て
逃
げ
た
。
こ
の
よ
う
に
羅
城
門
の
上
層
部
に
は
棄
て
ら
れ
た
死
人
の
遺
骸
が
多
か
っ
た
。
死
ん
だ
人
の
弔
い
が
で
き
な
い
た
め
、
こ

の
門
の
上
に
放
置
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
話
は
、
そ
の
盗
人
が
人
に
話
し
た
の
を
聞
き
継
ぎ
、
こ
の
よ
う
に
語
り
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
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収
録
教
材
例

ぐ
う
ぜ
ん
、
う
た
が
う
、
読
書
の
ス
ス
メ

　
私
は
ゴ
ッ
ホ
に
ゆ
う
た
り
た
い
（
川
上
未
映
子
）

　
乳
と
卵
〈
最
終
場
面
〉（
川
上
未
映
子
）

　
ヘ
ヴ
ン
（
川
上
未
映
子
）

　
求
め
る
も
の
に
応
え
て
く
れ
る
（
三
浦
し
を
ん
）

羅
生
門

　『
羅
生
門
』
の
も
と
に
な
っ
た
古
典

　
偸
盗
（
芥
川
龍
之
介
）

青
が
消
え
る

　
作
者
に
よ
る
解
題
（
村
上
春
樹
）

　
神
様
（
川
上
弘
美
）

水
の
東
西

　
無
常
の
リ
ズ
ム
（
山
崎
正
和
）

　「
劇
的
な
精
神
に
つ
い
て
」
よ
り
・「
劇
的
な
る
日
本

　
人
」
よ
り
（
山
崎
正
和
）

　
日
本
の
耳
（
小
倉
朗
）

言
語
は
色
眼
鏡
で
あ
る

　
太
陽
は
ひ
と
つ
か
（
藤
平
誠
二
）

　
意
味
の
世
界
（
池
上
嘉
彦
）

　
日
本
人
と
日
本
語
（
野
元
菊
雄
）

　
現
代
評
論
を
読
む
た
め
に
（
編
集
委
員
会
）

「
も
の
」
の
科
学
か
ら
「
こ
と
」
の
科
学
へ

　
環
境
問
題
に
は
「
流
行
」
が
あ
る
（
池
田
清
彦
）

　
科
学
の
挑
戦
　
実
体
論
か
ら
関
係
論
へ
（
池
田
清
彦
）

　
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
の
原
稿
（
外
山
滋
比
古
）

な
め
と
こ
山
の
熊

　
詩
人
《
宮
澤
賢
治
》
の
成
立
（
天
沢
退
二
郎
）

　
宮
沢
賢
治
「
な
め
と
こ
山
の
熊
」
研
究
（
田
近
洵
一
）

　
偽
の
因
果
、
真
の
因
果
（
小
埜
裕
二
）

創
造
力
の
ゆ
く
え

　
醜
い
都
市
・
東
京
（
加
藤
周
一
）

　「
折
衷
」
の
結
果
（
加
藤
周
一
）

　
美
し
い
建
物
と
み
に
く
い
町
（
加
藤
周
一
）

古
文
入
門

　
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
〈
九
種
〉

児
の
そ
ら
寝

　
田
舎
の
児
、
桜
の
散
る
を
見
て
泣
く
こ
と

　（
宇
治
拾
遺
物
語
）

竹
取
物
語

　
竹
取
の
翁
、
見
つ
け
し
女
の
児
を
養
え
る
語

　（
今
昔
物
語
集
）

伊
勢
物
語

　
盗
人
（
第
一
二
段
）

　
武
蔵
の
国
の
「
竹
芝
伝
説
」（
更
級
日
記
）

土
佐
日
記

　
黒
鳥
の
も
と
に
（
土
佐
日
記
）

　「
土
佐
日
記
」
か
ら
の
和
歌
（
後
撰
和
歌
集
）

平
家
物
語

　「
祇
園
精
舎
」
後
半
部
分

　「
木
曾
最
期
」
前
半
部
分
（
平
家
物
語
）

漢
文
入
門

　
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
〈
四
種
〉

故
事
成
語

　
朝
三
暮
四
（
烈
子
）

漢
詩

　「
春
暁
」
の
日
本
語
訳
（
土
岐
善
麿
）

　「
春
暁
」
の
日
本
語
訳
（
井
伏
鱒
二
）

　「
香
炉
峰
…
」
の
詩
が
引
用
さ
れ
て
い
る
一
節

　（「
枕
草
子
」
第
二
八
〇
段
）

　「
漢
詩
」
鑑
賞
文
例

鶏
口
牛
後

　
臥
薪
嘗
胆
（
十
八
史
略
）

先
従
隗
始

　
ま
ず
隗
よ
り
始
め
よ
（
宮
城
谷
昌
光
）

晏
子
之
御

　
鶏
鳴
狗
盗
（
史
記
）

雑
説
／
復
活

　
現
代
物
語
書
き
換
え
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
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実
力
問
題
１
（
羅
生
門
）

〔

〕
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
よ
。

（
遠
洋
航
海
中
の
軍
艦
で
盗
難
事
件
が
発
生
し
、
「
奈
良
島
」
と
い
う
水
兵
の
持
ち
物
か
ら
盗
品
が
発
見
さ
れ
た
。
「
私
」
は
石
炭
庫
の
入
口
に
出

て
い
る
人
間
の
上
半
身
を
見
つ
け
た
が
、
顔
は
は
っ
き
り
見
え
な
か
っ
た
。
）

直
覚
的
に
、
私
は
、
そ
れ
を
、
奈
良
島
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、

も
ち勿
ろ
ん論

、
自
殺
を
す
る
つ
も
り
で
、
石
炭
庫
へ
は
い
ろ

う
と

い云
う
の
で
す
。

私
は
、
異
常
な
興
奮
を
感
じ
ま
し
た
。
体
中
の
血
が
躍
る
よ
う
な
、
何
と
も
云
い
よ
う
の
な
い
、
愉
快
な

こ
う
ふ
ん

昂
奮
で
す
。
銃
を
手
に
し
て
、

待
っ
て
い
た
猟
師
が
、
獲
物
の
来
る
の
を
見
た
時
の
よ
う
な
心
も
ち
と
で
も
、
云
い
ま
し
ょ
う
か
。
私
は
、

ほ
と
ん
ど

殆

、
夢
中
で
、
そ
の
男
に

と
び
か
か
り
ま
し
た
。
そ
う
し
て
、
猟
犬
よ
り
も
す
ば
や
く
、
両
手
で
、
そ
の
男
の
肩
を
し
っ
か
り
、
上
か
ら
お
さ
え
ま
し
た
。

「
奈
良
島
。
」

叱
る
と
も
、
罵
る
と
も
つ
か
ず
に
、
こ
う
云
っ
た
私
の
声
は
、
妙
に
上
ず
っ
て
、

ふ
る顫

え
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
実
際
、
犯
人
の
奈
良

島
だ
っ
た
事
は
云
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

「
…
…
…
」

奈
良
島
は
私
の
手
を
ふ
り
離
す
で
も
な
く
、
上
半
身
を

つ
み積
い
れ入
ぐ
ち口

か
ら
出
し
た
ま
ま
、

し
ず
か

静

に
、
私
の
顔
を
見
上
げ
ま
し
た

１。
「
静
に
」

と
云
っ
た
の
で
は
、
云
い
足
り
ま
せ
ん
。
あ
る
丈
の
力
を
出
し
き
っ
て
、
し
か
も
静
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
静
に
」
で
す
。
余
裕
の
な

い
、
せ
っ
ぱ
つ
ま
っ
た
、
云
わ
ば

な
か
ば

半

吹
き
折
ら
れ
た
帆
桁
が
、
風
の
す
ぎ
た
後
で
、
僅
か
に
残
っ
て
い
る
力
を
た
よ
り
に
、
元
の
位
置

に
返
ろ
う
と
す
る
、
あ
の

や止
む
を
得
な
い
「
静
に
」
で
す
。
私
は
、
無
意
識
な
が
ら
予
期
し
て
い
た
抵
抗
が
な
か
っ
た
の
で
、

あ
る或

不
満
に

似
た
感
情
を
抱
き
な
が
ら
、
し
か
も
そ
の

た
め為

に
、
一
層
、
い
ら
い
ら
し
た
腹
立
た
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
、
黙
っ
て
、
そ
の
「
静
に
」
も
た

げ
た
顔
を
見

お
ろ下

し
ま
し
た
。

私
は
、
あ
ん
な
顔
を
、
二
度
と
見
た
事
は
あ
り
ま
せ
ん

２。
悪
魔
で
も
、
一
目
見
た
ら
、
泣
く
か
と
思
う
よ
う
な
顔
な
の
で
す
。
こ
う
云

っ
て
も
、
実
際
、
そ
れ
を
見
な
い
あ
な
た
に
は
、
と
て
も
、
想
像
が
つ
き
ま
す
ま
い
。
私
は
、
あ
な
た
に
、
あ
の
涙
ぐ
ん
で
い
る

め眼
を
、

お
話
し
す
る
事
は
、
出
来
る
つ
も
り
で
す
。
あ
の
急
に
不
随
意
筋
に

か
わ変

っ
た
よ
う
な
、
口
角
の
筋
肉
の

け
い
れ
ん

痙
攣
も
、

あ
る
い

或

は
、
察
し
て
頂
く
事

が
出
来
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
か
ら
、
あ
の
汗
ば
ん
だ
、
色
の
悪
い
顔
も
、
そ
れ
だ
け
な
ら
、
容
易
に
、
説
明
が
出
来
ま
し
ょ
う
。

が
、
そ
れ
ら
の
す
べ
て
か
ら
来
る
、
恐
ろ
し
い
表
情
は
、
ど
ん
な
小
説
家
も
、
書
く
事
は
出
来
ま
せ
ん
。
私
は
、
小
説
を
お
書
き
に
な
る

あ
な
た
の
前
で
も
、
安
心
し
て
、
こ
れ
だ
け
の
事
は
、
云
い
き
れ
ま
す
。
私
は
そ
の
表
情
が

３、
私
の
心
に
あ
る
何
物
か
を
、
稲
妻
の
よ
う

に
、
た
ゝ
き
壊
し
た
の
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
程
、
こ
の
信
号
兵
の
顔
が
、
私
に
、
強
い
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
た
の
で
す
。

「
貴
様
は
何
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。
」

私
は
、
機
械
的
に
こ
う
云
い
ま
し
た
。
す
る
と
、
そ
の
「
貴
様
」
が
、
気
の
せ
い
か
、
私
自
身
を
指
し
て
い
る
様
に
、

き
こ聞

え
る
の
で
す
。

「
貴
様
は
何
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。
」

―
こ
う

た
ず訊

ね
ら
れ
た
ら
、
私
は
何
と
答
え
る
事
が
出
来
る
の
で
し
ょ
う
。
「
己
は
、
こ

の
男
を
罪
人
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。
」
誰
が
安
ん
じ
て
、
そ
う
答
え
ら
れ
ま
す
。

た
れ誰

が
、
こ
の
顔
を
見
て
そ
ん
な
真
似
が
出
来
ま

す
。
こ
う
書
く
と
、
長
い
間
の
事
の
よ
う
で
す
が
、
実
際
は
、
殆
、
一

せ
つ刹
な那

の
中
に

４、
こ
ん
な
自
責
が
、
私
の
心
に

ひ
ら
め

閃

き
ま
し
た
。
丁

度
、
そ
の
時
で
す

５。
「
面
目
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」

―
こ
う
云
う

こ
と
ば

語

が
、
か
す
か
な
が
ら
鋭
く
、
私
の
耳
に
は
い
っ
た
の
は
。

６

あ
な
た
な
ら
、
私
自
身
の
心
が
、
私
に
云
っ
た
よ
う
に
聞
え
た
と
で
も
、
形
容
な
さ
る
の
で
し
ょ
う
。
私
は
、
唯
、
そ
の
語
が
、
針
を

打
っ
た
よ
う
に
、
私
の
神
経
へ
ひ
ヾ
く
の
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
っ
た
く
、
そ
の
時
の
私
の
心
も
ち
は
、
奈
良
島
と
一
し
ょ
に
「
面
目
ご
ざ

い
ま
せ
ん
」
と
云
い
な
が
ら
、
私
た
ち
よ
り
大
き
い
、
何
物
か
の
前
に
、
首
が
さ
げ
た
か
っ
た
の
で
す
。
私
は
、
い
つ
か
、
奈
良
島
の
肩

を
お
さ
え
て
い
た
手
を
は
な
し
て
、
私
自
身
が
捕
ら
え
ら
れ
た
犯
人
の
よ
う
に
、
ぼ
ん
や
り
石
炭
庫
の
前
に
立
っ
て
い
ま
し
た
。

「
猿
」
芥
川
龍
之
介
『
芥
川
龍
之
介
小
説
集

四
』
（
一
九
八
七
年
・
岩
波
書
店
）
所
収

問
一

傍
線
１
「
『
静
に
』
」
と
云
っ
た
の
で
は
、
云
い
足
り
ま
せ
ん
」
と
あ
る
が
、
奈
良
島
は
ど
ん
な
様
子
だ
っ
た
の
か
。
簡
潔
に
答

え
よ
。
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精
選
国
語
総
合

付
属
Ｄ
Ｖ
Ｄ–

Ｒ
Ｏ
Ｍ

実
力
問
題
集
　

付
属
Ｄ
Ｖ
Ｄ–

Ｒ
Ｏ
Ｍ

補
充
教
材
集
　

教科書の教材と同じ著者の作品や、別の著者による同じ
テーマの文章などを素材にした実力問題です。

◆
実
力
問
題
集 

収
録
教
材
例

ぐ
う
ぜ
ん
、
う
た
が
う
、
読
書
の
ス
ス
メ

　
戦
争
花
嫁
（
川
上
未
映
子
）

　
狐
狸
庵
読
書
術
（
遠
藤
周
作
）

羅
生
門

　
猿
（
芥
川
龍
之
介
）

　
葱
（
芥
川
龍
之
介
）

水
の
東
西

　
無
常
の
リ
ズ
ム
（
山
崎
正
和
）

　
日
本
の
耳
（
小
倉
朗
）

言
語
は
色
眼
鏡
で
あ
る

　
日
本
人
の
住
む
言
葉
の
世
界
（
藤
平
誠
二
）

　
日
本
人
と
日
本
語
（
野
元
菊
雄
）

青
が
消
え
る

　
レ
キ
シ
ン
ト
ン
の
幽
霊
（
村
上
春
樹
）

　「
青
が
消
え
る
（Losing Blue

）」
の
可
能
性

　（
大
高
知
児
）

「
も
の
」
の
科
学
か
ら
「
こ
と
」
の
科
学
へ

　
構
造
主
義
進
化
論
入
門
（
池
田
清
彦
）

　
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
の
原
稿
（
外
山
滋
比
古
）

コ
イ
ン
は
円
形
か

　
レ
ト
リ
ッ
ク
の
記
号
論
（
佐
藤
信
夫
）

　
異
文
化
理
解
（
青
木
保
）

な
め
と
こ
山
の
熊

　
鹿
踊
り
の
は
じ
ま
り
（
宮
沢
賢
治
）

　
詩
人
《
宮
澤
賢
治
》
の
成
立
（
天
沢
退
二
郎
）

空
缶

　
夏
の
花
（
原
民
喜
）

　
れ
く
い
え
む
（
郷
静
子
）

な
ぜ
私
た
ち
は
労
働
す
る
の
か

　「
良
い
仕
事
」
の
思
想
（
杉
村
芳
美
）

　
寝
な
が
ら
学
べ
る
構
造
主
義
（
内
田
樹
）

創
造
力
の
ゆ
く
え

　
都
市
の
個
性
（
加
藤
周
一
）

　
精
神
の
政
治
学
（
今
村
仁
司
）

検
非
違
使
忠
明

　
小
野
篁
広
才
の
事
（
宇
治
拾
遺
物
語
）

阿
蘇
の
史

　
天
竺
（
今
昔
物
語
集
）

竹
取
物
語

立
て
る
人
ど
も
は
、
…
（
竹
取
物
語
）

伊
勢
物
語

　
第
一
〇
一
段
（
伊
勢
物
語
）

　
第
一
〇
七
段
（
伊
勢
物
語
）

徒
然
草

　
第
五
十
段
（
徒
然
草
）

　
七
十
五
段
（
徒
然
草
）

土
佐
日
記

　
一
月
二
十
日
（
土
佐
日
記
）

　
二
月
九
日
（
土
佐
日
記
）

平
家
物
語

　
猫
間
（
平
家
物
語
）

奥
の
細
道

　
岩
沼
に
宿
る
。
…
（
奥
の
細
道
）

　
十
二
日
、
平
泉
と
心
ざ
し
、
…
（
奥
の
細
道
）

故
事
成
語

　
管
鮑
之
交
（
十
八
史
略
）

　
食
指
動
（
春
秋
左
氏
伝
）

漢
詩

　
秋
風
引
（
劉
禹
錫
）

　
過
香
積
寺
（
王
維
）

史
話

　
孟
嘗
君
列
伝
第
十
五
（
史
記
）

　
東
晋
（
十
八
史
略
）

雑
説

　
送
温
処
士
赴
河
陽
軍
序

復
活

　
幽
明
録

◆
補
充
教
材
集 

収
録
教
材
例

ぐ
う
ぜ
ん
、
う
た
が
う
、
読
書
の
ス
ス
メ

　
私
は
ゴ
ッ
ホ
に
ゆ
う
た
り
た
い
（
川
上
未
映
子
）

　
乳
と
卵
〈
最
終
場
面
〉（
川
上
未
映
子
）

　
ヘ
ヴ
ン
（
川
上
未
映
子
）

　
求
め
る
も
の
に
応
え
て
く
れ
る
（
三
浦
し
を
ん
）

羅
生
門

　『
羅
生
門
』
の
も
と
に
な
っ
た
古
典

　
偸
盗
（
芥
川
龍
之
介
）

青
が
消
え
る

　
作
者
に
よ
る
解
題
（
村
上
春
樹
）

　
神
様
（
川
上
弘
美
）

水
の
東
西

　
無
常
の
リ
ズ
ム
（
山
崎
正
和
）

　「
劇
的
な
精
神
に
つ
い
て
」
よ
り
・「
劇
的
な
る
日
本

　
人
」
よ
り
（
山
崎
正
和
）

　
日
本
の
耳
（
小
倉
朗
）

言
語
は
色
眼
鏡
で
あ
る

　
太
陽
は
ひ
と
つ
か
（
藤
平
誠
二
）

　
意
味
の
世
界
（
池
上
嘉
彦
）

　
日
本
人
と
日
本
語
（
野
元
菊
雄
）

　
現
代
評
論
を
読
む
た
め
に
（
編
集
委
員
会
）

「
も
の
」
の
科
学
か
ら
「
こ
と
」
の
科
学
へ

　
環
境
問
題
に
は
「
流
行
」
が
あ
る
（
池
田
清
彦
）

　
科
学
の
挑
戦
　
実
体
論
か
ら
関
係
論
へ
（
池
田
清
彦
）

　
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
の
原
稿
（
外
山
滋
比
古
）

な
め
と
こ
山
の
熊

　
詩
人
《
宮
澤
賢
治
》
の
成
立
（
天
沢
退
二
郎
）

　
宮
沢
賢
治
「
な
め
と
こ
山
の
熊
」
研
究
（
田
近
洵
一
）

　
偽
の
因
果
、
真
の
因
果
（
小
埜
裕
二
）

創
造
力
の
ゆ
く
え

　
醜
い
都
市
・
東
京
（
加
藤
周
一
）

　「
折
衷
」
の
結
果
（
加
藤
周
一
）

　
美
し
い
建
物
と
み
に
く
い
町
（
加
藤
周
一
）

古
文
入
門

　
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
〈
九
種
〉

児
の
そ
ら
寝

　
田
舎
の
児
、
桜
の
散
る
を
見
て
泣
く
こ
と

　（
宇
治
拾
遺
物
語
）

竹
取
物
語

　
竹
取
の
翁
、
見
つ
け
し
女
の
児
を
養
え
る
語

　（
今
昔
物
語
集
）

伊
勢
物
語

　
盗
人
（
第
一
二
段
）

　
武
蔵
の
国
の
「
竹
芝
伝
説
」（
更
級
日
記
）

土
佐
日
記

　
黒
鳥
の
も
と
に
（
土
佐
日
記
）

　「
土
佐
日
記
」
か
ら
の
和
歌
（
後
撰
和
歌
集
）

平
家
物
語

　「
祇
園
精
舎
」
後
半
部
分

　「
木
曾
最
期
」
前
半
部
分
（
平
家
物
語
）

漢
文
入
門

　
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
〈
四
種
〉

故
事
成
語

　
朝
三
暮
四
（
烈
子
）

漢
詩

　「
春
暁
」
の
日
本
語
訳
（
土
岐
善
麿
）

　「
春
暁
」
の
日
本
語
訳
（
井
伏
鱒
二
）

　「
香
炉
峰
…
」
の
詩
が
引
用
さ
れ
て
い
る
一
節

　（「
枕
草
子
」
第
二
八
〇
段
）

　「
漢
詩
」
鑑
賞
文
例

鶏
口
牛
後

　
臥
薪
嘗
胆
（
十
八
史
略
）

先
従
隗
始

　
ま
ず
隗
よ
り
始
め
よ
（
宮
城
谷
昌
光
）

晏
子
之
御

　
鶏
鳴
狗
盗
（
史
記
）

雑
説
／
復
活

　
現
代
物
語
書
き
換
え
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
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文
章
の
理
解
を
深
め
よ
う

一

「
鹿し

し

お
ど
し
」
と
「
噴
水
」
と
を
比
較
し
て
考
え
よ
う
。

１
「
な
ん
と
な
く
人
生
の
け
だ
る
さ
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
る
」（
４
６
・
１
）
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
「
鹿
お

ど
し
」
の
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
で
す
か
。
本
文
中
か
ら
あ
て
は
ま
る
部
分
を
二
箇
所
抜
き
出
し
な
さ
い
。

［

］

［

］

２
「
こ
お
ん
と
、
く
ぐ
も
っ
た
優
し
い
音
」
（
４
６
・
５
）
を
、
①
別
な
表
現
で
表
し
た
言
葉
を
、
本
文
中
か

ら
五
字
で
抜
き
出
し
な
さ
い
。
ま
た
、
②
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
を
強
調
す
る
の
か
、
本
文
中
か
ら
十
字

で
抜
き
出
し
な
さ
い
。

①
［

／

／

／

／

］

②
［

／

／

／

／

／

／

／

／

／

］

３
「
そ
れ
」（
４
６
・
１
０
）
と
は
、
何
を
指
し
て
い
ま
す
か
。
本
文
中
か
ら
五
字
で
抜
き
出
し
な
さ
い
。

［

／

／

／

／

］

４
「
流
れ
る
水
と
、
噴
き
上
げ
る
水
」
（
４
７
・
９
）
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
に
何
を
指
し
て
い
ま
す
か
。

流
れ
る
水

［

］

噴
き
上
げ
る
水

［

］

５
「
エ
ス
テ
家
の
別
荘
」
の
噴
水
の
印
象
を
述
べ
た
一
文
を
本
文
中
か
ら
抜
き
出
し
、
初
め
の
五
字
を
記
し

な
さ
い
。

［

／

／

／

／

］

６
「
時
間
的
な
水
と
、
空
間
的
な
水
」
（
４
９
・
４
）
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
に
何
を
指
し
て
い
ま
す
か
。

時
間
的
な
水

［

］

空
間
的
な
水

［

］

７
「
鹿
お
ど
し
」
と
「
噴
水
」
の
違
い
を
説
明
し
た
次
の
文
章
の
空
欄
に
、
あ
て
は
ま
る
言
葉
を
あ
と
か
ら

選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

「
鹿
お
ど
し
」
は
、
そ
れ
が
刻
む

①

に
よ
っ
て
、
人
に

②

を
感
じ
さ
せ
る
。
「
噴
水
」
は
、

③

に
よ
っ
て
、
見
る
人
に

④

を
感
じ
さ
せ
る
。

ア

趣
向
を
凝
ら
し
た
造
形

イ

間
接
的
に
流
れ
る
も
の

ウ

直
接
空
間

エ

単
純
で
緩
や
か
な
リ
ズ
ム

①
［

］

②
［

］

③
［

］

④
［

］

指
導
資
料 

現
代
文
教
材  

 

₅₂

指
導
資
料 

表
現
教
材  

 

₆₄

指
導
資
料 

古
文
教
材  

 

₇₀

指
導
資
料 

漢
文
教
材  

 

₇₈

指
導
資
料 

資
料
編  

 

₈₂

付
属
Ｄ
Ｖ
Ｄ‒

Ｒ
Ｏ
Ｍ
収
録
教
材  

 

₈₄

明
解
国
語
総
合
﹇
改
訂
版
﹈

DP02_責了

　
一
部
の
教
材
に
つ
い
て
、
朗
読
を
収
録
し
た
音
声
Ｃ
Ｄ
で
す
。

　◆
収
録
教
材
例

　
日
本
語
の
響
き

 

〈
現
代
文
編
〉

　
羅
生
門

　
旅
上

　
サ
ー
カ
ス

　I w
as born

　
崖

 

〈
古
典
編
〉

　
伊
勢
物
語
　
芥
川
／
筒
井
筒

　
漢
詩
　
　
　
春
暁
／
静
夜
思
／
江
雪
／
送
元
二
使
安
西
／

　
　
　
　
　
　
黄
鶴
楼
送
孟
浩
然
之
広
陵
／
涼
州
詞
／
春
望
／

　
　
　
　
　
　
登
岳
陽
楼
／
香
炉
峰
下
、
新
卜
山
居
、
草
堂
初
成
、
偶
題
東
壁

※
そ
の
他
、
学
習
に
役
立
つ
さ
ま
ざ
ま
な
音
声
を
収
録
予
定
で
す
。
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三

評
論
（
一
）

水
の
東
西

山
崎
正
和
【
教
科
書
ｐ
．
４
６
～
ｐ
．
５
１
】

検
印
［

］

漢
字
・
語
句
を
確
認
し
よ
う

一

次
の

線
部
の
漢
字
の
読
み
を
ひ
ら
が
な

で
書
き
な
さ
い
。

①

水
受
け
が
跳
［

］
ね
上
が
る
。

②

全
て
徒
労
［

］
に
終
わ
る
。

③

時
を
刻
［

］
む
。

④

庭
の
静
寂
［

］
が
引
き
立
つ
。

⑤

素
朴
［

］
な
竹
の
響
き
。

⑥

華
［

］
や
か
な
芸
術
。

⑦

趣
向
を
凝
［

］
ら
す
。

⑧

表
情
に
乏
［

］
し
い
。

⑨

守
備
の
間
隙
［

］
を
突
か
れ
る
。

⑩

行
為
の
極
致
［

］
を
表
す
。

二

次
の

線
部
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し

な
さ
い
。

①

シ
ー
ソ
ー
の
イ
ッ
タ
ン
［

］。

②

ぐ
ら
り
と
カ
タ
ム
［

］
く
。

③

ユ
ル
［

］
や
か
な
リ
ズ
ム
。

④

オ
ン
キ
ョ
ウ
［

］
の
良
い
ホ
ー
ル
。

⑤

音
と
音
と
の
長
い
カ
ン
カ
ク
［

］
。

⑥

水
を
フ
［

］
き
上
げ
る
。

⑦

庭
を
ウ
［

］
め
つ
く
す
。

⑧

ソ
［

］
え
物
に
す
ぎ
な
い
。

⑨

ソ
ウ
ダ
イ
［

］
な
建
築
。

⑩

オ
オ
サ
カ
［

］
の
町
。

⑪

造
型
す
る
タ
イ
シ
ョ
ウ
［

］。

⑫

芸
術
を
カ
ン
シ
ョ
ウ
［

］
す
る
。

三

次
の
語
句
の
意
味
を
答
え
な
さ
い
。

①

愛
嬌

［

］

②

徒
労

［

］

③

趣
向

［

］

④

感
性

［

］

⑤

間
隙

［

］

⑥

極
致

［

］

四

次
の
語
句
を
使
っ
て
短
文
を
作
り
な
さ
い
。

①

い
や
が
う
え
に
も

［

］

②

息
を
の
む

［

］

文
章
の
理
解
を
深
め
よ
う

一

「
鹿し

し

お
ど
し
」
と
「
噴
水
」
と
を
比
較
し
て
考
え
よ
う
。

１
「
な
ん
と
な
く
人
生
の
け
だ
る
さ
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
る
」（
４
６
・
１
）
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
「
鹿
お

ど
し
」
の
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
で
す
か
。
本
文
中
か
ら
あ
て
は
ま
る
部
分
を
二
箇
所
抜
き
出
し
な
さ
い
。

［

］

［

］

２
「
こ
お
ん
と
、
く
ぐ
も
っ
た
優
し
い
音
」
（
４
６
・
５
）
を
、
①
別
な
表
現
で
表
し
た
言
葉
を
、
本
文
中
か

ら
五
字
で
抜
き
出
し
な
さ
い
。
ま
た
、
②
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
を
強
調
す
る
の
か
、
本
文
中
か
ら
十
字

で
抜
き
出
し
な
さ
い
。

①
［

／

／

／

／

］

②
［

／

／

／

／

／

／

／

／

／

］

３
「
そ
れ
」（
４
６
・
１
０
）
と
は
、
何
を
指
し
て
い
ま
す
か
。
本
文
中
か
ら
五
字
で
抜
き
出
し
な
さ
い
。

［

／

／

／

／

］

４
「
流
れ
る
水
と
、
噴
き
上
げ
る
水
」
（
４
７
・
９
）
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
に
何
を
指
し
て
い
ま
す
か
。

流
れ
る
水

［

］

噴
き
上
げ
る
水

［

］

５
「
エ
ス
テ
家
の
別
荘
」
の
噴
水
の
印
象
を
述
べ
た
一
文
を
本
文
中
か
ら
抜
き
出
し
、
初
め
の
五
字
を
記
し

な
さ
い
。

［

／

／

／

／

］

６
「
時
間
的
な
水
と
、
空
間
的
な
水
」
（
４
９
・
４
）
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
に
何
を
指
し
て
い
ま
す
か
。

時
間
的
な
水

［

］

空
間
的
な
水

［

］

７
「
鹿
お
ど
し
」
と
「
噴
水
」
の
違
い
を
説
明
し
た
次
の
文
章
の
空
欄
に
、
あ
て
は
ま
る
言
葉
を
あ
と
か
ら

選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

「
鹿
お
ど
し
」
は
、
そ
れ
が
刻
む

①

に
よ
っ
て
、
人
に

②

を
感
じ
さ
せ
る
。
「
噴
水
」
は
、

③

に
よ
っ
て
、
見
る
人
に

④

を
感
じ
さ
せ
る
。

ア

趣
向
を
凝
ら
し
た
造
形

イ

間
接
的
に
流
れ
る
も
の

ウ

直
接
空
間

エ

単
純
で
緩
や
か
な
リ
ズ
ム

①
［

］

②
［

］

③
［

］

④
［

］

50

精
選
国
語
総
合

付
属
Ｄ
Ｖ
Ｄ–

Ｒ
Ｏ
Ｍ

学
習
課
題
ノ
ー
ト

別売の『学習課題ノート』の内容を自由に加工できる
データで収録しています。

朗
読
Ｃ
Ｄ

付
属
Ｄ
Ｖ
Ｄ–

Ｒ
Ｏ
Ｍ

そ
の
他
の
収
録
デ
ー
タ

◆
原
文
集

　
教
科
書
教
材
文
の
原
文
デ
ー
タ
で
す
。

◆
発
問
例
集

　
指
導
資
料
に
掲
載
し
た
発
問
を
ま
と
め
た
デ
ー
タ
で
す
。

　
一
部
の
教
材
に
つ
い
て
、
朗
読
を
収
録
し
た
音
声
Ｃ
Ｄ
で
す
。

　◆
収
録
教
材
例

　
日
本
語
の
響
き

 

〈
現
代
文
編
〉

　
羅
生
門

　
旅
上

　
サ
ー
カ
ス

　I w
as born

　
崖

 

〈
古
典
編
〉

　
伊
勢
物
語
　
芥
川
／
筒
井
筒

　
漢
詩
　
　
　
春
暁
／
静
夜
思
／
江
雪
／
送
元
二
使
安
西
／

　
　
　
　
　
　
黄
鶴
楼
送
孟
浩
然
之
広
陵
／
涼
州
詞
／
春
望
／

　
　
　
　
　
　
登
岳
陽
楼
／
香
炉
峰
下
、
新
卜
山
居
、
草
堂
初
成
、
偶
題
東
壁

※
そ
の
他
、
学
習
に
役
立
つ
さ
ま
ざ
ま
な
音
声
を
収
録
予
定
で
す
。
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　「下
人
」
や
「
老
婆
」
が
置
か
れ
た
状
況
を
、描
か
れ
た
時
代
や
社
会
状
況
の
具
体
的

な
叙
述
か
ら
捉
え
、
主
人
公
た
ち
の
行
為
の
意
味
を
読
み
解
か
せ
る
。

　ま
た
、
比
喩
や
文
章
の
技
巧
が
も
た
ら
し
て
い
る
効
果
や
、
物
語
の
始
ま
り
か
ら
結

末
に
い
た
る
時
間
的
な
構
成
や
空
間
的
な
構
造
が
表
現
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
も
感

じ
取
ら
せ
た
い
。

教
材
文
の
概
要

◉
作
者  

芥
川
龍
之
介
（
あ
く
た
が
わ
り
ゅ
う
の
す
け
）

　小
説
家
。
一
八
九
二
（
明
治
二
五
）
年
、
三
月
一
日
、
東
京
都
の
生
ま
れ
。
辰
年
辰
月

辰
日
の
辰
の
刻
生
ま
れ
に
ち
な
ん
で
龍
之
介
と
命
名
さ
れ
た
。
父
四
十
二
歳
、
母
三
十
三

歳
の
大
厄
の
年
の
子
の
た
め
、
旧
習
に
従
い
、
形
だ
け
の
捨
て
子
に
さ
れ
た
。
生
後
八
か

月
ご
ろ
、
生
母
ふ
く
が
突
然
発
狂
し
た
た
め
、
母
方
の
実
家
、
芥
川
家
に
引
き
取
ら
れ
、

の
ち
、
養
子
と
な
っ
た
。
芥
川
家
は
下
町
的
な
旧
家
で
、
家
族
全
員
が
文
学
や
美
術
を
好

ん
だ
。
江
東
小
学
校
、
府
立
第
三
中
学
校
を
経
て
、
成
績
優
秀
に
よ
り
、
無
試
験
で
第
一

高
等
学
校
に
入
学
。
同
級
に
は
久
米
正
雄
・
菊
池
寛
・
山
本
有
三
・
松
岡
譲
・
土
屋
文
明
・

恒
藤
恭
な
ど
が
お
り
、
後
の
文
学
仲
間
と
の
出
会
い
と
も
な
っ
た
。

　一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
、
東
京
帝
国
大
学
英
文
科
に
入
学
。
久
米
・
菊
池
ら
と
親
交

を
結
び
、
翌
年
、
第
三
次
「
新
思
潮
」
を
創
刊
。
処
女
作
「
老
年
」、
戯
曲
「
青
年
と
死
」

な
ど
を
発
表
。
一
九
一
五
年
十
一
月
、「
帝
国
文
学
」
に
「
羅
生
門
」
を
発
表
し
た
が
、
文

壇
の
注
目
を
浴
び
る
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。
翌
年
、
第
四
次
「
新
思
潮
」
を
創
刊
。
そ

れ
に
載
せ
た
「
鼻
」
が
夏
目
漱
石
に
激
賞
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
年
、「
芋
粥
」「
手
巾
」
を

中
央
の
雑
誌
に
発
表
、
新
進
作
家
と
し
て
の
地
位
が
確
立
さ
れ
た
。
翌
年
五
月
、
第
一
短

編
集
『
羅
生
門
』
が
刊
行
さ
れ
る
。

　一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
、
塚
本
文
と
結
婚
。
翌
年
に
は
大
阪
毎
日
新
聞
に
入
社
し
、

小
説
を
連
載
、
田
端
の
住
居
の
書
斎
を
「
我
鬼
窟
」
と
号
し
て
文
筆
生
活
に
入
る
。
一
九

一
九
（
大
正
八
）
年
刊
行
の
短
篇
集
『
傀
儡
師
』
に
「
奉
教
人
の
死
」「
地
獄
変
」
な
ど
が

収
め
ら
れ
た
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
短
篇
作
家
と
し
て
の
評
価
が
定
着
、
人
気
作
家
と
な
る
。

一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
、『
影
燈
籠
』、
翌
年
『
夜
来
の
花
』
を
刊
行
。
一
方
大
阪
毎
日

新
聞
の
海
外
視
察
員
と
し
て
中
国
を
旅
行
し
た
が
、
こ
の
こ
ろ
に
は
文
壇
的
名
声
と
は
裏

腹
に
、
か
な
り
の
疲
労
と
倦
怠
に
追
い
こ
ま
れ
、
苦
悩
の
日
々
を
送
っ
て
い
た
。
こ
う
し

た
中
に
あ
っ
て
、「
秋
」「
舞
踏
会
」「
藪
の
中
」
な
ど
を
発
表
。

　一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
、
健
康
を
損
ね
て
湯
河
原
に
湯
治
。
こ
の
こ
ろ
、
民
衆
芸

術
論
や
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
台
頭
の
中
で
、
同
年
五
月
発
表
の
「
保
吉
の
手
帳
か
ら
」

を
は
じ
め
と
す
る
、
身
辺
に
取
材
し
た
一
連
の
保
吉
物
と
い
わ
れ
る
作
品
に
創
作
手
法
の

転
換
を
図
っ
た
。
翌
一
九
二
四
年
、
軽
井
沢
に
滞
在
し
、
社
会
主
義
関
係
の
文
献
を
読
む
。

し
か
し
、
神
経
衰
弱
、
胃
腸
病
、
不
眠
症
、
痔
疾
な
ど
で
心
身
は
衰
え
を
見
せ
、
創
作
は

低
調
と
な
っ
た
。
翌
年
、
自
己
の
半
生
を
振
り
返
っ
た
新
し
い
作
風
の
「
大
導
寺
信
輔
の

半
生
」
を
発
表
。

　一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
、
義
兄
の
放
火
嫌
疑
に
よ
る
自
殺
の
事
後
処
理
に
奔
走
し
、

神
経
衰
弱
は
ま
す
ま
す
悪
化
す
る
。
そ
ん
な
中
で
、
彼
は
最
後
の
力
を
振
り
絞
っ
て
「
玄

鶴
山
房
」「
河
童
」「
歯
車
」
な
ど
を
執
筆
。
ま
た
、
聖
書
に
接
近
し
、「
西
方
の
人
」
お
よ

び
絶
筆
と
な
っ
た
「
続
西
方
の
人
」
と
、
独
創
的
な
イ
エ
ス
論
を
発
表
し
た
。
同
年
七
月

二
十
四
日
、
田
端
の
自
宅
で
睡
眠
剤
の
致
死
量
を
仰
い
で
自
殺
。
享
年
三
十
五
歳
で
あ
っ

た
。

（
略
年
譜
は
307
ペ
ー
ジ
参
照
。）

◉
出
典  

　『芥
川
龍
之
介
全
集

　第
一
巻
』（
一
九
七
七
年
・
岩
波
書
店
）
に
よ
る
。

　初
出
は
雑
誌
「
帝
国
文
学
」（
一
九
一
五
年
十
一
月
号
）
で
、
そ
の
後
、
第
一
短
編
集

『
羅
生
門
』（
一
九
一
七
年
・
阿
蘭
陀
書
房
）
に
収
録
の
際
、
改
訂
が
施
さ
れ
、
さ
ら
に
『
新

興
文
藝
叢
書
第
八
編

　鼻
』（
一
九
二
〇
年
・
春
陽
堂
）
に
採
録
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
末
尾

259  教科書［p.170〜p.185］
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羅
生
門  

 

◆
芥
川
龍
之
介

小
説 
三

教
材
採
録
の
意
図

◉
採
録
の
ね
ら
い  

　恐
ら
く
戦
後
、
こ
れ
ほ
ど
高
校
生
に
読
ま
れ
て
き
た
小
説
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
今
の
高

校
生
の
親
の
世
代
も
ほ
と
ん
ど
が
授
業
で
読
ん
だ
経
験
を
も
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

　し
か
し
、
社
会
の
混
乱
の
極
限
状
況
に
お
い
て
、「
盗
み
」
と
い
う
悪
を
生
活
の
た
め
に

は
許
容
す
る
、
と
い
っ
た
反
倫
理
的
と
も
思
え
る
こ
の
作
品
が
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に

長
い
命
を
保
っ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　「羅
生
門
」
の
主
人
公
で
あ
る
「
下
人
」
は
、
家
も
仕
事
も
お
金
も
恋
人
も
友
人
も
、
何

も
も
た
ず
、
た
だ
「
太
刀
」
だ
け
を
持
た
さ
れ
、
永
年
勤
め
た
主
人
か
ら
解
雇
さ
れ
た
。

そ
の
「
下
人
」
が
「
羅
生
門
」
の
楼
上
で
老
婆
と
出
会
い
、「
下
人
」
は
刃
を
突
き
つ
け
て

老
婆
の
行
動
の
意
味
を
問
う
。
何
も
も
た
な
い
「
下
人
」
が
執
拗
に
問
い
続
け
る
の
は
、

「
意
味
」
で
あ
る
。
死
体
の
髪
の
毛
を
抜
く
老
婆
は
、「
生
き
る
た
め
に
は
し
か
た
が
な
い

こ
と
。」
と
答
え
る
。
そ
し
て
「（
こ
の
女
も
）
大
目
に
見
て
く
れ
る
で
あ
ろ
。」
と
い
う
弱

者
同
士
の
相
互
許
容
の
論
理
。「
下
人
」は
冷
や
や
か
な
侮
蔑
を
も
っ
て
老
婆
の
着
物
を
は

ぎ
取
り
、京
の
町
の
混
沌
へ
と
向
か
っ
て
夜
の
闇
の
中
へ
と
駆
け
下
り
る
。「
下
人
」
は
老

婆
の
言
葉
に
よ
っ
て
、
あ
れ
ほ
ど
憎
悪
し
た
老
婆
そ
の
も
の
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
そ
れ

は
歪
ん
だ
形
と
は
い
え
、
少
年
で
あ
る
下
人
に
と
っ
て
は
、
大
人
に
な
る
た
め
の
、
社
会

に
出
て
行
く
た
め
の
通
過
儀
礼
で
あ
っ
た
の
だ
。

　戦
後
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
世
界
で
、「
人
間
性
」
が
称
揚
さ
れ
る
一
方
、「
人
間
性
」
や

「
善
悪
」
自
体
を
瓦
解
さ
せ
、
問
い
返
す
「
羅
生
門
」
的
世
界
、
い
や
そ
れ
を
も
凌
ぐ
修
羅

の
世
界
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
結
の
後
で
も
消
え
る
こ
と
は
な
い
。
戦
争
、
核
、
テ

ロ
、
民
族
紛
争
、
あ
る
い
は
「
い
じ
め
」「
虐
待
」
の
横
行
と
、
む
し
ろ
日
常
が
「
羅
生

門
」
化
し
て
い
る
と
さ
え
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
「
羅
生
門
」
は
現

代
の
私
た
ち
に
も
強
く
訴
え
る
力
を
持
っ
て
い
る
。

　「羅
生
門
」
を
、
す
べ
て
を
失
っ
た
若
者
が
、
人
間
性
や
人
間
社
会
の
「
意
味
」
を
問
い

返
す
現
代
の
物
語
と
し
て
、
ま
た
私
た
ち
自
身
の
変
革
の
物
語
と
し
て
読
み
た
い
。「
下

人
」
の
心
の
あ
り
よ
う
を
読
み
解
い
て
い
け
ば
、
作
品
に
描
か
れ
た
、
荒
廃
し
た
「
羅
生

門
」
の
姿
は
、
現
代
日
本
の
都
市
の
中
枢
に
、
大
き
く
影
の
よ
う
に
浮
か
び
上
が
っ
て
来

る
で
あ
ろ
う
。

◉
学
習
の
ね
ら
い  

・
追
い
つ
め
ら
れ
た
状
況
の
中
で
の
、
人
間
の
考
え
方
や
心
の
動
き
に
つ
い
て
考
え
る
。

・
場
面
の
推
移
や
比
喩
表
現
に
注
意
し
な
が
ら
、
主
人
公
の
心
理
の
移
り
変
わ
り
を
捉
え

る
。

　主
人
公
で
あ
る
「
下
人
」
が
ど
う
い
う
境
遇
に
置
か
れ
て
い
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
時

代
に
生
き
て
い
る
の
か
な
ど
、「
下
人
」
が
あ
る
考
え
方
に
至
り
、
行
動
へ
と
赴
く
上
で
の

基
本
的
な
情
報
を
文
章
か
ら
的
確
に
読
み
取
り
、
深
い
理
解
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
。

◉
学
習
指
導
の
ポ
イ
ン
ト  

・
場
面
の
推
移
に
従
い
、
登
場
人
物
の
心
情
や
行
動
が
ど
の
よ
う
な
表
現
で
描
か
れ
て
い

る
か
、
理
解
す
る
。

・
描
か
れ
た
人
物
、
情
景
、
心
情
な
ど
を
表
現
に
即
し
て
読
み
、
場
面
の
推
移
や
人
物
の

心
理
の
変
化
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
人
物
や
状
況
が
意
味
す

る
も
の
は
何
か
、
理
解
す
る
。

・
文
章
の
構
成
を
捉
え
、
比
喩
な
ど
の
表
現
技
巧
を
文
脈
の
中
で
理
解
す
る
。
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◎作者（筆者）の肩書き・業績・作風・著作などについて解説しました。
　適宜略年譜も掲載しました。

◎
教
科
書
採
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本
文
の
出
典
を
示
し
ま
し
た
。書
名
・
発
行
年
・

　出
版
社
に
加
え
、必
要
に
応
じ
て
解
説
を
加
え
ま
し
た
。
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　「下
人
」
や
「
老
婆
」
が
置
か
れ
た
状
況
を
、描
か
れ
た
時
代
や
社
会
状
況
の
具
体
的

な
叙
述
か
ら
捉
え
、
主
人
公
た
ち
の
行
為
の
意
味
を
読
み
解
か
せ
る
。

　ま
た
、
比
喩
や
文
章
の
技
巧
が
も
た
ら
し
て
い
る
効
果
や
、
物
語
の
始
ま
り
か
ら
結

末
に
い
た
る
時
間
的
な
構
成
や
空
間
的
な
構
造
が
表
現
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
も
感

じ
取
ら
せ
た
い
。

教
材
文
の
概
要

◉
作
者  

芥
川
龍
之
介
（
あ
く
た
が
わ
り
ゅ
う
の
す
け
）

　小
説
家
。
一
八
九
二
（
明
治
二
五
）
年
、
三
月
一
日
、
東
京
都
の
生
ま
れ
。
辰
年
辰
月

辰
日
の
辰
の
刻
生
ま
れ
に
ち
な
ん
で
龍
之
介
と
命
名
さ
れ
た
。
父
四
十
二
歳
、
母
三
十
三

歳
の
大
厄
の
年
の
子
の
た
め
、
旧
習
に
従
い
、
形
だ
け
の
捨
て
子
に
さ
れ
た
。
生
後
八
か

月
ご
ろ
、
生
母
ふ
く
が
突
然
発
狂
し
た
た
め
、
母
方
の
実
家
、
芥
川
家
に
引
き
取
ら
れ
、

の
ち
、
養
子
と
な
っ
た
。
芥
川
家
は
下
町
的
な
旧
家
で
、
家
族
全
員
が
文
学
や
美
術
を
好

ん
だ
。
江
東
小
学
校
、
府
立
第
三
中
学
校
を
経
て
、
成
績
優
秀
に
よ
り
、
無
試
験
で
第
一

高
等
学
校
に
入
学
。
同
級
に
は
久
米
正
雄
・
菊
池
寛
・
山
本
有
三
・
松
岡
譲
・
土
屋
文
明
・

恒
藤
恭
な
ど
が
お
り
、
後
の
文
学
仲
間
と
の
出
会
い
と
も
な
っ
た
。

　一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
、
東
京
帝
国
大
学
英
文
科
に
入
学
。
久
米
・
菊
池
ら
と
親
交

を
結
び
、
翌
年
、
第
三
次
「
新
思
潮
」
を
創
刊
。
処
女
作
「
老
年
」、
戯
曲
「
青
年
と
死
」

な
ど
を
発
表
。
一
九
一
五
年
十
一
月
、「
帝
国
文
学
」
に
「
羅
生
門
」
を
発
表
し
た
が
、
文

壇
の
注
目
を
浴
び
る
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。
翌
年
、
第
四
次
「
新
思
潮
」
を
創
刊
。
そ

れ
に
載
せ
た
「
鼻
」
が
夏
目
漱
石
に
激
賞
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
年
、「
芋
粥
」「
手
巾
」
を

中
央
の
雑
誌
に
発
表
、
新
進
作
家
と
し
て
の
地
位
が
確
立
さ
れ
た
。
翌
年
五
月
、
第
一
短

編
集
『
羅
生
門
』
が
刊
行
さ
れ
る
。

　一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
、
塚
本
文
と
結
婚
。
翌
年
に
は
大
阪
毎
日
新
聞
に
入
社
し
、

小
説
を
連
載
、
田
端
の
住
居
の
書
斎
を
「
我
鬼
窟
」
と
号
し
て
文
筆
生
活
に
入
る
。
一
九

一
九
（
大
正
八
）
年
刊
行
の
短
篇
集
『
傀
儡
師
』
に
「
奉
教
人
の
死
」「
地
獄
変
」
な
ど
が

収
め
ら
れ
た
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
短
篇
作
家
と
し
て
の
評
価
が
定
着
、
人
気
作
家
と
な
る
。

一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
、『
影
燈
籠
』、
翌
年
『
夜
来
の
花
』
を
刊
行
。
一
方
大
阪
毎
日

新
聞
の
海
外
視
察
員
と
し
て
中
国
を
旅
行
し
た
が
、
こ
の
こ
ろ
に
は
文
壇
的
名
声
と
は
裏

腹
に
、
か
な
り
の
疲
労
と
倦
怠
に
追
い
こ
ま
れ
、
苦
悩
の
日
々
を
送
っ
て
い
た
。
こ
う
し

た
中
に
あ
っ
て
、「
秋
」「
舞
踏
会
」「
藪
の
中
」
な
ど
を
発
表
。

　一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
、
健
康
を
損
ね
て
湯
河
原
に
湯
治
。
こ
の
こ
ろ
、
民
衆
芸

術
論
や
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
台
頭
の
中
で
、
同
年
五
月
発
表
の
「
保
吉
の
手
帳
か
ら
」

を
は
じ
め
と
す
る
、
身
辺
に
取
材
し
た
一
連
の
保
吉
物
と
い
わ
れ
る
作
品
に
創
作
手
法
の

転
換
を
図
っ
た
。
翌
一
九
二
四
年
、
軽
井
沢
に
滞
在
し
、
社
会
主
義
関
係
の
文
献
を
読
む
。

し
か
し
、
神
経
衰
弱
、
胃
腸
病
、
不
眠
症
、
痔
疾
な
ど
で
心
身
は
衰
え
を
見
せ
、
創
作
は

低
調
と
な
っ
た
。
翌
年
、
自
己
の
半
生
を
振
り
返
っ
た
新
し
い
作
風
の
「
大
導
寺
信
輔
の

半
生
」
を
発
表
。

　一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
、
義
兄
の
放
火
嫌
疑
に
よ
る
自
殺
の
事
後
処
理
に
奔
走
し
、

神
経
衰
弱
は
ま
す
ま
す
悪
化
す
る
。
そ
ん
な
中
で
、
彼
は
最
後
の
力
を
振
り
絞
っ
て
「
玄

鶴
山
房
」「
河
童
」「
歯
車
」
な
ど
を
執
筆
。
ま
た
、
聖
書
に
接
近
し
、「
西
方
の
人
」
お
よ

び
絶
筆
と
な
っ
た
「
続
西
方
の
人
」
と
、
独
創
的
な
イ
エ
ス
論
を
発
表
し
た
。
同
年
七
月

二
十
四
日
、
田
端
の
自
宅
で
睡
眠
剤
の
致
死
量
を
仰
い
で
自
殺
。
享
年
三
十
五
歳
で
あ
っ

た
。

（
略
年
譜
は
307
ペ
ー
ジ
参
照
。）

◉
出
典  

　『芥
川
龍
之
介
全
集

　第
一
巻
』（
一
九
七
七
年
・
岩
波
書
店
）
に
よ
る
。

　初
出
は
雑
誌
「
帝
国
文
学
」（
一
九
一
五
年
十
一
月
号
）
で
、
そ
の
後
、
第
一
短
編
集

『
羅
生
門
』（
一
九
一
七
年
・
阿
蘭
陀
書
房
）
に
収
録
の
際
、
改
訂
が
施
さ
れ
、
さ
ら
に
『
新

興
文
藝
叢
書
第
八
編

　鼻
』（
一
九
二
〇
年
・
春
陽
堂
）
に
採
録
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
末
尾
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羅
生
門  

 

◆
芥
川
龍
之
介

小
説 
三

教
材
採
録
の
意
図

◉
採
録
の
ね
ら
い  

　恐
ら
く
戦
後
、
こ
れ
ほ
ど
高
校
生
に
読
ま
れ
て
き
た
小
説
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
今
の
高

校
生
の
親
の
世
代
も
ほ
と
ん
ど
が
授
業
で
読
ん
だ
経
験
を
も
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

　し
か
し
、
社
会
の
混
乱
の
極
限
状
況
に
お
い
て
、「
盗
み
」
と
い
う
悪
を
生
活
の
た
め
に

は
許
容
す
る
、
と
い
っ
た
反
倫
理
的
と
も
思
え
る
こ
の
作
品
が
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に

長
い
命
を
保
っ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　「羅
生
門
」
の
主
人
公
で
あ
る
「
下
人
」
は
、
家
も
仕
事
も
お
金
も
恋
人
も
友
人
も
、
何

も
も
た
ず
、
た
だ
「
太
刀
」
だ
け
を
持
た
さ
れ
、
永
年
勤
め
た
主
人
か
ら
解
雇
さ
れ
た
。

そ
の
「
下
人
」
が
「
羅
生
門
」
の
楼
上
で
老
婆
と
出
会
い
、「
下
人
」
は
刃
を
突
き
つ
け
て

老
婆
の
行
動
の
意
味
を
問
う
。
何
も
も
た
な
い
「
下
人
」
が
執
拗
に
問
い
続
け
る
の
は
、

「
意
味
」
で
あ
る
。
死
体
の
髪
の
毛
を
抜
く
老
婆
は
、「
生
き
る
た
め
に
は
し
か
た
が
な
い

こ
と
。」
と
答
え
る
。
そ
し
て
「（
こ
の
女
も
）
大
目
に
見
て
く
れ
る
で
あ
ろ
。」
と
い
う
弱

者
同
士
の
相
互
許
容
の
論
理
。「
下
人
」は
冷
や
や
か
な
侮
蔑
を
も
っ
て
老
婆
の
着
物
を
は

ぎ
取
り
、京
の
町
の
混
沌
へ
と
向
か
っ
て
夜
の
闇
の
中
へ
と
駆
け
下
り
る
。「
下
人
」
は
老

婆
の
言
葉
に
よ
っ
て
、
あ
れ
ほ
ど
憎
悪
し
た
老
婆
そ
の
も
の
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
そ
れ

は
歪
ん
だ
形
と
は
い
え
、
少
年
で
あ
る
下
人
に
と
っ
て
は
、
大
人
に
な
る
た
め
の
、
社
会

に
出
て
行
く
た
め
の
通
過
儀
礼
で
あ
っ
た
の
だ
。

　戦
後
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
世
界
で
、「
人
間
性
」
が
称
揚
さ
れ
る
一
方
、「
人
間
性
」
や

「
善
悪
」
自
体
を
瓦
解
さ
せ
、
問
い
返
す
「
羅
生
門
」
的
世
界
、
い
や
そ
れ
を
も
凌
ぐ
修
羅

の
世
界
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
結
の
後
で
も
消
え
る
こ
と
は
な
い
。
戦
争
、
核
、
テ

ロ
、
民
族
紛
争
、
あ
る
い
は
「
い
じ
め
」「
虐
待
」
の
横
行
と
、
む
し
ろ
日
常
が
「
羅
生

門
」
化
し
て
い
る
と
さ
え
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
「
羅
生
門
」
は
現

代
の
私
た
ち
に
も
強
く
訴
え
る
力
を
持
っ
て
い
る
。

　「羅
生
門
」
を
、
す
べ
て
を
失
っ
た
若
者
が
、
人
間
性
や
人
間
社
会
の
「
意
味
」
を
問
い

返
す
現
代
の
物
語
と
し
て
、
ま
た
私
た
ち
自
身
の
変
革
の
物
語
と
し
て
読
み
た
い
。「
下

人
」
の
心
の
あ
り
よ
う
を
読
み
解
い
て
い
け
ば
、
作
品
に
描
か
れ
た
、
荒
廃
し
た
「
羅
生

門
」
の
姿
は
、
現
代
日
本
の
都
市
の
中
枢
に
、
大
き
く
影
の
よ
う
に
浮
か
び
上
が
っ
て
来

る
で
あ
ろ
う
。

◉
学
習
の
ね
ら
い  

・
追
い
つ
め
ら
れ
た
状
況
の
中
で
の
、
人
間
の
考
え
方
や
心
の
動
き
に
つ
い
て
考
え
る
。

・
場
面
の
推
移
や
比
喩
表
現
に
注
意
し
な
が
ら
、
主
人
公
の
心
理
の
移
り
変
わ
り
を
捉
え

る
。

　主
人
公
で
あ
る
「
下
人
」
が
ど
う
い
う
境
遇
に
置
か
れ
て
い
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
時

代
に
生
き
て
い
る
の
か
な
ど
、「
下
人
」
が
あ
る
考
え
方
に
至
り
、
行
動
へ
と
赴
く
上
で
の

基
本
的
な
情
報
を
文
章
か
ら
的
確
に
読
み
取
り
、
深
い
理
解
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
。

◉
学
習
指
導
の
ポ
イ
ン
ト  

・
場
面
の
推
移
に
従
い
、
登
場
人
物
の
心
情
や
行
動
が
ど
の
よ
う
な
表
現
で
描
か
れ
て
い

る
か
、
理
解
す
る
。

・
描
か
れ
た
人
物
、
情
景
、
心
情
な
ど
を
表
現
に
即
し
て
読
み
、
場
面
の
推
移
や
人
物
の

心
理
の
変
化
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
人
物
や
状
況
が
意
味
す

る
も
の
は
何
か
、
理
解
す
る
。

・
文
章
の
構
成
を
捉
え
、
比
喩
な
ど
の
表
現
技
巧
を
文
脈
の
中
で
理
解
す
る
。
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せ
な
い
自
由
な
読
み
が
保
証
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

◉
表
現
の
特
色
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

１

　構
成

羅
生
門
の
下
で
途
方
に
く
れ
て
い
た
主
人
公
で
あ
る
下
人
が
、
羅
生
門
の
楼
の
上
で
老

婆
と
出
会
い
、
そ
れ
を
契
機
に
ま
た
、
楼
か
ら
駆
け
下
り
て
闇
の
中
へ
と
消
え
て
い
く
。

羅
生
門
の
楼
上
と
い
う
異
空
間
（
境
界
）
を
通
過
す
る
こ
と
で
変
貌
を
遂
げ
る
下
人
の
姿

を
、①
門
の
下
→
②
楼
の
上
→
③
門
の
外
と
い
う
場
の
転
換
に
よ
っ
て
描
き
出
し
て
い
る
。

２

　比
喩

下
人
の
変
貌
を
決
定
づ
け
る
「
老
婆
」
を
中
心
に
、「
猿
の
親
が
猿
の
子
の
し
ら
み
を

取
る
よ
う
に
」「
肉
食
鳥
の
よ
う
な
、
鋭
い
目
」「
か
ら
す
の
鳴
く
よ
う
な
声
」「
蟇
の
つ

ぶ
や
く
よ
う
な
声
」
な
ど
、
気
味
の
悪
い
動
物
の
直
喩
を
多
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
極
限

状
況
の
中
で
理
性
や
人
間
性
を
失
い
、
ま
さ
に
獣
の
よ
う
に
生
き
る
し
か
な
い
人
間
の
生

の
あ
り
よ
う
を
、
読
者
の
感
性
に
直
接
的
に
訴
え
か
け
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
作
品
で
は
直
喩
、
暗
喩
、
擬
人
法
の
他
に
も
、
提
喩
、
換
喩
等
、
多
様
な

比
喩
表
現
に
特
色
が
あ
る
。

３

　心
象
風
景

「
門
の
上
の
空
が
、
夕
焼
け
で
赤
く
な
る
時
に
は
、
そ
れ
（
か
ら
す
）
が
ご
ま
を
ま
い

た
よ
う
に
、
は
っ
き
り
見
え
た
。」
の
よ
う
に
、
血
の
よ
う
な
夕
焼
け
の
赤
と
死
骸
を
ね

▪
羅
生
門
の
下
で
途
方
に
く
れ
る
下
人

平
安
時
代
末
期
の
、
あ
る
日
の
暮
れ
方
、
一
人
の
暇
を
出
さ
れ
た
下
人
が
羅
生
門
の
下
で
雨
や
み
を
待
っ
て
い
た
。
途
方
に
く
れ
た
下

人
は
、
羅
生
門
に
一
夜
の
宿
を
借
り
よ
う
と
楼
の
上
へ
上
る
は
し
ご
に
足
を
か
け
た
。

第
一
段

段

　
落

大

　
　
意

は
じ
め
〜
175
・
４
「
下
の
段
へ

踏
み
か
け
た
。」

ペ
ー
ジ
・
行

◉
全
体
の
構
成

　
段
落
分
け
と
大
意
（
場
面
か
ら
四
段
落
に
分
け
た
場
合
）
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

▪
羅
生
門
の
上
で
、
下
人
は
老
婆
と
出
会
う

は
し
ご
を
上
っ
た
下
人
は
、
楼
の
上
に
一
人
の
老
婆
を
見
つ
け
る
。
死
人
の
髪
の
毛
を
抜
く
老
婆
の
姿
を
憎
悪
し
、
下
人
は
あ
ら
ゆ
る

悪
に
対
す
る
反
感
を
炎
の
よ
う
に
燃
え
上
が
ら
せ
た
。

第
二
段

175
・
５
「
そ
れ
か
ら
、
何
分
か

の
」
〜
178
・
８
「
忘
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。」

▪
下
人
は
老
婆
を
問
い
た
だ
し
、
そ
の
弁
明
を
聞
く

老
婆
を
ね
じ
倒
し
た
下
人
は
、太
刀
を
突
き
つ
け
、髪
の
毛
を
抜
い
て
い
た
理
由
を
問
い
た
だ
す
。
老
婆
は
「
か
つ
ら
を
作
る
の
じ
ゃ
」、

そ
し
て
こ
れ
も
「
生
き
る
た
め
に
は
し
か
た
が
な
い
こ
と
」
と
弁
明
す
る
。

第
三
段

178
・
９
「
そ
こ
で
、
下
人
は
、」

〜
181
・
11「
意
味
の
こ
と
を
言
っ

た
。」

▪
下
人
は
決
断
し
、
夜
の
闇
に
消
え
て
い
く

下
人
は
老
婆
の
話
を
聞
き
終
わ
る
と
、「
き
っ
と
、
そ
う
か
。」
と
嘲
る
よ
う
に
念
を
押
し
、
老
婆
の
着
物
を
剝
ぎ
取
り
、
蹴
倒
し
て
夜

の
闇
の
中
へ
と
消
え
て
い
く
。

第
四
段

181
・
12
「
下
人
は
、
太
刀
を
」

〜
終
わ
り

明解P02-50.indd   5 12/03/14   21:03

の
一
文
等
が
改
訂
さ
れ
、
現
行
の
形
と
な
っ
た
。

　教
科
書
掲
載
に
あ
た
り
、
表
記
の
統
一
の
た
め
に
一
部
表
記
の
変
更
を
行
っ
た
ほ
か
に

は
、
原
文
と
の
異
同
は
な
い
。

◉
小
・
中
学
校
教
科
書
で
の
取
扱
い  

　芥
川
の
作
品
は
、
小
中
学
校
の
教
科
書
で
は
次
の
も
の
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。

〈
小
学
校
〉

　平
成
23
年
度
版
俳
句
…
…
東
京
書
籍
3
年
下
、
教
育
出
版
3
年
下

　
　
　
　
　
　
　「
杜
子
春
」
…
…
教
育
出
版
6
年
下

　
　
　
　
　
　
　「
仙
人
」
…
…
三
省
堂
6
年

〈
中
学
校
〉

　平
成
18
年
度
版
「
ト
ロ
ッ
コ
」
…
…
三
省
堂
1
年

　
　
　
　
　
　
　東
京
書
籍
3
年

　平
成
24
年
度
版
「
ト
ロ
ッ
コ
」
…
…
三
省
堂
1
年
、
東
京
書
籍
1
年
、
教
育
出
版
1
年

　
　
　
　
　
　
　「
蜘
蛛
の
糸
」
…
…
教
育
出
版
1
年

　
　
　
　
　
　
　「
少
年

─
海
」
…
…
学
校
図
書
3
年

◉
大
意  　平

安
末
の
あ
る
日
の
暮
れ
方
、
荒
れ
果
て
た
羅
生
門
の
下
で
、
暇
を
出
さ
れ
た
一

人
の
下
人
が
、
雨
や
み
を
待
ち
な
が
ら
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
明
日
の
生
活
を
思
っ

て
途
方
に
暮
れ
て
い
た
。
と
も
か
く
夜
を
明
か
そ
う
と
楼
へ
上
っ
た
下
人
は
、
そ
こ

で
死
体
の
髪
の
毛
を
抜
く
老
婆
と
出
会
う
。
老
婆
を
ね
じ
倒
し
た
下
人
は
そ
の
行
為

の
意
味
を
問
い
た
だ
す
が
、「
生
活
の
た
め
に
は
し
か
た
が
な
い
。」
と
答
え
る
老
婆

に
「
き
っ
と
、
そ
う
か
。」
と
念
を
押
す
と
、
老
婆
の
着
物
を
は
ぎ
取
り
、
夜
の
闇
の

中
へ
逃
走
し
た
。（
二
〇
〇
字
）

【
二
〇
〇
字
】

　平
安
末
の
あ
る
日
の
暮
れ
方
、
荒
れ
果
て
た
羅
生
門
で
夜
を
明
か
そ
う
と
し
た
一

人
の
下
人
は
、
楼
上
で
死
体
の
髪
の
毛
を
抜
く
老
婆
と
会
う
。
老
婆
を
ね
じ
倒
し
た

下
人
は
、
老
婆
の
言
葉
を
聞
い
た
後
、
そ
の
着
物
を
は
ぎ
取
っ
て
夜
の
闇
の
中
へ
と

逃
走
し
た
。（
一
〇
〇
字
）

◉
主
題
に
つ
い
て
の
考
察  

　「羅
生
門
」は
輻
輳
し
た
コ
ー
ド
か
ら
な
る
多
義
的
な
意
味
を
包
含
す
る
テ
ク
ス
ト
で
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
読
者
の
読
み
に
よ
っ
て
全
く
異
な
る
世
界
が
開
け
て
く
る
。
し
た
が
っ

て
そ
の
「
主
題
」
や
「
意
味
内
容
」
に
関
し
て
は
諸
説
あ
る
。

　古
く
は
「
下
人
の
心
理
の
推
移
を
主
題
と
し
、
あ
わ
せ
て
生
き
ん
が
た
め
に
、
各
人
各

様
に
持
た
ざ
る
を
得
ぬ
エ
ゴ
イ
ズ
ム
を
あ
ば
い
て
い
る
。」
と
し
た
吉
田
精
一
説
が
あ
る

が
、
三
好
行
雄
は
そ
れ
を
進
め
て
「
エ
ゴ
イ
ズ
ム
な
ど
と
い
う
概
念
で
は
決
し
て
律
し
き

れ
な
い

─
日
常
的
な
救
済
を
す
べ
て
断
た
れ
た
存
在
悪
の
か
た
ち
」を
下
人
の
姿
に
見
、

そ
れ
を
「
人
間
存
在
そ
の
も
の
が
永
遠
に
担
い
つ
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
痛
み
」
で
あ
る
、

と
し
た
。「
人
間
内
部
に
お
け
る
矛
盾
の
並
存
と
い
う
命
題
」に
よ
っ
て
書
か
れ
た
と
す
る

駒
尺
喜
美
の
説
。
そ
し
て
闇
に
消
え
て
い
く
下
人
に
む
し
ろ
積
極
的
な
意
味
を
見
出
し
、

「
己
を
緊
縛
す
る
も
の
か
ら
の
解
放
の
叫
び
」
に
主
題
を
見
る
関
口
安
義
の
見
方
も
あ
る
。

結
末
部
分
で
作
者
が
行
っ
た
改
稿
も
ま
た
読
み
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
お
り
、
そ
の
是

非
に
関
し
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
見
解
が
あ
る
。
吉
田
俊
彦
は
、上
記
の
関
口
の
説
を
踏
ま
え
、

初
稿
に
お
け
る
結
末
部
の
「
京
都
の
町
へ
強
盗
を
働
き
に
急
」
ぐ
下
人
の
姿
の
中
に
「『
他

者
中
心
』
の
抑
圧
体
制
か
ら
の
人
間
解
放
」
を
目
指
す
作
者
の
意
気
込
み
を
見
、
し
か
し

そ
れ
を
、「
下
人
の
行
方
は
誰
も
知
ら
な
い
」
と
改
稿
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
芥
川
の
中
に

「
底
知
れ
な
い
存
在
不
安
」を
克
服
し
え
な
か
っ
た
闇
を
見
い
だ
し
て
い
る
。
ま
た
新
し
く

は
、「
語
り
手
」（
書
き
手
）
に
注
目
し
、「
下
人
の
行
方
は
だ
れ
も
知
ら
な
い
」
と
改
稿
さ

れ
た
結
末
部
に
お
い
て
、「
語
り
手
」
が
、sentim

entalism
e

を
振
り
捨
て
、
荒
ぶ
る
世

【
一
〇
〇
字
】
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せ
な
い
自
由
な
読
み
が
保
証
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

◉
表
現
の
特
色
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

１

　構
成

羅
生
門
の
下
で
途
方
に
く
れ
て
い
た
主
人
公
で
あ
る
下
人
が
、
羅
生
門
の
楼
の
上
で
老

婆
と
出
会
い
、
そ
れ
を
契
機
に
ま
た
、
楼
か
ら
駆
け
下
り
て
闇
の
中
へ
と
消
え
て
い
く
。

羅
生
門
の
楼
上
と
い
う
異
空
間
（
境
界
）
を
通
過
す
る
こ
と
で
変
貌
を
遂
げ
る
下
人
の
姿

を
、①
門
の
下
→
②
楼
の
上
→
③
門
の
外
と
い
う
場
の
転
換
に
よ
っ
て
描
き
出
し
て
い
る
。

２

　比
喩

下
人
の
変
貌
を
決
定
づ
け
る
「
老
婆
」
を
中
心
に
、「
猿
の
親
が
猿
の
子
の
し
ら
み
を

取
る
よ
う
に
」「
肉
食
鳥
の
よ
う
な
、
鋭
い
目
」「
か
ら
す
の
鳴
く
よ
う
な
声
」「
蟇
の
つ

ぶ
や
く
よ
う
な
声
」
な
ど
、
気
味
の
悪
い
動
物
の
直
喩
を
多
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
極
限

状
況
の
中
で
理
性
や
人
間
性
を
失
い
、
ま
さ
に
獣
の
よ
う
に
生
き
る
し
か
な
い
人
間
の
生

の
あ
り
よ
う
を
、
読
者
の
感
性
に
直
接
的
に
訴
え
か
け
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
作
品
で
は
直
喩
、
暗
喩
、
擬
人
法
の
他
に
も
、
提
喩
、
換
喩
等
、
多
様
な

比
喩
表
現
に
特
色
が
あ
る
。

３

　心
象
風
景

「
門
の
上
の
空
が
、
夕
焼
け
で
赤
く
な
る
時
に
は
、
そ
れ
（
か
ら
す
）
が
ご
ま
を
ま
い

た
よ
う
に
、
は
っ
き
り
見
え
た
。」
の
よ
う
に
、
血
の
よ
う
な
夕
焼
け
の
赤
と
死
骸
を
ね

▪
羅
生
門
の
下
で
途
方
に
く
れ
る
下
人

平
安
時
代
末
期
の
、
あ
る
日
の
暮
れ
方
、
一
人
の
暇
を
出
さ
れ
た
下
人
が
羅
生
門
の
下
で
雨
や
み
を
待
っ
て
い
た
。
途
方
に
く
れ
た
下

人
は
、
羅
生
門
に
一
夜
の
宿
を
借
り
よ
う
と
楼
の
上
へ
上
る
は
し
ご
に
足
を
か
け
た
。

第
一
段

段

　
落

大

　
　
意

は
じ
め
〜
175
・
４
「
下
の
段
へ

踏
み
か
け
た
。」

ペ
ー
ジ
・
行

◉
全
体
の
構
成

　
段
落
分
け
と
大
意
（
場
面
か
ら
四
段
落
に
分
け
た
場
合
）
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

▪
羅
生
門
の
上
で
、
下
人
は
老
婆
と
出
会
う

は
し
ご
を
上
っ
た
下
人
は
、
楼
の
上
に
一
人
の
老
婆
を
見
つ
け
る
。
死
人
の
髪
の
毛
を
抜
く
老
婆
の
姿
を
憎
悪
し
、
下
人
は
あ
ら
ゆ
る

悪
に
対
す
る
反
感
を
炎
の
よ
う
に
燃
え
上
が
ら
せ
た
。

第
二
段

175
・
５
「
そ
れ
か
ら
、
何
分
か

の
」
〜
178
・
８
「
忘
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。」

▪
下
人
は
老
婆
を
問
い
た
だ
し
、
そ
の
弁
明
を
聞
く

老
婆
を
ね
じ
倒
し
た
下
人
は
、太
刀
を
突
き
つ
け
、髪
の
毛
を
抜
い
て
い
た
理
由
を
問
い
た
だ
す
。
老
婆
は
「
か
つ
ら
を
作
る
の
じ
ゃ
」、

そ
し
て
こ
れ
も
「
生
き
る
た
め
に
は
し
か
た
が
な
い
こ
と
」
と
弁
明
す
る
。

第
三
段

178
・
９
「
そ
こ
で
、
下
人
は
、」

〜
181
・
11「
意
味
の
こ
と
を
言
っ

た
。」

▪
下
人
は
決
断
し
、
夜
の
闇
に
消
え
て
い
く

下
人
は
老
婆
の
話
を
聞
き
終
わ
る
と
、「
き
っ
と
、
そ
う
か
。」
と
嘲
る
よ
う
に
念
を
押
し
、
老
婆
の
着
物
を
剝
ぎ
取
り
、
蹴
倒
し
て
夜

の
闇
の
中
へ
と
消
え
て
い
く
。

第
四
段

181
・
12
「
下
人
は
、
太
刀
を
」

〜
終
わ
り

明解P02-50.indd   5 12/03/14   21:03

の
一
文
等
が
改
訂
さ
れ
、
現
行
の
形
と
な
っ
た
。

　教
科
書
掲
載
に
あ
た
り
、
表
記
の
統
一
の
た
め
に
一
部
表
記
の
変
更
を
行
っ
た
ほ
か
に

は
、
原
文
と
の
異
同
は
な
い
。

◉
小
・
中
学
校
教
科
書
で
の
取
扱
い  

　芥
川
の
作
品
は
、
小
中
学
校
の
教
科
書
で
は
次
の
も
の
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。

〈
小
学
校
〉

　平
成
23
年
度
版
俳
句
…
…
東
京
書
籍
3
年
下
、
教
育
出
版
3
年
下

　
　
　
　
　
　
　「
杜
子
春
」
…
…
教
育
出
版
6
年
下

　
　
　
　
　
　
　「
仙
人
」
…
…
三
省
堂
6
年

〈
中
学
校
〉

　平
成
18
年
度
版
「
ト
ロ
ッ
コ
」
…
…
三
省
堂
1
年

　
　
　
　
　
　
　東
京
書
籍
3
年

　平
成
24
年
度
版
「
ト
ロ
ッ
コ
」
…
…
三
省
堂
1
年
、
東
京
書
籍
1
年
、
教
育
出
版
1
年

　
　
　
　
　
　
　「
蜘
蛛
の
糸
」
…
…
教
育
出
版
1
年

　
　
　
　
　
　
　「
少
年

─
海
」
…
…
学
校
図
書
3
年

◉
大
意  　平

安
末
の
あ
る
日
の
暮
れ
方
、
荒
れ
果
て
た
羅
生
門
の
下
で
、
暇
を
出
さ
れ
た
一

人
の
下
人
が
、
雨
や
み
を
待
ち
な
が
ら
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
明
日
の
生
活
を
思
っ

て
途
方
に
暮
れ
て
い
た
。
と
も
か
く
夜
を
明
か
そ
う
と
楼
へ
上
っ
た
下
人
は
、
そ
こ

で
死
体
の
髪
の
毛
を
抜
く
老
婆
と
出
会
う
。
老
婆
を
ね
じ
倒
し
た
下
人
は
そ
の
行
為

の
意
味
を
問
い
た
だ
す
が
、「
生
活
の
た
め
に
は
し
か
た
が
な
い
。」
と
答
え
る
老
婆

に
「
き
っ
と
、
そ
う
か
。」
と
念
を
押
す
と
、
老
婆
の
着
物
を
は
ぎ
取
り
、
夜
の
闇
の

中
へ
逃
走
し
た
。（
二
〇
〇
字
）

【
二
〇
〇
字
】

　平
安
末
の
あ
る
日
の
暮
れ
方
、
荒
れ
果
て
た
羅
生
門
で
夜
を
明
か
そ
う
と
し
た
一

人
の
下
人
は
、
楼
上
で
死
体
の
髪
の
毛
を
抜
く
老
婆
と
会
う
。
老
婆
を
ね
じ
倒
し
た

下
人
は
、
老
婆
の
言
葉
を
聞
い
た
後
、
そ
の
着
物
を
は
ぎ
取
っ
て
夜
の
闇
の
中
へ
と

逃
走
し
た
。（
一
〇
〇
字
）

◉
主
題
に
つ
い
て
の
考
察  

　「羅
生
門
」は
輻
輳
し
た
コ
ー
ド
か
ら
な
る
多
義
的
な
意
味
を
包
含
す
る
テ
ク
ス
ト
で
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
読
者
の
読
み
に
よ
っ
て
全
く
異
な
る
世
界
が
開
け
て
く
る
。
し
た
が
っ

て
そ
の
「
主
題
」
や
「
意
味
内
容
」
に
関
し
て
は
諸
説
あ
る
。

　古
く
は
「
下
人
の
心
理
の
推
移
を
主
題
と
し
、
あ
わ
せ
て
生
き
ん
が
た
め
に
、
各
人
各

様
に
持
た
ざ
る
を
得
ぬ
エ
ゴ
イ
ズ
ム
を
あ
ば
い
て
い
る
。」
と
し
た
吉
田
精
一
説
が
あ
る

が
、
三
好
行
雄
は
そ
れ
を
進
め
て
「
エ
ゴ
イ
ズ
ム
な
ど
と
い
う
概
念
で
は
決
し
て
律
し
き

れ
な
い

─
日
常
的
な
救
済
を
す
べ
て
断
た
れ
た
存
在
悪
の
か
た
ち
」を
下
人
の
姿
に
見
、

そ
れ
を
「
人
間
存
在
そ
の
も
の
が
永
遠
に
担
い
つ
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
痛
み
」
で
あ
る
、

と
し
た
。「
人
間
内
部
に
お
け
る
矛
盾
の
並
存
と
い
う
命
題
」に
よ
っ
て
書
か
れ
た
と
す
る

駒
尺
喜
美
の
説
。
そ
し
て
闇
に
消
え
て
い
く
下
人
に
む
し
ろ
積
極
的
な
意
味
を
見
出
し
、

「
己
を
緊
縛
す
る
も
の
か
ら
の
解
放
の
叫
び
」
に
主
題
を
見
る
関
口
安
義
の
見
方
も
あ
る
。

結
末
部
分
で
作
者
が
行
っ
た
改
稿
も
ま
た
読
み
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
お
り
、
そ
の
是

非
に
関
し
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
見
解
が
あ
る
。
吉
田
俊
彦
は
、上
記
の
関
口
の
説
を
踏
ま
え
、

初
稿
に
お
け
る
結
末
部
の
「
京
都
の
町
へ
強
盗
を
働
き
に
急
」
ぐ
下
人
の
姿
の
中
に
「『
他

者
中
心
』
の
抑
圧
体
制
か
ら
の
人
間
解
放
」
を
目
指
す
作
者
の
意
気
込
み
を
見
、
し
か
し

そ
れ
を
、「
下
人
の
行
方
は
誰
も
知
ら
な
い
」
と
改
稿
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
芥
川
の
中
に

「
底
知
れ
な
い
存
在
不
安
」を
克
服
し
え
な
か
っ
た
闇
を
見
い
だ
し
て
い
る
。
ま
た
新
し
く

は
、「
語
り
手
」（
書
き
手
）
に
注
目
し
、「
下
人
の
行
方
は
だ
れ
も
知
ら
な
い
」
と
改
稿
さ

れ
た
結
末
部
に
お
い
て
、「
語
り
手
」
が
、sentim

entalism
e

を
振
り
捨
て
、
荒
ぶ
る
世

【
一
〇
〇
字
】
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語
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現
代
文
教
材

教
材
文
の
概
要
︵
小
・
中
学
校
教
科
書
で
の
取
扱
い
／
大
意
／
主
題
に
つ
い
て
の
考
察
︶

◎字数制限を付加して、大意（要旨）を掲載しました。
　字数制限は、二〇〇字・一〇〇字を原則としました。

◎
小
説
教
材
に
は
、作
品
の「
主
題
」に
つ
い
て
の

　考
え
方
や
方
向
性
を
示
し
ま
し
た
。

◎文体や修辞など、作品の表現上の
　特色を解説しました。

◎
同
じ
作
者
の
作
品
が
小
中
学
校
の
教
科
書
で

　ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
か
を
解
説
し
ま
し
た
。

TM29KS_P001-096_seki.indd   54 2016/03/25   15:50



◉
学
習
目
標
と
評
価  

学
習
材
名

配
当
時
間
〔
領
域
〕

学
習
し
た
い
主
な
内
容

羅
生
門

5
［
読
む
こ
と
］

○
追
い
つ
め
ら
れ
た
状
況
の
中
で
の
、
人
間
の
考
え
方
や
心
の
動
き
に
つ
い
て
考
え
る
。

○
場
面
の
推
移
や
比
喩
表
現
に
注
意
し
な
が
ら
、
主
人
公
の
心
理
の
移
り
変
わ
り
を
捉
え
る
。

重
点
的
に
指
導
す
る
学
習
指
導
要
領
の
内
容

Ｃ
エ

〔
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
〕

イ
（
ア
）（
イ
）・
ウ
（
ア
）

学
習
指
導
要
領
の
言
語
活
動
例

Ｃ
イ

評価の観点

学
習
活
動
の
指
導
目
標

学
習
活
動
の
評
価
規
準

（
Ｂ
「
お
お
む
ね
満
足
で
き
る
と
判
断
さ
れ
る
状
況
」）

評価方法

☆
Ａ
「
十
分
満
足
で
き
る
と
判
断
さ
れ
る
」
生
徒
の
例

★
Ｂ
を
実
現
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
生
徒
へ
の
手
だ
て
の
例

関心・意欲・態度

①
場
面
の
推
移
に
従
い
、
登
場
人

物
の
心
情
や
行
動
が
ど
の
よ
う

な
表
現
で
描
か
れ
て
い
る
か
、

理
解
す
る
。

①
下
人
の
お
か
れ
て
い
る
状
況
、
老
婆
の
考
え
方
を
捉
え
、
二

人
の
行
動
や
心
情
の
変
化
が
、
場
面
の
推
移
に
従
っ
て
ど
の

よ
う
な
表
現
で
描
か
れ
て
い
る
か
を
理
解
し
よ
う
と
し
て
い

る
。

行動の観察

☆
個
々
の
叙
述
か
ら
、
下
人
や
老
婆
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
と
そ
の
心
理
を

読
み
取
り
、
人
間
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
考
察
を
深
め
て
い
る
。

★
主
人
公
が
置
か
れ
た
状
況
、
場
面
の
推
移
に
従
い
、
一
つ
一
つ
の
語
り
や

背
景
描
写
か
ら
確
認
さ
せ
る
。

読む能力

②
描
か
れ
た
人
物
、
情
景
、
心
情

な
ど
を
表
現
に
即
し
て
読
み
、

場
面
の
推
移
や
人
物
の
心
理
の

変
化
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
人
物
や

状
況
が
意
味
す
る
も
の
は
何

か
、
理
解
す
る
。

②
比
喩
表
現
や
語
り
の
視
点
に
注
意
し
て
、
作
品
世
界
の
状
況

を
把
握
し
、
人
物
の
考
え
方
と
そ
の
変
化
、
そ
し
て
そ
れ
が

意
味
す
る
も
の
が
何
で
あ
る
か
を
理
解
し
て
い
る
。

記述の確認

☆
下
人
と
老
婆
と
の
交
渉
と
、
そ
れ
を
取
り
ま
く
羅
生
門
と
い
う
世
界
が
意

味
す
る
も
の
に
つ
い
て
、
理
解
を
深
め
て
い
る
。

★
下
人
と
老
婆
の
言
葉
の
意
味
や
、
そ
れ
が
な
ぜ
発
せ
ら
れ
た
の
か
、
そ
の

経
緯
を
文
脈
を
追
い
な
が
ら
確
認
さ
せ
る
。

知識・理解

③
文
章
の
構
成
を
捉
え
、
比
喩
な

ど
の
表
現
技
巧
を
文
脈
の
中
で

理
解
す
る
。

③
文
章
構
成
に
お
け
る
場
所
や
時
間
の
設
定
、
多
用
さ
れ
て
い

る
動
物
の
比
喩
な
ど
の
意
味
す
る
も
の
を
的
確
に
捉
え
て
い

る
。

行動の観察

☆
比
喩
や
表
現
技
巧
が
登
場
人
物
の
人
間
性
の
表
現
と
し
て
重
要
な
働
き
を

し
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
。

★
ど
の
よ
う
な
表
現
技
巧
や
比
喩
が
使
わ
れ
て
い
る
の
か
を
整
理
さ
せ
る
。
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◉
展
開
図  

はしごの上 死骸の髪の毛を抜く老婆を見いだす…… 「六分の恐怖と四分の好奇心」
… 　　　見ているうちに… …………… 「悪を憎む心」が燃え上がる

楼の上… ・老婆をねじ倒し… ………………………「安らかな得意と満足」
… ・太刀を突きつけ
　… 　「何をしていた。言え。」と脅す
　… ・老婆の答え「かつらに……」を聞いて
… 　　　平凡な答えに失望… ……………「憎悪＋冷ややかな侮

ぶ

蔑
べつ

」

… ・老婆の言い訳… 「冷然と」聞いている
… 　「生きるためにはしかたがない」…
… 　を聞いて

… 　「きっと、そうか。」と念を押す… ……… 「嘲るような声で」
… ・老婆の着物を剝ぎ取る
… 　　　　　　「夜の底へ駆け下りた」

時代　平安朝末期
場所　京都　天災（地震・辻

つじ

風
かぜ

・火事・飢
き

饉
きん

）により　「ひととおりならず衰微」
季節　秋　
　　　　　　火桶が欲しいほどの寒さ
　　　　　　風が、夕闇とともに
　　　　　　　　　遠慮なく吹き抜ける

（
小
さ
な
余
波
）

「どうにもならないことを、どうにかしようとして」
「手段を選ばないとすれば……」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「盗人になるより外に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しかたがない。」

暮れ方
雨

S
サ ン チ マ ン タ リ ス ム

entimentalisme
に影響

肯定する勇気が出ない

「暇を出された」

門の外

語り手の判断を超える世界へ

羅生門の
様子

荒れ果てた……
狐
こ

狸
り

が棲む
盗人
死人が捨てられる

⇒

「黒
こ く

洞
と う

々
と う

たる夜」
「下人の行方は、誰も知らない。」

羅生門

門の下

下
人
vs
老
婆

一人の下人 「途方にくれていた」

永年使われていた主人から

ある勇気が生まれ

⇒

263  教科書［p.170〜p.185］
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明
解
国
語
総
合

◎観点別に学習活動の指導目標を設定し、
　評価基準・評価方法を詳しく示しました。
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◉
学
習
目
標
と
評
価  

学
習
材
名

配
当
時
間
〔
領
域
〕

学
習
し
た
い
主
な
内
容

羅
生
門

5
［
読
む
こ
と
］

○
追
い
つ
め
ら
れ
た
状
況
の
中
で
の
、
人
間
の
考
え
方
や
心
の
動
き
に
つ
い
て
考
え
る
。

○
場
面
の
推
移
や
比
喩
表
現
に
注
意
し
な
が
ら
、
主
人
公
の
心
理
の
移
り
変
わ
り
を
捉
え
る
。

重
点
的
に
指
導
す
る
学
習
指
導
要
領
の
内
容

Ｃ
エ

〔
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
〕

イ
（
ア
）（
イ
）・
ウ
（
ア
）

学
習
指
導
要
領
の
言
語
活
動
例

Ｃ
イ

評価の観点

学
習
活
動
の
指
導
目
標

学
習
活
動
の
評
価
規
準

（
Ｂ
「
お
お
む
ね
満
足
で
き
る
と
判
断
さ
れ
る
状
況
」）

評価方法

☆
Ａ
「
十
分
満
足
で
き
る
と
判
断
さ
れ
る
」
生
徒
の
例

★
Ｂ
を
実
現
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
生
徒
へ
の
手
だ
て
の
例

関心・意欲・態度

①
場
面
の
推
移
に
従
い
、
登
場
人

物
の
心
情
や
行
動
が
ど
の
よ
う

な
表
現
で
描
か
れ
て
い
る
か
、

理
解
す
る
。

①
下
人
の
お
か
れ
て
い
る
状
況
、
老
婆
の
考
え
方
を
捉
え
、
二

人
の
行
動
や
心
情
の
変
化
が
、
場
面
の
推
移
に
従
っ
て
ど
の

よ
う
な
表
現
で
描
か
れ
て
い
る
か
を
理
解
し
よ
う
と
し
て
い

る
。

行動の観察

☆
個
々
の
叙
述
か
ら
、
下
人
や
老
婆
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
と
そ
の
心
理
を

読
み
取
り
、
人
間
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
考
察
を
深
め
て
い
る
。

★
主
人
公
が
置
か
れ
た
状
況
、
場
面
の
推
移
に
従
い
、
一
つ
一
つ
の
語
り
や

背
景
描
写
か
ら
確
認
さ
せ
る
。

読む能力

②
描
か
れ
た
人
物
、
情
景
、
心
情

な
ど
を
表
現
に
即
し
て
読
み
、

場
面
の
推
移
や
人
物
の
心
理
の

変
化
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
人
物
や

状
況
が
意
味
す
る
も
の
は
何

か
、
理
解
す
る
。

②
比
喩
表
現
や
語
り
の
視
点
に
注
意
し
て
、
作
品
世
界
の
状
況

を
把
握
し
、
人
物
の
考
え
方
と
そ
の
変
化
、
そ
し
て
そ
れ
が

意
味
す
る
も
の
が
何
で
あ
る
か
を
理
解
し
て
い
る
。

記述の確認

☆
下
人
と
老
婆
と
の
交
渉
と
、
そ
れ
を
取
り
ま
く
羅
生
門
と
い
う
世
界
が
意

味
す
る
も
の
に
つ
い
て
、
理
解
を
深
め
て
い
る
。

★
下
人
と
老
婆
の
言
葉
の
意
味
や
、
そ
れ
が
な
ぜ
発
せ
ら
れ
た
の
か
、
そ
の

経
緯
を
文
脈
を
追
い
な
が
ら
確
認
さ
せ
る
。

知識・理解

③
文
章
の
構
成
を
捉
え
、
比
喩
な

ど
の
表
現
技
巧
を
文
脈
の
中
で

理
解
す
る
。

③
文
章
構
成
に
お
け
る
場
所
や
時
間
の
設
定
、
多
用
さ
れ
て
い

る
動
物
の
比
喩
な
ど
の
意
味
す
る
も
の
を
的
確
に
捉
え
て
い

る
。

行動の観察

☆
比
喩
や
表
現
技
巧
が
登
場
人
物
の
人
間
性
の
表
現
と
し
て
重
要
な
働
き
を

し
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
。

★
ど
の
よ
う
な
表
現
技
巧
や
比
喩
が
使
わ
れ
て
い
る
の
か
を
整
理
さ
せ
る
。
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◉
展
開
図  

はしごの上 死骸の髪の毛を抜く老婆を見いだす…… 「六分の恐怖と四分の好奇心」
… 　　　見ているうちに… …………… 「悪を憎む心」が燃え上がる

楼の上… ・老婆をねじ倒し… ………………………「安らかな得意と満足」
… ・太刀を突きつけ
　… 　「何をしていた。言え。」と脅す
　… ・老婆の答え「かつらに……」を聞いて
… 　　　平凡な答えに失望… ……………「憎悪＋冷ややかな侮

ぶ

蔑
べつ

」

… ・老婆の言い訳… 「冷然と」聞いている
… 　「生きるためにはしかたがない」…
… 　を聞いて

… 　「きっと、そうか。」と念を押す… ……… 「嘲るような声で」
… ・老婆の着物を剝ぎ取る
… 　　　　　　「夜の底へ駆け下りた」

時代　平安朝末期
場所　京都　天災（地震・辻

つじ

風
かぜ

・火事・飢
き

饉
きん

）により　「ひととおりならず衰微」
季節　秋　
　　　　　　火桶が欲しいほどの寒さ
　　　　　　風が、夕闇とともに
　　　　　　　　　遠慮なく吹き抜ける

（
小
さ
な
余
波
）

「どうにもならないことを、どうにかしようとして」
「手段を選ばないとすれば……」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「盗人になるより外に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しかたがない。」

暮れ方
雨

S
サ ン チ マ ン タ リ ス ム

entimentalisme
に影響

肯定する勇気が出ない

「暇を出された」

門の外

語り手の判断を超える世界へ

羅生門の
様子

荒れ果てた……
狐
こ

狸
り

が棲む
盗人
死人が捨てられる

⇒

「黒
こ く

洞
と う

々
と う

たる夜」
「下人の行方は、誰も知らない。」

羅生門

門の下

下
人
vs
老
婆

一人の下人 「途方にくれていた」

永年使われていた主人から

ある勇気が生まれ

⇒
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明
解
国
語
総
合

◎教材全体を概観できるよう、
　内容を図式化したものを示しました。

現
代
文
教
材

教
材
文
の
概
要
︵
展
開
図
／
学
習
目
標
と
評
価
︶
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◉
学
習
展
開
例  

第
一
時
限

【
本
時
の
目
標
】

❶
興
味
を
喚
起
す
る
。

❷
こ
の
小
説
の
お
お
ま
か
な
イ
メ
ー
ジ
と
話
の
流
れ
を

つ
か
む
。

❸
こ
の
小
説
の
構
成
と
設
定
を
確
認
す
る
。

【
学
習
活
動
と
指
導
内
容
】

◆
導
入

1 

芥
川
龍
之
介
の
作
品
お
よ
び
作
者
に
つ
い
て
知
る
。

　作
者
の
略
歴
及
び
主
要
作
品
に
つ
い
て
は
、「
教
材
文
の

概
要
」「
◉
作
者
」
の
項
参
照
。

　ま
た
、
小
・
中
学
校
で
学
習
し
た
可
能
性
の
あ
る
教
材

は
、「
蜘
蛛
の
糸
」（
小
学
校
3
年
）「
仙
人
」（
小
学
校
6

年
）「
ト
ロ
ッ
コ
」（
中
学
校
1
年
）
が
あ
る
。
詳
し
く
は

「
◉
小
・
中
学
校
教
科
書
で
の
取
扱
い
」
の
項
参
照
。

〔
留
意
点
〕

・
中
学
ま
で
に
知
っ
て
い
る
作
品
が
あ
れ
ば
挙
げ
さ
せ
、

解
説
を
加
え
る
。

◆
展
開
1

1 

全
文
を
通
読
す
る
。

　通
読
は
教
室
の
実
情
に
応
じ
て
、
音
読
（
授
業
者
・
音

読
テ
ー
プ
等
）、
黙
読
で
行
う
。

〔
留
意
点
〕

　通
読
に
際
し
て
は
、
こ
の
小
説
の
構
成
と
、
設
定
（
い

つ
・
ど
こ
で
・
誰
が
）
に
注
意
し
な
が
ら
読
む
よ
う
に
指

示
し
て
お
く
。

2 

こ
の
小
説
の
構
成
を
確
認
す
る
。

　こ
こ
で
は
お
お
ま
か
な
構
成
を
確
認
す
る
。

　場
面
か
ら
考
え
る
と
、

　羅
生
門
の
下
で
雨
や
み
を
待
っ
て
い
た
下
人
が
、
楼
の

上
に
上
っ
て
老
婆
と
出
会
い
、
争
い
の
後
、
ま
た
楼
を
駆

け
下
り
て
夜
の
町
へ
と
逃
走
す
る
。
羅
生
門
の
楼
の
上
で

の
老
婆
と
の
出
会
い
を
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
し
、
門
の
外

→
門
の
上
→
門
の
外
の
三
つ
の
場
面
か
ら
成
る
。

　
　
　
　
　
　
　門
の
下
（
夕
）

羅
生
門
の
楼
上
（
老
婆
と
の
出
会
い
）
　数 時 間

　
　
　
　
　
　
　門
の
外
へ
逃
走
す
る
（
夜
）

　段
落
分
け
の
場
合
は
、
色
々
な
切
り
方
が
考
え
ら
れ
る

の
で
、
場
面
か
ら
四
段
、
内
容
か
ら
六
段
な
ど
、
指
示
を

出
し
て
考
え
さ
せ
た
方
が
良
い
だ
ろ
う
。「
全
体
の
構
成
・

段
落
分
け
と
大
意
」
の
項
参
照
。

3 

こ
の
小
説
の
設
定
を
確
認
す
る
。

　こ
の
物
語
の
舞
台
と
な
っ
て
い
る
時
代
・
社
会
の
状
況

を
把
握
し
、
主
人
公
で
あ
る
下
人
が
そ
の
中
で
ど
う
い
う

状
態
に
置
か
れ
て
い
る
の
か
を
読
み
と
る
。

（1）
い
つ
・
ど
こ
で
・
誰
が

・「
学
び
の
道
し
る
べ
1
」
の
内
容
を
学
習
す
る
。

1

　次
の
観
点
に
従
っ
て
、
物
語
の
設
定
を
捉
え
よ

　う
。

　
　①
い
つ

　
　・
時
代

　・
季
節

　・
時
刻

　
　②
ど
こ
で

　
　③
誰
が

　・
下
人
の
お
お
よ
そ
の
年
齢

　
　
　
　
　
　・
下
人
の
仕
事

　
　
　
　
　
　・
下
人
の
お
か
れ
て
い
る
立
場

＊
解
答
の
詳
細
は
「『
学
び
の
道
し
る
べ
』
の
解
答
例
・
解

説
」
の
項
を
参
照
。

〔
留
意
点
〕

　授
業
者
の
問
い
に
対
し
て
生
徒
に
答
え
さ
せ
る
場
合
に

は
、
必
ず
根
拠
が
文
中
の
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
指
摘
さ
せ

る
よ
う
に
す
る
。

①
い
つ

・
時
代

問

　こ
れ
は
い
つ
の
時
代
の
話
か
。

答

　平
安
時
代
末
期

解
説

　「平
安
朝
の
下
人
（
173
・
6
）」
か
ら
平
安
時
代
で

あ
る
と
分
か
る
。
ま
た
、「
洛
中
の
さ
び
れ
方
は
ひ
と
と

お
り
で
は
な
い
。」（
170
・
7
）
や
そ
の
他
の
荒
廃
し
た

都
の
描
写
か
ら
、
貴
族
政
治
が
終
末
を
迎
え
よ
う
と
す

る
、
平
安
朝
の
末
期
が
こ
の
物
語
の
舞
台
で
あ
る
こ
と

が
分
か
る
。

・
季
節

問

　季
節
は
い
つ
か
。

答

　晩
秋

解
説

　根
拠
は
、「
き
り
ぎ
り
す
」（
170
・
3
）（
174
・
11
）
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学
習
指
導
の
展
開

◉
学
習
指
導
案
例
（
授
業
時
間
5
時
間
の
例
）

　※
評
価
の
番
号
は
、「
◉
学
習
目
標
と
評
価
」
の
番
号
と
対
応
し
て
い
ま
す
。  

時
間

目

　
　標

学
習
活
動
と
指
導
内
容

指
導
上
の
留
意
点

評
価

第1時限

❶
興
味
を
喚
起
す
る
。

❷
こ
の
小
説
の
お
お
ま
か
な

イ
メ
ー
ジ
と
話
の
流
れ
を

つ
か
む
。

❸
こ
の
小
説
の
構
成
と
設
定

を
確
認
す
る
。

◆
導
入

展
開
1

1

　芥
川
龍
之
介
の
作
品
お
よ
び
作
者
に
関
し
て
知
る
。

1

　全
文
を
通
読
す
る
。

　通
読
は
教
室
の
実
情
に
応
じ
て
、
音
読
（
授
業
者
・

朗
読
Ｃ
Ｄ
等
）、
黙
読
で
行
う
。

2

　こ
の
小
説
の
構
成
を
確
認
す
る
。

3

　こ
の
小
説
の
設
定
を
確
認
す
る
。

…

【
学
び
の
道
し
る
べ
1
】

　こ
の
物
語
の
舞
台
と
な
っ
て
い
る
時
代
・
社
会
の
状

況
を
把
握
し
、
主
人
公
で
あ
る
下
人
が
そ
の
中
で
ど
う

い
う
状
態
に
置
か
れ
て
い
る
の
か
を
読
み
取
り
、
整
理

す
る
。

　
　時
代
／
場
所
／
様
子
／
季
節
／
時
間
／
天
気
な
ど

1

　中
学
ま
で
に
知
っ
て
い
る
作
品
（「
蜘
蛛
の
糸
」「
ト
ロ
ッ
コ
」

な
ど
）
が
あ
れ
ば
挙
げ
さ
せ
、
解
説
を
加
え
る
。

1

　通
読
に
際
し
て
は
、
こ
の
小
説
の
構
成
と
、
設
定
（
い
つ
・
ど

こ
で
・
誰
が
）
に
注
意
し
な
が
ら
読
む
よ
う
に
指
示
し
て
お
く
。

3

　生
徒
に
答
え
さ
せ
る
場
合
に
は
、
必
ず
根
拠
が
文
中
の
ど
こ
に

あ
る
の
か
を
指
摘
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
。

①

第2時限

❶
主
人
公
の
お
か
れ
て
い
る

状
況
と
そ
の
思
い
を
つ
か

む
。

展
開
2

第
一
段
（
初
め
～
175
・
4
）
の
読
解
（
門
の
下
）

1

　音
読
す
る
。

2

　羅
生
門
の
下
で
雨
や
み
を
待
つ
下
人
が
置
か
れ
て

い
る
状
況
と
そ
の
思
い
に
つ
い
て
考
え
る
。

1

　音
読
の
前
に
本
時
の
目
標
を
生
徒
に
提
示
し
、
注
意
し
て
読
む

よ
う
に
指
示
を
す
る
。

2

　「盗
人
に
な
る
」
と
い
う
悪
に
対
し
て
「
勇
気
」
と
い
う
言
葉

を
使
う
こ
と
に
疑
問
を
持
つ
生
徒
が
い
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の

下
人
が
生
き
て
い
く
た
め
に
は
他
に
ど
う
い
う
選
択
肢
が
あ
る

の
か
を
考
え
な
が
ら
、
今
後
の
読
解
を
進
め
て
い
く
よ
う
に
さ
せ

る
。

①　③
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明
解
国
語
総
合

◎授業の進め方の一つの例として、時間ごとの学習活動と指導内容を、
　発問例・板書例を取り入れながら具体的に記述しました。
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◉
学
習
展
開
例  

第
一
時
限

【
本
時
の
目
標
】

❶
興
味
を
喚
起
す
る
。

❷
こ
の
小
説
の
お
お
ま
か
な
イ
メ
ー
ジ
と
話
の
流
れ
を

つ
か
む
。

❸
こ
の
小
説
の
構
成
と
設
定
を
確
認
す
る
。

【
学
習
活
動
と
指
導
内
容
】

◆
導
入

1 

芥
川
龍
之
介
の
作
品
お
よ
び
作
者
に
つ
い
て
知
る
。

　作
者
の
略
歴
及
び
主
要
作
品
に
つ
い
て
は
、「
教
材
文
の

概
要
」「
◉
作
者
」
の
項
参
照
。

　ま
た
、
小
・
中
学
校
で
学
習
し
た
可
能
性
の
あ
る
教
材

は
、「
蜘
蛛
の
糸
」（
小
学
校
3
年
）「
仙
人
」（
小
学
校
6

年
）「
ト
ロ
ッ
コ
」（
中
学
校
1
年
）
が
あ
る
。
詳
し
く
は

「
◉
小
・
中
学
校
教
科
書
で
の
取
扱
い
」
の
項
参
照
。

〔
留
意
点
〕

・
中
学
ま
で
に
知
っ
て
い
る
作
品
が
あ
れ
ば
挙
げ
さ
せ
、

解
説
を
加
え
る
。

◆
展
開
1

1 

全
文
を
通
読
す
る
。

　通
読
は
教
室
の
実
情
に
応
じ
て
、
音
読
（
授
業
者
・
音

読
テ
ー
プ
等
）、
黙
読
で
行
う
。

〔
留
意
点
〕

　通
読
に
際
し
て
は
、
こ
の
小
説
の
構
成
と
、
設
定
（
い

つ
・
ど
こ
で
・
誰
が
）
に
注
意
し
な
が
ら
読
む
よ
う
に
指

示
し
て
お
く
。

2 

こ
の
小
説
の
構
成
を
確
認
す
る
。

　こ
こ
で
は
お
お
ま
か
な
構
成
を
確
認
す
る
。

　場
面
か
ら
考
え
る
と
、

　羅
生
門
の
下
で
雨
や
み
を
待
っ
て
い
た
下
人
が
、
楼
の

上
に
上
っ
て
老
婆
と
出
会
い
、
争
い
の
後
、
ま
た
楼
を
駆

け
下
り
て
夜
の
町
へ
と
逃
走
す
る
。
羅
生
門
の
楼
の
上
で

の
老
婆
と
の
出
会
い
を
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
し
、
門
の
外

→
門
の
上
→
門
の
外
の
三
つ
の
場
面
か
ら
成
る
。

　
　
　
　
　
　
　門
の
下
（
夕
）

羅
生
門
の
楼
上
（
老
婆
と
の
出
会
い
）
　数 時 間

　
　
　
　
　
　
　門
の
外
へ
逃
走
す
る
（
夜
）

　段
落
分
け
の
場
合
は
、
色
々
な
切
り
方
が
考
え
ら
れ
る

の
で
、
場
面
か
ら
四
段
、
内
容
か
ら
六
段
な
ど
、
指
示
を

出
し
て
考
え
さ
せ
た
方
が
良
い
だ
ろ
う
。「
全
体
の
構
成
・

段
落
分
け
と
大
意
」
の
項
参
照
。

3 

こ
の
小
説
の
設
定
を
確
認
す
る
。

　こ
の
物
語
の
舞
台
と
な
っ
て
い
る
時
代
・
社
会
の
状
況

を
把
握
し
、
主
人
公
で
あ
る
下
人
が
そ
の
中
で
ど
う
い
う

状
態
に
置
か
れ
て
い
る
の
か
を
読
み
と
る
。

（1）
い
つ
・
ど
こ
で
・
誰
が

・「
学
び
の
道
し
る
べ
1
」
の
内
容
を
学
習
す
る
。

1

　次
の
観
点
に
従
っ
て
、
物
語
の
設
定
を
捉
え
よ

　う
。

　
　①
い
つ

　
　・
時
代

　・
季
節

　・
時
刻

　
　②
ど
こ
で

　
　③
誰
が

　・
下
人
の
お
お
よ
そ
の
年
齢

　
　
　
　
　
　・
下
人
の
仕
事

　
　
　
　
　
　・
下
人
の
お
か
れ
て
い
る
立
場

＊
解
答
の
詳
細
は
「『
学
び
の
道
し
る
べ
』
の
解
答
例
・
解

説
」
の
項
を
参
照
。

〔
留
意
点
〕

　授
業
者
の
問
い
に
対
し
て
生
徒
に
答
え
さ
せ
る
場
合
に

は
、
必
ず
根
拠
が
文
中
の
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
指
摘
さ
せ

る
よ
う
に
す
る
。

①
い
つ

・
時
代

問

　こ
れ
は
い
つ
の
時
代
の
話
か
。

答

　平
安
時
代
末
期

解
説

　「平
安
朝
の
下
人
（
173
・
6
）」
か
ら
平
安
時
代
で

あ
る
と
分
か
る
。
ま
た
、「
洛
中
の
さ
び
れ
方
は
ひ
と
と

お
り
で
は
な
い
。」（
170
・
7
）
や
そ
の
他
の
荒
廃
し
た

都
の
描
写
か
ら
、
貴
族
政
治
が
終
末
を
迎
え
よ
う
と
す

る
、
平
安
朝
の
末
期
が
こ
の
物
語
の
舞
台
で
あ
る
こ
と

が
分
か
る
。

・
季
節

問

　季
節
は
い
つ
か
。

答

　晩
秋

解
説

　根
拠
は
、「
き
り
ぎ
り
す
」（
170
・
3
）（
174
・
11
）
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学
習
指
導
の
展
開

◉
学
習
指
導
案
例
（
授
業
時
間
5
時
間
の
例
）

　※
評
価
の
番
号
は
、「
◉
学
習
目
標
と
評
価
」
の
番
号
と
対
応
し
て
い
ま
す
。  

時
間

目

　
　標

学
習
活
動
と
指
導
内
容

指
導
上
の
留
意
点

評
価

第1時限

❶
興
味
を
喚
起
す
る
。

❷
こ
の
小
説
の
お
お
ま
か
な

イ
メ
ー
ジ
と
話
の
流
れ
を

つ
か
む
。

❸
こ
の
小
説
の
構
成
と
設
定

を
確
認
す
る
。

◆
導
入

展
開
1

1

　芥
川
龍
之
介
の
作
品
お
よ
び
作
者
に
関
し
て
知
る
。

1

　全
文
を
通
読
す
る
。

　通
読
は
教
室
の
実
情
に
応
じ
て
、
音
読
（
授
業
者
・

朗
読
Ｃ
Ｄ
等
）、
黙
読
で
行
う
。

2

　こ
の
小
説
の
構
成
を
確
認
す
る
。

3

　こ
の
小
説
の
設
定
を
確
認
す
る
。

…

【
学
び
の
道
し
る
べ
1
】

　こ
の
物
語
の
舞
台
と
な
っ
て
い
る
時
代
・
社
会
の
状

況
を
把
握
し
、
主
人
公
で
あ
る
下
人
が
そ
の
中
で
ど
う

い
う
状
態
に
置
か
れ
て
い
る
の
か
を
読
み
取
り
、
整
理

す
る
。

　
　時
代
／
場
所
／
様
子
／
季
節
／
時
間
／
天
気
な
ど

1

　中
学
ま
で
に
知
っ
て
い
る
作
品
（「
蜘
蛛
の
糸
」「
ト
ロ
ッ
コ
」

な
ど
）
が
あ
れ
ば
挙
げ
さ
せ
、
解
説
を
加
え
る
。

1

　通
読
に
際
し
て
は
、
こ
の
小
説
の
構
成
と
、
設
定
（
い
つ
・
ど

こ
で
・
誰
が
）
に
注
意
し
な
が
ら
読
む
よ
う
に
指
示
し
て
お
く
。

3

　生
徒
に
答
え
さ
せ
る
場
合
に
は
、
必
ず
根
拠
が
文
中
の
ど
こ
に

あ
る
の
か
を
指
摘
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
。

①

第2時限

❶
主
人
公
の
お
か
れ
て
い
る

状
況
と
そ
の
思
い
を
つ
か

む
。

展
開
2

第
一
段
（
初
め
～
175
・
4
）
の
読
解
（
門
の
下
）

1

　音
読
す
る
。

2

　羅
生
門
の
下
で
雨
や
み
を
待
つ
下
人
が
置
か
れ
て

い
る
状
況
と
そ
の
思
い
に
つ
い
て
考
え
る
。

1

　音
読
の
前
に
本
時
の
目
標
を
生
徒
に
提
示
し
、
注
意
し
て
読
む

よ
う
に
指
示
を
す
る
。

2

　「盗
人
に
な
る
」
と
い
う
悪
に
対
し
て
「
勇
気
」
と
い
う
言
葉

を
使
う
こ
と
に
疑
問
を
持
つ
生
徒
が
い
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の

下
人
が
生
き
て
い
く
た
め
に
は
他
に
ど
う
い
う
選
択
肢
が
あ
る

の
か
を
考
え
な
が
ら
、
今
後
の
読
解
を
進
め
て
い
く
よ
う
に
さ
せ

る
。

①　③
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解
国
語
総
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◎時間・目標・学習内容と指導内容・指導上の留意点を、
　指導の実際に即して表組みで示しました。

◎授業の進め方の一つの例として、時間ごとの学習活動と指導内容を、
　発問例・板書例を取り入れながら具体的に記述しました。
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語
句
・
文
脈
の
解
説

1
7
0
ペ
ー
ジ �

●
第
一
段
（
初
め
～

175
・
４
）
の
大
意

　羅
生
門
の
下
で
途
方
に
く
れ
る
下
人

　平
安
時
代
末
期
の
、
あ
る
日
の
暮
れ
方
、
一
人
の

暇
を
出
さ
れ
た
下
人
が
羅
生
門
の
下
で
雨
や
み
を

待
っ
て
い
た
。
途
方
に
く
れ
た
下
人
は
、
羅
生
門
に

一
夜
の
宿
を
借
り
よ
う
と
楼
の
上
へ
登
る
は
し
ご
に

足
を
か
け
た
。

1 

あ
る
日
の
暮
れ
方
の
こ
と
で
あ
る
。
一
人
の
下
人
が
、

羅
生
門
の
下
で
雨
や
み
を
待
っ
て
い
た　

物
語
性
を

も
っ
た
起
句
で
あ
る
。「
あ
る
日
」と
日
を
特
定
せ
ず
に

入
る
。
読
者
の
想
像
を
か
き
立
て
る
と
と
も
に
、
短
い

セ
ン
テ
ン
ス
の
中
に
「
い
つ
・
ど
こ
で
・
だ
れ
が
」
の

最
低
限
の
情
報
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
芥
川
の
作
品
に

は
、「
蜜
柑
」「
杜
子
春
」「
神
神
の
微
笑
」
な
ど
、
夕
暮

れ
の
設
定
か
ら
入
る
も
の
が
多
い
。

1 

下
人　

身
分
の
低
い
者
。貴
族
な
ど
に
仕
え
て
種
々
の

雑
役
に
あ
た
っ
た
者
。
ま
た
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
小

学
館
）
に
よ
る
と
、「
平
安
以
後
の
隷
属
民
。
荘
園
の
地

主
・
荘
官
や
地
頭
な
ど
に
隷
属
し
て
、
家
事
、
農
業
、

軍
事
な
ど
主
家
の
雑
役
に
つ
か
わ
れ
、
財
産
と
し
て
土

地
と
い
っ
し
ょ
に
、
あ
る
い
は
別
々
に
売
買
質
入
や
譲

渡
の
対
象
と
な
っ
た
。」
と
あ
る
。
こ
の
作
品
の
「
下

人
」
も
、ま
だ
若
い
の
に
暇
を
出
さ
れ
る
ま
で
「
永
年
、

使
わ
れ
て
い
た
」（
173
・
3
）
こ
と
、
帰
る
家
も
な
い
こ

と
な
ど
を
考
え
る
と
、
人
身
売
買
で
売
ら
れ
て
き
た
と

も
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
原
典
で
あ
る
『
今
昔
物
語

集
』
で
は
「
盗ヌ
ス
ミセ

ム
ガ
為
ニ
京
ニ
上ノ

ボ
リケ

ル
男
」
と
あ
り
、

ま
た
、
下
書
き
ノ
ー
ト
や
推
移
稿
で
は
「
交
野
（
の
）

平
六
」
と
固
有
名
詞
に
な
っ
て
い
た
の
を
、
最
終
稿
で

「
下
人
」
と
し
た
点
に
、
結
末
部
分
の
改
稿
と
並
ん
で
、

作
者
の
意
図
が
感
じ
取
れ
る
。
ま
た
、
太
刀
を
持
っ
て

い
た
と
こ
ろ
か
ら
、
貴
族
や
豪
族
等
の
警
護
に
あ
た
っ

た
侍
と
も
考
え
ら
れ
る
。詳
し
く
は
本
書
309
ペ
ー
ジ「
研

究
・
発
展
」
の
「
下
人
と
は
？
」
の
項
参
照
。

1 

羅
生
門　

（
注
）［
平
安
京
の
正
門
。
羅
城
門
。］
本
来

は
「
羅
城
門
」
と
表
記
し
た
が
、
江
戸
時
代
以
降
「
羅

生
門
」
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
羅
城
」
と
は
古

代
中
国
の
都
を
囲
ん
で
い
た
外
郭
の
こ
と
。
平
安
京
に

は
羅
城
は
築
か
れ
な
か
っ
た
。「
平
安
京
復
元
模
型
」（
171

ペ
ー
ジ
）
参
照
。

2 

丹　

（
注
）［
朱
色
の
塗
料
。］「
丹
塗
り
」
と
は
赤
色
の

顔
料
で
あ
る
丹
ま
た
は
朱
で
塗
っ
て
あ
る
こ
と
。
丹
は

鉛
に
硫
黄
と
硝
石
を
加
え
て
焼
い
て
つ
く
っ
た
も
の
。

朱
は
辰
砂
と
し
て
産
し
、
成
分
は
硫
化
水
銀
。

3 

き
り
ぎ
り
す　

原
文
は
「
蟋き

り

蟀ぎ
り
す

」
と
あ
り
、古
語
で
は

「
こ
お
ろ
ぎ
」
を
意
味
し
て
い
る
が
、柱
に
止
ま
っ
て
い

る
点
、
習
性
か
ら
今
言
う
「
き
り
ぎ
り
す
」
に
解
す
る

の
が
自
然
だ
ろ
う
。
無
人
の
強
調
、
周
囲
が
寂
れ
て
い

発
問

1
7
0
ペ
ー
ジ �

問

　最
初
の
一
行
「
あ
る
日
の
暮
れ
方
の
こ
と
で
あ

る
。
一
人
の
下
人
が
、
羅
生
門
の
下
で
雨
や
み
を

待
っ
て
い
た
。」
で
提
示
さ
れ
て
い
る
4
Ｗ
（
い

つ
・
だ
れ
が
・
ど
こ
で
・
な
に
を
）
を
指
摘
し
よ

う
。

答

　い
つ

　
　あ
る
日
の
暮
れ
方

　
　だ
れ
が

　一
人
の
下
人
が

　
　ど
こ
で

　羅
生
門
の
下
で

　
　な
に
を

　雨
や
み
を
待
っ
て
い
た

問

　「羅
生
門
が
、朱
雀
大
路
に
あ
る
以
上
は
…
市
女

笠
や
揉
烏
帽
子
が
、
も
う
二
、
三
人
は
あ
り
そ
う

な
も
の
で
あ
る
。」（
3
）
と
あ
る
が
、
ど
う
い
う

こ
と
か
。

答

　「市
女
笠
や
揉
烏
帽
子
」（
4
）
と
は
こ
こ
で
は

「
こ
の
男
（
下
人
）
の
外
に
も
、」
と
下
人
と
同
列

に
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
、
貴
族
な
ど
で
は
な
く
、

一
般
の
女
と
男
の
こ
と
を
比
喩
（
提
喩
）
と
し
て

言
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
も
う
二
、三
人
は

あ
り
そ
う
」
な
の
は
、
羅
生
門
が
平
安
京
の
メ
イ

ン
ス
ト
リ
ー
ト
で
あ
る
朱
雀
大
路
に
あ
る
以
上

は
、
本
来
な
ら
も
っ
と
賑
わ
っ
て
い
て
も
良
い
は

ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
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◉
生
徒
の
た
め
の
参
考
資
料  

　『今
昔
物
語
集
』
原
文

　「羅
生
門
」
は
、『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
九
お
よ
び
巻
第
三
十
一
を
典
拠
と
し
て
書
か

れ
て
い
る
。
以
下
に
そ
の
全
文
を
採
録
す
る
。

　
　巻
二
十
九

　羅ら
せ
い
も
ん
の
う
は
こ
し
に
の
ぼ
り
て
し
に
ん
を
み
る
ぬ
す
び
と
の
こ
と
だ
い
じ
ふ
は
ち

城
門
登
上
層
見
死
人
盗
人
語
第
十
八

　今
は
昔
、
摂
津
の
国
の
辺
り
よ
り
盗
み
せ
む
が
た
め
に
京
に
上
り
け
る
男
の
、
日
の
未

だ
明
か
り
け
れ
ば
、
羅
城
門
の
下
に
立
ち
隠
れ
て
立
て
り
け
る
に
、
朱
雀
の
方
に
人
重し
げ

く

歩あ
り

き
け
れ
ば
、
人
の
静
ま
る
ま
で
と
思
ひ
て
、
門
の
下
に
待
ち
立
て
り
け
る
に
、
山
城
の

方
よ
り
人
ど
も
の
あ
ま
た
来
た
り
け
る
音
の
し
け
れ
ば
、
そ
れ
に
見
え
じ
と
思
ひ
て
、
門

の
上う
は

層こ
し

に
や
は
ら
掻か

か

つ
り
登
り
た
り
け
る
に
、
見
れ
ば
、
火
ほ
の
か
に
と
も
し
た
り
。

　盗
人
、「
怪
し
」
と
思
ひ
て
、
連れ
ん

子じ

よ
り
の
ぞ
き
け
れ
ば
、
若
き
女
の
死
に
て
臥ふ

し
た
る

あ
り
。
そ
の
枕ま
く
ら

上が
み

に
火
を
と
も
し
て
、
年
い
み
じ
く
老
い
た
る
嫗お

う
なの
白し

ら

髪が

白
き
が
、
そ
の

死
人
の
枕
上
に
ゐ
て
、
死
人
の
髪か
み

を
か
な
ぐ
り
抜
き
取
る
な
り
け
り
。

　盗
人
こ
れ
を
見
る
に
、
心
も
得
ね
ば
、「
こ
れ
は
も
し
鬼
に
や
あ
ら
む
」
と
思
ひ
て
怖
ろ

し
け
れ
ど
も
、「
も
し
死
人
に
て
も
ぞ
あ
る
。
お
ど
し
て
試
み
む
」
と
思
ひ
て
、
や
は
ら
戸

を
開
け
て
、
刀
を
抜
き
て
、「
己お
の
れは
己お

の
れは
」
と
言
ひ
て
走
り
寄
り
け
れ
ば
、
嫗
手て

迷ま
ど

ひ
を
し

て
、
手
を
す
り
て
迷ま
ど

へ
ば
、
盗
人
、「
こ
は
何
ぞ
の
嫗
の
か
く
は
し
ゐ
た
る
ぞ
」
と
問
ひ
け

れ
ば
、
嫗
、「
己
が
主あ
る
じに

て
お
は
し
ま
し
つ
る
人
の
失
せ
た
ま
へ
る
を
、
あ
つ
か
ふ
人
の
な

け
れ
ば
、
か
く
て
置
き
た
て
ま
つ
り
た
る
な
り
。
そ
の
御お
ほ
む

髪か
み

の
丈た

け

に
余
り
て
長
け
れ
ば
、

そ
れ
を
抜
き
取
り
て
鬘か
つ
らに

せ
む
と
て
抜
く
な
り
。
助
け
た
ま
へ
」
と
言
ひ
け
れ
ば
、盗
人
、

死
人
の
着
た
る
衣
と
嫗
の
着
た
る
衣
と
抜
き
取
り
て
あ
る
髪
と
を
奪
ひ
取
り
て
、
下
り
走

り
て
逃
げ
去
り
に
け
り
。

　さ
て
、
そ
の
上
の
層こ
し

に
は
死
人
の
骸が

い
こ
つ骨
ぞ
多
か
り
け
る
。
死
に
た
る
人
の
葬

は
う
ぶ
りな
ど
え
せ

ぬ
を
ば
、
こ
の
門
の
上
に
ぞ
置
き
け
る
。

　こ
の
事
は
そ
の
盗
人
の
人
に
語
り
け
る
を
聞
き
継
ぎ
て
か
く
語
り
伝
へ
た
る
と
や
。

　
　巻
第
三
十
一

　大た
て
は
き
の
ぢ
ん
に
い
を
を
う
る
お
う
な
の
こ
と
だ
い
さ
む
じ
ふ
い
ち

刀
帯
陣
売
魚
媼
語
第
三
十
一

　今
は
昔
、
三さ
む
で
う条
の
院
の
天
皇
の
春と

う
ぐ
う宮
に
て
お
は
し
ま
し
け
る
時
に
、
大た

て刀
帯は

き

の
陣
に
常

に
来
た
り
て
魚い
を

売
る
女
あ
り
け
り
。
大
刀
帯
ど
も
こ
れ
を
買
は
せ
て
食
ふ
に
、
味
は
ひ
の

む
ま
か
り
け
れ
ば
、
こ
れ
を
役
と
も
て
な
し
て
菜な

の
料れ

う

に
好
み
け
り
。
干
し
た
る
魚
の
切

れ
切
れ
な
る
に
て
な
む
あ
り
け
る
。

　し
か
る
間
、
八
月
ば
か
り
に
大
刀
帯
ど
も
小こ

鷹た
か
が
り狩

に
北
野
に
出
で
て
遊
び
け
る
に
、
こ

の
魚
売
り
の
女
出
で
来
た
り
。
大
刀
帯
ど
も
女
の
顔
を
見
知
り
た
れ
ば
、「
こ
や
つ
は
野
に

は
何な
に

態わ
ざ

す
る
に
か
あ
ら
む
」
と
思
ひ
て
、
馳は

せ
寄
り
て
見
れ
ば
、
女
大
き
や
か
な
る
籮し

た
みを

持
ち
た
り
。
ま
た
楚す
は
え

一
筋
を
捧さ

さ

げ
て
持
ち
た
り
。
こ
の
女
、
大
刀
帯
ど
も
を
見
て
、
怪
し

く
逃に
げ

目め

を
仕つ

か

ひ
て
た
だ
騒
ぎ
に
騒
ぐ
。
大
刀
帯
の
従
の
者
ど
も
寄
り
て
、「
女
の
持
ち
た
る

籮
に
は
何
の
入
り
た
る
ぞ
」
と
見
む
と
す
る
に
、
女
惜
し
む
で
見
せ
ぬ
を
、
怪
し
が
り
て

引
き
奪
ひ
て
見
れ
ば
、蛇
を
四
寸
ば
か
り
に
切
り
つ
つ
入
れ
た
り
。
あ
さ
ま
し
く
思
ひ
て
、

「
こ
は
何
の
料
ぞ
」
と
問
へ
ど
も
、
女
さ
ら
に
答
ふ
る
事
な
く
て

て
立
て
り
。
早
う
、

こ
の
奴
の
し
け
る
様や
う

は
、
楚
を
も
っ
て
藪や

ぶ

を
驚
か
し
つ
つ
、
は
ひ
出
づ
る
蛇
を
打
ち
殺
し

て
切
り
つ
つ
、
家
に
持も

て
行
き
て
、
塩
を
付
け
て
干
し
て
売
り
け
る
な
り
け
り
。
大
刀
帯

ど
も
そ
れ
を
知
ら
ず
し
て
、
買
は
せ
て
役
と
食
ひ
け
る
な
り
け
り
。

　こ
れ
を
思
ふ
に
、
蛇
は
食
ひ
つ
る
人
悪あ

し
と
言
ふ
に
、
何
ど
蛇
の
毒
せ
ぬ
。

　し
か
れ
ば
、
そ
の
体て
い

確
か
に
な
く
て
切
れ
切
れ
な
ら
む
魚
売
ら
む
を
ば
広
量
に
買
ひ
て

食
は
む
事
は
止
む
べ
し
、
と
な
む
こ
れ
を
聞
く
人
言
ひ
あ
つ
か
ひ
け
る
、
と
な
む
語
り
伝

へ
た
る
と
や
。

い
ず
れ
も
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

　今
昔
物
語
集
④
』
馬
淵
和
夫
・
国
東
文
麿
・
稲

垣
泰
一
校
注
・
訳
（
小
学
館
・
二
〇
〇
二
年
）
に
よ
っ
た
。
た
だ
し
、
表
記
の
統
一
の
た

め
に
、
表
記
の
変
更
を
行
っ
た
。
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明
解
国
語
総
合

◎教科書の脚注の語句や重要な概念、固有名詞などについて解説したほか、
　読解上のポイントになる文についても取り上げました。

◎
授
業
展
開
時
に
有
効
な
発
問
と
解
答
例
を
示
し
、

　必
要
に
応
じ
て
解
説
を
加
え
ま
し
た
。
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TM29KS_P001-096_seki.indd   61 2016/03/25   15:50

語
句
・
文
脈
の
解
説

1
7
0
ペ
ー
ジ �

●
第
一
段
（
初
め
～

175
・
４
）
の
大
意

　羅
生
門
の
下
で
途
方
に
く
れ
る
下
人

　平
安
時
代
末
期
の
、
あ
る
日
の
暮
れ
方
、
一
人
の

暇
を
出
さ
れ
た
下
人
が
羅
生
門
の
下
で
雨
や
み
を

待
っ
て
い
た
。
途
方
に
く
れ
た
下
人
は
、
羅
生
門
に

一
夜
の
宿
を
借
り
よ
う
と
楼
の
上
へ
登
る
は
し
ご
に

足
を
か
け
た
。

1 

あ
る
日
の
暮
れ
方
の
こ
と
で
あ
る
。
一
人
の
下
人
が
、

羅
生
門
の
下
で
雨
や
み
を
待
っ
て
い
た　

物
語
性
を

も
っ
た
起
句
で
あ
る
。「
あ
る
日
」と
日
を
特
定
せ
ず
に

入
る
。
読
者
の
想
像
を
か
き
立
て
る
と
と
も
に
、
短
い

セ
ン
テ
ン
ス
の
中
に
「
い
つ
・
ど
こ
で
・
だ
れ
が
」
の

最
低
限
の
情
報
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
芥
川
の
作
品
に

は
、「
蜜
柑
」「
杜
子
春
」「
神
神
の
微
笑
」
な
ど
、
夕
暮

れ
の
設
定
か
ら
入
る
も
の
が
多
い
。

1 

下
人　

身
分
の
低
い
者
。貴
族
な
ど
に
仕
え
て
種
々
の

雑
役
に
あ
た
っ
た
者
。
ま
た
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
小

学
館
）
に
よ
る
と
、「
平
安
以
後
の
隷
属
民
。
荘
園
の
地

主
・
荘
官
や
地
頭
な
ど
に
隷
属
し
て
、
家
事
、
農
業
、

軍
事
な
ど
主
家
の
雑
役
に
つ
か
わ
れ
、
財
産
と
し
て
土

地
と
い
っ
し
ょ
に
、
あ
る
い
は
別
々
に
売
買
質
入
や
譲

渡
の
対
象
と
な
っ
た
。」
と
あ
る
。
こ
の
作
品
の
「
下

人
」
も
、ま
だ
若
い
の
に
暇
を
出
さ
れ
る
ま
で
「
永
年
、

使
わ
れ
て
い
た
」（
173
・
3
）
こ
と
、
帰
る
家
も
な
い
こ

と
な
ど
を
考
え
る
と
、
人
身
売
買
で
売
ら
れ
て
き
た
と

も
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
原
典
で
あ
る
『
今
昔
物
語

集
』
で
は
「
盗ヌ
ス
ミセ

ム
ガ
為
ニ
京
ニ
上ノ

ボ
リケ

ル
男
」
と
あ
り
、

ま
た
、
下
書
き
ノ
ー
ト
や
推
移
稿
で
は
「
交
野
（
の
）

平
六
」
と
固
有
名
詞
に
な
っ
て
い
た
の
を
、
最
終
稿
で

「
下
人
」
と
し
た
点
に
、
結
末
部
分
の
改
稿
と
並
ん
で
、

作
者
の
意
図
が
感
じ
取
れ
る
。
ま
た
、
太
刀
を
持
っ
て

い
た
と
こ
ろ
か
ら
、
貴
族
や
豪
族
等
の
警
護
に
あ
た
っ

た
侍
と
も
考
え
ら
れ
る
。詳
し
く
は
本
書
309
ペ
ー
ジ「
研

究
・
発
展
」
の
「
下
人
と
は
？
」
の
項
参
照
。

1 

羅
生
門　

（
注
）［
平
安
京
の
正
門
。
羅
城
門
。］
本
来

は
「
羅
城
門
」
と
表
記
し
た
が
、
江
戸
時
代
以
降
「
羅

生
門
」
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
羅
城
」
と
は
古

代
中
国
の
都
を
囲
ん
で
い
た
外
郭
の
こ
と
。
平
安
京
に

は
羅
城
は
築
か
れ
な
か
っ
た
。「
平
安
京
復
元
模
型
」（
171

ペ
ー
ジ
）
参
照
。

2 

丹　

（
注
）［
朱
色
の
塗
料
。］「
丹
塗
り
」
と
は
赤
色
の

顔
料
で
あ
る
丹
ま
た
は
朱
で
塗
っ
て
あ
る
こ
と
。
丹
は

鉛
に
硫
黄
と
硝
石
を
加
え
て
焼
い
て
つ
く
っ
た
も
の
。

朱
は
辰
砂
と
し
て
産
し
、
成
分
は
硫
化
水
銀
。

3 

き
り
ぎ
り
す　

原
文
は
「
蟋き

り

蟀ぎ
り
す

」
と
あ
り
、古
語
で
は

「
こ
お
ろ
ぎ
」
を
意
味
し
て
い
る
が
、柱
に
止
ま
っ
て
い

る
点
、
習
性
か
ら
今
言
う
「
き
り
ぎ
り
す
」
に
解
す
る

の
が
自
然
だ
ろ
う
。
無
人
の
強
調
、
周
囲
が
寂
れ
て
い

発
問

1
7
0
ペ
ー
ジ �

問

　最
初
の
一
行
「
あ
る
日
の
暮
れ
方
の
こ
と
で
あ

る
。
一
人
の
下
人
が
、
羅
生
門
の
下
で
雨
や
み
を

待
っ
て
い
た
。」
で
提
示
さ
れ
て
い
る
4
Ｗ
（
い

つ
・
だ
れ
が
・
ど
こ
で
・
な
に
を
）
を
指
摘
し
よ

う
。

答

　い
つ

　
　あ
る
日
の
暮
れ
方

　
　だ
れ
が

　一
人
の
下
人
が

　
　ど
こ
で

　羅
生
門
の
下
で

　
　な
に
を

　雨
や
み
を
待
っ
て
い
た

問

　「羅
生
門
が
、朱
雀
大
路
に
あ
る
以
上
は
…
市
女

笠
や
揉
烏
帽
子
が
、
も
う
二
、
三
人
は
あ
り
そ
う

な
も
の
で
あ
る
。」（
3
）
と
あ
る
が
、
ど
う
い
う

こ
と
か
。

答

　「市
女
笠
や
揉
烏
帽
子
」（
4
）
と
は
こ
こ
で
は

「
こ
の
男
（
下
人
）
の
外
に
も
、」
と
下
人
と
同
列

に
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
、
貴
族
な
ど
で
は
な
く
、

一
般
の
女
と
男
の
こ
と
を
比
喩
（
提
喩
）
と
し
て

言
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
も
う
二
、三
人
は

あ
り
そ
う
」
な
の
は
、
羅
生
門
が
平
安
京
の
メ
イ

ン
ス
ト
リ
ー
ト
で
あ
る
朱
雀
大
路
に
あ
る
以
上

は
、
本
来
な
ら
も
っ
と
賑
わ
っ
て
い
て
も
良
い
は

ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
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◉
生
徒
の
た
め
の
参
考
資
料  

　『今
昔
物
語
集
』
原
文

　「羅
生
門
」
は
、『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
九
お
よ
び
巻
第
三
十
一
を
典
拠
と
し
て
書
か

れ
て
い
る
。
以
下
に
そ
の
全
文
を
採
録
す
る
。

　
　巻
二
十
九

　羅ら
せ
い
も
ん
の
う
は
こ
し
に
の
ぼ
り
て
し
に
ん
を
み
る
ぬ
す
び
と
の
こ
と
だ
い
じ
ふ
は
ち

城
門
登
上
層
見
死
人
盗
人
語
第
十
八

　今
は
昔
、
摂
津
の
国
の
辺
り
よ
り
盗
み
せ
む
が
た
め
に
京
に
上
り
け
る
男
の
、
日
の
未

だ
明
か
り
け
れ
ば
、
羅
城
門
の
下
に
立
ち
隠
れ
て
立
て
り
け
る
に
、
朱
雀
の
方
に
人
重し
げ

く

歩あ
り

き
け
れ
ば
、
人
の
静
ま
る
ま
で
と
思
ひ
て
、
門
の
下
に
待
ち
立
て
り
け
る
に
、
山
城
の

方
よ
り
人
ど
も
の
あ
ま
た
来
た
り
け
る
音
の
し
け
れ
ば
、
そ
れ
に
見
え
じ
と
思
ひ
て
、
門

の
上う
は

層こ
し

に
や
は
ら
掻か

か

つ
り
登
り
た
り
け
る
に
、
見
れ
ば
、
火
ほ
の
か
に
と
も
し
た
り
。

　盗
人
、「
怪
し
」
と
思
ひ
て
、
連れ
ん

子じ

よ
り
の
ぞ
き
け
れ
ば
、
若
き
女
の
死
に
て
臥ふ

し
た
る

あ
り
。
そ
の
枕ま
く
ら

上が
み

に
火
を
と
も
し
て
、
年
い
み
じ
く
老
い
た
る
嫗お

う
なの
白し

ら

髪が

白
き
が
、
そ
の

死
人
の
枕
上
に
ゐ
て
、
死
人
の
髪か
み

を
か
な
ぐ
り
抜
き
取
る
な
り
け
り
。

　盗
人
こ
れ
を
見
る
に
、
心
も
得
ね
ば
、「
こ
れ
は
も
し
鬼
に
や
あ
ら
む
」
と
思
ひ
て
怖
ろ

し
け
れ
ど
も
、「
も
し
死
人
に
て
も
ぞ
あ
る
。
お
ど
し
て
試
み
む
」
と
思
ひ
て
、
や
は
ら
戸

を
開
け
て
、
刀
を
抜
き
て
、「
己お
の
れは
己お

の
れは
」
と
言
ひ
て
走
り
寄
り
け
れ
ば
、
嫗
手て

迷ま
ど

ひ
を
し

て
、
手
を
す
り
て
迷ま
ど

へ
ば
、
盗
人
、「
こ
は
何
ぞ
の
嫗
の
か
く
は
し
ゐ
た
る
ぞ
」
と
問
ひ
け

れ
ば
、
嫗
、「
己
が
主あ
る
じに
て
お
は
し
ま
し
つ
る
人
の
失
せ
た
ま
へ
る
を
、
あ
つ
か
ふ
人
の
な

け
れ
ば
、
か
く
て
置
き
た
て
ま
つ
り
た
る
な
り
。
そ
の
御お
ほ
む

髪か
み

の
丈た

け

に
余
り
て
長
け
れ
ば
、

そ
れ
を
抜
き
取
り
て
鬘か
つ
らに
せ
む
と
て
抜
く
な
り
。
助
け
た
ま
へ
」
と
言
ひ
け
れ
ば
、盗
人
、

死
人
の
着
た
る
衣
と
嫗
の
着
た
る
衣
と
抜
き
取
り
て
あ
る
髪
と
を
奪
ひ
取
り
て
、
下
り
走

り
て
逃
げ
去
り
に
け
り
。

　さ
て
、
そ
の
上
の
層こ
し

に
は
死
人
の
骸が

い
こ
つ骨
ぞ
多
か
り
け
る
。
死
に
た
る
人
の
葬

は
う
ぶ
りな
ど
え
せ

ぬ
を
ば
、
こ
の
門
の
上
に
ぞ
置
き
け
る
。

　こ
の
事
は
そ
の
盗
人
の
人
に
語
り
け
る
を
聞
き
継
ぎ
て
か
く
語
り
伝
へ
た
る
と
や
。

　
　巻
第
三
十
一

　大た
て
は
き
の
ぢ
ん
に
い
を
を
う
る
お
う
な
の
こ
と
だ
い
さ
む
じ
ふ
い
ち

刀
帯
陣
売
魚
媼
語
第
三
十
一

　今
は
昔
、
三さ
む
で
う条
の
院
の
天
皇
の
春と

う
ぐ
う宮
に
て
お
は
し
ま
し
け
る
時
に
、
大た

て刀
帯は

き

の
陣
に
常

に
来
た
り
て
魚い
を

売
る
女
あ
り
け
り
。
大
刀
帯
ど
も
こ
れ
を
買
は
せ
て
食
ふ
に
、
味
は
ひ
の

む
ま
か
り
け
れ
ば
、
こ
れ
を
役
と
も
て
な
し
て
菜な

の
料れ

う

に
好
み
け
り
。
干
し
た
る
魚
の
切

れ
切
れ
な
る
に
て
な
む
あ
り
け
る
。

　し
か
る
間
、
八
月
ば
か
り
に
大
刀
帯
ど
も
小こ

鷹た
か
が
り狩

に
北
野
に
出
で
て
遊
び
け
る
に
、
こ

の
魚
売
り
の
女
出
で
来
た
り
。
大
刀
帯
ど
も
女
の
顔
を
見
知
り
た
れ
ば
、「
こ
や
つ
は
野
に

は
何な
に

態わ
ざ

す
る
に
か
あ
ら
む
」
と
思
ひ
て
、
馳は

せ
寄
り
て
見
れ
ば
、
女
大
き
や
か
な
る
籮し

た
みを

持
ち
た
り
。
ま
た
楚す
は
え

一
筋
を
捧さ

さ

げ
て
持
ち
た
り
。
こ
の
女
、
大
刀
帯
ど
も
を
見
て
、
怪
し

く
逃に
げ

目め

を
仕つ

か

ひ
て
た
だ
騒
ぎ
に
騒
ぐ
。
大
刀
帯
の
従
の
者
ど
も
寄
り
て
、「
女
の
持
ち
た
る

籮
に
は
何
の
入
り
た
る
ぞ
」
と
見
む
と
す
る
に
、
女
惜
し
む
で
見
せ
ぬ
を
、
怪
し
が
り
て

引
き
奪
ひ
て
見
れ
ば
、蛇
を
四
寸
ば
か
り
に
切
り
つ
つ
入
れ
た
り
。
あ
さ
ま
し
く
思
ひ
て
、

「
こ
は
何
の
料
ぞ
」
と
問
へ
ど
も
、
女
さ
ら
に
答
ふ
る
事
な
く
て

て
立
て
り
。
早
う
、

こ
の
奴
の
し
け
る
様や
う

は
、
楚
を
も
っ
て
藪や

ぶ

を
驚
か
し
つ
つ
、
は
ひ
出
づ
る
蛇
を
打
ち
殺
し

て
切
り
つ
つ
、
家
に
持も

て
行
き
て
、
塩
を
付
け
て
干
し
て
売
り
け
る
な
り
け
り
。
大
刀
帯

ど
も
そ
れ
を
知
ら
ず
し
て
、
買
は
せ
て
役
と
食
ひ
け
る
な
り
け
り
。

　こ
れ
を
思
ふ
に
、
蛇
は
食
ひ
つ
る
人
悪あ

し
と
言
ふ
に
、
何
ど
蛇
の
毒
せ
ぬ
。

　し
か
れ
ば
、
そ
の
体て
い

確
か
に
な
く
て
切
れ
切
れ
な
ら
む
魚
売
ら
む
を
ば
広
量
に
買
ひ
て

食
は
む
事
は
止
む
べ
し
、
と
な
む
こ
れ
を
聞
く
人
言
ひ
あ
つ
か
ひ
け
る
、
と
な
む
語
り
伝

へ
た
る
と
や
。

い
ず
れ
も
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

　今
昔
物
語
集
④
』
馬
淵
和
夫
・
国
東
文
麿
・
稲

垣
泰
一
校
注
・
訳
（
小
学
館
・
二
〇
〇
二
年
）
に
よ
っ
た
。
た
だ
し
、
表
記
の
統
一
の
た

め
に
、
表
記
の
変
更
を
行
っ
た
。
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③
「
老
婆
を
突
き
放
す
と
、
…
…
目
の
前
へ
突
き
つ
け
た
。」（

179
・
6
）

【
ね
ら
い
】
重
要
な
場
面
に
お
け
る
主
人
公
の
心
理
を
と
ら
え
、
そ
の
移
り
変
わ
り
を
見

る
。

【
解
答
例
】

①
「
六
分
の
恐
怖
と
四
分
の
好
奇
心
」（
177
・
4
）
と
あ
る
よ
う
に
、
恐
怖
と
と
も
に
、
老

婆
に
対
す
る
好
奇
心
も
あ
っ
た
。

②
恐
怖
が
す
こ
し
ず
つ
消
え
て
い
き
、
同
時
に
、
こ
の
老
婆
に
対
す
る
激
し
い
憎
悪
が
芽

生
え
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
悪
に
対
す
る
反
感
と
し
て
、
炎
の
よ
う
に
燃
え
上
が
っ
た
。

③
老
婆
の
生
死
を
支
配
し
て
い
る
と
い
う
意
識
か
ら
、
燃
え
上
が
っ
て
い
た
憎
悪
を
冷
ま

し
、
あ
る
仕
事
を
な
し
と
げ
た
安
ら
か
な
得
意
と
満
足
に
浸
っ
て
い
た
。

3

　老
婆
は
、「
死
人
の
髪
の
毛
を
抜
く
」（

180
・
15
） 

こ
と
を
ど
う
思
っ
て
い
る
か
、

ま
た
、
そ
の
理
由
を 

ど
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
か
、
ま
と
め
よ
う
。

　
　
　◎ 

理
由
は
二
点
で
ま
と
め
る
。「
わ
し
の
す
る
こ
と
も
大
目
に
見
て
く

れ
る
こ
と
で
あ
ろ
。」（

181
・
10
）
と
言
え
る
の
は
な
ぜ
か
、
考
え
る
。

【
ね
ら
い
】
老
婆
の
論
理
の
要
点
を
整
理
さ
せ
る
。

【
解
答
例
】

　「悪
い
こ
と
と
は
思
わ
ぬ
」（
181
・
8
）
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
悪
と
は
思
っ
て
い
な

い
。
理
由
は
、
次
の
二
点
で
あ
る
。

①
髪
を
抜
い
て
い
た
相
手
の
女
も
生
き
る
た
め
に
は
自
分
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い

た
。

②
そ
う
し
な
け
れ
ば
飢
え
死
に
し
て
し
ま
う
の
だ
か
ら
、
仕
方
が
な
い
。

【
解
説
】

　老
婆
の
言
葉
を
、
単
な
る
自
分
の
悪
行
の
「
言
い
訳
」
と
は
読
ま
な
い
よ
う
に
さ
せ
た

い
。
老
婆
は
自
分
の
行
為
を
「
悪
」
で
は
な
く
、生
き
る
た
め
に
「
仕
方
が
な
い
」
と
言
っ

て
い
る
。
こ
の
小
説
で
問
わ
れ
て
い
る
の
は
、
善
か
悪
か
の
対
立
で
は
な
く
、
極
限
状
況

に
お
い
て
、
何
が
善
で
何
が
悪
な
の
か
。
そ
う
い
う
根
本
的
な
問
い
か
け
で
あ
る
。
こ
の

状
況
下
で
、
老
婆
が
生
き
る
た
め
に
取
る
べ
き
道
が
他
に
あ
る
の
か
。
あ
き
ら
め
て
死
ぬ

し
か
な
い
の
か
。
下
人
に
と
っ
て
は
ど
う
な
の
か
。
具
体
的
に
考
え
さ
せ
た
い
。

4

　175
ペ
ー
ジ
か
ら

180
ペ
ー
ジ
の
中
に
あ
る
動
物
を
使
っ
た
比
喩
表
現
を
全
て
抜

き
出
し
、
そ
れ
が
ど
う
い
う
こ
と
を
表
し
て
い
る
の
か
、
話
し
合
お
う
。

　
　
　◎ 

例

　「や
も
り
の
よ
う
に
」（

175
・
14
）

　
　
　
　
　
　「猿
の
よ
う
な
」（

176
・
15
）

【
ね
ら
い
】
特
徴
的
な
比
喩
表
現
を
取
り
上
げ
、
内
容
と
の
関
連
を
考
え
さ
せ
る
。

【
解
答
例
】

〈
抜
き
出
し
〉

「
猫
の
よ
う
に
身
を
縮
め
て
」（
175
・
6
）

「
猿
の
親
が
猿
の
子
の
し
ら
み
を
取
る
よ
う
に
」（
177
・
7
）

「
鶏
の
脚
の
よ
う
な
骨
と
皮
ば
か
り
の
腕
」（
179
・
3
）

「
ま
ぶ
た
の
赤
く
な
っ
た
、
肉
食
鳥
の
よ
う
な
、
鋭
い
目
」（
180
・
5
）
　

「
か
ら
す
の
鳴
く
よ
う
な
声
」（
180
・
8
）

　

「
蟇
の
つ
ぶ
や
く
よ
う
な
声
」（
180
・
13
）

【
解
説
】

　話
し
合
い
の
目
的
は
、
比
喩
な
ど
の
修
辞
法
が
単
な
る
文
章
の
技
巧
で
は
な
く
、
内
容

に
関
わ
る
大
切
な
も
の
を
表
し
て
い
る
こ
と
を
感
じ
取
っ
て
欲
し
い
と
い
う
点
に
あ
る
。

　ま
ず
、
抜
き
出
し
た
動
物
の
比
喩
を
見
て
、
ど
の
よ
う
な
動
物
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
の
か
、
そ
れ
が
ど
う
い
う
印
象
を
与
え
る
か
を
整
理
す
る
。

　そ
の
上
で
、
こ
れ
ら
の
比
喩
が
、
ど
う
い
う
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
か
を
話
し
合
わ
せ

た
い
。「
気
味
が
悪
い
」
動
物
の
比
喩
が
多
い
が
、こ
の
比
喩
は
主
に
誰
に
使
わ
れ
て
い
る

か
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
考
え
さ
せ
た
い
。
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「
学
び
の
道
し
る
べ
」
の
解
答
例
・
解
説

●
追
い
つ
め
ら
れ
た
状
況
の
中
で
の
、
人
間
の
考
え
方
や
心
の
動
き
に
つ
い
て
考
え
る
。

●
場
面
の
推
移
や
比
喩
表
現
に
注
意
し
な
が
ら
、
主
人
公
の
心
理
の
移
り
変
わ
り
を
捉
え

る
。

1

　次
の
観
点
に
従
っ
て
、
物
語
の
設
定
を
捉
え
よ
う
。

①
い
つ

　
　
　・
時
代

　・
季
節

　・
時
刻

②
ど
こ
で

③
誰
が

　
　
　・
下
人
の
お
お
よ
そ
の
年
齢

　
　
　
　
　
　
　
　・
下
人
の
仕
事

　
　
　
　
　
　
　
　・
下
人
の
お
か
れ
て
い
る
立
場

【
ね
ら
い
】
文
章
を
通
読
し
、
物
語
の
大
枠
を
と
ら
え
る
。

【
解
答
例
】

①
い
つ

　
　
　時
代
…
平
安
時
代

　
　季
節
…
晩
秋

　
　
　時
刻
…
夕
方
か
ら
夜
ま
で
の
数
時
間

②
ど
こ
で

　
　
　京
都

　朱
雀
大
路
の
入
り
口
に
あ
る
羅
生
門
の
下
と
楼
上

③
誰
が

　
　
　下
人
の
お
お
よ
そ
の
年
齢

　
　
　十
代
後
半
く
ら
い

　
　
　下
人
の
仕
事

　
　
　
　
　
　
　
　

…

貴
族
か
豪
族
に
雇
わ
れ
、
雑
事
や
警
護
な
ど
を

担
当
し
た
使
用
人
。

　
　
　下
人
の
置
か
れ
て
い
る
立
場

　
　

…

永
年
使
わ
れ
て
い
た
主
人
か
ら
暇
を
出
さ
れ
、

行
き
所
も
な
く
、
明
日
の
暮
ら
し
の
目
途
も
立

た
ず
に
途
方
に
暮
れ
て
い
る
。

【
解
説
】

①
「
時
代
」
は
、
本
文
に
「
平
安
朝
の
下
人
」（
173
・
6
）
と
あ
る
。「
平
安
朝
」
と
は
、

平
安
時
代
の
朝
廷
お
よ
び
そ
の
時
代
の
こ
と
を
言
う
。「
季
節
」
は
、「
き
り
ぎ
り
す
」

が
登
場
す
る
こ
と
、
お
よ
び
「
夕
冷
え
の
す
る
京
都
は
、
も
う
火
桶
が
欲
し
い
ほ
ど
の

寒
さ
で
あ
る
。」（
174
・
9
）
等
の
叙
述
か
ら
晩
秋
の
こ
ろ
。「
き
り
ぎ
り
す
」
と
は
古
語

で
は
「
こ
お
ろ
ぎ
」
を
意
味
す
る
。
晩
秋
だ
と
す
る
と
「
き
り
ぎ
り
す
」
よ
り
「
こ
お

ろ
ぎ
」
の
方
が
季
節
的
に
は
合
う
が
、
羅
生
門
の
は
げ
た
朱
塗
り
の
朱
色
と
き
り
ぎ
り

す
の
緑
色
の
対
照
、
ま
た
、
柱
に
止
ま
っ
て
い
て
飛
び
去
っ
た
と
い
う
様
子
な
ど
か
ら

考
え
れ
ば
こ
こ
は
「
き
り
ぎ
り
す
」
と
考
え
る
方
が
良
い
だ
ろ
う
。「
時
刻
」
は
、冒
頭

の
「
暮
れ
方
」
か
ら
、
楼
上
に
上
り
、
老
婆
と
会
っ
て
、「
黒
洞
々
た
る
夜
」（
183
・
5
）

に
逃
走
す
る
ま
で
の
数
時
間
。

②
文
中
に
「
京
都
」（
170
・
6
）
と
あ
る
。
朱
雀
大
路
の
南
端
に
あ
っ
て
京
都
の
入
り
口
に

当
た
る
羅
生
門
が
舞
台
に
な
る
。

③
下
人
の
年
齢
は
定
か
で
は
な
い
が
、「
に
き
び
」
の
記
述
と
、
行
動
の
幼
さ
な
ど
か
ら
、

十
代
後
半
く
ら
い
と
推
測
さ
れ
る
。「
下
人
」
は
、「
身
分
の
低
い
者
」
あ
る
い
は
「
使

用
人
」
を
意
味
す
る
が
、
聖
柄
の
太
刀
を
持
っ
て
い
る
こ
と
及
び
主
人
に
使
わ
れ
て
い

た
と
い
う
点
か
ら
、
貴
族
か
豪
族
等
の
使
用
人
で
、
警
護
等
に
も
当
た
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
行
く
場
所
も
な
く
羅
生
門
で
途
方
に
暮
れ
て
い
る
点
な
ど

か
ら
考
え
る
と
、
下
人
に
は
帰
る
家
も
な
い
こ
と
が
分
か
る
。「
永
年
、
使
わ
れ
て
い
た

主
人
か
ら
、
暇
を
出
さ
れ
た
。」（
173
・
3
）
と
あ
り
、
幼
い
頃
か
ら
家
を
離
れ
、
働
い

て
い
た
下
人
は
、
紺
の
襖
の
着
衣
と
一
振
り
の
太
刀
だ
け
で
、
社
会
へ
と
放
り
出
さ
れ

た
の
だ
。「
下
人
」
に
関
し
て
は
「
Ⅵ
研
究
・
発
展
」
の
項
参
照
。

2

　次
の
場
面
に
お
け
る
下
人
の
心
理
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
ま
と
め

よ
う
。

①
「
死
骸
の
中
に
う
ず
く
ま
っ
て
い
る
人
間
を
見
た
。」（

176
・
14
）

②
「
す
る
と
、
老
婆
は
、
…
…
抜
き
始
め
た
。」（

177
・
6
）
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③
「
老
婆
を
突
き
放
す
と
、
…
…
目
の
前
へ
突
き
つ
け
た
。」（

179
・
6
）

【
ね
ら
い
】
重
要
な
場
面
に
お
け
る
主
人
公
の
心
理
を
と
ら
え
、
そ
の
移
り
変
わ
り
を
見

る
。

【
解
答
例
】

①
「
六
分
の
恐
怖
と
四
分
の
好
奇
心
」（
177
・
4
）
と
あ
る
よ
う
に
、
恐
怖
と
と
も
に
、
老

婆
に
対
す
る
好
奇
心
も
あ
っ
た
。

②
恐
怖
が
す
こ
し
ず
つ
消
え
て
い
き
、
同
時
に
、
こ
の
老
婆
に
対
す
る
激
し
い
憎
悪
が
芽

生
え
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
悪
に
対
す
る
反
感
と
し
て
、
炎
の
よ
う
に
燃
え
上
が
っ
た
。

③
老
婆
の
生
死
を
支
配
し
て
い
る
と
い
う
意
識
か
ら
、
燃
え
上
が
っ
て
い
た
憎
悪
を
冷
ま

し
、
あ
る
仕
事
を
な
し
と
げ
た
安
ら
か
な
得
意
と
満
足
に
浸
っ
て
い
た
。

3

　老
婆
は
、「
死
人
の
髪
の
毛
を
抜
く
」（

180
・
15
） 

こ
と
を
ど
う
思
っ
て
い
る
か
、

ま
た
、
そ
の
理
由
を 

ど
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
か
、
ま
と
め
よ
う
。

　
　
　◎ 

理
由
は
二
点
で
ま
と
め
る
。「
わ
し
の
す
る
こ
と
も
大
目
に
見
て
く

れ
る
こ
と
で
あ
ろ
。」（

181
・
10
）
と
言
え
る
の
は
な
ぜ
か
、
考
え
る
。

【
ね
ら
い
】
老
婆
の
論
理
の
要
点
を
整
理
さ
せ
る
。

【
解
答
例
】

　「悪
い
こ
と
と
は
思
わ
ぬ
」（
181
・
8
）
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
悪
と
は
思
っ
て
い
な

い
。
理
由
は
、
次
の
二
点
で
あ
る
。

①
髪
を
抜
い
て
い
た
相
手
の
女
も
生
き
る
た
め
に
は
自
分
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い

た
。

②
そ
う
し
な
け
れ
ば
飢
え
死
に
し
て
し
ま
う
の
だ
か
ら
、
仕
方
が
な
い
。

【
解
説
】

　老
婆
の
言
葉
を
、
単
な
る
自
分
の
悪
行
の
「
言
い
訳
」
と
は
読
ま
な
い
よ
う
に
さ
せ
た

い
。
老
婆
は
自
分
の
行
為
を
「
悪
」
で
は
な
く
、生
き
る
た
め
に
「
仕
方
が
な
い
」
と
言
っ

て
い
る
。
こ
の
小
説
で
問
わ
れ
て
い
る
の
は
、
善
か
悪
か
の
対
立
で
は
な
く
、
極
限
状
況

に
お
い
て
、
何
が
善
で
何
が
悪
な
の
か
。
そ
う
い
う
根
本
的
な
問
い
か
け
で
あ
る
。
こ
の

状
況
下
で
、
老
婆
が
生
き
る
た
め
に
取
る
べ
き
道
が
他
に
あ
る
の
か
。
あ
き
ら
め
て
死
ぬ

し
か
な
い
の
か
。
下
人
に
と
っ
て
は
ど
う
な
の
か
。
具
体
的
に
考
え
さ
せ
た
い
。

4

　175
ペ
ー
ジ
か
ら

180
ペ
ー
ジ
の
中
に
あ
る
動
物
を
使
っ
た
比
喩
表
現
を
全
て
抜

き
出
し
、
そ
れ
が
ど
う
い
う
こ
と
を
表
し
て
い
る
の
か
、
話
し
合
お
う
。

　
　
　◎ 

例

　「や
も
り
の
よ
う
に
」（

175
・
14
）

　
　
　
　
　
　「猿
の
よ
う
な
」（

176
・
15
）

【
ね
ら
い
】
特
徴
的
な
比
喩
表
現
を
取
り
上
げ
、
内
容
と
の
関
連
を
考
え
さ
せ
る
。

【
解
答
例
】

〈
抜
き
出
し
〉

「
猫
の
よ
う
に
身
を
縮
め
て
」（
175
・
6
）

「
猿
の
親
が
猿
の
子
の
し
ら
み
を
取
る
よ
う
に
」（
177
・
7
）

「
鶏
の
脚
の
よ
う
な
骨
と
皮
ば
か
り
の
腕
」（
179
・
3
）

「
ま
ぶ
た
の
赤
く
な
っ
た
、
肉
食
鳥
の
よ
う
な
、
鋭
い
目
」（
180
・
5
）
　

「
か
ら
す
の
鳴
く
よ
う
な
声
」（
180
・
8
）
　

「
蟇
の
つ
ぶ
や
く
よ
う
な
声
」（
180
・
13
）

【
解
説
】

　話
し
合
い
の
目
的
は
、
比
喩
な
ど
の
修
辞
法
が
単
な
る
文
章
の
技
巧
で
は
な
く
、
内
容

に
関
わ
る
大
切
な
も
の
を
表
し
て
い
る
こ
と
を
感
じ
取
っ
て
欲
し
い
と
い
う
点
に
あ
る
。

　ま
ず
、
抜
き
出
し
た
動
物
の
比
喩
を
見
て
、
ど
の
よ
う
な
動
物
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
の
か
、
そ
れ
が
ど
う
い
う
印
象
を
与
え
る
か
を
整
理
す
る
。

　そ
の
上
で
、
こ
れ
ら
の
比
喩
が
、
ど
う
い
う
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
か
を
話
し
合
わ
せ

た
い
。「
気
味
が
悪
い
」
動
物
の
比
喩
が
多
い
が
、こ
の
比
喩
は
主
に
誰
に
使
わ
れ
て
い
る

か
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
考
え
さ
せ
た
い
。
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「
学
び
の
道
し
る
べ
」
の
解
答
例
・
解
説

●
追
い
つ
め
ら
れ
た
状
況
の
中
で
の
、
人
間
の
考
え
方
や
心
の
動
き
に
つ
い
て
考
え
る
。

●
場
面
の
推
移
や
比
喩
表
現
に
注
意
し
な
が
ら
、
主
人
公
の
心
理
の
移
り
変
わ
り
を
捉
え

る
。

1

　次
の
観
点
に
従
っ
て
、
物
語
の
設
定
を
捉
え
よ
う
。

①
い
つ

　
　
　・
時
代

　・
季
節

　・
時
刻

②
ど
こ
で

③
誰
が

　
　
　・
下
人
の
お
お
よ
そ
の
年
齢

　
　
　
　
　
　
　
　・
下
人
の
仕
事

　
　
　
　
　
　
　
　・
下
人
の
お
か
れ
て
い
る
立
場

【
ね
ら
い
】
文
章
を
通
読
し
、
物
語
の
大
枠
を
と
ら
え
る
。

【
解
答
例
】

①
い
つ

　
　
　時
代
…
平
安
時
代

　
　季
節
…
晩
秋

　
　
　時
刻
…
夕
方
か
ら
夜
ま
で
の
数
時
間

②
ど
こ
で

　
　
　京
都

　朱
雀
大
路
の
入
り
口
に
あ
る
羅
生
門
の
下
と
楼
上

③
誰
が

　
　
　下
人
の
お
お
よ
そ
の
年
齢

　
　
　十
代
後
半
く
ら
い

　
　
　下
人
の
仕
事

　
　
　
　
　
　
　
　

…

貴
族
か
豪
族
に
雇
わ
れ
、
雑
事
や
警
護
な
ど
を

担
当
し
た
使
用
人
。

　
　
　下
人
の
置
か
れ
て
い
る
立
場

　
　

…

永
年
使
わ
れ
て
い
た
主
人
か
ら
暇
を
出
さ
れ
、

行
き
所
も
な
く
、
明
日
の
暮
ら
し
の
目
途
も
立

た
ず
に
途
方
に
暮
れ
て
い
る
。

【
解
説
】

①
「
時
代
」
は
、
本
文
に
「
平
安
朝
の
下
人
」（
173
・
6
）
と
あ
る
。「
平
安
朝
」
と
は
、

平
安
時
代
の
朝
廷
お
よ
び
そ
の
時
代
の
こ
と
を
言
う
。「
季
節
」
は
、「
き
り
ぎ
り
す
」

が
登
場
す
る
こ
と
、
お
よ
び
「
夕
冷
え
の
す
る
京
都
は
、
も
う
火
桶
が
欲
し
い
ほ
ど
の

寒
さ
で
あ
る
。」（
174
・
9
）
等
の
叙
述
か
ら
晩
秋
の
こ
ろ
。「
き
り
ぎ
り
す
」
と
は
古
語

で
は
「
こ
お
ろ
ぎ
」
を
意
味
す
る
。
晩
秋
だ
と
す
る
と
「
き
り
ぎ
り
す
」
よ
り
「
こ
お

ろ
ぎ
」
の
方
が
季
節
的
に
は
合
う
が
、
羅
生
門
の
は
げ
た
朱
塗
り
の
朱
色
と
き
り
ぎ
り

す
の
緑
色
の
対
照
、
ま
た
、
柱
に
止
ま
っ
て
い
て
飛
び
去
っ
た
と
い
う
様
子
な
ど
か
ら

考
え
れ
ば
こ
こ
は
「
き
り
ぎ
り
す
」
と
考
え
る
方
が
良
い
だ
ろ
う
。「
時
刻
」
は
、冒
頭

の
「
暮
れ
方
」
か
ら
、
楼
上
に
上
り
、
老
婆
と
会
っ
て
、「
黒
洞
々
た
る
夜
」（
183
・
5
）

に
逃
走
す
る
ま
で
の
数
時
間
。

②
文
中
に
「
京
都
」（
170
・
6
）
と
あ
る
。
朱
雀
大
路
の
南
端
に
あ
っ
て
京
都
の
入
り
口
に

当
た
る
羅
生
門
が
舞
台
に
な
る
。

③
下
人
の
年
齢
は
定
か
で
は
な
い
が
、「
に
き
び
」
の
記
述
と
、
行
動
の
幼
さ
な
ど
か
ら
、

十
代
後
半
く
ら
い
と
推
測
さ
れ
る
。「
下
人
」
は
、「
身
分
の
低
い
者
」
あ
る
い
は
「
使

用
人
」
を
意
味
す
る
が
、
聖
柄
の
太
刀
を
持
っ
て
い
る
こ
と
及
び
主
人
に
使
わ
れ
て
い

た
と
い
う
点
か
ら
、
貴
族
か
豪
族
等
の
使
用
人
で
、
警
護
等
に
も
当
た
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
行
く
場
所
も
な
く
羅
生
門
で
途
方
に
暮
れ
て
い
る
点
な
ど

か
ら
考
え
る
と
、
下
人
に
は
帰
る
家
も
な
い
こ
と
が
分
か
る
。「
永
年
、
使
わ
れ
て
い
た

主
人
か
ら
、
暇
を
出
さ
れ
た
。」（
173
・
3
）
と
あ
り
、
幼
い
頃
か
ら
家
を
離
れ
、
働
い

て
い
た
下
人
は
、
紺
の
襖
の
着
衣
と
一
振
り
の
太
刀
だ
け
で
、
社
会
へ
と
放
り
出
さ
れ

た
の
だ
。「
下
人
」
に
関
し
て
は
「
Ⅵ
研
究
・
発
展
」
の
項
参
照
。

2

　次
の
場
面
に
お
け
る
下
人
の
心
理
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
ま
と
め

よ
う
。

①
「
死
骸
の
中
に
う
ず
く
ま
っ
て
い
る
人
間
を
見
た
。」（

176
・
14
）

②
「
す
る
と
、
老
婆
は
、
…
…
抜
き
始
め
た
。」（

177
・
6
）
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◉
学
習
目
標
と
評
価  

学
習
材
名

配
当
時
間
〔
領
域
〕

学
習
し
た
い
主
な
内
容

こ
の
本
を
読
ん
で
み
て
！

�

ブ
ッ
ク
ト
ー
ク

5
［
話
す
こ
と
・
聞
く

こ
と
］

○
興
味
を
も
っ
た
本
の
内
容
や
そ
の
魅
力
を
レ
ジ
ュ
メ
を
使
い
な
が
ら
口
頭
で
発
表
す
る
。

○
他
者
の
発
表
を
聞
き
取
り
、
適
切
に
記
録
を
取
る
。

重
点
的
に
指
導
す
る
学
習
指
導
要
領
の
内
容

Ａ
ウ
・
エ

〔
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
〕

イ
（
ア
）（
イ
）

学
習
指
導
要
領
の
言
語
活
動
例

Ａ
イ

評価の観点

学
習
活
動
の
指
導
目
標

学
習
活
動
の
評
価
規
準

（
Ｂ
「
お
お
む
ね
満
足
で
き
る
と
判
断
さ
れ
る
状
況
」）

評価方法

☆
Ａ
「
十
分
満
足
で
き
る
と
判
断
さ
れ
る
」
生
徒
の
例

★
Ｂ
を
実
現
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
生
徒
へ
の
手
だ
て
の
例

関心・意欲・態度

①
内
容
が
伝
わ
る
よ
う
に
工
夫
し

て
発
表
す
る
。

①
レ
ジ
ュ
メ
に
基
づ
き
、
適
切
に
聞
き
取
れ
る
よ
う
発
表
し
よ

う
と
し
て
い
る
。

行動の確認

☆
大
き
な
声
で
は
っ
き
り
と
聞
こ
え
る
よ
う
に
注
意
し
て
、
用
意
し
た
も
の

を
的
確
に
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

★
レ
ジ
ュ
メ
を
読
み
上
げ
れ
ば
よ
い
と
伝
え
、
励
ま
す
。

②
発
表
を
聞
き
取
り
、
記
録
を
取

る
。

②
発
表
を
聞
き
な
が
ら
、
教
科
書
を
参
考
に
記
録
用
紙
を
作
成

し
よ
う
と
し
て
い
る
。

記述の確認

☆
発
表
に
つ
い
て
具
体
的
に
良
さ
や
課
題
を
見
つ
け
よ
う
と
し
て
聞
い
て
い

る
。

　相
手
を
気
遣
っ
た
表
現
を
使
っ
て
書
こ
う
と
し
て
い
る
。

★
発
表
の
中
で
、
お
も
し
ろ
い
、
興
味
深
い
と
感
じ
る
と
こ
ろ
を
探
し
な
が

ら
聞
く
よ
う
に
促
す
。
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D3-06_この本読.indd   76 13.1.28   4:40:27 PM

こ
の
本
を
読
ん
で
み
て
！

　ブ
ッ
ク
ト
ー
ク

話
す
・
聞
く
3

学
習
活
動
の
意
味
と
ね
ら
い

　主
体
的
に
活
動
す
る
表
現
学
習
で
は
、「
書
く
こ
と
」
が
中
心
に
な
り
が
ち
で
あ
る
が
、

「
書
く
こ
と
」
が
で
き
る
た
め
に
は
、そ
の
内
容
を
「
話
す
こ
と
」
が
で
き
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
感
性
に
触
れ
た
こ
と
を
書
き
表
し
た
り
、
創
作
し
た
り
す
る
と
き

は
、
話
せ
な
く
て
も
書
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
場
合
も
少
な
く
な
い
。
だ
が
、
日
常
的

に
自
分
が
感
じ
た
り
、
考
え
た
り
し
た
こ
と
を
人
に
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
と
き
、
ま
ず

は
話
し
て
み
て
、
客
観
化
し
、
表
現
を
工
夫
す
る
こ
と
が
、
次
に
文
章
に
ま
と
め
る
と
き

の
基
盤
に
な
る
こ
と
が
多
い
。
特
に
、
直
接
相
手
に
向
か
っ
て
話
す
場
合
は
、
す
ぐ
に
相

手
の
反
応
も
受
け
止
め
る
こ
と
が
し
や
す
い
の
で
、
表
現
し
た
い
こ
と
を
意
識
的
に
整
理

す
る
こ
と
に
も
役
立
つ
。
話
す
こ
と
か
ら
書
く
こ
と
へ
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
は
、
表
現

学
習
の
流
れ
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

　だ
が
、
人
前
で
話
す
こ
と
は
、
書
く
こ
と
よ
り
も
緊
張
を
強
い
ら
れ
る
面
も
あ
り
、
高

校
生
に
と
っ
て
は
、
話
す
た
め
の
準
備
と
し
て
そ
の
原
稿
を
書
く
こ
と
、
ま
た
、
他
の
人

が
話
す
こ
と
を
意
識
的
に
聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
が
話
す
こ
と
を
客
観
的
に
考
え
る
視

点
を
得
る
こ
と
、
こ
れ
ら
の
学
習
活
動
が
必
要
に
な
る
。

　す
な
わ
ち
、
こ
の
学
習
で
は
、
自
分
が
感
じ
た
り
考
え
た
り
し
た
こ
と
を
人
に
わ
か
り

や
す
く
伝
え
る
こ
と
を
「
話
す
」
活
動
で
行
う
。
そ
の
た
め
に
、
準
備
と
し
て
「
書
く
」

活
動
を
し
、自
分
の
「
話
す
」
活
動
を
客
観
的
に
捉
え
て
い
く
た
め
に
他
の
人
の
話
を
「
聞

く
」
活
動
を
す
る
こ
と
が
目
的
と
な
る
。

　こ
う
し
た
学
習
で
は
、
何
を
題
材
と
す
る
か
に
よ
っ
て
、
生
徒
に
興
味
関
心
を
抱
か
せ
、

表
現
意
欲
を
高
め
る
効
果
が
異
な
っ
て
く
る
。
ま
た
、
指
導
側
に
と
っ
て
も
、
他
の
学
習

へ
の
発
展
性
が
あ
る
題
材
、
素
材
を
選
び
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
国
語
学
習
で
は
、
読
書

の
経
験
を
豊
か
に
す
る
動
機
付
け
と
し
て
、
楽
し
く
興
味
深
い
読
書
経
験
を
し
、
そ
の
思

い
を
友
達
と
共
有
し
た
り
、
刺
激
を
受
け
合
っ
た
り
す
る
こ
と
が
、
社
会
人
の
基
盤
作
り

に
も
つ
な
が
ろ
う
。
読
書
感
想
文
、
レ
ポ
ー
ト
な
ど
の
課
題
が
、
却
っ
て
読
書
の
意
欲
を

削
ぐ
場
合
も
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
幅
広
い
分
野
か
ら
の
選
書
、
簡
単
で
視
覚
的
な
情

報
も
取
り
入
れ
た
わ
か
り
や
す
い
資
料
を
伴
っ
た
発
表
で
、
楽
し
い
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
を
経

験
す
る
こ
と
は
取
り
組
み
や
す
い
学
習
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
学
習
の
も
う
一
つ

の
目
的
は
、
読
書
の
楽
し
み
を
喚
起
す
る
こ
と
で
あ
る
。
小
中
学
校
の
段
階
で
、
本
の
帯

を
作
成
す
る
学
習
が
よ
く
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
続
く
高
校
段
階
の
学
習
と
位
置
づ
け
ら

れ
る
。
ま
た
、
広
く
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
で
行
わ
れ
て
い
る
本
や
映
画
・
演
劇

な
ど
の
紹
介
も
視
野
に
入
れ
て
、
親
し
み
や
す
い
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
を
心
が
け
た
い
。
学
校

内
の
読
書
に
関
す
る
活
動
、
例
え
ば
朝
の
読
書
時
間
、
図
書
室
の
読
書
推
進
活
動
と
の
関

連
づ
け
も
効
果
的
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
他
教
科
の
授
業
の
調
査
活
動
や
学
年
行
事
の
調

査
な
ど
の
活
動
と
の
関
連
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
本
稿
で
は
、

授
業
内
で
完
結
す
る
学
習
を
中
心
に
し
て
述
べ
て
い
く
。

　パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
な
ど
の
情
報
機
器
の
充
実
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
情
報
収
集
力

の
高
ま
り
、
画
像
・
映
像
技
術
の
向
上
、
電
子
書
籍
の
普
及
な
ど
に
よ
っ
て
、
高
校
生
の

情
報
量
は
格
段
に
増
大
し
、
そ
の
処
理
能
力
も
高
ま
っ
て
い
る
。
だ
が
、
そ
の
基
本
で
あ

る
「
文
章
を
読
む
」
力
の
必
要
性
は
む
し
ろ
高
ま
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
本
離
れ
の
傾
向

が
見
ら
れ
る
中
、
ま
ず
は
本
の
内
容
へ
の
興
味
関
心
を
高
め
る
た
め
に
も
、
同
世
代
に
向

け
て
自
分
の
思
い
を
発
信
し
、
仲
間
の
思
い
を
受
け
止
め
る
こ
の
学
習
は
、
高
校
生
の
目

線
に
立
っ
て
、
楽
し
く
親
し
み
や
す
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
い
。

　本
教
科
書
で
は
、読
書
へ
の
誘
い
の
教
材
と
し
て
、ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド
1
「
小
説
と
映
像
」、

ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド
2
「
世
界
の
中
の
日
本
語
文
学
」、ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド
3
「
詩
歌
の
世
界
」「
近
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習
材
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配
当
時
間
〔
領
域
〕

学
習
し
た
い
主
な
内
容

こ
の
本
を
読
ん
で
み
て
！

�

ブ
ッ
ク
ト
ー
ク

5
［
話
す
こ
と
・
聞
く

こ
と
］

○
興
味
を
も
っ
た
本
の
内
容
や
そ
の
魅
力
を
レ
ジ
ュ
メ
を
使
い
な
が
ら
口
頭
で
発
表
す
る
。

○
他
者
の
発
表
を
聞
き
取
り
、
適
切
に
記
録
を
取
る
。

重
点
的
に
指
導
す
る
学
習
指
導
要
領
の
内
容

Ａ
ウ
・
エ

〔
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
〕

イ
（
ア
）（
イ
）

学
習
指
導
要
領
の
言
語
活
動
例

Ａ
イ

評価の観点

学
習
活
動
の
指
導
目
標

学
習
活
動
の
評
価
規
準

（
Ｂ
「
お
お
む
ね
満
足
で
き
る
と
判
断
さ
れ
る
状
況
」）

評価方法

☆
Ａ
「
十
分
満
足
で
き
る
と
判
断
さ
れ
る
」
生
徒
の
例

★
Ｂ
を
実
現
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
生
徒
へ
の
手
だ
て
の
例

関心・意欲・態度

①
内
容
が
伝
わ
る
よ
う
に
工
夫
し

て
発
表
す
る
。

①
レ
ジ
ュ
メ
に
基
づ
き
、
適
切
に
聞
き
取
れ
る
よ
う
発
表
し
よ

う
と
し
て
い
る
。

行動の確認

☆
大
き
な
声
で
は
っ
き
り
と
聞
こ
え
る
よ
う
に
注
意
し
て
、
用
意
し
た
も
の

を
的
確
に
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

★
レ
ジ
ュ
メ
を
読
み
上
げ
れ
ば
よ
い
と
伝
え
、
励
ま
す
。

②
発
表
を
聞
き
取
り
、
記
録
を
取

る
。

②
発
表
を
聞
き
な
が
ら
、
教
科
書
を
参
考
に
記
録
用
紙
を
作
成

し
よ
う
と
し
て
い
る
。

記述の確認

☆
発
表
に
つ
い
て
具
体
的
に
良
さ
や
課
題
を
見
つ
け
よ
う
と
し
て
聞
い
て
い

る
。

　相
手
を
気
遣
っ
た
表
現
を
使
っ
て
書
こ
う
と
し
て
い
る
。

★
発
表
の
中
で
、
お
も
し
ろ
い
、
興
味
深
い
と
感
じ
る
と
こ
ろ
を
探
し
な
が

ら
聞
く
よ
う
に
促
す
。
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こ
の
本
を
読
ん
で
み
て
！

　ブ
ッ
ク
ト
ー
ク

話
す
・
聞
く
3

学
習
活
動
の
意
味
と
ね
ら
い

　主
体
的
に
活
動
す
る
表
現
学
習
で
は
、「
書
く
こ
と
」
が
中
心
に
な
り
が
ち
で
あ
る
が
、

「
書
く
こ
と
」
が
で
き
る
た
め
に
は
、そ
の
内
容
を
「
話
す
こ
と
」
が
で
き
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
感
性
に
触
れ
た
こ
と
を
書
き
表
し
た
り
、
創
作
し
た
り
す
る
と
き

は
、
話
せ
な
く
て
も
書
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
場
合
も
少
な
く
な
い
。
だ
が
、
日
常
的

に
自
分
が
感
じ
た
り
、
考
え
た
り
し
た
こ
と
を
人
に
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
と
き
、
ま
ず

は
話
し
て
み
て
、
客
観
化
し
、
表
現
を
工
夫
す
る
こ
と
が
、
次
に
文
章
に
ま
と
め
る
と
き

の
基
盤
に
な
る
こ
と
が
多
い
。
特
に
、
直
接
相
手
に
向
か
っ
て
話
す
場
合
は
、
す
ぐ
に
相

手
の
反
応
も
受
け
止
め
る
こ
と
が
し
や
す
い
の
で
、
表
現
し
た
い
こ
と
を
意
識
的
に
整
理

す
る
こ
と
に
も
役
立
つ
。
話
す
こ
と
か
ら
書
く
こ
と
へ
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
は
、
表
現

学
習
の
流
れ
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

　だ
が
、
人
前
で
話
す
こ
と
は
、
書
く
こ
と
よ
り
も
緊
張
を
強
い
ら
れ
る
面
も
あ
り
、
高

校
生
に
と
っ
て
は
、
話
す
た
め
の
準
備
と
し
て
そ
の
原
稿
を
書
く
こ
と
、
ま
た
、
他
の
人

が
話
す
こ
と
を
意
識
的
に
聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
が
話
す
こ
と
を
客
観
的
に
考
え
る
視

点
を
得
る
こ
と
、
こ
れ
ら
の
学
習
活
動
が
必
要
に
な
る
。

　す
な
わ
ち
、
こ
の
学
習
で
は
、
自
分
が
感
じ
た
り
考
え
た
り
し
た
こ
と
を
人
に
わ
か
り

や
す
く
伝
え
る
こ
と
を
「
話
す
」
活
動
で
行
う
。
そ
の
た
め
に
、
準
備
と
し
て
「
書
く
」

活
動
を
し
、自
分
の
「
話
す
」
活
動
を
客
観
的
に
捉
え
て
い
く
た
め
に
他
の
人
の
話
を
「
聞

く
」
活
動
を
す
る
こ
と
が
目
的
と
な
る
。

　こ
う
し
た
学
習
で
は
、
何
を
題
材
と
す
る
か
に
よ
っ
て
、
生
徒
に
興
味
関
心
を
抱
か
せ
、

表
現
意
欲
を
高
め
る
効
果
が
異
な
っ
て
く
る
。
ま
た
、
指
導
側
に
と
っ
て
も
、
他
の
学
習

へ
の
発
展
性
が
あ
る
題
材
、
素
材
を
選
び
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
国
語
学
習
で
は
、
読
書

の
経
験
を
豊
か
に
す
る
動
機
付
け
と
し
て
、
楽
し
く
興
味
深
い
読
書
経
験
を
し
、
そ
の
思

い
を
友
達
と
共
有
し
た
り
、
刺
激
を
受
け
合
っ
た
り
す
る
こ
と
が
、
社
会
人
の
基
盤
作
り

に
も
つ
な
が
ろ
う
。
読
書
感
想
文
、
レ
ポ
ー
ト
な
ど
の
課
題
が
、
却
っ
て
読
書
の
意
欲
を

削
ぐ
場
合
も
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
幅
広
い
分
野
か
ら
の
選
書
、
簡
単
で
視
覚
的
な
情

報
も
取
り
入
れ
た
わ
か
り
や
す
い
資
料
を
伴
っ
た
発
表
で
、
楽
し
い
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
を
経

験
す
る
こ
と
は
取
り
組
み
や
す
い
学
習
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
学
習
の
も
う
一
つ

の
目
的
は
、
読
書
の
楽
し
み
を
喚
起
す
る
こ
と
で
あ
る
。
小
中
学
校
の
段
階
で
、
本
の
帯

を
作
成
す
る
学
習
が
よ
く
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
続
く
高
校
段
階
の
学
習
と
位
置
づ
け
ら

れ
る
。
ま
た
、
広
く
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
で
行
わ
れ
て
い
る
本
や
映
画
・
演
劇

な
ど
の
紹
介
も
視
野
に
入
れ
て
、
親
し
み
や
す
い
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
を
心
が
け
た
い
。
学
校

内
の
読
書
に
関
す
る
活
動
、
例
え
ば
朝
の
読
書
時
間
、
図
書
室
の
読
書
推
進
活
動
と
の
関

連
づ
け
も
効
果
的
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
他
教
科
の
授
業
の
調
査
活
動
や
学
年
行
事
の
調

査
な
ど
の
活
動
と
の
関
連
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
本
稿
で
は
、

授
業
内
で
完
結
す
る
学
習
を
中
心
に
し
て
述
べ
て
い
く
。

　パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
な
ど
の
情
報
機
器
の
充
実
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
情
報
収
集
力

の
高
ま
り
、
画
像
・
映
像
技
術
の
向
上
、
電
子
書
籍
の
普
及
な
ど
に
よ
っ
て
、
高
校
生
の

情
報
量
は
格
段
に
増
大
し
、
そ
の
処
理
能
力
も
高
ま
っ
て
い
る
。
だ
が
、
そ
の
基
本
で
あ

る
「
文
章
を
読
む
」
力
の
必
要
性
は
む
し
ろ
高
ま
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
本
離
れ
の
傾
向

が
見
ら
れ
る
中
、
ま
ず
は
本
の
内
容
へ
の
興
味
関
心
を
高
め
る
た
め
に
も
、
同
世
代
に
向

け
て
自
分
の
思
い
を
発
信
し
、
仲
間
の
思
い
を
受
け
止
め
る
こ
の
学
習
は
、
高
校
生
の
目

線
に
立
っ
て
、
楽
し
く
親
し
み
や
す
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
い
。

　本
教
科
書
で
は
、読
書
へ
の
誘
い
の
教
材
と
し
て
、ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド
1
「
小
説
と
映
像
」、

ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド
2
「
世
界
の
中
の
日
本
語
文
学
」、ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド
3
「
詩
歌
の
世
界
」「
近
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学
習
指
導
マ
ニ
ュ
ア
ル

第
一
時
限

【
本
時
の
目
標
】  

❶
授
業
の
目
的
、
流
れ
を
知
る
。

❷
本
を
選
ぶ
。

❸
情
報
を
整
理
す
る
。（
そ
の
1
）

【
学
習
活
動
と
指
導
内
容
】  

◆
導
入

1

　学
習
の
目
的
と
そ
の
流
れ
を
確
認
す
る
。

　教
科
書
120
ペ
ー
ジ
～
123
ペ
ー
ジ
を
開
い
て
、
学
習
の
目
的
と
そ
の
流
れ
を
確
認
す
る
。

目
的
は
120
ペ
ー
ジ
上
段
の
リ
ー
ド
文
、
流
れ
は
120
ペ
ー
ジ
上
段
の
囲
み
で
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
具
体
的
な
作
業
の
第
一
は
、
レ
ジ
ュ
メ
を
121
ペ
ー
ジ
を
参
考
に
し
て
作
る
こ

と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
教
科
書
120
～
121
ペ
ー
ジ
を
音
読
し
、
こ
の
時
間
で
何
を
す
る

か
を
具
体
的
に
わ
か
る
よ
う
に
指
示
す
る
。

　読
書
は
、
見
聞
を
広
げ
、
国
語
だ
け
で
は
な
く
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
に
も
必
要
な
こ
と
で

あ
る
が
、
生
涯
の
楽
し
み
で
も
あ
り
、
高
校
生
に
と
っ
て
は
こ
れ
か
ら
の
生
き
方
に
も
影

響
を
与
え
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
、
重
要
な
活
動
で
あ
る
。
た
だ
、
つ
い
つ
い
読
書
さ
せ

ら
れ
る
印
象
が
強
く
、
ま
た
、
一
人
で
次
々
と
本
を
選
ん
で
い
く
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ

で
、
友
人
同
士
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
同
士
で
情
報
交
換
を
す
る
こ
と
は
、
興
味
深
い
、
楽
し

い
読
書
の
き
っ
か
け
と
な
ろ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
読
書
経
験
を
文
章
に
し
て
、
互
い
に
読
み

合
う
の
で
は
な
く
、
目
の
前
で
本
人
か
ら
語
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
、
よ
り
印
象
深
く
本
へ

の
興
味
を
引
き
出
す
こ
と
に
な
る
。
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
が
興
味
関
心
を
抱
い
た
本
を
選
び
、

心
惹
か
れ
た
点
を
語
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
そ
の
た
め
の
授
業
の
目
的
、
流
れ
で
あ
る
こ

と
が
生
徒
に
伝
え
ら
れ
る
と
よ
い
。

◆
展
開
1

1

　自
分
が
取
り
上
げ
る
本
を
選
ぶ
。

　事
前
に
、
候
補
の
本
を
持
参
す
る
よ
う
に
指
示
し
て
お
き
、
可
能
な
ら
ば
そ
れ
を
持
っ

て
図
書
室
へ
行
き
、
図
書
室
で
さ
ら
に
候
補
を
探
し
、
そ
の
上
で
取
り
上
げ
る
本
を
決
定

す
る
よ
う
に
指
示
す
る
。
図
書
室
が
利
用
で
き
な
い
場
合
は
、
候
補
を
複
数
用
意
し
、
教

室
で
選
ぶ
よ
う
に
す
る
こ
と
も
一
つ
の
方
法
で
あ
る
。
そ
の
折
に
、
グ
ル
ー
プ
や
ク
ラ
ス

で
互
い
に
見
合
う
方
法
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
教
員
が
候
補
に
な
り
そ
う
な
本
を
少
し

用
意
す
る
方
法
も
加
え
ら
れ
る
。

　取
り
上
げ
る
一
冊
を
選
ぶ
観
点
は
120
ペ
ー
ジ
下
段
の
1
を
参
考
と
す
る
。
何
よ
り
も
自

分
が
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
や
趣
味
や
好
き
な
こ
と
に
関
わ
り
が
あ
り
、
興
味
関
心
を
持
て

る
こ
と
が
大
切
。
な
か
な
か
見
つ
け
ら
れ
な
い
生
徒
に
は
、
こ
の
こ
と
を
気
づ
か
せ
る
ア

ド
バ
イ
ス
を
ま
ず
試
み
た
い
。
ど
う
し
て
も
探
せ
な
い
生
徒
、
本
に
は
興
味
や
経
験
が
な

い
生
徒
の
場
合
は
、い
ろ
い
ろ
な
分
野
か
ら
候
補
を
薦
め
る
の
も
一
つ
の
方
法
。
例
え
ば
、

子
ど
も
の
時
に
見
た
こ
と
の
あ
り
そ
う
な
絵
本
、
大
人
か
ら
も
興
味
深
く
捉
え
ら
れ
て
い

る
児
童
書
、
部
活
や
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
に
関
わ
り
の
あ
る
雑
誌
、
体
験
談
の
本
、
短

時
間
で
読
め
そ
う
な
小
説
や
エ
ッ
セ
イ
の
短
編
を
収
め
た
本
、な
ど
に
も
目
を
向
け
さ
せ
、

薦
め
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　こ
の
授
業
で
は
要
に
な
る
大
切
な
作
業
で
あ
る
の
で
、
生
徒
の
主
体
性
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
支
援
を
す
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

2

　レ
ジ
ュ
メ
の
下
書
き
を
作
成
す
る
。

　Ａ
4
判
も
し
く
は
Ｂ
5
判
の
白
紙
も
し
く
は
横
罫
の
用
紙
に
、
121
ペ
ー
ジ
と
122
ペ
ー
ジ

の
上
段
3
を
参
考
に
し
て
レ
ジ
ュ
メ
の
下
書
き
を
作
成
す
る
。
白
紙
も
し
く
は
横
罫
の
用

紙
を
配
付
し
て
、
教
科
書
を
見
な
が
ら
下
書
き
を
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
本
指
導
資

料
の
付
属
Ｃ
Ｄ
─

Ｒ
Ｏ
Ｍ
に
収
録
さ
れ
て
い
る
用
紙
を
配
付
し
て
も
よ
い
。

　個
々
の
下
書
き
作
業
の
様
子
を
確
認
し
な
が
ら
、
机
間
巡
視
を
し
て
必
要
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
す
る
。
こ
の
と
き
、
本
を
選
べ
て
い
る
か
、
各
項
目
に
記
入
が
で
き
て
い
る
か
、
を

ま
ず
確
認
す
る
が
、
次
に
は
、
自
分
の
意
見
を
一
言
で
書
い
て
い
る
場
合
は
、
説
明
や
理

81  教科書［p.120〜p.123］

D3-06_この本読.indd   81 13.1.28   4:40:28 PM

学
習
指
導
の
展
開

◉
学
習
指
導
案
例
（
授
業
時
間
5
時
間
の
例
）

　※
評
価
の
番
号
は
、「
◉
学
習
目
標
と
評
価
」
の
番
号
と
対
応
し
て
い
ま
す
。  

時
間

目

　
　標

学
習
活
動
と
指
導
内
容

指
導
上
の
留
意
点

評
価

第1時限

❶
授
業
の
目
的
、
流
れ
を
知

る
。

❷
本
を
選
ぶ
。

❸
情
報
を
整
理
す
る
。（
そ
の

1
）

◆
導
入

展
開
1

1

　学
習
の
目
的
と
そ
の
流
れ
を
確
認
す
る
。

　
1

　自
分
が
取
り
上
げ
る
本
を
選
ぶ
。

　
　事
前
に
、
候
補
の
本
を
持
参
す
る
よ
う
に
指
示
し
て

お
き
、
そ
れ
を
持
っ
て
図
書
室
へ
行
き
、
さ
ら
に
候
補

を
探
し
、
そ
の
上
で
取
り
上
げ
る
本
を
決
定
す
る
よ
う

に
指
示
す
る
。
選
ぶ
観
点
は
120
ペ
ー
ジ
下
段
の
1
を
参

考
と
す
る
。

2

　レ
ジ
ュ
メ
の
下
書
き
を
作
成
す
る
。

　
　Ａ
4
判
も
し
く
は
Ｂ
5
判
の
白
紙
も
し
く
は
横
罫

の
用
紙
に
、
121
ペ
ー
ジ
と
122
ペ
ー
ジ
の
上
段
3
を
参
考

に
し
て
レ
ジ
ュ
メ
の
下
書
き
を
作
成
す
る
。

1

　教
科
書
120
～
121
ペ
ー
ジ
を
音
読
し
、
こ
の
時
間
で
何
を
す
る
か

を
具
体
的
に
わ
か
る
よ
う
に
指
示
す
る
。

　

1

　図
書
室
の
利
用
が
難
し
い
場
合
は
、
複
数
の
候
補
を
持
参
さ
せ

た
り
、
教
員
が
候
補
に
な
り
そ
う
な
本
を
少
し
用
意
す
る
方
法
も

あ
る
。

2

　白
紙
を
配
付
し
な
が
ら
、
本
の
選
択
に
つ
い
て
困
っ
て
い
る
生

徒
に
は
、
声
を
か
け
る
よ
う
に
す
る
。

　
　レ
ジ
ュ
メ
は
手
書
き
で
よ
い
が
、
条
件
が
整
い
可
能
な
場
合

は
、
パ
ソ
コ
ン
で
作
成
し
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
す
る
方
法
も
考
え
ら

れ
る
。

　
　ま
た
、
資
料
を
見
や
す
く
す
る
た
め
に
、
表
紙
や
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
カ
ッ
ト
と
し
て
取
り
入
れ
た
り
、
コ
ピ
ー
を
貼
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
。

　
　ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
の
発
表
時
間
を
考
慮
し
、
必
要
に
応
じ
て
レ

ジ
ュ
メ
の
下
書
き
を
宿
題
と
す
る
。

①　⑤
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学
習
指
導
マ
ニ
ュ
ア
ル

第
一
時
限

【
本
時
の
目
標
】  

❶
授
業
の
目
的
、
流
れ
を
知
る
。

❷
本
を
選
ぶ
。

❸
情
報
を
整
理
す
る
。（
そ
の
1
）

【
学
習
活
動
と
指
導
内
容
】  

◆
導
入

1

　学
習
の
目
的
と
そ
の
流
れ
を
確
認
す
る
。

　教
科
書
120
ペ
ー
ジ
～
123
ペ
ー
ジ
を
開
い
て
、
学
習
の
目
的
と
そ
の
流
れ
を
確
認
す
る
。

目
的
は
120
ペ
ー
ジ
上
段
の
リ
ー
ド
文
、
流
れ
は
120
ペ
ー
ジ
上
段
の
囲
み
で
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
具
体
的
な
作
業
の
第
一
は
、
レ
ジ
ュ
メ
を
121
ペ
ー
ジ
を
参
考
に
し
て
作
る
こ

と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
教
科
書
120
～
121
ペ
ー
ジ
を
音
読
し
、
こ
の
時
間
で
何
を
す
る

か
を
具
体
的
に
わ
か
る
よ
う
に
指
示
す
る
。

　読
書
は
、
見
聞
を
広
げ
、
国
語
だ
け
で
は
な
く
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
に
も
必
要
な
こ
と
で

あ
る
が
、
生
涯
の
楽
し
み
で
も
あ
り
、
高
校
生
に
と
っ
て
は
こ
れ
か
ら
の
生
き
方
に
も
影

響
を
与
え
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
、
重
要
な
活
動
で
あ
る
。
た
だ
、
つ
い
つ
い
読
書
さ
せ

ら
れ
る
印
象
が
強
く
、
ま
た
、
一
人
で
次
々
と
本
を
選
ん
で
い
く
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ

で
、
友
人
同
士
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
同
士
で
情
報
交
換
を
す
る
こ
と
は
、
興
味
深
い
、
楽
し

い
読
書
の
き
っ
か
け
と
な
ろ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
読
書
経
験
を
文
章
に
し
て
、
互
い
に
読
み

合
う
の
で
は
な
く
、
目
の
前
で
本
人
か
ら
語
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
、
よ
り
印
象
深
く
本
へ

の
興
味
を
引
き
出
す
こ
と
に
な
る
。
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
が
興
味
関
心
を
抱
い
た
本
を
選
び
、

心
惹
か
れ
た
点
を
語
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
そ
の
た
め
の
授
業
の
目
的
、
流
れ
で
あ
る
こ

と
が
生
徒
に
伝
え
ら
れ
る
と
よ
い
。

◆
展
開
1

1

　自
分
が
取
り
上
げ
る
本
を
選
ぶ
。

　事
前
に
、
候
補
の
本
を
持
参
す
る
よ
う
に
指
示
し
て
お
き
、
可
能
な
ら
ば
そ
れ
を
持
っ

て
図
書
室
へ
行
き
、
図
書
室
で
さ
ら
に
候
補
を
探
し
、
そ
の
上
で
取
り
上
げ
る
本
を
決
定

す
る
よ
う
に
指
示
す
る
。
図
書
室
が
利
用
で
き
な
い
場
合
は
、
候
補
を
複
数
用
意
し
、
教

室
で
選
ぶ
よ
う
に
す
る
こ
と
も
一
つ
の
方
法
で
あ
る
。
そ
の
折
に
、
グ
ル
ー
プ
や
ク
ラ
ス

で
互
い
に
見
合
う
方
法
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
教
員
が
候
補
に
な
り
そ
う
な
本
を
少
し

用
意
す
る
方
法
も
加
え
ら
れ
る
。

　取
り
上
げ
る
一
冊
を
選
ぶ
観
点
は
120
ペ
ー
ジ
下
段
の
1
を
参
考
と
す
る
。
何
よ
り
も
自

分
が
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
や
趣
味
や
好
き
な
こ
と
に
関
わ
り
が
あ
り
、
興
味
関
心
を
持
て

る
こ
と
が
大
切
。
な
か
な
か
見
つ
け
ら
れ
な
い
生
徒
に
は
、
こ
の
こ
と
を
気
づ
か
せ
る
ア

ド
バ
イ
ス
を
ま
ず
試
み
た
い
。
ど
う
し
て
も
探
せ
な
い
生
徒
、
本
に
は
興
味
や
経
験
が
な

い
生
徒
の
場
合
は
、い
ろ
い
ろ
な
分
野
か
ら
候
補
を
薦
め
る
の
も
一
つ
の
方
法
。
例
え
ば
、

子
ど
も
の
時
に
見
た
こ
と
の
あ
り
そ
う
な
絵
本
、
大
人
か
ら
も
興
味
深
く
捉
え
ら
れ
て
い

る
児
童
書
、
部
活
や
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
に
関
わ
り
の
あ
る
雑
誌
、
体
験
談
の
本
、
短

時
間
で
読
め
そ
う
な
小
説
や
エ
ッ
セ
イ
の
短
編
を
収
め
た
本
、な
ど
に
も
目
を
向
け
さ
せ
、

薦
め
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　こ
の
授
業
で
は
要
に
な
る
大
切
な
作
業
で
あ
る
の
で
、
生
徒
の
主
体
性
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
支
援
を
す
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

2

　レ
ジ
ュ
メ
の
下
書
き
を
作
成
す
る
。

　Ａ
4
判
も
し
く
は
Ｂ
5
判
の
白
紙
も
し
く
は
横
罫
の
用
紙
に
、
121
ペ
ー
ジ
と
122
ペ
ー
ジ

の
上
段
3
を
参
考
に
し
て
レ
ジ
ュ
メ
の
下
書
き
を
作
成
す
る
。
白
紙
も
し
く
は
横
罫
の
用

紙
を
配
付
し
て
、
教
科
書
を
見
な
が
ら
下
書
き
を
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
本
指
導
資

料
の
付
属
Ｃ
Ｄ
─

Ｒ
Ｏ
Ｍ
に
収
録
さ
れ
て
い
る
用
紙
を
配
付
し
て
も
よ
い
。

　個
々
の
下
書
き
作
業
の
様
子
を
確
認
し
な
が
ら
、
机
間
巡
視
を
し
て
必
要
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
す
る
。
こ
の
と
き
、
本
を
選
べ
て
い
る
か
、
各
項
目
に
記
入
が
で
き
て
い
る
か
、
を

ま
ず
確
認
す
る
が
、
次
に
は
、
自
分
の
意
見
を
一
言
で
書
い
て
い
る
場
合
は
、
説
明
や
理
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学
習
指
導
の
展
開

◉
学
習
指
導
案
例
（
授
業
時
間
5
時
間
の
例
）

　※
評
価
の
番
号
は
、「
◉
学
習
目
標
と
評
価
」
の
番
号
と
対
応
し
て
い
ま
す
。  

時
間

目

　
　標

学
習
活
動
と
指
導
内
容

指
導
上
の
留
意
点

評
価

第1時限

❶
授
業
の
目
的
、
流
れ
を
知

る
。

❷
本
を
選
ぶ
。

❸
情
報
を
整
理
す
る
。（
そ
の

1
）

◆
導
入

展
開
1

1

　学
習
の
目
的
と
そ
の
流
れ
を
確
認
す
る
。

　
1

　自
分
が
取
り
上
げ
る
本
を
選
ぶ
。

　
　事
前
に
、
候
補
の
本
を
持
参
す
る
よ
う
に
指
示
し
て

お
き
、
そ
れ
を
持
っ
て
図
書
室
へ
行
き
、
さ
ら
に
候
補

を
探
し
、
そ
の
上
で
取
り
上
げ
る
本
を
決
定
す
る
よ
う

に
指
示
す
る
。
選
ぶ
観
点
は
120
ペ
ー
ジ
下
段
の
1
を
参

考
と
す
る
。

2

　レ
ジ
ュ
メ
の
下
書
き
を
作
成
す
る
。

　
　Ａ
4
判
も
し
く
は
Ｂ
5
判
の
白
紙
も
し
く
は
横
罫

の
用
紙
に
、
121
ペ
ー
ジ
と
122
ペ
ー
ジ
の
上
段
3
を
参
考

に
し
て
レ
ジ
ュ
メ
の
下
書
き
を
作
成
す
る
。

1

　教
科
書
120
～
121
ペ
ー
ジ
を
音
読
し
、
こ
の
時
間
で
何
を
す
る
か

を
具
体
的
に
わ
か
る
よ
う
に
指
示
す
る
。

　

1

　図
書
室
の
利
用
が
難
し
い
場
合
は
、
複
数
の
候
補
を
持
参
さ
せ

た
り
、
教
員
が
候
補
に
な
り
そ
う
な
本
を
少
し
用
意
す
る
方
法
も

あ
る
。

2

　白
紙
を
配
付
し
な
が
ら
、
本
の
選
択
に
つ
い
て
困
っ
て
い
る
生

徒
に
は
、
声
を
か
け
る
よ
う
に
す
る
。

　
　レ
ジ
ュ
メ
は
手
書
き
で
よ
い
が
、
条
件
が
整
い
可
能
な
場
合

は
、
パ
ソ
コ
ン
で
作
成
し
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
す
る
方
法
も
考
え
ら

れ
る
。

　
　ま
た
、
資
料
を
見
や
す
く
す
る
た
め
に
、
表
紙
や
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
カ
ッ
ト
と
し
て
取
り
入
れ
た
り
、
コ
ピ
ー
を
貼
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
。

　
　ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
の
発
表
時
間
を
考
慮
し
、
必
要
に
応
じ
て
レ

ジ
ュ
メ
の
下
書
き
を
宿
題
と
す
る
。

①　⑤
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本
を
選
べ
な
い
生
徒
へ
薦
め
る
本
に
つ
い
て

ヘ
ル
プ
！

　本
を
選
べ
な
い
生
徒
に
薦
め
る
本
を
選
ぶ
に
は
、
本
稿
の
参
考
資
料
や
参
考
文
献

お
よ
び
本
書
の
読
書
案
内
も
参
考
に
な
る
。
児
童
書
・
絵
本
に
も
高
校
生
の
思
考
や

感
性
に
訴
え
る
作
品
は
少
な
く
な
い
。

　例
え
ば
、『
モ
モ
─
時
間
ど
ろ
ぼ
う
と
ぬ
す
ま
れ
た
時
間
を
人
間
に
か
え
し
て
く
れ

た
女
の
子
の
ふ
し
ぎ
な
物
語
─
』（
ミ
ヒ
ェ
ル
・
エ
ン
デ
著
、
大
島
か
お
り
訳
、
岩
波

書
店
・
一
九
七
六
年
、
岩
波
少
年
文
庫
版
は
二
〇
〇
五
年
）
は
時
間
に
追
わ
れ
る
非

人
間
的
な
現
代
社
会
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。『
ぼ
く
と
「
ジ
ョ
ー
ジ
」』

（
Ｅ
・
Ｌ
・
カ
ニ
グ
ズ
バ
ー
グ
著
、
松
永
ふ
み
子
訳
、
岩
波
少
年
文
庫
・
二
〇
〇
八

年
）で
は
思
春
期
の
自
我
の
葛
藤
を
描
い
て
い
る
。話
題
に
な
っ
た
映
画
や
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
の
原
作
と
し
て
は
、『
は
て
し
な
い
物
語
』
上
・
下
（
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
エ
ン
デ

著
、
上
田
真
而
子
・
佐
藤
真
理
子
訳
、
岩
波
少
年
文
庫
・
二
〇
〇
〇
年
）、『
床
下
の

小
人
た
ち
』（
メ
ア
リ
ー
・
ノ
ー
ト
ン
著
、
林
容
吉
訳
、
岩
波
少
年
文
庫
・
二
〇
〇
〇

年
）、『
魔
法
使
い
ハ
ウ
ル
と
火
の
悪
魔
』（
ダ
イ
ア
ナ
・
ウ
ィ
ン
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
著
、

西
村
醇
子
訳
、
徳
間
書
店
・
一
九
九
七
年
）、『
霧
の
む
こ
う
の
ふ
し
ぎ
な
町
』（
柏
葉

幸
子
著
、
講
談
社
青
い
鳥
文
庫
・
二
〇
〇
四
年
）
な
ど
も
あ
る
。
昔
話
・
伝
説
の
基

盤
に
成
り
立
つ
短
編
を
数
多
く
書
き
残
し
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
再
来
と
言
わ
れ
た
エ

リ
ナ
ー
・
フ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
の
『
ム
ギ
と
王
さ
ま

　本
の
小
べ
や
1
』（
石
井
桃
子
訳
、

岩
波
少
年
文
庫
・
二
〇
〇
一
年
）『
天
国
を
出
て
い
く

　本
の
小
べ
や
2
』（
石
井
桃

子
訳
、
岩
波
少
年
文
庫
・
二
〇
〇
一
年
）
な
ど
も
作
品
を
い
ろ
い
ろ
な
方
向
か
ら
考

え
る
楽
し
さ
を
提
供
し
て
く
れ
る
。

　一
方
、
絵
本
に
は
、
漢
詩
の
世
界
を
絵
本
化
し
、
夜
明
け
を
見
事
に
表
現
し
た
と

言
わ
れ
る
『
よ
あ
け
』（
ユ
リ
・
シ
ュ
ル
ヴ
ィ
ッ
ツ
作
、
瀬
田
貞
二
訳
、
福
音
館
書

店
・
一
九
七
七
年
）、
世
界
平
和
を
祈
る
『
き
ょ
う
と
い
う
ひ
』（
荒
井
良
二
作
、
Ｂ

Ｌ
出
版
・
二
〇
〇
五
年
）、
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
隣
人
を
考
え
さ
せ
る
『
ぼ
く
が
ラ
ー

メ
ン
た
べ
て
る
と
き
』（
長
谷
川
義
史
作
、
教
育
画
劇
・
二
〇
〇
八
年
）、
読
み
合
う

楽
し
さ
を
提
供
し
て
く
れ
る
『
ま
る
ま
る
ま
る
の
ほ
ん
』（
エ
ル
ヴ
ェ
・
テ
ュ
レ
作
、

谷
川
俊
太
郎
訳
、
ポ
プ
ラ
社
・
二
〇
一
〇
年
）
な
ど
、
高
校
生
が
楽
し
み
、
考
え
る

こ
と
の
で
き
る
作
品
が
続
出
し
て
い
る
。

　物
語
体
験
の
必
要
性
は
、
幼
児
、
児
童
の
時
期
に
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
文
章
に

親
し
み
、
思
い
を
文
章
で
表
現
す
る
場
合
、
高
校
生
に
お
い
て
も
そ
の
き
っ
か
け
と

な
り
得
る
と
考
え
ら
れ
る
。幼
い
頃
に
読
み
聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
物
語
の
追
体
験
が
、

新
た
な
感
慨
を
引
き
起
こ
す
場
合
も
あ
る
。
そ
う
し
た
経
験
が
ほ
と
ん
ど
無
い
場
合

で
も
、
人
は
年
齢
に
拘
わ
ら
ず
話
を
好
む
も
の
で
あ
る
か
ら
、
新
た
に
物
語
体
験
を

積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
も
あ
る
。
読
書
対
象
を
狭
め
ず
、
生
徒
の
関
心
を
引
く
分
野

の
作
品
や
絵
本
に
も
範
囲
を
広
げ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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由
を
加
え
て
、
ふ
く
ら
ま
せ
る
よ
う
に
注
意
を
喚
起
す
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

　ま
た
、
こ
の
下
書
き
は
次
の
授
業
で
友
達
と
読
み
合
っ
て
か
ら
清
書
を
す
る
こ
と
、
清

書
の
段
階
で
カ
ッ
ト
な
ど
を
入
れ
る
場
合
は
そ
の
準
備
を
す
る
こ
と
を
予
告
す
る
。

　レ
ジ
ュ
メ
は
発
表
で
聞
き
手
の
手
元
に
配
ら
れ
る
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
を
す
る
こ

と
で
、
よ
り
印
象
深
い
発
表
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
紙
面
の
許
す
範
囲
で
、
カ
ッ
ト
や

表
や
グ
ラ
フ
な
ど
の
視
覚
に
訴
え
る
工
夫
も
認
め
る
と
、
作
成
す
る
側
も
聞
く
側
も
楽
し

さ
が
増
す
で
あ
ろ
う
。
レ
ジ
ュ
メ
は
手
書
き
で
よ
い
が
、
条
件
が
整
い
可
能
な
場
合
は
、

パ
ソ
コ
ン
で
作
成
し
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
す
る
方
法
も
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
案
外
手
書
き

の
方
が
作
る
側
も
聞
く
側
も
印
象
に
残
り
や
す
い
。

　ま
た
、
資
料
を
見
や
す
く
す
る
た
め
に
、
表
紙
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
カ
ッ
ト
と
し
て
取

り
入
れ
た
り
、
コ
ピ
ー
を
貼
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
コ
ピ
ー
の
場
合
は
授
業
で
配
付
す

る
範
囲
の
資
料
な
の
で
著
作
権
を
侵
害
は
し
な
い
が
、
こ
の
機
会
に
引
用
や
複
写
に
関
す

る
著
作
権
の
こ
と
に
触
れ
る
こ
と
も
一
つ
の
学
習
と
な
ろ
う
。

　ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
の
発
表
時
間
を
考
慮
し
、
必
要
に
応
じ
て
レ
ジ
ュ
メ
の
下
書
き
を
宿
題

と
す
る
。
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例
1
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記
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の時期、院政を行った上皇や法皇の中でも、今様という庶民の歌を愛したことで変人ともい
われている後白河院は、実は大変な策略家だったという実像を、四人の人物の証言から浮か
び上がらせる小説。
◆魅力
　四人の人が語る四つの部分からできているが、それぞれが語り口調も考え方も違ってい
る。それらを読みながら、読者自身が頭の中で組み上げていくと後白河院の人物像が浮かび
上がってくる。それが周りの人に理解してもらえない変わり者ではなく、緻密に策略を巡ら
せていた政治力のある大人物になってくるところに、ぐいぐいと引き込まれていく。しかも
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いくようで魅力的だ。後白河に対する解釈はいろいろとあるので、他の作家の作品や歴史の
解説書を読み合わせるとさまざまな後白河像があり、さらに興味がわいてくる。
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本
を
選
べ
な
い
生
徒
へ
薦
め
る
本
に
つ
い
て

ヘ
ル
プ
！

　本
を
選
べ
な
い
生
徒
に
薦
め
る
本
を
選
ぶ
に
は
、
本
稿
の
参
考
資
料
や
参
考
文
献

お
よ
び
本
書
の
読
書
案
内
も
参
考
に
な
る
。
児
童
書
・
絵
本
に
も
高
校
生
の
思
考
や

感
性
に
訴
え
る
作
品
は
少
な
く
な
い
。

　例
え
ば
、『
モ
モ
─
時
間
ど
ろ
ぼ
う
と
ぬ
す
ま
れ
た
時
間
を
人
間
に
か
え
し
て
く
れ

た
女
の
子
の
ふ
し
ぎ
な
物
語
─
』（
ミ
ヒ
ェ
ル
・
エ
ン
デ
著
、
大
島
か
お
り
訳
、
岩
波

書
店
・
一
九
七
六
年
、
岩
波
少
年
文
庫
版
は
二
〇
〇
五
年
）
は
時
間
に
追
わ
れ
る
非

人
間
的
な
現
代
社
会
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。『
ぼ
く
と
「
ジ
ョ
ー
ジ
」』

（
Ｅ
・
Ｌ
・
カ
ニ
グ
ズ
バ
ー
グ
著
、
松
永
ふ
み
子
訳
、
岩
波
少
年
文
庫
・
二
〇
〇
八

年
）で
は
思
春
期
の
自
我
の
葛
藤
を
描
い
て
い
る
。話
題
に
な
っ
た
映
画
や
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
の
原
作
と
し
て
は
、『
は
て
し
な
い
物
語
』
上
・
下
（
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
エ
ン
デ

著
、
上
田
真
而
子
・
佐
藤
真
理
子
訳
、
岩
波
少
年
文
庫
・
二
〇
〇
〇
年
）、『
床
下
の

小
人
た
ち
』（
メ
ア
リ
ー
・
ノ
ー
ト
ン
著
、
林
容
吉
訳
、
岩
波
少
年
文
庫
・
二
〇
〇
〇

年
）、『
魔
法
使
い
ハ
ウ
ル
と
火
の
悪
魔
』（
ダ
イ
ア
ナ
・
ウ
ィ
ン
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
著
、

西
村
醇
子
訳
、
徳
間
書
店
・
一
九
九
七
年
）、『
霧
の
む
こ
う
の
ふ
し
ぎ
な
町
』（
柏
葉

幸
子
著
、
講
談
社
青
い
鳥
文
庫
・
二
〇
〇
四
年
）
な
ど
も
あ
る
。
昔
話
・
伝
説
の
基

盤
に
成
り
立
つ
短
編
を
数
多
く
書
き
残
し
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
再
来
と
言
わ
れ
た
エ

リ
ナ
ー
・
フ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
の
『
ム
ギ
と
王
さ
ま

　本
の
小
べ
や
1
』（
石
井
桃
子
訳
、

岩
波
少
年
文
庫
・
二
〇
〇
一
年
）『
天
国
を
出
て
い
く

　本
の
小
べ
や
2
』（
石
井
桃

子
訳
、
岩
波
少
年
文
庫
・
二
〇
〇
一
年
）
な
ど
も
作
品
を
い
ろ
い
ろ
な
方
向
か
ら
考

え
る
楽
し
さ
を
提
供
し
て
く
れ
る
。

　一
方
、
絵
本
に
は
、
漢
詩
の
世
界
を
絵
本
化
し
、
夜
明
け
を
見
事
に
表
現
し
た
と

言
わ
れ
る
『
よ
あ
け
』（
ユ
リ
・
シ
ュ
ル
ヴ
ィ
ッ
ツ
作
、
瀬
田
貞
二
訳
、
福
音
館
書

店
・
一
九
七
七
年
）、
世
界
平
和
を
祈
る
『
き
ょ
う
と
い
う
ひ
』（
荒
井
良
二
作
、
Ｂ

Ｌ
出
版
・
二
〇
〇
五
年
）、
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
隣
人
を
考
え
さ
せ
る
『
ぼ
く
が
ラ
ー

メ
ン
た
べ
て
る
と
き
』（
長
谷
川
義
史
作
、
教
育
画
劇
・
二
〇
〇
八
年
）、
読
み
合
う

楽
し
さ
を
提
供
し
て
く
れ
る
『
ま
る
ま
る
ま
る
の
ほ
ん
』（
エ
ル
ヴ
ェ
・
テ
ュ
レ
作
、

谷
川
俊
太
郎
訳
、
ポ
プ
ラ
社
・
二
〇
一
〇
年
）
な
ど
、
高
校
生
が
楽
し
み
、
考
え
る

こ
と
の
で
き
る
作
品
が
続
出
し
て
い
る
。

　物
語
体
験
の
必
要
性
は
、
幼
児
、
児
童
の
時
期
に
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
文
章
に

親
し
み
、
思
い
を
文
章
で
表
現
す
る
場
合
、
高
校
生
に
お
い
て
も
そ
の
き
っ
か
け
と

な
り
得
る
と
考
え
ら
れ
る
。幼
い
頃
に
読
み
聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
物
語
の
追
体
験
が
、

新
た
な
感
慨
を
引
き
起
こ
す
場
合
も
あ
る
。
そ
う
し
た
経
験
が
ほ
と
ん
ど
無
い
場
合

で
も
、
人
は
年
齢
に
拘
わ
ら
ず
話
を
好
む
も
の
で
あ
る
か
ら
、
新
た
に
物
語
体
験
を

積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
も
あ
る
。
読
書
対
象
を
狭
め
ず
、
生
徒
の
関
心
を
引
く
分
野

の
作
品
や
絵
本
に
も
範
囲
を
広
げ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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由
を
加
え
て
、
ふ
く
ら
ま
せ
る
よ
う
に
注
意
を
喚
起
す
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

　ま
た
、
こ
の
下
書
き
は
次
の
授
業
で
友
達
と
読
み
合
っ
て
か
ら
清
書
を
す
る
こ
と
、
清

書
の
段
階
で
カ
ッ
ト
な
ど
を
入
れ
る
場
合
は
そ
の
準
備
を
す
る
こ
と
を
予
告
す
る
。

　レ
ジ
ュ
メ
は
発
表
で
聞
き
手
の
手
元
に
配
ら
れ
る
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
を
す
る
こ

と
で
、
よ
り
印
象
深
い
発
表
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
紙
面
の
許
す
範
囲
で
、
カ
ッ
ト
や

表
や
グ
ラ
フ
な
ど
の
視
覚
に
訴
え
る
工
夫
も
認
め
る
と
、
作
成
す
る
側
も
聞
く
側
も
楽
し

さ
が
増
す
で
あ
ろ
う
。
レ
ジ
ュ
メ
は
手
書
き
で
よ
い
が
、
条
件
が
整
い
可
能
な
場
合
は
、

パ
ソ
コ
ン
で
作
成
し
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
す
る
方
法
も
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
案
外
手
書
き

の
方
が
作
る
側
も
聞
く
側
も
印
象
に
残
り
や
す
い
。

　ま
た
、
資
料
を
見
や
す
く
す
る
た
め
に
、
表
紙
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
カ
ッ
ト
と
し
て
取

り
入
れ
た
り
、
コ
ピ
ー
を
貼
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
コ
ピ
ー
の
場
合
は
授
業
で
配
付
す

る
範
囲
の
資
料
な
の
で
著
作
権
を
侵
害
は
し
な
い
が
、
こ
の
機
会
に
引
用
や
複
写
に
関
す

る
著
作
権
の
こ
と
に
触
れ
る
こ
と
も
一
つ
の
学
習
と
な
ろ
う
。

　ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
の
発
表
時
間
を
考
慮
し
、
必
要
に
応
じ
て
レ
ジ
ュ
メ
の
下
書
き
を
宿
題

と
す
る
。
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　テレビドラマで中世の時代や後白河という人物に興味を持って、インターネットで調べた
らこの小説が興味深い構成であることがわかったので、解説が付いている文庫版で読んでみ
た。
◆本や作品に対する感想
　四人の人物がそれぞれ後白河周辺の出来事について自分の見たこと聞いたことを語って
いく構成になっている。読者である自分がそれらの話を組み立てて、イメージをふくらませ
ていくのは難しいが、事件を解決していくミステリーのようで、わくわくするおもしろさが
ある。
◆主な内容
　平安時代の終わり頃、それまでの貴族の政治が武士に取って代わられようとしている混乱
の時期、院政を行った上皇や法皇の中でも、今様という庶民の歌を愛したことで変人ともい
われている後白河院は、実は大変な策略家だったという実像を、四人の人物の証言から浮か
び上がらせる小説。
◆魅力
　四人の人が語る四つの部分からできているが、それぞれが語り口調も考え方も違ってい
る。それらを読みながら、読者自身が頭の中で組み上げていくと後白河院の人物像が浮かび
上がってくる。それが周りの人に理解してもらえない変わり者ではなく、緻密に策略を巡ら
せていた政治力のある大人物になってくるところに、ぐいぐいと引き込まれていく。しかも
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いくようで魅力的だ。後白河に対する解釈はいろいろとあるので、他の作家の作品や歴史の
解説書を読み合わせるとさまざまな後白河像があり、さらに興味がわいてくる。
◆キャッチコピー
　四人の証言が大策略家「後白河」の実像を暴く！
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教
材
の
研
究

❖
木
曾
の
最
期

◉
全
体
の
構
成

　段
落
分
け
と
大
意  

◉
展
開
図  

【
状
況
設
定
】

　木
曾
殿
（
源
義
仲
）、
平
家
軍
に
勝
っ
て
都
入
り
す
る
も
、
後
白
河
法
皇
と
対
立
し
、
源
頼
朝
の
追
討
軍
に
よ
っ
て
都
を
追
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　木
曾
殿
は
、
勢
田
を
守
っ
て
い
た
乳
母
子
の
今
井
四
郎
（
兼
平
）
と
大
津
の
打
出
浜
で
再
会
し
、
追
討
軍
と
戦
う
も
、
と
う
と
う
主
従
二
騎
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　
【
二
人
の
言
動
と
心
の
動
き
】

　木
曾
「
鎧
が
重
く
感
じ
ら
れ
る
。」（
信
頼
す
る
今
井
に
弱
音
を
吐
く
。）

　今
井
「
あ
な
た
様
は
ま
だ
お
疲
れ
に
は
な
っ
て
い
な
い
。」「
臆
病
に
よ
っ
て
そ
う
お
感
じ
に
な
る
の
だ
。」（
木
曾
殿
を
元
気
づ
け
る
。）

　
　
　→
「
防
ぎ
矢
を
す
る
の
で
、
粟
津
の
松
原
で
自
害
し
て
ほ
し
い
。」（
木
曾
殿
を
思
い
、
武
将
と
し
て
の
立
派
な
最
期
を
願
う
。）

　
　
　
　
　
　
　↓

　
　
　
　
　新
手
の
敵
が
、
五
十
騎
ほ
ど
現
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　↓

　今
井
「
粟
津
の
松
原
へ
行
っ
て
自
害
を
。」

　木
曾
「
お
前
と
一
緒
に
討
ち
死
に
を
し
た
い
。」（
信
頼
す
る
今
井
と
離
れ
た
く
な
い
。）

　今
井
「
弓
矢
取
り
（
武
士
）
は
最
期
に
不
覚
を
と
る
と
、
末
代
ま
で
の
不
名
誉
と
な
り
ま
す
。」「
あ
な
た
様
は
疲
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。」（
木
曾
殿
を
説
得
）

　
　
　→
「
と
に
か
く
あ
の
松
原
に
。」（
ひ
た
す
ら
木
曾
殿
の
名
誉
を
大
切
に
す
る
。）

　木
曾
「
そ
れ
な
ら
ば
」
と
、
松
原
に
向
か
う
。（
今
井
の
気
持
ち
を
尊
重
し
よ
う
。）

　
　
　
　
　
　
　↓

　今
井
「
自
分
の
こ
と
は
鎌
倉
殿
も
ご
存
じ
で
あ
る
。」（
相
手
を
自
分
に
引
き
つ
け
て
、
木
曾
殿
を
無
事
自
害
さ
せ
よ
う
と
す
る
。）

　
　
　
　た
だ
一
騎
で
奮
戦
。
無
傷
で
敵
を
多
く
討
ち
取
る
。（
木
曾
殿
を
守
り
た
い
と
い
う
強
い
思
い
。）

　
　
　
　
　
　
　↓

　木
曾
、
松
原
へ
向
か
う
途
中
で
、
馬
が
深
田
に
は
ま
り
、
動
け
な
く
な
り
、
後
ろ
を
振
り
返
る
。（
今
井
の
行
方
が
気
が
か
り
。）

　
　
　
　内
甲
を
射
ら
れ
て
し
ま
い
、
石
田
次
郎
為
久
に
討
ち
取
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　↓

　今
井
「
今
と
な
っ
て
は
戦
う
理
由
が
な
く
な
っ
た
。
自
分
の
死
に
様
を
自
害
の
手
本
と
せ
よ
。」
と
、
壮
絶
な
最
期
を
遂
げ
る
。（
木
曾
殿
の
名
誉
を
挽
回
す
る
た
め
。）

段
落

ペ
ー
ジ
・
行

大

　
　意

第
一
段

初
め
～
251
・
5「
駆
け
た
ま
ふ
。」

　戦
い
の
末
、
と
う
と
う
木
曾
殿
と
今
井
四
郎
の
主
従
二
騎
に
な
っ
た
。「
鎧
が
重
く
な
っ
た
。」
と
弱
音
を
吐
き
、
と
も
に
戦
っ
て
死
の

う
と
す
る
木
曾
殿
を
、
今
井
四
郎
は
叱
咤
激
励
し
、
自
害
す
る
よ
う
説
得
す
る
。
木
曾
殿
は
結
局
今
井
の
勧
め
に
従
い
、
自
害
す
る
た
め

粟
津
の
松
原
へ
馬
を
走
ら
せ
た
。

第
二
段

251
・
6「
今
井
四
郎
た
だ
一
騎
、」

～
252
・
7
「
手
も
負
は
ず
。」

　今
井
四
郎
は
木
曾
殿
を
無
事
自
害
さ
せ
る
た
め
、
一
人
で
五
十
騎
の
敵
を
相
手
に
奮
戦
し
た
。
そ
の
戦
い
ぶ
り
に
正
面
か
ら
戦
い
を
挑

む
者
は
い
な
か
っ
た
。

第
三
段

252
・
8「
木
曾
殿
は
た
だ
一
騎
、」

～
終
わ
り

　木
曾
殿
は
粟
津
の
松
原
へ
向
か
っ
た
が
、
途
中
誤
っ
て
深
田
に
乗
り
入
れ
、
身
動
き
が
と
れ
な
く
な
っ
た
と
こ
ろ
を
射
ら
れ
、
首
を
取

ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
木
曾
殿
の
死
を
知
っ
た
今
井
四
郎
は
壮
烈
な
自
害
を
遂
げ
た
。
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◉
品
詞
分
解
と
通
釈  

〔
品
詞
分
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〕
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〔
通
釈
〕

①
今
井
四
郎
兼
平
と
、
木
曾
殿
（
義
仲
）
が
、
主
従
二

騎
に
な
っ
て
木
曾
殿
が
お
っ
し
ゃ
る
こ
と
に
は
、

「
日
ご
ろ
は
何
と
も
思
わ
な
い
鎧
が
今
日
は
重
く
な
っ

た
ぞ
。」

②
今
井
四
郎
が
申
し
あ
げ
る
こ
と
に
は
、

「
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お
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疲
れ
に
な
っ
て
は
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
せ
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。

御
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も
弱
っ
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お
り
ま
せ
ん
。

ど
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思
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ま
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う
。
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思
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の
で
す
。
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　都み
や
こ  �

に
て �  ��

い
か
に �� 

　

�

も

　

� 

　

�

な
る

　

� 

　

�

べ
か
り

　

� 

　

��

つ
る

　

�� 

　
　

�

が
、 

　

� 

こ
れ

 �

ま
で �  

逃の
が

れ
来く

る  

　

�

は
、 � 

な
ん
ぢ 

　

�

と

　

� 

一い
つ

所し
よ 

　

�

で

　

� 

　

�

死し

な

　

� 

　
　

�

ん

　
　

� 

　

�

と

　

�

　

�

思お
も

ふ

　

� 

た
め 

　

 �

な
り
。 �

所と
こ
ろ

々ど
こ
ろ 

　

�

で

　

� 

　

�

討う

た

　

� 

　
　

�

れ

　
　

� 

　

 ��

ん

　

 ��  �

よ
り � 

　

�

も
、 � 

ひ
と
所と

こ
ろ 

　

�

で

　

� 

　

�

こ
そ

　

�

討う

ち
死じ

に 

　

�

を

　

� 

　

�

も

　

� 

　

 �

せ

　

 � 

　
　

 �

め
。」

　

 �

お
思
い
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

矢
が
七
、
八
本
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
し
ば
ら
く
防
ぎ
矢

を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

あ
そ
こ
に
見
え
て
お
り
ま
す
、
粟
津
の
松
原
と
申
す
と

こ
ろ
、
あ
の
松
の
中
で
御
自
害
な
さ
い
ま
せ
。」

と
申
し
あ
げ
て
、
む
ち
を
打
っ
て
馬
を
急
が
せ
て
い
く

う
ち
に
、
ま
た
新
手
の
武
者
が
五
十
騎
ほ
ど
現
れ
た
。

③
「
殿
は
あ
の
松
原
へ
お
入
り
く
だ
さ
い
。

兼
平
は
こ
の
敵
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。」

と
（
今
井
が
）
申
し
あ
げ
る
と
、
木
曾
殿
が
お
っ
し
ゃ

る
こ
と
に
は
、

「
こ
の
義
仲
は
、都
で
最
期
を
遂
げ
る
は
ず
で
あ
っ
た
と

こ
ろ
を
、
こ
こ
ま
で
逃
れ
て
来
た
の
は
、
お
前
と
同
じ

所
で
死
の
う
と
思
っ
た
か
ら
だ
。

別
々
の
と
こ
ろ
で
討
た
れ
る
よ
り
も
、
同
じ
場
所
で
討

ち
死
に
を
し
よ
う
で
は
な
い
か
。」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 ��

格
助（
結
果
）
　動（
ラ
四･

連
用･

音
便
）
　接
助（
単
接
） ��

動（
尊
敬
・
ハ
四･

連
用
） ��

助
動（
過
去･

連
体
）

係
助（
区
別
）

　
　
　
　
　
　係
助（
区
別
）
　
　

 ��

格
助（
引
用
）
　係
助（
強
意
）
　動（
ヤ
下
二･

未
然
）
　助
動（
打
消･

連
体
）
　
　
　格
助（
主
格
）
　
　
　
　

 

係
助（
区
別
）

形（
ク･

連
用･

音
便
）
　動（
ラ
四･

連
用･

音
便
）
　助
動（
完
了･

連
体
） �
係
助（
強
意
）
　間
助（
詠
嘆
）

　
　
　
　
　
　
　
　動（
謙
譲
・
サ
四･

連
用
）
　助
動（
過
去･

連
体
）
　係
助（
区
別
）

　
　
　
　

��

係
助（
並
列
）
　
　

�

副

　
　

��

動（
ラ
下
二･

未
然
）
　助
動（
尊
敬･

連
用
）
　補
動（
尊
敬･

ハ
四･

未
然
）
　助
動（
打
消･

終
止
）

　
　
　
　係
助（
並
列
） �

動（
ラ
四･

連
用
）
　補
動（
丁
寧･

ハ
四･

未
然
）
　助
動（
打
消･

終
止
）

　
　

�

格
助（
原
因
）
　動（
ラ
四･

連
用･

音
便
）
　接
助（
単
接
）
　係
助（
反
語･

係
）
　
　
　
　

 �

格
助（
体
修
）
　
　
　
　
　
　
　

�

格
助（
対
象
）
　形（
ク･

連
用･

音
便
）

係
助（
区
別
）
　

�

動（
尊
敬
・
サ
四･

連
用
）
　動（
丁
寧･

ハ
四･

終
止
）
　助
動（
推
量･

連
体･

結
）

 

代
名

　

�

係
助（
区
別
）
　
　
　
　

��

格
助（
対
象
）
　
　
　
　

 

格
助（
主
格
）
　補
動（
丁
寧･

ハ
四･

未
然
）
　助
動（
打
消･

已
然
）
　

�

接
助（
順
接･
確
定
）

格
助（
理
由
） ��

係
助（
強
意･

係
） �

副����

係
助（
区
別
）
　

�

動（
尊
敬
・
サ
四･

連
用
）
　

�

補
動（
丁
寧･

ハ
四･

已
然･

結
）

　
　
　
　
　
　
　
　動（
丁
寧
・
ハ
四･

終
止
）
　

�

接
助（
逆
接･

仮
定
）
　
　
　

�

格
助（
体
修
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　格
助（
比
喩
）
　動（
尊
敬
・
サ
四･

命
令
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 �

動（
丁
寧
・
ハ
四･

已
然
）
　

�

接
助（
順
接･

確
定
）
　
　
　

�

副

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 �

動（
ラ
四･

未
然
）
　

�

助
動（
意
志･

終
止
）

 

代
名

　

�

格
助（
場
所
）
　動（
ヤ
下
二･

連
用
）
　補
助（
丁
寧･

ハ
四･

連
体
）
　
　
　
　

 �

格
助（
体
修
）
　
　
　
　

 

格
助（
引
用
）
　動（
丁
寧
・
サ
四･

終
止
）

�

代
名

　

�

格
助（
体
修
）
　
　

���

格
助（
体
修
）
　
　
　格
助（
場
所
）
　
　
　
　
　
　

�

動（
丁
寧
・
ハ
四･

命
令
）

格
助（
引
用
）
　接
助（
単
接
）
　

�

動（
タ
四･

連
用･

音
便
）
　接
助（
単
接
）
　動（
カ
四･

連
体
）
　
　
　
　
　格
助（
時
間
）
　

��

副

　
　
　
　
　
　

�

格
助（
体
修
）

　
　
　
　
　

�

副
助（
程
度
）
　動（
カ
変･

連
用
）
　助
動（
完
了･

終
止
）

　
　
　
　
　

�

係
助（
区
別
）
　代
名

　格
助（
体
修
）
　
　
　
　

��

格
助（
方
向
）
　動（
ラ
四･

未
然
）
　助
動（
尊
敬･

連
用
）
　

�

補
動（
尊
敬･

ハ
四･

命
令
）

　
　
　
　係
助（
区
別
）
　代
名

　格
助（
体
修
）
　
　
　動（
ガ
四･

連
用
）
　補
動（
丁
寧･

ハ
四･

未
然
）
　助
動（
意
志･

終
止
）

格
助（
引
用
）
　

�

動（
謙
譲
・
サ
四･

連
用
）
　

�

助
動（
過
去･

已
然
） �

接
助（
順
接･

確
定
）
　
　
　
　
　
　

�

動（
尊
敬
・
ハ
四･

連
用
）
　助
動（
過
去･

連
体
）
　係
助（
区
別
）

　
　
　
　
　
　
　

 

格
助（
場
所
）
　形
動（
ナ
リ･

連
用
） �

係
助（
強
意
）
　動（
ラ
四･

終
止
）
　助
動（
当
然･

連
用
）
　助
動（
完
了･

連
体
）
　接
助（
逆
接･

確
定
）
　

�

代
名

副
助（
範
囲
）
　

�

動（
カ
変･

連
体
）
　係
助（
区
別
） ��

　代
名

　

 ��

格
助（
相
手
）
　
　
　
　

 

格
助（
場
所
）
　動（
ナ
変･

未
然
）
　助
動（
意
志･

終
止
）
　

�

格
助（
引
用
）

動（
ハ
四･

連
体
）
　
　
　
　

��

助
動（
断
定･

終
止
）

　
　
　
　格
助（
場
所
） �

動（
タ
四･

未
然
）
　助
動（
受
身･

未
然
）
　助
動（
婉
曲･

連
体
）
　格
助（
比
較
）
　係
助（
強
意
）
　
　
　
　
　
　格
助（
場
所
）
　係
助（
強
意･

係
）

　
　
　
　
　
　

��

格
助（
対
象
）
　係
助（
強
意
）
　動（
サ
変･

未
然
）
　助
動（
勧
誘･

已
然･

結
）
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◉
品
詞
分
解
と
通
釈  

〔
品
詞
分
解
〕

①
今い
ま

井ゐ
の

四し

郎ら
う

、
木き

曾そ

殿ど
の

、
主し

ゆ

従じ
ゆ
う

二に

騎き 

　

�

に

　

� 

　
　

�

な
つ

　
　

� 

　

�

て

　

� �

　の
た
ま
ひ

　

� 

　

��

け
る

　

��

　

�

は
、 �

「
日ひ

ご
ろ 

　

�

は

　

� 

何な
に 

　

�

と

　
� 

　
�

も

　

� 

　

��

覚お
ぼ

え

　

�� 

　

 ��

ぬ

　

 �� 

鎧よ
ろ
ひ 

　

�

が

　

� 

今け

日ふ 

　

�

は

　

�

　

 �

重お
も

う

　

 � 

　
　

�

な
つ

　
　

� 

　

��
た
る

　
�� 

　

�

ぞ

　

� 

　

�

や
。」�

②
今い

ま

井ゐ
の

四し

郎ら
う 

　
　

�

申ま
う

し

　

��� 

　

��

け
る

　

�� 
　

�
は
、 �

「
御お

ん

身み 

　

�

も

　

� 

い
ま
だ 

　

 �

疲つ
か

れ

　

 � 

　

��

さ
せ

　
�� 

　
 ��

た
ま
は

　

 �� 

　

 ��

ず
。 ��

御お
ん

馬う
ま 

　

�

も

　

� 

　

�

弱よ
は

り

　

� 

　
　

��

候さ
う
らは

　
　

�� 

　
　

�

ず
。

　
�

何な
に 

　

�

に

　

� 

　
　

�

よ
つ

　
　

� 

　

�

て

　

� 

　

 �

か
、

　

� 

一い
ち

両り
や
う 

　

�

の

　
� 

御お
ん

着き

背せ

長な
が 

　

�

を

　

� 

　
　重お

も

う

　
　

　

�

は

　

� 

　お
ぼ
し
め
し�� 

　
　候さ

う
らふ

　
　

�� 

　
　

�

べ
き
。

　

�

そ
れ 

　

�

は

　

� 

味み

方か
た 

　

�

に

　

� 

御お
ん

勢せ
い 

　

�

が

　

� 

　
　

��

候さ
う
らは

　
　

�� 

　
　

�

ね

　
　

� 
　

 ��
ば
、  �� 

臆お
く

病び
や
う

　

�

で

　

� 

　

�

こ
そ

　

� 

さ 

　

�

は

　

� 

　お
ぼ
し
め
し

　

 

　
　
　

�

候さ
う
らへ
。

　
　

�

兼か
ね

平ひ
ら

　一い
ち

人に
ん 

　
　

�

候さ
う
らふ

　
　

� 

　

 �

と
も
、

　

� 

余よ 

　

�

の

　

� 

武む

者し
や

　千せ
ん

騎ぎ 

　

�

と

　

� ��

お
ぼ
し
め
せ
。

〔
通
釈
〕

①
今
井
四
郎
兼
平
と
、
木
曾
殿
（
義
仲
）
が
、
主
従
二

騎
に
な
っ
て
木
曾
殿
が
お
っ
し
ゃ
る
こ
と
に
は
、

「
日
ご
ろ
は
何
と
も
思
わ
な
い
鎧
が
今
日
は
重
く
な
っ

た
ぞ
。」

②
今
井
四
郎
が
申
し
あ
げ
る
こ
と
に
は
、

「
殿
は
お
体
も
ま
だ
お
疲
れ
に
な
っ
て
は
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
せ
ん
。

御
馬
も
弱
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

ど
う
し
て
、
た
か
が
一
両
の
御
着
背
長
を
重
く
お
思
い

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
は
お
味
方
に
軍
勢
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
気
後

れ
し
て
そ
の
よ
う
に
お
思
い
に
な
る
の
で
す
。

（
こ
の
）
兼
平
（
は
一
人
で
す
が
、た
と
え
）
一
人
で
ご

ざ
い
ま
し
て
も
、
他
の
武
者
千
騎
に
相
当
す
る
も
の
と

矢や

　七な
な

つ
八や

つ 

　
　

�

候さ
う
らへ 

　
　

 

　
　

�

ば
、
　

 � 

し
ば
ら
く

　防ふ
せ

ぎ
矢や

　つ
か
ま
つ
ら 

　
　

�

ん
。

　

�

あ
れ 

　

�

に

　

� 

　

��

見み

え

　

�� 

　

 

　候さ
う
らふ
、
　

 

　

 

粟あ
は

津づ 

　

�

の

　

� 

松ま
つ

原ば
ら 

　

�

と

　

� 

　
　

 

申ま
う

す
、
　

��

�

あ� 

　

�

の

　

� 

松ま
つ 

　

�

の

　

� 

中な
か 

　

�

で

　

� 

御お
ん

自じ

害が
い 

　
　候さ

う
らへ

。」
　
　

　

�

と

　

� 

　

�

て
、 � 

　
　

�

打う

つ

　
　

� 

　

�

て

　

� 

　

�

行ゆ

く

　

� �

ほ
ど 

　

�

に
、 � 

ま
た

　新あ
ら

手て 

　

�

の

　

� 

武む

者し
や

五ご

十じ
つ

騎き �

ば
か
り�  �

出い

で
来き � 

　

 �

た
り
。
　

�

③
「
君き

み 

　

�

は

　

� �

あ� 

　

�

の

　

� 

松ま
つ

原ば
ら 

　

�

へ

　

� 

　

�

入い

ら

　

� 

　
　

�

せ

　
　

� 

　

 ��

た
ま
へ
。
　

��

兼か
ね

平ひ
ら 

　

�

は

　

� �

こ� 

　

�

の

　

� 

敵か
た
き 

　

�

防ふ
せ

ぎ

　

� 

　
　

��

候さ
う
らは

　
　

�� 

　
　

�

ん
。」
　

�

　

�

と

　

� 

　
　

�

申ま
う

し

　
　

� 

　

��

け
れ

　

�� 

　
　

�

ば
、
　

 � 

木き

曾そ

殿ど
の �

　の
た
ま
ひ

　

� 

　

��

け
る

　

�� 

　

�

は
、 �

「
義よ

し

仲な
か

　都み
や
こ  �

に
て �  ��

い
か
に �� 

　

�

も

　

� 

　

�

な
る

　

� 

　

�

べ
か
り

　

� 

　

��

つ
る

　

�� 

　
　

�

が
、 

　

� 

こ
れ

 �

ま
で �  

逃の
が

れ
来く

る  

　

�

は
、 � 

な
ん
ぢ 

　

�

と

　

� 

一い
つ

所し
よ 

　

�

で

　

� 

　

�

死し

な

　

� 

　
　

�

ん

　
　

� 

　

�

と

　

�

　

�

思お
も

ふ

　

� 

た
め 

　

 �

な
り
。 �

所と
こ
ろ

々ど
こ
ろ 

　

�

で

　

� 

　

�

討う

た

　

� 

　
　

�

れ

　
　

� 

　

 ��

ん

　

 ��  �

よ
り � 

　

�

も
、 � 

ひ
と
所と

こ
ろ 

　

�

で

　

� 

　

�

こ
そ

　

�

討う

ち
死じ

に 

　

�

を

　

� 

　

�

も

　

� 

　

 �

せ

　

 � 

　
　

 �

め
。」

　

 �

お
思
い
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

矢
が
七
、
八
本
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
し
ば
ら
く
防
ぎ
矢

を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

あ
そ
こ
に
見
え
て
お
り
ま
す
、
粟
津
の
松
原
と
申
す
と

こ
ろ
、
あ
の
松
の
中
で
御
自
害
な
さ
い
ま
せ
。」

と
申
し
あ
げ
て
、
む
ち
を
打
っ
て
馬
を
急
が
せ
て
い
く

う
ち
に
、
ま
た
新
手
の
武
者
が
五
十
騎
ほ
ど
現
れ
た
。

③
「
殿
は
あ
の
松
原
へ
お
入
り
く
だ
さ
い
。

兼
平
は
こ
の
敵
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。」

と
（
今
井
が
）
申
し
あ
げ
る
と
、
木
曾
殿
が
お
っ
し
ゃ

る
こ
と
に
は
、

「
こ
の
義
仲
は
、都
で
最
期
を
遂
げ
る
は
ず
で
あ
っ
た
と

こ
ろ
を
、
こ
こ
ま
で
逃
れ
て
来
た
の
は
、
お
前
と
同
じ

所
で
死
の
う
と
思
っ
た
か
ら
だ
。

別
々
の
と
こ
ろ
で
討
た
れ
る
よ
り
も
、
同
じ
場
所
で
討

ち
死
に
を
し
よ
う
で
は
な
い
か
。」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 ��

格
助（
結
果
）
　動（
ラ
四･

連
用･

音
便
）
　接
助（
単
接
） ��

動（
尊
敬
・
ハ
四･

連
用
） ��

助
動（
過
去･

連
体
）

係
助（
区
別
）

　
　
　
　
　
　係
助（
区
別
）
　
　

 ��

格
助（
引
用
）
　係
助（
強
意
）
　動（
ヤ
下
二･

未
然
）
　助
動（
打
消･

連
体
）
　
　
　格
助（
主
格
）
　
　
　
　

 

係
助（
区
別
）

形（
ク･

連
用･

音
便
）
　動（
ラ
四･

連
用･

音
便
）
　助
動（
完
了･
連
体
） �

係
助（
強
意
）
　間
助（
詠
嘆
）

　
　
　
　
　
　
　
　動（
謙
譲
・
サ
四･

連
用
）
　助
動（
過
去･

連
体
）
　係
助（
区
別
）

　
　
　
　

��

係
助（
並
列
）
　
　

�

副

　
　

��

動（
ラ
下
二･

未
然
）
　助
動（
尊
敬･

連
用
）
　補
動（
尊
敬･

ハ
四･

未
然
）
　助
動（
打
消･

終
止
）

　
　
　
　係
助（
並
列
） �

動（
ラ
四･

連
用
）
　補
動（
丁
寧･

ハ
四･

未
然
）
　助
動（
打
消･

終
止
）

　
　

�

格
助（
原
因
）
　動（
ラ
四･

連
用･

音
便
）
　接
助（
単
接
）
　係
助（
反
語･

係
）
　
　
　
　

 �

格
助（
体
修
）
　
　
　
　
　
　
　

�

格
助（
対
象
）
　形（
ク･

連
用･

音
便
）

係
助（
区
別
）
　

�

動（
尊
敬
・
サ
四･

連
用
）
　動（
丁
寧･

ハ
四･

終
止
）
　助
動（
推
量･

連
体･

結
）

 

代
名

　

�

係
助（
区
別
）
　
　
　
　

��

格
助（
対
象
）
　
　
　
　

 

格
助（
主
格
）
　補
動（
丁
寧･

ハ
四･

未
然
）
　助
動（
打
消･

已
然
）
　

�

接
助（
順
接･
確
定
）

格
助（
理
由
） ��

係
助（
強
意･

係
） �

副����

係
助（
区
別
）
　

�

動（
尊
敬
・
サ
四･

連
用
）
　

�

補
動（
丁
寧･

ハ
四･

已
然･

結
）

　
　
　
　
　
　
　
　動（
丁
寧
・
ハ
四･

終
止
）
　

�

接
助（
逆
接･

仮
定
）
　
　
　

�

格
助（
体
修
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　格
助（
比
喩
）
　動（
尊
敬
・
サ
四･

命
令
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 �

動（
丁
寧
・
ハ
四･

已
然
）
　

�

接
助（
順
接･

確
定
）
　
　
　

�

副

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 �

動（
ラ
四･

未
然
）
　

�

助
動（
意
志･

終
止
）

 

代
名

　

�

格
助（
場
所
）
　動（
ヤ
下
二･

連
用
）
　補
助（
丁
寧･

ハ
四･

連
体
）
　
　
　
　

 �

格
助（
体
修
）
　
　
　
　

 

格
助（
引
用
）
　動（
丁
寧
・
サ
四･

終
止
）

�

代
名

　

�

格
助（
体
修
）
　
　

���

格
助（
体
修
）
　
　
　格
助（
場
所
）
　
　
　
　
　
　

�

動（
丁
寧
・
ハ
四･

命
令
）

格
助（
引
用
）
　接
助（
単
接
）
　

�

動（
タ
四･

連
用･

音
便
）
　接
助（
単
接
）
　動（
カ
四･

連
体
）
　
　
　
　
　格
助（
時
間
）
　

��

副

　
　
　
　
　
　

�

格
助（
体
修
）

　
　
　
　
　

�

副
助（
程
度
）
　動（
カ
変･

連
用
）
　助
動（
完
了･

終
止
）

　
　
　
　
　

�

係
助（
区
別
）
　代
名

　格
助（
体
修
）
　
　
　
　

��

格
助（
方
向
）
　動（
ラ
四･

未
然
）
　助
動（
尊
敬･

連
用
）
　

�

補
動（
尊
敬･

ハ
四･

命
令
）

　
　
　
　係
助（
区
別
）
　代
名

　格
助（
体
修
）
　
　
　動（
ガ
四･

連
用
）
　補
動（
丁
寧･

ハ
四･

未
然
）
　助
動（
意
志･

終
止
）

格
助（
引
用
）
　

�

動（
謙
譲
・
サ
四･

連
用
）
　

�

助
動（
過
去･

已
然
） �

接
助（
順
接･

確
定
）
　
　
　
　
　
　

�

動（
尊
敬
・
ハ
四･

連
用
）
　助
動（
過
去･

連
体
）
　係
助（
区
別
）

　
　
　
　
　
　
　

 

格
助（
場
所
）
　形
動（
ナ
リ･

連
用
） �

係
助（
強
意
）
　動（
ラ
四･

終
止
）
　助
動（
当
然･

連
用
）
　助
動（
完
了･

連
体
）
　接
助（
逆
接･

確
定
）
　

�

代
名

副
助（
範
囲
）
　

�

動（
カ
変･

連
体
）
　係
助（
区
別
） ��

　代
名

　

 ��

格
助（
相
手
）
　
　
　
　

 

格
助（
場
所
）
　動（
ナ
変･

未
然
）
　助
動（
意
志･

終
止
）
　

�

格
助（
引
用
）

動（
ハ
四･

連
体
）
　
　
　
　

��

助
動（
断
定･

終
止
）

　
　
　
　格
助（
場
所
） �

動（
タ
四･

未
然
）
　助
動（
受
身･

未
然
）
　助
動（
婉
曲･

連
体
）
　格
助（
比
較
）
　係
助（
強
意
）
　
　
　
　
　
　格
助（
場
所
）
　係
助（
強
意･

係
）

　
　
　
　
　
　

��

格
助（
対
象
）
　係
助（
強
意
）
　動（
サ
変･

未
然
）
　助
動（
勧
誘･

已
然･

結
）
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語
句
・
文
脈
の
解
説

2
4
9
ペ
ー
ジ �

●
第
一
段
（
初
め
～

251
・
5
）
の
大
意

　戦
い
の
末
、
と
う
と
う
木
曾
殿
と
今
井
四
郎
の
主

従
二
騎
に
な
っ
た
。「
鎧
が
重
く
な
っ
た
。」
と
弱
音

を
吐
き
、と
も
に
戦
っ
て
死
の
う
と
す
る
木
曾
殿
を
、

今
井
四
郎
は
叱
咤
激
励
し
、
自
害
す
る
よ
う
説
得
す

る
。
木
曾
殿
は
結
局
今
井
の
勧
め
に
従
い
、
自
害
す

る
た
め
粟
津
の
松
原
へ
馬
を
走
ら
せ
た
。

1 

今
井
四
郎 

（
注
）［
今
井
四
郎
兼
平
。
源
義
仲
（
木
曾

殿
）の
腹
心
の
部
下
。］（
一
一
五
一
年
～
一
一
八
四
年
）。

（
？
～
一
一
八
四
年
）義
仲
を
養
育
し
た
中な
か

原は
ら

兼か
ね

遠と
お

の
第

四
男
。
源
義
仲
の
乳
母
子
。
享
年
は
伝
本
に
よ
っ
て
異

な
る
。
巻
七
「
清
水
冠
者
」
の
、
源
頼
朝
が
義
仲
を
攻

め
よ
う
と
信
濃
に
入
る
場
面
に
初
め
て
登
場
し
、
講
和

の
た
め
の
使
者
と
し
て
頼
朝
の
許
に
赴
い
て
い
る
。
覚

一
本
で
は
、
そ
の
後
も
、
巻
七
「
倶く

利り

伽か

羅ら

」・
巻
八

「
妹せ
の

尾お
の

最さ
い

期ご

」「
猫ね

こ

間ま

」「
鼓つ

づ
み

判ほ
う

官が
ん

」
な
ど
で
、義
仲
を
支

え
る
兼
平
の
行
動
が
際
立
っ
て
描
か
れ
る
。
ま
た
、
作

中
の
兼
平
の
言
動
が
先
見
の
明
を
備
え
て
い
る
も
の
で

あ
る
の
に
対
し
、
義
仲
が
兼
平
の
意
見
や
願
い
に
応
え

ぬ
場
面
も
目
に
つ
く
。
と
は
い
え
、
二
人
の
信
頼
が
揺

ら
ぐ
こ
と
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
絆
の
深
さ
が
強
調
さ

れ
て
い
る
。
最
後
の
寿
永
三
年
一
月
の
範
頼
・
義
経
軍

と
の
戦
い
で
は
、
勢
田
を
攻
め
る
範
頼
軍
と
の
戦
い
に

敗
れ
、
そ
の
後
義
仲
の
身
を
案
じ
て
京
に
戻
る
途
中
の

打う
ち

出で

の
浜
で
、
義
仲
と
の
再
会
を
果
た
す
。

1 

木
曾
殿 

（
注
）［
源
義
仲
［
一
一
五
四
～
一
一
八
四
］。

源
義よ
し

賢か
た

の
子
。
源
頼
朝
（
鎌
倉
殿
）
の
い
と
こ
。
木
曾

（
長
野
県
）
で
成
長
し
、
木
曾
次
郎
と
称
し
た
。］
源
為た
め

義よ
し

の
孫
。
源
義
賢
の
次
男
。
源
頼
朝
に
と
っ
て
は
従
兄

弟
に
あ
た
る
。
兄
は
源
頼よ
り

政ま
さ

の
養
子
で
、
頼
政
の
乱
の

際
に
戦
死
し
た
源
仲な
か

家い
え

で
あ
る
。「
源げ

ん

平ぺ
い

盛じ
ょ
う

衰す
い

記き

」に
よ

れ
ば
、
幼
名
を
駒
王
丸
と
い
っ
た
。
二
歳
の
と
き
に
、

義
賢
が
兄
義
朝
の
息
子
義
平
に
討
た
れ
た
後
、
木
曾
の

中
原
兼
遠
に
引
き
と
ら
れ
た
。
木
曾
で
育
っ
た
の
で
、

木
曾
義
仲
、木
曾
殿
な
ど
と
呼
ば
れ
た
。
一
一
八
〇（
治

承
四
）
年
、
以も
ち

仁ひ
と

王お
う

の
令
旨
を
受
け
て
挙
兵
、
北
陸
路

か
ら
進
撃
し
、
一
一
八
三
（
寿
永
二
）
年
、
七
月
に
平

家
を
追
い
落
と
し
て
京
に
入
り
、
八
月
十
日
の
除じ

目も
く

で

後
白
河
院
か
ら
左さ

馬ま
の

頭か
み

（
左
馬
寮
の
長
官
）、越え

ち

後ご
の

守か
み

に

任
ぜ
ら
れ
る
。（
後
に
伊い

予よ
の

守か
み

に
転
ず
る
）さ
ら
に
巻
八

「
名
虎
」
で
は
、「
朝
日
の
将
軍
」
と
い
う
院
宣
を
下
さ

れ
た
と
す
る
（
史
実
で
は
翌
寿
永
三
年
一
月
に
「
征
東

将
軍
」に
補
任
さ
れ
て
い
る
）。
し
か
し
貴
族
と
の
対
立

や
、
平
家
追
討
の
た
め
の
水
島
合
戦
で
の
敗
北
な
ど
で

次
第
に
孤
立
し
、
後
白
河
院
と
も
対
立
す
る
。
院
が
鎌

倉
の
頼
朝
と
結
び
つ
き
、
義
仲
を
排
除
し
よ
う
と
し
た

と
き
に
、
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ
し
て
院
の
御
所
法ほ
う

住じ
ゅ
う

寺じ

殿ど
の

を
襲
い
（
寿
永
二
年
十
一
月
十
九
日
）、さ
ら
に
頼
朝

発
問

2
4
9
ペ
ー
ジ �

問

　3
「
日
ご
ろ
は
…
…
な
つ
た
る
ぞ
や
。」
と
い
う

言
葉
に
表
れ
た
木
曾
殿
の
気
持
ち
は
次
の
ど
れ

か
。

　ア

　退
却
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
。

　イ

　戦
い
に
疲
れ
た
と
い
う
気
持
ち
。

　ウ

　自
害
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
。

　エ

　

 

今
井
四
郎
だ
け
で
も
逃
げ
て
ほ
し
い
気
持

ち
。

　オ

　裏
切
ら
れ
た
と
い
う
気
持
ち
。

答

　イ

問

　5
「
御
身
も
い
ま
だ
疲
れ
さ
せ
た
ま
は
ず
。」
と

今
井
四
郎
が
言
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

答

　疲
れ
た
と
弱
気
に
な
っ
て
い
る
木
曾
殿
を
励
ま

し
、
立
派
に
自
害
す
る
ま
で
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い

と
思
っ
て
い
た
か
ら
。

問

　7
「
さ
は
お
ぼ
し
め
し
候
へ
。」
の
「
さ
」
の
指

す
内
容
は
何
か
。

答

　「日
ご
ろ
は
何
と
も
覚
え
ぬ
鎧
が
今
日
は
重
う

な
つ
た
る
ぞ
や
。」
と
い
う
木
曾
殿
の
言
葉
。

問

　7
「
兼
平
一
人
…
…
お
ぼ
し
め
せ
。」
と
言
っ
た

の
は
な
ぜ
か
。

答

　木
曾
殿
が
味
方
の
軍
勢
が
い
な
く
な
っ
た
か
ら

弱
気
に
な
っ
た
と
考
え
、
木
曾
殿
を
力
づ
け
る
た

め
に
こ
う
言
っ
た
。

に
対
抗
す
る
た
め
平
家
と
の
和
睦
を
謀
る
も
失
敗
。
同

年
十
二
月
、
源
頼
朝
に
義
仲
追
討
の
院
宣
が
下
り
、
範

頼
・
義
経
軍
に
追
討
さ
れ
る
立
場
と
な
っ
た
。

1 

（
語
句
）
の
た
ま
ふ 

お
っ
し
ゃ
る
、
の
意
。「
言
ふ
」

の
尊
敬
語
で
、
そ
の
動
作
主
を
敬
う
。
こ
の
場
合
は
木

曾
殿
（
義
仲
）
が
動
作
主
な
の
で
、
語
り
手
の
義
仲
に

対
す
る
敬
意
を
表
し
て
い
る
。

3 

鎧 

こ
の
と
き
義
仲
は
「
唐か

ら

綾あ
や

縅お
ど
し

」
の
鎧
を
着
て
い

た
。「
唐
綾
」
は
、
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
浮
き
織
り
の

綾
。「
縅
」
は
、鉄
ま
た
は
革
の
小
片
を
糸
や
革
で
つ
づ

り
合
わ
せ
る
こ
と
。唐
綾
縅
の
鎧
は
光
沢
・
文
様
が
あ
っ

て
優
美
で
あ
り
、
武
将
が
着
用
し
た
。

4 

申
す 

「
言
ふ
」
の
謙
譲
語
。
こ
の
場
合
は
動
作
の
受

け
手
で
あ
る
義
仲
へ
の
敬
意
を
表
し
て
い
る
。

5 

（
語
句
）
た
ま
ふ 

動
作
主
へ
の
尊
敬
の
意
を
表
す
補

助
動
詞
。
こ
の
場
合
は
話
者
で
あ
る
今
井
（
兼
平
）
の

義
仲
に
対
す
る
敬
意
を
表
す
。

5 

御お
ん

馬う
ま 

当
時
の
馬
は
、
日
本
の
在
来
種
の
馬
で
、
標
準

的
な
体
高
（
前
脚
の
蹄ひ
づ
めか

ら
頸く

び

の
根
元
の
鬐き

甲こ
う

骨こ
つ

ま
で

の
高
さ
）
が
四
尺
（
一
二
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）。
現
在

の
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
の
体
高
が
小
さ
く
と
も
一
六
十
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
と
比
較
す
る

と
か
な
り
小
さ
い
印
象
が
あ
る
が
、
馬
と
い
う
種
全
体

か
ら
見
る
と
標
準
的
な
大
き
さ
で
あ
る
。
鎧
な
ど
の
武

具
一
式
を
身
に
つ
け
体
重
も
合
わ
せ
て
百
キ
ロ
を
超
え

る
人
間
を
乗
せ
て
駆
け
た
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
か
な

り
の
馬
力
を
も
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
蹄て
い

鉄て
つ

や
去
勢
の
技
術
は
な
く
、
気
性
も
荒
か
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

5 

候
は
ず 

「
候
ふ
」
は
「
あ
り
」
の
丁
寧
語
。
こ
の
場

合
は
、
話
し
手
で
あ
る
兼
平
の
、
聞
き
手
で
あ
る
義
仲

へ
の
敬
意
を
表
し
て
い
る
。

6 

一
両 

（
注
）［
一
着
。「
両
」
は
鎧
を
数
え
る
単
位
。］

「
両
」
は
当
て
字
で
、
本
来
は
「
領
」
で
あ
る
。「
領
」

は
装
束
・
鎧
な
ど
一
揃
え
の
も
の
を
数
え
る
の
に
用
い

た
単
位
で
あ
る
。

6 

着
背
長 

（
注
）［
大
将
の
用
い
る
鎧
。］
大
将
が
着
用

す
る
大
鎧
の
別
称
。
中
世
で
は
「
鎧
」（「
甲
」「
冑
」
と

も
表
記
し
た
）「
着
背
長
」
の
名
称
が
一
般
的
で
あ
り
、

「
大
鎧
」は
江
戸
時
代
以
降
一
般
的
と
な
っ
た
名
称
。
騎

馬
で
戦
う
た
め
の
防
御
に
配
慮
し
た
、
全
重
量
三
十
キ

ロ
前
後
に
な
る
鎧
で
あ
る
。
大
腿
部
を
防
御
す
る
た
め

に
草く
さ

摺ず
り

が
長
く
、
背
中
か
ら
着
け
て
右
脇
で
合
わ
せ
る

こ
と
か
ら
こ
う
呼
ば
れ
る
。「
大
鎧
」
着
用
の
際
に
は

「
星ほ
し

冑か
ぶ
と

」（
地
板
を
と
め
る
鋲び

ょ
うの

頭
が
鉢
の
表
面
に
見
え

て
い
る
冑
）
を
か
ぶ
る
。

6 

（
語
句
）
お
ぼ
し
め
す 

「
思
ふ
」
の
尊
敬
語
。
こ
の
場

合
は
話
者
で
あ
る
兼
平
の
動
作
主
で
あ
る
義
仲
に
対
す

る
敬
意
を
表
し
て
い
る
。

6 

御お
ん

勢せ
い 

「
勢
」
は
、
軍
勢
、
兵
力
、
の
意
。

8 

防
ぎ
矢 

（
注
）［
敵
の
攻
撃
を
防
ぐ
た
め
に
射
る
矢
。］

こ
こ
で
は
義
仲
に
自
害
さ
せ
る
た
め
の
援
護
射
撃
の

矢
。

9 

粟
津 

（
注
）［
現
在
の
滋
賀
県
大
津
市
粟
津
町
。］
近

問

　11
「
こ
の
敵

か
た
き

」
と
は
、
誰
か
。

答

　新
手
の
武
者
五
十
騎
ば
か
り
。

問

　13
「
い
か
に
も
な
る
」
と
は
、
具
体
的
に
は
ど

う
な
る
こ
と
を
い
う
か
。

答

　死
ぬ
こ
と
。

問

　13
「
な
ん
ぢ
」
と
は
、
誰
の
こ
と
か
。

答

　今
井
四
郎
。

問

　13
「
な
ん
ぢ
と
一
所
で
死
な
ん
と
思
ふ
た
め
な

り
。」
と
い
う
言
葉
か
ら
、木
曾
殿
に
と
っ
て
今
井

が
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
か
。

答

　と
も
に
死
の
う
と
思
え
る
ほ
ど
の
深
い
絆
・
愛

情
で
結
ば
れ
た
存
在
。

2
5
0
ペ
ー
ジ �

問

　5
「
主
」
と
は
誰
か
。

答

　木
曾
殿
。

問

　8
「
最
期
の
と
き
不
覚
」
す
る
と
は
、
具
体
的

に
ど
う
な
る
こ
と
か
。
今
井
四
郎
の
言
葉
か
ら
抜

き
出
せ
。

答

　言
ふ
か
ひ
な
き
人
の
郎
等
に
組
み
落
と
さ
れ
さ

せ
た
ま
ひ
て
、
討
た
れ
さ
せ
た
ま
ひ
（
250
・
11
）

問

　8
「
長
き
傷
」
の
意
味
を
次
か
ら
選
べ
。

　ア

　な
か
な
か
治
ら
な
い
傷
。

　イ

　長
い
傷
口
。

　ウ

　い
つ
ま
で
も
あ
る
欠
点
。

　エ

　末
代
ま
で
の
不
名
誉
。

　オ

　長
引
く
悪
い
評
判
。

答

　エ
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自
害
シ
テ
後
ゾ
、
粟
津
ノ
軍
ハ
留
リ
ケ
ル
」（
延え

ん

慶ぎ
ょ
う

本ぼ
ん

）

「
こ
れ
よ
り
し
て
こ
そ
、粟
津
の
い
く
さ
は
と
と
ま
り
に

け
れ
」（
長
門
本
）「
今
井
う
た
れ
て
後
ぞ
あ
わ
づ
の
い

く
さ
は
は
て
に
け
る
」（
百
二
十
句
本
）「
兼
平
自
害
シ

テ
後
ハ
、粟
津
ノ
軍
モ
無
リ
ケ
リ
」（
源
平
盛
衰
記
）
な

ど
、
粟
津
合
戦
は
兼
平
の
死
を
も
っ
て
終
わ
っ
た
と
い

う
表
現
で
あ
り
、
合
戦
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
も
の
は

み
ら
れ
な
い
。
し
か
も
、
そ
の
よ
う
な
解
釈
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
必
然
性
は
、
覚
一
本
の
本
文
か
ら
も
読

み
取
れ
ず
、
覚
一
本
の
み
が
そ
の
よ
う
な
立
場
に
立
つ

と
す
る
の
は
、「
さ
て
こ
そ
」
の
狭
い
解
釈
に
捉
わ
れ
た

現
代
人
の
深
読
み
に
過
ぎ
な
い
。

「
学
び
の
道
し
る
べ
」
の
解
答
例
・
解
説

●
会
話
の
内
容
と
意
図
を
明
ら
か
に
し
、
人
物
の
も
の
の
見
方
や
生
き
方
を
捉
え
る
。

1

　今
井
四
郎
と
木
曾
殿
は
ど
の
よ
う
な
関
係
か
、
ま
た
、
二
人
は
最
後
に
ど
う

な
っ
た
か
確
か
め
よ
う
。

【
ね
ら
い
】
登
場
人
物
の
人
間
関
係
と
話
の
展
開
を
把
握
す
る
。

【
解
答
例
】
今
井
四
郎
は
木
曾
殿
の
御
乳
母
子
。
二
人
の
関
係
は
乳
兄
弟
で
あ
る
。

　木
曾
殿
は
、
自
害
を
す
る
た
め
に
、
粟
津
の
松
原
に
向
か
う
途
中
、
馬
が
深
田
に
は
ま

り
身
動
き
が
と
れ
な
く
な
る
。
そ
の
と
き
に
、
今
井
の
行
方
が
気
に
な
っ
て
振
り
返
っ
て

仰
ぎ
見
た
と
こ
ろ
を
、
石
田
次
郎
為
久
に
内
甲
を
射
ら
れ
、
石
田
の
郎
等
に
首
を
取
ら
れ

た
。　今

井
四
郎
は
木
曾
殿
に
自
害
を
さ
せ
る
た
め
、
五
十
騎
の
敵
を
相
手
に
た
っ
た
一
騎
で

奮
戦
し
て
い
た
が
、
木
曾
殿
が
討
ち
取
ら
れ
た
こ
と
を
知
り
、
太
刀
の
先
を
口
に
含
ん
で

馬
か
ら
飛
び
落
ち
て
自
害
し
た
。

【
解
説
】
二
人
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
教
科
書
の
注
を
参
照
さ
せ
る
。
ま
た
、
二
人
の
最
期

の
様
子
に
つ
い
て
は
、教
科
書
252
～
253
ペ
ー
ジ
の
記
述
か
ら
確
認
さ
せ
る
。「
乳
母
子
」「
乳

兄
弟
」
と
い
う
関
係
が
深
い
絆
を
伴
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
全
体
の
構
成
・
展
開

図
」
や
「
生
徒
の
た
め
の
参
考
資
料
」
な
ど
を
参
考
に
し
て
、
生
徒
の
知
識
を
補
っ
て
お

く
と
、
理
解
が
深
ま
る
で
あ
ろ
う
。

2

　今
井
四
郎
が
「
御
身
も
い
ま
だ
疲
れ
さ
せ
た
ま
は
ず
。」（

249
・
5
）
と
「
御
身

は
疲
れ
さ
せ
た
ま
ひ
て
候
ふ
。」（

250
・
9
）
と
い
う
、
矛
盾
し
た
言
葉
を
発
し

て
い
る
理
由
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
、
考
え
よ
う
。

【
ね
ら
い
】
今
井
四
郎
が
願
っ
て
い
た
こ
と
を
お
さ
え
る
。

【
解
答
例
】
い
ず
れ
も
、木
曾
殿
に
立
派
な
最
期
を
遂
げ
さ
せ
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
発
せ

ら
れ
た
言
葉
で
あ
り
、
そ
の
点
で
は
一
貫
し
て
い
る
の
だ
が
、
前
者
は
弱
気
に
な
っ
て
い

る
木
曾
殿
を
励
ま
す
た
め
、
後
者
は
一
緒
に
戦
お
う
と
す
る
木
曾
殿
を
あ
き
ら
め
さ
せ
る

た
め
の
も
の
で
あ
り
、状
況
に
応
じ
て
使
い
分
け
を
し
た
た
め
に
、矛
盾
し
た
も
の
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

【
解
説
】
前
者
は
、
鎧
が
重
く
な
っ
た
と
弱
音
を
吐
く
木
曾
殿
を
励
ま
す
こ
と
で
、
粟
津
の

松
原
で
自
害
す
る
ま
で
気
力
を
保
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
発
せ
ら
れ
た
言
葉

で
あ
る
。
後
者
は
、
今
井
と
と
も
に
戦
っ
て
、
一
緒
に
討
ち
死
に
し
よ
う
と
い
う
木
曾
殿

に
、
名
も
無
き
雑
兵
の
手
に
か
か
っ
て
無
様
な
最
期
を
遂
げ
て
し
ま
う
可
能
性
が
高
い
と

い
う
現
実
に
目
を
向
け
さ
せ
る
こ
と
で
、
と
も
に
戦
う
こ
と
を
諦
め
さ
せ
、
す
み
や
か
に

自
害
の
場
所
に
赴
か
せ
る
た
め
に
発
せ
ら
れ
た
言
葉
で
あ
る
。

3

　木
曾
殿
が
「
さ
ら
ば
。」（

251
・
4
）
と
粟
津
の
松
原
へ
駆
け
て
い
っ
た
時
の
気

持
ち
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
、
話
し
合
お
う
。

【
ね
ら
い
】「
さ
ら
ば
」
の
意
味
を
確
認
し
、
今
井
四
郎
の
説
得
ど
お
り
に
行
動
す
る
こ
と

に
し
た
木
曾
殿
の
気
持
ち
を
考
え
る
。

【
解
答
例
】
自
分
の
正
直
な
気
持
ち
と
し
て
は
、
今
井
と
と
も
に
戦
い
、
同
じ
場
所
で
討
ち

死
に
し
た
い
の
だ
が
、
今
井
に
説
得
さ
れ
、
今
井
の
願
い
ど
お
り
に
し
よ
う
と
し
た
。

【
解
説
】
今
井
の
説
得
を
受
け
、
木
曾
殿
は
「
さ
ら
ば
」
と
言
っ
て
粟
津
の
松
原
に
向
か

う
。
短
い
描
写
で
は
あ
る
が
、
そ
の
言
葉
と
行
動
か
ら
、
木
曾
殿
の
決
意
を
読
み
取
る
こ

と
が
で
き
る
。
戦
に
敗
れ
た
木
曾
殿
が
、
都
か
ら
北
国
に
向
か
わ
ず
に
、
わ
ざ
わ
ざ
反
対

側
の
勢
田
に
向
か
っ
た
の
は
、
勢
田
で
範の
り

頼よ
り

軍
と
戦
っ
て
い
た
今
井
の
こ
と
が
気
が
か
り

だ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
木
曾
殿
に
と
っ
て
、
今
井
は
生
死
を
と
も
に
し
よ
う
と
誓
い
合
っ

た
仲
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
木
曾
殿
の
行
動
や
言
葉
か
ら
理
解
す
る
。
木
曾
殿
に
と
っ
て
、

今
井
と
一
緒
に
死
ぬ
こ
と
こ
そ
が
願
い
で
あ
り
、
そ
の
思
い
が
二
人
の
対
立
へ
と
つ
な

が
っ
た
の
だ
が
、
信
頼
す
る
今
井
の
思
い
を
受
け
入
れ
た
か
ら
こ
そ
、
木
曾
殿
は
一
人
で

源
義
仲
に
つ
い
て

　「木
曾
殿
の
最
期
」
で
は
「
殿
」
を
つ
け
て
呼
ば
れ

て
い
る
義
仲
だ
が
、
巻
八
の
猫
間
中
納
言
と
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
な
ど
で
は
か
な
り
馬
鹿
に
さ
れ
た
書
か
れ
方

を
し
て
い
る
。

　例
え
ば
、
巻
八
で
征
夷
大
将
軍
を
賜
っ
た
頼
朝
と

比
べ
、
義
仲
は
色
白
の
好
男
子
で
は
あ
る
が
立
ち
居

ふ
る
ま
い
が
武
骨
で
、
言
葉
つ
き
が
聞
き
苦
し
い
、

困
っ
た
男
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
猫ね
こ

間ま
の

中ち
ゅ
う

納な

言ご
ん

光み
つ

隆た
か

卿
が
義
仲
の
も
と
を
訪
れ
た
と
き
も
義
仲
は
「
猫

が
人
間
に
対
面
す
る
の
か
」
と
大
笑
い
し
、「
猫
殿
」

呼
ば
わ
り
す
る
、
礼
儀
作
法
も
知
ら
な
い
田
舎
者
の

扱
い
で
あ
る
。
ま
た
、
牛
車
に
乗
っ
た
際
に
中
で
仰

向
け
に
転
が
っ
た
り
、
前
か
ら
降
り
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
牛
車
を
後
ろ
か
ら
降
り
た
り
と
、
滑
稽
な
振

る
舞
い
を
す
る
野
蛮
人
と
し
て
描
か
れ
、「
殿
」
抜
き

の
「
木
曾
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

【
情
報
コ
ラ
ム
】

●
木
曾
殿
の
最
期
（『
平
家
物
語
絵
巻
』
土と

佐さ

左さ

助す
け

筆

　
江
戸
時
代
初
期
）（
250
～
251
ペ
ー
ジ
）

　林は
や
し

原ば
ら

美
術
館
所
蔵
の
『
平
家
物
語
絵
巻
』
は
、
一

二
巻
を
上
中
下
に
分
け
た
全
三
十
六
巻
、
そ
の
う
ち

絵
は
七
百
五
枚
に
も
の
ぼ
る
大
作
で
あ
る
。
江
戸
時

代
初
期
に
は
、
大
名
家
の
嫁
入
り
道
具
と
し
て
、
冊

子
形
態
の
豪
華
な
奈
良
絵
本
平
家
物
語
が
い
く
つ
も

作
ら
れ
た
が
、
絵
巻
と
い
う
形
で
こ
れ
だ
け
の
場
面

を
描
き
、
全
巻
揃
っ
た
形
で
残
っ
て
い
る
も
の
は
珍

し
い
。

【
図
版
解
説
】

●
平へ

い

曲き
ょ
く

を
語
る
琵
琶
法
師
（『
職し

ょ
く

人に
ん

尽づ
く
し

歌う
た

合あ
わ
せ

』
江
戸
時

代
後
期
の
模
本
）（
253
ペ
ー
ジ
）

　本
図
は
、東
京
国
立
博
物
館
蔵
の
『
職
人
尽
歌
合
』

に
描
か
れ
た
琵
琶
法
師
の
絵
で
あ
る
。
こ
の
『
職
人

尽
歌
合
』
は
『
七し
ち

十じ
ゆ
う

一い
ち

番ば
ん

職し
よ
く

人に
ん

歌う
た

合あ
わ
せ

』
と
し
て
有
名

で
あ
る
。『
七
十
一
番
職
人
歌
合
』
と
は
、
月
・
恋
の

歌
題
の
も
と
に
、
一
四
二
種
の
職
人
が
左
右
に
分
か

れ
て
七
十
一
番
の
取
り
組
み
を
作
り
、
和
歌
を
競
い

合
う
と
い
っ
た
趣
向
の
絵
巻
で
あ
る
。
絵
の
余
白
部

分
に
は
、
和
歌
の
ほ
か
に
室
町
時
代
の
職
人
た
ち
の

日
常
会
話
や
口
上
な
ど
が
、
い
わ
ゆ
る
画が

中ち
ゆ
う

詞し

と
し

て
当
時
の
口
語
体
で
書
か
れ
て
い
る
。そ
の
成
立
は
、

一
五
〇
〇
（
明
応
九
）
年
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、

掲
載
し
て
い
る
東
京
国
立
博
物
館
蔵『
職
人
尽
歌
合
』

は
、
室
町
時
代
の
土と

佐さ

光み
つ

信の
ぶ

絵
・
三さ

ん

条じ
よ
う

西に
し

実さ
ね

隆た
か

筆
と

さ
れ
る
作
品
を
一
八
四
六
（
弘
化
三
）
年
に
木こ

挽び
き

町ち
よ
う

狩か
の
う野
の
狩
野
晴せ

い

川せ
ん

院い
ん

養お
き

信の
ぶ

（
一
七
九
六
年
～
一
八
四

六
年
）・
狩
野
勝し
よ
う

川せ
ん

院い
ん

雅た
だ

信の
ぶ

（
一
八
二
三
年
～
一
八
七

九
年
）
親
子
が
模
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
東
京
国
立

博
物
館
蔵
。（Im

age:T
N
M

　

Im
age

　

A
rchives

）

【
図
版
解
説
】
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明
解
国
語
総
合

◎教科書に掲載されている図版や
　写真についても解説を加えました。

◎
内
容
理
解
の
参
考
と
な
る
興
味
深
い
コ
ラ
ム
を

　適
宜
掲
載
し
ま
し
た
。

DP02_責了

TM29KS_P001-096_seki.indd   75 2016/03/25   15:51

語
句
・
文
脈
の
解
説

2
4
9
ペ
ー
ジ �

●
第
一
段
（
初
め
～

251
・
5
）
の
大
意

　戦
い
の
末
、
と
う
と
う
木
曾
殿
と
今
井
四
郎
の
主

従
二
騎
に
な
っ
た
。「
鎧
が
重
く
な
っ
た
。」
と
弱
音

を
吐
き
、と
も
に
戦
っ
て
死
の
う
と
す
る
木
曾
殿
を
、

今
井
四
郎
は
叱
咤
激
励
し
、
自
害
す
る
よ
う
説
得
す

る
。
木
曾
殿
は
結
局
今
井
の
勧
め
に
従
い
、
自
害
す

る
た
め
粟
津
の
松
原
へ
馬
を
走
ら
せ
た
。

1 

今
井
四
郎 

（
注
）［
今
井
四
郎
兼
平
。
源
義
仲
（
木
曾

殿
）の
腹
心
の
部
下
。］（
一
一
五
一
年
～
一
一
八
四
年
）。

（
？
～
一
一
八
四
年
）義
仲
を
養
育
し
た
中な
か

原は
ら

兼か
ね

遠と
お

の
第

四
男
。
源
義
仲
の
乳
母
子
。
享
年
は
伝
本
に
よ
っ
て
異

な
る
。
巻
七
「
清
水
冠
者
」
の
、
源
頼
朝
が
義
仲
を
攻

め
よ
う
と
信
濃
に
入
る
場
面
に
初
め
て
登
場
し
、
講
和

の
た
め
の
使
者
と
し
て
頼
朝
の
許
に
赴
い
て
い
る
。
覚

一
本
で
は
、
そ
の
後
も
、
巻
七
「
倶く

利り

伽か

羅ら

」・
巻
八

「
妹せ
の

尾お
の

最さ
い

期ご

」「
猫ね

こ

間ま

」「
鼓つ

づ
み

判ほ
う

官が
ん

」
な
ど
で
、義
仲
を
支

え
る
兼
平
の
行
動
が
際
立
っ
て
描
か
れ
る
。
ま
た
、
作

中
の
兼
平
の
言
動
が
先
見
の
明
を
備
え
て
い
る
も
の
で

あ
る
の
に
対
し
、
義
仲
が
兼
平
の
意
見
や
願
い
に
応
え

ぬ
場
面
も
目
に
つ
く
。
と
は
い
え
、
二
人
の
信
頼
が
揺

ら
ぐ
こ
と
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
絆
の
深
さ
が
強
調
さ

れ
て
い
る
。
最
後
の
寿
永
三
年
一
月
の
範
頼
・
義
経
軍

と
の
戦
い
で
は
、
勢
田
を
攻
め
る
範
頼
軍
と
の
戦
い
に

敗
れ
、
そ
の
後
義
仲
の
身
を
案
じ
て
京
に
戻
る
途
中
の

打う
ち

出で

の
浜
で
、
義
仲
と
の
再
会
を
果
た
す
。

1 

木
曾
殿 

（
注
）［
源
義
仲
［
一
一
五
四
～
一
一
八
四
］。

源
義よ
し

賢か
た

の
子
。
源
頼
朝
（
鎌
倉
殿
）
の
い
と
こ
。
木
曾

（
長
野
県
）
で
成
長
し
、
木
曾
次
郎
と
称
し
た
。］
源
為た
め

義よ
し

の
孫
。
源
義
賢
の
次
男
。
源
頼
朝
に
と
っ
て
は
従
兄

弟
に
あ
た
る
。
兄
は
源
頼よ
り

政ま
さ

の
養
子
で
、
頼
政
の
乱
の

際
に
戦
死
し
た
源
仲な
か

家い
え

で
あ
る
。「
源げ

ん

平ぺ
い

盛じ
ょ
う

衰す
い

記き

」に
よ

れ
ば
、
幼
名
を
駒
王
丸
と
い
っ
た
。
二
歳
の
と
き
に
、

義
賢
が
兄
義
朝
の
息
子
義
平
に
討
た
れ
た
後
、
木
曾
の

中
原
兼
遠
に
引
き
と
ら
れ
た
。
木
曾
で
育
っ
た
の
で
、

木
曾
義
仲
、木
曾
殿
な
ど
と
呼
ば
れ
た
。
一
一
八
〇（
治

承
四
）
年
、
以も
ち

仁ひ
と

王お
う

の
令
旨
を
受
け
て
挙
兵
、
北
陸
路

か
ら
進
撃
し
、
一
一
八
三
（
寿
永
二
）
年
、
七
月
に
平

家
を
追
い
落
と
し
て
京
に
入
り
、
八
月
十
日
の
除じ

目も
く

で

後
白
河
院
か
ら
左さ

馬ま
の

頭か
み

（
左
馬
寮
の
長
官
）、越え

ち

後ご
の

守か
み

に

任
ぜ
ら
れ
る
。（
後
に
伊い

予よ
の

守か
み

に
転
ず
る
）さ
ら
に
巻
八

「
名
虎
」
で
は
、「
朝
日
の
将
軍
」
と
い
う
院
宣
を
下
さ

れ
た
と
す
る
（
史
実
で
は
翌
寿
永
三
年
一
月
に
「
征
東

将
軍
」に
補
任
さ
れ
て
い
る
）。
し
か
し
貴
族
と
の
対
立

や
、
平
家
追
討
の
た
め
の
水
島
合
戦
で
の
敗
北
な
ど
で

次
第
に
孤
立
し
、
後
白
河
院
と
も
対
立
す
る
。
院
が
鎌

倉
の
頼
朝
と
結
び
つ
き
、
義
仲
を
排
除
し
よ
う
と
し
た

と
き
に
、
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ
し
て
院
の
御
所
法ほ
う

住じ
ゅ
う

寺じ

殿ど
の

を
襲
い
（
寿
永
二
年
十
一
月
十
九
日
）、さ
ら
に
頼
朝

発
問

2
4
9
ペ
ー
ジ �

問

　3
「
日
ご
ろ
は
…
…
な
つ
た
る
ぞ
や
。」
と
い
う

言
葉
に
表
れ
た
木
曾
殿
の
気
持
ち
は
次
の
ど
れ

か
。

　ア

　退
却
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
。

　イ

　戦
い
に
疲
れ
た
と
い
う
気
持
ち
。

　ウ

　自
害
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
。

　エ

　

 

今
井
四
郎
だ
け
で
も
逃
げ
て
ほ
し
い
気
持

ち
。

　オ

　裏
切
ら
れ
た
と
い
う
気
持
ち
。

答

　イ

問

　5
「
御
身
も
い
ま
だ
疲
れ
さ
せ
た
ま
は
ず
。」
と

今
井
四
郎
が
言
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

答

　疲
れ
た
と
弱
気
に
な
っ
て
い
る
木
曾
殿
を
励
ま

し
、
立
派
に
自
害
す
る
ま
で
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い

と
思
っ
て
い
た
か
ら
。

問

　7
「
さ
は
お
ぼ
し
め
し
候
へ
。」
の
「
さ
」
の
指

す
内
容
は
何
か
。

答

　「日
ご
ろ
は
何
と
も
覚
え
ぬ
鎧
が
今
日
は
重
う

な
つ
た
る
ぞ
や
。」
と
い
う
木
曾
殿
の
言
葉
。

問

　7
「
兼
平
一
人
…
…
お
ぼ
し
め
せ
。」
と
言
っ
た

の
は
な
ぜ
か
。

答

　木
曾
殿
が
味
方
の
軍
勢
が
い
な
く
な
っ
た
か
ら

弱
気
に
な
っ
た
と
考
え
、
木
曾
殿
を
力
づ
け
る
た

め
に
こ
う
言
っ
た
。

に
対
抗
す
る
た
め
平
家
と
の
和
睦
を
謀
る
も
失
敗
。
同

年
十
二
月
、
源
頼
朝
に
義
仲
追
討
の
院
宣
が
下
り
、
範

頼
・
義
経
軍
に
追
討
さ
れ
る
立
場
と
な
っ
た
。

1 

（
語
句
）
の
た
ま
ふ 

お
っ
し
ゃ
る
、
の
意
。「
言
ふ
」

の
尊
敬
語
で
、
そ
の
動
作
主
を
敬
う
。
こ
の
場
合
は
木

曾
殿
（
義
仲
）
が
動
作
主
な
の
で
、
語
り
手
の
義
仲
に

対
す
る
敬
意
を
表
し
て
い
る
。

3 

鎧 

こ
の
と
き
義
仲
は
「
唐か

ら

綾あ
や

縅お
ど
し

」
の
鎧
を
着
て
い

た
。「
唐
綾
」
は
、
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
浮
き
織
り
の

綾
。「
縅
」
は
、鉄
ま
た
は
革
の
小
片
を
糸
や
革
で
つ
づ

り
合
わ
せ
る
こ
と
。唐
綾
縅
の
鎧
は
光
沢
・
文
様
が
あ
っ

て
優
美
で
あ
り
、
武
将
が
着
用
し
た
。

4 

申
す 

「
言
ふ
」
の
謙
譲
語
。
こ
の
場
合
は
動
作
の
受

け
手
で
あ
る
義
仲
へ
の
敬
意
を
表
し
て
い
る
。

5 

（
語
句
）
た
ま
ふ 

動
作
主
へ
の
尊
敬
の
意
を
表
す
補

助
動
詞
。
こ
の
場
合
は
話
者
で
あ
る
今
井
（
兼
平
）
の

義
仲
に
対
す
る
敬
意
を
表
す
。

5 

御お
ん

馬う
ま 

当
時
の
馬
は
、
日
本
の
在
来
種
の
馬
で
、
標
準

的
な
体
高
（
前
脚
の
蹄ひ
づ
めか
ら
頸く

び

の
根
元
の
鬐き

甲こ
う

骨こ
つ

ま
で

の
高
さ
）
が
四
尺
（
一
二
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）。
現
在

の
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
の
体
高
が
小
さ
く
と
も
一
六
十
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
と
比
較
す
る

と
か
な
り
小
さ
い
印
象
が
あ
る
が
、
馬
と
い
う
種
全
体

か
ら
見
る
と
標
準
的
な
大
き
さ
で
あ
る
。
鎧
な
ど
の
武

具
一
式
を
身
に
つ
け
体
重
も
合
わ
せ
て
百
キ
ロ
を
超
え

る
人
間
を
乗
せ
て
駆
け
た
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
か
な

り
の
馬
力
を
も
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
蹄て
い

鉄て
つ

や
去
勢
の
技
術
は
な
く
、
気
性
も
荒
か
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

5 

候
は
ず 

「
候
ふ
」
は
「
あ
り
」
の
丁
寧
語
。
こ
の
場

合
は
、
話
し
手
で
あ
る
兼
平
の
、
聞
き
手
で
あ
る
義
仲

へ
の
敬
意
を
表
し
て
い
る
。

6 

一
両 

（
注
）［
一
着
。「
両
」
は
鎧
を
数
え
る
単
位
。］

「
両
」
は
当
て
字
で
、
本
来
は
「
領
」
で
あ
る
。「
領
」

は
装
束
・
鎧
な
ど
一
揃
え
の
も
の
を
数
え
る
の
に
用
い

た
単
位
で
あ
る
。

6 

着
背
長 

（
注
）［
大
将
の
用
い
る
鎧
。］
大
将
が
着
用

す
る
大
鎧
の
別
称
。
中
世
で
は
「
鎧
」（「
甲
」「
冑
」
と

も
表
記
し
た
）「
着
背
長
」
の
名
称
が
一
般
的
で
あ
り
、

「
大
鎧
」は
江
戸
時
代
以
降
一
般
的
と
な
っ
た
名
称
。
騎

馬
で
戦
う
た
め
の
防
御
に
配
慮
し
た
、
全
重
量
三
十
キ

ロ
前
後
に
な
る
鎧
で
あ
る
。
大
腿
部
を
防
御
す
る
た
め

に
草く
さ

摺ず
り

が
長
く
、
背
中
か
ら
着
け
て
右
脇
で
合
わ
せ
る

こ
と
か
ら
こ
う
呼
ば
れ
る
。「
大
鎧
」
着
用
の
際
に
は

「
星ほ
し

冑か
ぶ
と

」（
地
板
を
と
め
る
鋲び

ょ
うの
頭
が
鉢
の
表
面
に
見
え

て
い
る
冑
）
を
か
ぶ
る
。

6 

（
語
句
）
お
ぼ
し
め
す 

「
思
ふ
」
の
尊
敬
語
。
こ
の
場

合
は
話
者
で
あ
る
兼
平
の
動
作
主
で
あ
る
義
仲
に
対
す

る
敬
意
を
表
し
て
い
る
。

6 

御お
ん

勢せ
い 

「
勢
」
は
、
軍
勢
、
兵
力
、
の
意
。

8 

防
ぎ
矢 

（
注
）［
敵
の
攻
撃
を
防
ぐ
た
め
に
射
る
矢
。］

こ
こ
で
は
義
仲
に
自
害
さ
せ
る
た
め
の
援
護
射
撃
の

矢
。

9 

粟
津 

（
注
）［
現
在
の
滋
賀
県
大
津
市
粟
津
町
。］
近

問

　11
「
こ
の
敵

か
た
き

」
と
は
、
誰
か
。

答

　新
手
の
武
者
五
十
騎
ば
か
り
。

問

　13
「
い
か
に
も
な
る
」
と
は
、
具
体
的
に
は
ど

う
な
る
こ
と
を
い
う
か
。

答

　死
ぬ
こ
と
。

問

　13
「
な
ん
ぢ
」
と
は
、
誰
の
こ
と
か
。

答

　今
井
四
郎
。

問

　13
「
な
ん
ぢ
と
一
所
で
死
な
ん
と
思
ふ
た
め
な

り
。」
と
い
う
言
葉
か
ら
、木
曾
殿
に
と
っ
て
今
井

が
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
か
。

答

　と
も
に
死
の
う
と
思
え
る
ほ
ど
の
深
い
絆
・
愛

情
で
結
ば
れ
た
存
在
。

2
5
0
ペ
ー
ジ �

問

　5
「
主
」
と
は
誰
か
。

答

　木
曾
殿
。

問

　8
「
最
期
の
と
き
不
覚
」
す
る
と
は
、
具
体
的

に
ど
う
な
る
こ
と
か
。
今
井
四
郎
の
言
葉
か
ら
抜

き
出
せ
。

答

　言
ふ
か
ひ
な
き
人
の
郎
等
に
組
み
落
と
さ
れ
さ

せ
た
ま
ひ
て
、
討
た
れ
さ
せ
た
ま
ひ
（
250
・
11
）

問

　8
「
長
き
傷
」
の
意
味
を
次
か
ら
選
べ
。

　ア

　な
か
な
か
治
ら
な
い
傷
。

　イ

　長
い
傷
口
。

　ウ

　い
つ
ま
で
も
あ
る
欠
点
。

　エ

　末
代
ま
で
の
不
名
誉
。

　オ

　長
引
く
悪
い
評
判
。

答

　エ
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自
害
シ
テ
後
ゾ
、
粟
津
ノ
軍
ハ
留
リ
ケ
ル
」（
延え

ん

慶ぎ
ょ
う

本ぼ
ん

）

「
こ
れ
よ
り
し
て
こ
そ
、粟
津
の
い
く
さ
は
と
と
ま
り
に

け
れ
」（
長
門
本
）「
今
井
う
た
れ
て
後
ぞ
あ
わ
づ
の
い

く
さ
は
は
て
に
け
る
」（
百
二
十
句
本
）「
兼
平
自
害
シ

テ
後
ハ
、粟
津
ノ
軍
モ
無
リ
ケ
リ
」（
源
平
盛
衰
記
）
な

ど
、
粟
津
合
戦
は
兼
平
の
死
を
も
っ
て
終
わ
っ
た
と
い

う
表
現
で
あ
り
、
合
戦
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
も
の
は

み
ら
れ
な
い
。
し
か
も
、
そ
の
よ
う
な
解
釈
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
必
然
性
は
、
覚
一
本
の
本
文
か
ら
も
読

み
取
れ
ず
、
覚
一
本
の
み
が
そ
の
よ
う
な
立
場
に
立
つ

と
す
る
の
は
、「
さ
て
こ
そ
」
の
狭
い
解
釈
に
捉
わ
れ
た

現
代
人
の
深
読
み
に
過
ぎ
な
い
。

「
学
び
の
道
し
る
べ
」
の
解
答
例
・
解
説

●
会
話
の
内
容
と
意
図
を
明
ら
か
に
し
、
人
物
の
も
の
の
見
方
や
生
き
方
を
捉
え
る
。

1

　今
井
四
郎
と
木
曾
殿
は
ど
の
よ
う
な
関
係
か
、
ま
た
、
二
人
は
最
後
に
ど
う

な
っ
た
か
確
か
め
よ
う
。

【
ね
ら
い
】
登
場
人
物
の
人
間
関
係
と
話
の
展
開
を
把
握
す
る
。

【
解
答
例
】
今
井
四
郎
は
木
曾
殿
の
御
乳
母
子
。
二
人
の
関
係
は
乳
兄
弟
で
あ
る
。

　木
曾
殿
は
、
自
害
を
す
る
た
め
に
、
粟
津
の
松
原
に
向
か
う
途
中
、
馬
が
深
田
に
は
ま

り
身
動
き
が
と
れ
な
く
な
る
。
そ
の
と
き
に
、
今
井
の
行
方
が
気
に
な
っ
て
振
り
返
っ
て

仰
ぎ
見
た
と
こ
ろ
を
、
石
田
次
郎
為
久
に
内
甲
を
射
ら
れ
、
石
田
の
郎
等
に
首
を
取
ら
れ

た
。　今

井
四
郎
は
木
曾
殿
に
自
害
を
さ
せ
る
た
め
、
五
十
騎
の
敵
を
相
手
に
た
っ
た
一
騎
で

奮
戦
し
て
い
た
が
、
木
曾
殿
が
討
ち
取
ら
れ
た
こ
と
を
知
り
、
太
刀
の
先
を
口
に
含
ん
で

馬
か
ら
飛
び
落
ち
て
自
害
し
た
。

【
解
説
】
二
人
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
教
科
書
の
注
を
参
照
さ
せ
る
。
ま
た
、
二
人
の
最
期

の
様
子
に
つ
い
て
は
、教
科
書
252
～
253
ペ
ー
ジ
の
記
述
か
ら
確
認
さ
せ
る
。「
乳
母
子
」「
乳

兄
弟
」
と
い
う
関
係
が
深
い
絆
を
伴
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
全
体
の
構
成
・
展
開

図
」
や
「
生
徒
の
た
め
の
参
考
資
料
」
な
ど
を
参
考
に
し
て
、
生
徒
の
知
識
を
補
っ
て
お

く
と
、
理
解
が
深
ま
る
で
あ
ろ
う
。

2

　今
井
四
郎
が
「
御
身
も
い
ま
だ
疲
れ
さ
せ
た
ま
は
ず
。」（

249
・
5
）
と
「
御
身

は
疲
れ
さ
せ
た
ま
ひ
て
候
ふ
。」（

250
・
9
）
と
い
う
、
矛
盾
し
た
言
葉
を
発
し

て
い
る
理
由
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
、
考
え
よ
う
。

【
ね
ら
い
】
今
井
四
郎
が
願
っ
て
い
た
こ
と
を
お
さ
え
る
。

【
解
答
例
】
い
ず
れ
も
、木
曾
殿
に
立
派
な
最
期
を
遂
げ
さ
せ
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
発
せ

ら
れ
た
言
葉
で
あ
り
、
そ
の
点
で
は
一
貫
し
て
い
る
の
だ
が
、
前
者
は
弱
気
に
な
っ
て
い

る
木
曾
殿
を
励
ま
す
た
め
、
後
者
は
一
緒
に
戦
お
う
と
す
る
木
曾
殿
を
あ
き
ら
め
さ
せ
る

た
め
の
も
の
で
あ
り
、状
況
に
応
じ
て
使
い
分
け
を
し
た
た
め
に
、矛
盾
し
た
も
の
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

【
解
説
】
前
者
は
、
鎧
が
重
く
な
っ
た
と
弱
音
を
吐
く
木
曾
殿
を
励
ま
す
こ
と
で
、
粟
津
の

松
原
で
自
害
す
る
ま
で
気
力
を
保
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
発
せ
ら
れ
た
言
葉

で
あ
る
。
後
者
は
、
今
井
と
と
も
に
戦
っ
て
、
一
緒
に
討
ち
死
に
し
よ
う
と
い
う
木
曾
殿

に
、
名
も
無
き
雑
兵
の
手
に
か
か
っ
て
無
様
な
最
期
を
遂
げ
て
し
ま
う
可
能
性
が
高
い
と

い
う
現
実
に
目
を
向
け
さ
せ
る
こ
と
で
、
と
も
に
戦
う
こ
と
を
諦
め
さ
せ
、
す
み
や
か
に

自
害
の
場
所
に
赴
か
せ
る
た
め
に
発
せ
ら
れ
た
言
葉
で
あ
る
。

3

　木
曾
殿
が
「
さ
ら
ば
。」（

251
・
4
）
と
粟
津
の
松
原
へ
駆
け
て
い
っ
た
時
の
気

持
ち
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
、
話
し
合
お
う
。

【
ね
ら
い
】「
さ
ら
ば
」
の
意
味
を
確
認
し
、
今
井
四
郎
の
説
得
ど
お
り
に
行
動
す
る
こ
と

に
し
た
木
曾
殿
の
気
持
ち
を
考
え
る
。

【
解
答
例
】
自
分
の
正
直
な
気
持
ち
と
し
て
は
、
今
井
と
と
も
に
戦
い
、
同
じ
場
所
で
討
ち

死
に
し
た
い
の
だ
が
、
今
井
に
説
得
さ
れ
、
今
井
の
願
い
ど
お
り
に
し
よ
う
と
し
た
。

【
解
説
】
今
井
の
説
得
を
受
け
、
木
曾
殿
は
「
さ
ら
ば
」
と
言
っ
て
粟
津
の
松
原
に
向
か

う
。
短
い
描
写
で
は
あ
る
が
、
そ
の
言
葉
と
行
動
か
ら
、
木
曾
殿
の
決
意
を
読
み
取
る
こ

と
が
で
き
る
。
戦
に
敗
れ
た
木
曾
殿
が
、
都
か
ら
北
国
に
向
か
わ
ず
に
、
わ
ざ
わ
ざ
反
対

側
の
勢
田
に
向
か
っ
た
の
は
、
勢
田
で
範の
り

頼よ
り

軍
と
戦
っ
て
い
た
今
井
の
こ
と
が
気
が
か
り

だ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
木
曾
殿
に
と
っ
て
、
今
井
は
生
死
を
と
も
に
し
よ
う
と
誓
い
合
っ

た
仲
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
木
曾
殿
の
行
動
や
言
葉
か
ら
理
解
す
る
。
木
曾
殿
に
と
っ
て
、

今
井
と
一
緒
に
死
ぬ
こ
と
こ
そ
が
願
い
で
あ
り
、
そ
の
思
い
が
二
人
の
対
立
へ
と
つ
な

が
っ
た
の
だ
が
、
信
頼
す
る
今
井
の
思
い
を
受
け
入
れ
た
か
ら
こ
そ
、
木
曾
殿
は
一
人
で

源
義
仲
に
つ
い
て

　「木
曾
殿
の
最
期
」
で
は
「
殿
」
を
つ
け
て
呼
ば
れ

て
い
る
義
仲
だ
が
、
巻
八
の
猫
間
中
納
言
と
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
な
ど
で
は
か
な
り
馬
鹿
に
さ
れ
た
書
か
れ
方

を
し
て
い
る
。

　例
え
ば
、
巻
八
で
征
夷
大
将
軍
を
賜
っ
た
頼
朝
と

比
べ
、
義
仲
は
色
白
の
好
男
子
で
は
あ
る
が
立
ち
居

ふ
る
ま
い
が
武
骨
で
、
言
葉
つ
き
が
聞
き
苦
し
い
、

困
っ
た
男
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
猫ね
こ

間ま
の

中ち
ゅ
う

納な

言ご
ん

光み
つ

隆た
か

卿
が
義
仲
の
も
と
を
訪
れ
た
と
き
も
義
仲
は
「
猫

が
人
間
に
対
面
す
る
の
か
」
と
大
笑
い
し
、「
猫
殿
」

呼
ば
わ
り
す
る
、
礼
儀
作
法
も
知
ら
な
い
田
舎
者
の

扱
い
で
あ
る
。
ま
た
、
牛
車
に
乗
っ
た
際
に
中
で
仰

向
け
に
転
が
っ
た
り
、
前
か
ら
降
り
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
牛
車
を
後
ろ
か
ら
降
り
た
り
と
、
滑
稽
な
振

る
舞
い
を
す
る
野
蛮
人
と
し
て
描
か
れ
、「
殿
」
抜
き

の
「
木
曾
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

【
情
報
コ
ラ
ム
】

●
木
曾
殿
の
最
期
（『
平
家
物
語
絵
巻
』
土と

佐さ

左さ

助す
け

筆

　
江
戸
時
代
初
期
）（
250
～
251
ペ
ー
ジ
）

　林は
や
し

原ば
ら

美
術
館
所
蔵
の
『
平
家
物
語
絵
巻
』
は
、
一

二
巻
を
上
中
下
に
分
け
た
全
三
十
六
巻
、
そ
の
う
ち

絵
は
七
百
五
枚
に
も
の
ぼ
る
大
作
で
あ
る
。
江
戸
時

代
初
期
に
は
、
大
名
家
の
嫁
入
り
道
具
と
し
て
、
冊

子
形
態
の
豪
華
な
奈
良
絵
本
平
家
物
語
が
い
く
つ
も

作
ら
れ
た
が
、
絵
巻
と
い
う
形
で
こ
れ
だ
け
の
場
面

を
描
き
、
全
巻
揃
っ
た
形
で
残
っ
て
い
る
も
の
は
珍

し
い
。

【
図
版
解
説
】

●
平へ
い

曲き
ょ
く

を
語
る
琵
琶
法
師
（『
職し

ょ
く

人に
ん

尽づ
く
し

歌う
た

合あ
わ
せ

』
江
戸
時

代
後
期
の
模
本
）（
253
ペ
ー
ジ
）

　本
図
は
、東
京
国
立
博
物
館
蔵
の
『
職
人
尽
歌
合
』

に
描
か
れ
た
琵
琶
法
師
の
絵
で
あ
る
。
こ
の
『
職
人

尽
歌
合
』
は
『
七し
ち

十じ
ゆ
う

一い
ち

番ば
ん

職し
よ
く

人に
ん

歌う
た

合あ
わ
せ

』
と
し
て
有
名

で
あ
る
。『
七
十
一
番
職
人
歌
合
』
と
は
、
月
・
恋
の

歌
題
の
も
と
に
、
一
四
二
種
の
職
人
が
左
右
に
分
か

れ
て
七
十
一
番
の
取
り
組
み
を
作
り
、
和
歌
を
競
い

合
う
と
い
っ
た
趣
向
の
絵
巻
で
あ
る
。
絵
の
余
白
部

分
に
は
、
和
歌
の
ほ
か
に
室
町
時
代
の
職
人
た
ち
の

日
常
会
話
や
口
上
な
ど
が
、
い
わ
ゆ
る
画が

中ち
ゆ
う

詞し

と
し

て
当
時
の
口
語
体
で
書
か
れ
て
い
る
。そ
の
成
立
は
、

一
五
〇
〇
（
明
応
九
）
年
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、

掲
載
し
て
い
る
東
京
国
立
博
物
館
蔵『
職
人
尽
歌
合
』

は
、
室
町
時
代
の
土と

佐さ

光み
つ

信の
ぶ

絵
・
三さ

ん

条じ
よ
う

西に
し

実さ
ね

隆た
か

筆
と

さ
れ
る
作
品
を
一
八
四
六
（
弘
化
三
）
年
に
木こ

挽び
き

町ち
よ
う

狩か
の
う野

の
狩
野
晴せ

い

川せ
ん

院い
ん

養お
き

信の
ぶ

（
一
七
九
六
年
～
一
八
四

六
年
）・
狩
野
勝し
よ
う

川せ
ん

院い
ん

雅た
だ

信の
ぶ

（
一
八
二
三
年
～
一
八
七

九
年
）
親
子
が
模
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
東
京
国
立

博
物
館
蔵
。（Im

age:T
N
M

　

Im
age

　

A
rchives

）

【
図
版
解
説
】
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解
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総
合

◎教科書の脚注の語句や重要な概念、固有名詞などについて解説したほか、
　読解上のポイントになる文についても取り上げました。

古
文
教
材

語
句
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文
脈
の
解
説
／
図
版
解
説
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情
報
コ
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◎
授
業
展
開
時
に
有
効
な
発
問
と
解
答
例
を
示
し
、

　必
要
に
応
じ
て
解
説
を
加
え
ま
し
た
。
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自
害
シ
テ
後
ゾ
、
粟
津
ノ
軍
ハ
留
リ
ケ
ル
」（
延え

ん

慶ぎ
ょ
う

本ぼ
ん

）

「
こ
れ
よ
り
し
て
こ
そ
、粟
津
の
い
く
さ
は
と
と
ま
り
に

け
れ
」（
長
門
本
）「
今
井
う
た
れ
て
後
ぞ
あ
わ
づ
の
い

く
さ
は
は
て
に
け
る
」（
百
二
十
句
本
）「
兼
平
自
害
シ

テ
後
ハ
、粟
津
ノ
軍
モ
無
リ
ケ
リ
」（
源
平
盛
衰
記
）
な

ど
、
粟
津
合
戦
は
兼
平
の
死
を
も
っ
て
終
わ
っ
た
と
い

う
表
現
で
あ
り
、
合
戦
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
も
の
は

み
ら
れ
な
い
。
し
か
も
、
そ
の
よ
う
な
解
釈
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
必
然
性
は
、
覚
一
本
の
本
文
か
ら
も
読

み
取
れ
ず
、
覚
一
本
の
み
が
そ
の
よ
う
な
立
場
に
立
つ

と
す
る
の
は
、「
さ
て
こ
そ
」
の
狭
い
解
釈
に
捉
わ
れ
た

現
代
人
の
深
読
み
に
過
ぎ
な
い
。

「
学
び
の
道
し
る
べ
」
の
解
答
例
・
解
説

●
会
話
の
内
容
と
意
図
を
明
ら
か
に
し
、
人
物
の
も
の
の
見
方
や
生
き
方
を
捉
え
る
。

1

　今
井
四
郎
と
木
曾
殿
は
ど
の
よ
う
な
関
係
か
、
ま
た
、
二
人
は
最
後
に
ど
う

な
っ
た
か
確
か
め
よ
う
。

【
ね
ら
い
】
登
場
人
物
の
人
間
関
係
と
話
の
展
開
を
把
握
す
る
。

【
解
答
例
】
今
井
四
郎
は
木
曾
殿
の
御
乳
母
子
。
二
人
の
関
係
は
乳
兄
弟
で
あ
る
。

　木
曾
殿
は
、
自
害
を
す
る
た
め
に
、
粟
津
の
松
原
に
向
か
う
途
中
、
馬
が
深
田
に
は
ま

り
身
動
き
が
と
れ
な
く
な
る
。
そ
の
と
き
に
、
今
井
の
行
方
が
気
に
な
っ
て
振
り
返
っ
て

仰
ぎ
見
た
と
こ
ろ
を
、
石
田
次
郎
為
久
に
内
甲
を
射
ら
れ
、
石
田
の
郎
等
に
首
を
取
ら
れ

た
。　今

井
四
郎
は
木
曾
殿
に
自
害
を
さ
せ
る
た
め
、
五
十
騎
の
敵
を
相
手
に
た
っ
た
一
騎
で

奮
戦
し
て
い
た
が
、
木
曾
殿
が
討
ち
取
ら
れ
た
こ
と
を
知
り
、
太
刀
の
先
を
口
に
含
ん
で

馬
か
ら
飛
び
落
ち
て
自
害
し
た
。

【
解
説
】
二
人
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
教
科
書
の
注
を
参
照
さ
せ
る
。
ま
た
、
二
人
の
最
期

の
様
子
に
つ
い
て
は
、教
科
書
252
～
253
ペ
ー
ジ
の
記
述
か
ら
確
認
さ
せ
る
。「
乳
母
子
」「
乳

兄
弟
」
と
い
う
関
係
が
深
い
絆
を
伴
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
全
体
の
構
成
・
展
開

図
」
や
「
生
徒
の
た
め
の
参
考
資
料
」
な
ど
を
参
考
に
し
て
、
生
徒
の
知
識
を
補
っ
て
お

く
と
、
理
解
が
深
ま
る
で
あ
ろ
う
。

2

　今
井
四
郎
が
「
御
身
も
い
ま
だ
疲
れ
さ
せ
た
ま
は
ず
。」（

249
・
5
）
と
「
御
身

は
疲
れ
さ
せ
た
ま
ひ
て
候
ふ
。」（

250
・
9
）
と
い
う
、
矛
盾
し
た
言
葉
を
発
し

て
い
る
理
由
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
、
考
え
よ
う
。

【
ね
ら
い
】
今
井
四
郎
が
願
っ
て
い
た
こ
と
を
お
さ
え
る
。

【
解
答
例
】
い
ず
れ
も
、木
曾
殿
に
立
派
な
最
期
を
遂
げ
さ
せ
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
発
せ

ら
れ
た
言
葉
で
あ
り
、
そ
の
点
で
は
一
貫
し
て
い
る
の
だ
が
、
前
者
は
弱
気
に
な
っ
て
い

る
木
曾
殿
を
励
ま
す
た
め
、
後
者
は
一
緒
に
戦
お
う
と
す
る
木
曾
殿
を
あ
き
ら
め
さ
せ
る

た
め
の
も
の
で
あ
り
、状
況
に
応
じ
て
使
い
分
け
を
し
た
た
め
に
、矛
盾
し
た
も
の
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

【
解
説
】
前
者
は
、
鎧
が
重
く
な
っ
た
と
弱
音
を
吐
く
木
曾
殿
を
励
ま
す
こ
と
で
、
粟
津
の

松
原
で
自
害
す
る
ま
で
気
力
を
保
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
発
せ
ら
れ
た
言
葉

で
あ
る
。
後
者
は
、
今
井
と
と
も
に
戦
っ
て
、
一
緒
に
討
ち
死
に
し
よ
う
と
い
う
木
曾
殿

に
、
名
も
無
き
雑
兵
の
手
に
か
か
っ
て
無
様
な
最
期
を
遂
げ
て
し
ま
う
可
能
性
が
高
い
と

い
う
現
実
に
目
を
向
け
さ
せ
る
こ
と
で
、
と
も
に
戦
う
こ
と
を
諦
め
さ
せ
、
す
み
や
か
に

自
害
の
場
所
に
赴
か
せ
る
た
め
に
発
せ
ら
れ
た
言
葉
で
あ
る
。

3

　木
曾
殿
が
「
さ
ら
ば
。」（

251
・
4
）
と
粟
津
の
松
原
へ
駆
け
て
い
っ
た
時
の
気

持
ち
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
、
話
し
合
お
う
。

【
ね
ら
い
】「
さ
ら
ば
」
の
意
味
を
確
認
し
、
今
井
四
郎
の
説
得
ど
お
り
に
行
動
す
る
こ
と

に
し
た
木
曾
殿
の
気
持
ち
を
考
え
る
。

【
解
答
例
】
自
分
の
正
直
な
気
持
ち
と
し
て
は
、
今
井
と
と
も
に
戦
い
、
同
じ
場
所
で
討
ち

死
に
し
た
い
の
だ
が
、
今
井
に
説
得
さ
れ
、
今
井
の
願
い
ど
お
り
に
し
よ
う
と
し
た
。

【
解
説
】
今
井
の
説
得
を
受
け
、
木
曾
殿
は
「
さ
ら
ば
」
と
言
っ
て
粟
津
の
松
原
に
向
か

う
。
短
い
描
写
で
は
あ
る
が
、
そ
の
言
葉
と
行
動
か
ら
、
木
曾
殿
の
決
意
を
読
み
取
る
こ

と
が
で
き
る
。
戦
に
敗
れ
た
木
曾
殿
が
、
都
か
ら
北
国
に
向
か
わ
ず
に
、
わ
ざ
わ
ざ
反
対

側
の
勢
田
に
向
か
っ
た
の
は
、
勢
田
で
範の
り

頼よ
り

軍
と
戦
っ
て
い
た
今
井
の
こ
と
が
気
が
か
り

だ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
木
曾
殿
に
と
っ
て
、
今
井
は
生
死
を
と
も
に
し
よ
う
と
誓
い
合
っ

た
仲
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
木
曾
殿
の
行
動
や
言
葉
か
ら
理
解
す
る
。
木
曾
殿
に
と
っ
て
、

今
井
と
一
緒
に
死
ぬ
こ
と
こ
そ
が
願
い
で
あ
り
、
そ
の
思
い
が
二
人
の
対
立
へ
と
つ
な

が
っ
た
の
だ
が
、
信
頼
す
る
今
井
の
思
い
を
受
け
入
れ
た
か
ら
こ
そ
、
木
曾
殿
は
一
人
で

源
義
仲
に
つ
い
て

　「木
曾
殿
の
最
期
」
で
は
「
殿
」
を
つ
け
て
呼
ば
れ

て
い
る
義
仲
だ
が
、
巻
八
の
猫
間
中
納
言
と
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
な
ど
で
は
か
な
り
馬
鹿
に
さ
れ
た
書
か
れ
方

を
し
て
い
る
。

　例
え
ば
、
巻
八
で
征
夷
大
将
軍
を
賜
っ
た
頼
朝
と

比
べ
、
義
仲
は
色
白
の
好
男
子
で
は
あ
る
が
立
ち
居

ふ
る
ま
い
が
武
骨
で
、
言
葉
つ
き
が
聞
き
苦
し
い
、

困
っ
た
男
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
猫ね
こ

間ま
の

中ち
ゅ
う

納な

言ご
ん

光み
つ

隆た
か

卿
が
義
仲
の
も
と
を
訪
れ
た
と
き
も
義
仲
は
「
猫

が
人
間
に
対
面
す
る
の
か
」
と
大
笑
い
し
、「
猫
殿
」

呼
ば
わ
り
す
る
、
礼
儀
作
法
も
知
ら
な
い
田
舎
者
の

扱
い
で
あ
る
。
ま
た
、
牛
車
に
乗
っ
た
際
に
中
で
仰

向
け
に
転
が
っ
た
り
、
前
か
ら
降
り
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
牛
車
を
後
ろ
か
ら
降
り
た
り
と
、
滑
稽
な
振

る
舞
い
を
す
る
野
蛮
人
と
し
て
描
か
れ
、「
殿
」
抜
き

の
「
木
曾
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

【
情
報
コ
ラ
ム
】

●
木
曾
殿
の
最
期
（『
平
家
物
語
絵
巻
』
土と

佐さ

左さ

助す
け

筆

　
江
戸
時
代
初
期
）（
250
～
251
ペ
ー
ジ
）

　林は
や
し

原ば
ら

美
術
館
所
蔵
の
『
平
家
物
語
絵
巻
』
は
、
一

二
巻
を
上
中
下
に
分
け
た
全
三
十
六
巻
、
そ
の
う
ち

絵
は
七
百
五
枚
に
も
の
ぼ
る
大
作
で
あ
る
。
江
戸
時

代
初
期
に
は
、
大
名
家
の
嫁
入
り
道
具
と
し
て
、
冊

子
形
態
の
豪
華
な
奈
良
絵
本
平
家
物
語
が
い
く
つ
も

作
ら
れ
た
が
、
絵
巻
と
い
う
形
で
こ
れ
だ
け
の
場
面

を
描
き
、
全
巻
揃
っ
た
形
で
残
っ
て
い
る
も
の
は
珍

し
い
。

【
図
版
解
説
】

●
平へ
い

曲き
ょ
く

を
語
る
琵
琶
法
師
（『
職し

ょ
く

人に
ん

尽づ
く
し

歌う
た

合あ
わ
せ

』
江
戸
時

代
後
期
の
模
本
）（
253
ペ
ー
ジ
）

　本
図
は
、東
京
国
立
博
物
館
蔵
の
『
職
人
尽
歌
合
』

に
描
か
れ
た
琵
琶
法
師
の
絵
で
あ
る
。
こ
の
『
職
人

尽
歌
合
』
は
『
七し
ち

十じ
ゆ
う

一い
ち

番ば
ん

職し
よ
く

人に
ん

歌う
た

合あ
わ
せ

』
と
し
て
有
名

で
あ
る
。『
七
十
一
番
職
人
歌
合
』
と
は
、
月
・
恋
の

歌
題
の
も
と
に
、
一
四
二
種
の
職
人
が
左
右
に
分
か

れ
て
七
十
一
番
の
取
り
組
み
を
作
り
、
和
歌
を
競
い

合
う
と
い
っ
た
趣
向
の
絵
巻
で
あ
る
。
絵
の
余
白
部

分
に
は
、
和
歌
の
ほ
か
に
室
町
時
代
の
職
人
た
ち
の

日
常
会
話
や
口
上
な
ど
が
、
い
わ
ゆ
る
画が

中ち
ゆ
う

詞し

と
し

て
当
時
の
口
語
体
で
書
か
れ
て
い
る
。そ
の
成
立
は
、

一
五
〇
〇
（
明
応
九
）
年
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、

掲
載
し
て
い
る
東
京
国
立
博
物
館
蔵『
職
人
尽
歌
合
』

は
、
室
町
時
代
の
土と

佐さ

光み
つ

信の
ぶ

絵
・
三さ

ん

条じ
よ
う

西に
し

実さ
ね

隆た
か

筆
と

さ
れ
る
作
品
を
一
八
四
六
（
弘
化
三
）
年
に
木こ

挽び
き

町ち
よ
う

狩か
の
う野
の
狩
野
晴せ

い

川せ
ん

院い
ん

養お
き

信の
ぶ

（
一
七
九
六
年
～
一
八
四

六
年
）・
狩
野
勝し
よ
う

川せ
ん

院い
ん

雅た
だ

信の
ぶ

（
一
八
二
三
年
～
一
八
七

九
年
）
親
子
が
模
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
東
京
国
立

博
物
館
蔵
。（Im

age:T
N
M

　

Im
age

　

A
rchives

）

【
図
版
解
説
】
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自
害
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
の
で
あ
る
。

4

　木
曾
殿
が
討
ち
取
ら
れ
た
と
知
っ
た
時
の
今
井
四
郎
の
気
持
ち
は
ど
の
よ
う

な
も
の
だ
ろ
う
か
、
考
え
よ
う
。

【
ね
ら
い
】
今
井
が
何
の
た
め
に
一
人
で
五
十
騎
の
敵
を
相
手
に
奮
戦
し
て
い
た
か
を
確

認
し
、
今
井
の
最
期
の
様
子
や
言
葉
か
ら
、
そ
の
気
持
ち
を
読
み
取
る
。

【
解
答
例
】
木
曾
殿
に
不
名
誉
な
最
期
だ
け
は
遂
げ
さ
せ
た
く
な
い
、
粟
津
の
松
原
の
中

で
、
立
派
に
自
害
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
、
そ
の
た
め
の
時
間
を
稼
ぐ
た
め
に
、
た
っ

た
一
人
で
五
十
騎
も
の
敵
と
戦
っ
て
い
た
今
井
で
あ
っ
た
が
、
奮
闘
空
し
く
、
今
井
が
危

惧
し
て
い
た
と
お
り
に
、
木
曾
殿
が
討
ち
取
ら
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
知
り
、
自
分
に
は

戦
う
理
由
が
な
く
な
っ
た
と
思
っ
た
。
さ
ら
に
、
木
曾
殿
の
乳
母
子
た
る
に
ふ
さ
わ
し
い

自
害
の
し
か
た
を
敵
に
見
せ
つ
け
る
こ
と
で
、
不
名
誉
な
最
期
を
遂
げ
た
主
君
の
名
誉
を

挽
回
し
よ
う
と
考
え
た
。

【
解
説
】
今
井
四
郎
の
木
曾
殿
に
対
す
る
気
持
ち
は
、「
御
身
も
い
ま
だ
疲
れ
さ
せ
た
ま
は

ず
。
…
…
御
自
害
候
へ
」（
249
・
5
～
9
）、「
弓
矢
取
り
は
…
…
入
ら
せ
た
ま
へ
」（
250
・

7
～
251
・
3
）、「
今
は
た
れ
を
た
れ
を
か
か
ば
は
ん
と
て
か
い
く
さ
を
も
す
べ
き
。
こ
れ

を
見
た
ま
へ
、
東
国
の
殿
ば
ら
、
日
本
一
の
剛
の
者
の
自
害
す
る
手
本
」（
253
・
7
～
8
）

な
ど
の
言
葉
か
ら
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

5

　次
の
二
つ
の
助
動
詞
「
ん
（
む
）」
の
意
味
の
違
い
を
説
明
し
よ
う
。

①
な
ん
ぢ
と
一
所
で
死
な
ん
と
思
ふ
た
め
な
り
。（
249
・
13
）

②
所
々
で
討
た
れ
ん
よ
り
も
、（
250
・
2
）

【
ね
ら
い
】
助
動
詞
「
ん
（
む
）」
の
使
い
分
け
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

【
解
答
例
】
①
は
、
意
志
を
表
す
。
②
は
、
婉
曲
を
表
す
。

【
解
説
】
①
は
「
死
な
ん
と
」
と
あ
る
よ
う
に
、会
話
文
の
文
末
に
位
置
す
る
。
こ
の
よ
う

な
場
合
で
、
動
作
主
が
話
者
で
あ
る
場
合
は
、「
う
（
よ
う
）」
と
い
う
話
者
の
意
志
を
表

す
。　②

は
「
討
た
れ
ん
よ
り
も
」
と
あ
る
よ
う
に
、
文
末
で
は
な
く
、
体
言
や
体
言
に
接
続

す
る
格
助
詞
（
こ
の
場
合
は
「
よ
り
」）
の
上
に
あ
る
。
こ
の
場
合
は
、「
…
の
よ
う
な
」

（
婉
曲
）「
…
と
し
た
ら
」（
仮
定
）
の
意
味
を
表
す
。
た
だ
し
、婉
曲
の
場
合
は
無
理
に
訳

さ
な
く
て
も
よ
い
。

研
究
・
発
展

◉
作
品
解
説  

　「平
家
物
語
」
に
は
、
琵
琶
法
師
に
よ
っ
て
語
ら
れ
た
も
の
に
近
い
形
の
〈
語
り
本
系
〉

の
テ
キ
ス
ト
と
、
そ
れ
以
外
の
〈
読
み
本
系
〉
テ
キ
ス
ト
が
あ
る
が
、
教
科
書
本
文
と
し

て
採
録
さ
れ
て
い
る
覚
一
本
は
〈
語
り
本
系
〉
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。

　さ
て
、
覚
一
本
で
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
今
井
の
義
仲
へ
の
心
遣
い
が
、

「
御
身
も
い
ま
だ
疲
れ
さ
せ
た
ま
は
ず
」「
御
身
は
疲
れ
さ
せ
た
ま
ひ
て
候
ふ
」
と
い
う
二

つ
の
矛
盾
し
た
言
葉
と
な
っ
て
表
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
や
、
木
曾
殿
が
「
今
井
が
行
方
の

お
ぼ
つ
か
な
さ
に
」
振
り
返
っ
た
と
こ
ろ
を
、
石
田
次
郎
に
射
ら
れ
て
討
ち
取
ら
れ
て
し

ま
う
と
す
る
描
写
か
ら
、
木
曾
殿
の
今
井
に
対
す
る
未
練
が
隙
を
見
せ
て
し
ま
っ
た
要
因

と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
は
、
二
人
が
死
に
際
に
見
せ
た
お
互

い
へ
の
思
い
や
り
や
絆
の
強
さ
を
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
に
描
く
た
め
の
効
果
的
な
演
出
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　と
こ
ろ
が
、
異
本
と
の
比
較
に
よ
っ
て
、
こ
の
演
出
が
「
平
家
物
語
」
テ
キ
ス
ト
に
お

い
て
標
準
的
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

　た
と
え
ば
、〈
読
み
本
系
〉
テ
キ
ス
ト
で
、
比
較
的
古
い
形
を
留
め
て
い
る
と
さ
れ
る
延

慶
本
を
見
る
と
、
今
井
と
と
も
に
戦
っ
て
と
も
に
討
ち
死
に
し
よ
う
と
す
る
木
曾
殿
を
思

い
と
ど
ま
ら
せ
る
た
め
に
発
せ
ら
れ
た
今
井
の
言
葉
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　「年と
し

来ご
ろ

日ひ

来ご
ろ

、
い
か
な
る
高か

う

名み
や
う

を
し
つ
れ
ど
も
、
最
後
の
時
に
不
覚
し
つ
れ
ば
、
長

き
代よ

の
疵き

ず

に
て
候
ふ
ぞ
。
人
の
乗の

り

替が
へ

、
云
ふ
甲
斐
な
き
奴や

つ

原ば
ら

に
打
ち
落
と
さ
れ
て
、

『
木
曾
殿
は
某
そ
れ
が
しが

下
人
に
打
ち
落
と
さ
れ
給
ふ
』な
ど
い
わ
れ
さ
せ
給
わ
む
事
こ
そ
口

惜
し
け
れ
。
た
だ
松
の
中
へ
と
く
と
く
入
り
給
へ
」

　〈「
こ
れ
ま
で
に
、
ど
れ
ほ
ど
の
武
功
を
立
て
て
い
て
も
、
無
様
な
最
期
を
遂
げ
た

な
ら
ば
、
末
代
ま
で
の
不
名
誉
で
ご
ざ
い
ま
す
ぞ
。
敵
の
乗
替
（
注

　敵
の
武
者
そ

の
人
で
は
な
く
、
乗
り
替
え
用
の
馬
に
乗
る
家
来
）
の
よ
う
な
、
取
る
に
足
ら
な
い

連
中
に
討
ち
取
ら
れ
て
、『
木
曾
殿
は
誰
そ
れ
の
下
人
に
討
ち
取
ら
れ
な
さ
っ
た
』
な

ど
と
言
わ
れ
て
お
し
ま
い
に
な
る
こ
と
こ
そ
残
念
で
す
。
と
に
か
く
松
の
中
へ
早
く

早
く
お
入
り
く
だ
さ
い
」〉

�

（
巻
第
五
本
「
義
仲
都
落
ル
事
付
義
仲
被
討
事
」）

覚
一
本
の
「
御
身
は
疲
れ
さ
せ
た
ま
ひ
て
候
」
に
あ
た
る
言
葉
は
存
在
し
な
い
こ
と
が
わ

か
る
。
こ
れ
は
同
じ
〈
読
み
本
系
〉
の
長
門
本
や
源
平
盛
衰
記
も
同
様
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

覚
一
本
で
は
、
あ
え
て
矛
盾
す
る
言
葉
を
今
井
に
言
わ
せ
る
こ
と
で
、
今
井
の
説
得
の
切

実
さ
を
効
果
的
に
描
く
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　ま
た
、
同
じ
く
延
慶
本
で
は
、
今
井
が
木
曾
殿
に
自
害
を
勧
め
た
際
に
、

　「兼
平
は
こ
の
敵
に
打
ち
向
て
、
死
な
ば
死
に
、
死
な
ず
は
返
り
参
ら
む

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
兼
平
が

0

0

0

行
へ
を
御
覧
じ
は
て
て
に

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
御
自
害
せ
さ
せ
給
へ
」

　〈「
兼
平
は
こ
の
敵
と
戦
っ
て
、
討
ち
死
に
し
た
な
ら
ば
死
に
ま
す
が
、
も
し
も
死

0

0

0

0

な
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
あ
な
た
様
の
も
と
に
参
り
ま
し
ょ
う

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
兼
平
が
ど
う
な
っ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

か
最
後
ま
で
お
見
届
け
に
な
っ
て
か
ら

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
御
自
害
な
さ
い
ま
せ
」〉

�

（
巻
第
五
本
「
義
仲
都
落
ル
事
付
義
仲
被
討
事
」
※
傍
点
は
引
用
者
。）

と
す
る
。
木
曾
殿
が
最
後
に
今
井
を
振
り
返
っ
た
の
は
、
実
は
今
井
の
指
示
に
よ
る
も
の

な
の
で
あ
り
、
木
曾
殿
の
今
井
に
対
す
る
未
練
の
み
に
起
因
す
る
よ
う
な
描
き
方
は
さ
れ

て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
も
〈
読
み
本
系
〉
の
長
門
本
や
源
平
盛
衰
記
で
共
通
し
て
お

り
、
覚
一
本
が
今
井
に
よ
る
「
自
分
の
行
く
末
を
見
届
け
て
ほ
し
い
」
と
い
う
指
示
を
描

か
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
木
曾
殿
の
今
井
へ
の
未
練
を
強
調
す
る
効
果
を
あ
げ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。

　な
お
、
延
慶
本
の
こ
の
部
分
に
つ
い
て
、
武
久
堅
氏
は
、
木
曾
殿
が
今
井
と
と
も
に
死

に
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
表
す
「
一
所
ニ
テ
」
が
、
延
慶
本
で
は
三
回
も
繰
り
返
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
に
注
目
さ
れ
、
そ
れ
が
木
曾
殿
の
「
究
極
の
願
望
」
な
の
で
あ
り
、
木
曾
殿

が
最
後
に
「
サ
リ
ト
モ
今
井
ハ
続
ク
ラ
ム
〈
そ
う
は
い
っ
て
も
今
井
は
後
に
続
い
て
来
て

く
れ
る
だ
ろ
う
〉」
と
し
て
振
り
返
っ
た
の
は
、
今
井
の
こ
の
「
死
な
ず
は
返
り
参
ら
む

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」

と
い
う
説
得
の
言
葉
が
誘
発
し
た
も
の
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。（
注
1
）
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自
害
シ
テ
後
ゾ
、
粟
津
ノ
軍
ハ
留
リ
ケ
ル
」（
延え

ん

慶ぎ
ょ
う

本ぼ
ん

）

「
こ
れ
よ
り
し
て
こ
そ
、粟
津
の
い
く
さ
は
と
と
ま
り
に

け
れ
」（
長
門
本
）「
今
井
う
た
れ
て
後
ぞ
あ
わ
づ
の
い

く
さ
は
は
て
に
け
る
」（
百
二
十
句
本
）「
兼
平
自
害
シ

テ
後
ハ
、粟
津
ノ
軍
モ
無
リ
ケ
リ
」（
源
平
盛
衰
記
）
な

ど
、
粟
津
合
戦
は
兼
平
の
死
を
も
っ
て
終
わ
っ
た
と
い

う
表
現
で
あ
り
、
合
戦
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
も
の
は

み
ら
れ
な
い
。
し
か
も
、
そ
の
よ
う
な
解
釈
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
必
然
性
は
、
覚
一
本
の
本
文
か
ら
も
読

み
取
れ
ず
、
覚
一
本
の
み
が
そ
の
よ
う
な
立
場
に
立
つ

と
す
る
の
は
、「
さ
て
こ
そ
」
の
狭
い
解
釈
に
捉
わ
れ
た

現
代
人
の
深
読
み
に
過
ぎ
な
い
。

「
学
び
の
道
し
る
べ
」
の
解
答
例
・
解
説

●
会
話
の
内
容
と
意
図
を
明
ら
か
に
し
、
人
物
の
も
の
の
見
方
や
生
き
方
を
捉
え
る
。

1

　今
井
四
郎
と
木
曾
殿
は
ど
の
よ
う
な
関
係
か
、
ま
た
、
二
人
は
最
後
に
ど
う

な
っ
た
か
確
か
め
よ
う
。

【
ね
ら
い
】
登
場
人
物
の
人
間
関
係
と
話
の
展
開
を
把
握
す
る
。

【
解
答
例
】
今
井
四
郎
は
木
曾
殿
の
御
乳
母
子
。
二
人
の
関
係
は
乳
兄
弟
で
あ
る
。

　木
曾
殿
は
、
自
害
を
す
る
た
め
に
、
粟
津
の
松
原
に
向
か
う
途
中
、
馬
が
深
田
に
は
ま

り
身
動
き
が
と
れ
な
く
な
る
。
そ
の
と
き
に
、
今
井
の
行
方
が
気
に
な
っ
て
振
り
返
っ
て

仰
ぎ
見
た
と
こ
ろ
を
、
石
田
次
郎
為
久
に
内
甲
を
射
ら
れ
、
石
田
の
郎
等
に
首
を
取
ら
れ

た
。　今

井
四
郎
は
木
曾
殿
に
自
害
を
さ
せ
る
た
め
、
五
十
騎
の
敵
を
相
手
に
た
っ
た
一
騎
で

奮
戦
し
て
い
た
が
、
木
曾
殿
が
討
ち
取
ら
れ
た
こ
と
を
知
り
、
太
刀
の
先
を
口
に
含
ん
で

馬
か
ら
飛
び
落
ち
て
自
害
し
た
。

【
解
説
】
二
人
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
教
科
書
の
注
を
参
照
さ
せ
る
。
ま
た
、
二
人
の
最
期

の
様
子
に
つ
い
て
は
、教
科
書
252
～
253
ペ
ー
ジ
の
記
述
か
ら
確
認
さ
せ
る
。「
乳
母
子
」「
乳

兄
弟
」
と
い
う
関
係
が
深
い
絆
を
伴
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
全
体
の
構
成
・
展
開

図
」
や
「
生
徒
の
た
め
の
参
考
資
料
」
な
ど
を
参
考
に
し
て
、
生
徒
の
知
識
を
補
っ
て
お

く
と
、
理
解
が
深
ま
る
で
あ
ろ
う
。

2

　今
井
四
郎
が
「
御
身
も
い
ま
だ
疲
れ
さ
せ
た
ま
は
ず
。」（

249
・
5
）
と
「
御
身

は
疲
れ
さ
せ
た
ま
ひ
て
候
ふ
。」（

250
・
9
）
と
い
う
、
矛
盾
し
た
言
葉
を
発
し

て
い
る
理
由
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
、
考
え
よ
う
。

【
ね
ら
い
】
今
井
四
郎
が
願
っ
て
い
た
こ
と
を
お
さ
え
る
。

【
解
答
例
】
い
ず
れ
も
、木
曾
殿
に
立
派
な
最
期
を
遂
げ
さ
せ
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
発
せ

ら
れ
た
言
葉
で
あ
り
、
そ
の
点
で
は
一
貫
し
て
い
る
の
だ
が
、
前
者
は
弱
気
に
な
っ
て
い

る
木
曾
殿
を
励
ま
す
た
め
、
後
者
は
一
緒
に
戦
お
う
と
す
る
木
曾
殿
を
あ
き
ら
め
さ
せ
る

た
め
の
も
の
で
あ
り
、状
況
に
応
じ
て
使
い
分
け
を
し
た
た
め
に
、矛
盾
し
た
も
の
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

【
解
説
】
前
者
は
、
鎧
が
重
く
な
っ
た
と
弱
音
を
吐
く
木
曾
殿
を
励
ま
す
こ
と
で
、
粟
津
の

松
原
で
自
害
す
る
ま
で
気
力
を
保
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
発
せ
ら
れ
た
言
葉

で
あ
る
。
後
者
は
、
今
井
と
と
も
に
戦
っ
て
、
一
緒
に
討
ち
死
に
し
よ
う
と
い
う
木
曾
殿

に
、
名
も
無
き
雑
兵
の
手
に
か
か
っ
て
無
様
な
最
期
を
遂
げ
て
し
ま
う
可
能
性
が
高
い
と

い
う
現
実
に
目
を
向
け
さ
せ
る
こ
と
で
、
と
も
に
戦
う
こ
と
を
諦
め
さ
せ
、
す
み
や
か
に

自
害
の
場
所
に
赴
か
せ
る
た
め
に
発
せ
ら
れ
た
言
葉
で
あ
る
。

3

　木
曾
殿
が
「
さ
ら
ば
。」（

251
・
4
）
と
粟
津
の
松
原
へ
駆
け
て
い
っ
た
時
の
気

持
ち
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
、
話
し
合
お
う
。

【
ね
ら
い
】「
さ
ら
ば
」
の
意
味
を
確
認
し
、
今
井
四
郎
の
説
得
ど
お
り
に
行
動
す
る
こ
と

に
し
た
木
曾
殿
の
気
持
ち
を
考
え
る
。

【
解
答
例
】
自
分
の
正
直
な
気
持
ち
と
し
て
は
、
今
井
と
と
も
に
戦
い
、
同
じ
場
所
で
討
ち

死
に
し
た
い
の
だ
が
、
今
井
に
説
得
さ
れ
、
今
井
の
願
い
ど
お
り
に
し
よ
う
と
し
た
。

【
解
説
】
今
井
の
説
得
を
受
け
、
木
曾
殿
は
「
さ
ら
ば
」
と
言
っ
て
粟
津
の
松
原
に
向
か

う
。
短
い
描
写
で
は
あ
る
が
、
そ
の
言
葉
と
行
動
か
ら
、
木
曾
殿
の
決
意
を
読
み
取
る
こ

と
が
で
き
る
。
戦
に
敗
れ
た
木
曾
殿
が
、
都
か
ら
北
国
に
向
か
わ
ず
に
、
わ
ざ
わ
ざ
反
対

側
の
勢
田
に
向
か
っ
た
の
は
、
勢
田
で
範の
り

頼よ
り

軍
と
戦
っ
て
い
た
今
井
の
こ
と
が
気
が
か
り

だ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
木
曾
殿
に
と
っ
て
、
今
井
は
生
死
を
と
も
に
し
よ
う
と
誓
い
合
っ

た
仲
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
木
曾
殿
の
行
動
や
言
葉
か
ら
理
解
す
る
。
木
曾
殿
に
と
っ
て
、

今
井
と
一
緒
に
死
ぬ
こ
と
こ
そ
が
願
い
で
あ
り
、
そ
の
思
い
が
二
人
の
対
立
へ
と
つ
な

が
っ
た
の
だ
が
、
信
頼
す
る
今
井
の
思
い
を
受
け
入
れ
た
か
ら
こ
そ
、
木
曾
殿
は
一
人
で

源
義
仲
に
つ
い
て

　「木
曾
殿
の
最
期
」
で
は
「
殿
」
を
つ
け
て
呼
ば
れ

て
い
る
義
仲
だ
が
、
巻
八
の
猫
間
中
納
言
と
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
な
ど
で
は
か
な
り
馬
鹿
に
さ
れ
た
書
か
れ
方

を
し
て
い
る
。

　例
え
ば
、
巻
八
で
征
夷
大
将
軍
を
賜
っ
た
頼
朝
と

比
べ
、
義
仲
は
色
白
の
好
男
子
で
は
あ
る
が
立
ち
居

ふ
る
ま
い
が
武
骨
で
、
言
葉
つ
き
が
聞
き
苦
し
い
、

困
っ
た
男
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
猫ね
こ

間ま
の

中ち
ゅ
う

納な

言ご
ん

光み
つ

隆た
か

卿
が
義
仲
の
も
と
を
訪
れ
た
と
き
も
義
仲
は
「
猫

が
人
間
に
対
面
す
る
の
か
」
と
大
笑
い
し
、「
猫
殿
」

呼
ば
わ
り
す
る
、
礼
儀
作
法
も
知
ら
な
い
田
舎
者
の

扱
い
で
あ
る
。
ま
た
、
牛
車
に
乗
っ
た
際
に
中
で
仰

向
け
に
転
が
っ
た
り
、
前
か
ら
降
り
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
牛
車
を
後
ろ
か
ら
降
り
た
り
と
、
滑
稽
な
振

る
舞
い
を
す
る
野
蛮
人
と
し
て
描
か
れ
、「
殿
」
抜
き

の
「
木
曾
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

【
情
報
コ
ラ
ム
】

●
木
曾
殿
の
最
期
（『
平
家
物
語
絵
巻
』
土と

佐さ

左さ

助す
け

筆

　
江
戸
時
代
初
期
）（
250
～
251
ペ
ー
ジ
）

　林は
や
し

原ば
ら

美
術
館
所
蔵
の
『
平
家
物
語
絵
巻
』
は
、
一

二
巻
を
上
中
下
に
分
け
た
全
三
十
六
巻
、
そ
の
う
ち

絵
は
七
百
五
枚
に
も
の
ぼ
る
大
作
で
あ
る
。
江
戸
時

代
初
期
に
は
、
大
名
家
の
嫁
入
り
道
具
と
し
て
、
冊

子
形
態
の
豪
華
な
奈
良
絵
本
平
家
物
語
が
い
く
つ
も

作
ら
れ
た
が
、
絵
巻
と
い
う
形
で
こ
れ
だ
け
の
場
面

を
描
き
、
全
巻
揃
っ
た
形
で
残
っ
て
い
る
も
の
は
珍

し
い
。

【
図
版
解
説
】

●
平へ
い

曲き
ょ
く

を
語
る
琵
琶
法
師
（『
職し
ょ
く

人に
ん

尽づ
く
し

歌う
た

合あ
わ
せ

』
江
戸
時

代
後
期
の
模
本
）（
253
ペ
ー
ジ
）

　本
図
は
、東
京
国
立
博
物
館
蔵
の
『
職
人
尽
歌
合
』

に
描
か
れ
た
琵
琶
法
師
の
絵
で
あ
る
。
こ
の
『
職
人

尽
歌
合
』
は
『
七し
ち

十じ
ゆ
う

一い
ち

番ば
ん

職し
よ
く

人に
ん

歌う
た

合あ
わ
せ

』
と
し
て
有
名

で
あ
る
。『
七
十
一
番
職
人
歌
合
』
と
は
、
月
・
恋
の

歌
題
の
も
と
に
、
一
四
二
種
の
職
人
が
左
右
に
分
か

れ
て
七
十
一
番
の
取
り
組
み
を
作
り
、
和
歌
を
競
い

合
う
と
い
っ
た
趣
向
の
絵
巻
で
あ
る
。
絵
の
余
白
部

分
に
は
、
和
歌
の
ほ
か
に
室
町
時
代
の
職
人
た
ち
の

日
常
会
話
や
口
上
な
ど
が
、
い
わ
ゆ
る
画が

中ち
ゆ
う

詞し

と
し

て
当
時
の
口
語
体
で
書
か
れ
て
い
る
。そ
の
成
立
は
、

一
五
〇
〇
（
明
応
九
）
年
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、

掲
載
し
て
い
る
東
京
国
立
博
物
館
蔵『
職
人
尽
歌
合
』

は
、
室
町
時
代
の
土と

佐さ

光み
つ

信の
ぶ

絵
・
三さ

ん

条じ
よ
う

西に
し

実さ
ね

隆た
か

筆
と

さ
れ
る
作
品
を
一
八
四
六
（
弘
化
三
）
年
に
木こ

挽び
き

町ち
よ
う

狩か
の
う野
の
狩
野
晴せ

い

川せ
ん

院い
ん

養お
き

信の
ぶ

（
一
七
九
六
年
～
一
八
四

六
年
）・
狩
野
勝し
よ
う

川せ
ん

院い
ん

雅た
だ

信の
ぶ

（
一
八
二
三
年
～
一
八
七

九
年
）
親
子
が
模
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
東
京
国
立

博
物
館
蔵
。（Im

age:T
N
M

　

Im
age

　

A
rchives

）

【
図
版
解
説
】
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自
害
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
の
で
あ
る
。

4

　木
曾
殿
が
討
ち
取
ら
れ
た
と
知
っ
た
時
の
今
井
四
郎
の
気
持
ち
は
ど
の
よ
う

な
も
の
だ
ろ
う
か
、
考
え
よ
う
。

【
ね
ら
い
】
今
井
が
何
の
た
め
に
一
人
で
五
十
騎
の
敵
を
相
手
に
奮
戦
し
て
い
た
か
を
確

認
し
、
今
井
の
最
期
の
様
子
や
言
葉
か
ら
、
そ
の
気
持
ち
を
読
み
取
る
。

【
解
答
例
】
木
曾
殿
に
不
名
誉
な
最
期
だ
け
は
遂
げ
さ
せ
た
く
な
い
、
粟
津
の
松
原
の
中

で
、
立
派
に
自
害
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
、
そ
の
た
め
の
時
間
を
稼
ぐ
た
め
に
、
た
っ

た
一
人
で
五
十
騎
も
の
敵
と
戦
っ
て
い
た
今
井
で
あ
っ
た
が
、
奮
闘
空
し
く
、
今
井
が
危

惧
し
て
い
た
と
お
り
に
、
木
曾
殿
が
討
ち
取
ら
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
知
り
、
自
分
に
は

戦
う
理
由
が
な
く
な
っ
た
と
思
っ
た
。
さ
ら
に
、
木
曾
殿
の
乳
母
子
た
る
に
ふ
さ
わ
し
い

自
害
の
し
か
た
を
敵
に
見
せ
つ
け
る
こ
と
で
、
不
名
誉
な
最
期
を
遂
げ
た
主
君
の
名
誉
を

挽
回
し
よ
う
と
考
え
た
。

【
解
説
】
今
井
四
郎
の
木
曾
殿
に
対
す
る
気
持
ち
は
、「
御
身
も
い
ま
だ
疲
れ
さ
せ
た
ま
は

ず
。
…
…
御
自
害
候
へ
」（
249
・
5
～
9
）、「
弓
矢
取
り
は
…
…
入
ら
せ
た
ま
へ
」（
250
・

7
～
251
・
3
）、「
今
は
た
れ
を
た
れ
を
か
か
ば
は
ん
と
て
か
い
く
さ
を
も
す
べ
き
。
こ
れ

を
見
た
ま
へ
、
東
国
の
殿
ば
ら
、
日
本
一
の
剛
の
者
の
自
害
す
る
手
本
」（
253
・
7
～
8
）

な
ど
の
言
葉
か
ら
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

5

　次
の
二
つ
の
助
動
詞
「
ん
（
む
）」
の
意
味
の
違
い
を
説
明
し
よ
う
。

①
な
ん
ぢ
と
一
所
で
死
な
ん
と
思
ふ
た
め
な
り
。（
249
・
13
）

②
所
々
で
討
た
れ
ん
よ
り
も
、（
250
・
2
）

【
ね
ら
い
】
助
動
詞
「
ん
（
む
）」
の
使
い
分
け
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

【
解
答
例
】
①
は
、
意
志
を
表
す
。
②
は
、
婉
曲
を
表
す
。

【
解
説
】
①
は
「
死
な
ん
と
」
と
あ
る
よ
う
に
、会
話
文
の
文
末
に
位
置
す
る
。
こ
の
よ
う

な
場
合
で
、
動
作
主
が
話
者
で
あ
る
場
合
は
、「
う
（
よ
う
）」
と
い
う
話
者
の
意
志
を
表

す
。　②

は
「
討
た
れ
ん
よ
り
も
」
と
あ
る
よ
う
に
、
文
末
で
は
な
く
、
体
言
や
体
言
に
接
続

す
る
格
助
詞
（
こ
の
場
合
は
「
よ
り
」）
の
上
に
あ
る
。
こ
の
場
合
は
、「
…
の
よ
う
な
」

（
婉
曲
）「
…
と
し
た
ら
」（
仮
定
）
の
意
味
を
表
す
。
た
だ
し
、婉
曲
の
場
合
は
無
理
に
訳

さ
な
く
て
も
よ
い
。

研
究
・
発
展

◉
作
品
解
説  

　「平
家
物
語
」
に
は
、
琵
琶
法
師
に
よ
っ
て
語
ら
れ
た
も
の
に
近
い
形
の
〈
語
り
本
系
〉

の
テ
キ
ス
ト
と
、
そ
れ
以
外
の
〈
読
み
本
系
〉
テ
キ
ス
ト
が
あ
る
が
、
教
科
書
本
文
と
し

て
採
録
さ
れ
て
い
る
覚
一
本
は
〈
語
り
本
系
〉
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。

　さ
て
、
覚
一
本
で
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
今
井
の
義
仲
へ
の
心
遣
い
が
、

「
御
身
も
い
ま
だ
疲
れ
さ
せ
た
ま
は
ず
」「
御
身
は
疲
れ
さ
せ
た
ま
ひ
て
候
ふ
」
と
い
う
二

つ
の
矛
盾
し
た
言
葉
と
な
っ
て
表
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
や
、
木
曾
殿
が
「
今
井
が
行
方
の

お
ぼ
つ
か
な
さ
に
」
振
り
返
っ
た
と
こ
ろ
を
、
石
田
次
郎
に
射
ら
れ
て
討
ち
取
ら
れ
て
し

ま
う
と
す
る
描
写
か
ら
、
木
曾
殿
の
今
井
に
対
す
る
未
練
が
隙
を
見
せ
て
し
ま
っ
た
要
因

と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
は
、
二
人
が
死
に
際
に
見
せ
た
お
互

い
へ
の
思
い
や
り
や
絆
の
強
さ
を
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
に
描
く
た
め
の
効
果
的
な
演
出
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　と
こ
ろ
が
、
異
本
と
の
比
較
に
よ
っ
て
、
こ
の
演
出
が
「
平
家
物
語
」
テ
キ
ス
ト
に
お

い
て
標
準
的
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

　た
と
え
ば
、〈
読
み
本
系
〉
テ
キ
ス
ト
で
、
比
較
的
古
い
形
を
留
め
て
い
る
と
さ
れ
る
延

慶
本
を
見
る
と
、
今
井
と
と
も
に
戦
っ
て
と
も
に
討
ち
死
に
し
よ
う
と
す
る
木
曾
殿
を
思

い
と
ど
ま
ら
せ
る
た
め
に
発
せ
ら
れ
た
今
井
の
言
葉
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　「年と
し

来ご
ろ

日ひ

来ご
ろ

、
い
か
な
る
高か

う

名み
や
う

を
し
つ
れ
ど
も
、
最
後
の
時
に
不
覚
し
つ
れ
ば
、
長

き
代よ

の
疵き

ず

に
て
候
ふ
ぞ
。
人
の
乗の

り

替が
へ

、
云
ふ
甲
斐
な
き
奴や

つ

原ば
ら

に
打
ち
落
と
さ
れ
て
、

『
木
曾
殿
は
某
そ
れ
が
しが

下
人
に
打
ち
落
と
さ
れ
給
ふ
』な
ど
い
わ
れ
さ
せ
給
わ
む
事
こ
そ
口

惜
し
け
れ
。
た
だ
松
の
中
へ
と
く
と
く
入
り
給
へ
」

　〈「
こ
れ
ま
で
に
、
ど
れ
ほ
ど
の
武
功
を
立
て
て
い
て
も
、
無
様
な
最
期
を
遂
げ
た

な
ら
ば
、
末
代
ま
で
の
不
名
誉
で
ご
ざ
い
ま
す
ぞ
。
敵
の
乗
替
（
注

　敵
の
武
者
そ

の
人
で
は
な
く
、
乗
り
替
え
用
の
馬
に
乗
る
家
来
）
の
よ
う
な
、
取
る
に
足
ら
な
い

連
中
に
討
ち
取
ら
れ
て
、『
木
曾
殿
は
誰
そ
れ
の
下
人
に
討
ち
取
ら
れ
な
さ
っ
た
』
な

ど
と
言
わ
れ
て
お
し
ま
い
に
な
る
こ
と
こ
そ
残
念
で
す
。
と
に
か
く
松
の
中
へ
早
く

早
く
お
入
り
く
だ
さ
い
」〉

�

（
巻
第
五
本
「
義
仲
都
落
ル
事
付
義
仲
被
討
事
」）

覚
一
本
の
「
御
身
は
疲
れ
さ
せ
た
ま
ひ
て
候
」
に
あ
た
る
言
葉
は
存
在
し
な
い
こ
と
が
わ

か
る
。
こ
れ
は
同
じ
〈
読
み
本
系
〉
の
長
門
本
や
源
平
盛
衰
記
も
同
様
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

覚
一
本
で
は
、
あ
え
て
矛
盾
す
る
言
葉
を
今
井
に
言
わ
せ
る
こ
と
で
、
今
井
の
説
得
の
切

実
さ
を
効
果
的
に
描
く
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　ま
た
、
同
じ
く
延
慶
本
で
は
、
今
井
が
木
曾
殿
に
自
害
を
勧
め
た
際
に
、

　「兼
平
は
こ
の
敵
に
打
ち
向
て
、
死
な
ば
死
に
、
死
な
ず
は
返
り
参
ら
む

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
兼
平
が

0

0

0

行
へ
を
御
覧
じ
は
て
て
に

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
御
自
害
せ
さ
せ
給
へ
」

　〈「
兼
平
は
こ
の
敵
と
戦
っ
て
、
討
ち
死
に
し
た
な
ら
ば
死
に
ま
す
が
、
も
し
も
死

0

0

0

0

な
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
あ
な
た
様
の
も
と
に
参
り
ま
し
ょ
う

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
兼
平
が
ど
う
な
っ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

か
最
後
ま
で
お
見
届
け
に
な
っ
て
か
ら

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
御
自
害
な
さ
い
ま
せ
」〉

�

（
巻
第
五
本
「
義
仲
都
落
ル
事
付
義
仲
被
討
事
」
※
傍
点
は
引
用
者
。）

と
す
る
。
木
曾
殿
が
最
後
に
今
井
を
振
り
返
っ
た
の
は
、
実
は
今
井
の
指
示
に
よ
る
も
の

な
の
で
あ
り
、
木
曾
殿
の
今
井
に
対
す
る
未
練
の
み
に
起
因
す
る
よ
う
な
描
き
方
は
さ
れ

て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
も
〈
読
み
本
系
〉
の
長
門
本
や
源
平
盛
衰
記
で
共
通
し
て
お

り
、
覚
一
本
が
今
井
に
よ
る
「
自
分
の
行
く
末
を
見
届
け
て
ほ
し
い
」
と
い
う
指
示
を
描

か
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
木
曾
殿
の
今
井
へ
の
未
練
を
強
調
す
る
効
果
を
あ
げ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。

　な
お
、
延
慶
本
の
こ
の
部
分
に
つ
い
て
、
武
久
堅
氏
は
、
木
曾
殿
が
今
井
と
と
も
に
死

に
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
表
す
「
一
所
ニ
テ
」
が
、
延
慶
本
で
は
三
回
も
繰
り
返
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
に
注
目
さ
れ
、
そ
れ
が
木
曾
殿
の
「
究
極
の
願
望
」
な
の
で
あ
り
、
木
曾
殿

が
最
後
に
「
サ
リ
ト
モ
今
井
ハ
続
ク
ラ
ム
〈
そ
う
は
い
っ
て
も
今
井
は
後
に
続
い
て
来
て

く
れ
る
だ
ろ
う
〉」
と
し
て
振
り
返
っ
た
の
は
、
今
井
の
こ
の
「
死
な
ず
は
返
り
参
ら
む

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」

と
い
う
説
得
の
言
葉
が
誘
発
し
た
も
の
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。（
注
1
）
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❖
虎
の
威
を
借
る

◉
大
意  

　虎
に
捕
ま
え
ら
れ
、
食
べ
ら
れ
そ
う
に
な
っ
た
狐
が
、
自
分
は
天
帝
か
ら
動
物
た
ち
の
王
に
命
じ
ら
れ
た
の
で
食
べ
て
は
い
け
な
い
と
嘘
を
言
う
。
そ
こ
で
虎
が
狐
の
後
ろ
に
つ
い
て

歩
く
と
、
獣
た
ち
が
逃
げ
出
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
虎
は
自
分
を
見
て
逃
げ
出
し
て
い
る
と
は
気
づ
か
ず
、
狐
を
見
て
恐
れ
て
い
る
の
だ
と
思
っ
た
と
い
う
ま
ぬ
け
な
話
。

◉
書
き
下
し
文
・
通
釈  

◉
生
徒
の
た
め
の
参
考
資
料  

　教
科
書
で
取
り
あ
げ
た
「
虎
の
威
を
借
る
」
は
、
遊
説
家
が
相
手
を
説
得
す
る
際
に
用

い
た
た
と
え
話
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
前
後
の
話
を
取
り
あ
げ
る
。

　
　荊け

い
ノ

　宣

　王

　問ヒ
テ

　群

　臣ニ

　曰ハ
ク、 「
吾

　聞ク

　北

　方

　之

　畏
お
そ
ル
ル
ヲ

　昭せ
う

　奚け
い

　

恤じ
ゅ
つ
ヲ

　也
。
果タ
シ
テ

　誠ニ

　何

　如ト

。」
　群

　臣

　莫シ

　対こ
た
フ
ル。

　
　江

　乙

　対ヘ
テ

　曰ハ
ク、「
虎

　求メ
テ

　百

　獣ヲ

　而

　食ラ
ヒ

　之ヲ

、
得タ
リ

　狐ヲ

。
狐

　曰ハ
ク、

『
子

　無カ
レ

　敢ヘ
テ

　食ラ
フ
コ
ト

　我ヲ

　也
。
天

　帝

　使し
ム

　我ヲ
シ
テ

　長タ
ラ

　百

　獣ニ

。
今

　子

　

食ラ
ハ
バ

　我ヲ

、
是レ

　逆ラ
フ

　天

　帝ノ

　命ニ

　也
。
子

　以テ

　我ヲ

　為サ
バ

　不ト

　信ナ
ラ、
吾

　為ニ

　

子ノ

　先

　行セ
ン。
子

　随ヒ
テ

　我ガ

　後ニ

　観ヨ

。
百

　獣

　之の

　見テ

　我ヲ

、
而モ

　敢ヘ
テ

　不ラ
ン

　

走ラ

　乎や
ト。』　虎

　以テ

　為ス

　然リ
ト。
故ニ

　遂ニ

　与と

　之

　行ク

。
獣

　見テ

　之ヲ

　皆

　走ル

。

虎

　不ル

　知ラ

　獣ノ

　畏レ
テ

　己ヲ

　而

　走ル
ヲ

　也
。
以

　為ス

　畏ル
ト

　狐ヲ

　也ト

。」
　

　
　今
、
王

　之

　地
、
方

　五

　千

　里
、
帯

　甲

　百

　万ア
リ
テ、
而

　専ラ

　属ス

　

之ヲ

　昭

　奚

　恤ニ

。
故ニ

　北

　方

　之

　畏ル
ル

　奚

　恤ヲ

　也や

、
其ノ

　実
、
畏ル

ル

　王

　

之

　甲

　兵ヲ

　也
。
猶ホ

　百

　獣

　之

　畏ル
ル
ガ

　虎ヲ

　也ト

。」

（
荊
の
宣
王
が
臣
下
た
ち
に
尋
ね
て
言
う
に
は
、「
私
は
北
方
の
諸
国
が
昭
和
奚
恤
を

恐
れ
て
い
る
と
聞
く
が
、果
た
し
て
事
実
は
ど
う
で
あ
る
の
か
。」
と
。
臣
下
達
に
答

え
る
者
は
い
な
か
っ
た
。

　す
る
と
江
乙
が
答
え
て
い
っ
た
。「
虎
は
動
物
た
ち
を
探
し
求
め
て
は
こ
れ
を
食
べ

て
い
た
。
狐
を
つ
か
ま
え
た
。
狐
が
言
う
に
は
、『
あ
な
た
は
決
し
て
私
を
食
べ
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
天
の
神
が
私
を
動
物
た
ち
の
王
に
し
た
の
で
す
。
今
、
あ
な
た
が
私

を
食
べ
た
な
ら
、
天
の
神
の
命
令
に
逆
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
よ
。
あ
な
た
が
私
を

信
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
の
な
ら
、
私
は
あ
な
た
の
た
め
に
先
に
立
っ
て
歩
い
て
み
ま

し
ょ
う
。
あ
な
た
は
私
の
後
に
つ
い
て
来
て
よ
く
ご
覧
な
さ
い
。
動
物
た
ち
が
私
を

二

一

三

二

一

レ

二

一

レ

レ

二

一レ

三

二

一

レ

二

一

レ

レ

レ

レ

二

一

レ

レ

レ

レ

レ

レ

二

レ

一

レ

レ

二

一

二

一

二

一

�

キ
二

一レ

見
か
け
て
、
ど
う
し
て
逃
げ
な
い
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
い
や
、
き
っ
と
逃
げ

ま
す
よ
。』
と
。
虎
は
な
る
ほ
ど
と
思
っ
た
。
そ
こ
で
（
虎
は
）
そ
の
ま
ま
狐
に
つ
い

て
い
っ
た
。
動
物
た
ち
は
狐
と
虎
の
姿
を
見
て
み
ん
な
走
っ
て
逃
げ
た
。
虎
は
動
物

た
ち
が
自
分
を
恐
れ
て
逃
げ
た
と
い
う
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
。
狐
を
恐
れ
て
い
る

の
だ
と
思
っ
た
。」
と
。

　さ
て
、
今
王
の
領
地
は
五
千
里
四
方
、
精
兵
は
百
万
、
そ
れ
を
も
っ
ぱ
ら
昭
奚
恤

に
お
預
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
北
方
の
諸
国
が
昭
奚
恤
を
恐
れ
ま
す
の

は
、
そ
の
実
は
王
の
軍
勢
を
恐
れ
て
い
る
の
で
し
て
、
そ
れ
は
丁
度
、
獣
た
ち
が
虎

を
恐
れ
た
よ
う
な
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。」
と
。）

　第
一
段
落
で
は
国
と
国
と
の
攻
防
の
中
、
問
題
点
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
第
二
段
落
か

ら
遊
説
家
・
江
乙
の
説
得
が
始
ま
り
、
ま
ず
問
題
と
な
る
背
景
の
わ
か
り
や
す
い
た
と
え

話
を
取
り
あ
げ
て
い
る
。
第
三
段
落
に
は
た
と
え
話
と
背
景
の
関
係
を
述
べ
、
問
題
の
解

決
を
導
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
『
戦
国
策
』
に
は
、
国
と
国
の
攻
防
の
中
、
遊
説
家
の

活
躍
を
述
べ
た
話
が
多
く
収
め
ら
れ
て
い
る
。

教
材
の
研
究

〔
通
釈
〕

1

　
　虎
は
動
物
た
ち
を
探
し
求
め
て
は
こ
れ
を
食
べ
て
い
た
。
狐
を
捕
ま
え
た
。

　
2

　狐
が
言
う
に
は
、

3

　「あ
な
た
は
決
し
て
私
を
食
べ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

4

　天
の
神
が
私
を
動
物
た
ち
の
王
に
し
た
の
で
す
。

5

　今
、あ
な
た
が
私
を
食
べ
た
な
ら
、天
の
神
の
命
令
に
逆
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
よ
。

6

　あ
な
た
が
私
を
信
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
の
な
ら
、
私
は
あ
な
た
の
た
め
に
先
に

立
っ
て
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

7

　あ
な
た
は
私
の
後
に
つ
い
て
来
て
よ
く
ご
覧
な
さ
い
。

〔
書
き
下
し
文
〕

1

　
　虎と

ら

　百ひ
や
く

獣じ
う

を

　求も
と

め
て

　之こ
れ

を

　食く

ら
ふ
。
狐き

つ
ねを

　得え

た
り
。

2

　狐き
つ
ね

　曰い

は
く
、

3

　「子し

　敢あ

へ
て

　我わ
れ

を

　食く

ら
ふ

　こ
と

　無な

か
れ
。

4

　天て
ん

帝て
い

　我わ
れ

を

　し
て

　百ひ
や
く

獣じ
う

に

　長ち
や
うた

ら
し
む
。

5

　今い
ま

、
子し

　我わ
れ

を

　食く

ら
は
ば
、
是こ

れ

　天て
ん

帝て
い

の

　命め
い

に

　逆さ
か

ら
ふ
な
り
。

6

　子し

　我わ
れ

を

　以も
つ

て

　信し
ん

な
ら
ず
と

　為な

さ
ば
、
吾わ

れ

　子し

の

　為た
め

に

　

　
　先せ

ん

行か
う

せ
ん
。

7

　子し

　我わ

が

　後あ
と

に

　随し
た
がひ
て

　観み

よ
。
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語
句
・
文
脈
の
解
説

2
7
2
ペ
ー
ジ
〜
2
7
3
ペ
ー
ジ �

※
こ
の
項
に
つ
い
て
は
、
便
宜
上
、
教
科
書
の
緑
色

の
番
号
を
行
数
表
示
と
し
た
。
ま
た
、
本
文
を
抜

き
出
す
際
に
は
基
本
的
に
書
き
下
し
文
を
抜
き
出

し
、
漢
文
の
句
法
に
つ
い
て
解
説
す
る
と
き
は
訓

読
文
を
抜
き
出
し
た
。

1 

虎 

猛
獣
の
名
。
鋭
い
目
・
爪
・
牙
を
持
ち
、
性
質
は

荒
々
し
い
。
古
来
よ
り
「
虎
」
が
出
て
く
る
故
事
成
語

は
多
い
。

1 

百
獣 

多
く
の
獣
。「
百
」
は
多
い
、
衆
多
の
意
。
百

姓
（
庶
民
）
や
百
官
（
役
人
）
で
用
い
ら
れ
る
「
百
」

も
同
じ
。

1 

「
之
」は
百
獣
を
指
す
。
虎
が
多
く
の
獣
を
食
べ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。

1 

而 

置
き
字
で
順
接
を
表
す
。こ
の
は
た
ら
き
に
よ
っ

て
、「
求
め
て
」
の
「
て
」
が
訓
読
と
し
て
読
ま
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
も
し
置
き
字
と
し
な
い
な
ら
「
虎
百
獣

を
求
め
、
而し
か

う
し
て
之
を
食
ら
ふ
」
と
な
る
。

1 

狐 

獣
の
名
。疑
い
深
く
て
ず
る
賢
い
た
と
え
と
し
て

用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

2 

曰
は
く 

言
う
こ
と
に
は
。「
い
ハ
ク
…
ト
」
と
呼
応

す
る
。

3 

子 

あ
な
た
。敬
意
を
も
っ
て
相
手
を
い
う
場
合
に
用

い
る
。
こ
こ
で
は
虎
を
指
す
。

3 

無カ
レ

 

敢ヘ
テ

 

�ス
ル
コ
ト

  

決
し
て
�
す
る
な
。
禁
止
を
表
す
。「
敢

へ
て
」
は
、
強
い
て
…
す
る
、
進
ん
で
…
す
る
、
と
無

理
に
お
し
き
っ
て
す
る
意
を
表
す
。「
無
か
れ
」
は
、…

二

一

し
て
は
い
け
な
い
。
こ
の
場
合
、「
無
」
を
禁
止
で
読
む

た
め
、「
也
」
は
置
き
字
に
な
る
。

4 

使ム 

�ヲ
シ
テ

　�（
セ
）

  

（
注
）［「
�
を
し
て
�
（
せ
）
し
む
」

と
読
み
、「
Ａ
に
Ｂ
さ
せ
る
」
の
意
。
使
役
を
表
す
。］

4 

天
帝 

天
を
支
配
す
る
神
。
最
高
の
存
在
で
、万
物
を

創
造
し
た
と
さ
れ
る
。

4 

長 

か
し
ら
、
首
領
、
王
。

5 

是
れ 

上
の
「
我
を
食
ら
は
ば
」
を
指
す
。

5 

命 

命
令
。

6 

以テ 

�ヲ

為ス 

�ト 

�
を
�
と
す
る
（
み
な
す
、
思
う
）。

6 

信
な
ら
ず 

信
じ
ら
れ
な
い
。

6 

先
行
せ
ん 

先
に
立
っ
て
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。こ
こ

で
「
吾
」
は
狐
、「
子
」
は
虎
を
指
す
。

8 

之 

こ
の
場
合
は
主
格
を
表
し
、
百
獣
が
、
の
意
。

8 

敢ヘ
テ

 

不ラ
ン

 

…（
セ
）

 

乎 

（
注
）［「
あ
へ
て
…
（
せ
）
ざ
ら
ん

や
」
と
読
み
、「
ど
う
し
て
…
し
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う

か
、
い
や
、
き
っ
と
…
す
る
」
の
意
。
反
語
を
表
す
。］

8 

走
（
る
） 

に
げ
る
。

9 

以テ

為ス 

然リ
ト

  

な
る
ほ
ど
と
思
う
。「
以
」
と
「
為
」
の

間
に
「
然
」
の
内
容
が
入
り
、「
…
を
以
て
然
り
と
為

す
」
と
な
る
。
そ
う
す
る
と
「
然
」
は
前
文
の
6
～
8

行
め
を
指
す
こ
と
に
な
る
。「
以テ 

�ヲ

為ス 

�ト

」の
�
の
省

略
形
。「
以
」「
為
」
は
二
字
で
「
以お

為も

へ
ら
く
」
と
訓

読
み
す
る
場
合
も
あ
る
。
こ
こ
で
も
「
以
為ヘ
ラ
ク

　然リ
ト」
と

読
む
こ
と
も
で
き
る
。

9 

遂
に 

（
注
）［
そ
の
ま
ま
。］

9 

之 

狐
を
指
す
。

二

一

レ

レ

レ
レ

レ

レ

10 

之 

狐
と
虎
が
や
っ
て
く
る
こ
と
を
指
す
。

11 

知
ら
ざ
る 

気
が
つ
か
な
い
。
わ
か
ら
な
い
。

12 

以テ

為ス 

… 

（
注
）［「
以も

つ

て
…
と
為な

す
」
と
読
み
、「
…

だ
と
思
う
」
の
意
。］

レ

●
『
成
語
故
事
』（
偉
青
書
店
・
一
九
六
五
年
（
香

港
）
よ
り
転
載
）。

【
図
版
解
説
】

8

　動
物
た
ち
が
私
を
見
か
け
て
、
ど
う
し
て
逃
げ
な
い
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

い
や
、
き
っ
と
逃
げ
ま
す
よ
。」
と
。

9

　
　虎
は
な
る
ほ
ど
と
思
っ
た
。
そ
こ
で
（
虎
は
）
そ
の
ま
ま
狐
に
つ
い
て
い
っ
た
。

10

　動
物
た
ち
は
狐
と
虎
の
姿
を
見
て
み
ん
な
走
っ
て
逃
げ
た
。

11

　虎
は
動
物
た
ち
が
自
分
を
恐
れ
て
逃
げ
た
と
い
う
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
。

12

　狐
を
恐
れ
て
い
る
の
だ
と
思
っ
た
。

8

　百ひ
や
く

獣じ
う

の

　我わ
れ

を

　見み

て
、
敢あ

へ
て

　走は
し

ら
ざ
ら
ん
や
。」
と
。

9

　
　虎と

ら

　以も
つ

て

　然し
か

り
と

　為な

す
。
故ゆ

ゑ

に

　遂つ
ひ

に

　之こ
れ

と

　行ゆ

く
。

10

　獣け
も
の

　之こ
れ

を

　見み

て

　皆み
な

　走は
し

る
。

11

　虎と
ら

　獣け
も
のの

　己お
の
れを

　畏お
そ

れ
て

　走は
し

る
を

　知し

ら
ざ
る
な
り
。

12

　以
て
狐
を
畏
る
と
為
す
な
り
。

発
問

問

　1
「
之
」
が
指
示
す
る
も
の
を
答
え
よ
。

答

　百
獣
（
多
く
の
獣
）

問

　3
「
子
」
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
で
誰
を
指
す

か
。

答

　あ
な
た
。
虎
を
指
す
。

問

　5
「
天
帝
命
」
の
「
命
」
と
は
ど
の
よ
う
な
内

容
か
。

答

　狐
を
動
物
た
ち
の
王
に
し
た
こ
と
。

問

　6
「
先
行
」
す
る
の
は
な
ぜ
か
。

答

　多
く
の
獣
が
自
分
を
見
て
逃
げ
出
し
た
と
虎
に

見
せ
る
た
め
。

問

　9
「
然
り
」
の
指
す
内
容
箇
所
の
最
初
と
最
後

の
三
文
字
を
訓
読
文
か
ら
抜
き
出
せ
。

答

　子
以
我
～
不
走
乎

問

　9
「
之
」
と
10
「
之
」
の
指
示
す
る
も
の
を
答

え
よ
。

答

　9
「
之
」
は
狐
。
10
「
之
」
は
狐
と
虎
。

問

　10
獣
は
ど
う
し
て
逃
げ
た
の
か
。

答

　狐
の
後
ろ
に
虎
が
い
る
の
を
見
た
た
め
。

問

　11
虎
は
ど
の
よ
う
に
考
え
た
の
か
。

答

　狐
が
い
る
の
で
多
く
の
獣
が
逃
げ
て
い
っ
た
。

問

　こ
の
話
か
ら
連
想
さ
れ
る
虎
と
狐
の
イ
メ
ー
ジ

を
答
え
よ
。

答

　虎
は
、
力
は
強
い
が
、
ま
ぬ
け
な
イ
メ
ー
ジ
。

狐
は
力
は
弱
い
が
ず
る
賢
い
イ
メ
ー
ジ
。

問

　「虎
の
威
を
借
る
狐
」
は
、現
在
で
は
ど
の
よ
う

な
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
か
。

答

　強
い
者
（
有
力
者
）
の
力
を
借
り
て
い
ば
る
者
。
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明
解
国
語
総
合

◎教科書の脚注の語句や重要な概念、固有名詞などについて解説したほか、
　読解上のポイントになる文についても取り上げました。

◎教材本文の書き下し文を総ルビで掲載し、
　番号を振って通釈と対応させました。

◎
授
業
展
開
時
に
有
効
な
発
問
と
解
答
例
を
示
し
、

　必
要
に
応
じ
て
解
説
を
加
え
ま
し
た
。
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❖
虎
の
威
を
借
る

◉
大
意  

　虎
に
捕
ま
え
ら
れ
、
食
べ
ら
れ
そ
う
に
な
っ
た
狐
が
、
自
分
は
天
帝
か
ら
動
物
た
ち
の
王
に
命
じ
ら
れ
た
の
で
食
べ
て
は
い
け
な
い
と
嘘
を
言
う
。
そ
こ
で
虎
が
狐
の
後
ろ
に
つ
い
て

歩
く
と
、
獣
た
ち
が
逃
げ
出
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
虎
は
自
分
を
見
て
逃
げ
出
し
て
い
る
と
は
気
づ
か
ず
、
狐
を
見
て
恐
れ
て
い
る
の
だ
と
思
っ
た
と
い
う
ま
ぬ
け
な
話
。

◉
書
き
下
し
文
・
通
釈  

◉
生
徒
の
た
め
の
参
考
資
料  

　教
科
書
で
取
り
あ
げ
た
「
虎
の
威
を
借
る
」
は
、
遊
説
家
が
相
手
を
説
得
す
る
際
に
用

い
た
た
と
え
話
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
前
後
の
話
を
取
り
あ
げ
る
。

　
　荊け

い
ノ

　宣

　王

　問ヒ
テ

　群

　臣ニ

　曰ハ
ク、 「
吾

　聞ク

　北

　方

　之

　畏
お
そ
ル
ル
ヲ

　昭せ
う

　奚け
い

　

恤じ
ゅ
つ
ヲ

　也
。
果タ

シ
テ

　誠ニ

　何

　如ト

。」
　群

　臣

　莫シ

　対こ
た
フ
ル。

　
　江

　乙

　対ヘ
テ

　曰ハ
ク、「
虎

　求メ
テ

　百

　獣ヲ

　而

　食ラ
ヒ

　之ヲ

、
得タ

リ

　狐ヲ

。
狐

　曰ハ
ク、

『
子

　無カ
レ

　敢ヘ
テ

　食ラ
フ
コ
ト

　我ヲ

　也
。
天

　帝

　使し
ム

　我ヲ
シ
テ

　長タ
ラ

　百

　獣ニ

。
今

　子

　

食ラ
ハ
バ

　我ヲ

、
是レ

　逆ラ
フ

　天

　帝ノ

　命ニ

　也
。
子

　以テ

　我ヲ

　為サ
バ

　不ト

　信ナ
ラ、
吾

　為ニ

　

子ノ

　先

　行セ
ン。
子

　随ヒ
テ

　我ガ

　後ニ

　観ヨ

。
百

　獣

　之の

　見テ

　我ヲ

、
而モ

　敢ヘ
テ

　不ラ
ン

　

走ラ

　乎や
ト。』　虎

　以テ

　為ス

　然リ
ト。
故ニ

　遂ニ

　与と

　之

　行ク

。
獣

　見テ

　之ヲ

　皆

　走ル

。

虎

　不ル

　知ラ

　獣ノ

　畏レ
テ

　己ヲ

　而

　走ル
ヲ

　也
。
以

　為ス

　畏ル
ト

　狐ヲ

　也ト

。」
　

　
　今
、
王

　之

　地
、
方

　五

　千

　里
、
帯

　甲

　百

　万ア
リ
テ、

而

　専ラ

　属ス

　

之ヲ

　昭

　奚

　恤ニ

。
故ニ

　北

　方

　之

　畏ル
ル

　奚

　恤ヲ

　也や

、
其ノ

　実
、
畏ル

ル

　王

　

之

　甲

　兵ヲ

　也
。
猶ホ

　百

　獣

　之

　畏ル
ル
ガ

　虎ヲ

　也ト

。」

（
荊
の
宣
王
が
臣
下
た
ち
に
尋
ね
て
言
う
に
は
、「
私
は
北
方
の
諸
国
が
昭
和
奚
恤
を

恐
れ
て
い
る
と
聞
く
が
、果
た
し
て
事
実
は
ど
う
で
あ
る
の
か
。」
と
。
臣
下
達
に
答

え
る
者
は
い
な
か
っ
た
。

　す
る
と
江
乙
が
答
え
て
い
っ
た
。「
虎
は
動
物
た
ち
を
探
し
求
め
て
は
こ
れ
を
食
べ

て
い
た
。
狐
を
つ
か
ま
え
た
。
狐
が
言
う
に
は
、『
あ
な
た
は
決
し
て
私
を
食
べ
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
天
の
神
が
私
を
動
物
た
ち
の
王
に
し
た
の
で
す
。
今
、
あ
な
た
が
私

を
食
べ
た
な
ら
、
天
の
神
の
命
令
に
逆
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
よ
。
あ
な
た
が
私
を

信
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
の
な
ら
、
私
は
あ
な
た
の
た
め
に
先
に
立
っ
て
歩
い
て
み
ま

し
ょ
う
。
あ
な
た
は
私
の
後
に
つ
い
て
来
て
よ
く
ご
覧
な
さ
い
。
動
物
た
ち
が
私
を

二

一

三

二

一

レ

二

一

レ

レ

二

一レ

三

二

一

レ

二

一

レ

レ

レ

レ

二

一

レ

レ

レ

レ

レ

レ

二

レ

一

レ

レ

二

一

二

一

二

一

�

キ
二

一レ

見
か
け
て
、
ど
う
し
て
逃
げ
な
い
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
い
や
、
き
っ
と
逃
げ

ま
す
よ
。』
と
。
虎
は
な
る
ほ
ど
と
思
っ
た
。
そ
こ
で
（
虎
は
）
そ
の
ま
ま
狐
に
つ
い

て
い
っ
た
。
動
物
た
ち
は
狐
と
虎
の
姿
を
見
て
み
ん
な
走
っ
て
逃
げ
た
。
虎
は
動
物

た
ち
が
自
分
を
恐
れ
て
逃
げ
た
と
い
う
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
。
狐
を
恐
れ
て
い
る

の
だ
と
思
っ
た
。」
と
。

　さ
て
、
今
王
の
領
地
は
五
千
里
四
方
、
精
兵
は
百
万
、
そ
れ
を
も
っ
ぱ
ら
昭
奚
恤

に
お
預
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
北
方
の
諸
国
が
昭
奚
恤
を
恐
れ
ま
す
の

は
、
そ
の
実
は
王
の
軍
勢
を
恐
れ
て
い
る
の
で
し
て
、
そ
れ
は
丁
度
、
獣
た
ち
が
虎

を
恐
れ
た
よ
う
な
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。」
と
。）

　第
一
段
落
で
は
国
と
国
と
の
攻
防
の
中
、
問
題
点
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
第
二
段
落
か

ら
遊
説
家
・
江
乙
の
説
得
が
始
ま
り
、
ま
ず
問
題
と
な
る
背
景
の
わ
か
り
や
す
い
た
と
え

話
を
取
り
あ
げ
て
い
る
。
第
三
段
落
に
は
た
と
え
話
と
背
景
の
関
係
を
述
べ
、
問
題
の
解

決
を
導
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
『
戦
国
策
』
に
は
、
国
と
国
の
攻
防
の
中
、
遊
説
家
の

活
躍
を
述
べ
た
話
が
多
く
収
め
ら
れ
て
い
る
。

教
材
の
研
究

〔
通
釈
〕

1

　
　虎
は
動
物
た
ち
を
探
し
求
め
て
は
こ
れ
を
食
べ
て
い
た
。
狐
を
捕
ま
え
た
。

　
2

　狐
が
言
う
に
は
、

3

　「あ
な
た
は
決
し
て
私
を
食
べ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

4

　天
の
神
が
私
を
動
物
た
ち
の
王
に
し
た
の
で
す
。

5

　今
、あ
な
た
が
私
を
食
べ
た
な
ら
、天
の
神
の
命
令
に
逆
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
よ
。

6

　あ
な
た
が
私
を
信
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
の
な
ら
、
私
は
あ
な
た
の
た
め
に
先
に

立
っ
て
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

7

　あ
な
た
は
私
の
後
に
つ
い
て
来
て
よ
く
ご
覧
な
さ
い
。

〔
書
き
下
し
文
〕

1

　
　虎と

ら

　百ひ
や
く

獣じ
う

を

　求も
と

め
て

　之こ
れ

を

　食く

ら
ふ
。
狐き

つ
ねを

　得え

た
り
。

2

　狐き
つ
ね

　曰い

は
く
、

3

　「子し

　敢あ

へ
て

　我わ
れ

を

　食く

ら
ふ

　こ
と

　無な

か
れ
。

4

　天て
ん

帝て
い

　我わ
れ

を

　し
て

　百ひ
や
く

獣じ
う

に

　長ち
や
うた
ら
し
む
。

5

　今い
ま

、
子し

　我わ
れ

を

　食く

ら
は
ば
、
是こ

れ

　天て
ん

帝て
い

の

　命め
い

に

　逆さ
か

ら
ふ
な
り
。

6

　子し

　我わ
れ

を

　以も
つ

て

　信し
ん

な
ら
ず
と

　為な

さ
ば
、
吾わ

れ

　子し

の

　為た
め

に

　

　
　先せ

ん

行か
う

せ
ん
。

7

　子し

　我わ

が

　後あ
と

に

　随し
た
がひ
て

　観み

よ
。
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語
句
・
文
脈
の
解
説

2
7
2
ペ
ー
ジ
〜
2
7
3
ペ
ー
ジ �

※
こ
の
項
に
つ
い
て
は
、
便
宜
上
、
教
科
書
の
緑
色

の
番
号
を
行
数
表
示
と
し
た
。
ま
た
、
本
文
を
抜

き
出
す
際
に
は
基
本
的
に
書
き
下
し
文
を
抜
き
出

し
、
漢
文
の
句
法
に
つ
い
て
解
説
す
る
と
き
は
訓

読
文
を
抜
き
出
し
た
。

1 

虎 

猛
獣
の
名
。
鋭
い
目
・
爪
・
牙
を
持
ち
、
性
質
は

荒
々
し
い
。
古
来
よ
り
「
虎
」
が
出
て
く
る
故
事
成
語

は
多
い
。

1 

百
獣 

多
く
の
獣
。「
百
」
は
多
い
、
衆
多
の
意
。
百

姓
（
庶
民
）
や
百
官
（
役
人
）
で
用
い
ら
れ
る
「
百
」

も
同
じ
。

1 

「
之
」は
百
獣
を
指
す
。
虎
が
多
く
の
獣
を
食
べ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。

1 

而 

置
き
字
で
順
接
を
表
す
。こ
の
は
た
ら
き
に
よ
っ

て
、「
求
め
て
」
の
「
て
」
が
訓
読
と
し
て
読
ま
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
も
し
置
き
字
と
し
な
い
な
ら
「
虎
百
獣

を
求
め
、
而し
か

う
し
て
之
を
食
ら
ふ
」
と
な
る
。

1 

狐 

獣
の
名
。疑
い
深
く
て
ず
る
賢
い
た
と
え
と
し
て

用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

2 

曰
は
く 

言
う
こ
と
に
は
。「
い
ハ
ク
…
ト
」
と
呼
応

す
る
。

3 

子 

あ
な
た
。敬
意
を
も
っ
て
相
手
を
い
う
場
合
に
用

い
る
。
こ
こ
で
は
虎
を
指
す
。

3 

無カ
レ

 

敢ヘ
テ

 

�ス
ル
コ
ト

  

決
し
て
�
す
る
な
。
禁
止
を
表
す
。「
敢

へ
て
」
は
、
強
い
て
…
す
る
、
進
ん
で
…
す
る
、
と
無

理
に
お
し
き
っ
て
す
る
意
を
表
す
。「
無
か
れ
」
は
、…

二

一

し
て
は
い
け
な
い
。
こ
の
場
合
、「
無
」
を
禁
止
で
読
む

た
め
、「
也
」
は
置
き
字
に
な
る
。

4 

使ム 

�ヲ
シ
テ

　�（
セ
）

  

（
注
）［「
�
を
し
て
�
（
せ
）
し
む
」

と
読
み
、「
Ａ
に
Ｂ
さ
せ
る
」
の
意
。
使
役
を
表
す
。］

4 

天
帝 

天
を
支
配
す
る
神
。
最
高
の
存
在
で
、万
物
を

創
造
し
た
と
さ
れ
る
。

4 

長 

か
し
ら
、
首
領
、
王
。

5 

是
れ 

上
の
「
我
を
食
ら
は
ば
」
を
指
す
。

5 

命 

命
令
。

6 

以テ 

�ヲ

為ス 

�ト 

�
を
�
と
す
る
（
み
な
す
、
思
う
）。

6 

信
な
ら
ず 

信
じ
ら
れ
な
い
。

6 

先
行
せ
ん 

先
に
立
っ
て
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。こ
こ

で
「
吾
」
は
狐
、「
子
」
は
虎
を
指
す
。

8 

之 

こ
の
場
合
は
主
格
を
表
し
、
百
獣
が
、
の
意
。

8 

敢ヘ
テ

 

不ラ
ン

 

…（
セ
）

 

乎 

（
注
）［「
あ
へ
て
…
（
せ
）
ざ
ら
ん

や
」
と
読
み
、「
ど
う
し
て
…
し
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う

か
、
い
や
、
き
っ
と
…
す
る
」
の
意
。
反
語
を
表
す
。］

8 

走
（
る
） 

に
げ
る
。

9 

以テ

為ス 

然リ
ト

  

な
る
ほ
ど
と
思
う
。「
以
」
と
「
為
」
の

間
に
「
然
」
の
内
容
が
入
り
、「
…
を
以
て
然
り
と
為

す
」
と
な
る
。
そ
う
す
る
と
「
然
」
は
前
文
の
6
～
8

行
め
を
指
す
こ
と
に
な
る
。「
以テ 

�ヲ

為ス 

�ト

」の
�
の
省

略
形
。「
以
」「
為
」
は
二
字
で
「
以お

為も

へ
ら
く
」
と
訓

読
み
す
る
場
合
も
あ
る
。
こ
こ
で
も
「
以
為ヘ
ラ
ク

　然リ
ト」
と

読
む
こ
と
も
で
き
る
。

9 

遂
に 

（
注
）［
そ
の
ま
ま
。］

9 

之 

狐
を
指
す
。

二

一

レ

レ

レ
レ

レ

レ

10 

之 

狐
と
虎
が
や
っ
て
く
る
こ
と
を
指
す
。

11 

知
ら
ざ
る 

気
が
つ
か
な
い
。
わ
か
ら
な
い
。

12 

以テ

為ス 

… 

（
注
）［「
以も

つ

て
…
と
為な

す
」
と
読
み
、「
…

だ
と
思
う
」
の
意
。］

レ

●
『
成
語
故
事
』（
偉
青
書
店
・
一
九
六
五
年
（
香

港
）
よ
り
転
載
）。

【
図
版
解
説
】

8

　動
物
た
ち
が
私
を
見
か
け
て
、
ど
う
し
て
逃
げ
な
い
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

い
や
、
き
っ
と
逃
げ
ま
す
よ
。」
と
。

9

　
　虎
は
な
る
ほ
ど
と
思
っ
た
。
そ
こ
で
（
虎
は
）
そ
の
ま
ま
狐
に
つ
い
て
い
っ
た
。

10

　動
物
た
ち
は
狐
と
虎
の
姿
を
見
て
み
ん
な
走
っ
て
逃
げ
た
。

11

　虎
は
動
物
た
ち
が
自
分
を
恐
れ
て
逃
げ
た
と
い
う
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
。

12

　狐
を
恐
れ
て
い
る
の
だ
と
思
っ
た
。

8

　百ひ
や
く

獣じ
う

の

　我わ
れ

を

　見み

て
、
敢あ

へ
て

　走は
し

ら
ざ
ら
ん
や
。」
と
。

9

　
　虎と

ら

　以も
つ

て

　然し
か

り
と

　為な

す
。
故ゆ

ゑ

に

　遂つ
ひ

に

　之こ
れ

と

　行ゆ

く
。

10

　獣け
も
の

　之こ
れ

を

　見み

て

　皆み
な

　走は
し

る
。

11

　虎と
ら

　獣け
も
のの

　己お
の
れを

　畏お
そ

れ
て

　走は
し

る
を

　知し

ら
ざ
る
な
り
。

12

　以
て
狐
を
畏
る
と
為
す
な
り
。

発
問

問

　1
「
之
」
が
指
示
す
る
も
の
を
答
え
よ
。

答

　百
獣
（
多
く
の
獣
）

問

　3
「
子
」
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
で
誰
を
指
す

か
。

答

　あ
な
た
。
虎
を
指
す
。

問

　5
「
天
帝
命
」
の
「
命
」
と
は
ど
の
よ
う
な
内

容
か
。

答

　狐
を
動
物
た
ち
の
王
に
し
た
こ
と
。

問

　6
「
先
行
」
す
る
の
は
な
ぜ
か
。

答

　多
く
の
獣
が
自
分
を
見
て
逃
げ
出
し
た
と
虎
に

見
せ
る
た
め
。

問

　9
「
然
り
」
の
指
す
内
容
箇
所
の
最
初
と
最
後

の
三
文
字
を
訓
読
文
か
ら
抜
き
出
せ
。

答

　子
以
我
～
不
走
乎

問

　9
「
之
」
と
10
「
之
」
の
指
示
す
る
も
の
を
答

え
よ
。

答

　9
「
之
」
は
狐
。
10
「
之
」
は
狐
と
虎
。

問

　10
獣
は
ど
う
し
て
逃
げ
た
の
か
。

答

　狐
の
後
ろ
に
虎
が
い
る
の
を
見
た
た
め
。

問

　11
虎
は
ど
の
よ
う
に
考
え
た
の
か
。

答

　狐
が
い
る
の
で
多
く
の
獣
が
逃
げ
て
い
っ
た
。

問

　こ
の
話
か
ら
連
想
さ
れ
る
虎
と
狐
の
イ
メ
ー
ジ

を
答
え
よ
。

答

　虎
は
、
力
は
強
い
が
、
ま
ぬ
け
な
イ
メ
ー
ジ
。

狐
は
力
は
弱
い
が
ず
る
賢
い
イ
メ
ー
ジ
。

問

　「虎
の
威
を
借
る
狐
」
は
、現
在
で
は
ど
の
よ
う

な
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
か
。

答

　強
い
者
（
有
力
者
）
の
力
を
借
り
て
い
ば
る
者
。
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「
学
び
の
道
し
る
べ
」
の
解
答
例
・
解
説

●
何
度
も
音
読
し
、「
虎
の
威
を
借
る
」
の
意
味
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
。

1

　動
物
た
ち
が
逃
げ
て
い
っ
た
の
は
な
ぜ
か
、
考
え
よ
う
。

【
ね
ら
い
】
正
確
に
話
の
展
開
、
狐
の
会
話
が
理
解
で
き
て
い
れ
ば
わ
か
る
問
題
で
あ
る
。

た
だ
し
、
一
文
一
文
に
気
を
と
ら
れ
る
と
、
か
え
っ
て
話
の
全
体
が
見
え
な
く
な
る
。
全

体
が
理
解
で
き
て
い
る
か
判
断
す
る
の
に
好
都
合
の
問
題
で
あ
る
。

【
解
答
例
】狐
の
後
ろ
を
歩
い
て
い
る
虎
が
自
分
た
ち
を
襲
っ
て
食
べ
る
か
も
し
れ
な
い
の

で
、
生
命
の
危
険
を
感
じ
て
逃
げ
た
。

【
解
説
】
1
行
め
の
「
虎
百
獣
を
求
め
て
之
を
食
ら
ふ
」
と
、
狐
が
「
天
帝
の
命
令
で
、
自

分
が
百
獣
の
王
と
な
っ
た
。
自
分
の
後
に
つ
い
て
く
れ
ば
わ
か
る
」
と
言
っ
た
内
容
を
お

さ
え
て
い
る
こ
と
が
大
事
。
狐
も
一
緒
に
い
る
が
、
獣
は
虎
を
見
て
恐
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。2

　動
物
た
ち
が
逃
げ
た
こ
と
を
虎
は
ど
う
考
え
た
の
か
、
ま
と
め
よ
う
。

【
ね
ら
い
】
漢
文
に
限
ら
ず
、現
代
文
で
も
古
文
で
も
登
場
人
物
の
心
情
を
理
解
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
虎
が
ど
の
よ
う
に
考
え
た
か
、
書
か
れ
て
い
る
文
章
を
探

し
出
し
、
き
ち
ん
と
答
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
試
し
た
い
。

【
解
答
例
】
自
分
を
恐
れ
て
逃
げ
て
い
る
の
だ
と
気
づ
か
ず
、狐
を
恐
れ
て
い
る
の
だ
と
考

え
た
。

【
解
説
】
11
行
め
と
12
行
め
を
き
ち
ん
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
か
が
問
題
を
解
く
鍵
と
な

る
。
下
段
の
現
代
語
訳
か
ら
解
答
を
導
い
て
も
勿
論
か
ま
わ
な
い
。
た
だ
し
、そ
の
場
合
、

解
答
の
後
、上
段
の
「
知
ら
ざ
る
な
り
」「
以
て
…
と
為
す
」
に
着
目
さ
せ
て
ほ
し
い
。
虎

を
主
格
と
し
て
知
覚
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
漢
文
に
な
れ
て
く
れ
ば
、
書
き
下
し
文

か
ら
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
。
漢
文
は
日
本
語
と
語
順
は
違
う
が
、
使
わ
れ
る
漢
字
は
同

じ
で
あ
る
。
漢
字
に
対
す
る
感
覚
を
鋭
敏
に
さ
せ
る
こ
と
も
大
事
で
あ
る
。

3

　「虎
の
威
を
借
る
狐
」
と
い
う
言
葉
は
、
現
在
ど
の
よ
う
な
意
味
で
用
い
ら
れ

て
い
る
か
、
調
べ
よ
う
。

【
ね
ら
い
】
現
代
社
会
で
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
か
を
確
か
め
、日
常
に
お
け
る
漢

文
の
存
在
に
気
づ
か
せ
た
い
。

【
解
答
例
】他
の
権
勢
に
頼
っ
て
威
張
る
小
人
の
た
と
え
。
＊
趣
旨
が
合
っ
て
い
れ
ば
よ
い

【
解
説
】
教
材
の
本
文
か
ら
、ど
の
よ
う
な
意
味
と
な
っ
て
今
日
に
使
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。
各
種
の
漢
和
辞
典
・
国
語
辞
典
・
こ
と
わ
ざ
辞
典
な
ど
を
利
用
し
、
現
在
の
意
味

を
調
べ
さ
せ
た
い
。
ま
た
そ
の
意
味
で
、
ど
の
よ
う
な
場
面
で
用
い
ら
れ
て
い
る
か
を
調

べ
さ
せ
る
の
も
い
い
だ
ろ
う
。
生
徒
自
身
に
例
文
を
作
ら
せ
て
も
か
ま
わ
な
い
。

　故
事
成
語
が
身
近
な
存
在
で
あ
り
、そ
れ
が
漢
文
に
由
来
す
る
こ
と
に
気
づ
か
せ
た
い
。

研
究
・
発
展

◉
作
品
解
説  

　戦
国
時
代
、
七
国
（
斉
・
燕
・
楚
・
魏
・
趙
・
韓
・
秦
）
が
強
国
と
し
て
存
在
し
、
楚

国
は
南
方
で
安
定
し
た
勢
力
を
築
い
て
い
た
。
宣せ
ん

王お
う

の
時
代
に
な
る
と
、勢
力
が
拡
大
し
、

北
方
の
国
か
ら
恐
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
時
の
将
軍
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
の

が
昭し
ょ
う

奚け
い

恤じ
ゅ
つ

で
あ
る
。
魏
国
で
は
、
楚
の
勢
力
を
弱
め
る
た
め
に
、
遊
説
家
の
江こ

う

乙い
つ

を
楚
に

送
り
込
む
。
江
乙
は
宣
王
と
昭
奚
恤
の
仲
を
裂
く
こ
と
を
画
策
す
る
。
そ
し
て
、
楚
の
宣

王
が
群
臣
に
向
か
っ
て
「
北
方
の
諸
国
が
昭
奚
恤
を
恐
れ
て
い
る
の
は
本
当
か
。」
と
尋
ね

た
時
、
江
乙
は
昭
奚
恤
を
讒
言
す
る
。
そ
の
際
に
用
い
た
の
が
「
虎
の
威
を
借
る
狐
」
で

あ
る
。

　虎
に
捕
ま
っ
て
食
べ
ら
れ
そ
う
に
な
っ
た
狐
が
、「
自
分
は
天
帝
の
使
い
だ
。
嘘
だ
と
思

う
な
ら
私
の
後
を
つ
い
て
歩
い
て
み
ろ
。
百
獣
は
逃
げ
て
い
く
ぞ
。」
と
嘘
を
つ
き
、虎
を

だ
ま
す
こ
と
に
成
功
す
る
。
こ
の
話
で
は
、
狐
の
ず
る
賢
さ
を
昭
奚
恤
に
た
と
え
、
力
が

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
愚
か
に
だ
ま
さ
れ
る
虎
を
宣
王
に
た
と
え
て
い
る
。
江
乙
は
、

宣
王
に
対
し
、
そ
の
間
抜
け
ぶ
り
を
指
摘
し
て
腹
立
た
し
く
思
わ
せ
、
さ
ら
に
昭
奚
恤
が

信
用
で
き
な
い
人
物
で
あ
る
と
不
審
を
抱
か
せ
る
よ
う
に
仕
向
け
た
の
で
あ
る
。
江
乙
は

動
物
を
用
い
た
例
え
話
を
巧
み
に
利
用
し
、宣
王
と
昭
奚
恤
の
離
間
を
謀
っ
た
の
で
あ
る
。

　現
在
、
我
々
は
虎
を
凶
暴
な
動
物
と
し
て
、
狐
を
人
を
だ
ま
す
動
物
と
し
て
イ
メ
ー
ジ

す
る
傾
向
が
強
い
。
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
中
国
の
戦
国
時
代
に
遊
説
家
が
一
国
を
代
表
し

て
敵
国
の
王
に
讒
言
し
た
際
の
た
と
え
話
に
す
で
に
見
え
る
の
で
あ
る
。

◉
研
究  

　「虎
の
威
を
借
る
」「
蛇
足
」
の
よ
う
に
、『
戦
国
策
』
か
ら
取
ら
れ
て
い
る
教
材
に
つ
い

て
は
、
国
と
国
と
の
攻
防
の
中
、
遊
説
家
が
活
躍
す
る
場
面
が
取
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

遊
説
家
の
説
得
を
見
る
と
、
国
と
国
と
の
関
係
を
理
解
し
た
上
で
、
相
手
国
の
内
情
を
実

に
詳
し
く
精
査
し
て
い
る
。
誰
を
説
得
す
れ
ば
自
国
が
助
か
る
の
か
、
相
手
国
の
ど
こ
・

誰
の
弱
み
を
指
摘
・
非
難
す
れ
ば
説
得
が
成
功
す
る
の
か
、
い
か
に
わ
か
り
や
す
い
た
と

え
話
を
用
い
る
の
か
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
観
点
か
ら
説
得
を
試
み
て
い
る
。

　「漁
夫
の
利
」
も
『
戦
国
策
』
燕
策
に
そ
の
も
と
と
な
る
話
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
次
の
よ

う
に
あ
る
。

　
　趙

　且ニ

　伐タ
ン
ト

　燕ヲ

。

　
　蘇

　代

　為ニ

　燕ノ

　謂ヒ
テ

　恵

　王ニ

　曰ク

、
今い

　者ま

　臣ノ

　来ル
ト
キ、
過グ

　易

　水ヲ

。

蚌

　方ニ

　出デ
テ

　曝ス

。
而シ

テ

　鷸

　啄ム

　其

　肉ヲ

。
蚌

　合ハ
セ
テ

　而

　拑ム

　其

　喙ヲ

。
鷸

曰ク

、
今

　日

　不

　雨フ
ラ、

明

　日

　不ン
バ

　雨フ
ラ、

蚌

　将ニ

　為ラ
ン
ト

　脯ト

。
蚌モ

　亦タ

　謂ヒ
テ

　

鷸ニ

　曰ク

、
今

　日

　不

　出ダ
サ、

明

　日

　不ン
バ

　出ダ
サ、

即チ

　有ラ
ン
ト

　死

　鷸
。
両

　者

　

不

　肯ゼ

　相ヒ

　舎ツ
ル
ヲ。

漁

　者

　得テ

　而

　并セ–

擒フ

　之ヲ

。

　
　今

　趙

　且ニ

　伐タ
ン
ト

　燕ヲ

。
燕

　趙

　久シ
ク

　相ヒ

　支ヘ
テ、

以テ

　弊ラ
サ
バ

　大

　衆ヲ

、
臣

恐ル
ル

　強

　秦

　之

　為ラ
ン
コ
ト
ヲ　

　
　漁

　父ト

　也
。
故ニ

　願フ

　王

　之

　熟–

計セ
ン
コ
ト
ヲ　

　

之ヲ

　也ト

。

　
　恵

　王

　曰ク

、
善シ

ト。
乃チ

　止ム

。

（
戦
国
時
代
、
趙
が
燕
を
攻
め
よ
う
と
し
た
。

　蘇
代
は
燕
の
た
め
に
趙
の
恵
王
に
言
っ
た
。「
い
ま
し
が
た
、私
が
こ
ち
ら
へ
ま
い

り
ま
す
と
き
、
易
水
を
通
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
ち
ょ
う
ど
、
は
ま
ぐ
り
が
一
匹
、
日

光
浴
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
す
る
と
そ
こ
へ
、シ
ギ
が
一
羽
飛
ん
で
ま
い
り
ま
し
て
、

は
ま
ぐ
り
の
肉
を
つ
い
ば
も
う
と
し
ま
し
た
。
は
ま
ぐ
り
は
急
い
で
殻
を
閉
じ
て
、

シ
ギ
の
く
ち
ば
し
を
挟
み
ま
し
た
。
シ
ギ
が
申
し
ま
す
。『
今
日
も
雨
が
降
ら
ず
、明

日
も
雨
が
降
ら
ね
ば
、た
ち
ま
ち
は
ま
ぐ
り
の
干
物
が
で
き
る
だ
ろ
う
。』
と
。
は
ま

ぐ
り
も
言
い
ま
し
た
。『
今
日
も
く
ち
ば
し
を
出
せ
ず
、
明
日
も
出
せ
な
か
っ
た
ら
、

こ
こ
に
死
ん
だ
シ
ギ
が
で
き
る
の
は
間
違
い
な
い
な
。』と
。
両
者
共
に
放
す
こ
と
を
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「
学
び
の
道
し
る
べ
」
の
解
答
例
・
解
説

●
何
度
も
音
読
し
、「
虎
の
威
を
借
る
」
の
意
味
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
。

1

　動
物
た
ち
が
逃
げ
て
い
っ
た
の
は
な
ぜ
か
、
考
え
よ
う
。

【
ね
ら
い
】
正
確
に
話
の
展
開
、
狐
の
会
話
が
理
解
で
き
て
い
れ
ば
わ
か
る
問
題
で
あ
る
。

た
だ
し
、
一
文
一
文
に
気
を
と
ら
れ
る
と
、
か
え
っ
て
話
の
全
体
が
見
え
な
く
な
る
。
全

体
が
理
解
で
き
て
い
る
か
判
断
す
る
の
に
好
都
合
の
問
題
で
あ
る
。

【
解
答
例
】狐
の
後
ろ
を
歩
い
て
い
る
虎
が
自
分
た
ち
を
襲
っ
て
食
べ
る
か
も
し
れ
な
い
の

で
、
生
命
の
危
険
を
感
じ
て
逃
げ
た
。

【
解
説
】
1
行
め
の
「
虎
百
獣
を
求
め
て
之
を
食
ら
ふ
」
と
、
狐
が
「
天
帝
の
命
令
で
、
自

分
が
百
獣
の
王
と
な
っ
た
。
自
分
の
後
に
つ
い
て
く
れ
ば
わ
か
る
」
と
言
っ
た
内
容
を
お

さ
え
て
い
る
こ
と
が
大
事
。
狐
も
一
緒
に
い
る
が
、
獣
は
虎
を
見
て
恐
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。2

　動
物
た
ち
が
逃
げ
た
こ
と
を
虎
は
ど
う
考
え
た
の
か
、
ま
と
め
よ
う
。

【
ね
ら
い
】
漢
文
に
限
ら
ず
、現
代
文
で
も
古
文
で
も
登
場
人
物
の
心
情
を
理
解
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
虎
が
ど
の
よ
う
に
考
え
た
か
、
書
か
れ
て
い
る
文
章
を
探

し
出
し
、
き
ち
ん
と
答
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
試
し
た
い
。

【
解
答
例
】
自
分
を
恐
れ
て
逃
げ
て
い
る
の
だ
と
気
づ
か
ず
、狐
を
恐
れ
て
い
る
の
だ
と
考

え
た
。

【
解
説
】
11
行
め
と
12
行
め
を
き
ち
ん
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
か
が
問
題
を
解
く
鍵
と
な

る
。
下
段
の
現
代
語
訳
か
ら
解
答
を
導
い
て
も
勿
論
か
ま
わ
な
い
。
た
だ
し
、そ
の
場
合
、

解
答
の
後
、上
段
の
「
知
ら
ざ
る
な
り
」「
以
て
…
と
為
す
」
に
着
目
さ
せ
て
ほ
し
い
。
虎

を
主
格
と
し
て
知
覚
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
漢
文
に
な
れ
て
く
れ
ば
、
書
き
下
し
文

か
ら
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
。
漢
文
は
日
本
語
と
語
順
は
違
う
が
、
使
わ
れ
る
漢
字
は
同

じ
で
あ
る
。
漢
字
に
対
す
る
感
覚
を
鋭
敏
に
さ
せ
る
こ
と
も
大
事
で
あ
る
。

3

　「虎
の
威
を
借
る
狐
」
と
い
う
言
葉
は
、
現
在
ど
の
よ
う
な
意
味
で
用
い
ら
れ

て
い
る
か
、
調
べ
よ
う
。

【
ね
ら
い
】
現
代
社
会
で
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
か
を
確
か
め
、日
常
に
お
け
る
漢

文
の
存
在
に
気
づ
か
せ
た
い
。

【
解
答
例
】他
の
権
勢
に
頼
っ
て
威
張
る
小
人
の
た
と
え
。
＊
趣
旨
が
合
っ
て
い
れ
ば
よ
い

【
解
説
】
教
材
の
本
文
か
ら
、ど
の
よ
う
な
意
味
と
な
っ
て
今
日
に
使
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。
各
種
の
漢
和
辞
典
・
国
語
辞
典
・
こ
と
わ
ざ
辞
典
な
ど
を
利
用
し
、
現
在
の
意
味

を
調
べ
さ
せ
た
い
。
ま
た
そ
の
意
味
で
、
ど
の
よ
う
な
場
面
で
用
い
ら
れ
て
い
る
か
を
調

べ
さ
せ
る
の
も
い
い
だ
ろ
う
。
生
徒
自
身
に
例
文
を
作
ら
せ
て
も
か
ま
わ
な
い
。

　故
事
成
語
が
身
近
な
存
在
で
あ
り
、そ
れ
が
漢
文
に
由
来
す
る
こ
と
に
気
づ
か
せ
た
い
。

研
究
・
発
展

◉
作
品
解
説  

　戦
国
時
代
、
七
国
（
斉
・
燕
・
楚
・
魏
・
趙
・
韓
・
秦
）
が
強
国
と
し
て
存
在
し
、
楚

国
は
南
方
で
安
定
し
た
勢
力
を
築
い
て
い
た
。
宣せ
ん

王お
う

の
時
代
に
な
る
と
、勢
力
が
拡
大
し
、

北
方
の
国
か
ら
恐
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
時
の
将
軍
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
の

が
昭し
ょ
う

奚け
い

恤じ
ゅ
つ

で
あ
る
。
魏
国
で
は
、
楚
の
勢
力
を
弱
め
る
た
め
に
、
遊
説
家
の
江こ

う

乙い
つ

を
楚
に

送
り
込
む
。
江
乙
は
宣
王
と
昭
奚
恤
の
仲
を
裂
く
こ
と
を
画
策
す
る
。
そ
し
て
、
楚
の
宣

王
が
群
臣
に
向
か
っ
て
「
北
方
の
諸
国
が
昭
奚
恤
を
恐
れ
て
い
る
の
は
本
当
か
。」
と
尋
ね

た
時
、
江
乙
は
昭
奚
恤
を
讒
言
す
る
。
そ
の
際
に
用
い
た
の
が
「
虎
の
威
を
借
る
狐
」
で

あ
る
。

　虎
に
捕
ま
っ
て
食
べ
ら
れ
そ
う
に
な
っ
た
狐
が
、「
自
分
は
天
帝
の
使
い
だ
。
嘘
だ
と
思

う
な
ら
私
の
後
を
つ
い
て
歩
い
て
み
ろ
。
百
獣
は
逃
げ
て
い
く
ぞ
。」
と
嘘
を
つ
き
、虎
を

だ
ま
す
こ
と
に
成
功
す
る
。
こ
の
話
で
は
、
狐
の
ず
る
賢
さ
を
昭
奚
恤
に
た
と
え
、
力
が

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
愚
か
に
だ
ま
さ
れ
る
虎
を
宣
王
に
た
と
え
て
い
る
。
江
乙
は
、

宣
王
に
対
し
、
そ
の
間
抜
け
ぶ
り
を
指
摘
し
て
腹
立
た
し
く
思
わ
せ
、
さ
ら
に
昭
奚
恤
が

信
用
で
き
な
い
人
物
で
あ
る
と
不
審
を
抱
か
せ
る
よ
う
に
仕
向
け
た
の
で
あ
る
。
江
乙
は

動
物
を
用
い
た
例
え
話
を
巧
み
に
利
用
し
、宣
王
と
昭
奚
恤
の
離
間
を
謀
っ
た
の
で
あ
る
。

　現
在
、
我
々
は
虎
を
凶
暴
な
動
物
と
し
て
、
狐
を
人
を
だ
ま
す
動
物
と
し
て
イ
メ
ー
ジ

す
る
傾
向
が
強
い
。
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
中
国
の
戦
国
時
代
に
遊
説
家
が
一
国
を
代
表
し

て
敵
国
の
王
に
讒
言
し
た
際
の
た
と
え
話
に
す
で
に
見
え
る
の
で
あ
る
。

◉
研
究  

　「虎
の
威
を
借
る
」「
蛇
足
」
の
よ
う
に
、『
戦
国
策
』
か
ら
取
ら
れ
て
い
る
教
材
に
つ
い

て
は
、
国
と
国
と
の
攻
防
の
中
、
遊
説
家
が
活
躍
す
る
場
面
が
取
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

遊
説
家
の
説
得
を
見
る
と
、
国
と
国
と
の
関
係
を
理
解
し
た
上
で
、
相
手
国
の
内
情
を
実

に
詳
し
く
精
査
し
て
い
る
。
誰
を
説
得
す
れ
ば
自
国
が
助
か
る
の
か
、
相
手
国
の
ど
こ
・

誰
の
弱
み
を
指
摘
・
非
難
す
れ
ば
説
得
が
成
功
す
る
の
か
、
い
か
に
わ
か
り
や
す
い
た
と

え
話
を
用
い
る
の
か
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
観
点
か
ら
説
得
を
試
み
て
い
る
。

　「漁
夫
の
利
」
も
『
戦
国
策
』
燕
策
に
そ
の
も
と
と
な
る
話
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
次
の
よ

う
に
あ
る
。

　
　趙

　且ニ

　伐タ
ン
ト

　燕ヲ

。

　
　蘇

　代

　為ニ

　燕ノ

　謂ヒ
テ

　恵

　王ニ

　曰ク

、
今い

　者ま

　臣ノ

　来ル
ト
キ、
過グ

　易

　水ヲ

。

蚌

　方ニ

　出デ
テ

　曝ス

。
而シ

テ

　鷸

　啄ム

　其

　肉ヲ

。
蚌

　合ハ
セ
テ

　而

　拑ム

　其

　喙ヲ

。
鷸

曰ク

、
今

　日

　不

　雨フ
ラ、
明

　日

　不ン
バ

　雨フ
ラ、
蚌

　将ニ

　為ラ
ン
ト

　脯ト

。
蚌モ

　亦タ

　謂ヒ
テ

　

鷸ニ

　曰ク

、
今

　日

　不

　出ダ
サ、

明

　日

　不ン
バ

　出ダ
サ、

即チ

　有ラ
ン
ト

　死

　鷸
。
両

　者

　

不

　肯ゼ

　相ヒ

　舎ツ
ル
ヲ。

漁

　者

　得テ

　而

　并セ–

擒フ

　之ヲ

。

　
　今

　趙

　且ニ

　伐タ
ン
ト

　燕ヲ

。
燕

　趙

　久シ
ク

　相ヒ

　支ヘ
テ、
以テ

　弊ラ
サ
バ

　大

　衆ヲ

、
臣

恐ル
ル

　強

　秦

　之

　為ラ
ン
コ
ト
ヲ　

　
　漁

　父ト

　也
。
故ニ

　願フ

　王

　之

　熟–

計セ
ン
コ
ト
ヲ　

　

之ヲ

　也ト

。

　
　恵

　王

　曰ク

、
善シ

ト。
乃チ

　止ム

。

（
戦
国
時
代
、
趙
が
燕
を
攻
め
よ
う
と
し
た
。

　蘇
代
は
燕
の
た
め
に
趙
の
恵
王
に
言
っ
た
。「
い
ま
し
が
た
、私
が
こ
ち
ら
へ
ま
い

り
ま
す
と
き
、
易
水
を
通
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
ち
ょ
う
ど
、
は
ま
ぐ
り
が
一
匹
、
日

光
浴
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
す
る
と
そ
こ
へ
、シ
ギ
が
一
羽
飛
ん
で
ま
い
り
ま
し
て
、

は
ま
ぐ
り
の
肉
を
つ
い
ば
も
う
と
し
ま
し
た
。
は
ま
ぐ
り
は
急
い
で
殻
を
閉
じ
て
、

シ
ギ
の
く
ち
ば
し
を
挟
み
ま
し
た
。
シ
ギ
が
申
し
ま
す
。『
今
日
も
雨
が
降
ら
ず
、明

日
も
雨
が
降
ら
ね
ば
、た
ち
ま
ち
は
ま
ぐ
り
の
干
物
が
で
き
る
だ
ろ
う
。』
と
。
は
ま

ぐ
り
も
言
い
ま
し
た
。『
今
日
も
く
ち
ば
し
を
出
せ
ず
、
明
日
も
出
せ
な
か
っ
た
ら
、

こ
こ
に
死
ん
だ
シ
ギ
が
で
き
る
の
は
間
違
い
な
い
な
。』と
。
両
者
共
に
放
す
こ
と
を

レ

レレ

二

一

二

一

二

一

二

一

レ

レ

�

ト

レ

レ

レ

レ

レ

二

一

レ

二

一

二

一

レ

レ

二

一

三

二

一

三

二

一
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参
考
資
料

◉
参
考
資
料
1  

時
候
の
挨
拶
集

　時
候
の
挨
拶
、
と
い
っ
て
も
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
言
葉
を
書
い
た
ら
い
い
の
か
、
あ
ま
り
手
紙
を
書
く
機
会
の
な
い
生
徒
た
ち
に
は
浮
か
ば
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
教

科
書
に
掲
げ
た
例
と
と
も
に
、
次
の
よ
う
な
具
体
例
を
出
す
と
書
き
や
す
い
。

　ま
た
、
こ
の
例
に
と
ど
ま
ら
ず
、
自
分
が
感
じ
る
季
節
感
を
そ
の
ま
ま
文
章
に
し
て
、
時
候
の
挨
拶
を
工
夫
さ
せ
て
も
お
も
し
ろ
い
だ
ろ
う
。

月

　
　
　
時

　
候

　
の

　
挨

　
拶

月

　
　
　
時

　
候

　
の

　
挨

　
拶

1
月

初
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

冷
た
い
風
が
身
に
し
み
る
季
節
で
す
が
、

（
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。）

7
月

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

暑
い
日
々
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
夕
立
の
あ
と
の
涼
し
さ
に

ほ
っ
と
一
息
つ
い
て
お
り
ま
す
。

七
夕
も
過
ぎ
て
ま
も
な
く
夏
休
み
で
す
。

2
月

暦
で
は
立
春
と
は
い
え
、
い
ま
だ
寒
い
日
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

寒
気
も
よ
う
や
く
ゆ
る
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

8
月

入
道
雲
が
盛
り
の
夏
を
告
げ
て
お
り
ま
す
。

立
秋
を
迎
え
、
こ
の
暑
さ
も
あ
と
一
息
と
い
う
と
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
。

残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

3
月

名
残
の
雪
が
春
を
は
こ
ぶ
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

よ
う
や
く
春
の
足
音
も
近
づ
き
、
花
の
盛
り
が
楽
し
み
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ひ
な
祭
り
も
過
ぎ
、
だ
い
ぶ
春
め
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。

（
皆
様
に
は
お
元
気
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。）

9
月

木
々
の
葉
も
だ
い
ぶ
色
づ
き
秋
め
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。

秋
の
長
雨
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

4
月

桜
の
花
も
だ
い
ぶ
ほ
こ
ろ
び
は
じ
め
、
あ
ち
こ
ち
で
花
の
便
り
を

聞
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

春
の
日
ざ
し
が
暖
か
な
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

10
月

空
高
く
晴
れ
わ
た
っ
た
秋
の
空
が
広
が
っ
て
お
り
ま
す
。

食
欲
の
秋
が
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

5
月

風
薫
る
五
月
と
な
り
ま
し
た
。

鮮
や
か
な
新
緑
が
目
に
し
み
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

11
月

霜
枯
れ
の
季
節
を
迎
え
、
日ひ

な
た向
の
恋
し
い
今
日
こ
の
ご
ろ

と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

木
枯
ら
し
が
庭
木
の
葉
を
散
ら
す
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

6
月

梅
雨
の
晴
れ
間
の
一
時
、

紫あ
じ
さ
い

陽
花
の
花
が
美
し
く
咲
く
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

12
月

師
走
の
声
を
聞
い
て
街
の
慌
た
だ
し
さ
が

増
し
て
き
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。

歳
も
お
し
つ
ま
り
お
忙
し
い
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
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い
う
な
ら
、
花
を
活
け
る
と
き
に
、
花
を
選
ぶ
だ

け
で
な
く
、
花
び
ん
も
選
ん
で
、
全
体
で
調
和
の

と
れ
た
作
品
に
仕
上
げ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　こ
の
よ
う
に
、
ト
ー
タ
ル
と
し
て
の
「
手
紙
と

い
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
意
識
化
す
る
こ

と
が
、
言
葉
の
学
び
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
こ
こ

で
あ
げ
て
い
る
手
紙
例
を
扱
う
う
え
で
も
、
た
だ

単
に
依
頼
文
だ
か
ら
丁
寧
に
書
こ
う
と
か
、
目
上

の
相
手
だ
か
ら
丁
寧
に
書
こ
う
と
い
う
の
で
は
な

く
、
相
手
や
用
件
や
内
容
に
よ
っ
て
ふ
さ
わ
し
い

手
紙
と
は
ど
う
い
う
手
紙
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
点

か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で
あ
る
。

下
1
前
文 

初
め
の
挨
拶
。

　主
文
に
入
る
前
の
導
入
部
分
に
あ
た
り
、

①
頭
語

②
時
候
の
挨
拶

③
安
否
の
挨
拶
（
先
方
・
当
方
に
つ
い
て
）

④
お
礼
や
お
わ
び
な
ど
の
挨
拶
、
ま
た
は
自
己
紹

介
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
お
悔
や
み
の
手
紙
、
病
気
や

事
故
の
お
見
舞
い
の
手
紙
で
は
前
文
を
省
く
。

手
紙
の
書
き
方

資
料
編

用
語
の
解
説

3
0
0
ペ
ー
ジ

題 

手
紙

　用
件
や
近
況
報
告
、
挨
拶
な
ど
を
書
い

て
送
る
文
書
。
書
簡
、
書
状
と
も
い
う
。

　手
紙
は
、
学
校
や
会
社
と
し
て
出
す
よ
う
な
公

的
な
も
の
と
、
個
人
や
家
族
ど
う
し
で
や
り
と
り

さ
れ
る
私
的
な
も
の
、
お
よ
び
そ
の
中
間
的
な
も

の
と
が
あ
る
。
学
習
者
に
と
っ
て
ま
ず
身
近
な
も

の
は
、
私
的
な
手
紙
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
例
と

し
て
あ
げ
て
い
る
よ
う
な
、「
中
学
校
で
お
世
話
に

な
っ
た
恩
師
」
に
「
学
校
関
係
の
こ
と
」
で
書
く

依
頼
文
と
な
る
と
、「
親
し
い
相
手
」
に
「
日
常
的

な
こ
と
」
を
書
く
よ
う
な
場
合
と
違
っ
て
、
か
な

り
公
的
な
も
の
に
近
い
性
格
を
も
っ
て
く
る
こ
と

に
注
意
し
た
い
。

　こ
の
例
で
想
定
し
て
い
る
の
は
、

相
手
…
中
学
時
代
の
恩
師

内
容
…
文
化
祭
の
開
催
に
つ
い
て

用
件
（
目
的
）
…
文
化
祭
の
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し

て
も
ら
う
よ
う
依
頼
す
る

と
い
う
手
紙
で
あ
る
。
手
紙
も
人
と
人
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
で
あ
る
の
だ
か
ら
、

や
は
り
こ
の
よ
う
な
、「
相
手
」「
内
容
」「
目
的
」

な
ど
を
明
確
に
意
識
し
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
方

法
を
考
え
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
。

　コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
の
手
紙
を

考
え
た
場
合
、
た
だ
単
に
、
手
紙
文
の
文
章
の
形

式
（
構
成
）
や
言
葉
づ
か
い
を
選
ぶ
と
い
う
だ
け

が
注
意
の
向
け
先
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
ど
の

よ
う
な
形
や
色
、
デ
ザ
イ
ン
の
便
せ
ん
や
封
筒
を

選
ぶ
か
と
い
う
こ
と
か
ら
始
ま
っ
て
、
手
書
き
に

す
る
か
ワ
ー
プ
ロ
書
き
に
す
る
か
、
手
書
き
の
場

合
の
筆
記
具
を
何
に
す
る
か
、
縦
書
き
に
す
る
か

横
書
き
に
す
る
か
、
文
字
を
楷
書
に
す
る
か
行
書

に
す
る
か
、
文
字
以
外
の
記
号
を
ど
の
程
度
使
う

か
、
切
手
の
位
置
や
貼
り
方
を
ど
う
す
る
か
と
い

う
こ
と
な
ど
に
ま
で
、
選
択
が
行
わ
れ
る
の
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
単
に
言
葉
を
選
ぶ
だ
け
で
な
く
、

言
葉
の
入
れ
物
も
重
要
な
の
で
あ
る
。
た
と
え
て
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参
考
資
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◉
参
考
資
料
1  

時
候
の
挨
拶
集

　時
候
の
挨
拶
、
と
い
っ
て
も
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
言
葉
を
書
い
た
ら
い
い
の
か
、
あ
ま
り
手
紙
を
書
く
機
会
の
な
い
生
徒
た
ち
に
は
浮
か
ば
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
教

科
書
に
掲
げ
た
例
と
と
も
に
、
次
の
よ
う
な
具
体
例
を
出
す
と
書
き
や
す
い
。

　ま
た
、
こ
の
例
に
と
ど
ま
ら
ず
、
自
分
が
感
じ
る
季
節
感
を
そ
の
ま
ま
文
章
に
し
て
、
時
候
の
挨
拶
を
工
夫
さ
せ
て
も
お
も
し
ろ
い
だ
ろ
う
。

月

　
　
　
時

　
候

　
の

　
挨

　
拶

月

　
　
　
時

　
候

　
の

　
挨

　
拶

1
月

初
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

冷
た
い
風
が
身
に
し
み
る
季
節
で
す
が
、

（
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。）

7
月

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

暑
い
日
々
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
夕
立
の
あ
と
の
涼
し
さ
に

ほ
っ
と
一
息
つ
い
て
お
り
ま
す
。

七
夕
も
過
ぎ
て
ま
も
な
く
夏
休
み
で
す
。

2
月

暦
で
は
立
春
と
は
い
え
、
い
ま
だ
寒
い
日
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

寒
気
も
よ
う
や
く
ゆ
る
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

8
月

入
道
雲
が
盛
り
の
夏
を
告
げ
て
お
り
ま
す
。

立
秋
を
迎
え
、
こ
の
暑
さ
も
あ
と
一
息
と
い
う
と
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
。

残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

3
月

名
残
の
雪
が
春
を
は
こ
ぶ
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

よ
う
や
く
春
の
足
音
も
近
づ
き
、
花
の
盛
り
が
楽
し
み
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ひ
な
祭
り
も
過
ぎ
、
だ
い
ぶ
春
め
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。

（
皆
様
に
は
お
元
気
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。）

9
月

木
々
の
葉
も
だ
い
ぶ
色
づ
き
秋
め
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。

秋
の
長
雨
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

4
月

桜
の
花
も
だ
い
ぶ
ほ
こ
ろ
び
は
じ
め
、
あ
ち
こ
ち
で
花
の
便
り
を

聞
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

春
の
日
ざ
し
が
暖
か
な
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

10
月

空
高
く
晴
れ
わ
た
っ
た
秋
の
空
が
広
が
っ
て
お
り
ま
す
。

食
欲
の
秋
が
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

5
月

風
薫
る
五
月
と
な
り
ま
し
た
。

鮮
や
か
な
新
緑
が
目
に
し
み
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

11
月

霜
枯
れ
の
季
節
を
迎
え
、
日ひ

な
た向
の
恋
し
い
今
日
こ
の
ご
ろ

と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

木
枯
ら
し
が
庭
木
の
葉
を
散
ら
す
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

6
月

梅
雨
の
晴
れ
間
の
一
時
、

紫あ
じ
さ
い

陽
花
の
花
が
美
し
く
咲
く
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

12
月

師
走
の
声
を
聞
い
て
街
の
慌
た
だ
し
さ
が

増
し
て
き
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。

歳
も
お
し
つ
ま
り
お
忙
し
い
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
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い
う
な
ら
、
花
を
活
け
る
と
き
に
、
花
を
選
ぶ
だ

け
で
な
く
、
花
び
ん
も
選
ん
で
、
全
体
で
調
和
の

と
れ
た
作
品
に
仕
上
げ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　こ
の
よ
う
に
、
ト
ー
タ
ル
と
し
て
の
「
手
紙
と

い
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
意
識
化
す
る
こ

と
が
、
言
葉
の
学
び
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
こ
こ

で
あ
げ
て
い
る
手
紙
例
を
扱
う
う
え
で
も
、
た
だ

単
に
依
頼
文
だ
か
ら
丁
寧
に
書
こ
う
と
か
、
目
上

の
相
手
だ
か
ら
丁
寧
に
書
こ
う
と
い
う
の
で
は
な

く
、
相
手
や
用
件
や
内
容
に
よ
っ
て
ふ
さ
わ
し
い

手
紙
と
は
ど
う
い
う
手
紙
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
点

か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で
あ
る
。

下
1
前
文 

初
め
の
挨
拶
。

　主
文
に
入
る
前
の
導
入
部
分
に
あ
た
り
、

①
頭
語

②
時
候
の
挨
拶

③
安
否
の
挨
拶
（
先
方
・
当
方
に
つ
い
て
）

④
お
礼
や
お
わ
び
な
ど
の
挨
拶
、
ま
た
は
自
己
紹

介
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
お
悔
や
み
の
手
紙
、
病
気
や

事
故
の
お
見
舞
い
の
手
紙
で
は
前
文
を
省
く
。

手
紙
の
書
き
方

資
料
編

用
語
の
解
説

3
0
0
ペ
ー
ジ

題 

手
紙

　用
件
や
近
況
報
告
、
挨
拶
な
ど
を
書
い

て
送
る
文
書
。
書
簡
、
書
状
と
も
い
う
。

　手
紙
は
、
学
校
や
会
社
と
し
て
出
す
よ
う
な
公

的
な
も
の
と
、
個
人
や
家
族
ど
う
し
で
や
り
と
り

さ
れ
る
私
的
な
も
の
、
お
よ
び
そ
の
中
間
的
な
も

の
と
が
あ
る
。
学
習
者
に
と
っ
て
ま
ず
身
近
な
も

の
は
、
私
的
な
手
紙
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
例
と

し
て
あ
げ
て
い
る
よ
う
な
、「
中
学
校
で
お
世
話
に

な
っ
た
恩
師
」
に
「
学
校
関
係
の
こ
と
」
で
書
く

依
頼
文
と
な
る
と
、「
親
し
い
相
手
」
に
「
日
常
的

な
こ
と
」
を
書
く
よ
う
な
場
合
と
違
っ
て
、
か
な

り
公
的
な
も
の
に
近
い
性
格
を
も
っ
て
く
る
こ
と

に
注
意
し
た
い
。

　こ
の
例
で
想
定
し
て
い
る
の
は
、

相
手
…
中
学
時
代
の
恩
師

内
容
…
文
化
祭
の
開
催
に
つ
い
て

用
件
（
目
的
）
…
文
化
祭
の
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し

て
も
ら
う
よ
う
依
頼
す
る

と
い
う
手
紙
で
あ
る
。
手
紙
も
人
と
人
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
で
あ
る
の
だ
か
ら
、

や
は
り
こ
の
よ
う
な
、「
相
手
」「
内
容
」「
目
的
」

な
ど
を
明
確
に
意
識
し
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
方

法
を
考
え
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
。

　コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
の
手
紙
を

考
え
た
場
合
、
た
だ
単
に
、
手
紙
文
の
文
章
の
形

式
（
構
成
）
や
言
葉
づ
か
い
を
選
ぶ
と
い
う
だ
け

が
注
意
の
向
け
先
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
ど
の

よ
う
な
形
や
色
、
デ
ザ
イ
ン
の
便
せ
ん
や
封
筒
を

選
ぶ
か
と
い
う
こ
と
か
ら
始
ま
っ
て
、
手
書
き
に

す
る
か
ワ
ー
プ
ロ
書
き
に
す
る
か
、
手
書
き
の
場

合
の
筆
記
具
を
何
に
す
る
か
、
縦
書
き
に
す
る
か

横
書
き
に
す
る
か
、
文
字
を
楷
書
に
す
る
か
行
書

に
す
る
か
、
文
字
以
外
の
記
号
を
ど
の
程
度
使
う

か
、
切
手
の
位
置
や
貼
り
方
を
ど
う
す
る
か
と
い

う
こ
と
な
ど
に
ま
で
、
選
択
が
行
わ
れ
る
の
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
単
に
言
葉
を
選
ぶ
だ
け
で
な
く
、

言
葉
の
入
れ
物
も
重
要
な
の
で
あ
る
。
た
と
え
て
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- 1 -

年

組

番

氏
名
［

］

水
の
東
西

語
句

１

上
の
熟
語
の
対
義
語
を
、
そ
れ
ぞ
れ
下
の
［

］
に
漢
字
一
字
を
入
れ
て
完
成
さ
せ
よ
う
。

①
有
利

―

利

②
外
面

―

面

③
受
動

―

動

④
積
極

―

極

⑤
間
接

―

接

２

次
の
語
句
の
対
義
語
を
調
べ
よ
う
。

①
静
寂

②
人
工

３

次
の
語
句
の
意
味
を
調
べ
よ
う
。

①
け
だ
る
い

②
く
ぐ
も
る

③
極
致

５

次
の
語
句
の
意
味
を
調
べ
、
そ
れ
ぞ
れ
短
文
を
作
ろ
う
。

①
愛
嬌

「
愛
嬌
」
を
使
っ
た
短
文

②
徒
労

「
徒
労
」
を
使
っ
た
短
文

 

- 1 -

年

組

番

氏
名
［

］

魚
は
陸
か
ら
離
れ
ら
れ
な
い

語
句

【
６
０
ペ
ー
ジ
】

①

２
「
生
息
」
の
意
味
を
調
べ
よ
う
。

②

２
「
過
言
で
は
な
い
」
を
使
っ
て
短
文
を
作
ろ
う
。

③

９
「
過
酷
」
の
意
味
を
調
べ
よ
う
。

【
６
２
ペ
ー
ジ
】

④

６
「
言
い
換
え
れ
ば
」
を
使
っ
て
短
文
を
作
ろ
う
。

⑤

１
４
「
少
数
派
」
の
対
義
語
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

【
６
７
ペ
ー
ジ
】

⑥

１
３
「
厳
密
に
言
え
ば
」
を
使
っ
て
短
文
を
作
ろ
う
。

【
６
８
ペ
ー
ジ
】

⑦

８
「
千
差
万
別
」
の
意
味
を
調
べ
よ
う
。

⑧

１
２
「
単
一
」
の
類
義
語
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

⑨

１
５
「
瞬
時
」
の
意
味
を
調
べ
よ
う
。

【
６
９
ペ
ー
ジ
】

⑩

７
「
容
易
」
の
類
義
語
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

− �−

緩
急

カ
ン
キ
ュ
ウ
（
１
９
０
・
２
）

年

　
　組

　
　番

　
　氏
名
〔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　〕

届
く
言
葉
、
届
か
な
い
言
葉

　漢
字

　次
の
傍
線
部
の
片
仮
名
を
漢
字
で
書
こ
う
。

抑
揚

ヨ
ク
ヨ
ウ
（
１
８
９
・
１
２
）

枕

マ
ク
ラ
（
１
８
９
・
１
０
）

宛
先

ア
テ
サ
キ
（
１
８
９
・
５
）

鋭
い

ス
ル
ド
い
（
１
８
８
・
１
２
）

隣

ト
ナ
リ
（
１
８
７
・
１
０
）

膝

ヒ
ザ
（
１
８
７
・
９
）

治
療

チ
リ
ョ
ウ
（
１
８
７
・
４
）

偏
り

カ
タ
ヨ
り
（
１
８
７
・
２
）

咽
喉

イ
ン
コ
ウ
（
１
８
７
・
１
）

◆この本を読んでみて！ ブックトーク 表現活動シート１

レジュメ 下書きを書き，互いに見てアドバイスをし合ってから，清書しよう。

ブックガイド

この本を読んでみて！

年 組 番 氏名

◆本のデータ

●書名 本の書名には『 』を付ける。

●編著者名 著者・作者・編者の名前をすべて挙げる。絵本や写真集では画家・写真家の名前も挙げる。

●出版社名

●刊行年 わかれば初版年を書く。何刷か，何版かわかれば「○刷」「○版」を書く。

◆出合ったいきさつ 本を見つけるきっかけになったことを説明する。

◆本や作品に対する感想 出合ったときの印象，読んでみて感じたこと，考えたことなどを書く。

◆主な内容 読んだことのない人にどのような内容かをわかりやすく，簡単に説明する。ネタバレしすぎないように。

◆魅
み

力
りょく

本や作品の良いところ，アピールしたい点を説明する。

◆キャッチコピー 本の帯に付ける短いフレーズを考える。

新聞に投書してみよう 意見文 表現活動シート１

（ ）組（ ）番 氏名（ ）

●投書をゲットしよう！

課題 新聞の投書欄を３日分読み，その中で特に印象に残った投書を一つ選んで，以下の項目について

まとめておこう。選んだ投書は指定箇所に貼っておこう。

１ 選んだ新聞

（ ）年 （ ）月 （ ）日付 （ ）新聞 朝刊 ／ 夕刊

２ 投書を書いた人の年齢・性別・職業

歳代以下 歳代 歳代 歳代 歳代 歳代以上

女性 男性 職業（ ）

３ 選んだ投書について整理しておこう。

① 投書を書いたのはどのような人物か。

② 投書にはどのような意見が述べられているか。

③ その意見はどのような体験や事実（根拠）に基づいて述べられているか。

４ 選んだ投書に対する意見や感想を簡潔にまとめておこう。

（選んだ新聞を貼る場所）

85

明
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国
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総
合

◆本文語句シート
　現代文教材の脚注欄に示された語句について
　学習するワークシートです。

◆本文漢字シート
　現代文教材の脚注欄に示された漢字を学習する
　ワークシートです。

＊その他に、古文教材の品詞分解を書き込むための「古文品詞分解シート」を収録しています。

◆表現活動シート
　表現教材の学習活動に即したワークシート
　です。
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- 1 -

年

組

番

氏
名
［

］

羅
生
門

●
追
い
つ
め
ら
れ
た
状
況
の
中
で
の
、
人
間
の
考
え
方
や
心
の
動
き
に
つ
い
て
考
え
る
。

●
場
面
の
推
移
や
比
喩
表
現
に
注
意
し
な
が
ら
、
主
人
公
の
心
理
の
移
り
変
わ
り
を
捉
え
る
。

１

「
次
の
観
点
に
従
っ
て
、
物
語
の
設
定
を
捉
え
よ
う
。

①
い
つ

・
時
代

・
季
節

・
時
刻

②
ど
こ
で

③
誰
が

・
下
人
の
お
お
よ
そ
の
年
齢

・
下
人
の
仕
事

・
下
人
の
お
か
れ
て
い
る
立
場

２

次
の
場
面
に
お
け
る
下
人
の
心
理
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
ま
と
め
よ
う
。

①
「
死
骸
の
中
に
う
ず
く
ま
っ
て
い
る
人
間
を
見
た
。
」
（

・

）

②
「
す
る
と
、
老
婆
は
、
…
…
抜
き
始
め
た
。
」
（

・
６
）
。

③
「
老
婆
を
突
き
放
す
と
、
…
…
目
の
前
へ
突
き
つ
け
た
。
」
（

・
６
）

- 1 -

年

組

番

氏
名
［

］

水
の
東
西

語
句

１

上
の
熟
語
の
対
義
語
を
、
そ
れ
ぞ
れ
下
の
［

］
に
漢
字
一
字
を
入
れ
て
完
成
さ
せ
よ
う
。

①
有
利

―

利

②
外
面

―

面

③
受
動

―

動

④
積
極

―

極

⑤
間
接

―

接

２

次
の
語
句
の
対
義
語
を
調
べ
よ
う
。

①
静
寂

②
人
工

３

次
の
語
句
の
意
味
を
調
べ
よ
う
。

①
け
だ
る
い

②
く
ぐ
も
る

③
極
致

５

次
の
語
句
の
意
味
を
調
べ
、
そ
れ
ぞ
れ
短
文
を
作
ろ
う
。

①
愛
嬌

「
愛
嬌
」
を
使
っ
た
短
文

②
徒
労

「
徒
労
」
を
使
っ
た
短
文

 

負
け
方
を
習
得
す
る

●

次
の
空
欄
を
文
章
中
の
語
句
で
補
え
。

第
四
段 

【
喫き

っ

緊き
ん

の
こ
と
】 

（
ｐ
21
ｌ
７ 

～
終
わ
り
） 

 

・
㋟

〔

〕
以
上
に
多
く
の
利
益
を
も
た
ら
す
㋠

〔

〕
を
習
得

す
る
こ
と
が
我
々
に
と
っ
て
喫
緊
の
こ
と
で
あ
る
。 

意見の総括 話題及び意見の提示 説明 
 

説
明
②

反
論
に
対
す
る
反
論 

第
一
段 

【
構
造
的
敗
者
】 

（
初
め
～ 

ｐ
19
ｌ
３
） 

 

現
代
社
会
で
は
「
勝
つ
」
方
法
を
う
る
さ
く
教
え
る
。 

＝
グ
ロ
ー
バ
ル
㋐

〔

〕
の
風ふ

う

儀ぎ

。 
⇔

 

し
か
し
、
現
実
に
は
決
し
て
「
勝
っ
た
り
、
負
け
た
り
」
し
て
は
い
な
い
。 

私
た
ち
は
全
員
今
こ
の
瞬
間
も
確
実
に
訪

お
と
ず

れ
る
㋑

「
〔

〕
」
に
向
か

っ
て
歩
ん
で
い
る
。
例
外
は
な
い
。
＝
構
造
的
に
敗
者
で
あ
る
。 

↓ 

私
た
ち
が
勝
負
ご
と
に
熱
中
す
る
の
は
勝
つ
た
め
で
は
な
く
、 

「
適
切
な
負
け
方
」
「
㋒
〔

〕」
を
習
得
す
る
た

め
で
あ
る
。 

  

＝ 
 

第
二
段
【
適
切
な
負
け
方
】 

（
ｐ
19
ｌ
４
～
ｐ
20
ｌ
７
） 

 

〈
事
例
〉 

夏
の
甲
子
園
高
校
野
球
は
参
加
者
の
ほ
と

ん
ど
全
員
が
㋓

〔

〕
で
あ
る
イ
ベ

ン
ト
。
そ
の
教
育
効
果
は 

「
適
切
に
負
け
る
」
仕
方
を
学
ぶ
こ
と
。 

      

第
一
…
「
㋕

〔

〕
は
全
て
自
分

に
あ
る
。
」
と
自
省
す
る
こ
と
。 

第
二
…
「
こ
の
敗
北
は
多
く
の 

㋖

〔

〕
を
教
え

て
く
れ
た
。」
と
総
括
す
る
こ
と
。 

第
三
…
「
負
け
た
け
れ
ど
、
と
て
も
楽
し

い
時
間
が
過
ご
せ
た
か
ら
。」
と

㋗

〔

〕
な
気
分
で
敗
北

を
㋘

〔

〕
す
る
こ
と
。 

 

＝
人
間
に
と
っ
て 

㋔

〔

〕
に
重
要
。 

第
三
段
【
無
意
味
な
敗
北
】 

（
ｐ
20
ｌ
８
～
ｐ
21
ｌ
６
） 

 

「
適
切
な
負
け
方
」
と
し
て
挙
げ
た
三
点
に
「
あ

た
り
ま
え
じ
ゃ
な
い
か
。
」
と
㋙

〔

〕

す
る
人
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
「
あ
た
り

ま
え
」
と
言
い
き
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
（
い
や
、

言
い
き
れ
な
い
。） 

理
由

政
界
で
も
㋚

〔

〕
で
も
メ

デ
ィ
ア
で
も
ト
ラ
ブ
ル
は
起
き
る
が
、
そ
の
際
、

「
適
切
な
負
け
方
」
を
実
践
す
る
人
間
を
久
し
く

見
な
い
か
ら
。 

 

〈
適
切
な
負
け
方
を
実
践
し
な
い
人
〉 

＝
「
負
け
」
を
認
め
な
い
こ
と
が
㋛

〔

〕

生
き
方
で
あ
る
と
す
る
当
代
の
風
儀
に
従
順

な
の
だ
ろ
う
。 

↓ 

い
つ
か
必
ず
迎
え
る
敗
北
の
日
に 

㋜

〔

〕
も
期
待
で
き
ず
、 

㋝

〔

〕
も
学
べ
ず
、 

㋞

〔

〕
だ
け
を
残
す
よ
う
な 

「
無
意
味
な
敗
北
」
を
引
き
受
け
る
。 

 

説
明
①

意
見
内
容
の
解
説 

適
切
な
負
け
方 

 

84

明
解
国
語
総
合

付
属
Ｄ
Ｖ
Ｄ–

Ｒ
Ｏ
Ｍ

ワ
ー
ク
シ
ー
ト

◆学びの道しるべシート
　各教材末の「学びの道しるべ」をそのまま
　ワークシートにしたものです。

◆語句・漢字学習シート
　各教材末の「語句」「漢字」の設問をそのまま
　ワークシートにしたものです。

◆構成・内容理解シート
　教材文の構成や内容を、図や表に整理して
　理解するためのワークシートです。
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－ 1 － 

 
 

負
け
方
を
習
得
す
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

内
田
樹 

 
 

次
の
文
章
を
読
ん
で

後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い

 
 

発
展
問
題

 
  

適
切
な
負
け
方

の
第
一
は

敗
因
は

す
べ全

て
自
分
自
身
に
あ
る

と
い
う
き

ぱ
り
と
し
た
自
省
で
あ
る

負
け
た
の
は
チ

ム

メ

ト
の
エ
ラ

の
せ
い
だ
と
か

監
督
の

さ
い
は
い

采
配
が
悪
か

た
か
ら
だ
と
か
言
い

の
が逃

れ
を
す
る
高
校
球
児
は

だ
れ誰

か
ら
の
リ
ス
ペ
ク
ト

 

一も
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う

 
 

第
二
は

こ
の
敗
北
は
多
く
の
改
善
点
を
教
え
て
く
れ
た

 
Ⅰと

総
括
す
る
こ
と
で
あ
る 

二
負
け
た
あ
と
に

私
た
ち
と
し
て
は
ベ

ス
ト
を

つ尽
く
し
た
の
で
も
う
こ
れ
以
上
改
善
努
力
の
余
地
は
な
い

と
言
う
人
間
は
敗
北
か
ら
何 

三も
学
ん
で
い
な
い
こ
と
に
な
る

 
 

第
三
は

負
け
た
け
れ
ど

と
て
も
楽
し
い
時
間
が
過
ご
せ
た
か
ら

と
い
う

ゆ愉
か
い快

な
気
分
で
敗
北
を
記
憶
す
る
こ
と
で
あ
る

 
 

こ 

四う
書
き
並
べ
る
と

 

１
そ
ん
な
こ
と
あ
た
り
ま
え
じ

な
い
か

と
憤
慨
す
る
人
が
い
る
か
も
し
れ
な
い

だ
が

本
当
に

そ

ん
な
こ
と
あ
た
り
ま
え

と
言
い
き
れ
る
で
あ
ろ
う
か

 
 

今
の
日
本
は

政
界
で
も

き企
ぎ

う
業
活
動
で
も

メ
デ

ア
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
不
祥
事
が
相
次
い
で
い
る

ど
ん
な

せ
い精
ち緻

な
シ
ス
テ
ム
で

も

バ
グ

は
回
避
不
能
で
あ
る
か
ら

ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
る
こ
と
は
し
か
た
が
な
い
と
思
う

け
れ
ど
も

そ
の
後
に

全
て
自
分
の

責
任
だ

と
言
い
き
り

改
善
点
が
見
つ
か

た

こ
と
を
教
訓
と
し 

五て
受
け
い
れ

こ
の
よ
う
な
不
具
合
を

と
も
な

伴
い
な
が
ら

こ
こ
ま

で
や

て
こ
ら
れ
た
こ
と
を
周
囲
の
人
々
に

感
謝
す
る

と
い
う
語
法
を
も

て

敗
北

の
総
括
を
し
た
人
間
を

私
は
久
し
く
見

た
こ
と
が
な
い

た
ぶ
ん 

２
か
れ彼

ら
は
決
し
て

負
け

を
認
め
な
い
こ
と
が

か
し
こ

賢
い
生
き
方
で
あ
る
と
す
る
当
代 

Ⅱの
ふ
う風
ぎ儀

に
従
順
な
の
で
あ

ろ
う

 
 

し
か
し

死
ぬ
ま
で
全
て
の
勝
負
に
勝
ち
続
け
る
こ
と
は
誰
に
も
で
き
な
い

私
た
ち
は
い
つ
か
必
ず
敗
北
の
日
を

む
か迎

え
る

そ
の
時

に

誰
か
ら
の
リ
ス
ペ
ク
ト
も
期
待
で
き
ず

何
の
教
訓
も
学
べ
ず

た
だ
ひ
た
す
ら
に
不
快
な
後
味
だ
け
を
残
す
よ
う
な

無
意
味
な

敗
北

を
引
き
受
け
る
と
い
う
こ
と
で
よ
い
の
だ
ろ
う
か

 
 

３

 

勝
つ
以
上
に
多
く
の
利
益
を
も
た
ら
す
負
け
方
が
時
に
は
あ
る

そ
の
こ
と
を
習
得
す
る
こ
と
が
我
々
に
と

て
き喫
き
ん緊

の
こ
と
だ
と
私

は
思
う

 
 

問
一 

破
線
一

五
の
う
ち

活
用
の
種
類
が
違
う
も
の
を
一
つ
選
び

記
号
で
答
え
な
さ
い

 

問
二 

波
線
Ⅰ

総
括

・
Ⅱ

風
儀

の
意
味
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び

記
号
で
答
え
な

さ
い

 
 

 
 

Ⅰ 

① 

お
さ
ら
い 

 

② 

ま
と
め 

 

③ 

反
省 

 

④ 

理
解 

 
 

 

Ⅱ 

① 

風
習 

 
 

 

② 

風
流 

 
 

③ 

風
説 

 

④ 

風
情 

問
三 

傍
線
１

そ
ん
な
こ
と

の
指
し
示
す
内
容
を

五
十
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い

 

問
四 

傍
線
２

彼
ら

と
は
ど
の
よ
う
な
人
を
指
す
か

具
体
例
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び

記
号
で
答
え

な
さ
い

 
 

 
 

① 

失
敗
の
責
任
を
転
嫁
し

そ
こ
か
ら
教
訓
を
得
よ
う
と
し
な
い
責
任
者

 
 

 
 

② 

ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ

た
と
き
に

自
分
で
責
任
を
引
き
受
け
る
技
術
者

 
 

 
 

③ 

落
ち
度
を
認
め
た
上
で

今
後
の
改
善
点
を
考
え
て
い
こ
う
と
す
る
政
治
家

 
 

 
 

④ 

不
具
合
が
あ

て
も
協
力
し
て
く
れ
た
周
囲
に
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
る
指
導
者

 

問
五 

傍
線
３

勝
つ
以
上
に
多
く
の
利
益
を
も
た
ら
す
負
け
方

と
あ
る
が

こ
こ
で
の

利
益

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か

文
中

の
言
葉
を
用
い
て

三
十
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い

 

  

 

 

年

組

番

氏
名
（

）

 

  

一

部
の
漢
字
の
読
み
仮
名
を
平
仮
名
（
現
代

仮
名
遣
い
）
で
記
せ
。

２
点×

３ 

①

 

ラ
食

フ

ヲ之
。 

[
] 

②
き
つ
ね

狐

ハ
ク

曰
、 

[
] 

③

 

カ
無

レ

 

ヘ
敢

テ

 

ラ
食

フ
コ
ト

ヲ我

也
。 

[
] 

 

二

部
の
語
句
の
意
味
を
あ
と
か
ら
選
べ
。 

２
点×

３ 

①

子

 

カ
無

レ

 

ヘ
敢

テ

 

ラ
食

フ
コ
ト

ヲ我

也
。 

[
] 

ア
子
ど
も

イ
あ
な
た

ウ
同
志 

②
わ
れ吾

た
め
ニ

為

ノ子

先

 

セ
行

ン。 [
] 

ア
先
に
立
っ
て
歩
く
し
か
な
い 

イ
先
に
立
っ
て
歩
く
か
も
し
れ
な
い 

ウ
先
に
立
っ
て
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う 

③
ゆ
ゑ
ニ

故

つ
ひ
ニ

遂

と与

之

ク行
。 [

] 

ア
や
っ
と
の
こ
と
で

イ
い
つ
の
ま
に
か 

ウ
そ
の
ま
ま 

 

 

三

次
の
漢
文
を
書
き
下
し
文
に
改
め
よ
。
２
点×

２ 

①

子

 

カ
無

レ

 

ヘ
敢

テ

 

ラ
食

フ
コ
ト

ヲ我

也
。 

[
] 

②

天て
ん

帝て
い

使し
ム

我ヲ
シ
テ

長 タ
ラ

百
ひ
や
く

獣
じ
う
ニ

 

[
]  

  

四

次
の
漢
文
の
意
味
に
当
て
は
ま
る
も
の
を
あ
と

か
ら
選
べ
。

２
点×

２ 

①

 

ヘ
敢

テ

 

ざ
ラ

不
ン

ラ走

や乎
。 

[
] 

ア
あ
え
て
逃
げ
は
し
な
い
だ
ろ
う
。 

イ
恐
ら
く
逃
げ
な
い
に
違
い
な
い
。 

ウ
ど
う
し
て
逃
げ
な
い
で
い
よ
う
か
、
い
や
、
き

っ
と
逃
げ
る
。 

②

以お

―
為
、

も
へ
ラ
ク

畏
お
そ
ル
ル

狐 ヲ

也
な
り
ト

。 [
] 

ア
思
わ
ず
狐
を
恐
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。 

イ
思
う
に
狐
を
恐
れ
て
は
い
な
い
の
だ
ろ
う
。 

ウ
狐
を
恐
れ
て
い
る
の
だ
と
思
っ
た
。 

故
事
成
語

虎と

ら

の
威い

を
借か

る

得点

 
 

 
／20 

◆
羅
生
門
（
芥
川
龍
之
介
）

『
今
昔
物
語
集
』
原
文

巻
二
十
九

ら
せ
い
も
ん
の
う
は
こ
し
に
の
ぼ
り
て
し
に
ん
を
み
る
ぬ
す
び
と
の
こ
と
だ
い
じ
ふ
は
ち

羅
城
門
登
上
層
見
死
人
盗
人
語
第
十
八

今
は
昔
、
摂
津
の
国
の
辺
り
よ
り
盗
み
せ
む
が
た
め
に
京
に
上
り
け
る
男
の
、
日
の
未
だ
明
か
り
け
れ
ば
、
羅
城
門
の
下
に
立
ち
隠
れ

て
立
て
り
け
る
に
、
朱
雀
の
方
に
人

し
げ重

く
あ
り歩

き
け
れ
ば
、
人
の
静
ま
る
ま
で
と
思
ひ
て
、
門
の
下
に
待
ち
立
て
り
け
る
に
、
山
城
の
方
よ

り
人
ど
も
の
あ
ま
た
来
た
り
け
る
音
の
し
け
れ
ば
、
そ
れ
に
見
え
じ
と
思
ひ
て
、
門
の

う
は
こ
し

上
層
に
や
は
ら

か
か掻

つ
り
登
り
た
り
け
る
に
、
見
れ

ば
、
火
ほ
の
か
に
と
も
し
た
り
。

盗
人
、
「
怪
し
」
と
思
ひ
て
、

れ
ん連
じ子

よ
り
の
ぞ
き
け
れ
ば
、
若
き
女
の
死
に
て

ふ臥
し
た
る
あ
り
。
そ
の

ま
く
ら

枕
が
み上

に
火
を
と
も
し
て
、
年

い
み
じ
く
老
い
た
る

お
う
な

嫗

の
し
ら白
が髪

白
き
が
、
そ
の
死
人
の
枕
上
に
ゐ
て
、
死
人
の

か
み髪

を
か
な
ぐ
り
抜
き
取
る
な
り
け
り
。

盗
人
こ
れ
を
見
る
に
、
心
も
得
ね
ば
、
「
こ
れ
は
も
し
鬼
に
や
あ
ら
む
」
と
思
ひ
て
怖
ろ
し
け
れ
ど
も
、
「
も
し
死
人
に
て
も
ぞ
あ
る
。

お
ど
し
て
試
み
む
」
と
思
ひ
て
、
や
は
ら
戸
を
開
け
て
、
刀
を
抜
き
て
、
「

お
の
れ

己

は
お
の
れ

己

は
」
と
言
ひ
て
走
り
寄
り
け
れ
ば
、
嫗

て手
ま
ど迷

ひ
を

し
て
、
手
を
す
り
て

ま
ど迷

へ
ば
、
盗
人
、
「
こ
は
何
ぞ
の
嫗
の
か
く
は
し
ゐ
た
る
ぞ
」
と
問
ひ
け
れ
ば
、
嫗
、
「
己
が

あ
る
じ

主

に
て
お
は
し
ま

し
つ
る
人
の
失
せ
た
ま
へ
る
を
、
あ
つ
か
ふ
人
の
な
け
れ
ば
、
か
く
て
置
き
た
て
ま
つ
り
た
る
な
り
。
そ
の

お
ほ
む

御
か
み髪

の
た
け丈

に
余
り
て
長
け

れ
ば
、
そ
れ
を
抜
き
取
り
て

か
つ
ら

鬘

に
せ
む
と
て
抜
く
な
り
。
助
け
た
ま
へ
」
と
言
ひ
け
れ
ば
、
盗
人
、
死
人
の
着
た
る
衣
と
嫗
の
着
た
る

衣
と
抜
き
取
り
て
あ
る
髪
と
を
奪
ひ
取
り
て
、
下
り
走
り
て
逃
げ
去
り
に
け
り
。

さ
て
、
そ
の
上
の

こ
し層

に
は
死
人
の

が
い
こ
つ

骸
骨
ぞ
多
か
り
け
る
。
死
に
た
る
人
の

は
う
ぶ
り

葬

な
ど
え
せ
ぬ
を
ば
、
こ
の
門
の
上
に
ぞ
置
き
け
る
。

こ
の
事
は
そ
の
盗
人
の
人
に
語
り
け
る
を
聞
き
継
ぎ
て
か
く
語
り
伝
へ
た
る
と
や
。

巻
第
三
十
一

た
て
は
き
の
ぢ
ん
に
い
を
を
う
る
お
う
な
の
こ
と
だ
い
さ
む
じ
ふ
い
ち

大
刀
帯
陣
売
魚
媼
語
第
三
十
一

今
は
昔
、

さ
む
で
う

三
条
の
院
の
天
皇
の

と
う
ぐ
う

春
宮
に
て
お
は
し
ま
し
け
る
時
に
、
大
刀

た

て

帯は
き

の
陣
に
常
に
来
た
り
て

い
を魚

売
る
女
あ
り
け
り
。
大
刀
帯
ど

も
こ
れ
を
買
は
せ
て
食
ふ
に
、
味
は
ひ
の
む
ま
か
り
け
れ
ば
、
こ
れ
を
役
と
も
て
な
し
て

な菜
の

れ
う料

に
好
み
け
り
。
干
し
た
る
魚
の
切
れ
切

れ
な
る
に
て
な
む
あ
り
け
る
。

し
か
る
間
、
八
月
ば
か
り
に
大
刀
帯
ど
も

こ小
た
か
が
り

鷹
狩
に
北
野
に
出
で
て
遊
び
け
る
に
、
こ
の
魚
売
り
の
女
出
で
来
た
り
。
大
刀
帯
ど
も
女

の
顔
を
見
知
り
た
れ
ば
、
「
こ
や
つ
は
野
に
は

な
に何
わ
ざ態

す
る
に
か
あ
ら
む
」
と
思
ひ
て
、

は馳
せ
寄
り
て
見
れ
ば
、
女
大
き
や
か
な
る

籮
し
た
み

を

持
ち
た
り
。
ま
た

す
は
え

楚

一
筋
を

さ
さ捧

げ
て
持
ち
た
り
。
こ
の
女
、
大
刀
帯
ど
も
を
見
て
、
怪
し
く

に
げ逃
め目

を
つ
か仕

ひ
て
た
だ
騒
ぎ
に
騒
ぐ
。
大
刀

帯
の
従
の
者
ど
も
寄
り
て
、
「
女
の
持
ち
た
る
籮
に
は
何
の
入
り
た
る
ぞ
」
と
見
む
と
す
る
に
、
女
惜
し
む
で
見
せ
ぬ
を
、
怪
し
が
り
て

引
き
奪
ひ
て
見
れ
ば
、
蛇
を
四
寸
ば
か
り
に
切
り
つ
つ
入
れ
た
り
。
あ
さ
ま
し
く
思
ひ
て
、
「
こ
は
何
の
料
ぞ
」
と
問
へ
ど
も
、
女
さ
ら

に
答
ふ
る
事
な
く
て

て
立
て
り
。
早
う
、
こ
の
奴
の
し
け
る

や
う様

は
、
楚
を
も
っ
て

や
ぶ藪

を
驚
か
し
つ
つ
、
は
ひ
出
づ
る
蛇
を
打
ち
殺
し

て
切
り
つ
つ
、
家
に

も持
て
行
き
て
、
塩
を
付
け
て
干
し
て
売
り
け
る
な
り
け
り
。
大
刀
帯
ど
も
そ
れ
を
知
ら
ず
し
て
、
買
は
せ
て
役
と
食

ひ
け
る
な
り
け
り
。

こ
れ
を
思
ふ
に
、
蛇
は
食
ひ
つ
る
人

あ悪
し
と
言
ふ
に
、
何
ど
蛇
の
毒
せ
ぬ
。

し
か
れ
ば
、
そ
の

て
い体

確
か
に
な
く
て
切
れ
切
れ
な
ら
む
魚
売
ら
む
を
ば
広
量
に
買
ひ
て
食
は
む
事
は
止
む
べ
し
、
と
な
む
こ
れ
を
聞
く

人
言
ひ
あ
つ
か
ひ
け
る
、
と
な
む
語
り
伝
へ
た
る
と
や
。

い
ず
れ
も
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

今
昔
物
語
集
④
』
馬
淵
和
夫
・
国
東
文
麿
・
稲
垣
泰
一
校
注
・
訳

（
小
学
館
・
二
〇
〇
二
年
）
に
よ
っ
た
。
た
だ
し
、
表
記
の
統
一
の
た
め
に
、
表
記
の
変
更
を
行
っ
た
。

◆
論
語
の
言
葉

論

語

子

ハ曰
ク

ビ学
テ

而

ざ

レ不
バ

ハ思

則
す

な

は
チ

罔
く

ら

シ

。
ヒ思
テ

而

レ不
バ

バ学

チ則

あ
や
フ
シ
ト

殆

 

（
為
政
）

子
曰
は
く
、
「
学
び
て
思
は
ざ
れ
ば

す
な
は

則

ち
く
ら罔

し
。
思
ひ
て
学
ば
ざ
れ
ば
則
ち

あ
や殆

ふ
し
。
」
と
。

先
生
（
孔
子
）
が
言
わ
れ
た
、
「
（
書
物
で
読
ん
だ
り
、
先
生
の
話
を
聞
い
た
り
し
て
）
学
ぶ
だ
け
で
、
（
そ
の
内
容
に
つ
い
て
）
自

分
自
身
で
思
考
す
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
物
事
が
ぼ
ん
や
り
し
て
い
て
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
（
ま
た
そ
の
逆
に
）
（
自
分
の
頭
の
中
で
）

思
索
す
る
ば
か
り
で
他
か
ら
学
ぶ
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
、
あ
や
ふ
や
で
落
ち
着
か
な
い
。
」
と
。

子

ハ曰
ク

吾わ

れ

十

有

ニ五
シ
テ

而

ス志

于

ニ学

三

ニ十
シ
テ

而

ツ立
。
四

ニ十
シ
テ

而

ず

不

ハ惑
。
五

ニ十
シ
テ

而

ル知

天

ヲ命

六

ニ十
シ
テ

而

耳

順
し

た

が
フ。

七

ニ十
シ
テ

而

ヒ従
テ

ノ心

ニ所

ス欲
ル

、
ト不

こ

踰
エ

矩
の

り

ヲ

（
為
政
）

子
曰
は
く
、
「

わ
れ吾

十
有
五
に
し
て
学
に
志
す
。
三
十
に
し
て
立
つ
。
四
十
に
し
て
惑
は
ず
。
五
十
に
し
て
天
命
を
知
る
。
六
十
に
し
て
耳

し
た
が

順

ふ
。
七
十
に
し
て
心
の
欲
す
る
所
に
従
ひ
て
、

の
り矩

を
こ踰

え
ず
。
」
と
。

先
生
（
孔
子
）
が
言
わ
れ
た
、
「
わ
た
し
は
十
五
歳
で
学
問
を
志
し
た
。
（
そ
し
て
、
そ
の
努
力
を
十
五
年
間
継
続
し
て
、
）
三
十
歳

で
自
分
な
り
の
立
場
を
確
立
し
独
り
立
ち
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
四
十
歳
に
な
る
と
、
（
さ
ま
ざ
ま
な
事
物
の
道
理
を
会
得
し
）
自

分
に
自
信
を
持
っ
て
あ
れ
こ
れ
と
迷
わ
な
く
な
っ
た
。
五
十
歳
に
な
る
と
、
天
か
ら
与
え
ら
れ
た
自
分
の
使
命
や
あ
り
方
と
は
何
か
を
さ

と
る
に
至
っ
た
。
六
十
歳
に
な
る
と
、
（
あ
れ
こ
れ
と
思
い
を
巡
ら
さ
ず
と
も
）
人
の
言
葉
が
素
直
に
耳
に
入
る
よ
う
に
な
っ
た
。
七
十

歳
に
な
る
と
、
自
分
の
し
た
い
と
思
う
と
お
り
に
振
る
舞
っ
て
も
、
社
会
生
活
上
の
規
範
や
、
人
間
と
し
て
の
道
を
踏
み
外
す
こ
と
が
な

く
な
っ
た
。
」
と
。
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教科書の教材に関連する資料や、発展的に読むことが
できる作品などを収録しています。
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補
充
学
習
材
集 

収
録
学
習
材
例

ベ
ト
ナ
ム
の
コ
ー
ヒ
ー
屋

　
ネ
パ
ー
ル
の
友
達
（
角
田
光
代
）

負
け
方
を
習
得
す
る

　
呼
ば
れ
る
声
を
聴
け
（
内
田
樹
）

　
負
け
る
作
法
と
そ
の
嗜
み
（
内
田
樹
）

シ
リ
ウ
ス

　
あ
し
た
（
石
津
ち
ひ
ろ
）

　
は
つ
こ
い
（
石
津
ち
ひ
ろ
）

シ
ジ
ミ

　
私
の
前
に
あ
る
鍋
と
お
釜
と
燃
え
る
火
と
（
石
垣
り
ん
）

　
表
札
（
石
垣
り
ん
）

魚
は
陸
か
ら
離
れ
ら
れ
な
い

　
ミ
レ
ニ
ア
ム
生
態
系
評
価
①

　
数
字
で
見
る
生
態
系
の
変
化
（
鷲
谷
い
づ
み
）

ツ
ゴ
イ
ネ
ル
ワ
イ
ゼ
ン

　
父
の
出
征
（
黒
柳
徹
子
）

　
パ
パ
の
出
征
（
黒
柳
朝
）

バ
ス
に
乗
っ
て

　
す
ね
ぼ
ん
さ
ん
（
重
松
清
）

麦
わ
ら
帽
子
の
へ
こ
み

　『
短
歌
と
い
う
爆
弾
』
あ
と
が
き
（
穂
村
弘
）

水
の
東
西

　
文
明
の
常
識
（
山
崎
正
和
）

　
無
常
の
リ
ズ
ム
（
山
崎
正
和
）

問
題
解
決
の
心
理
学

　
複
雑
の
事
柄
を
取
り
扱
う
技
術
（
堀
井
秀
之
）

羅
生
門

　『
今
昔
物
語
集
』
原
文

届
く
言
葉
、
届
か
な
い
言
葉

　
顔
と
は
「
呼
び
か
け
」
で
あ
り
「
訴
え
」
で
あ
る
（
鷲

　
田
清
一
）

　
友
だ
ち
幻
想
（
菅
野
仁
）

古
文
入
門

　
田
舎
の
児
、
桜
の
散
る
を
見
て
泣
く
こ
と

　（
宇
治
拾
遺
物
語
）

　
阿
蘇
の
史
（
今
昔
物
語
集
）

　
清
水
寺
の
い
さ
か
ひ
（
宇
治
拾
遺
物
語
）

　
鳩
と
蟻
（
伊
曾
保
物
語
）

徒
然
草

　
仁
和
寺
に
あ
る
法
師

　
友
と
す
る
に
悪
き
者

　
西
大
寺
の
静
然
上
人

枕
草
子

　
春
は
あ
け
ぼ
の

　
う
つ
く
し
き
も
の

　
あ
り
が
た
き
も
の

伊
勢
物
語

　
東
下
り

平
家
物
語

　
祇
園
精
舎

　
能
登
殿
最
期

故
事
成
語

　
少
年
老
い
易
く
学
成
り
難
し
／
鶏
口
牛
後
／

　
他
山
の
石
／
守
株
／
五
十
歩
百
歩
／
推
敲

漢
詩
の
世
界

　
絶
句
／
春
望
／
登
岳
陽
楼
（
杜
甫
）

　
黄
鶴
楼
送
孟
浩
然
之
広
陵
／
早
発
白
帝
城
（
李
白
）

　
送
元
二
使
安
西
／
鹿
柴
（
王
維
）

論
語
の
言
葉

　
子
曰
、
学
而
不
思
則
罔
。
…
／

　
子
曰
、
吾
十
有
五
而
志
于
学
。
…
（
論
語
）

　
孟
子
見
梁
恵
王
。
…
（
孟
子
）

　
大
道
廃
、
有
仁
義
。
…
（
老
子
）
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－ －

負
け
方
を
習
得
す
る

内
田
樹

〔

〕
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

【
基
礎
問
題
】

家
庭
で
も
学
校
で
も
会
社
で
も
、
私
た
ち
は
「
ど
う
や
っ
て
競
争
に
勝
つ
か
」
を
教
え
ら
れ
る
。
あ
ら
ゆ
る
メ
デ
ィ
ア
が
「
勝
つ
」
方

法
を
う
る
さ
く
教
え
て
く
れ
る  

ａ︵
カ
ブ
シ
キ
投
資
で
、
競
馬
で
、

れ
ん
あ
い

恋
愛
ゲ
ー
ム
で
︶
。
そ
れ
が
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義
社
会
の

ふ
う風
ぎ儀

ら
し

い
。［

］
、
現
実
の
生
活
で
は
、
私
た
ち
は
決
し
て
「
勝
っ
た
り
、
負
け
た
り
」
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
ほ
と
ん
ど
の

場
合
、
私
た
ち
は
「
負
け
た
り
、
負
け
た
り
」
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

だ
い
い
ち

ｂ、
キ
ュ
ウ
キ
ョ
ク
の
勝
負
と
は
「
生
き
死
に
を

か賭
け
た
勝
負
」
だ
と
い
う
の
が
本
当
な
ら
、
私
た
ち
は
全
員
今
こ

ｃの
瞬
間
も

確
実
に

お
と
ず

訪

れ
る
「
負
け
」
に
向
か
っ
て
歩
ん
で
い
る

１。
こ
の
敗
北
に
例
外
は
な
い
。

２

私
た
ち
は
構
造
的
に
敗
者
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
基
礎
に
し
て
、
勝
負
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
直
す
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
。
私

た
ち
が
勝
負
ご
と

ｄに
ネ
ッ
チ
ュ
ウ
す
る
の
は
、
勝
つ
た
め
で
は
な
い
。
「
適
切
な
負
け
方
」
「
意
義
の
あ
る
敗
北
」
を
習
得
す
る
た
め
で

あ
る
。
私
は
そ
う
考
え
て
い
る
。

夏
の
甲
子
園
高
校
野
球
に
は
四
千
校
以
上
の
高
校
が
参
加
す
る
が
、
勝
利
す
る
の
は
一
校
だ
け
で
、
残
り
は

す
べ全

て
敗
者
で
あ
る
。
こ
の

イ
ベ
ン
ト
に
何
ら
か
の
教
育
効
果
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は

ま間
ち
が違

い
な
く
「
ど
う
や
っ
て
勝
つ
か
」
を

え会
と
く得

す
る
こ
と
で
は
な
い
。
そ

の
教
訓
を
生
か
せ
る
の
は
毎
年
全
国
で
一
校
し
か
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
あ
れ
だ
け
の
時
間
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
投
じ
な
が
ら
、
そ
れ

だ
け
の
人
々
に
教
訓

ｅを
授
け
る
だ
け
の
こ
と
し
か
で
き
な
い
の
だ
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ほ

３ど
費
用
対
効
果
の
悪
い
教
育
事
業
は
な
い
。

問
一

二
重
傍
線
ａ
～
ｅ
に
つ
い
て
、
漢
字
は
そ
の
読
み
を
平
仮
名
で
書
き
、
片
仮
名
は
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。

問
二

に
入
る
語
句
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

①

つ
ま
り

②

そ
れ
で
は

③

そ
こ
で

④

し
か
し

問
三

波
線
部
「
現
実
」
の
対
義
語
を
答
え
な
さ
い
。

問
四

傍
線
１
「
こ
の
敗
北
」
と
は
何
を
意
味
す
る
か
。
十
字
以
内
で
簡
潔
に
説
明
し
な
さ
い
。

問
五

傍
線
２
「
私
た
ち
は
構
造
的
に
敗
者
で
あ
る
」
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
か
。
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か

ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

①

勝
敗
は
自
分
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
こ
と
。

②

社
会
に
は
一
定
の
数
の
敗
者
が
存
在
す
る
こ
と
。

③

全
員
が
敗
者
に
な
る
こ
と
を
免
れ
な
い
こ
と
。

④

い
っ
た
ん
敗
者
に
な
れ
ば
上
昇
で
き
な
い
こ
と
。

問
六

傍
線
３
「
費
用
対
効
果
」
と
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
（
１
）
「
費
用
」
、
（
２
）
「
効
果
」
と
は
そ
れ
ぞ
れ
何
を
指
す
か
。
最
も
適

切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

①

多
く
の
高
校
が
敗
退
す
る
こ
と
。

②

「
ど
う
や
っ
て
勝
つ
か
」
を
会
得
す
る
こ
と
。

③

負
け
た
経
験
か
ら
何
か
を
学
ぶ
こ
と
。

④

四
千
校
以
上
の
高
校
が
参
加
し
て
大
会
を
行
う
こ
と
。

⑤

甲
子
園
高
校
野
球
に
教
育
効
果
を
期
待
す
る
こ
と
。
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次
の
文
章
を
読
ん
で

後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い

 
 

発
展
問
題

 
  

適
切
な
負
け
方

の
第
一
は

敗
因
は

す
べ全

て
自
分
自
身
に
あ
る

と
い
う
き

ぱ
り
と
し
た
自
省
で
あ
る

負
け
た
の
は
チ

ム

メ

ト
の
エ
ラ

の
せ
い
だ
と
か

監
督
の

さ
い
は
い

采
配
が
悪
か

た
か
ら
だ
と
か
言
い

の
が逃

れ
を
す
る
高
校
球
児
は

だ
れ誰

か
ら
の
リ
ス
ペ
ク
ト

 

一も
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う

 
 

第
二
は

こ
の
敗
北
は
多
く
の
改
善
点
を
教
え
て
く
れ
た

 
Ⅰと

総
括
す
る
こ
と
で
あ
る 

二
負
け
た
あ
と
に

私
た
ち
と
し
て
は
ベ

ス
ト
を

つ尽
く
し
た
の
で
も
う
こ
れ
以
上
改
善
努
力
の
余
地
は
な
い

と
言
う
人
間
は
敗
北
か
ら
何 

三も
学
ん
で
い
な
い
こ
と
に
な
る

 
 

第
三
は

負
け
た
け
れ
ど

と
て
も
楽
し
い
時
間
が
過
ご
せ
た
か
ら

と
い
う

ゆ愉
か
い快

な
気
分
で
敗
北
を
記
憶
す
る
こ
と
で
あ
る

 
 

こ 

四う
書
き
並
べ
る
と

 

１
そ
ん
な
こ
と
あ
た
り
ま
え
じ

な
い
か

と
憤
慨
す
る
人
が
い
る
か
も
し
れ
な
い

だ
が

本
当
に

そ

ん
な
こ
と
あ
た
り
ま
え

と
言
い
き
れ
る
で
あ
ろ
う
か

 
 

今
の
日
本
は

政
界
で
も

き企
ぎ

う
業
活
動
で
も

メ
デ

ア
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
不
祥
事
が
相
次
い
で
い
る

ど
ん
な

せ
い精
ち緻

な
シ
ス
テ
ム
で

も

バ
グ

は
回
避
不
能
で
あ
る
か
ら

ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
る
こ
と
は
し
か
た
が
な
い
と
思
う

け
れ
ど
も

そ
の
後
に

全
て
自
分
の

責
任
だ

と
言
い
き
り

改
善
点
が
見
つ
か

た

こ
と
を
教
訓
と
し 

五て
受
け
い
れ

こ
の
よ
う
な
不
具
合
を

と
も
な

伴
い
な
が
ら

こ
こ
ま

で
や

て
こ
ら
れ
た
こ
と
を
周
囲
の
人
々
に

感
謝
す
る

と
い
う
語
法
を
も

て

敗
北

の
総
括
を
し
た
人
間
を

私
は
久
し
く
見

た
こ
と
が
な
い

た
ぶ
ん 

２
か
れ彼

ら
は
決
し
て

負
け

を
認
め
な
い
こ
と
が

か
し
こ

賢
い
生
き
方
で
あ
る
と
す
る
当
代 

Ⅱの
ふ
う風
ぎ儀

に
従
順
な
の
で
あ

ろ
う

 
 

し
か
し

死
ぬ
ま
で
全
て
の
勝
負
に
勝
ち
続
け
る
こ
と
は
誰
に
も
で
き
な
い

私
た
ち
は
い
つ
か
必
ず
敗
北
の
日
を

む
か迎

え
る

そ
の
時

に

誰
か
ら
の
リ
ス
ペ
ク
ト
も
期
待
で
き
ず

何
の
教
訓
も
学
べ
ず

た
だ
ひ
た
す
ら
に
不
快
な
後
味
だ
け
を
残
す
よ
う
な

無
意
味
な

敗
北

を
引
き
受
け
る
と
い
う
こ
と
で
よ
い
の
だ
ろ
う
か

 
 

３

 

勝
つ
以
上
に
多
く
の
利
益
を
も
た
ら
す
負
け
方
が
時
に
は
あ
る

そ
の
こ
と
を
習
得
す
る
こ
と
が
我
々
に
と

て
き喫
き
ん緊

の
こ
と
だ
と
私

は
思
う

 
 

問
一 

破
線
一

五
の
う
ち

活
用
の
種
類
が
違
う
も
の
を
一
つ
選
び

記
号
で
答
え
な
さ
い

 

問
二 

波
線
Ⅰ

総
括

・
Ⅱ

風
儀

の
意
味
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び

記
号
で
答
え
な

さ
い

 
 

 
 

Ⅰ 

① 

お
さ
ら
い 

 

② 

ま
と
め 

 

③ 

反
省 

 

④ 

理
解 

 
 

 

Ⅱ 

① 

風
習 

 
 

 

② 

風
流 

 
 

③ 

風
説 

 

④ 

風
情 

問
三 

傍
線
１

そ
ん
な
こ
と

の
指
し
示
す
内
容
を

五
十
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い

 

問
四 

傍
線
２

彼
ら

と
は
ど
の
よ
う
な
人
を
指
す
か

具
体
例
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び

記
号
で
答
え

な
さ
い

 
 

 
 

① 

失
敗
の
責
任
を
転
嫁
し

そ
こ
か
ら
教
訓
を
得
よ
う
と
し
な
い
責
任
者

 
 

 
 

② 

ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ

た
と
き
に

自
分
で
責
任
を
引
き
受
け
る
技
術
者

 
 

 
 

③ 

落
ち
度
を
認
め
た
上
で

今
後
の
改
善
点
を
考
え
て
い
こ
う
と
す
る
政
治
家

 
 

 
 

④ 

不
具
合
が
あ

て
も
協
力
し
て
く
れ
た
周
囲
に
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
る
指
導
者

 

問
五 

傍
線
３

勝
つ
以
上
に
多
く
の
利
益
を
も
た
ら
す
負
け
方

と
あ
る
が

こ
こ
で
の

利
益

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か

文
中

の
言
葉
を
用
い
て

三
十
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い

 

  

 

 

年

組

番

氏
名
（

）

 

  

一

部
の
漢
字
の
読
み
仮
名
を
平
仮
名
で
記
せ
。

１
点×

８ 

①
僅
か
な
厚
さ
の
水
の
層
。[

] 

②
岩
礁
を
撮
影
す
る
。 

[
] 

③
湖
沼
の
水
深
を
測
る
。 

[
] 

④
嵐
の
到
来
に
備
え
る
。 

[
] 

⑤
台
風
が
来
襲
す
る
。 

[
] 

⑥
洞
窟
を
探
検
す
る
。 

[
] 

⑦
魚
の
死
骸
を
処
理
す
る
。[

] 

⑧
自
然
の
生
態
系
。 

[
] 

 

二

部
の
片
仮
名
を
漢
字
に
改
め
よ
。
１
点×

８ 

①
エ
サ
を
少
し
ず
つ
食
べ
る
。 

[
] 

②
過
酷
な
カ
ン
キ
ョ
ウ
。 

[
] 

③
サ
ン
ゴ
の
ス
キ
マ
。 

[
] 

④
カ
ク
れ
る
場
所
を
探
す
。 

[
] 

⑤
ネ
ラ
い
を
定
め
る
。 

[
] 

⑥
セ
キ
ツ
イ
動
物
の
進
化
。 

[
] 

⑦
自
意
識
カ
ジ
ョ
ウ
。 

[
] 

⑧
環
境
オ
セ
ン
を
食
い
止
め
る
。[

] 

  

三

次
の
ア
・
イ
の

部
の
片
仮
名
を
漢
字
に
改

め
よ
。

１
点×

６ 
ア
半
数
を
シ
め
る
。 

[
] 

イ
ド
ア
を
シ
め
る
。 

[
] 

ア
言
い
カ
え
て
説
明
す
る
。 

[
] 

イ
商
品
を
カ
え
る
。 

[
] 

ア
環
礁
が
ケ
イ
セ
イ
さ
れ
る
。[

] 

イ
ケ
イ
セ
イ
が
逆
転
す
る
。 

[
] 

 

四

部
の
語
句
の
意
味
を
あ
と
か
ら
選
べ
。 

２
点×

４ 

①
一
番
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

[
] 

ア
真
実
だ

イ
妥
当
だ

ウ
対
等
だ 

②
厳
密
に
言
え
ば
誤
り
が
あ
る
。 

[
] 

ア
仮
に
も

イ
本
来
な
ら

ウ
な
ぜ
な
ら 

③
千
差
万
別
な
意
見
。 

[
] 

ア
温
厚
従
順

イ
せ
っ切
さ磋
た
く琢
ま磨 

ウ
多
種
多
様 

④
サ
ン
ゴ
に
依
存
し
て
暮
ら
す
。 

[
] 

ア
寄
り
か
か
る

イ
耐
え
し
の
ぶ 

ウ
降
り
か
か
る 

５

魚
は
陸
か
ら
離は

な

れ
ら
れ
な
い

得点

 
 

 
／30 

② ① ③ 

 

 

年

組

番

氏
名
（

）

 

  

一

部
の
漢
字
の
読
み
仮
名
を
平
仮
名
（
現
代

仮
名
遣
い
）
で
記
せ
。

２
点×

３ 

①

 

ラ
食

フ

ヲ之
。 

[
] 

②
き
つ
ね

狐

ハ
ク

曰
、 

[
] 

③

 

カ
無

レ

 

ヘ
敢

テ

 

ラ
食

フ
コ
ト

ヲ我

也
。 

[
] 

 

二

部
の
語
句
の
意
味
を
あ
と
か
ら
選
べ
。 

２
点×

３ 

①

子

 

カ
無

レ

 

ヘ
敢

テ

 

ラ
食

フ
コ
ト

ヲ我

也
。 

[
] 

ア
子
ど
も

イ
あ
な
た

ウ
同
志 

②
わ
れ吾

た
め
ニ

為

ノ子

先

 

セ
行

ン。 [
] 

ア
先
に
立
っ
て
歩
く
し
か
な
い 

イ
先
に
立
っ
て
歩
く
か
も
し
れ
な
い 

ウ
先
に
立
っ
て
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う 

③
ゆ
ゑ
ニ

故

つ
ひ
ニ

遂

と与

之

ク行
。 [

] 

ア
や
っ
と
の
こ
と
で

イ
い
つ
の
ま
に
か 

ウ
そ
の
ま
ま 

 

 

三

次
の
漢
文
を
書
き
下
し
文
に
改
め
よ
。
２
点×

２ 

①

子

 

カ
無

レ

 

ヘ
敢

テ

 

ラ
食

フ
コ
ト

ヲ我

也
。 

[
] 

②

天て
ん

帝て
い

使し
ム

我ヲ
シ
テ

長 タ
ラ

百
ひ
や
く

獣
じ
う
ニ

 

[
]  

  

四

次
の
漢
文
の
意
味
に
当
て
は
ま
る
も
の
を
あ
と

か
ら
選
べ
。

２
点×

２ 

①

 

ヘ
敢

テ

 

ざ
ラ

不
ン

ラ走

や乎
。 

[
] 

ア
あ
え
て
逃
げ
は
し
な
い
だ
ろ
う
。 

イ
恐
ら
く
逃
げ
な
い
に
違
い
な
い
。 

ウ
ど
う
し
て
逃
げ
な
い
で
い
よ
う
か
、
い
や
、
き

っ
と
逃
げ
る
。 

②

以お

―
為
、

も
へ
ラ
ク

畏
お
そ
ル
ル

狐 ヲ

也
な
り
ト

。 [
] 

ア
思
わ
ず
狐
を
恐
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。 

イ
思
う
に
狐
を
恐
れ
て
は
い
な
い
の
だ
ろ
う
。 

ウ
狐
を
恐
れ
て
い
る
の
だ
と
思
っ
た
。 

故
事
成
語

虎と

ら

の
威い

を
借か

る

得点

 
 

 
／20 

86

明
解
国
語
総
合

定期考査などに使える問題を、各教材、難易度別に複数収録して
います。長文の教材は出題箇所を変えるなど、重要なポイントを
網羅します。解答に加え、丁寧な解説も付しています。

付
属
Ｄ
Ｖ
Ｄ–

Ｒ
Ｏ
Ｍ

基
本
テ
ス
ト

付
属
Ｄ
Ｖ
Ｄ–

Ｒ
Ｏ
Ｍ

評
価
問
題
集
　

短時間で基礎を養う小テストです。現代文では漢字や語句、
古文では文法、漢文では句法などについて出題します。

付
属
Ｄ
Ｖ
Ｄ–

Ｒ
Ｏ
Ｍ

補
充
教
材
集
　

◆
補
充
学
習
材
集 

収
録
学
習
材
例

ベ
ト
ナ
ム
の
コ
ー
ヒ
ー
屋

　
ネ
パ
ー
ル
の
友
達
（
角
田
光
代
）

負
け
方
を
習
得
す
る

　
呼
ば
れ
る
声
を
聴
け
（
内
田
樹
）

　
負
け
る
作
法
と
そ
の
嗜
み
（
内
田
樹
）

シ
リ
ウ
ス

　
あ
し
た
（
石
津
ち
ひ
ろ
）

　
は
つ
こ
い
（
石
津
ち
ひ
ろ
）

シ
ジ
ミ

　
私
の
前
に
あ
る
鍋
と
お
釜
と
燃
え
る
火
と
（
石
垣
り
ん
）

　
表
札
（
石
垣
り
ん
）

魚
は
陸
か
ら
離
れ
ら
れ
な
い

　
ミ
レ
ニ
ア
ム
生
態
系
評
価
①

　
数
字
で
見
る
生
態
系
の
変
化
（
鷲
谷
い
づ
み
）

ツ
ゴ
イ
ネ
ル
ワ
イ
ゼ
ン

　
父
の
出
征
（
黒
柳
徹
子
）

　
パ
パ
の
出
征
（
黒
柳
朝
）

バ
ス
に
乗
っ
て

　
す
ね
ぼ
ん
さ
ん
（
重
松
清
）

麦
わ
ら
帽
子
の
へ
こ
み

　『
短
歌
と
い
う
爆
弾
』
あ
と
が
き
（
穂
村
弘
）

水
の
東
西

　
文
明
の
常
識
（
山
崎
正
和
）

　
無
常
の
リ
ズ
ム
（
山
崎
正
和
）

問
題
解
決
の
心
理
学

　
複
雑
の
事
柄
を
取
り
扱
う
技
術
（
堀
井
秀
之
）

羅
生
門

　『
今
昔
物
語
集
』
原
文

届
く
言
葉
、
届
か
な
い
言
葉

　
顔
と
は
「
呼
び
か
け
」
で
あ
り
「
訴
え
」
で
あ
る
（
鷲

　
田
清
一
）

　
友
だ
ち
幻
想
（
菅
野
仁
）

古
文
入
門

　
田
舎
の
児
、
桜
の
散
る
を
見
て
泣
く
こ
と

　（
宇
治
拾
遺
物
語
）

　
阿
蘇
の
史
（
今
昔
物
語
集
）

　
清
水
寺
の
い
さ
か
ひ
（
宇
治
拾
遺
物
語
）

　
鳩
と
蟻
（
伊
曾
保
物
語
）

徒
然
草

　
仁
和
寺
に
あ
る
法
師

　
友
と
す
る
に
悪
き
者

　
西
大
寺
の
静
然
上
人

枕
草
子

　
春
は
あ
け
ぼ
の

　
う
つ
く
し
き
も
の

　
あ
り
が
た
き
も
の

伊
勢
物
語

　
東
下
り

平
家
物
語

　
祇
園
精
舎

　
能
登
殿
最
期

故
事
成
語

　
少
年
老
い
易
く
学
成
り
難
し
／
鶏
口
牛
後
／

　
他
山
の
石
／
守
株
／
五
十
歩
百
歩
／
推
敲

漢
詩
の
世
界

　
絶
句
／
春
望
／
登
岳
陽
楼
（
杜
甫
）

　
黄
鶴
楼
送
孟
浩
然
之
広
陵
／
早
発
白
帝
城
（
李
白
）

　
送
元
二
使
安
西
／
鹿
柴
（
王
維
）

論
語
の
言
葉

　
子
曰
、
学
而
不
思
則
罔
。
…
／

　
子
曰
、
吾
十
有
五
而
志
于
学
。
…
（
論
語
）

　
孟
子
見
梁
恵
王
。
…
（
孟
子
）

　
大
道
廃
、
有
仁
義
。
…
（
老
子
）
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文
章
の
理
解
を
深
め
よ
う

一

「
公
世
の
二
位
」
と
「
良
覚
僧
正
」
と
は
ど
う
い
う
関
係
か
。
二
字
で
答
え
な
さ
い
。［

／

］

二

「
か
の
木
」（
２
２
０
・
４
）
と
は
、
何
を
指
し
て
い
る
か
。
本
文
中
か
ら
七
字
で
抜
き
出
し
な
さ
い
。

［

／

／

／

／

／

／

］

三

「
い
よ
い
よ
腹
立
ち
て
、」
（
２
２
０
・
５
）
と
あ
る
が
誰
が
腹
を
立
て
た
の
か
。
次
の
中
か
ら
選
び
、

記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

公
世
の
二
位

イ

良
覚
僧
正

ウ

人

エ

榎
の
木

［

］

四

良
覚
僧
正
の
人
柄
を
表
し
て
い
る
部
分
を
本
文
中
か
ら
十
字
以
内
で
抜
き
出
し
な
さ
い
。

［

／

／

／

／

／

／

／

／

／

］

五

良
覚
僧
正
の
呼
び
名
は
ど
う
変
わ
っ
た
か
。
順
に
書
き
な
さ
い
。

→
道
し
る
べ
１

［

］
→
［

］
→
［

］

六

人
々
は
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
か
ら
良
覚
僧
正
に
あ
だ
名
を
つ
け
た
と
考
え
ら
れ
る
か
。
適
切
な
も
の
を

次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

→
道
し
る
べ
３

ア

何
事
に
も
怒
り
っ
ぽ
い
僧
正
に
親
し
み
を
持
ち
な
が
ら
か
ら
か
う
気
持
ち
。

イ

何
事
に
も
怒
り
っ
ぽ
い
僧
正
を
嫌
い
た
し
な
め
る
気
持
ち
。

ウ

何
事
に
も
気
難
し
い
僧
正
に
何
と
か
喜
ん
で
も
ら
お
う
と
い
う
気
持
ち
。

エ

何
事
に
も
真
剣
に
取
り
組
む
僧
正
を
深
く
尊
敬
す
る
気
持
ち
。

［

］

高
等
学
校
国
語
総
合 

現
代
文
編･

古
典
編
﹇
改
訂
版
﹈

精
選
国
語
総
合
﹇
改
訂
版
﹈

明
解
国
語
総
合
﹇
改
訂
版
﹈

教
師
用
教
科
書  

 

₉₀

デ
ジ
タ
ル
テ
キ
ス
ト  

 

₉₆

DP02_責了

　
一
部
の
教
材
に
つ
い
て
、
朗
読
を
収
録
し
た
音
声
Ｃ
Ｄ
で
す
。

　◆
収
録
教
材
名

 

〈
現
代
文
編
〉

　
バ
ス
に
乗
っ
て

　
羅
生
門

　
シ
リ
ウ
ス

　
シ
ジ
ミ

 
〈
古
典
編
〉

　
伊
勢
物
語
　
芥
川
／
筒
井
筒

　
漢
詩
　
　
　
静
夜
思
／
勧
酒
／
涼
州
詞
／
江
南
春
／
月
夜
／

　
　
　
　
　
　
香
炉
峰
下
、
新
卜
山
居
、
草
堂
初
成
、
偶
題
東
壁

※
そ
の
他
、
学
習
に
役
立
つ
さ
ま
ざ
ま
な
音
声
を
収
録
予
定
で
す
。
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随
筆

徒
然
草

公
世
の
二
位
の
せ
う
と
に

【
教
科
書
ｐ
．
２
２
０
～
ｐ
．
２
２
１
】

検
印
［

］

目
標

◎

で
き
ご
と
の
原
因
や
経
過
と
そ
の
結
果
を
た
ど
り
な
が
ら
、
周
囲
の
人
々
の
反
応
と
主
人
公

像
を
読
み
取
る
。

語
句
・
文
法
を
理
解
し
よ
う

一

次
の
―
―
線
部
の
読
み
を
現
代
仮
名
遣
い
の

平
仮
名
で
書
き
な
さ
い
。

①

せ
う
と

［

］

②

僧
正

［

］

③

き
は
め
て

［

］

④

悪
し
き

［

］

⑤

傍
ら

［

］

⑥

切
り
く
ひ

［

］

二

次
の
―
―
線
部
の
語
句
の
本
文
中
の
意
味
と

し
て
適
切
な
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
あ
と
か
ら
選
び
、

記
号
で
答
え
な
さ
い
。

①

良
覚
僧
正
と
聞
こ
え
し
は
、
（
２
２
０
・
１
）

ア

覚
え
て
い
る
方 

イ

申
し
あ
げ
た
方 

ウ

評
判
に
な
っ
た
方 

［

］ 

②

き
は
め
て
腹
悪
し
き
人
な
り
け
り
。

（
２
２
０
・
１
）

ア

怒
り
っ
ぽ
い
人 

イ

腹
黒
い
人 

ウ

み
に
く
い
人 

［

］ 

③

こ
の
名
し
か
る
べ
か
ら
ず
。
（
２
２
０
・
４
）

ア

さ
し
つ
か
え
な
い 

イ

立
派
だ 

ウ

よ
く
な
い 

［

］ 

三

次
の
―
―
線
部
の
動
詞
の
ａ
終
止
形
、
ｂ
活
用

の
種
類
を
答
え
な
さ
い
。

→
古
文
の
と
び
ら
１

①

か
の
木
を
切
ら
れ
に
け
り
。
（
２
２
０
・
４
）

ａ
［

］

ｂ
［

活
用
］

②

掘
り
捨
て
た
り
け
れ
ば
、（
２
２
１
・
１
）

ａ
［

］

ｂ
［

活
用
］

四

次
の
―
―
線
部
の
語
句
の
ａ
品
詞
名
、
ｂ
こ
こ

で
の
活
用
形
を
答
え
な
さ
い
。

→
古
文
の
と
び
ら
１

①

き
は
め
て
腹
悪
し
き
人
（
２
２
０
・
１
）

ａ
［

］

ｂ
［

形
］

②

腹
立
ち
て
、（
２
２
１
・
１
）

ａ
［

］

ｂ
［

形
］

③

大
き
な
る
堀
に
て
（
２
２
１
・
１
）

ａ
［

］

ｂ
［

形
］

五

次
の
各
文
の
助
動
詞
「
け
り
」
の
活
用
形
を
答

え
な
さ
い
。

→
古
文
の
と
び
ら
２

①

「
榎え

の
木
の
僧
正
」
と
ぞ
言
ひ
け
る
。

（
２
２
０
・
３
）

［

形
］

②

か
の
木
を
切
ら
れ
に
け
り
。
（
２
２
０
・
４
）

［

形
］

③

そ
の
根
の
あ
り
け
れ
ば
、（
２
２
０
・
５
）

［

形
］

文
章
の
理
解
を
深
め
よ
う

一

「
公
世
の
二
位
」
と
「
良
覚
僧
正
」
と
は
ど
う
い
う
関
係
か
。
二
字
で
答
え
な
さ
い
。［

／

］

二

「
か
の
木
」（
２
２
０
・
４
）
と
は
、
何
を
指
し
て
い
る
か
。
本
文
中
か
ら
七
字
で
抜
き
出
し
な
さ
い
。

［

／

／

／

／

／

／

］

三

「
い
よ
い
よ
腹
立
ち
て
、」
（
２
２
０
・
５
）
と
あ
る
が
誰
が
腹
を
立
て
た
の
か
。
次
の
中
か
ら
選
び
、

記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

公
世
の
二
位

イ

良
覚
僧
正

ウ

人

エ

榎
の
木

［

］

四

良
覚
僧
正
の
人
柄
を
表
し
て
い
る
部
分
を
本
文
中
か
ら
十
字
以
内
で
抜
き
出
し
な
さ
い
。

［

／

／

／

／

／

／

／

／

／

］

五

良
覚
僧
正
の
呼
び
名
は
ど
う
変
わ
っ
た
か
。
順
に
書
き
な
さ
い
。

→
道
し
る
べ
１

［

］
→
［

］
→
［

］

六

人
々
は
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
か
ら
良
覚
僧
正
に
あ
だ
名
を
つ
け
た
と
考
え
ら
れ
る
か
。
適
切
な
も
の
を

次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

→
道
し
る
べ
３

ア

何
事
に
も
怒
り
っ
ぽ
い
僧
正
に
親
し
み
を
持
ち
な
が
ら
か
ら
か
う
気
持
ち
。

イ

何
事
に
も
怒
り
っ
ぽ
い
僧
正
を
嫌
い
た
し
な
め
る
気
持
ち
。

ウ

何
事
に
も
気
難
し
い
僧
正
に
何
と
か
喜
ん
で
も
ら
お
う
と
い
う
気
持
ち
。

エ

何
事
に
も
真
剣
に
取
り
組
む
僧
正
を
深
く
尊
敬
す
る
気
持
ち
。

［

］

88

明
解
国
語
総
合

付
属
Ｄ
Ｖ
Ｄ–

Ｒ
Ｏ
Ｍ

学
習
課
題
ノ
ー
ト

別売の『学習課題ノート』の内容を自由に加工できる
データで収録しています。

朗
読
Ｃ
Ｄ

付
属
Ｄ
Ｖ
Ｄ–

Ｒ
Ｏ
Ｍ

そ
の
他
の
収
録
デ
ー
タ

◆
原
文
集

　
教
科
書
教
材
文
の
原
文
デ
ー
タ
で
す
。

　
ル
ビ
な
し
、
教
科
書
ル
ビ
、
表
外
ル
ビ
、
総
ル
ビ
の
四
種
類
が
あ
り
ま
す
。

◆
発
問
例
集

　
指
導
資
料
に
掲
載
し
た
発
問
を
ま
と
め
た
デ
ー
タ
で
す
。

　
一
部
の
教
材
に
つ
い
て
、
朗
読
を
収
録
し
た
音
声
Ｃ
Ｄ
で
す
。

　◆
収
録
教
材
名

 

〈
現
代
文
編
〉

　
バ
ス
に
乗
っ
て

　
羅
生
門

　
シ
リ
ウ
ス

　
シ
ジ
ミ

 
〈
古
典
編
〉

　
伊
勢
物
語
　
芥
川
／
筒
井
筒

　
漢
詩
　
　
　
静
夜
思
／
勧
酒
／
涼
州
詞
／
江
南
春
／
月
夜
／

　
　
　
　
　
　
香
炉
峰
下
、
新
卜
山
居
、
草
堂
初
成
、
偶
題
東
壁

※
そ
の
他
、
学
習
に
役
立
つ
さ
ま
ざ
ま
な
音
声
を
収
録
予
定
で
す
。
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水
の
東
西

45

４
Ｃ

3
エ
ス
テ
家

一
三
世
紀
中
頃

か
ら
一
八
世
紀
末
に
か
け
て
、

北
イ
タ
リ
ア
で
勢
力
を
誇
っ

た
封
建
貴
族
。

語
句

愛
嬌

徒
労

趣
向

の
存
在
を
強
調
し
て
い
る
と
い
え
る
。

私
は
こ
の
「
鹿
お
ど
し
」
を
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
大
き
な
銀
行
の
待
合
室
で
見
た
こ
と
が
あ
る
。
日

本
の
古
い
文
化
が
い
ろ
い
ろ
と
紹
介
さ
れ
る
中
で
、
あ
の
素
朴
な
竹
の
響
き
が
西
洋
人
の
心
を
ひ
き
つ

け
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
銀
行
で
は
人
々
は
あ
ま
り
に
忙
し
す
ぎ
て
、
一
つ

の
音
と
次
の
音
と
の
長
い
間
隔
を
聴
く
ゆ
と
り
は
な
さ
そ
う
で
あ
っ
た
。
そ
れ
よ
り
も
窓
の
外
に
噴
き

上
げ
る
華
や
か
な
噴
水
の
ほ
う
が
、
こ
こ
で

は
水
の
芸
術
と
し
て
明
ら
か
に
人
々
の
気
持

ち
を
く
つ
ろ
が
せ
て
い
た
。

流
れ
る
水
と
、
噴
き
上
げ
る
水
。

そ
う
い
え
ば
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
ア
メ
リ
カ

で
も
、
町
の
広
場
に
は
い
た
る
と
こ
ろ
に
み

ご
と
な
噴
水
が
あ
っ
た
。
ち
ょ
っ
と
名
の
あ

る
庭
園
に
行
け
ば
、
噴
水
は
さ
ま
ざ
ま
な
趣

向
を
凝
ら
し
て
風
景
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
。

有
名
な
ロ
ー
マ
郊
外
の
エ
ス
テ
家
の
別
荘
な

ど
、
何
百
と
い
う
噴
水
の
群
れ
が
庭
を
ぎ
っ ＊

3

鹿おどし

51015

p044_SSG-014_水の東西_4C2C.indd   45 15/03/11   18:06

44

４
Ｃ

1
鹿
お
ど
し

庭
園
装
置
の
一

つ
。
本
来
は
、
そ
の
音
で
田

畑
を
荒
ら
す
鹿
や
猪
い
の
し
しな
ど
を

追
い
払
う
た
め
の
仕
掛
け
。

「
添そ
う
ず水

・
し
か
お
ど
し
」
と

も
い
う
。

2
筧

水
を
引
い
て
く
る
た
め

に
竹
や
木
で
創
っ
た
樋と
い

。

「
そ
れ
」
と
は
何
を
指
す
か
。

水
の
東
西

山や
ま

崎ざ
き

正ま
さ

和か
ず

「
鹿し

し

お
ど
し
」
が
動
い
て
い
る
の
を
見
る
と
、
そ
の
愛あ

い

嬌き
ょ
う

の
中
に
、
な
ん
と
な
く
人
生
の
け
だ
る
さ

の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
。
か
わ
い
ら
し
い
竹
の
シ
ー
ソ
ー
の
一
端
に
水
受
け
が
つ
い
て

い
て
、
そ
れ
に
筧か

け
いの

水
が
少
し
ず
つ
た
ま
る
。
静
か
に
緊
張
が
高
ま
り
な
が
ら
、
や
が
て
水
受
け
が

い
っ
ぱ
い
に
な
る
と
、
シ
ー
ソ
ー
は
ぐ
ら
り
と
傾
い
て
水
を
こ
ぼ
す
。
緊
張
が
一
気
に
と
け
て
水
受
け

が
跳
ね
上
が
る
時
、
竹
が
石
を
た
た
い
て
、
こ
お
ん
と
、
く
ぐ
も
っ
た
優
し
い
音
を
た
て
る
の
で
あ
る
。

見
て
い
る
と
、
単
純
な
、
緩
や
か
な
リ
ズ
ム
が
、
無
限
に
い
つ
ま
で
も
繰
り
返
さ
れ
る
。
緊
張
が
高

ま
り
、
そ
れ
が
一
気
に
ほ
ど
け
、
し
か
し
何
事
も
起
こ
ら
な
い
徒
労
が
ま
た
一
か
ら
始
め
ら
れ
る
。
た

だ
、
曇
っ
た
音
響
が
時
を
刻
ん
で
、
庭
の
静
寂
と
時
間
の
長
さ
を
い
や
が
う
え
に
も
引
き
立
て
る
だ
け

で
あ
る
。
水
の
流
れ
な
の
か
、
時
の
流
れ
な
の
か
、「
鹿
お
ど
し
」
は
我
々
に
流
れ
る
も
の
を
感
じ
さ

せ
る
。
そ
れ
を
せ
き
止
め
、
刻
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
仕
掛
け
は
か
え
っ
て
流
れ
て
や
ま
な
い
も
の

1

＊

2

＊

▼

評
論
一

510
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徒
労
が
ま
た
一
か
ら
始
め
ら
れ
る
。
た

愛
嬌

要
旨「鹿

お
ど
し
」は
、
日
本
人
に
水
や
時
の
流
れ
と
い
っ
た
流
れ
て
や
ま
な

い
も
の
の
存
在
を
強
調
す
る
仕
掛
け
で
あ
る
。
一
方
、
噴
水
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
、西
洋
で
は
水
は
空
間
的
な
目
に
見
え
る
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
、

造
形
の
対
象
と
な
っ
て
き
た
。
日
本
人
は「
行
雲
流
水
」と
い
う
言
葉
に
見

ら
れ
る
、
い
っ
さ
い
を
自
然
に
任
せ
る
と
い
う
思
想
を
も
っ
て
い
る
が
、

そ
の
思
想
は
、
形
が
な
く
自
然
に
流
れ
ゆ
く
も
の
を
好
ま
し
く
感
じ
る
と

い
う
日
本
人
独
特
の
感
性
に
支
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

好
ま
し
さ
を
感
じ
さ
せ
た
り
、
笑
い
を
さ
そ
う
よ
う
な
表
情
。

骨
折
っ
て
働
い
て
も
役
に
立
た
な
い
こ
と
。

流
れ
る
も
の（
46
・
9
）

◎
第
一
段（
時
間
を
流
れ
る
水
）

日本の「鹿おどし」と西洋の「噴水」の対比
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水
の
東
西

45

４
Ｃ

3
エ
ス
テ
家

　
一
三
世
紀
中
頃

か
ら
一
八
世
紀
末
に
か
け
て
、

北
イ
タ
リ
ア
で
勢
力
を
誇
っ

た
封
建
貴
族
。

語
句　

愛
嬌

　
徒
労

　
趣
向

の
存
在
を
強
調
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　
私
は
こ
の
「
鹿
お
ど
し
」
を
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
大
き
な
銀
行
の
待
合
室
で
見
た
こ
と
が
あ
る
。
日

本
の
古
い
文
化
が
い
ろ
い
ろ
と
紹
介
さ
れ
る
中
で
、
あ
の
素
朴
な
竹
の
響
き
が
西
洋
人
の
心
を
ひ
き
つ

け
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
銀
行
で
は
人
々
は
あ
ま
り
に
忙
し
す
ぎ
て
、
一
つ

の
音
と
次
の
音
と
の
長
い
間
隔
を
聴
く
ゆ
と
り
は
な
さ
そ
う
で
あ
っ
た
。
そ
れ
よ
り
も
窓
の
外
に
噴
き

上
げ
る
華
や
か
な
噴
水
の
ほ
う
が
、
こ
こ
で

は
水
の
芸
術
と
し
て
明
ら
か
に
人
々
の
気
持

ち
を
く
つ
ろ
が
せ
て
い
た
。

　
流
れ
る
水
と
、
噴
き
上
げ
る
水
。

　
そ
う
い
え
ば
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
ア
メ
リ
カ

で
も
、
町
の
広
場
に
は
い
た
る
と
こ
ろ
に
み

ご
と
な
噴
水
が
あ
っ
た
。
ち
ょ
っ
と
名
の
あ

る
庭
園
に
行
け
ば
、
噴
水
は
さ
ま
ざ
ま
な
趣

向
を
凝
ら
し
て
風
景
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
。

有
名
な
ロ
ー
マ
郊
外
の
エ
ス
テ
家
の
別
荘
な

ど
、
何
百
と
い
う
噴
水
の
群
れ
が
庭
を
ぎ
っ ＊

3

鹿おどし

51015
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44

４
Ｃ

1
鹿
お
ど
し

庭
園
装
置
の
一

つ
。
本
来
は
、
そ
の
音
で
田

畑
を
荒
ら
す
鹿
や
猪
い
の
し
しな
ど
を

追
い
払
う
た
め
の
仕
掛
け
。

「
添そ
う
ず水

・
し
か
お
ど
し
」
と

も
い
う
。

2
筧

水
を
引
い
て
く
る
た
め

に
竹
や
木
で
創
っ
た
樋と
い

。

「
そ
れ
」
と
は
何
を
指
す
か
。

水
の
東
西

山や
ま

崎ざ
き

正ま
さ

和か
ず

「
鹿し

し

お
ど
し
」
が
動
い
て
い
る
の
を
見
る
と
、
そ
の
愛あ

い

嬌き
ょ
う

の
中
に
、
な
ん
と
な
く
人
生
の
け
だ
る
さ

の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
。
か
わ
い
ら
し
い
竹
の
シ
ー
ソ
ー
の
一
端
に
水
受
け
が
つ
い
て

い
て
、
そ
れ
に
筧か

け
いの
水
が
少
し
ず
つ
た
ま
る
。
静
か
に
緊
張
が
高
ま
り
な
が
ら
、
や
が
て
水
受
け
が

い
っ
ぱ
い
に
な
る
と
、
シ
ー
ソ
ー
は
ぐ
ら
り
と
傾
い
て
水
を
こ
ぼ
す
。
緊
張
が
一
気
に
と
け
て
水
受
け

が
跳
ね
上
が
る
時
、
竹
が
石
を
た
た
い
て
、
こ
お
ん
と
、
く
ぐ
も
っ
た
優
し
い
音
を
た
て
る
の
で
あ
る
。

見
て
い
る
と
、
単
純
な
、
緩
や
か
な
リ
ズ
ム
が
、
無
限
に
い
つ
ま
で
も
繰
り
返
さ
れ
る
。
緊
張
が
高

ま
り
、
そ
れ
が
一
気
に
ほ
ど
け
、
し
か
し
何
事
も
起
こ
ら
な
い
徒
労
が
ま
た
一
か
ら
始
め
ら
れ
る
。
た

だ
、
曇
っ
た
音
響
が
時
を
刻
ん
で
、
庭
の
静
寂
と
時
間
の
長
さ
を
い
や
が
う
え
に
も
引
き
立
て
る
だ
け

で
あ
る
。
水
の
流
れ
な
の
か
、
時
の
流
れ
な
の
か
、「
鹿
お
ど
し
」
は
我
々
に
流
れ
る
も
の
を
感
じ
さ

せ
る
。
そ
れ
を
せ
き
止
め
、
刻
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
仕
掛
け
は
か
え
っ
て
流
れ
て
や
ま
な
い
も
の

1

＊

2

＊

▼

評
論
一
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趣

向
を
凝
ら
し
て
風
景
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
。

◎
第
二
段（
空
間
に
静
止
す
る
水
）

対
句
的
表
現
１

対
照
的
な
表
現

お
も
し
ろ
さ
や
お
も
む
き
。

流
れ
る
水（「
鹿
お
ど
し
」の
水
）＝
自
然
な
水

噴
き
上
げ
る
水（「
噴
水
」の
水
）＝
人
工
的
な
水

落柿舎保存会協力（アマナイメージズ提供）

DP02_初校

TM29KS_P046-051_宣伝_syo.indd   47 2016/03/14   10:0591

教
師
用
教
科
書

◎
脚
注
欄
に
掲
げ
た
語
句
は
網
掛
け
を
施
し
、そ
れ
ぞ
れ

　の
語
句
の
意
味
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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水
の
東
西

45

４
Ｃ

3
エ
ス
テ
家

一
三
世
紀
中
頃

か
ら
一
八
世
紀
末
に
か
け
て
、

北
イ
タ
リ
ア
で
勢
力
を
誇
っ

た
封
建
貴
族
。

語
句

愛
嬌

徒
労

趣
向

の
存
在
を
強
調
し
て
い
る
と
い
え
る
。

私
は
こ
の
「
鹿
お
ど
し
」
を
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
大
き
な
銀
行
の
待
合
室
で
見
た
こ
と
が
あ
る
。
日

本
の
古
い
文
化
が
い
ろ
い
ろ
と
紹
介
さ
れ
る
中
で
、
あ
の
素
朴
な
竹
の
響
き
が
西
洋
人
の
心
を
ひ
き
つ

け
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
銀
行
で
は
人
々
は
あ
ま
り
に
忙
し
す
ぎ
て
、
一
つ

の
音
と
次
の
音
と
の
長
い
間
隔
を
聴
く
ゆ
と
り
は
な
さ
そ
う
で
あ
っ
た
。
そ
れ
よ
り
も
窓
の
外
に
噴
き

上
げ
る
華
や
か
な
噴
水
の
ほ
う
が
、
こ
こ
で

は
水
の
芸
術
と
し
て
明
ら
か
に
人
々
の
気
持

ち
を
く
つ
ろ
が
せ
て
い
た
。

流
れ
る
水
と
、
噴
き
上
げ
る
水
。

そ
う
い
え
ば
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
ア
メ
リ
カ

で
も
、
町
の
広
場
に
は
い
た
る
と
こ
ろ
に
み

ご
と
な
噴
水
が
あ
っ
た
。
ち
ょ
っ
と
名
の
あ

る
庭
園
に
行
け
ば
、
噴
水
は
さ
ま
ざ
ま
な
趣

向
を
凝
ら
し
て
風
景
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
。

有
名
な
ロ
ー
マ
郊
外
の
エ
ス
テ
家
の
別
荘
な

ど
、
何
百
と
い
う
噴
水
の
群
れ
が
庭
を
ぎ
っ ＊

3

鹿おどし

51015
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44

４
Ｃ

1
鹿
お
ど
し

　
庭
園
装
置
の
一

つ
。
本
来
は
、
そ
の
音
で
田

畑
を
荒
ら
す
鹿
や
猪
い
の
し
しな
ど
を

追
い
払
う
た
め
の
仕
掛
け
。

「
添そ
う
ず水

・
し
か
お
ど
し
」
と

も
い
う
。

2
筧

　
水
を
引
い
て
く
る
た
め

に
竹
や
木
で
創
っ
た
樋と
い

。

「
そ
れ
」
と
は
何
を
指
す
か
。

水
の
東
西

山や
ま

崎ざ
き

正ま
さ

和か
ず

　
「
鹿し

し

お
ど
し
」
が
動
い
て
い
る
の
を
見
る
と
、
そ
の
愛あ

い

嬌き
ょ
う

の
中
に
、
な
ん
と
な
く
人
生
の
け
だ
る
さ

の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
。
か
わ
い
ら
し
い
竹
の
シ
ー
ソ
ー
の
一
端
に
水
受
け
が
つ
い
て

い
て
、
そ
れ
に
筧か

け
いの

水
が
少
し
ず
つ
た
ま
る
。
静
か
に
緊
張
が
高
ま
り
な
が
ら
、
や
が
て
水
受
け
が

い
っ
ぱ
い
に
な
る
と
、
シ
ー
ソ
ー
は
ぐ
ら
り
と
傾
い
て
水
を
こ
ぼ
す
。
緊
張
が
一
気
に
と
け
て
水
受
け

が
跳
ね
上
が
る
時
、
竹
が
石
を
た
た
い
て
、
こ
お
ん
と
、
く
ぐ
も
っ
た
優
し
い
音
を
た
て
る
の
で
あ
る
。

　
見
て
い
る
と
、
単
純
な
、
緩
や
か
な
リ
ズ
ム
が
、
無
限
に
い
つ
ま
で
も
繰
り
返
さ
れ
る
。
緊
張
が
高

ま
り
、
そ
れ
が
一
気
に
ほ
ど
け
、
し
か
し
何
事
も
起
こ
ら
な
い
徒
労
が
ま
た
一
か
ら
始
め
ら
れ
る
。
た

だ
、
曇
っ
た
音
響
が
時
を
刻
ん
で
、
庭
の
静
寂
と
時
間
の
長
さ
を
い
や
が
う
え
に
も
引
き
立
て
る
だ
け

で
あ
る
。
水
の
流
れ
な
の
か
、
時
の
流
れ
な
の
か
、「
鹿
お
ど
し
」
は
我
々
に
流
れ
る
も
の
を
感
じ
さ

せ
る
。
そ
れ
を
せ
き
止
め
、
刻
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
仕
掛
け
は
か
え
っ
て
流
れ
て
や
ま
な
い
も
の

1

＊

2

＊

▼

評
論
一
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徒
労
が
ま
た
一
か
ら
始
め
ら
れ
る
。
た

愛
嬌

要
旨　「鹿

お
ど
し
」は
、
日
本
人
に
水
や
時
の
流
れ
と
い
っ
た
流
れ
て
や
ま
な

い
も
の
の
存
在
を
強
調
す
る
仕
掛
け
で
あ
る
。
一
方
、
噴
水
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
、西
洋
で
は
水
は
空
間
的
な
目
に
見
え
る
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
、

造
形
の
対
象
と
な
っ
て
き
た
。
日
本
人
は「
行
雲
流
水
」と
い
う
言
葉
に
見

ら
れ
る
、
い
っ
さ
い
を
自
然
に
任
せ
る
と
い
う
思
想
を
も
っ
て
い
る
が
、

そ
の
思
想
は
、
形
が
な
く
自
然
に
流
れ
ゆ
く
も
の
を
好
ま
し
く
感
じ
る
と

い
う
日
本
人
独
特
の
感
性
に
支
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

好
ま
し
さ
を
感
じ
さ
せ
た
り
、
笑
い
を
さ
そ
う
よ
う
な
表
情
。

骨
折
っ
て
働
い
て
も
役
に
立
た
な
い
こ
と
。

流
れ
る
も
の（
46
・
9
）

◎
第
一
段（
時
間
を
流
れ
る
水
）

日本の「鹿おどし」と西洋の「噴水」の対比

TM29KS_P046-051_宣伝_syo.indd   46 2016/03/14   10:05

水
の
東
西

45

４
Ｃ

3
エ
ス
テ
家

一
三
世
紀
中
頃

か
ら
一
八
世
紀
末
に
か
け
て
、

北
イ
タ
リ
ア
で
勢
力
を
誇
っ

た
封
建
貴
族
。

語
句

愛
嬌

徒
労

趣
向

の
存
在
を
強
調
し
て
い
る
と
い
え
る
。

私
は
こ
の
「
鹿
お
ど
し
」
を
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
大
き
な
銀
行
の
待
合
室
で
見
た
こ
と
が
あ
る
。
日

本
の
古
い
文
化
が
い
ろ
い
ろ
と
紹
介
さ
れ
る
中
で
、
あ
の
素
朴
な
竹
の
響
き
が
西
洋
人
の
心
を
ひ
き
つ

け
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
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、
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長
い
間
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を
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と
り
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さ
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で
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た
。
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れ
よ
り
も
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の
外
に
噴
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華
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ほ
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こ
で
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と
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の
気
持
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を
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た
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れ
る
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と
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そ
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え
ば
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
ア
メ
リ
カ

で
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場
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に
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た
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と
名
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向
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1
鹿
お
ど
し

庭
園
装
置
の
一

つ
。
本
来
は
、
そ
の
音
で
田

畑
を
荒
ら
す
鹿
や
猪
い
の
し
しな
ど
を

追
い
払
う
た
め
の
仕
掛
け
。

「
添そ
う
ず水

・
し
か
お
ど
し
」
と

も
い
う
。

2
筧

水
を
引
い
て
く
る
た
め

に
竹
や
木
で
創
っ
た
樋と
い

。

「
そ
れ
」
と
は
何
を
指
す
か
。

水
の
東
西

山や
ま

崎ざ
き

正ま
さ

和か
ず

「
鹿し

し

お
ど
し
」
が
動
い
て
い
る
の
を
見
る
と
、
そ
の
愛あ

い

嬌き
ょ
う

の
中
に
、
な
ん
と
な
く
人
生
の
け
だ
る
さ

の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
。
か
わ
い
ら
し
い
竹
の
シ
ー
ソ
ー
の
一
端
に
水
受
け
が
つ
い
て

い
て
、
そ
れ
に
筧か

け
いの

水
が
少
し
ず
つ
た
ま
る
。
静
か
に
緊
張
が
高
ま
り
な
が
ら
、
や
が
て
水
受
け
が

い
っ
ぱ
い
に
な
る
と
、
シ
ー
ソ
ー
は
ぐ
ら
り
と
傾
い
て
水
を
こ
ぼ
す
。
緊
張
が
一
気
に
と
け
て
水
受
け

が
跳
ね
上
が
る
時
、
竹
が
石
を
た
た
い
て
、
こ
お
ん
と
、
く
ぐ
も
っ
た
優
し
い
音
を
た
て
る
の
で
あ
る
。

見
て
い
る
と
、
単
純
な
、
緩
や
か
な
リ
ズ
ム
が
、
無
限
に
い
つ
ま
で
も
繰
り
返
さ
れ
る
。
緊
張
が
高

ま
り
、
そ
れ
が
一
気
に
ほ
ど
け
、
し
か
し
何
事
も
起
こ
ら
な
い
徒
労
が
ま
た
一
か
ら
始
め
ら
れ
る
。
た

だ
、
曇
っ
た
音
響
が
時
を
刻
ん
で
、
庭
の
静
寂
と
時
間
の
長
さ
を
い
や
が
う
え
に
も
引
き
立
て
る
だ
け

で
あ
る
。
水
の
流
れ
な
の
か
、
時
の
流
れ
な
の
か
、「
鹿
お
ど
し
」
は
我
々
に
流
れ
る
も
の
を
感
じ
さ

せ
る
。
そ
れ
を
せ
き
止
め
、
刻
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
仕
掛
け
は
か
え
っ
て
流
れ
て
や
ま
な
い
も
の
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2

＊
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趣

向
を
凝
ら
し
て
風
景
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
。

◎
第
二
段（
空
間
に
静
止
す
る
水
）

対
句
的
表
現
１

対
照
的
な
表
現

お
も
し
ろ
さ
や
お
も
む
き
。

流
れ
る
水（「
鹿
お
ど
し
」の
水
）＝
自
然
な
水

噴
き
上
げ
る
水（「
噴
水
」の
水
）＝
人
工
的
な
水

落柿舎保存会協力（アマナイメージズ提供）
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　注意したい表現の文法情報も掲載しています。

◆
教
師
用
教
科
書
は
、教
科
書
の
紙
面
に
、文
章
構
造
や
要
約
、文
法
事
項
や
口
語
訳
な
ど
を
刷
り
込
ん
だ
、

　簡
易
版
の
指
導
資
料
で
す
。
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水
の
東
西

47

４
Ｃ

4
バ
ロ
ッ
ク

baroque

（
フ

ラ
ン
ス
語
）
一
六
世
紀
末
頃

か
ら
一
八
世
紀
中
頃
に
か
け

て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
流
行
し

た
芸
術
の
様
式
。
建
築
や
美

術
に
お
い
て
は
、
複
雑
で
華

や
か
な
の
を
特
徴
と
す
る
。

5
ロ
ー
マ
以
来
の
水
道
の
技

術

紀
元
前
四
世
紀
末
か
ら

紀
元
後
三
世
紀
初
め
に
か
け

て
、
古
代
ロ
ー
マ
で
は
上
水

道
や
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て

お
り
、
高
度
な
技
術
を
誇
っ

て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

「
そ
う
い
う
外
面
的
な
事

情
」
と
は
何
か
。

語
句

息
を
の
む

し
り
と
埋
め
つ
く
し
て
い
た
。
樹
木
も
草
花
も
こ
こ
で
は
添
え
物
に
す
ぎ
ず
、
壮
大
な
水
の
造
型
が
と

ど
ろ
き
な
が
ら
林
立
し
て
い
る
の
に
私
は
息
を
の
ん
だ
。
そ
れ
は
揺
れ
動
く
バ
ロ
ッ
ク
彫
刻
さ
な
が
ら

で
あ
り
、
ほ
と
ば
し
る
と
い
う
よ
り
は
、
音
を
た
て
て
空
間
に
静
止
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。

時
間
的
な
水
と
、
空
間
的
な
水
。

そ
う
い
う
こ
と
を
ふ
と
考
え
さ
せ
る
ほ
ど
、
日
本
の
伝
統
の
中
に
噴
水
と
い
う
も
の
は
少
な
い
。
せ

せ
ら
ぎ
を
作
り
、
滝
を
か
け
、
池
を
掘
っ
て
水
を
見
る
こ
と
は
あ
れ
ほ
ど
好
ん
だ
日
本
人
が
、
噴
水
の

美
だ
け
は
近
代
に
至
る
ま
で
忘
れ
て
い
た
。
伝
統
は
恐
ろ
し
い
も
の
で
現
代
の
都
会
で
も
、
日
本
の
噴

水
は
や
は
り
西
洋
の
も
の
ほ
ど
美
し
く
な
い
。
そ
の
せ
い
か
東
京
で
も
大
阪
で
も
、
町
の
広
場
は
ど
こ

と
な
く
間
が
抜
け
て
、
表
情
に
乏
し
い
の
で
あ
る
。

西
洋
の
空
気
は
乾
い
て
い
て
、
人
々
が
噴
き
上
げ
る
水
を
求
め
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。

ロ
ー
マ
以
来
の
水
道
の
技
術
が
、
噴
水
を
発
達
さ
せ
る
の
に
有
利
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。
だ
が
、
人
工
的
な
滝
を
作
っ
た
日
本
人
が
、
噴
水
を
作
ら
な
か
っ
た
理
由
は
、
そ
う
い
う
外
面
的

な
事
情
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
日
本
人
に
と
っ
て
水
は
自
然
に
流
れ
る
姿
が
美
し

い
の
で
あ
り
、
圧
縮
し
た
り
ね
じ
曲
げ
た
り
、
粘
土
の
よ
う
に
造
型
す
る
対
象
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
水
に
は
そ
れ
自
体
と
し
て
定
ま
っ
た
形
は
な
い
。
そ
う
し
て
、
形
が
な
い
と
い

＊

4

5

▼
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４
Ｃ

エステ家の噴水

日本庭園（京都市・実光院）
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時
間
的
な
水（「
鹿
お
ど
し
」の
水
）＝
流
れ
を
せ
き
止
め
、
時
を
刻
む
水

空
間
的
な
水（「
噴
水
」の
水
）＝

壮
大
な
水
の
造
型

音
を
立
て
て
空
間
に
静
止
し
て
い
る
水

JTBフォト提供

アマナイメージス提供
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水
の
東
西
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4
バ
ロ
ッ
ク

　
baroque

（
フ

ラ
ン
ス
語
）
一
六
世
紀
末
頃

か
ら
一
八
世
紀
中
頃
に
か
け

て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
流
行
し

た
芸
術
の
様
式
。
建
築
や
美

術
に
お
い
て
は
、
複
雑
で
華

や
か
な
の
を
特
徴
と
す
る
。

5
ロ
ー
マ
以
来
の
水
道
の
技

術

　
紀
元
前
四
世
紀
末
か
ら

紀
元
後
三
世
紀
初
め
に
か
け

て
、
古
代
ロ
ー
マ
で
は
上
水

道
や
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て

お
り
、
高
度
な
技
術
を
誇
っ

て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

「
そ
う
い
う
外
面
的
な
事

情
」
と
は
何
か
。

語
句　

息
を
の
む

し
り
と
埋
め
つ
く
し
て
い
た
。
樹
木
も
草
花
も
こ
こ
で
は
添
え
物
に
す
ぎ
ず
、
壮
大
な
水
の
造
型
が
と

ど
ろ
き
な
が
ら
林
立
し
て
い
る
の
に
私
は
息
を
の
ん
だ
。
そ
れ
は
揺
れ
動
く
バ
ロ
ッ
ク
彫
刻
さ
な
が
ら

で
あ
り
、
ほ
と
ば
し
る
と
い
う
よ
り
は
、
音
を
た
て
て
空
間
に
静
止
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。

　
時
間
的
な
水
と
、
空
間
的
な
水
。

　
そ
う
い
う
こ
と
を
ふ
と
考
え
さ
せ
る
ほ
ど
、
日
本
の
伝
統
の
中
に
噴
水
と
い
う
も
の
は
少
な
い
。
せ

せ
ら
ぎ
を
作
り
、
滝
を
か
け
、
池
を
掘
っ
て
水
を
見
る
こ
と
は
あ
れ
ほ
ど
好
ん
だ
日
本
人
が
、
噴
水
の

美
だ
け
は
近
代
に
至
る
ま
で
忘
れ
て
い
た
。
伝
統
は
恐
ろ
し
い
も
の
で
現
代
の
都
会
で
も
、
日
本
の
噴

水
は
や
は
り
西
洋
の
も
の
ほ
ど
美
し
く
な
い
。
そ
の
せ
い
か
東
京
で
も
大
阪
で
も
、
町
の
広
場
は
ど
こ

と
な
く
間
が
抜
け
て
、
表
情
に
乏
し
い
の
で
あ
る
。

　西
洋
の
空
気
は
乾
い
て
い
て
、
人
々
が
噴
き
上
げ
る
水
を
求
め
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。

ロ
ー
マ
以
来
の
水
道
の
技
術
が
、
噴
水
を
発
達
さ
せ
る
の
に
有
利
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。
だ
が
、
人
工
的
な
滝
を
作
っ
た
日
本
人
が
、
噴
水
を
作
ら
な
か
っ
た
理
由
は
、
そ
う
い
う
外
面
的

な
事
情
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
日
本
人
に
と
っ
て
水
は
自
然
に
流
れ
る
姿
が
美
し

い
の
で
あ
り
、
圧
縮
し
た
り
ね
じ
曲
げ
た
り
、
粘
土
の
よ
う
に
造
型
す
る
対
象
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。　

言
う
ま
で
も
な
く
、
水
に
は
そ
れ
自
体
と
し
て
定
ま
っ
た
形
は
な
い
。
そ
う
し
て
、
形
が
な
い
と
い
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息
を
の
ん
だ
。
そ
れ
は
揺
れ
動
く

「
噴
水
」

対
句
的
表
現
２

日
本
庭
園
の
作
庭

・
西
洋
に
比
べ
て
湿
度
が
高
く
、
噴
き

上
げ
る
水
を
求
め
な
か
っ
た
こ
と
。

・
水
道
の
技
術
が
、
西
洋
ほ
ど
発
達
し

て
い
な
か
っ
た
こ
と
。

◎
第
三
段（
形
な
き
も
の
を
恐
れ
な
い
心
）

は
っ
と
驚
い
て
息
を
と
め
る
。
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４
Ｃ

4
バ
ロ
ッ
ク

baroque

（
フ

ラ
ン
ス
語
）
一
六
世
紀
末
頃

か
ら
一
八
世
紀
中
頃
に
か
け

て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
流
行
し

た
芸
術
の
様
式
。
建
築
や
美

術
に
お
い
て
は
、
複
雑
で
華

や
か
な
の
を
特
徴
と
す
る
。

5
ロ
ー
マ
以
来
の
水
道
の
技

術

紀
元
前
四
世
紀
末
か
ら

紀
元
後
三
世
紀
初
め
に
か
け

て
、
古
代
ロ
ー
マ
で
は
上
水

道
や
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て

お
り
、
高
度
な
技
術
を
誇
っ

て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

「
そ
う
い
う
外
面
的
な
事

情
」
と
は
何
か
。

語
句

息
を
の
む

し
り
と
埋
め
つ
く
し
て
い
た
。
樹
木
も
草
花
も
こ
こ
で
は
添
え
物
に
す
ぎ
ず
、
壮
大
な
水
の
造
型
が
と

ど
ろ
き
な
が
ら
林
立
し
て
い
る
の
に
私
は
息
を
の
ん
だ
。
そ
れ
は
揺
れ
動
く
バ
ロ
ッ
ク
彫
刻
さ
な
が
ら

で
あ
り
、
ほ
と
ば
し
る
と
い
う
よ
り
は
、
音
を
た
て
て
空
間
に
静
止
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。

時
間
的
な
水
と
、
空
間
的
な
水
。

そ
う
い
う
こ
と
を
ふ
と
考
え
さ
せ
る
ほ
ど
、
日
本
の
伝
統
の
中
に
噴
水
と
い
う
も
の
は
少
な
い
。
せ

せ
ら
ぎ
を
作
り
、
滝
を
か
け
、
池
を
掘
っ
て
水
を
見
る
こ
と
は
あ
れ
ほ
ど
好
ん
だ
日
本
人
が
、
噴
水
の

美
だ
け
は
近
代
に
至
る
ま
で
忘
れ
て
い
た
。
伝
統
は
恐
ろ
し
い
も
の
で
現
代
の
都
会
で
も
、
日
本
の
噴

水
は
や
は
り
西
洋
の
も
の
ほ
ど
美
し
く
な
い
。
そ
の
せ
い
か
東
京
で
も
大
阪
で
も
、
町
の
広
場
は
ど
こ

と
な
く
間
が
抜
け
て
、
表
情
に
乏
し
い
の
で
あ
る
。

西
洋
の
空
気
は
乾
い
て
い
て
、
人
々
が
噴
き
上
げ
る
水
を
求
め
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。

ロ
ー
マ
以
来
の
水
道
の
技
術
が
、
噴
水
を
発
達
さ
せ
る
の
に
有
利
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。
だ
が
、
人
工
的
な
滝
を
作
っ
た
日
本
人
が
、
噴
水
を
作
ら
な
か
っ
た
理
由
は
、
そ
う
い
う
外
面
的

な
事
情
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
日
本
人
に
と
っ
て
水
は
自
然
に
流
れ
る
姿
が
美
し

い
の
で
あ
り
、
圧
縮
し
た
り
ね
じ
曲
げ
た
り
、
粘
土
の
よ
う
に
造
型
す
る
対
象
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
水
に
は
そ
れ
自
体
と
し
て
定
ま
っ
た
形
は
な
い
。
そ
う
し
て
、
形
が
な
い
と
い
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時
間
的
な
水（「
鹿
お
ど
し
」の
水
）＝
流
れ
を
せ
き
止
め
、
時
を
刻
む
水

空
間
的
な
水（「
噴
水
」の
水
）＝

　壮
大
な
水
の
造
型

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　音
を
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て
て
空
間
に
静
止
し
て
い
る
水
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で
流
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の
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建
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や
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お
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は
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や
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な
の
を
特
徴
と
す
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以
来
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道
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技

術

紀
元
前
四
世
紀
末
か
ら

紀
元
後
三
世
紀
初
め
に
か
け

て
、
古
代
ロ
ー
マ
で
は
上
水

道
や
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て

お
り
、
高
度
な
技
術
を
誇
っ

て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

「
そ
う
い
う
外
面
的
な
事

情
」
と
は
何
か
。

語
句

息
を
の
む

し
り
と
埋
め
つ
く
し
て
い
た
。
樹
木
も
草
花
も
こ
こ
で
は
添
え
物
に
す
ぎ
ず
、
壮
大
な
水
の
造
型
が
と

ど
ろ
き
な
が
ら
林
立
し
て
い
る
の
に
私
は
息
を
の
ん
だ
。
そ
れ
は
揺
れ
動
く
バ
ロ
ッ
ク
彫
刻
さ
な
が
ら

で
あ
り
、
ほ
と
ば
し
る
と
い
う
よ
り
は
、
音
を
た
て
て
空
間
に
静
止
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。

時
間
的
な
水
と
、
空
間
的
な
水
。

そ
う
い
う
こ
と
を
ふ
と
考
え
さ
せ
る
ほ
ど
、
日
本
の
伝
統
の
中
に
噴
水
と
い
う
も
の
は
少
な
い
。
せ

せ
ら
ぎ
を
作
り
、
滝
を
か
け
、
池
を
掘
っ
て
水
を
見
る
こ
と
は
あ
れ
ほ
ど
好
ん
だ
日
本
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が
、
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の
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だ
け
は
近
代
に
至
る
ま
で
忘
れ
て
い
た
。
伝
統
は
恐
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し
い
も
の
で
現
代
の
都
会
で
も
、
日
本
の
噴

水
は
や
は
り
西
洋
の
も
の
ほ
ど
美
し
く
な
い
。
そ
の
せ
い
か
東
京
で
も
大
阪
で
も
、
町
の
広
場
は
ど
こ

と
な
く
間
が
抜
け
て
、
表
情
に
乏
し
い
の
で
あ
る
。

西
洋
の
空
気
は
乾
い
て
い
て
、
人
々
が
噴
き
上
げ
る
水
を
求
め
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。

ロ
ー
マ
以
来
の
水
道
の
技
術
が
、
噴
水
を
発
達
さ
せ
る
の
に
有
利
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。
だ
が
、
人
工
的
な
滝
を
作
っ
た
日
本
人
が
、
噴
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を
作
ら
な
か
っ
た
理
由
は
、
そ
う
い
う
外
面
的

な
事
情
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
日
本
人
に
と
っ
て
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は
自
然
に
流
れ
る
姿
が
美
し

い
の
で
あ
り
、
圧
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し
た
り
ね
じ
曲
げ
た
り
、
粘
土
の
よ
う
に
造
型
す
る
対
象
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
水
に
は
そ
れ
自
体
と
し
て
定
ま
っ
た
形
は
な
い
。
そ
う
し
て
、
形
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と
い

＊

4

5

▼

51015

p044_SSG-014_水の東西_4C2C.indd   47 15/03/11   18:06

評
論（一
）

46

４
Ｃ

エステ家の噴水

日本庭園（京都市・実光院）

p044_SSG-014_水の東西_4C2C.indd   46 15/03/11   18:06

息
を
の
ん
だ
。
そ
れ
は
揺
れ
動
く

「
噴
水
」

対
句
的
表
現
２

日
本
庭
園
の
作
庭

・
西
洋
に
比
べ
て
湿
度
が
高
く
、
噴
き

上
げ
る
水
を
求
め
な
か
っ
た
こ
と
。

・
水
道
の
技
術
が
、
西
洋
ほ
ど
発
達
し

て
い
な
か
っ
た
こ
と
。

◎
第
三
段（
形
な
き
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の
を
恐
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な
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は
っ
と
驚
い
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め
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水
の
東
西

49

こ
こ
か
ら
２
Ｃ

山
崎
正
和

一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
〜
。
劇
作
家
・
評
論
家
。
京
都
府
の
生
ま

れ
。
人
間
を
劇
的
存
在
と
見
る
人
間
観
を
も
と
に
広
範
な
文
明
批
評
を
展
開
し
て

い
る
。
戯
曲
に
「
世ぜ

阿あ

弥み

」、
著
書
に
『
劇
的
な
る
日
本
人
』『
鷗お
う

外が
い

闘
う
家

長
』
な
ど
が
あ
る
。
本
文
は
『
山
崎
正
和
著
作
集
５

海
の
桃
山
記
』
に
よ
っ
た
。

学
習
の
手
引
き

一

「
鹿
お
ど
し
」
が
「
な
ん
と
な
く
人
生
の
け
だ
る
さ
の
よ
う
な

も
の
」（
44
・
1
）
を
感
じ
さ
せ
る
の
は
な
ぜ
か
、
考
え
て
み
よ

う
。

二

筆
者
は
、「
鹿
お
ど
し
」
と
「
噴
水
」
と
を
、
ど
の
よ
う
な
も

の
と
し
て
捉
え
て
い
る
か
。
本
文
中
か
ら
対
句
的
表
現
を
三
つ

探
し
、
そ
れ
を
手
が
か
り
に
し
て
整
理
し
て
み
よ
う
。

三

「『
鹿
お
ど
し
』
は
、
日
本
人
が
水
を
鑑
賞
す
る
行
為
の
極
致

を
表
す
仕
掛
け
だ
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
」（
48
・
8
）
と
い

う
理
由
を
、
本
文
の
内
容
に
そ
っ
て
ま
と
め
て
み
よ
う
。

言
葉
と
表
現

こ
の
文
章
の
構
成
や
展
開
の
特
徴
に
つ
い
て
指
摘
し
、
そ
の
効
果

に
つ
い
て
説
明
し
て
み
よ
う
。

次
の
語
の
対
義
語
を
調
べ
て
み
よ
う
。

①
緊
張

②
静
寂

③
無
限

④
静
止

⑤
単
純

⑥
素
朴

⑦
感
性

漢
字

緩
や
か
44

徒
労
44

静
寂
44

素
朴
45

間
隔
45

華
や
か
45

凝
ら
す
45

大
阪
47

乏
し
い
47

対
象
47

鑑
賞
48

極
致
48
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こ
こ
ま
で
４
Ｃ

6
行
雲
流
水

空
を
行
く
雲
や

川
を
流
れ
る
水
の
よ
う
に
、

一
切
を
自
然
に
任
せ
る
こ
と
。

語
句

感
性

間
隙

極
致

う
こ
と
に
つ
い
て
、
お
そ
ら
く
日
本
人
は
西
洋
人
と
違
っ
た
独
特
の
好
み
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
行
雲
流
水
」
と
い
う
仏
教
的
な
言
葉
が
あ
る
が
、
そ
う
い
う
思
想
は
む
し
ろ
思
想
以
前
の
感
性
に

よ
っ
て
裏
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
外
界
に
対
す
る
受
動
的
な
態
度
と
い
う
よ
り
は
、
積
極
的
に
、

形
な
き
も
の
を
恐
れ
な
い
心
の
現
れ
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

見
え
な
い
水
と
、
目
に
見
え
る
水
。

も
し
、
流
れ
を
感
じ
る
こ
と
だ
け
が
大
切
な
の
だ
と
し
た
ら
、
我
々
は
水
を
実
感
す
る
の
に
も
は
や

水
を
見
る
必
要
さ
え
な
い
と
い
え
る
。
た
だ
断
続
す
る
音
の
響
き
を
聞
い
て
、
そ
の
間
隙
に
流
れ
る
も

の
を
間
接
に
心
で
味
わ
え
ば
よ
い
。
そ
う
考
え
れ
ば
あ
の
「
鹿
お
ど
し
」
は
、
日
本
人
が
水
を
鑑
賞
す

る
行
為
の
極
致
を
表
す
仕
掛
け
だ
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

6

＊

＊

＊

5
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感
性
に

間
隙
に
流
れ
る
も

極
致
を
表
す
仕
掛
け
だ
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

直
観
的
な
心
の
動
き
。

あ
い
だ
・
す
き
ま
。

達
す
る
こ
と
の
で
き
る
最
上
の
お
も
む
き
。

対
句
的
表
現
３

見
え
な
い
水（「
鹿
お
ど
し
」の
水
）＝

流
れ
を
感
じ
る
水

見
る
必
要
の
な
い
水

目
に
見
え
る
水（「
噴
水
」の
水
）＝
趣
向
を
凝
ら
し
た
風
景
の
中
心

◆
板
書
例

対
句
的
表
現

鹿
お
ど
し

噴
水

︿
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一
段
﹀流
れ
る
水

↑
↓

噴
き
上
げ
る
水

︿
第
二
段
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間
的
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水

↑
↓
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間
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水

︿
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え
な
い
水

↑
↓

目
に
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る
水

︿
第
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段
﹀鹿
お
ど
し
＝
目
で
見
ず
、
音
の
間
隙
に
流
れ
る
も
の

を
心
で
味
わ
う

＝

日
本
人
が
水
を
見
る
行
為
の
極
致
を
表
す
仕
掛
け

◎
第
四
段（
日
本
人
の
感
性
）
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こ
こ
か
ら
２
Ｃ

山
崎
正
和

　
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
〜
。
劇
作
家
・
評
論
家
。
京
都
府
の
生
ま

れ
。
人
間
を
劇
的
存
在
と
見
る
人
間
観
を
も
と
に
広
範
な
文
明
批
評
を
展
開
し
て

い
る
。
戯
曲
に
「
世ぜ

阿あ

弥み

」、
著
書
に
『
劇
的
な
る
日
本
人
』『
鷗お
う

外が
い

　闘
う
家

長
』
な
ど
が
あ
る
。
本
文
は
『
山
崎
正
和
著
作
集
５

　
海
の
桃
山
記
』
に
よ
っ
た
。

学
習
の
手
引
き

一

「
鹿
お
ど
し
」
が
「
な
ん
と
な
く
人
生
の
け
だ
る
さ
の
よ
う
な

も
の
」（
44
・
1
）
を
感
じ
さ
せ
る
の
は
な
ぜ
か
、
考
え
て
み
よ

う
。

二

筆
者
は
、「
鹿
お
ど
し
」
と
「
噴
水
」
と
を
、
ど
の
よ
う
な
も

の
と
し
て
捉
え
て
い
る
か
。
本
文
中
か
ら
対
句
的
表
現
を
三
つ

探
し
、
そ
れ
を
手
が
か
り
に
し
て
整
理
し
て
み
よ
う
。

三

「『
鹿
お
ど
し
』
は
、
日
本
人
が
水
を
鑑
賞
す
る
行
為
の
極
致

を
表
す
仕
掛
け
だ
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
」（
48
・
8
）
と
い

う
理
由
を
、
本
文
の
内
容
に
そ
っ
て
ま
と
め
て
み
よ
う
。

言
葉
と
表
現

こ
の
文
章
の
構
成
や
展
開
の
特
徴
に
つ
い
て
指
摘
し
、
そ
の
効
果

に
つ
い
て
説
明
し
て
み
よ
う
。

次
の
語
の
対
義
語
を
調
べ
て
み
よ
う
。

①
緊
張

　
②
静
寂

　
③
無
限

　
④
静
止

⑤
単
純

　
⑥
素
朴

　
⑦
感
性

漢
字

緩
や
か 

44 

徒
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静
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44 

素
朴 

45 

間
隔 

45

華
や
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45 

凝
ら
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大
阪 
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乏
し
い 

47 

対
象 
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鑑
賞 

48 

極
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こ
こ
ま
で
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6
行
雲
流
水

空
を
行
く
雲
や

川
を
流
れ
る
水
の
よ
う
に
、

一
切
を
自
然
に
任
せ
る
こ
と
。

語
句

感
性

間
隙

極
致

う
こ
と
に
つ
い
て
、
お
そ
ら
く
日
本
人
は
西
洋
人
と
違
っ
た
独
特
の
好
み
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
行
雲
流
水
」
と
い
う
仏
教
的
な
言
葉
が
あ
る
が
、
そ
う
い
う
思
想
は
む
し
ろ
思
想
以
前
の
感
性
に

よ
っ
て
裏
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
外
界
に
対
す
る
受
動
的
な
態
度
と
い
う
よ
り
は
、
積
極
的
に
、

形
な
き
も
の
を
恐
れ
な
い
心
の
現
れ
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

見
え
な
い
水
と
、
目
に
見
え
る
水
。

も
し
、
流
れ
を
感
じ
る
こ
と
だ
け
が
大
切
な
の
だ
と
し
た
ら
、
我
々
は
水
を
実
感
す
る
の
に
も
は
や

水
を
見
る
必
要
さ
え
な
い
と
い
え
る
。
た
だ
断
続
す
る
音
の
響
き
を
聞
い
て
、
そ
の
間
隙
に
流
れ
る
も

の
を
間
接
に
心
で
味
わ
え
ば
よ
い
。
そ
う
考
え
れ
ば
あ
の
「
鹿
お
ど
し
」
は
、
日
本
人
が
水
を
鑑
賞
す

る
行
為
の
極
致
を
表
す
仕
掛
け
だ
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
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　「鹿
お
ど
し
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純
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緩
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ム
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に
繰
り
返
さ
れ
る
様
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が
、

何
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も
起
こ
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ず
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じ
よ
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こ
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が
繰
り
返
さ
れ
る
人
生
の
け
だ
る
さ
や
徒
労

を
象
徴
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
か
ら
。

（
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八
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年
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公
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。
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弛
緩

　②
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騒

　③
有
限

　④
動
作

⑤
複
雑

　⑥
洗
練

　⑦
理
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・
6

・
6

・
8

・
7・
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・
9

・
8

・
8

・
3・

9

・
5

・
14
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行
雲
流
水

　
空
を
行
く
雲
や

川
を
流
れ
る
水
の
よ
う
に
、

一
切
を
自
然
に
任
せ
る
こ
と
。

語
句　

感
性

　
間
隙

　
極
致

う
こ
と
に
つ
い
て
、
お
そ
ら
く
日
本
人
は
西
洋
人
と
違
っ
た
独
特
の
好
み
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
行
雲
流
水
」
と
い
う
仏
教
的
な
言
葉
が
あ
る
が
、
そ
う
い
う
思
想
は
む
し
ろ
思
想
以
前
の
感
性
に

よ
っ
て
裏
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
外
界
に
対
す
る
受
動
的
な
態
度
と
い
う
よ
り
は
、
積
極
的
に
、

形
な
き
も
の
を
恐
れ
な
い
心
の
現
れ
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　
見
え
な
い
水
と
、
目
に
見
え
る
水
。

　
も
し
、
流
れ
を
感
じ
る
こ
と
だ
け
が
大
切
な
の
だ
と
し
た
ら
、
我
々
は
水
を
実
感
す
る
の
に
も
は
や

水
を
見
る
必
要
さ
え
な
い
と
い
え
る
。
た
だ
断
続
す
る
音
の
響
き
を
聞
い
て
、
そ
の
間
隙
に
流
れ
る
も

の
を
間
接
に
心
で
味
わ
え
ば
よ
い
。
そ
う
考
え
れ
ば
あ
の
「
鹿
お
ど
し
」
は
、
日
本
人
が
水
を
鑑
賞
す

る
行
為
の
極
致
を
表
す
仕
掛
け
だ
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
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感
性
に

間
隙
に
流
れ
る
も

極
致
を
表
す
仕
掛
け
だ
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

直
観
的
な
心
の
動
き
。

あ
い
だ
・
す
き
ま
。

達
す
る
こ
と
の
で
き
る
最
上
の
お
も
む
き
。

対
句
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表
現
３
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え
な
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水（「
鹿
お
ど
し
」の
水
）＝
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れ
を
感
じ
る
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　見
る
必
要
の
な
い
水

目
に
見
え
る
水（「
噴
水
」の
水
）＝
趣
向
を
凝
ら
し
た
風
景
の
中
心

◆
板
書
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　対
句
的
表
現

　
　
　
　
　
　鹿
お
ど
し

　
　
　
　
　噴
水

　︿第
一
段
﹀流
れ
る
水

　
　↑
↓

　噴
き
上
げ
る
水

　︿第
二
段
﹀時
間
的
な
水

　↑
↓

　空
間
的
な
水

　︿第
三
段
﹀見
え
な
い
水

　↑
↓

　目
に
見
え
る
水

　︿第
四
段
﹀鹿
お
ど
し
＝
目
で
見
ず
、
音
の
間
隙
に
流
れ
る
も
の

を
心
で
味
わ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 ＝
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見
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の
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致
を
表
す
仕
掛
け

◎
第
四
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日
本
人
の
感
性
）
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「
鹿
お
ど
し
」の
単
純
で
緩
や
か
な
リ
ズ
ム
が
無
限
に
繰
り
返
さ
れ
る
様
子
が
、

何
事
も
起
こ
ら
ず
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
る
人
生
の
け
だ
る
さ
や
徒
労

を
象
徴
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
か
ら
。

（
一
九
八
一
年
・
中
央
公
論
社
）

「
鹿
お
ど
し
」の
立
て
る
音
と
音
と
の
間
隙
に
、
日
本
人
は
水
や
時
間
の
流
れ
を

感
じ
取
る
が
、「
鹿
お
ど
し
」は
、
水
を
形
の
な
い
も
の
と
し
て
捉
え
、
形
の
な
い

自
然
な
水
の
流
れ
を
好
む
日
本
人
の
感
性
に
ぴ
っ
た
り
と
合
っ
た
装
置
で
あ
る
と

い
え
る
か
ら
。

「
鹿
お
ど
し
」は
、
自
然
に
流
れ
る
水
そ
の
も
の
を
感
じ
さ
せ
る
と
同
時
に
時
間

を
も
感
じ
さ
せ
、
形
の
な
い
も
の
を
好
む
日
本
人
に
、
水
と
い
う
形
の
な
い
も
の

を
間
接
的
に
味
わ
わ
せ
る
装
置
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

「
噴
水
」は
、
水
を
人
工
的
に
空
間
に
噴
き
上
げ
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
西
洋

人
に
直
接
目
に
見
え
る
形
で
水
を
味
わ
わ
せ
る
装
置
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

①
弛
緩

②
喧
騒

③
有
限

④
動
作

⑤
複
雑

⑥
洗
練

⑦
理
性

・
6

・
6

・
8

・
7・

14

・
9

・
8

・
8

・
3・

9

・
5

・
14

（毎日新聞社提供）
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師
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科
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◎視覚的に理解できる板書例を適宜示しています。
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デ
ジ
タ
ル
テ
キ
ス
ト

三省堂は、CoNETSプラットフォームを通じて

デジタル教科書を提供してまいります。

指
導
者
用
デ
ジ
タ
ル
テ
キ
ス
ト

学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
テ
キ
ス
ト

　

主な機能

❶教科書紙面をそのまま提示・拡大
　教科書紙面をそのまま収録しました。重要箇所にマーカー
を引くなど、紙面に自在に書き込むことができます。
　※一部著作権の関係上掲載できない場合があります。
❷フラッシュカード
　歴史的仮名遣いや古典語彙などのフラッシュカードを搭載。
古典の学習に活気を生み出します。
❸オリジナル教材との連携
　自作のパワーポイントやＵＲＬも、画面上にリンクをはる
ことができます。授業中はワンクリックで見せたいコンテン
ツを提示できます。
❹思考ツール
　生徒の思考を深める思考ツールを搭載。種々の試行錯誤か
ら生徒自身の気づきを促します。

※機能や画面デザイン等は、製品版とは異なることがあります。

動作環境（指導者用）
Windows 版　　  OS：Windows7 SP1、Windows8.1、Windows10（32bit/64bit 対応）
　　　　　　　　　　 ※ WindowsRT には対応しておりません。
　　　　　　　 CPU：Intel Core i3 以上推奨
　　　　　 　 メモリ：4GB 以上
　ハードドライブ空き容量：2GB 以上（ビューア 1GB ＋教材 1GB）
　　　  ディスプレイ：1024 × 768 ピクセル以上
　　　　　　　　　　  TrueColor(32bit) ※ 1
　　　　 　 ブラウザ：Internet Explorer 11
　　　　 　　 その他：.NET Framework 4.5 以降
　　　 　　Aero 設定：on ※ 1
　　　　　　 　　　　 ※ 1　Windows7 の場合のみ

動作環境（学習者用）
Windows 版　    　 OS：Windows8.1、Windows10（32bit/64bit 対応）

（Windows ストアアプリ）　　 ※ WindowsRT には対応しておりません。
　　　　　　　　  CPU：Intel Core i3 以上推奨
　　　　  　　　メモリ：4GB 以上
  　ハードドライブ空き容量：2GB 以上（ビューア 1GB ＋教材 1GB）
　　　　  ディスプレイ：1920 × 1080 ピクセル以上
　　　　  　　ブラウザ：Internet Explorer 11
　　　　　  　　その他：.NET Framework 4.5 以降
iOS 版
　　　  　　　　　 OS：iOS8.1 以降
　　　  　対応デバイス：iPad（第４世代以降）、iPad Air、iPad Air2
　　　　　　　　　　　 ※ iPad mini には対応しておりません。
　  ストレージ空き容量：3GB 以上（ビューア 2GB ＋教材 1GB）

※ 2016 年 9 月現在
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高
等
学
校
国
語
総
合
現
代
文
編･

古
典
編
﹇
改
訂
版
﹈

精
選
国
語
総
合
﹇
改
訂
版
﹈

明
解
国
語
総
合
﹇
改
訂
版
﹈

指
導
書･

教
材
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

目

次

三
省
堂

国語総合　指導書・教材のご案内

指導書
高等学校国語総合

精選国語総合 明解国語総合
現代文編 古典編

指導資料
発問例集
ワークシート

（構成・内容理解、語句・漢字学習、古文
品詞分解、漢文書き下し文、古典口語訳）

̶

ワークシート
（学びの道しるべ、語句・漢字、本文語句、
本文漢字、構成・内容理解、古文品詞分解、
表現活動）

̶ ̶ ̶

基本テスト
評価問題
実力問題 ̶
補充教材
教科書原文
朗読 CD
漢文エディタ ̶
学習課題ノート
教師用教科書
本体価格（予価） ￥15,000 ￥11,000 ￥25,000 ￥24,000

指導書別売品

教師用教科書 ￥3,000 ￥3,000 ￥5,000 ￥5,000

デジタルテキスト
指導者用デジタルテキスト
学習者用デジタルテキスト 

生徒用教材（採用品）

学習課題ノート ￥500 ￥500 ￥600 ￥600

※「発問例集」の内容は「指導資料」にも含まれています。
※『高等学校国語総合』は「現代文編」「古典編」で別売になります。

※指導書セットの「教師用教科書」と内容は同じです。

※指導書セットの「指導資料」の紙面をPDFファイルにしたものです。
※『高等学校国語総合』は「現代文編」「古典編」が一つになっています。

セ
ッ
ト
で
同
梱

 ＝データまたは音声でのご提供です。  ＝冊子でのご提供です。

※指導書・教材類は現在編集中のため、内容・仕様等については変更する場合があります。
※価格はいずれも本体価格（予価）です。

指導資料 PDF 版 ￥5,000 ￥5,000 ￥5,000
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